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ここに, 「方言文末詞<文末助詞>」の研究を発表するO今,一つの宿願を

ほたそうとすることに,自身,いささかの感慨を禁じ得ない。

発表は,上・中・下の三巻とするo

ただし,上巻と中巻との区わけは,単純にぺ-ジ数計算によった。

日本語の方言の研究にあたって, 「文末詞<文末助詞>」を重視すべきこと

は,すでにたび重ねて強調してきた。わが国の方言研究の-力点は,文末詞研

究におかれてしかるべきだと,私は確信している。 -多くの新学徒が,方言

研究の道にたって,しかも現地の方言生活に謙虚に面を向けた時,一挙に,観

察・調査の重要性を自覚するのは,じつに文末詞においてであるのは,河をも

のがたるか。

西洋近代の諸言語に比照しては,私どもはますます,日本語についての文末

詞研究の重要性を痛感する。彼我の言語間での,文表現構造の相違に明らかな

とおり,文末詞なるものは-また,文末詞の活動する文表現末尾の特定文末

部なるものは,まったく,日本語にとっての特質的なものである。私は,わが

文末詞の研究にしたがうことによって,近代言語学の一翼に参加しうることを

愉快とし,かつは,このような方法で,日本語に依拠する一般言語学を開拓し

うるのを欣快とする。

私が,年来の企図にしたがって本書に叙述するところは,私なりに言って,

文末詞研究の高次共時論である。

高次共時論に関しては,旧著『方言学』の, 「高次共時方言学」に関する

所説をご参照くださるならばさいわいである。



なお,前著『方言敬語法の研究』は,その緒言にもしるしたとおり,私が

「高次共時論の実践」とするものである。

私の文末詞研究のあゆみをふりかえってみる。昭和二十四年刊の『日本語方

言文法の研究』で,私は,文表現末尾にはたらく特定の表現要素に注目し,そ

の実態をとらえて,品詞論的には,これを「文末助詞」とした。同書では,文

末助詞を記述するところが多大である。昭和現代の日本語方言諸分野にたちい

って,その実態を視るにつれ,私には,文末助詞とその活動とが,かぎりもな

くつよくせまってき,これ-の関心は,敬語法-の関心とともに成長した。し

かも,文末助詞の活動もまた人間の待遇表現の重要部面.をになうものであるた

軌文末助詞研究と敬語法研究とは,,私にあって,まさに方言研究の車の両輪

のようなものになった。

最初に文末助詞研究をまとめた桝も昭和二十一年(1946年)であるOその

時の標題は, 『日本語表現法の方処的研究　第二』というのであった。恩師土

井忠生先生のご指導による。 (これには特別の事情もあった0億生のたてられ

た「敬語の歴史的方処的研究」という研究主題の「方処的」のところが・私に

付与された。当時の文部省科学研究費の恩恵によるものである。その「敬語の

方処的研究」を承けて,私は,つぎに,敬語法に密着した「文末助詞表現法」

杏,千日本語表現法」の名でとらえて, 『日本語表現法の方処的研究　第二』

をまとめた。)上の研究物は, 「ナ行音文末詞」 「ヤ行音文末詞」 「サザ行音文

末詞」にわたる。この範囲の研究は,やがて修成されることになり,昭和二十

七年には,ひとまずその業がおわった。 (広島文理科大学の研究室に属して,

教室でその研究の一端を発表し得たのは,私の感謝にたえないところである。)

待遇表現法因子ともしうる文末助詞,これに関する表現論的な研究をまとめ

て,私は,早期には, 『相手をよぶ文末表現法』という中間的な発表物をまと

めたこと.もある。これに摂するものでは,また,のちにまとめた『日本語対話

表現の文末機構』というのもあるC
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このようないとなみに並行して,私は,しだいに,文末助詞を文末詞とよぶ

ようになった。対話の訴えかけ成分は,文表現にあって,まず最初に分別特立

されるべき表現要素であって,これを成さしめているものは,けっして辞的因

子ではないと考えられる。このことを,しだいに明確にしてきたのであった。

昭和三十一年末には, 『文末詞の研究』の出版を用意している。

「文末詞」の名は,いまだ人々の目にこと新しいものでもあろうか。

名辞よりも実体である。要するに,しかるべき実体が正しく把握されていればよい。

『方言文末詞<文末助詞>の研究』の名の本の発表を日ざして,直接の準備

をはじめたのは,昭和四十七年五月である。 (ここでもまた,私は,昭和四十

五年度ころの広島大学文学部大学院博士課程に,方言文末詞の講義と演習との

椀会を得たことを深謝する.なおこの当時も,私の手もとでは,方言文末詞の

研究は,方言敬語法の研究<広義>に属するものとも考えられていた。)

本書(この上巻)および中下巻に見えるまとめのかたちを,最後的に立案し

得たのは,昭和四十七年二月刊の広島大学文学部紀要特輯号2 『方言文末詞(文

末助詞)の研究』をしあげた当時である。本書の序編は,上著の総論の部によ

るところが多い。

(昭和51年6月12日)

&　　　*

本著作を成就して出版しうるについてほ,あらためて,多くのかたがたに感

謝の意を表さなくてはならない。

まず,刊行に関する,春陽堂書店和田社長の寛容を深謝する。氏は,本「文

末詞」研究の分割発表についても,ただちに好判断を示された。

先学・知友の,多くのかたがたの,年来のご激励に対しては,お礼の申しあ

げようもない。それこれのおたよりなど,つねに持して戒めとしてきた。
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恩師諸先生のご鴻恩には,無限の謝意をささげる。

本巻校正にあってもまた,佐々木岐氏の真撃克明なお力ぞえをいただく。銘

記して感謝するしだいである。



凡　　例

1)文末詞<文末助詞>研究は,上・下の二巻に制した。が,上巻初校刷が千

べ-ジにおよんだので,出版は,上・中・下の三巻仕立とされることになっ

た。本書,上巻は,その前三分の一である。

2)ナ行音文末詞の「ナ」の項から,最後の感動詞系(文系)文末詞の末尾まで,

蓄積の全力-ドを整理しおえて,私は,さてこの全力-ドをどう処理したも

のだろうかと考えこんだ。まっすぐに考えれば,すべてのカードを善用する

ことがあるばかりである。それにしては,カード数が多すぎる.一書にまと

めるためには,もとよりのこと,資料の大節減をはからなくてはならない。

思えば,研究とはふしぎなものである。年月をかけにかけて資料を集積す

る。さて,書く(記述する)段になっては,せっかく集めてきた資料を,す

てにすてるo記述のしごとは,まずはカ-ド省略のしごとになるOそのやや

苦しい実践が,私のこの著述行であった。

本書掲載の実例について,その選択意図などをご明察いただけるならば大

事である。

3) 「ナ」「ナ-」・「ノ」「ノ-」などでの,文末詞長呼のことは,やっかいな

問題であるo私は本書で,長呼・非長呼を峻別せず,総合的に両方を一括し

てとりあつかう。いわば音韻論的処理でもある。 「ナ」「ナ-」は「ナ」とす

るo 「ネ-ヨ」なども根本的には「ネヨ」というものであると見るo

所により事により,本文中,長呼形または短呼形をとりどりに記述しようか

そうすることによって,記述にはばを持たせ,記述を生きたものにしたい。

-必要に応じて現場本位にものをとりあつかうということでもある. (隻

呼形をきわだてて論じるべきはあいにはそうする。長呼形についても同様で

ある。)

およそ,文字どおり短呼の「ナ」などは,あり得ないことである。 「ナ」
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も「ネヤ」も「ノモシ」も,その文末詞形は,いうまでもなく,開音節の母

音におわるOそれゆえ,文表現を文末詞-特定文末部-で言いとめたば

あいには,かっきりとした母音短呼は成りたたなくて,短呼のつもりの時も,

つねに微妙な長呼がおこる。

4)本文中の実例には,通常,アクセント符号がつけてある。傍線部が,より

高く発音されるべきものである。傍線部分に「OooooOO」のようなく

ざれのあるはあいは,のちの傍線部分がより高糾こ発音されることをあらわ

す。

5)実例を現代共通語で言いかえているものに" "があれば,その部分は,

土地人の説明のことばか,それに準じうるものかである。

この" "が,通常の説明本文の中に出ることもある。すべて,引用-であ

ることを明らかにしたものである。

6)本書でゐ表記法のいっさいは,私自身の定める正書法によっている。漢字

の用法に前後の差異の見られるはあいなども,それぞれをお認めくださるな

らばさいわいである。

7)書中,他文献を引用し恩借するはあいに,著者名・発行所名,巻号・年月

などを,省略することが多い。この『昭和日本語方言の総合的研究』の第一

巻・第二巻の作業をおえてきたので,本巻以降では,前二巻に依拠しつつ,

本文中の文献出所記載の作業を簡略にする。委細については,下巻末の「引

用(恩借)文献一覧」を参照せられんことを乞う。

一覧は地方別(-県別)に整理してあり,各県内では,ものが,著編者ア

イウニオ順に排列されている。
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は　し　が　き

1文末詞というもの

かつての学生生活のみぎり,私が,ここに言う文末詞(「首丁-ワ　サヲィ　京-。」

の「ネ-」のようなもの)の研究に興味をもやして,一息これを,柳田国男先生のも

とに持ってあがり,私なりの愚見を開陳した時,先生は, =ェジャキュレーションだ

ね。日とお-しゃったo　ほかではそのご聞くことのなかった術語であるが,まさに,先

生のエジャキ-レーションと見られたものが,私のとりたてようとする文末詞であるO

「叫び」の性質を持ったものがすなわち文末詞であるO

私が文末詞と称するも,のは,世に終助詞または感動助詞と言われているもの

である。

・文末に来る特定の訴え要素, 「ネ」「ナ」「ナモシ」といったようなものは,

まさに感動の成分であろう'。これを「感動なになに」とよんで概括することは,

要を得ているoそのものが,文の終りにあることに注目すれば,これを「終な

になに」とよぶことも妥当である.山田孝雄先生は,一蜘こ終助詞,感動助詞と

よばれているものを(私が文末詞と概括するものを)i間投助詞と終助詞とに

分析された。先生の助詞分煩はもっとも理路整然たるものであって,私なども,

第-には先生の教えにしたがって助詞研究に出発しているn

ところで私は, 「間投助詞」といったような「問投なになに」という術語は,

文字どおり,文表現中に問投される成分・要素について用いるのが適当と考え

るようになったo Lたがって今も,文末には.たら(・特定分子について「間投な

になに」の語を用いることは加、Oのみならず,山田先生の説かれる間投助詞

と終助詞との,あいむすびあったものが,滞体として文末にはたらきもするの.

で,私どもは,つねには先生の二分法にしたがうことができない。
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牡の一般の文法研究が,しだいに終助詞の一元名を用いるようになってきた

のも,しぜんのなりゆきと解されようか。ものを, 「要するに文の終りにあっ

てはたらくもの」と見るのであろう。さてそれを性質に即応して名づけるとな

っては,とくに感動助詞の名を,人は,えらびやすいしだいか。

私は,そのように言われがちのものを文末詞とよぶ。

「終助詞」の名は,その助詞と見ることはのちの問題として,やや消極的な

とらえかたの名目ではないか。 「終りの助詞」というのでは,何の終りなのか

が表明されていない。いわゆる終助詞にとってたいせつなのは,それが文表現

の終末にあるという事実である。この点にかえりみて,私は,かつては,今い

う文末詞を,文末助詞とよんだ. 「文表現の末尾にあるもの」という事態を呪

白にしたつもりである。

もし私が,文末助詞または方言「文末助詞」の名を用いていれば,指摘しよ

うとするものが何であるかは,人々にただちに領解されるであろう。

久しくその名にしたがったのであるが,やがて考察を進めて, 「文末助詞」

を「文末詞」とよびあらためるようになった。 (いかにも-ジャキュレーショ

ンにちがいない文末助詞は,もはや助詞の名でよばれてはならないことを痛感

したわけである。)

識者は,いわゆる文末助詞が文末に`孤立する'事実を認めて「孤立・特立・

卓立」の名を用い,また-名辞はたてないまでも,その考えを説述されてい

よう。しかし,それらのことがどのように進歩的であるはあいにも,多くの人

が, 「なになに助詞」の名はすてようとせられない。このことは,私にとって解

しがたい事実である。思うのに,いわゆる文末助詞が「ナ」や「ネ」のように

かな一文字で衷記される分子であることが,人々を長く「てにをは」本位の助

詞観にひきとどめているのではなかろうか。形態の助詞ふうであることが,大

人を長く「終助詞」 「感動助詞」などの助詞観にとどめているのかと考える.

ここには率直な本質直観が緊要であると言うべきであろう。
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II 「文末詞」意眼の重要性

人は,日本語の文法論的特質を求めようとするさい,比較的早く,文表現の

末部にはたらく特定成分(語としては文末詞としうるもの)をとらえうるので

はないか。

＼およそどの言語のばあいにも,言語活動の現実の活動体としてはセンテンス

がとりたてられ,しかもその個々のセンテンスは, 「訴えの表現」と見られるO

センテンス形式は,人の訴えの形式であるとも言うことができる。そういうも

のであるからこそ,どの言語のはあいにも,個々のセンテン別も　文末になん

らかの特色を示しがちである。(文法的にも,音声的にも)日本語は,文の表現

構造が,述部を後置する,表現「文末決定」の構造であるた釧こ,いよいよも

って文末に文の訴え構造の特色が顕示されがちである。そこに,私どもは,日

本語の文表現構造の特質を認めることができる。

その特質の当体となるものが文末詞であるとすれば,これの研究がきわ埼て

重要であることは,多言を要しないことである。 ㌔

日本語の自然状態と考えうる方言の世界にたちいる時は,だれしも,ことに

容易に,個々の文表現の文末特定成分に蓬着しうるであろう。他言語の文表現

の文末構造との対比を待つまでもなく,私どもは,日本語そのものの世界にお

いて,すなわち方言の世界において,文表現の特質をささえる文末詞をただち

に把握することができる。はじめて方言調査の旅に出かけていった人たちも,

最初に無条件に耳をそばだたしめられるのが,じつにこの文末特定成分(語と

しては文末詞と言いうるもの)であるO方言の生命を感じたなどとの感懐をも

らす時も,その人々は,おおかた文末詞に着目して方言を見ているO方言会話

の世界にひたって,方言の,生活語としての事態を把握しようとする方言研究

者たちは,最初にせまってくる大岩のごとき存在,文末詞を避けて通ることが

できない。
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文末詞研究は,方言研究の基本的方法とされる。

言語研究の方法一般として,あるいは音声現象にあるいは文法現象にあるい

は語桑現象にと,分析的な観察がほどこされてきている。方言研究のはあいに

もまた,この轍を踏むことが常識と考えられている。が,そういう見かたのど

のような行きかたをするにもせよ,ただちに観察の対象となるのが,文表現末′

部の特定成分,文末詞にはかならないOいわば,分析的な観察をこえて第一次

的に熟視せしめられるのが,文末特定成分,文末詞である。

文末詞研究の意味論的発展性もまた明らかである。文表現の末尾にはたらく

特定成分は,つねに文の表現効果を最後的頂点的に左右する。文表現が対話文

であって,つねになんらかの相手に投げかけられるものであるとすれば,その

文表現の表現効果が,ついに待遇効果と言いうるものになることは明白であろ

う。とすれば,文末特定成分(文末詞)は,つねに文表現の待遇効果を左右す

るものとされる。これほどに深刻な意味作用が,文豪現車の他のどの要素に兄

いだされようか.文末詞一・一-文表現末尾特定成分-の着眼と討究とは,表現意

味論上でもきわめて重要であると考えられる。

私どもは,文末詞一一一文表現末尾特定成分の,形式と内実との総合的な把握

によって,方言表現の生活を深く理解していくことができる。

以上に私は,文末詞という術語と,文末特定成分などという言いかたとを

用いた。文表現について見,また文表現について言うかぎりでは,私ども

は,文末に, 「文末特定成分」 (または「特定文末部」)を看取しうるばか

りであって,品詞, 「文末詞」を直接にとらえることはできない。 -現

実にとらえうるのは,文表現の部分としての特定文末部分である。さてこ

のものを,表現の次元を割って内祝する時,私どもは, -表現要素の底

面に,語としての文末詞を認めることができる。この間の事情にもとづい

て,私は上釆の述べかたをした。



III　私の方言「文末詞」研究の意図

私は,日本語の文表現について,文表現末尾特定成分-文末詞-の独自

性を認める。方言研究上では,文末詞研究を基本的なものとして重要視する。

年来これの研究にしたがってきて,今,その結果を公表しようとするさい,

私は,つぎのような研究意図があるとしたい。

私の言う高次共時方言学の考えかたで,昭和日本語方言状態の文末詞・一一

文末詞活動(すなわち,文表現末尾特定成分の活動)を記述したい。

高次共時論のたちばは,すでに『方言学』 (昭和37年)に公表している0-

これは,早く「方言学おぼえがき」 (『方言研究』第一輯　昭15年7月)に捌台

したものであった。 (拙著『方言研究の回顧と展望』　昭和47年)

簡約して言えば,次のような記述態度をとろうとするものである。

①　個々の文末詞をとりあげる。 (諸文末詞の全体が分類されるが,その

分類にしたがってのことである。)

②　個の文末詞の生態を,昭和日本語の全方言状態にわたって追求するO

いわゆる分布がさぐられるが,ここで,その文末詞の全方言状態上での棲

息のさまが追跡される。 -そこそこで,個の文末詞の栄枯盛衰が認めら

れよう。生態の記述は,当然そういう史的状況の記述を含んでいく。ここ

に,内部化されていく構造論がある。

③　その構造論が,文末詞の昭和日本語方言上に活動する,具体的な意味

作用の記述に徹底すべきものであることは,言うまでもない。

④　この構造論の高まりを求めて,問題の文末詞が,将来,どのように生

きていくかも尋求する。

⑥　一個の文末詞に関する上述のような記述が,他の文末詞に関する上述

のような記述と関連せしめられる0 -じつはそういう関連を予想し予定

しつつ,個の文末詞の記述にしたがうべきことが要請されている。



⑥　構造連関・意味連関をできるだけ広汎に求めていきたい。 (そうする

ことが,高次元の研究を得るゆえんであろうと考えられる。)



序　編　昭和日本語方言文末詞

〈文末助詞)研究　総論



第一章　文表現の訴え

第一節　「訴え」の基本性

どの種の言語にあっても,その実際の言語活動が言語表現を形成することは,

言うまでもない。言語表現, -広く言って表現のすべては,みな,表現者に

よって,他者に訴えられるものである。言語表現は,それが表現者によるもの

であるのにしたがって,すべて外他への訴えの作用を発揮する。

表現作用,今は,言語表現作用は,訴えの作用であると言うことができる。

言語生活では,人は, 「訴え」の言語活動にしたがって,逐次,言語を表現

する。その通常・自然のさまが,文表現の二つ以上の連続というさまになって

いく。言語表現が,総体的に「訴え」であるのにしたがって,言語活動,表現

活動での個々の文表現が, 「訴え」の表現になる。

方言会話の世界を見るのに,方言人たちは,その談話で,まさをこ一つのセン

テンスまたは二丈表現以上のセンテンス連結体を発出して,言語表現の生活を

している。その全相が,つねに対者ないし他者へのはたらきかけ・訴えかけで

あることはもちろん,個々のセンテンスがみな,つねに相手に訴えかけるもの

になっている。はあいによっては,人が相手に答えて反応の表現にしたがうが,

それもまた反応の訴えになることは,言うまでもない。方言会話者は,発言す

るごとに,全体的にも部分的にも訴えとおしている。老幼男女,すべてこのこ

とにかわりがない。

カール二ビューラ-紘,言語記号の,対象と受者と送者とに対する機能的関

係を,叙述(Darstellung),よびかけ(Apell),表出(Ausdruck)とした。

(昭和30年版『国語学辞典』による。)ビューラ-の分析法そのものは,今,潔

くは問わないことにする。ただただここに,アペルの指摘されている点を,私
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は重視したい。言語の表現がつねになんらかの「訴え」であることは,ビュー

ラ-に認められているとしてよかろうO (私は,アペルの酎旨を, 「叙述」r表

出」のはたらきを被うものとして,重要視しようとしている。)

言語表現にとってなによりもたいせつなのは,外他を予想する,よびかけの

ことばのようである。端的に言って, 「よびかけことば」以上に重要な表現要

素は,なさそうである。 -言語上のコミュニケ-ションは,集約的にとらえ

てみれば,すべてよびかけの活動である。それはすなわち, 「訴え」と言える

ものである。

私の知友の-植物学者は,はじめての南米生活のスペイン語経験で,とにも

かくにも(あるいは第-に),よびかけことばがなければコミュニケーションは

はじまらないことを深く経験したそうである.そのはずだろう. 「オ才ガ-O」

(もしもし。)などと言ってよびかけなければ,未知の社会でのこと,だれひと

りもつかまえることはできないOさて「芽ニラ-。」は,子どもや犬に対するよ

びかけことばだという。これを,見ず知らずの紳士に言いかけたりしたらたい

へんである。そのさいは, 「オTガ-。」と言わなくてはならない0-これは,

ていねいなよびかけになるものだという。知友は,チリーで,まず二つのよび

かけことばをわきまえ知って,これらをふんだんにつかったのだそうである。

氏は,なによりもそうせざるを得なかった。ことばにとってだいじなのは訴え

であることが,氏には,異国で実感されたわけである。

私どもの身辺の幼児の言語習得の状況を見ても,また, 「よびかけことば」

の第一に重要であるらしいことが,よく理解される。すなわち幼児たちは,一

にも二にも-衝動的であるにもせよ,ものを訴えようとして,つねによびか

けの方法を摸索・開拓している。訴えのはたらきとよびかけことばの発明・運

用との相互一体のあらわれを,私は,かつて身辺の二歳孫女児についてくわし

く観ることができた。いつしかこの子が,おとなのまねのような言いかたをし

てブツブツと言っている。何を言っているのか,よくわからない。じっさい,

それは,ことばになっていないことばだったようである。ことばめいたことば
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というようなものであった。ところで,この女児自身は,そのような言いかた
ノ

をしては,終りに「ネ。」というのをつけた。思うのに,この子は,けっこう

たのしく,自分なりのスピーチをやっていたらしい。 (内容が聞きとれないの

は,こちらのおとなどもだけのことである。)たのしそうにものを言っては,
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ひとくぎりつけて「ネ。」と言った。この子はたしかに, 「ネ。」で,きりをつ

けたのであろう。ここに,本能的とも言うべき訴えのはたらきが見えはしない

か。もとより「ネ」は,おとなから聞きとった「ネ」であろう。ほかならぬ文

末詞の「ネ」を習得した,この,ことばのとらえかたそのものが,すでにおも

しろい。はかはおろそかでも, 「ネ」ことばだけは,的確にとらえた。その

「ネ」を,ひとりごとふうのわけのわからない言いかたや,相手に語るおもも

ちのわけのわからない言いかたの,きりのっけどころで(と,私どもに解せし

めるようなところで),言いあらわす。まさに,注目にあたいする訴えである。

この子は,しぜんのうちに-訴えの本能にしたがって, 「訴えことば」 「よび

かけことば」の「ネ」を獲得している。訴え,よびかけることは,まことに,

人間言語の本然にかかわることなのであろう。

幼児が,あるいは,やや大きくなった子どもでも,母おやその他の近しい人の瀕
ノ

をのぞきこむようにして, 「ネ。」と言う。 -たのむ時とか,何かの念をおす時と
ノ

か。 「ネO」と「のぞきこみ」とは,一体のものである.あの「のぞきこみ」こそは,

私どもに,表現の訴えをよくなっとくせしめるものではないか。 「ネ」 &どの「訴

えことば」は,幼児たちにとっての,近しい人たちへつ最良の「よびかけことば」か

もしれない。

料理の昧つけに「かくし味」というのがあるという。すぐれた料理家は,この

「かくし味」で,最後的に,手練の調理の味わいを人に訴えようとしてはいないか。

このばあい, 「かくし味」が, 「訴えことば」 「よびかけことば」とも考えられる。

第二節　「訴え」の内容に関する省察

「訴え」に関しては,心情的なものだけを「訴え」の内容として考えようと
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するむきもあろう。そのことも理解にはかたくないことではあるけれども,臥

は,そういう意味でのみ「訴え」を考えようとはしていない。訴えるのは,請

し手ないし表現者の,そのはあいの文表現内容の全体を(文豪現にかぎらず,

文章表現のはあいにも,その表現内容の全体を)聞き手ないし受容者に訴える

のである.知的要素と情的要素とのおのずから揮然一体となったものを全的に

相手に訴えかける。

そのような訴えかけにあっては,特定訴え要素そのものによることであるけ

れども,総体に,それこれの訴え要素のはあいごとに,訴えかたが複雑である。

-情的な訴えかたの,ある単純さにはとどまらないものがある。たとえば,

「ずレダッテ　モ所三ワ　シティ　サo」などと言うはあい,文末特定要素

「サ」にかけられた「訴え」の内容は複雑である。すなわち「サ」は, 「だれだ

って問題にはしないこと」を,思いきりよく,また投げすて気分にも近い気も

ちで訴えており,かつ, 「だれだって問題にはしないこと」を,かなり知的に

断定しようとする気分を表白し得ている。そのように,重層的な表現内容を持

ちうるのが,訴え成分である。 (「暑い　ナ一。」というような主情的な文表現

での「ナー」といったようなものが,はなはだ心情性にとんだ「訴え」である

ことなどにとらわれて,諸他の訴え成分の,はばびろい自在なはたらき,重層

性にとんだ役わりを誤認することがあってはならない。)

以上の意味においても,私どもは, 「訴え」を「よびかけ」とも,容易に換

言することができる。あるいはむしろ「よびかけ」と言ったほうが, 「訴え」の

性能の重層性や,時にとっての豊富さを,よりよく表現しうるのかもしれない。

第三節　訴え要素とその出現の位置

広く一般的に考察するならば,あるいは諸言語に拘泥することなく抽象的に

ものを考えるならば,文表現での「訴え」または「よびかけ」は,文表現のど

この部分におこってもよいはずである。 -文表現の「訴え」成分, 「よびか
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け」成分は,文表現中のどの部分に出てもよいはずである。多くの言語におい

て,じっさい,文頭でも文中でも文尾でも, 「訴え」または「よびかけ」がな

されていよう。表現者の表現意識,表現意図のおもむくところ,文表現中のど

こ-でも, 「訴え」 「よびかけ」の徴証は示しうるわけではないか。

そういう「訴え」は,文表現に-カ所・一回と限られるものでもない.はあ

いによっては,文表現上の二ヵ所以上のところに, 「訴え」 「よびかけ」の要素

が出現する。ともあれ,文表現成立のばあい,そこには必然的に「訴え」 「よ

びかけ」が成立し, 「訴え」の成分, 「よびかけ」の成分があらわれる。

私どもが日本語について見るはあい,また,文表現の末尾にくる特定訴え成

分と,文頭にくる特定訴え成分と,文中にくる特定訴え成分とを,容易に把握

することができる。 (しかも,日本語の文表現習慣について見るのに,これら

三者の訴え成分は,存立するかぎり,たがいに深く質的に関連しあうものであ

ることが明らかである。)例を見よう。

たとえば, 「モシ」ということばがある。これが,
ノ

○首シ　アテクワ　下コカラ　オイデマシタ。

もし,あなたはどこからいらっしゃいました?

というようにもつかわれ,また,

○アテクワ-下コカラ　オ矛デマシタ　首シO

あなたはどこからいらっしゃいましたね。

というようにもつかわれる。さらにまた,

○アテクワ,看シ,下コカラ　オイデマシタ。

あなたは,もし,どこからいらっしゃいました?

というようにもつかわれる。 「モシ」は,文頭にたちうるとともに,文末にも

たち得,また文中にもたち得ている。こうありうるのが, 「訴え」ことば「モ

シ」の面目である。ここにまた, 「訴え」「よびかけ」の本性が明らかである。

共通語のことばづかいで,人が,一文の表現をおわったとたんに, 「-イ」

と言ったりしている。この「-イ」は, 「丁こィ　テ=デス,。」などとも言えるも
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のである。文頭にたちうる要素を,人はごくしぜんに,あるいは意識的に,文

末に転用している。 -転用することによって,文表現に愛想の気もちをつけ

ている。 (「-イ」は,愛想ことばとされている。)方言上にもこの種のことは

多いOたとえば四国の方言で, 「盲イ

また「ドコイ　イクンゾ

ドコイ　イクソゾ。」と語りかけもし,

ヨィ。」と語りかけもする。 「ヨイ」は,文頭にも文

尾にも-また文中にも-,自由につかいうる「訴え」 「よびかけ」のこと

ばである。

起源成立の同一の形態素が, 「訴え」 「よびかけ」の性能をになって,文頭文

中文尾の要点に出現する。そのことが,文表現における「訴え」 「よびかけ」

の自然と必然とをよく示し,こういう特定要素の成立すべき根拠をよく示す。

文表現中,二つ以上の訴え要素が二カ所以上に出ることも,当然,あってよ

い。 「訴え」 「よびかけ」の必然にしたがって,随時随所に適宜の要素の出現す

るのが,文表現のしぜんである。その種のはあい,二つ以上の訴え要素がたが

いにきれいな械能連関を示すことは,すでに述べたとおりである。

第四節　日本語対話文表現での文末要点

日本語の対話での,個々の文表現では,とくに文末部に特定訴え成分の出て

くるのが,大きな特色となっている。文末は,わけても「訴え」 「よびかけ」

の力のつよくやどるところであり,ここほ,まったく,代表的訴え箇所となっ

ている。それゆえ私は,この文末点を,日本語「文表現」上の表現重点と考え

ている。

方言に生きる人々の生活語意識をたずねみるにつけても,人々が文末の表現

重点に気づいているのを,しばしば知ることができる。一例であるが,千葉県

房総半島南部の-地に滞在した時のことであった。一軒の家でのこと,小学校

五年生の男児が, -ことば-ことばの表現(文表現)ごとに, 「サ」のむすび

をつけるのであったpまったくの頻用で,私は,ときに,その男児から「サ」



第一章　文衷現の訴え　　9

ということばばかりを聞いているかのような思いをしたくらいであった。かた

わらの母ごが,聞くに聞きかねてといったようなあんばいであいさつしてくれ

て, "「サーサー」ばかり言って。"と笑った。かつは"ここのことばは, 「サー

サ-」って言うんですよo''と述べてくれた。はっきり,文末の表現重点の「サ」

ことばに気づいていた。

地方の方言人によっては,独特の方言世界を端的に説明するのに,文末こと

ばをもってすることが,すくなくない。

学校教育においてではあるけれども.旧来,教師が生徒児童に, "語尾は明瞭

に!","ことばづかいの終りははっきりと!"などと言ってきた。言われてき

た語尾は,たいてい,文末のことである。文末の表現重点の重要性が,こうし

て,早くから人々に認められている。

一般に,日本語に生きる人のだれしもが,文表現の下方-下方-と注意を凝

収していよう。かんたんな-特殊事実に見ても,このことがよくわかる。九州

地方のことばづかい, 「何々をば」の言いかたを,たとえば肥後方言で, 「何々

バ」と言っている0 -「′一、一/ミ」で,目的格を表示し得ている。聞くほうも,

「ノミ」のところで,たしかに目的格を感じとっている。 「を」格表示の,かんじ
ヲ

んの「を」は落としていても,人は,話し手も聞き手もともに, 「′~＼一/弓で

「を」格を意識し得ている。いわゆる連語「をば」の下接着が,当の連語の放

能を集約的に表示し得ているのであるO　ちなみに「私ばかりが」などというば

あいの「ばかりが」にしても,この副助詞と格助詞との,いわゆる連語の,丈

表現上の機能は,格助詞「が」本位のものになっている。すべて下接着重点と

いうことが言えよう。同様に,人々は,一文表現の全体についても,最終的な

下接者に,しぜんに注意を凝収しているようである。

日本語文表現上での文末要点は,日本語文法の研究にたずさわる人々,ない

しは日本語表現生活の現実態を方言界に見ようとする研究者たちによって,ち

っともしぜんに気づかれていることを,なお,指摘しておきたい。私の周辺の
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多くの知人は告白している。一一一方言調査に行って自由にものを見ようとして

いても,たちまちひきつけられ,あるいは,けっきょく重視せしめられるのが,

文末特定要素という部分・箇所である,と。最近, -研究者の語ったことは,

つぎのとおりである。

文末詞研究は,中にはいればはいるほど,深くあつかおうとすればするほ

ど,わからないことだらけです。それだけに,日本語の文法研究に占める,

文末詞研究の重要さが痛感されます。

第五節　日本語文表現の構造・機能と文末特定要素

-日本語「文表現」の文末決定性-

なぜ,日本語の文表現では,ほかならぬ文末が表現重点になるのか。 (-

なぜ,文末に特定の訴え要素が出現することになるのか。)これはまさに,日本

語文表現の構造・方式,したがって,機能方式にかかわることだと解されるO

日本語生活での表現者たちは,日々の表現生活で,しぜんのうちに文末の特

定の訴え要素を欲求し創作している。表現のどんなばあいにも,多くのセンテ

ンスで,文末特定要素への自然欲求が示される。 -そのため,ときに無自覚

的にも,特定の文末要素が創作されたりしている。

上げ調子のアクセントを用いるなどは,文末の訴え要素の自然創作として,

とくに注目されるものであろうO一例,東北地方の宮城県下などでは,晩のあ

いさつに,

○オバンデ　ガス〔ti〕-0

お晩です。 (今晩は。)

と言う。 「ス-」のところで,上がり調子を見せているo　このさい,特別の訴

えことばとてはないけれども,文末の上げ調子が,顕著な訴え要素になってい

る。訴えの欲求は,しぜんにこういう文末声調をひきおこしている。

私どもは,一般に,文末の特定要素にすがりつつ,文表現の生活を営んでい



第一章　文衷現の訴え　11

ると考えることができようか。こういう点では,文表現法を,つきつめて文末

表現法とも見ることができるかもしれない。

かえりみると,文章作品を見ても,個々の段落の末尾には,その段落をしめ

くくる何かが認められる。文章作品の最後部そのものを見ても,そこに,そこ

までの全体をしめくくる何かが認められる。特定の詩的表現(-センテンス構

造の完結体)の和歌や俳句などを見ても,それらの文末には特定の訴え要素が

あり,あるいはその文末に無韻の韻とも言うべき内面的な訴えが沈められてい

る。文章表現上の,さまざまなはあいでの,上のような事実との対応関係にお

いて,私どもは,日常口頭語の丈表現のはあいについても,その文末の特定要

素を見ていくことができる。

話しことばの世界に限って言えば,話し手,表現者は,表現内容をひきまと

める時(一文表現をおさめようとする時),その表現内容の確認を相手に求め

るかのように(求める気もちで),文末で,表現の特別の「念おし」をおこし

ている。そこに,諸多の文末特定要素がうまれている。

文末での特定要素の製出が,日本語の特質であることを見よう。すでにふれ

たとおり,ここで,日本語の文表現の構造論的特質が問題にされる。日本語の

文表現では,その表現の構造が,述部の下方展開となる。助動詞は動詞のあと

につづき,しかもその助動詞は,しばしば累加される。 -このような助動詞

は,山田孝雄先生の説かれるとおり,まさに復語尾と見られるべきものであるO

述部での動詞本位の叙述は,複語尾の重畳とともに,下方展開となり,表現の

決定は,その下方展開のままに,後方-後方-と持ちこされる。とどのつまり,

表現の決定されるのは,文末点においてである。 (文末がきたと思ったら,そ

こはすなわち,表現の決定されるところであった,というわけでもある。)こ

の事実を,私は,日本語表現法の文末決定性と称している。

さて,その文末決定の瞬間において,たとえば,
/-/I

ノ
「オバンデ　ガス〔ti〕-o」

での「ス-」のように,特定の文末声調が生起し,また,文末で,
一・・・一.I

Oワすす~言シタ　ネ-0
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/-/I

などのように, 「ネー」といったような文末特定成分が生起する。 (「ネー」に

はまた,上の例だと,上げ調子の文末声調がともなっている。)

「ネ」といったような特定の勝者要素が,きわめて単純に文表現の最後に惨

若し得ている。日本語の文表現の構造は, -文末決定性の表現構造は,最後

的にこのような特定成分の勝者を可能とする表現構造であるoそれゆえ,日本

語の文表現では,文末重点の訴え法が大いに発達し得たのであろう。

日本語表現法の文末決定性をささえる文法構造が,文末での特定訴え要素

の自由な生成と活動とを,おおいに可能ならしめた。

と言うことができよう。日本語のはあい,その表現法の必然によって,文末に

は,特定の訴え方式・訴え要素がさかんになってきている。

文末訴え要素の生成と活動とは,日本語の文表現法の機能的必然である。

このことを,現代英語の文構造のばあいと比較してみよう。

現代英語では, 「今日はいい天気ですね。」というのも,

Olt is very fine to-day, isnt it?

と言う。動詞「is」は,文初ちかくにあり,わが文末詞の「ネ」にあたる言いか

たは, 「isnt it」とされて,支後方につけそえられている。そのさい, 「isn't

it」の前には「,」がうたれている。日本語のばあいは, 「今日はいい天気で

すね.」の「ね」の前に「,」をうつことはできない。 「,」をおいてのみ,

「isnt it」と言うことが可能な英語のはあいには,じつは「isn't it」が第二

センテンスとして付加されているようなものである。 (しばしばこれが,付加

疑問文などとも言われていよう。)そのようなのと,まったく単純に「ネ」を

付着・惨着させるのとは,じつに大きな相違であるO

日本語では,主部に対する述部は,主部からはなれてかなり後方にあり得,

述部内では,助動詞が動詞に接着するが,文末の特定訴え成分としての文末要

素は,その,助動詞接着の終了のそとにあって-・主述の対応を包摂しつつ自

由に文最後に自立する。助動詞の鋸司接着には,活用形による一定の承接約束

があり(助動詞が助動詞につづくはあいも,同様である。),みずからは不変化



第-章　文奉賀の訴え　13

であるものも,前者-の接続では,一定の接着のきまりをとりまもるo 「動詞

+助動詞」次元では,ものの接続の前後関係が,つねに特定的である。これに

対して,たとえば「ネ」などという文末特定要素が生起・存立するのは,まさ

に付着・惨着と称することができるものである。 -前者とのつながりかたに,

なんの約束もない。

「接着」と「勝者」とは,異なった事実であり,特定文末要素(文末詞)の

最後的な陽着には,直前に一つの大きな境目が認められる。このような膨着

(その直前に「,」をうつことを要しない事態)と,いわゆる付加疑問文の

「isn't it」などとが,なんと大きく構造差を見せていることか。日本語の文表

現では,まったく自在に,文末特定要素が,最後に勝者せしめられている。こ

の可能の世界に,当然のこと,文末特定成分の繁栄が見られることになってい

る。

英語との関係で,なお,卑近な事例をあげてみよう。英語国民は,日本に在

留して,日本語に耳をかたむけはじめると,やがて,文末の特異な「ネ」に注

目する。それが,英語の文表現の習慣に照らしあわせて,種々,注意されるも

のだからであろう。さてかれらが,さらに日本国内を旅行してみると,東京で

の「ネ-」は,京大阪で「ナ～」とあり,広島に来ると「ノ-」とある.かれ

らはますます, _この文末の異様な分子に興味をいだく。英語の文表現の構造と

日本語の文表現の構造とが,種々,対比せしめられもするというわけである。

英語のに似た語序を持つ中国語(シナ語)に生きる人たちも,日本語の「ネ」

の煩には耳をそばだてるようである。かつて,中国からの留学生諸氏に接して,

私は,そのことを見ききした.一度,私どもが中国旅行をした時には,私ども

の日本語での会話をじっと聞いていたむこうの初老の男子が,私どもの会話の

おわったところで, 「ネ。ネ。」と模倣して,私どもをおどろかせたこともあっ

た。 (この時,私は,日本語の「ネ」文末要素がいかにも特異・特定のもので

あることを痛感させられたしだいである。)

さきにもふれた幼児の「一一一ネ。」のはあいにしても,また一般に幼児が
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ノ　ノ
なにげなく「ネ。ネ。」とおとなに向かって言ったりするのにしても,これを

おとなのことばの模倣と言えばそれまでであるけれども,ほかならぬ文末要素

「ネ」を模倣しているところが,ことやかましく言えば,日本語の構造論的特

質にかかわる事態とされる。 「ネ」が,日本語の構造論的特質にさおさす,あ

まりにも特徴的なものなので,幼児にすらも,さっそくにこれがとらえられる

のであろう。

文末特定要素「ネ」の類は,日本語に特有のものであり,日本語の文法構造

ゆえの特質的なものとされるが..現代英語にも,これにやや叛したものが出現

しなくもないらしいことを,ここにつけ加えておかなくてはならない。草島時

介氏の『なんでも試そう』 (オリオン社　昭和39年)には,そのp.27に,ア

イルランド人の「マン」 (mun)のことが書いてある。

青年が言うには,アイルランドでは,これ(藤原注「isitnot?」)が平気

で通っているのだという。 (藤原注「You are going there, is it not?」)

さらに彼らの会話の中で, 「マン」という語が,話の終りにつくことを・

知った。特に,目を丸くして,何かを述べ,その後に軽く「マン」という。

おかしなことを言うもんだと,これもきいて見た。

「そのマンという尻上りの言葉は何です」青年たちは,きもちが幾分感

動した時に,話の後へ,軽くつけるのだと言っていた。例えば,I've only

just arrived, mun! (僕は,たった今,来た所なんだよ)といった具合

に使うんだそうだ。きっと純粋のロンドナーなら,

Oh, I ve only just arrived.

というところで,アイルランド人はこう言うのだろう。

このようだと,文末の「マン」 (mun)は,日本語での文末特定要素に該当し

ようか。アイルランド人がつかう英語なので,特別のこともおこり得ているか

もしれないOそれにしても, 「mun」などという,一種の感声的なものを文末

に付加するのは,わが文末での訴え法とよく似ている。 "きもちが幾分感動し

た時に,話の後へ,軽くつけるのだと言っていた。"とすれば, 「mun」は,い
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よいよもって文末詞的である。文構造は,上の例文に見られるように,明らか

に日本語のとはちがうのに,文末特定要素の生成ということで,このように,

日本語でのと似たようなことがあり得ているのは,一つのふ,しぎである。ある

いは,草島氏が「,mun」と表記していられるごとくに, 「mun」はやや独立的

に発言されるのだろうか。そうだとすれば,これは「isitnot?」相当の地位

にたつものということになる。 「, 」のいらない発言状態の「mun」がおこな

われるとするならば,これは,日本語のがわから言っても,まことに注目すべ

きものとされる。

つぎに, -ワイ英語の例をあげよう。神島武彦氏の現地でとらえられた事例

に,

You just arrived da tonari country, yah !

You go Haole movie tonight, yah !

などのことばづかい,文表現がある。 (昭和42年10月,広島大学国語国文学会

での,氏の講演発表, 「-ワイの日本語生活」による。)このような「,yah」の

言いかたは,どんな事情で生じたものか,私にはわからないが,ともかく,莱

文の言いかたとして,上記のようなものが成りたっていることは事実にちがい

たいから,これをこのまま受けとると,ここにも,文末特定要素かのような,

しかも感声的な「yah」が認められることになる。この「yah」は,さきのア

イルランド人の英文での「mun」以上に感声的なものかもしれない。それにし

ても,ここにも「,」の前おきがあるので,やはり, 「yah」が徹底的に日本

語の「ネ」などとおなじものであるとは見られないであろう。

しかしながら,教科書英語のそとには,ぞんがい,日本語の文末特定要素に

いくらか通うものもあるらしいことが,以上によってうかがわれる。文構造上

の相違はともかく,文を表現して,最後に訴えの気もちをつよく表示しようと

する心理は,彼我共通なのであろう。

ドイツ語の会話の世界でも,日本語の「ネ」のようなものが,単発的にでは

あるけれども,発言されるのを,私はかつて興味ぶかく聞いた。やはり,セン
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テンスの構造にはかかわりなく,訴えことばは,諸言語で,いろいろに創作さ

れているのか。六年まえにマールブルクに宿った時のことである。下宿の主婦,
_ll-　<

六十歳代の人は,私どもに何かを話しかけては, 「ネーO」と言うのであった.

それはたしかに,私ども-の話しかけ・よびかけであった。もちろん,この老

女は日本語をすこしも知らないのだ。だが,それでいて,日本語流とも聞かれ

る「ネ」を発言していたのである。ただし, 「きょうはさむいネ。」式に, 「ネ」

をすぐ前につづけることは,たえてなかった。ものをひときり言っては, -
_・・一l

呼吸いれて, 「ネ一。」と言うのがつねだったのである。そうではあっても,
_.一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一l

「ネ-o」と前文との連関の必然性は顕著だったので,あたかも, 「ネ～。」が前
._一一・ I

文をひき包むものとされているかのようであったoその点, 「ネ-.」に文末要

素的なおもむきが,いくらかくみとられるようにも思われた。

スペイン語でも, =「ネ(ne)」を最後によくつかう。"と,さきにしるした私

の知友の植物学者は言う。 "「ネ」は念おしのことばである。単語をならべて,

最後に「ネ」を言えば,センテンスとしてのひきしめが利く。"と,氏は言う。

まるで日本語についての説明のようである。これからすると,日本語とは語族

を異にするスペイソ語などにおいても,なにがしかの訴えことばはあることが

了解される。ただそれが,どの程度に文末詞的なのかが問題であり,かつ,た

とえ「ネ(ne)」が文末におかれるものであったとしても,日本語センテンス

のはあいとは語序を異にするセンテンス構造での文末成分であることが,別に

注意すべき問題となる。

中国語のばあい,

○嘆,弥不汲沢我喝?

えっ,おじさんを知らないの。

(この例は,昭和54年の『NHKテレビ　中国語講座』テキスト4月からお借りしたものである。)、

などの「喝」は,明らかに文末の成分である。 (-文末詞と言うことができ-

よう。注)

注　このせつ参看し得た一書,藤堂明保氏の『中国語概論』には,喝などが「語気
詞」とされている。
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それにしても,中国語では,文末詞ふうのものが,さまで多彩にできている

ようでもない。この点　日本語のはあいとはおおいにちがう。やはり,日本語

と中国語との語序のちがいが,ここに大きく作用しているのではないか。日本

語での特定文末成分(-文末詞)の豊富多彩な生成は,日本語特有の文構造

のもとでの事態と解される。

現代英語の文構造などと比較してみて,日本語文表現での文末特定要素が日

本語に必然のものであることは,よく理解される。英語などのはあいに,とき

に炉似の事象が見られても,出現の形態には,重視すべき彼我の差異が認めら

れる。ただ,たとえば,英語の文末要素の「,isntit?」がよく主述統合の統一

体であることをあらわにしている事実は,わが文末特定要素の「ネ」などの表

現内容の豊富さとあい呼応するものであって,この点　かれの事実は,われの

事実の解明に寄与するところが大である。-(「,isn'tit?」が主述形態をとっ

て文的であるにもかかわらず,小文字で表記されるものであるのに等しく,日

本語の文末特定要素,文末詞も,独立的であってしかも文表現の内部での事態

である。 「ネ」なども,主述を統合したような表現内容を洋一的に表示しうる

ものと考えられる。特定文末要素<文末詞>の総合性ないし文的性格というこ

とが認められる。)

朝鮮語は,日本語と,語序をほとんど等しくするかOではあるが,文末詞ふ

うのものは,現代朝鮮語では, 「カ」などがあるのにすぎないかのように,か

って私は本国人から教わった。関本至教授のご教示によると,なおいくらかの

ものが見られはする。が,多くはないらしい。朝鮮語にくらべて,日本語では,

文末詞の繁栄が,特異なこととされるようである。ここには,考究すべきいく

らかのことがあるだろう。一つには思われる。彼我の文構造上での語序がほと
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

んど等しいとは言っても,やはりそこになんらかの相違があるのではなかろう

か,と。

一つには,また思われるoかれの文構造にはたらく諸品詞の役わりなり受け

もちなりに,われの文構造上の諸品詞のはあいとはちがったものがあるのでは
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ないか,と。

インドシナ語はどのような語序の言語なのであろうか。それはともかく,か

って新聞紙上に,大約つぎのような意味の旅行者談が出ていた。

上げ調子下げ調子のおこないかたは,日本語のと同じである。上げ調子だ

けで問いになる。

「カ」 「ヤ」 「ラ」の文末特定要素(藤原言う)がある。

「カ」は日本語の「カ」に同じである。

「ヤ」は日本語の「ネ」に当たる。

「ラ_白も「それならいいですヨo」の「ヨ」に当たるO

一つの見聞談として,これを受けとってみる。たしかにここにも,問題視し

うるものがありそうである。

以上,諸言語のはあいを見てきた。これを要するに,日本語での文末特定要

素は,日本語の文表現構造に由来する,自然的なものであることが認められる。

日本語文表現の文末決定性にさおさす必然の所産が,わが文末特定要素であるC

日本語に,表現法上,その文構造に即応する文末訴え法とも言うべきものが

認められるとしてよい。日本語での文末特定要素の生成,日本語での文末訴え

法の流行は,まさに,日本語にとっての特質的な事項であると言える。構造を

興にする言語の中にも,文末訴え法に近い様相あるいは外形のものがあったり
_I-I I

し,ドイツ語での「ネ一。」など,わが「ネ」と似よりの音声を発して,訴え

の言語心理の一般性を思わせたりするものもあるけれども,表現法上,まさに

「文末訴え法」と称しうるものとなると,これはぬきんでて,日本語に顕著な

ものであることが明らかである。

かつて,ドイツ語学者と,この点について話しあったことがあった。その人

は, "日本語の文法上の特色として,この点を強調してほしい。"と言われた。

国立国語研究所報告8の『談話語の実態』 (昭和30年3月)によると,私ども

の日常談話文では,じつにその73%に,文末特定要素と言うべきものがつかわ

れているという。この事実を,私どもは,ゆるがせにすることはできない。 -
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-幼兜も,いち早く文末特定要素をまねて,法外にまでこれをつかっているあ

りさまである。私の幼孫も,ひとりごとを言うのに,

○ヒTリ　-ク　ノO　ヒTリ　ネo

ひとりで履くの。ひとりね。

と言っていた。第二文は,ほとんど「ひとりで。」というのに近いものだった

が,ことばはしぜんに「ヒTリ　ネ。」になっていたのであるO 「ネ」を下げ調

子でつけている。この下げ調子には,とくに注意したい。 (こういう下げ調子

での「ネ」の発言は,しかも,ひとりがたりでの下げ調子の「ネ」の発言は,

おとなが通常しないところであろう。幼児は,おとなの使用範囲を越え十も

「ネ」をつかおうとしており,それがひとりがたりなるがゆえに,やむをえず

下げ調子をとっている。)

朝鮮語などと比較して考究すべき問題を残すが,今,この段階で,私は,日

本語本位に,あえてつぎの言いあらわしかたをしておきたい。

日本語での「文末訴え法」,文末特定要素の生成・流行は,日本語本然の

欲求によるものである。日本語自体の表現欲求によることである。
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第二章　文末の訴え成分

第一節　日本語対話文表現の文末の訴え要素

訴え要素は,まず,文表現上の直接的要素である。これは,文表現の-成分

・としてとりあげられる。日本語対話文表現での訴え法の成立ごとに,そこに文

末の「訴え成分」が成立する。

山本正秀氏に, 「文末辞法」の語がある。 (東京大学『国語研究室』五号<昭

和41年11月>の「近代口語文の文末辞法の展開試論」による。) 「デアリマス」

:「デス」 「デアル」 「デゴザル」 「デゴザリマス」 「ダ」 「マス」などを文末辞法と

してとりあげていられる。今,私は,このような文末辞法と言われるものとは

区別して,文末の特定の訴え成分をとりあげようとする。言いかえれば,文末

辞法の先に,文末の特定の訴え成分を認めようとするのである。

第二節　文末の特定の「訴え成分」の諸相

-　文末の声調

文末の特定の訴え成分として,一つに,文末の声調が指摘される。さきにあ
ノ　　　　ーノ

げた「オバンデ　ガス-。」の「ス-」に見られるようなものであるO　これは

上げ調子,上がり調子である。

このほかの調子であってもよい。すべて,文末におきる独特の調子を,文末

の声調と見る。

文末の声調が,どのようなものであっても, -上引の文末辞法の末尾におこった

ものであっても,それが, 「文末辞法の先に」文末の特定の訴え成分として認めら

れることは,言うまでもない。
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文末の調子の上げ下げは,その場その場の表現に属することである。したが

って,その出現形は,場に応じて個別的である,と言うことができる。ではあ

るが,その音調の上げ下げには,おのずから限界があって,文末の声調には,

しぜん,傾向ができがちである。方言の世界にあっては,個の方言ごとに,文

末の声調に,なんらかの傾向を見せることがありがちである。つまり,方言で

は,文末の声調の方言的習慣を認めることができる。方言によっては,その習

慣のあざやかでないこともあるけれども,また,方言によっては,文末の声調

の上げ下げの習慣のきわだたしいことがある。顕著・非顕著は別として,私ど

もは,方言の文表現の討究のために,しかるべき段階において,文末の声調の

出現傾向を注視する必要がある。

近故弁では,

○モ-　テ貢丁。

もうだめだ。

などと, 「テ万フ」の言いかたをしていようOつまり人々には,高音の調子を,

まったいらに進めて文表現を終止させる習性がある。 「テ盲~ン」の文末声調で

文を終止させることもほとんどなく, 「テヵソ」の文末声調で文表現を終止さ

せることもない。すなわち,近畿方言-いわゆる大阪弁などを中心に考えて

-の人たちは, 「あかん」でおわる言いかたに関して,高平調収束の方言習

慣を持っている。近畿方言の情調ほ,このところにやどること,そうとうなも

のがあろう。 (いわば,近畿弁のもち味が,ここに一つあるとされる。)そのよ

うな重要な事実を,方言研究者は,尊重しないではいられない。

またの例を出してみよう。東北弁には,

〇一・日----　不-0

・-・----・ねえ.

fi:どの言いかたがあるo　この「貢-」は,いつ聞いても「ネ」が高いというし

ろものである. 「-・　-　貢-O」表現は,かならず下げ調子になる.-

下げるのが方言`習慣である。私どもは,これを無視することはできない。
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方言の文表現の「文末の声調」に, /くタ-ンを見ることは,つねに可能であ

り,ことの難易はさることながら,方言研究にあっては,パターン観察が,つ

ねに一個特定の課題とされる.

文末の声調は,文表現の全局をしめくくって,どのようによく,文表現の実

質を相手に伝えるのに役だっているか。文末の声調の上げ下げなどは,単純な,

声の変相にすぎないかのようではあるけれども,その,全局支配の役わりほ大

きい。一個の文表現がになう表現待遇価の明細も,この,文末の声調が, -

簡潔ながら,よく相手に伝達するO文末の声調が,文表現の活動・放能を最後

的に完結させる力は,じゅうぶんに認められる。

さて,上例の東北弁の「---　　　貢-。」のばあいは,形態上　明らか

な文末の特定の成分「ネ-」の上に,文末の声調が見られる。 「ネ-」は,す

でに文末の特定の訴え成分と見られるものである。文末の声調は,このように,

特定の訴え成分の上に最後的にはりめぐらされることも多い。現代英語などの.

はあいでは,すでに述べたように,日本語流の,文末の特定の訴え成分がない

ので,文末の声調は,その生起が比較的単純である。日本語のはあいは,いわ

ゆる文末辞法でセンテンスがおあることもあれば, 「ネ-」のような成分の出

現でセンテンスがおあることもあるので,文末の声調の出かたが,根本的に,

より複雑であると言える。現に日本語のはあい,文末の特定の訴え成分の出現

ごとに,そこに,文末の声調の,より大きい波だちが見られる。したがって,

種々の形式もまた,そこに見られるわけである。

二　文末の訴え音

文末の特定の訴え成分として,第二には,文末の特定の「訴え音」が指摘さ

れる。

たとえば,出雲地方だと,つぎのような言いかたがなされている。

○カ丁口了-　ア有言シ〔i〕タ　カイネァ。

紙をあげましたかねえ。　(中年の女性が,中年の男性に問う。)
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「ねえ」と訴える時に,出雲人は, 「ネァ」と発音する。つまり, 「ネ」の〔e〕

または〔e]の母音のつぎに,小さな〔a〕音をつけて, 〔nea〕などと発言す

るのであるOそれは「ニャ-」のように聞こえるので,土地の人も,自評して,

"出雲のものは猫の鳴き声のまねをする。"などと,冗談を言ってもいる。本

来は, 「ネ」ことばをつかっているつもりなのだけれども,じっさいの発音は,

付加装飾音〔a〕をともなっていて,結果は, 「ネァ」といったような発音に

なるというわけである。この発音法の習慣は,出雲地方にそうとうつよいもの

がある。この,習慣の中の〔a〕音を,私は,文末の訴え音または文末訴え音

と言う。方言の中に習慣的なこの種の文末音が認められる時に,私は,これを,

一個特定の文末訴え成分と見ている。

いま一つの例をあげてみよう。関東の東北部に行くと,人々が,つぎのよう

な言いかたをしている。

○キョーワ　イ-　テンキダべァ。

きょうはいい天気だろうな。

このはあいは,上の「カイネ」のような,-文末の特定の成分が見られないO

「′.~-一ダべ」という述定表現の末尾に,小「ァ」音が出ている。本例のはあい

は, 「--　=--ダベ。」の言いかたでもよさそうなところに「ァ」音がきてい

るので,文末訴え音の様相が,より理解しやすいものになっている。

文末がどのような形態であろうとも,そこに自然的に付加される,微妙の一

昔が,文末の訴え音または文末訴え音である。どのようなばあいにおこってく

るものであるにせよ,要するに,文表現の末尾・末端に,微妙に生起せしめら

れる徽妙音は,特定の文末訴え音として認識され処理されるべきものである。

これが微妙な音形であるという点では, 「ネ-」などの,語形としても多分

に独立的であるものにくらべれば,いよいよ半独立的とも見られなくはない。

けれども,これはこれなりに,一定の訴え効果を発揮するものなので,私ども

は,形の大少には拘泥しないで,ひとえにその意味論的な価値を重視すべきで

ある。方言研究ないし方言上の文表現の研究の精細をたっとぶたちはからは,
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ことにこの文末訴え音の存立と活動とを重視したい。

文末訴え音の観察と解釈とは,つぎのようにひろげてもみることができよう

か。能登弁で, 「早くおいでなさいよ。」と言う時に,
_　一・・一　4

07こョ　ィクマーシー。

と言っている。 -女性がなよやかにこう言っている。 「/-)マ-シ-」は

「′~-＼一マッシャイ」の転と思われるが,このさいの「マーシー」の言いかたで

は, 「シャイ」を「シー」にしたところが,つぼどころであるO (上がり調子も

そこにおこっているが,これは,いましばらく問題外とする。)人が相手への

訴えを意識しなければ, 「マッシャイ」>「マーシー」の転靴はおこさなかった

のではないかo相手-の思いのゆえに,人は,しぜんに「シ-」の言いかたを

えらびとるにいたったo (しぜん, 「マッシャイ」の「マッ」も, 「マ-」にさ

れた.)というのであれば,この「シー」の長呼部分の〔i〕音も,文末訴え音
._..・・ I

とされはしないか。こういう考えかたも可能かと思われる。 「シー」は,上が

り調子の文末の声調を持って,まことに「ネ-」などの特定成分に近い文末特

定成分のようにもなっている。

「きょうは暑い　ナ-O」というようなはあいの「ナ」が, 「ナイ」になった

り「ナン」になったりもしているO 「ノー」が「ノイ」になったり「ノン」に

なったりもしている。これらの「イ」音・ 「ン」音もまた,元来,文末訴え音

の特性を持ったものではなかったか。今は, 「ナイ」「ナン」, 「ノイ」「ノン」

それぞれが,ひとまとまりの形態の文末特定成分となっているけれども。 (じ

つは, 「ナ」に対する「ナ-」, 「ノ」に対する「ノー」の長呼部分もまた,元

来,文末訴え音と解されるものであろうo 「ナ」と訴えたいがため-その訴

えを強調したいがため,人はしぜんに, 「ナ-」と言ったものとみえる。)

音による訴えの心理の表現は,種々のはあいに認めることができる。東京語

71:どでの「イラッシャイマシ.」 の「マシ」の言いかたなども, 「ませ」の〔e〕

母音よりも「マシ」の〔i〕母音をえらんだものではなかろうか。こうするこ

とによって,ことばづかいの,相手-のあたりのやわらかさを出すことができ
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る。つまり,訴えの,よさ・おだやかさをものにすることができる。こうした

訴え心理の活動が,今,私の問題にしたいものである。訴え心理の活動すると

ころ,文表現にあっても,さまざまのばあいに,微妙な文末訴え音が産みださ

れている。

三　訴え成分「文末詞」

文末の特定訴え成分として最後的に指摘されるものに,明白な文法形態とし

うる,特定の形成物がある。上来,ときに,文末詞という特定語を用いて指摘

してきたものがこれである。

文末詞との称呼は, 「語」単位の次元にあっての呼称にはかならない。文表現次元

では,このものが,文末の特定訴え成分と見られる。

これと,さきの文末訴え音とはちがう。文末訴え音は,しばしば,独立の-

音節にはなりかねるありさまのものである。これに対して,特定の形成物-

文末詞とよばれるもの-は,すでに音節文字のカナをもって表記するのが適

切なものである。

言主の意識に,文末での訴えの気もちがはっきりしてくると,ただの音形あ

るいは微細な音形にはとどまらない,はっきりとした形のものが,そこにうち

出されるというわけである。たとえば, 「すぐ行く　ヨ。」の「ヨ」, 「暑い　ナ

モシ。」の「ナモシ」など,はっきりとした語形がとられていく。

この種の形成物には,その起源・材質はともかく,短形のもの,長形のもの

(単純癖のもの,複合形のもの),とりどりのものができている.

文末の特定訴え成分によって,文の表現を相手になげかけ訴えかけする文末

訴え法では,上述のような特定の形成物をもってする訴え法こそ,訴え法の本

格的なものと言える。 -こうしたものによって,文表現ごとに,複雑微妙な

訴えかたが実現されるしだいである。
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第三節文末詞の特異特定性
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日本語での,言語生活の中の人々は,かなり無自覚的な言語生活をいとなん

でいても,上述の文末特定の形成物には,早くも思いを寄せうるのではないか。

人はだれしも,他人の表現を聞くはあいにせよ,自己がものを表現するはあい

にせよ,ごくしぜんに,文末特定の形成物の一種異様なものに注目しているの

ではないか。人が,方言の研究者となって他方言に足をふみ入れたはあいは,

なおさらである。

総じて言阜よう.人は,この文表現上の末尾の特異特定なものを見のがすこ

とができないし,したがってまた,これの独特のはたらきに目を見ひらかざる

を得ない。

その,素朴な経験-一般的事例-杏,一つ,とりあげてみよう。東京都

下を旅すると,若ものたちが,「アノ盲-o何々して盲-。」と,しきりに

「ヨ-」の言いかたをしているoことごとに「ヨ-」をつけそえるかと思われ

るほどに,その人たちは「ヨ-」を重ねかけている。(-よくもあのように

一つの「ヨー」を連続的につかえたものである。)この人たちから,かほどに

も愛用されている「ヨ-」をとりのぞいたと考えてみるかOかれらの言語表現

の生活は,`ばったりたおれる'とでもいったようなありさまになるにちがいな

かろう。まことにだいじそのものの「ヨ」である。この人たちの言語生活を可

能ならしめている「ヨ-」,この人たちの言語表現の生活のきめてとなっている

「ヨ-」が,そこにある.-「ヨ-」が,この人たちの言語生活の奔放さ自在

さをささえているとも言えるのではなかろうか。(「ヨ-」一本で,かれらは,

せまい道を行っているようではあっても,じつは,いつも「ヨ-」にのっかっ

て,表現気分をまざれなく発散させているのかもしれない。)ともあれ,東京

都下の青年層の方言生活の研究ともなれば,私どもは,いやおうなしに,まず,

「ヨー」の追究におもむかなくてはなるまい。拡大して言うと,こう言える。
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方言研究は,一般に,まず文末特定成分-文末詞-の研究におもむかざる

を得ない。

いわゆる文末詞が,文表現上の特別の重要成分であることを,世の人々は,

かんたんな述べかたで的確に表明している。地方人士は,たとえば,近くにあ

る異なった方言を指摘するにあたって, "あそこでは「ノー」「ノー」と言うo"

とか, "あそこのことばは「ノ-ノ-」ことばだ。"とか言っている。当該方

言の方言生活の全体をとらえて,端的に文末詞の面から批評しているのである。

地方人士,方言人,その他の人々の素朴な言語観察・方言観察に,まずはいっ

てきがちなものが,文末詞である。文末詞は,まさに,方言特性を言ううえの,

代表的な分子なのである。

つぎになお,一つの特定のばあいについて,文末詞の特別の重要性を見たい.

ことばに不幸な人,聾rEEの子どもたちの作文には,ふつうの人たちのようには

「会話文」が書けていないという。みな,地の文なみに, 「デス」「マス」どま

りになっているという.これは,残念ながら,みずみずしい会話生活をしてい

ないからであろう。会話のセンテンスを,いきいきとした文末詞でむすんで柏

手に訴えかけることなどは,経験しょうもないことであった。不幸な人たちの

この現実の会話文表現(「デス」「マス」どまり)のことを聞くにつけても,私

どもは,生きた会話のキ-・ポイントである文末詞のことを思わないではいら

れない。

聾唖の人たちに,どのようにして会話の文末詞を習得させるか。これは,私どもの

考究すべき別の重要課題である。

以上,文末詞が,独立性のつよい文末特定成分であること,および,それは,

人間対話での訴えにつよくかかわったものであること(-これなくしては,

いきいきとした会話が成りたたないこと)が明らかである。文末詞は,文表現

とともにあり(-文末特定の訴え成分を成し),文表現の末尾にあって,文

表現の対他作用を全的に収約する。 -収的してこれを他者になげかける(訴

えかける)0
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第四節　「文末詞」という呼称

一つの整理をしてみる.

これまで,私は,問題の事実について, 「文末の特定の訴え成分」 「文末特定の訴え要

素」などなどの言いかたをし,また, 「文末詞」との呼称を用いてきた。成分または要

素という兄かた考えかたをするのは,文表現の見地にたってのことであるO表現次元に

あっては,私どもは, 「語」を称することはできない。 「語」は,表現前の次元のもので

ある。表現前の次元で, 「語」としての文末要素を見た時は,品詞処理がなされて,こ

れに文末詞の名が与えられる。文表現次元で,文末特定の訴え成分をとらえた時は,直

接には,これが,特定文末部とよばれる。 「特定文末部」, 「文末詞」の考えをとりたい

と,私は思う。

文末の特定の訴え成分を, 「語」の次元で,品詞論上「文末詞」とよぶべき

ことについて,以下,なにほどかの吟味を加えたいと思う。私は,文末詞の称

呼が適切であると考えるものである。

旧来,私も,これをただちに「文末詞」とはよばないで, 「文末助詞」とよ

んだ。そこには, 「文末-」との見解は示し得たものの,なお,従来の「終

助詞」 「間投助詞」などの助詞観にひかれたものがあった。しだいに考えをめ

らためて,私は, 「文末詞」観に到達した。

すでに述べたように-地方人の弁別からしても,また,英語のセンテンス

表現のはあいとの比較からしても,文末の訴え成分,特定の形成物, 「ネ」な

どが,独立性のつよいものであることは明らかである。遊離性・孤立性がつよ
ノ

いと言ってもよい. 「ワすす言シタ　カ。」などの, 「カ」が,いかに遊離独立

的なものであることか。 「ワ万~す~言シタo」と,人が言うのを聞く時は,先方
ノ

が自身のことを述べているのかと思っていると,その人が,終りに「カ」と言

う。とたんにことばの全体がこちら(聞き手)にかかってくる。 `そうだったの

か。こちらへの問いだったのか。'と,思わせられるしだいである。そうした表

現転換を可能ならしめる文末の「カ」,これはまったく,独自独立にはたらく,
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0

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

つよい要素である

「ワカリマシタカo」の文表現は,これをまず, 「ワ訂手首シタ」と「嘉」と
_　_　7

に分別しなくてはならないO 「言イニチアツイコトデスネ。」であれば,これ
ノ

をまず, 「言イニチアティコTデス」と「ネ」とに分別しなくてはならない。

文の分析, -文表現の次元での分析で,最初にとりわけられるのが, 「カ」

「ネ」のようなものである。この文末特定の形成物は,文末の助詞などとは見

るべくもない。助詞ではなく実詞である。これは,品詞論上文末詞とよばれ

てしかるべきである。

はじめ,私が,これを文末助詞とよんだことにつし、ては,旧著『日本語方計

文法の研究』に述べたところにゆずって,ここでは再説をしない。もともと,

山田孝雄先生の終助詞・間投助詞のお説に依拠し,そこを出発点として,文末

助詞という総合名をたてたのであった。

今日は,終助詞・間投助詞を合わせて終助詞と言うことが,かなりおこなわれてい

ようか。このはあい,私としてほ, 「終りの何々」と見ることに難をおぼえる。だ

いじなのは, 「おある」 「終り」ということよりも, 「文の末」ということだからで

ある。 -(「終」に「文末」の意味あいはいくらかあるけれどもo) 「文の末」に位

置する特定の機能者を,私は, 「文末詞」という名称でとらえることにしたい。

いったい,多くの助詞を見て,これらを,まず,文中助詞と文末助詞とに大

別しないのは, ・重大な手ぬかりのように思う。文中のものと文末のものとでは,

そのはたらき・性格が,いちじるしくちがう。 (文中のものにも,間投助詞と

言われがちの間投詞があるが,これは別格であって,性格上文末詞に近いも

のとされる。)このちがいを見ていき,文末のものの存立状態を吟味していけ

ば,やがてこれは,独立詞としてとらえられることになる。

文末詞,私の旧名によれば文末助詞を,孤立助詞としてとらえられたのは安

田喜代門氏であるO (『国語法概説』 -中興館　昭和3年)私はかつて,この名

に共感を禁じ得なかった。が,考えてみると,どこに対して孤立するのかが,

この名では明らかでない。孤立のしかたが示されなくてはならないのだった。

「文末孤立助詞」とでも言われればよかったというわけである. -それは長
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すぎる名にはなるけれども。さて,文末に孤立する助詞は,その孤立のゆえに,

すでに助詞ではあり得な.い。 (孤立の事実,様相を解釈すれば,もはや私ども

は,助詞概念の中にとどまってはいられないのである。)となって,ここに,

文末詞の名が代入される。

「文末詞」とすべき事由を,つぎに,かんたんな事例のうちからとらえてみ

る。東京語などに関しては,かねて,

〇二二ャク　オラテサイッ　テノミ.

〇二てヤク　シ言㌻　タラ。

などの「テバ」や「タラ」が, "終助詞"あるいは"感動助詞"と見られてい

る。 「テバ」「タラ」は,もともと「と言えば」「と言ったら」であろう.起源

に即応してみるのに, 「テ/ミ」 「タラ」は,表現内容の多い,複雑な言いかたで

あることがわかる。そういうものが,いまや転じて,文末の特定の機能者にな

っている。この特定物は,助詞とよぶとするなら,いったいどんな助詞か。

○ず㌻テ　シテテインデス　モノ。

の「モノ」,
Ij

○言-　オ丁ゴトデス　コト。

の「コト」などに・しても,これらの様相と独特のはたらきとを見るかぎり,私

どもは,これちを,終助詞などとは言いかねる。

○テッイ　デモシ。　<伊予弁>

暑いですねえ。

などの「ナモシ」を見ても,こ,れには助詞以上のものがすぐに看取されよう′o

徳島県下南部で,かつて,学校の教師の, "「ナモシ」は敬語だ。"と言うのを聞い

た。その人がこう言ったのは,語意識上, 「ナモシ」を独立の一語としてとらえて

いたからであろうO 「ナモシ」は, 「敬意」内容を有する独立の-単体とされてい

るのである。

文末にはたらく特定の形成物の諸相を見ていく時,これらのためには,よくそ

の形態・性能;地位を表明するにたる総括名, -包容力の大きい名称がつけ
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られなくてはならないことを知るのである。

注　動詞の命令形「オキー」に対応する「オキヨ」「オキpJの言いかたの,

「ヨ」 「ロ」は,私としてほ, 「文末詞」の論にのはすことはできないもの

であるo 「オキヨ」「オキロ」は,その全体のまとまりを, -命令形と見る。

転じては,禁止の言いかたの「オキルナ」などの「へ_ノナ」形の言いかた

も,私は,まとまったr-ナ」形の全体を禁止形という-活用形と見る。

時枝誠記博士は,接続詞を辞とせられる。そうして,

接続詞と云はれるものは,形武上,それだけで独立して詞を伴はない。こ

れは一見,辞としての原則に反してゐるやうに見えるのであるが,それは

形式的にさうなのであって,意味的に見るならば,接続詞も,必ずそれに

先行する思想の表現を予想しなければ成立しないことは明かである0

(『日本文法　口語篇』岩波書店　昭和25年)

と言われるo形式的には,接続詞という辞が独立すると見ていられる。このよ

うに,独立する辞という考えかたをとるなら,文末詞もまた,文末辞あるいは

文末助詞としてもよかろうo Lかし, 「独立する辞」という考えかたは,私に

は,穏当でないと思われる0 -独立するものは「詞」のはずである。接続詞

は,私見によれば,上に対する受動的な地位にたつとともに,下に対する能動

の地位にたつo (-文表現が,その冒頭の接続詞によって導かれる。)前後関

係を表示する,大きいはたらきの接続詞は,辞的性格よりもむしろ文的性格を

有すると考えられるのであるo接続詞でなくて, 「ショーチイタシマシタ。」と

いうようなセンテンスではじまる,

○ラT-チイ貢下寺シタ。ヒTッ ヤッテ　ミマショー。

のような言いかたのはあい,この「ラ丁-チイ貢~手首シタ。」も,明らかに,

=先行する思想の表現日を受けているが,これを辞とするには,ものが,あま

りにも明白な独立文であろう。この文にかえて, 「ラマ-」 (では)などという

妾続詞をおき,

○ラマ-,ビTツ ヤッテ　ミマショー占



32

と言ってみる。接続詞の詞性と文的性格とは,ここに明白だと考えるのである。

一文内の構造を説明するのに,その文の外のものを基盤にとり,それに依拠し

て説明をたてるのは,正当でない。センテンスという形態を認めた以上は,セ

ンテンス構造の説明にあたっても,その内部分子の相関に注目することが必要

である。接続詞が, "形式的に"独立していると見られるなら,そのことが,

じつはだいじであるO　形式上の独立が明瞭なら,もはやそのものは,詞と-

単語論上では-されてよい。独立する辞は,独立する詞とすべきものである。

それゆえ,独立する文末助詞は,文末詞とされる。

文末詞は,文末に独立する独立詞である。文末にあって,これは,前者から

の活用関係などは絶して,孤立的地位にたつ。このゆえに,文末特定の訴え成

分,文末詞を,何活用形を受けるなどとの見地で分類することは,無意義だと

私は考える。

では,未然形を受けるとされている文語の「パヤ」感動助詞などは,どう理解すべ

きものか。 「行かバヤ。」との言いかたがあったとする。私は,これを, 「行かは

ヤo」と解してみたい。 「行かは」の,あるまとまった言いかたを, 「ヤ」で他に+J:

げかけていると見ることはできないか。 「パヤ」が感動助詞なのではなくて, 「ヤ」

だけが感動助詞なのではないか。その「ヤ」は, 「カナ」の「ナ」に比肩せしめら

れるものであろう。

「君に二心わがあらめやも。」の「やも」も,通常,己然形承接の感動助詞とさ

れていようか。私は, 「やも」の直上に「め」の巳然形がありはしても, 「め」と

「やも」とのあいだには,一つの切れめがあると考える。感動・よびかけの「やも」

は,そこまでの言いかたのなんであるかにかかわりなく, 「やも」とよびかけられ

ているものだと思われる。たまたま巳然形と言える活用形が直上にありはしても,

それはそれだけの偶然であって, 「やも」のよびかけは,巳然形の制約を受けては

いないだろうと解したいのである0 -むしろ,そういう制約めいたものをはねの

けて,より高揚的に-文表現のすじあいで言えば,頂点的に-対他的なよびか

け・訴えかけをするのが, 「やも」などの文末詞ではないか。

ここで,いま一つ考えなくてはならない,問題の事項がある。たとえば, 「知ら

ぬ　ワィ。」というような言表があったとする。これは,かなり多くの方言で, 「ぬ」

と「ワイ」との熟合をきたして, 「知らナ-。」というように表現されている。こう

したばあいは,上釆言う,文末詞の遊離独立性は,どう解すればよいことになるの
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か。一見ここには,文末詞とそこまでのことばづかいとのさかいめが認められない

ありさまである。私は,このような事態のはあいにも,文末特定要素の遊離独立性

を依然として考足したいのである。 「知らナ一。」の表現では, 「ナー」は,上への

文法的なつづきかたなどにはかかわりなく,文末での特定の訴え効果を発揮してい

る。文末詞形そのものは不明確となったけれども,文末詞効果にはかありがないと

されるO (一文の表現に音相上の諸種の連合開拓がおこるのほ,やむをえないこと

であろう。文末詞のはあいも,また,その例外ではあり得ない。文法上文末に卓

立するものではあるけれども,話しことばでは,音相上文末詞もまた,他の要素

と同様に,他と関連している。連関は,一般に,そこそこで音変化をおこしうるは

ずである。こうした音相上の連関・融合と,文法上の前後関鼠その必然性とは,

区別しなくてはならない。) 「知らナ-。」などのはあいは,要するに,文末詞の形

態に音相上のもつれがあっても,文末詞の,いわば文法上の自律性には異常がない

と考えられる。

文末詞が,もし前按者からの活用上の制限を受けるべきもの(あるいは,受けて

いる)とされるようであったら,私は,そういうものを,文末詞には見とらないの

がよいと考える.文法上の承接約束のつよいきずなのもとにたっているような要素

は,むしろ,助動詞と見られるべきであろう。この整理によって,文末詞というも

のは,前接者には関係なく-活用系列とは無関係に,受けとりうることになる。

文末詞は,あくまでも独立詞であって,特異な孤立的機能者である。

文末詞の独立性を示すものとして,時枝博士の大子型の図式は,有意義であ

ると考えられる。博士にしたがえば, 「梅の花が咲いたよ。」は,つぎのように

表示されようか。

」 咲い∃[∃ヨ 花

「よ」は,じつに,上の全体をしめくくる地位にたつことが,これであざやか

である。 (私は,従来,この最後的地位を,収約的頂点と称してきた。)時枝博

士は,この「よ」を,辞の一種の助詞, "感動をあらわす助詞日としていられ
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る。辞というあつかいにはなっているが,上図のごとくであるとすると, 「よ」

が独立的・孤立的であることは,明確である。 (形式上の独立のだいじさも,

ここに明らかである。)私は,時枝博士の図式法にあやかって,つぎのような

図示をしてみたい。

梅の花が咲いた

「梅のftが咲いた」をどう図示するかは,上の区分図示を実施してののちのこ

とである。

ときに人が,私の「文末詞」という考えかたに近いものを表明していられるO

宮地裕氏の「文末助辞と質問の昇調」 (国立国語研究所論集『ことばの研究』

第1集)に,それを見る。また,亀井孝氏は,かつて私が「文末助詞」の名を

もってことを説明していたら,その内容に賛成してくださるとともに, "あな

たは便宜的に助詞と言ったけれど'と,むしろ私の考えかたをむちうってくだ

さった。

後藤蔵四郎氏著の『出雲方言考』に, 「ね」や「ねい」を感詞としていられ

るのに,旧来,気づかないでいたのは遺憾であった。私は,この先覚の術語

「感詞」に,深い賛意を表してやまない。 「ネ」など,かな一文字で表記しうる

ものは,とかく助詞的に見すごされがちかもしれないけれども, 「ネ」に「ワ」

もよそえて考えてみていただきたい。 「ワ」はもと「わたし」,その「ワ」には

すぐ「ナタ」 (ナ-あなた)などがならぶ。並列されるもののかずかずを見あ

っ」>,おのおのの中みを考究する時, 「ネ」「ワ」「ナタ」などは,特定の表現

効果をかもす文末特定の政能者として,等しく重要視され,みなみな,独立の・

感詞と見られてくる。

っぎには,さきにもふれるところのあった間投成分との比較から,文末のも

のが,文末詞とされるべきものであることを認めたい。旧来,間投助詞と言わ
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れているものがある。その指摘はややまちまちであるが,ここには純脚午文中

に間投されるもの, -文中の中間要素をそれと見ることにしたいoたとえば,

安芸方言下の,

○コンテ-　カ-　イカン　ノカー。

おまえは,ええ,行かないのか?

の「カー」のようなものである。 (もともと, 「これ」か。)また,備前地方な

どの,

○有言-ワ　ケ-　オ三フトミー。

きょうは,ええと,どうもうまくいかないなあ。

の「ケ-」のようなものである. (これも「これ」からきている.)東京弁の,

○ダッチ　オマイ　ダ丁ナンダ　モノ。

の「オマイ」も問投成分になっている。代名詞が,種々に問投成分になってい

るのが注目される。それはともかく, -文中に,まさに間投されるものがある

ことは,明らかな事実である。これらを,旧来,間投助詞とよんできた。はた

して助詞であろうか。現に,上例の「オマイ」などは,とり出してみれば,い

まだなまなましい代名詞である。

「ォマイ」にせよ, 「ケ-」「カー」 (このような,形の変じた,助詞らしい

もの)にせよ,これらは,現に,文中では,遊離独立(分立)している。前後

にかかわりがないOまさに間投されて文中にうかぶ成分である。品詞論上,

「何助詞」とは言いかねる。 「間投詞」と言うべきものだと思うoこれと等しく・

文末のも, 「文末詞」と見られる。

語-品詞-の次元では,上の「オマイ」は,体言,代名詞として受

けとられるが, 「カー」やTケ-」は,文字どおりの間投詞として受けと

られる。これらはもはや,間投詞としてしか受けとりようのないものにな

っている。 -指示代名詞「これ」から離れきったものになっているo

文表現上では,種々の語あるいは語句が,間投成分にもなり得ているo

文表現上の間投成分-問投部(間投話部)と語としての間投詞とは・つね
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に明確に区別しなくてはならない。

間投成分は,文中,遊離の地位にたちつつ,そのセンテンス表現に,独特の

色あいを付与する。 -そういう作用,文表現全体にかかわっていく作用を持

つ。 (「問投」の地位にあり,前後に無縁の地位にたつがゆえに,そのように,

全相へかかわっていくのであろう。)たとえば,前の安芸弁のばあいでも, 「カ

ー」が,その-文全体を,おどけた気分の,気がるな,上品でない表現にして

いるO　こうした全体効果とも言えるものが,文末詞のはあいには,さらに明瞭

である。間投成分について,その全的効果ゆえに,はっきりと,間投詞の独立

性が認められるとしたら,文末成分のはあいは,よりかんたんに,文末詞の独

立性が認められてよかろうと思う. -ものは, 「～詞」そのものである。

文末詞と間投詞とは,類同のものであり,文中,相関の地位にたつ。両者は

組みあってはたらき,文の表現の質を微妙に決定する。そうではあるが,なお,

両者には差異もあり,だいたい,文末詞のほうが,文表現上　より包括的な役

わりを演じている。文末詞の独立性は,より明瞭であると言える。

`実現されることがらに対する話し手の立場の表現'であるものを,独立の要

素と認めることは妥当であろう。

文末詞に関しては,接続詞のはあい以上に容易に,その文的性格が言えるの

ではないか。
一,メ

Oヌティ　ノマイO　　<肥前弁>

ぬくいね。

○ン夢　テ㌻スlii〕O　　<東北弁>

そうですね。

のような例を見るにつけても, 「ノマイ」や「ナッス」に,くさぐさの思いの

こめられているのがよくわかる。このような思いの表現は,文的表現と言って

よい。 「ノマイ」や「ナッス」は,縮約されたセンテンスのようなものではな

いか。文末詞に,文的性格の顕著なものがある。ここでまた,英語文での,

OIt is very fine to-day, isn't it?
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の「isn'tit?」が,思いあわされる。 「isn'tit?」は, 「ネ」と和訳されがち

であるが, 「isn't it?」に比照される「ネ」は, 「isn't it?」なみに文的なも

のであろう。こうして理解しうる文的性格を認めようとする方向は,ものを助

詞と考えようとする方向とはま反対のものである。

最後に,亀井孝氏の「強さのアクセント」のお説をお借りして,文末成分

(品詞上,文末詞とよびたいもの)の独立性を見,このものには,文末助詞の

名よりも文末詞の名のほうが適当であることを明らかにしたい。亀井氏は,

『概説文語文法』 (吉川弘文館　昭和30年)で,

一個の文には,そのなかに,さらに小さいいくつかの切れ目がある0 -個

の文を切れるだけ多く,強さのアクセントにもとづく統一によって切って

いってみると,文は,その前後に息の切れ目をもついく組かの断片に分か

>m9
チイ　　　イエ

見れば,いと　小さき　家なり。 (堤中納言)

みぎは,

1、　　1　「　l ～ _I

み　れ　ば　い　と　ち　ひ　さ　き　い　へ　な　り

などのように,アクセントの統一をもつ四つの断片に分けられる。

と説いていられる。そうして,

力点(藤原注「強さのアクセントの力点」)は,一つの断片においては,ただ

一個にかぎる。　　。黙読においても,黙読のリズムとして,かような

アクセントは存在する。それによって,黙読においても,例文がみぎのよ

うな断片に分けられることは同じである。このような断片を文節という。

と言われる。方言での文表現,

○アティ　7-0

暑いね。
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T-　I-i
○ワカッタ　カー。

わかったか?

などについて見ると, 「ノ-」に,たしかに強さのアクセントの力点があるo
_・・一-I

「ヵ-」にもある.したがって, 「7㌧」や「カー」は,強さのアクセントの

統一を持った断片と認められる。その断片は,すなわち文節である。

このような断片, -アクセントの統一を持つ断片,文表現の「表現そのも

の」の次元でくぎりとりうる断片は,私見によれば,スピーチの/く-トであるO
_-I-～

話部であるO上例の「7㌧」や「カー」は,本来,辞ではなくて詞であるとし

なくてはならない。 (- 「詞と辞との別」の論は,話部論で決着のつけられ

るものでもあろう。)いま一つ,実例をあげる。北関東,栃木県下で,たとえば,

○デンポ-　タテテ　オキマスカラ　ネ。

電報をうっておきますからね。

と言う。これの文アクセソトは,きれいに高平調に流れており,最後に,ごく

きわだたしいアクセント隆起がおこっている。 (この種のことは,栃木・茨城

の二県に多く,これ式の言いかたが,いわば,当地方の文アクセントの/くタ-
ノ

ン<特質傾向>になっている。このような「ネ」を見る時,私どもは,ここに,

異常なまでの,明白な`強さのアクセントにもとづく統一'体をとらえざるを
ノ

得ない。 ・「ネ」はまったく,遊離独立の成分と受けとらざるを得ないのである。

このような成分を形成する品詞は,文末詞とよばれてしかるべきである。

第五節　文末詞(文末特定の訴え成分)の成立自在

言語表現の生活では,表現者は,その表現を相手に的確に訴えかけようとし

て,種々に語りかけの努力をする.日本語でのはあいは,その語りかけの努力

が,とくに文末に収的されて,そこに,独特の語・りかけことばが成形化される0

-きわめて文表現的な語りかけことばが醸成されている。語りかけは自在無

限なので,これに応じて種々の文末詞が,多彩に形成されている。話しことば
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での,これまでの日本語の歴史は,文末詞を種々多彩に形成してきた歴史でも

あったろうか。

そのような文末詞の,文表現-の出現は,すでに明らかにしたとおり,文法

上　陽着と言いうる様式のものであるO惨着自在のところに,無限とも言いう

る文末詞生成の可能性が見こまれる。のちに言う転成文末詞は,ここに自在に

成立し得ているものである。

文末詞に「転成文末詞」の多くできていることからも,私どもは,文末の訴

え作用の自在性と,訴えるた釧こその枚能者を産み出す自在さと,それらの文

末詞を文構造の末尾に輝着させる自在さとを,知ることができるo

この段階で,私は,文末詞認定の「文」論への寄与を明らかにしておきたい。

文末詞は,文の末の詞である。文末詞の出現は,文の終止を意味する。この

理は貴重である。私どもは,文末詞の出るのを見て,丈表現の完結と完体とを

知ることができる。

さきの東京語例, 「アノ　言-O何々して　言-o」などのばあいにも,私ど

もは, 「ヨ」に着目して,容易に「アノ　言-O」のセンテンスと「何々して

首-.」のセンテンスとを識別することができる。 「アノ　言-,何々して　言

-。」として,前部の「アノ　盲-」を文の部分に見ることなどはできないo

「喜一」の強力な訴え作用は認めるが,ここでの文終止は認めないというの

は矛盾である。表現上の意味内容にひかれて,人は, 「アノ　言-」に,読点

のくぎりをはどこしがちであろうか。表現形式をはなれて意味内容に執着する

時は,総じて,文把握が混迷の中におち人らざるを得ないであろう。 「-イ

ワカリマシク。」のはあいにも,じじつ, 「=ィ,ワカリマシタ。」のはあいも
tヒ

あれば, 「=てィ。ワ万下寺~シタ.」のはあいもあるo 「エア<長い由>ワJ3 V-7

シタ。」というようなはあいは,意味は「ニィ,ワカリマシタo」的な流れを見
-*

せているものであるにしても,途中の長大な問は,看過しがたいものである。

私どもは,この醜白な表現形態にしたがって, 「-イ」を一個の文完体と受け
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とることを余儀なくされよう。丈表現の認定に,醇乎とした形式観は,重要で

ある。

「アノ　言-o」などのばあいは, 「ヨ」文末詞のはたらく表現形式と, 「ヨ」

による強力な訴え-という意味作用-との,いわば,内容と形式との一致

が,文表現にきわめて明らかである。私どもは,このようなばあいにこそ,安

んじて文表現の完結を認定すべきではないか。よびかけことば・訴えことばの

特定者が出るたびに,文の表現は,そこでし妙くくられていると了解すること

ができる。

文法家が, 「だから　ね。」を一文と認めるのに,他方で「だから　ね　きのう

れ　- ・・。」のくぎりかたをするのは,一般常識からしても,受けとりかねるこ

とである。 「だから　ね。きのう　ね。一一一。」として,どこに矛盾があるのだろ

うか。

「待ってて　れ　あとで行くから。」というような見かたをとっていて,他方,

・「待ってて　れ　ください　ねO」というような見かたをするのは,悪意的とは言え

ないだろうか。すくなくとも,こういうことでの不統一は,なくしたほうがよいと

私は思う。

文法理論などと言われるものが,実際社会の文法生活を阻害するのよりも,それ

を助成するのがよいことは,言うまでもなかろう。
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第三章　文末詞の分類

第一節　分類されるべき文末詞

日本語には,文末諭の繁栄が見られる。 -日本語ゆえにのことであるとさ

れるのであろう。日本語ゆえに,文末詞は,諸変相にとみ,地方的変異も,し

ごく複雑である。私どもの文末詞研究は,当然,これらの分類処置を,一つの

基本的課題とする。

分撰法考究のた捌こ,文末詞にはどのようなものがあり得ているかを概観し

よう。

一つには,本来的な文末詞と思われるものがある。 「ナ」や「ヤ」など。

二つには,既成の文末詞での音変化によって生起したものがある。 「ナ-」

からの「ナイ」, 「ゾ」からの「ゾン」など。また, 「-ます」が「ますィ」

となって,この「ィ」がやがて文末詞化してもいる。 「カイ」が相互同化をお

こして「ケ-」になり, 「ケ-」「ケ」という文末詞が成立している。 (おもし

ろいことに,近畿の地方では,一般には〔ai〕>〔e:〕 〔e:〕の音変化がおこらな

いが,文末詞「ケ-」「ケ」はよくつかわれている。)徳島県下などでは, 「デ

ヨ」から「ジョ」という文末詞ができている。

三つには,他品詞から転成<転生>してきた文末詞がある。これがじつに多

い。たとえば,よびかけ用の特定詞<感動詞> 「モシ」が,文末詞に転成して

いる。

○サイテラ　モシo　　<瀬戸内海　伊予弁>

さようなら。

というようにつかわれている。 「モシ」に「ナ」などが冠せられているのは,

周知のことであろう。 (「ナモシ」となったものは,また,さらに音変化をおこ
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して, 「ナンシ」「ナッシ」などともなっている。) 「モシ」に省略がおこって,

「モ」という文末詞, 「シ,」という文末詞もできている. -1他品詞からの文末

詞転成には,なお,その後の諸変化による新文末詞生成がともなう。さて,伝

成文末詞の特例を一つあげようO (これには,のちの変化による新文末詞はお

こっていない。)私の郷里(瀬戸内海大三島北部)の方言では,

○アシ言イ　イキャー　ニット　アル　ヤラ。

あそこへ行けば(何々が)たくさんあるだろうじゃないの?

○ダ丁モ　オリャ-　セン　ヤラO

だれもいほしないわね?

などの言いかたをし, 「ヤラ」という文末詞をつかう。 「ヤラ」をつかって,人

にやわらかく問いかける。女性的な言いかたである。おもに女性がこの言いか

たをし,男の子もまた,ときにこの言いかたをする。子どもがこの言いかたを

した時には,ことにあどけなく聞こえる。方言のこの「ヤラ」は,起源はとも

かく,今,たしかに,特定の文末詞になっている。 「ヤラ」の用法にはかぎり

があるけれども,これが,文表現上　古語意識などはないままで,特殊の遊離

成分として用いられていることはたしかなのである。

四つには,隠在の文末詞があるOたとえば「あとからクラ-O」が, 「あとか

らクル　ワィ。」の約だとすれば,ここには, 「ワイ」文末詞の隠在が認められ

ることになる。

五つには,前にも述べた文末訴え音の煩がある。ただしこれは,すでにその

名にも明らかなように,文末詞からほ一歩-だたったものである。特類文末詞

などとして,この煩のものをとりたてることができよう。

六つには,多くの,新文末詞がある。文末の特定の訴え箇所では,じつに,

かぎりもないほどに,既成文末詞二つ以上の複合形が産出されている。 -文

表現の訴えが多彩であればあるほど,それに相応して,複合形文末詞の新作も,

多岐多彩となってくるはずである。文末詞「ワイナー」は, 「ワイ」と「ナ」

との複合である.文末詞「ヨノ-」は, 「ヨ」と「ノ-」との複合である.さ
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きの「ナモシ」も, 「ナ」と「モシ」との複合にはかならない。文末訴え音も

また,文末詞と複合する。 「モシァ」など。 (「ァ」が訴え音である。)他品詞か

ら転成した文末詞と,本来的な文末詞との複合が多く,そこに多種多様の新複

合形が生じている。複合の結果では,また,かなり長大な形のものもできあが

っているo大分県下の「タナチコ」など. (「タナ」は「アナタ・ナ-」, 「チコ」

は「とこそへノ」であろうか。)佐藤虎男氏によれば,南紀木ノ本では,

○アル　テヵィアシ。

ありますよねえ。

との言いかたがなされているという。ここには, 「テヵイブシ」の長大な文末

詞が認められる0-「ワ」と「カイ」と「ノシ」との複合という,三者複合

のものは,かくべつめずらしいものとされよう。

複合形文末詞に関して,一言すべきことがある.たとえば, 「ワイナ-」の

はあいにしても,これの,じっさいの文表現上での役わりを見るのに,その訴

えのはたらきは,けっして単純ではないo 「ワイ」と訴え,さらに「ナ-」と

訴える・といったようなきみあいが, 「ワイナ-」のはたらきには認められる。

複合形文末詞が成立しても,その形態上の一体化は明らかとなっても,訴えの

意味作用の単純化は,かならずLもそこにほおこらないと言える。 (かといっ

て・分裂的な訴えをしているともしがたいのである。 「ワイナ-」には,やは

り, 「ワイナ-」というものの,特定の訴えかたができている。できていなか

ったら, 「ワイナ」」は文末詞ではない。)

以上に見るとおり,文末詞は群生しているoこれら総体に対して,分類の処

置が加えられる。

第二節　文末詞の分類

これは,日本語という主体が,この国土上で,種々に文末詞の生態を見せて

いるのを,体系化して受けとろうとするものにはかならない。
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言うところの,文末詞の生態の分別は,さほど容易なことではない。分別処

理の体系化が,したがって,至難であることもまた明らかである。分類法その

ことが,当面の一大課題になるOおおよそ,諸種の分根法が考えられるはずで

あることは,多言を要しない。

諸種の分煩法も,けっきょくは,たて軸による分煩法とよこ軸による分類法

とに大別されることは,また,一般的な事実であろう。両軸の方向をどのよう

に調和させるかが,問題の主点になる。

純粋によこ軸の分類法をとろうとすれば,これは,共時論的たちはと言えるO

このさい,意味作用に注目して,いわば内容から分類していく方法が一つ考え

られる。そのさいは,訴えの度あいとか,訴えの方向(もっぱら対他的とか,

やや自己主張的とか)とか,訴えの中味とかが,分類の規準になる。かんたん

な分類例としては,

問い?文末詞

答えの文末詞

というようなものをあげることもできよう。

私は,内容からの分類をすっきりとしたものにすることは,むずかしいだろ

うと考えている. -表現に即して表現内容を見ていこうとすれば,表現ごと

に分類項目をたてていかなくてはならないようでさえもある。内容本位のいき

かたで,すっきりとした分煙,分頬各項の対応関係の合理的な分類を求めてい

こうとすれば,いきおい,大ぐくりの分類法にしたがっていかざるを得ないで

あろう。さて,大ぐくりであるのは,そのままでは有効でない。

私は,むしろ,形式上の分類のほうを重んじたい。これによって,共時論的

たちはと通時論的たちはとの融合を,じみちに実際化することが可能だと考え

るのである。両軸のたちはの融合を目ざして,私は,・全文末詞を,つぎの二頬

とする。

原生的文末詞

転成(転生)文末詞
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「原生的」とは,今日,もはやすぐには転成を考えることができない類のもの

を言う。 「ナ」や「ヤ」「ヨ」の煩である。 (文末訴え音も原生的なものである。

その微細微妙な訴え音が,やがて拡大され定着されて,一環的な音相のものと

なれば,それはやがて,原生的文末詞とされる。)しかし,どこまでが原生的

なのか,じつはその判断がむずかしい。そういう点からも, 「原生」に関して

は,今, 「原生的」と言っておくことが必要である。

原生的文末詞をゆるやかに広汎に認める。そのものを下位区分すれば,

感声的文末詞

非感声的文末詞

となる。問いなどにつかわれる「カ」は,現段階では感声的とも言いかねるの

で,これを区別して,非感声的文末詞とする。

感声的文末詞は,

ナ行音文末詞

ヤ行音文末詞

サ・ザ行音文末詞

というように区別される。 (現段階では,共時論的には, 「どうどうして　サ。」

などの「サ」や, 「すぐ行く　ゼ。」などの「ゼ」の煩を,感声的なものと認め

てよかろう。 「サ」の起源に関して「然」の説があったとしても,当今の「サ」

使用の現実は,まずまず,感声的な「サ」を思わせるものであろう。)

転成の文末詞は,

助詞系のもの

助動詞系のもの

動詞系のもの

形容詞系のもの

形容動詞系のもの

名詞系のもの

代名詞系のもの

副詞系のもの

感動詞系のもの(-文系のもの)
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に下位区分される0 -現状では,この程度の認定ができるようであるo

第三節　複合形文末詞の処理

文末詞の分類処理で,困難をきわめるのは,種々の複合形文末詞の処理であ

る。 「ナ」に「ヤ」の複合した「ナヤ」,このようなものは,感声的なものどう

しの複合であるから,これを感声的文末詞とすることは容易である。それにし

ても,これを「ナ」の所に属せしめるか, 「ヤ」の所に属せしめるか。つぎに・

「ナ」に「アンタ」の契合した「ナンタ」は,どこ-分属させるか。 「ナ」の所

へおくのには, 「-ンタ」のひびきが大きすぎる。これは,代名詞系転成文末

詞の条に収めるか。

複合形文末詞の処理法・分属法として,一つの原則をたてるなら,当のもの

杏,複合形の末部本位に見ていくという方法を,原則化することができよう。

「I7-ジャ　テヤ.」の「テヤ」は, 「ヤ」の所に分属せしめる。 「カヨ～」は,

「ヨ」の条下におく。 「アヤ」など, 「ナ」に強調があるけれども,訴えは要す

るに「ヤ」で収束されるのであるoしたがって, 「j=ヤ」のはあいも,その訴

えの効果は, 「ヤ」的であると見る。日本語の文法構造上の特性一般の指向す

るところにしたがい,複合形態については,下方要素のほうがけっきょくは重

要であると考定するのである。九州弁,阿蘇南麓のことば,

○ア-　ト-カ　ツネ。

ああ,遠いのですか。

の「ツネ」にはアクセントの高音がない。 「ツ」も「ネ」もともに低い。こん

なはあいは, 「ネ」に重点があると見ることが容易である。

複合形文末詞には,丈表現上,さまざまのアクセントが認められよう。今は,

文表現上でのそのアクセントがどのようであろうとも,原則として,各複合形

文末詞を,その末部形式本位に処理してみたい。

「ヵイナ-」などだと,よびかけ,訴えかけの気分は, 「カイ」から「ナ-」へと
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もりあがっていくことが明瞭であろう。あとほど重要であることが明らかである。

後注

1　複合形文末詞に,複合の緊密度の大小がありうる。たとえば「ノ・モシ」

の「ノモシ」は, 「カ・ナ-」の「カナ-」よりも,複合の緊密度が大

であろうか。 (これは,伊予方言などで観察される事実である。) 「ノモ

シ」は,もはや一体化して, 「カ」や「ナー」にも匹敵しうるものにな

っているo四国弁・近畿弁での, 「ラ~-　カナO」 (そうですか.そうな

の。)などの「カナ」は, 「カ」と「ナ」とのむすびつきが緊密である。

これにひきかえ,東京語などのばあいは, 「カナ」が,さほどに結合緊

密度の高いものとはなり得ていない。東京語での「カナ」は, 「--
ノ

カナ。」とつかわれることがふつうか。この種の「カナ」では, 「カ」と

「ナ」とは,ややよわくむすびついていよう。

2　どういう文末詞とどういう文末詞とが複合しやすいか0 -方言ごとに

諸傾向が認められて,興味が深い。方言による傾向差は注目すべきもの

である。

3　「複合上,上に,しかこないもの,上にきがちなもの,下にしかこないも

の,下にきがちなもの,上下のどちらにもくるもの」といったような見

わけかたが,また,複合形文末詞の吟味に必要である。
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第四章　文末詞(-特定文末部)の機能

語詞について,ただちに「機能」を言うことは,穏当でない。機能論はすでに表・

現論上にある。

正確には, 「文末詞の機能」と言うことはできない。文末詞が,文表現上で,い

わゆる特定文末部としてたちはたらくのを見て,その場で私どもは,文末詞と言わ

れるものの機能を見ること,云々することができる。

以下には, 「特定文末部の酎ELjとの意をもって,ときに, 「文末詞即措定文末

部の」などの言いかたをすることがある。それは,多分に,本文の簡潔を重んじて

の便宜的な言表であることを,おことわりしたい。

「特定文末部」 (-文末詞)の椀能は,次下のように約説されるO

第一節　機　能　総　論

柳田国男先生は,かつて私に,

自分の思ったことを聞いてくれたかどうかをたしかめるのが,文末詞(蘇

原言う)のはたらきである。

とも,

自分のことばの印象をたしかめるた釧こ,相手の目を見るoその,相手の

日を見ることばが文末詞(藤原言う)だ。

とも言われた。この時,先生は,主として単純な感声的文末詞を考えていられ

たようである.先生は,文末詞を, "ことばと-ジャキュL,-ショソとの境のも

の=ともされ, ‖ジェスチャーを持った''感声ともされた。(この点では,私の,

別に考えている間投詞も,区別なしに,合わせ見ていられたようでもある。)

「ナ」「ネ」「ノ」などが,文末に位して,言語によるコミュニケーションに,

決定的なあずかりかたをしていることは,先生の卓抜なご説明によって,きわ

めて明らかであろう。文末詞の機能に関する簡潔な総論が,ここにあるo



第四章　文末詞(-特定文末部)の機能　49

以下に,各論を試みよう。

第二節　文表現特定化の機能

文末詞は,文の表現において,文末の特定の機能著-特定文末部-とな

り,表現をきょくたんに特定化する。

書かれた文章のセンテンスは,受けとり手(対象)に対して,きわめて非限

定的なものである。通常,特定の対象をねらってはいず,むしろ,不特定の対

象に発言しようとしている。その不特定の対象は,目前に(近くに)いてよし

いなくてよしであり,また,単数であっても複数であってもよい。書きことば

のセソテンスは,いわば漠然とした対象を相手にしている。書きことばは,非

対話性の言語であると言える。それゆえ,これには,直接に相手に訴えかけよ

うとすることばは,出てこないのがつねである。

それに対して,口ことばのセンテンスは,いつも目前に,特定の相手を持つ。

相手がたとえ二人以上であろうとも,それらの相手が,特定の対象とされてい

るのである。対話の文法は,そういう規格のもとに成立している。対話のセン

テン刈ま,まったく,対人的な,対話性に輝くセンテンスとして成立するOそ

ういう,対話のセンテンスの文末に,文末詞の特定文末部が輝く。

「----です　ネ。」 「・一　一ます　ネ。」となると,彼我の距離は,俄然,

小になる。文末詞のはたらきは,このように,早くも特定の対象を求めて,彼

我の距離を一挙に小にするとも言えるoそういう文末詞,特定文末部のはたら

きかけは,まことに率直簡明なものである。

この,特定の対象を求めて,しかもそれをさっそく自己の世界にいだきとろ

うとする率直さに注目して,私は,文末詞(-特定文末部)のほたら草を,.

「表現をきょくたんに特定化する」ものと見る。

さきに,国立国語研究所の『談話語の実態』にふれるところがあった。談話

語の73%に文末詞が出ることは,すなわち,談話語が早くも表現を特定化して
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いくものであることを示している。

第三節　叙述構造収約の機能

文末詞の文表現上での射巨,すなわち,特定文末部とされるものの機能(孤

場作用)は,その独自の性格を見たばあい,前節に述べたとおり,文表現特定

化の酎旨と見られたO文表現を文の叙述構造と見る時,特定文末部としての文

末詞は,叙述構造を総括収約する酎旨を発揮するものと見られる。

文末詞は, 「主一述」構造の外にたって・ -特定文末部として,一文の収

約頂点になる。

○有言-ワ　アティ　7-。　<山陽地方のことば>

きょうは暑いね。

という時, 「フ~-」は, 「有言-ワ　アティ」の主述構造の外にたって,前の

全体をしめくくる。発言に, 「TT-ワlアティT-o」というようなポ-ズの

とりかたのものがあったとする。このようなはあいにも, 「有言-ワ」は「ア

ティ」と正対し,その,文法的に緊密な一つづきのもの(音声的にははなれていて

ち,その音相の底を縫って,意味のつなが。関係を見せるのが文法であるO)を受けて,

「7-」がはたらくo rアティ」と「γ-」との意味上の距離は大きく, 「首T

Iワ」と「アティ」との意味上の距離は近い,とも言える。 「7-」は,序言

ーワアティ」事実を言う・ことばづかい意味作用の外にたっている。なお言っ

てみれば, 「フ~-」は,要素として, 「キョ-ワ」に直接する性質のものでも

なければ, 「アティ」に直接する性質のものでもないo

oァティ　7-.

というセンテンスのはあいも, 「ブー」は,隠在の主部に対応する述部として

の「アティ」,つまり「<主>-アティ」を受けているo

o有言-ワ/-。

きょうはねえ。-まあほんとに,暑いことですわo (共感の表現)
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というセソテソスのばあい,すなわち主部だけを「7-」が受けているかのよ-

ぅなセンテンスのはあいも, 「71-」は, 「亭丁-ワ」にわけなく接合してい

るものではなくて, 「有言-ワー述」のようなきみあいのものに接しているo

じっさい, 「キョ-ワ　ァー.」では, 「ワ」のつぎに,微妙なポ-ズがあろうo

(明確な時間的ポ-ズにならない時にも,心理的なポーズがあるO)そういうポ

～ズの認められる「有言-ワ」の表現は, -主部相当形ではあっても・もは

早, 「主一述」的なもの,述部化傾向をおびたものとも受けとることができ

る。

要するに,文末詞の,現場に生きる特定文末部は,文表現形態上,叙述構造

統一収約の楼能を発揮する。

このことは,文表現の形態が, -短小であるはあいはもちろん,どんな長

大なものであっても,つねにしかりである。かつて-学友は,長大のセンテン

ス例に関して,文末詞即特定文末部の,叙述構造体を統括収約する枚能につき,

一つの疑問を寄せた。

○カタイッポ-ワ　モ-　アガッテ 三~ン　ユ-ケド,コノー　ヒダリノ

メ-ガナ-0

-片方の目がもうだめになって見えないということですが,この左の

目がねえ。"　(香川県広島　老女-学友)

とあるはあい, 「デー」は=叙述部のどこまで力をおよぼすことができるかo"

というのであるO氏は,おそらく,上例前半末の「ユーケド,」のところに大

きなポーズがあることをもって, 「テ-」の遡及力をうたがっているので麦ろ

ぅOたしかに「ケド」接続助詞のつぎのポーズは, 「テ-」の直前のポ-ズよ

りもきわだって大きかろう。しかし,私は,思う。第一に, 「ケド」のつぎの

ポーズと「テ-」の前のポ-ズとは,ポ-ズの性質がちがう,とO第二にと言

おうか, 「デー」は,形武上, 「ヒダリノ

内容的には, 「ヒダリノ　メーガ

メ-ガ」 を受けているようでも,

どうどう」という主述関係の意味作用を受

けているoそのことを認めれば,前半の「ユーケド,」までの,文表現全体での
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役ありが判別されて, 「テ～」の,叙述構造全体にかかわっていくいきかたが

認めやすくなろう。 「ヒダリノ　メ-ガ」の下の意味論上の重要なポーズを正

しく兄いだせば,私どもは, 「デー」の大きな収約力・遡及力を認定していく

ことができるのではないか。日常対話のはあいは,単文のことがすくなくない。

その末尾に独自の文末詞が輝きがちである。そのさいに明瞭な文末詞即特定文

末部の叙述構造収約の楼能を,長大なセンテンスについても,醇乎とした態度

で兄いだしていくことにつとめるのが,,有意義であろう。

さてまた,
ノ

〇百一,オメズラシー　ワo

O寺-,オメズラシー　貢-O
ノ

○言-,オメズラシー　コト.

などとあったはあい,文末詞即特定文末部の,叙述構造収約の機能に,_　じっさ

いの,力の大小があったりするものだろうか。そのようなことはないと考えら

れる。収約の枚能の多元論的な解釈は,無用とされる。文末での,特定文末部

の孤立する度あいに,じっさいの大小がないとは言えないかもしれない。 (「転
ノ

成文末詞」のはあいなどを考慮すれば,なおさらのことである。) 「コト」は,

「享~-」よりも,孤立性が小かもしれない。もし,孤立性がより大であれば,

収的械能も,より大であるかに思考されなくもないが,それはおそらく,見た

目に映ずる顕著さとでも言いうるものであろう。すでに,文末詞として認定し

うるものが文末にはたらく以上は,本質的には,械能の大小を,私どもはとら

え得ないはずである。

文末詞即特定文末部の叙述構造収約機能の理解のために,ここに,あえて,

文中にはたらく諸助詞の表現機能との比較にしたがってみる。文中の助詞,た

とえば格助詞や接続助詞は,それぞれに,文表現上,それぞれなりの局部的な

地位にたつ。

○コJJ斉　-　。

とあったばあい,文中助詞である格助詞「ガ」は,ただに「コレ」に付属し,
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文の-部内で辞としてはたらくばかりであり,それゆえ,これが,文表現の全

体に大局的にかかわっていくことなどは,あり得ない。

○ソす言　テ-ダケド, -　。

の「ケド」のはあいにしても, 「ケド」は, 「ソ下寺　テ-ダ」を一句として統

轄し得はしても,文表現の流れ(叙述構造)全体を最後的に統轄することはで

きない。

ところで,
_　　/

○オレワ　イヤダ　ゾ。

となると, 「ゾ」は, 「オ~レテ　ィ亨ダ」の外にたっており, 「ゾ」は=文に

つく."と言いあらわすことができるo 「ゾ」を「ヨ」にしてみてもよいO 「ナ

ー」にかえてみてもよい。文末詞と言うべきもの一つのたちはたらきで,文は,

それぞれの姿の独自の表現になる。文末詞即文末特定話部の,叙述構造収約の

枚能が明白であろう。対話の通常文では,文の表現は,文末部にはたらく文末

講部を,最後的契機として成立する。文末詞は,文表現の主導者になる.この

ような主導の機能,収約の秩能を,平易に, 「しめくくりのはたらき」と言っ

てもよかろうOその,し埼くくりのおこなわれる時,特定文末部が,そこまで

の文表現のうねり・ゆれを,大きくゆり定める。 -文末詞のところで, -ゆ

り大きくゆれ,そのゆれとともに,それまでの文の流れのゆれが静まる。 「し

めくくり」は, 「ゆり定め」である。文末詞ごとに,そのゆり定めかたがちが

う。複合形の文末詞,たとえば, 「ワイヤー」「カイナ-」「ゾナモシ」などと

なれば,そのゆり定めかたには,重層的・多元的な発展効果が認められる。

このような「ゆり定め」が,文表現を文表現として,文字どおり個別化して

いくものである。 (これをこそ,其のパロ-ル化と言うことができる。)ものが

文末に位置をしめるということは,けっして平凡なことではない。文末という

弛位は,まったく重要な地位である。

ここで,叙述・陳述の語にふれておきたい。文表現上での文末詞即特定文末

部もまた,叙述の-分子にはかならない。文表現は(じつは,文表現体は,と
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言うべきであろう。),それ全体が叙述体である。文表現の構造のうえに認めら

れるものは,みな,叙述の分子と考えられる。文末詞の文表現上での役わりを,

`伝達の効果'をささえるにあるとする見かたがあったとしても,私は,その伝

達の効果を産むことを,なお叙述と考えたい。したがって,伝達の効果を産む

分子を,叙述体の外におくことはしない。

陳述とは,文の叙述を,最後的に相手になげかけていくこと自体だとしたい。

伝達の効果ということからすれば,その効果の産みかた,産みぐあいが陳述だ

としたい。文表現の,じっさいの訴えぶり・効果づけが陳述である。対人的な

「文のはたらき」の実質そのものを産むことが,陳述の実質だとされる。 「知ら

ないよo」との言いかたがあるとすれば, 「よ」までの言いかたは,まず一連の

叙述構造である。 (「よ」までが,一体の叙述構造体である。)これを,表現の

現場で, -現実の表現欲求のままに,

○シ亨ティ　ヨO

と言い,また,
/

○シラナイ　コ。

と言い,また,

○シテテ才　言-O

と言う。おのおのごとに,表現の現場効果がちがう。対人的な「文のはたら

き」の実質がちがう。その一々ちがうごとに,そこに表現の陳述があると見た

いoすなわち,もっとも純粋な意味での/くp-ル化(表現活動の現場化)が,

陳述である。文表現ごとに個別的な,それこそ一回そのものの表現の「現場作

用」が陳述である。 -文表現の「現場化の現場化」が陳述だとされる。

音声言語のはあいは,陳述が音声化されるけれども,文字言語のはあいは,

陳述が,無表記のままで表明されよう。このはあい,陳述を表記するた糾こは,

有形の叙述表記に,なんらかの陳述符号を用いなくてはならない。 (いわゆる

ゼロ記号を用いることなども,陳述表記の一方法とされようか。)方言での口

ことばでは,文表現が,文末の声調によって最後的に個別化される。その個別
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化の音声形ごとに,個々の陳述が認められる。

以上,私は,陳述の位置と様相との兄いだしにくさと,陳述が粥噺に弁別せ

られるべきこととを明らかにし得たであろうか。陳述は,叙述を見かえしたと

ころに,文表現極致の作用として認められるものであるとも言ってよいと思う0

文末詞は,叙述構造収約の叙述をする。その叙述の完了する瞬間,一文の表

現は,一転して対他の陳述体となる。

第四節　文の待遇表現の流れの収約

以上のような, 「叙述即叙述構造」収約の機能者が,内容的にも,心情をの

み訴えるのにとどまるものではないことは,明らかであろう。さきに,第一章

の第二節で, 「知的要素と情的要素とのおのずから滞然一体となったものを全

的に柏手に訴えかける。」と述べたことを想起したい。その,全的な揮融体の

中心流をなすものは,じつに,待遇意識であろうと思われる。対話のセンテン

スは,その内実に注目すれば,けっきょく,待遇意識の展開単位と見ることが

できる。さきの「文表現特定化」 (本章第二節)は,文が早くも待遇表現文に

なるということでもあった。

すべての対話センテンスは,待遇表現文と解される。 (-というように,

文表現の内実では,中心流の待遇意識が充溢している。)文中の個々の部分は,

みな待遇表現に関与するものである。かくして,文末の部分,特定文末部-

品詞上では文末詞とされるもの-が,文の待遇表現法展開上の最後の頂点に

たつ。

以上の趣旨にそえば,支表現には,そのおのおのごとに,文表現全局での,

もっとも集約的な文末待遇表現法があるとされる。

待遇表現は,待遇敬卑の表現にはかならない。文表現ごとに特定化され

るその文表現は,待遇敬卑上の表現になる。文末の特定者は,おのずから

文の待遇敬卑上の表現に深くかかわるものである。文末詞からなる特定文
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末部は,文表現の末尾にあって,待遇敬卑の表現に決着をつける。

待遇敬卑の表現に決着をつける機能者は,本質的に言って(ものの内面

から考えて),待遇意識の展開を頂点的に収約するものと言える。

上来,しばしば,私は,文末詞の文表現上の機能を概括的に「訴え」と

も「よびかけ」とも言いあらわした。その,訴え・よびかけの中核をなす

ものが,今は,待遇敬卑の効果だと考えてよい。約言すれば,文末詞の,

特定文末部としての活動に,常住の待遇機能が認められるとも言える。

(- 「待遇楼能」とされるべきものが,ただの感情や心情ではないこと

は,じつに明らかであろうO)

以下,いくらかの実例について,待遇蹴能の実相を見ていく。

○オIF--サンモ　イッショニ　イラッシャルンデショー　首-0

(若い相手に念をおす。)

「オT-サンモ」と言っている。最後には, 「ナ」「ノ」「ネ」などの,どんな

ものにおちつくか. 「イラッシャル」とされたので,もはや「フ~-」とはしに

くい。 「ナ」と「ネ」との微妙なちがいが,話者に,反射的に考慮されたであ

ろう。話者は, 「貢-」を採った。 -「ネ」の特定文末部としての待遇機能

の尊敬性がかえりみられている。上の文表現では,この文特定の待遇表現が,

「貢-」で,ほどよく最後的頂点的に収約されていると見られる。

つぎは,奥羽北部での,下の二丈である。

○コッツァ　キ〔kci〕-〔冒〕ジャ.

oコッテア　キ〔kci〕-〔冒〕デァ。

これらは, 「こちら-釆なさい。」というものである。それでいて,両者では,

むすびの「ジャ」となっているほうが,よりよい言いかたの文表現なのだとい

う。 「キ-」は「釆なさい」にあたり,そこまでは二丈同様である。しかし,最

後の文末詞の出しかたによって,文表現は,二途にわかたれる。つまり,両者

は,待遇表現文として,甲乙別途のものになっているのである。上文例の「ジ

ャ」 「デァ」おのおのは,それぞれの文末にあって,その文の待遇表現を,独



第四章　文末詞(-特産文末部)の機能　57

白特定の効果のものに収約・収束している。

そういえば,さきの「ネ」にしても,たとえば薩摩半島南部内その他では,

これが最後にくると,その文表現は,低卑の待遇表現の文に収約される。まこ

とに,文末詞の,特定文末部としての待遇機能は,方言ごとに,こまかく見さ

だめられるべきものである。

つぎに讃岐方言の例を見るo

Oド言不　才~㌻キョン　ヤー。

○ドコイ　イッキョン　ナ一。

○ドコイ　イッキョン　デ-0

これらは,相手がどこへ行きつつあるかを問うものである。第一文は,同輩以

下またはしたしい相手-のものであり,第二文は,ややよい表現,第三文は,

第二文に似たりよったりのものである。 -もっとも,ときには,第三文のほ

うが第二文よりも,よりやわらかい,やさしいものにもなるo末尾の「ヤー」

「ナー」 「デー」にくるまでは,三者同様であるが,いよいよ最後の文末詞表現

(の特定文末部)になると,おのおのは,さっと色づけられ,おのおの,独自特

定の待遇表現文になる。 -これほどに,文末詞の,特定文末部としての待遇

楼能,文待遇表現法を収約する機能は大である0 -全的な作用が明白であるo

讃岐地方には,総じて,尊敬の気もちをあらわすための助動詞がすくない。

かとおもうと,そこに,有効な文末詞が,ほどよく発達している。つまり,文

末待遇表現法の要素が適当に発達している。こうした事実は,全国の諸方言に

多く認められるものである。助動詞による尊敬表現法(-比較的複雑な形態

になるのがつねであるO)の存立と,文末詞による文末待遇表現法(-文は

比較的簡潔なものになりがちである。)の存立とは,相補・相関の関係にある

ものと見られるであろう。

つぎには,薩摩半島の一例について,特定文末部の待遇機能を見る。

○-言　イッ亭~‡了　ヲ～。

早くお行きなさいな。
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文末に「ヲ-」がつくと,表現全体が,ぐんと,よい言いかたになる.わずか

「ヲー」だけのことであるけれども,これがじつに重要な因子なのである。私

は,むかし,はじめてこの地方に来た時, 「ヲ-」を聞いて,じつは,そのふ

しぎな作用力を,じゅうぶんにはのみこむことができなかった。が,のちのた

び,薩南,開聞岳の近くで,私が開聞岳の鳥居を指ざして, -老翁に, =あれ

はなんというお宮で?"とたずねたのに対して,老翁が,

○ヒラキキジンシャ　ヲ-0

ひらきき神社ですよ。

と答えてくれたので, 「ヲ-」のすべてがわかったように思えたO文末特定要

素「ヲー」の,文表現全局を左右する待遇機能は,この短直な事例によって,

じゅうぶんに領得することができたのである。

私の年来の方言調査の旅は,かえりみれば,一面,文末特定要素(文末詞)

の大きい機能を見とらえていく旅でもあった。方言の世界にひたれはひたるほ

ど, -その経験を重ねれば重ねるほど,方言「文表現」での文末特定要素

(文末詞)の待遇表現収約力が,よくよく理解されてきたのである。

文末詞に複合形のもののあることは,くりかえして述べてきたとおりである。

この種のもののはあいでは,複合分子の後接老のほうが,待遇機能上,とかく

優位にたつ。複合要素のかれこれに,次元論的相違があるわけではないけれど

ち,要するに,複合は複合にちがいない。一体化が認められるとはいえ,そこ

には,やや複雑な一体相があって,そのゆえに,待遇秩能発揮のうえでも,複

合分子に即した活動様態が認められるわけである。

複合形文末詞の例を,中国山陽地方に見るならば,

○テ㌻タ　ワイヤー。

あったよ。

というような文がある。 「ワイヤー」という特定文末部(-文末詞)が認めち

れる。このような晩　複合の後接分子「ヤ-」のほうに,より最後的・頂点的

な待遇放能の収約が認められるとされる。
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九州東北部での,

○テ二　ヵヤー。

そうかい。

などの「カヤ-」についても,私どもは, 「ヤー」がより収約的な待遇酎巳を

発揮していると見ることができる。

一般に,複合形文末詞のほたらきでは,それの後接分子が,文待遇表現につ

いての,文字どおり決定的な収約力を示すと言える。このことは,私とともに

文末詞の研究につとめている多くの人たちも,実証するところである。

文末詞の,特定文末部としての待遇鋸酌こ関しては,近来,諸家も多くこれ

を説くようになった。 =終助詞による敬意の表し方"というような言いかたが

多くなされるようになっている。近畿地方の方言に関しては,西宮-民氏・村

内英一氏・巌佐正三氏・井之口有-氏などのご発表がある。また,楳垣実氏も,

『和歌山方言』 1 (昭和29年10月)の「紀州ことば(1)」の中で,

田舎での敬意の表わし方は,極めて控え目で,それだけ親愛の情のこまや

かなものであり,都会のように助動詞などという大層な言葉を持ち出さな

くとも,十分に助詞だけで間に合ったと考えられる。

と述べていられるoついでながら,古典研究者のがわにも,たとえば,穐田定

樹氏「源氏物語の文末助詞の待遇性」 (『親和国文』第1号　昭和4年3月)な

どのご発表がある。山崎久之氏のご労作については,多く言うまでもない。

九州では,早く,上村孝二氏が,

総じて敬譲法は旧士族部落ではありによく保存されているが,平民部落で

は敬語法が少い,終助詞などで辛うじて尊卑の区別がある位のもので,

と論じられた。 (「鹿児島県下の表現語法覚書」 『文科報告』第三号)東北で,

佐藤喜代治氏は,

終助詞は福島県下の方言の丁寧表現のうち,最も単純な,又基本的な文法

形態を有し,実際の使用度数も多いo
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と述べていられる。 (「福島県方言の敬語法」 『文化』第二十二巻第四号)諸家

が,ただに,終助詞,助詞と述べていられるのは,以上のとおりであるO瀬戸

口俊治氏は,かつて,薩摩東南部の方言について,

当方言人は,その気拝を文末部に表現していると思われる。本来なら述部

に示される管の敬語が除かれて,その働きまで文末部にゆだねる形になっ

ている。

と述べられた。 (昭和35年1月)

言われている‖終助詞"は,文表現の待遇価を収的して,ただちに対人関係

を特定的にとりむすぶ.この待遇機能は,だれにも領得されやすいものであるO

`対人関係を構成する助詞・助動詞'というような考えのもとでは,文末詞は,

だれにも,ただちにとりあげられるべきものであろう。

土地っ子,方言人自身が,文末詞の特定文末部としての独特の待遇機能に気

づいていることも,すくなくない。たとえば,和歌山県下では,人が,文末詞

の「ノシ」を, "特によいことば"としている。

私どもがいわゆる敬語法を問題にするさい,その見かたを展開させて,文末

詞の表現をも必然の対象とすべきことは,今や論を要しない事実とされよう。

(私自身の研究過程も,思えば,いわゆる敬語法の研究に出発して,道をそ

のまま,文末詞研究にあゆみ進んでいる。)文末詞-文表現にあっては特定

文末部-紘,待遇表現法研究上の,独特の重点としてとらえるべきものと考

えられる。

この文末詞に関しては,そのはたらきを,文末詞に即して「文末詞法」と

言うこともゆるされると思う。 (すでに私は,この術語を用いてきた。)文

末詞法は,文待遇表現(敬卑表現)上の特定文末部の活動・桟能について

認められる「文末法」を言うものにはかならない。私どもは,この文末法

(文末詞法)を正当にとらえて,方言待遇表現の世界を,もっとも純粋に

記述したいものである。
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私は,方言の純粋記述を念として,いよいよ文末詞法の記述を重視するようにな

った。

一般には,記述上　文末詞への注意が,いまだよわい。なぜであろうか。概観す

るのに,記述はなお一般に単語論的である。文論におよんだとしても,それは,揺

とんど単語論の次元においてである。語句をとらえても,それは,単語の延長とし

てであるo　センテンス本位の記述,表現記述は,いまだ,さほどには発達していな

いo　セソテンスの躍動のままをとらえることがないのに応じて,文の末の重要索一

一文末詞-をとらえることも,よわいままになっている。

方言生活の現象を,文衷現本位(センテンス本位)にとらえることの着実な実践

が,よく,文末詞法(文末法)の認識と記述とを,盛大ならしめるであろうO

待遇表現の文末法に役だつ文末詞は,その機能価値に応じて,品等わけする

ことができる。

分類に関しては,その一般的な考察をすでにかかげている。 (p.43)

もろもろの文末詞は,その「品位」 (という総合的な観念)によって,分別

することができる.この分別・分類は,文末詞の体系的記述のた馴こ重要であ

る。 - (この分類は,文末詞の機能論的研究の-結論として位置づけられる

ものでもある。)

晶等を上・中・下,敬・常・卑の三階に見わけることは,比較的容易であろ

う。年層や性別,あるいは教養度をも顧慮しつつ,晶等わけのこまかな分類に

到達することは,かならずLも容易でない。待遇品位に関する,総括的見地で

の,合理的な分類に到達することがのぞまれる。

ここで,文末詞分類に関する-所見を述べてみたいo

現代共通語の文末詞に着目しての分類論が,いくらか公表されている。しか

し'上に述べたような見地での分類を思う私からすると,共通語文末詞に関す

る分類論は,かならずLも深刻なものとは言われないoなにぶんにも,共通語

文末詞界は,方言文末詞界からすると,はなはだしく,事象が単純である。共

通語界では規則的かに見られることがらも,方言界では,慶大な不規則的事実

(にわかには規則を求めかねるという意味で)であることがすくなくない。共
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通語界での例外的事実も,方言界では,そうでないこともある。私は,しばし

ば,方言界の文末詞事象をはなれて共通語界の文末詞事象をとりあげることの,

日本語現代語研究としての意義の狭小を思わせられる。

なんといっても,現代日本語での事態そのものを根本的に明らかにすること

が,現代語研究の基本ではないか。文末詞研究のはあいにしても,当然そのよ

うに考えられる。

文末詞(`終助詞')相互の承接に関する論のはあいも,方言界での文末詞相

互承接-複合文末詞-の多量多彩に比較すれば,共通語文末詞での相互承

接は,まさに九牛の一毛である。できることならば,方言界での多様多彩に目

を向けつつ,共通語界での様相を的確に分析し把握するようにしたいものであ

る。

他方,方言研究のがわから言えば,共通語文末詞に関する所論にみちびかれ

て,方言文末詞処理,たとえば分類法を,なおよく推進しうることは,言うま

でもない。
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第五章「文末詞」化

第一節　「文末詞」化の一般的可能性

日本語の「文」表現で′ほ,最後の要素が,みな必然的にそれ相当の文豪現収

約の機能をになう.このため,文末にくる要素は,なににもせよ,一般に,

「文末詞」相当のものになっていきがちである。ここに, 「文末詞」化の一般的

な可能性が認められる。

現代英語の構文のようだと,その文末部分の「文末詞」化などほ,ありよう

がなかろう。日本語では,文構造上,その特異性のもとに, 「文末詞」化が自

由におこりうる。たとえば,

○オテ　シテ貢-ダO

おれは知らないよ。

という言いかたがあったとするか。 「ダ」はもともと,文末につく成分である。

(「ソす㌃　テ-ダo」などのように。)そこで,上のように, 「シ′ラ~貢-」にも

下接する。- 「知らない」ことを「ダ」とさし示す。 「ダ」は,文表現の収約

着としての機能を発揮するOそういう「ダ」のついた, 「オテ　シテ貢-ダ。」

式の言いかたが熟用されるうちに,人はいつしか末尾の「ダ」を,特定のもの

として受けとるようにもなる。遊離の成分とも感じるようになる。発言する時

にも,しぜんに,ここへ特別の調子をつけたりもする。かくして「ダ」は,文

末特定の成分とされていく。ここで, 「ダ」が「文末詞」化する。

またの例を見よう。

○下コユ　イクソダ。

どこ-行くんだい。

という文表現があったとする。最後部の要素「ダ」の文末詞相当性は,荊述の
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とおりである。この「ダ」のところが,中国地方内などでは, 「ナラ」になっ、

ている。

○ド盲了　イテンナラ.

どこへ行くんだい。

「ナラ」は,文法論上では, 「ダ」の仮定形とされているが,中国地方の, 「ジ-

ヤ」助動詞のおこなわれている所でも,仮定形「ナラ」がおこなわれている。

そうして,「どこへ　行くんだい。」の表現のばあいは,「ド言ア　イアンジャ。」

などとは言わないで,もっぱら, 「ド盲~才　イテンナラ.」と言っているOが,

この「ナラ」が, 「ダ」どめのはあい同様,文表現収約の機能を発揮しており,.

しかもこれが,文表現上,早くも文末特定要素ふうの,訴えの効果を発揮する

ものになろうとしている。こういう「ナラ」は, 「文末詞」化の道をいそぐ

「ナラ」である。

安芸方言などでは,上の「ナラ」のところが, 「ナリャ-」ともある。 (「ナ

レば」からのものか。)

○ド三~ア　イアンナリヤーo

どこ-行くんだい。

などと言っている。この「ナリャー」が「ナリャ」文末詞を認めしめるにいた

っている。 「文末詞」化である。

おなじく安芸地方に,つぎの言いかたがある。

○ド盲~不　イ亭手首リャ-O

どこへ行きなさる?・

このはあい, 「フ亭リャ-」は, 「イキ」に直属して,前後密接な関係のもとで

の助動詞である。 -容易に切りはなすべくもないものである。そうではある

が,方言界では,人々は, 「ド三才　イIfンナリャ-o」と「ド言ア　イ亨フ百

l)ヤー。」とを思いよせやすく,したがって,問いことばでのむすびの「ナリ

ャ-」と「サリャ-」とを対比・集合しがちでもあるというところから,人々

は,しぜんに, 「ド盲マ　イ耳丁事.)ヤー。」の「サリャ-」にも,つよく文末
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・特定の訴え効果を自覚しがちである。ここには,すなわち,日本語の「文」構

造の最後部にたつ要素の,文末詞相当性が明らかであろう。上の「サリャ～」

は,にわかには「文末詞」化を認めしめないものであるけれども,それが,

「文末詞」化の契枚をはらんだものであることも,また明らかであろう。

文末にくる要素の「文末詞」化の一般的な可能性が認められる。

第二節　感　声　化

「文末詞」化がおこると,当のものは,多少とも感声みをおびてくる。もの

が多少とも感声化する。感声化の方向にたたなくては,ものが文末詞として安

定することができないわけである。

文末詞は,実際上文的性格を持つ,と,さきに述べた。文的性格を認めう

る文末詞は,すなわち,感声みをおびた文末詞である。文的性格と「感声」条

件とは,必然的に関連するものであろう。

さて,そのような文的性格を持つものゆえ, -つまり,女表現相当のもの

ゆえ,文末詞の造出は,自由自在なのでもあろう。 - 「文末詞」化の可能性

が,一般的なのであろう。

第三節　文中の「『文』の部分」収約要素の「文末詞[化

対話「文表現」の,途中でのくぎりめは,文末尾のくぎり(終止)に似たも

のである。 -じっさい,そういう文途中のくぎりめが(話部末が)文末にも

なっている。たとえば, 「オマ-ワどうどう。」という文表現での「オマエワ」

が, 「オ宕こデー.」 (おまえは!)のように独立の文にもなっているoすなわ

ち,さきの文途中の、くぎりめが,今は,文表現のくぎり捌こなっている。文途

中のくぎりめ(話部末)は,総じて, 「文末尾」化の契燐をはらんでいるOこ

のため,文途中めくぎり馴こはたらく助詞は,一般に,文末収的特定要素化す
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なわち「文末詞」化の契機をはらんでいるとも見られる。話部末にあるものは,

しばしば「文末詞」化する。

例を北九州弁に見よう。このほうで,

〇一一一コソは・--I 0

のような言いかたがあったと見られる0 -「コソは」で-話部がまとめられ

ている。このまとまりのところに,発音上の小休止がある。 (物理的な時間の

休止がないはあいにも,たしかに心理的休止がある。 -自分が発言する時,

心では,たしかに小休止をおく。人の発言を開く時も,また,ここで小休止を

感得する。)この「一一一コソは」が,これだけで言いさしの表現にも用いら

れた。 「・-一一コソは。」が「一一一クサ。」となまられる。 「一一一クサ。」の形

が,一個の表現体とされ,つまり,これをもって話しことばの言いかけとされ

るうちに,新文末の「クサ」は, (元来は話部末であるけれども),いよいよ文

末者一般の収約機能の特定化をまっとうして, 「文末詞」化した0 -・つまり,

文途中のくぎりめの助詞が, 「文末詞」化したのである。 「クサ」は自由に「ごテ

ラクサ。」 (あのね.)などとつかわれるにいたっている。 「クサ」は,もはや,

一個の文末詞のはたらきを見せている。

つぎの例,

〇六ヵ　ガ-。バ万首肯　ガ～。

ほ,肥前平戸ロで聞いた,少年の発言である。少年が,より小さい男の子に向

かって, 「ばかが!」と叱っていた。ここの二丈それぞれの「ガ-」も,もは

や文末詞相当のものになっていると見られる。 -上例で, 「ガ-」はまさに,

文末特定の訴え要素としての機能を発揮している。

文中の話部末には,文末化の契椀があり,そういう謡部末の特定要素は,過

常の文末要素のばあい同様,みな「文末詞」化の可能性を見せている。文中の

話部末の文末化が,とくに興味ぶかく観察されるのは,越前中心に聞かれるあ

の独特の抑揚においてである。越前弁では,たとえば,電話口で,

○ソレデ-,アノオ-,ウラア一,キノオ-,ガッコ-エー,イタテ　r
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0

それで,あの,わしは,きのう,学校へ行ったら, ----0

のように言うO (-煩似の傾向が,つづいて,若狭・丹後半島突端部にも見

られる。) -話部ごとに休止が大きく,各話部末は長呼されている0 -「テレ

チ-」のようにoアクセント波の関係で, 「テL,デー」での「デ-」, 「テノ芽

-」での「嘉一」などの部分での長呼のひびきが,いかにもけざやかである.

こうなると,長呼末での休止の効果も大きく,ここで文が成立するおもむきで

ある。 (「テノ京-。」が,完全なよびかけ文にもなっている。電話口で,土地

っ子は,よくこのセンテンスを出している。)話部末の文末化する様相が顕著

であろう。このさい, 「芽-」などは,単語論的に言って,文末詞相当のもの

にさえなっているのである。上例は,各話部ごとに,話部末に,文終止のおも

むきを見せており,話部末で,文末詞的なものを見せようとしている。

話部の切れめというものは,このようになっていくものだと解される。

文中話部末での,一般的な,文末化の可能性が認定されるのは,まざれもな

く文表現上でのことである。 「文末化の契機」を云々しうるのは,まったく,

文表現論の見地においてである。その見地で,話部末の収的要素の,特定文末

部的械能が認められるわけである。じっさいに,方言人たちの表現生活で,そ

のような特定文末部化が累次おこなわれる時,該方言での,そのものの特定文

末部の習性が生じる。となって,その特定文末部と見られるものの背後に,私

どもは,単語論上から言える新文末詞を認めうることになる。 「文末詞」化が,

ここで明確に言われるo

第四節「文末詞」化の経路

「文末詞」化には,いろいろの,自由経路とも言いうる経路が認められる。

私が日本語方言状態の観察から帰納し得ている現実の諸経路は,助詞系のもの

以下,さきにp.45にかかげた九の経路である。
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助詞系のものといえば,薩摩弁の,

○タチャン　ト。

お立ちなさいよ。

の「りのようなものである。この「ト」を,伊予の南部だと,

○ワシャ　シラン　ト。

わたしは知らないよ。

のようにつかう。

方言での用法差は,注目すべきものである。等しく助詞「ト」を「文末詞」

化させるにしても,方言それぞれが,その内部事情にしたがって,特定の方向

を見せていく。九州に広く見られる「ト」は,他人にものを聞いたり命じたり

する時などに用いられている。 -相手にはたらきかけて用いるようである。

伊予の「ト」は,自分のことについて言う時に用いられているようである。

つぎに,助動詞系の文末詞といえば,さきにあげた「ダ」がある(p.63)

これの山陰の例を見るなら,因幡方言下の例に,
ノ

○モ下リョ-リマス　ダガ。

帰ってきてますのよ。

がある。 「ゲナ」もまた, 「文末詞」化している。岡野信子氏の聞き得た,北九

州弁の中の例は,

○ミ盲トラス　テナ。

みごとだそうですよQ

というのであるo (昭和46年7月のご教示による。) 「ミ言トラス」の「ラス」

は「ダス」かという。そのような「です」的なもので言い収められたうえで,

さらに「ゲナ」と言われている。 「ゲナ」は,文末詞のはたらき相当のはたら

きを示すものになっていよう。

大橋勝男氏の調査によるのに,東京都下の新島では,

○ウンア　ジャ。 (=産んだ,")

○ヒャクラ丁　シテモ　ニタテ車キ古寺~-　ジャ.
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などと言っている。また,八丈島八丈町大賀郷では,

○コ斉フ　ィキタロ　ラ言。

"こんなに生きてますじゃ。"

○ウッタ　ラ言o

"売りました。"

○ラ~二ダ　ラ~手。

"そうだよ。 (「ジャ」は「よ」の意)''

などと言っている。 - (上の"共通語訳は,土地の中年女子が訳してくださ

ったもの"と,大橋氏は言われる。)この種の「ジャ」は,助動詞系のものと

しうるものなのかどうか。外形上,まったく同様に「ジャ」の形を見せ,しか

もこれが文末詞然としているものなら,東北津軽から伊豆諸島までに,これを

兄いだすことができるOちなみに,国学院大学の野村純一氏のご教示によれば,

相模原市域内の二・三の老女たちが,関東人でありながら,返事に,

○テ-ジャー。

の言いかたをしているという。これはどういうことなのであろうか。

さて,動詞系の文末詞といえば,山陰弁の,

○イ万~マイO　　(「イカ」は「行かう」)

行こうよ。

の「コイ」 (-1- 「来い」)などがある。岡山県下の,

○革T-ワ　オ三~フトミーO

きょうほどうもうまくいかないなあ。 (ピンポンをしていて,うまく

打てない時など。)

などに見られる「トミー」は, 「と兄い」からきたものであろうが,今は完全

に「文末詞」化している. -文末詞としての「トミー」という単語を認定し

うるまでになっている。

(「トモイ」「トモインサイ」「トモイナ-イ」などもある。広島山口の両県や

島根県下に分布している。)
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「トミー」にせよ「トモイナ-イ」にせよ,形がこのように特定化してしま

うと,このものの,文表現での戟能発揮が,まったくはっきりと,原生文末詞

のばあい同様のいきおいになる。

つぎに代名詞系の文末詞といえば,山口弁の,

○アッチ　イテ　カク　ソ。

あっちへ行って描くのよ。　(おや--おさな子)

○コッテ　京.)テ　テル　ソO

こっちへおりておいで。

というような「ソ」がある。 「ソ」はもと「それ」であるらしく,この「ソ」

が, 「の」相当の準体助詞としてもよくつかわれている。 F;「クニ　ナツタ

ソガ　京リマス。」(十九歳になったゐがおります。)など.こういう用法が一

方にあって,他方に, 「ソ」を文末につかう用法が慣熟しているのである。

「それ」が「ソ」となっては,形の上の変化も大きく, 「ソ」は,完全に「文末

詞」化している。

東京語などの,

○ヤ丁万　丁。　(制止)

などの「ノ」も,文末詞ととられるものであるが,これは,もともと助詞の

「の」であろう。 「ソ」は,この「ノ」に比照しうるものでもある。

つぎに,名詞系の文末詞といえば, 「コト」や「モノ」がある。 -名詞の

「こと」や「もの」が「文末詞」化している。越前地方の,

○テヤトコト。

そうだってば。

などという「トコト」は, 「コト」をふくむものだろうか,どうだろうか。_東

京弁の「まあ,おみごとです　コト。」は, 「コト」文末詞を認めしめる事例と

されよう。

つぎに副詞系の文末詞といえば, 「はや」 (「早ゃ,もう」などの意)の「-

-」,その他があるO　東北地方の「ネ-」文末詞では,その「-」が「ネ」と
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いっしょになっているのが認められる。 「ネ-」は,これで,揮然とした一体

の文末詞である。

っぎに,感動詞系(-文系)の文末詞といえば, 「ホラ」,その転の「-ラ」

などがある。

○アユ　丁デ　丁ヤイ　-テ二O

あれを見ておみなさいな。

は,九州,薩摩半島南部の「-ラ」例である。 「ソラ」も「文末詞」化している。

これの,文末についているのが,しばしば, 「ソ-ロー」ことばに誤解された

りもしている。

「文末詞」化の経路は多様である。

この経路のとりかたに,地域的・方言的な相違がある。たとえば,中部地方

には, 「ダ」助動詞の「文末詞」化がかなりいちじるしくても,四国地方には,

助動詞の「文末詞」化がほとんど見られない。四国地方では「ナモシ」類の文

末詞があって,感動詞系(文系)の「文末詞」化経路のとられたことが認めら

れるが,中国地方にはこの種のことがない。

さて,同一経路が甲乙丙方言でとられていても,できた文末詞の用法になる

と,これにまた地方的相違が見られることは,すでにふれたとおりであるo

(九州の「ト」,伊予の「ト」　P.68)

要するに, 「文末詞」化の成立には,地方的相違が認められる。さらに言え

ば-地域的相違が顕著である。原生的な文末詞の「ナ」 「ノ」 「ネ」のばあい

にしても,その存立に地方的相違の大きいことは,すでに人のよく知るところ

であろう。総じて,文末詞なるものの存立と活動とには,地方的相違・地域的

特殊性の,言うべきものが多い。これは,考えてみれば,当然のことにも思わ

れる。文表現を他に訴えかけようとして,最後的に収約的によびかけることば

が,文末詞とされるものなのであるoよびかけことばを用いるのは,まったく

場面的なことであり,特定の事・所・位に即応したことであり,発言者その人

の,そのはあいの心意・心情に即応したことである。人はみな,方言人として,
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それぞれの地域社会に居住する。人々の方言生活は,平常,おのずから地域的

である。それゆえ,人はだれしも,地域的でしかも個別的な訴えかけをする。

文表現をなげかけていく生活での文末差は,発展する一方である. 「文末詞」

化の事実も,いよいよ地域的方言的なものとなりうる。

第五節　文末詞の転成新生

他のものの「文末詞」化は,日本語での,特筆すべき現象である。

日本語は,本来,文末詞的なものをかぎりもなく設けていこうとする性能を

具有している。このため, 「文末詞」化はかぎりもないほどであり,多くの文

末詞が産みだされている。が,それは,大部分,単純新生ではなくて,転成と

しうる新生である。

転成の事実の中には,いくたの省略形態が認められる。形態の省略によって,

機能の大きな変動がひきおこされ,そこで,新文末詞が安定する。

日本語は,文末詞の転成あるいは新生をもって,不断に,文末詞体系の流

動・発展を見せつつあると言えよう。この流動・発展が,ひいては,日本語そ

のものの体系的発展にかかわっていく。
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第六章　文末詞の記述

第一節　文末詞記述の独創性

上説するところの文末詞の実際記述にあたって,独創性が要求されることは,

言うまでもなかろう。文末詞全般が,上述のような特質的なもの-日本語に

およそ独自のもの-だからである。

外国の言語理論を適用しつつ,わが文末詞記述を遂行していこうとすること

は,しようとしても不可能なことであろう。外国の言語理論をここに投射しつ

つ,わが文末詞の意味と活動とを精叙するのにっとめることは,はなはだ有意

義である。

さいわい,私どもは,ここに,文末詞という特質分子を得て,言語に関する

一般言語学的な理論開拓にしたがうことができるo

第二節　文末詞記述の次元

文末詞記述は,主として文表現論のたちばで実践されるべきものである。単

語論的処理としては,文末詞の分類があるが,これももとより,文末詞の,丈

表現現場での機能にかえりみねばならないことである。!文末詞の存立と活動と

を問題にするしごとの全体は,一般に,文表現論的なものたらざるを得ない。

さきにもふれたが,旧来は,文表現論の不活発,現象を文表現(センテンス)

本位にとらえることのよわさ・無さのた釧こ,文末詞への注意がよわかった。

そこでは,文末詞の重要性は,徹底的には,わかりようがなかったのである。

したがって,文末詞記述の本格的作業,文表現論的作業は,おこりようもなか

った単文表現に着目し,その視座で,文末の特定要素-<文末詞>-をと
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らえる時,私どもは,じっさい,文末詞の重要性と,文末詞研究の重要性とを

体験することができ,したがって,文末詞記述の文表現論的作業の実現に努力

するようになるO (-文末詞研究は,言語研究での,文表現論の重要性を認

識させてくれるものであるとも言える。)

文表現論的な作業の重要性を,厳格に認識することは,言語研究での次元観

の重要性の明確な識得を意味するものである。

第三節　文末詞記述の内的言語学

言語の学問を大きくわけて, `外的言語学'と`内的言語学'とにするか。文

末詞の研究も,外的にこれをおこなっていくことの領域が広い。と同時に,内

的にこれをおこなっていくべき必要が,当然,大きいとしなくてはならない。

文の末の特冠詞は,文表現の心の結集するところだからである。

この,文表現の中核,表現心意掲揚の局所を,えぐるがごとくにはりさげて

いく内面的研究は,今後,いくえにも開拓されなくてはならないものである。

開拓は,かんたんな事例から出発してもよい。卑近例であるが,中国地方の

一家庭での幼児が,四国路から来た客の,文末詞「ナ-」を連発する話しこと

ばを聞いて,いかにもふしぎそうな顔をする。客の帰ったあと,幼児は,ほか

ならぬそのrナ-」文末詞を,しきりにつかってみる。問いにも返事にも,好

んで,と言いたいくらいに「ナ-」をつけそえるO　こういう事実は,まず,文

末詞による私どもの生活の,広さ・奥ふかさを,よく私どもに認識させよう。

-この広さについて,奥ふかさについて,私どもは,理と情とをきわめるこ

とに努力しなくてはならない。言語能力のまだよわい,おさない者が,人の会

話に注意するとなると,重点的には,特定文末話部(-文末詞)をとらえる事

実を,私どもは,人の発言の様態の特色の,きわめて鋭角的な受けとりかたと

して正視すべきでもあろう。

言語の内部・、内面をたずねていくとなれば,いよいよ,要素論的ないきかた
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などにとどまることはできない。つねに,要素々々の生きている「全体像とい

うもの」-の注目が必須とされる。こうして,内的言語学の記述は,最低最小

単位として,文表現体をとりあげていくことになる。文表現の世界という次元

の認識の重要性が,ここに明らかであろう。

第四節　記述体系の二方向

内的言語学・外的言語学の理念による文末詞記述に,記述作業の二方向が識

別される。

一つは,一つの方言-という体系的存在について,そこに存在するすべて

の文末詞を,総合的にとりあげていく方向である。いま一つは,一々の文末詞

ごとに,これを,よこ広く,多方言にわたって見ていく記述方向である0 -

これは,最大限にしごとをひろげれば,日本語の全方言状態,日本語方言共時

態を対象とするところにいく。

第-の方向のいきかたには, -方言の諸文末詞の相互関係を,したがって,

諸文末詞の相関的な活動の全相を,活写しうる長所があるo一つの方言,伊予

の今治市近在の-方言について,諸文末詞の体系的存在の記述にしたがうとす

るか。この方言では,文末詞「ナ」が,もっとも重要な地位をしめる。 「ノ」

は,さほどには用いられない。 「ネ」もおこなわれない。ところで,当方言に,

古くから「ネヤ」がある。これは,おもに男の人に用いられており,ややくだ

けた気分の表現に役だてられている。ナ行音文末詞の範囲に限って見ても,当

方言に, 「ナ」と「ネヤ」とのふしぎなむすびつきがある。 「ナ」を論じるさ

い, 「ネヤ」の用法に注目することが有意義である。両者の相関に着目する時,

「ナ」の用法も(したがって「ネヤ」の用法も),味わいふかく精叙することが

できる。

伊予の,内海の岩城島の-方言では,ナ行音文末詞としては,通常, 「ノ」

がつかわれており, 「ナ」はつかわれていない。 「ネ」もつかわれていない。
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が,ここに,古くから「ネヤ」がおこなわれている。老女などにも, 「ネヤ」

がよくつかわれている。 (若い女性たちのことばではなかったようである。)一

一あまり晶のよいことばではないありさまである。ともあれ,ここにまた,

「ノ」と「ネヤ」との,ふしぎなつれあい関係がある。多くの文末詞の中での

ことではあるけれども,ここには, 「ノ」と「ネヤ」との体系的存在が明らか

であり,体系的存在の,方言生活者たちに生きる様相が明らかである。当方言

での両者の活動ぶりは,二者を精紬こ見あわせることによってはじめて,微細

にえがきつくすことができる。

どこの方言にもせよ,東・西,いずれの方言にもせよ,その方言下では,請

種の文末詞が,当該方言の特殊的事情のもとで,共存し共栄している。一々の

文末詞の生存と活動とは,その共存共栄の中で,注意ぶかく見とられなくては

ならない。

第二の方向のいきかた,よこに事象を見ひろげていくいきかたには,事象間

の相関状況を叙述しかねる難がある。しかし,当該事象の,広域にあっての盛

衰興亡のさまは,この第二のいきかたによってはじめて,徹底的に把握するこ

とができる。展望の態度によってはじめて,文末詞の大きな活動法則をとらえ

ることもできる。

第二の見かたのためには,どの程度にか,個々の方言存在(よこにつながり

ならぶ諸方言)についての,たての兄かたができていなくてはならないことは

もちろんである。諸多の方言のおのおのについて,文末詞群の生態論的把握が

なされ,その上で,よこの統一的統合的な広い見かたがおこなわれるとなれば,

これは,文末詞記述のほぼ理想的な作業としうるのではないか。 -私は,こ

のような記述方途をねらっている。 (-この方向にあっても,しぜんに,あ

る程度までは,文末詞の事象が,複数にとりあげられてもいく。問題とする主

事象に,他のものが,随伴させられもする。)
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第五節　高次共時論

文末詞記述は,高次の共時論になっていく。

上に言う第-の方向をとる記述も,要するに,文末詞の生態,文末詞利用の

生活の中に,人間存在の歴史を見ようとするものである。歴史的存在としての

人間の,言語生活のいとなみ,歴史的な深みを見ようとするものである。 (一

一それゆえ,深く深くと掘りさげる記述の実践を,私どもは,自己にきびしく

要求する。)この努力は,高次の共時論への努力にはかならない。

第二の,よこに見ひろげる研究方向をとるはあいにも,これはまず,諸多の

方言にわたって,ついには,日本語の全方言状態にわたって,一定の文末詞の

相関的な存立事態を見ていく。 -問題の事象を,よこに見ひろげていく。そ

れはいちおう,共時論的な把握とも言いうるものであるが,見ひろげられたも

のが,問題の文末詞の,広域にわたっての生きる状態と解される時,やがてこ

こには,その事象の流動変移(史的推移) ・盛衰が考察把捉されるようになる。

これは,当該事象の通時論的受けとりかたともされよう。この道時論的な受け

とりかたは,さきの共時論的把握に連続する。 -というよりも,彼我は一体

である。事象の生態は,すでに歴史的な共時態である。事象の史的推移は,方

言相のばあい,まさに,きれいに共時面に展開されている。適時態は,共時態

にふくまれ,通時論は,共時論に梼せられる.

通時論を予想し内包する共時論は,すなわち,高次共時論と言われてしかる

べきものである。かくして,私どもは,第二の外延的な方向をとることによっ

て,記述の,高次共時論にしたがっていく。ここでは,問題の事象に関しての,

自律的発展も云々されようO発展的動向が論究されようO　こうした記述は,ま

さに,歴史的記述の名にあたいするはずである。

第二のばあいを,実践のたちばで再説してみよう。私のばあい,文末詞の事

象について,広く全国にその分布を求める。諸方言での事象相互間には,しぜ
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んに,系統・脈絡-系脈-がたどられる.そこで,分布は,系脈分布とし

てとらえられる。分布図製作は,一見,共時論的な作業のようではあるけれど

ち,できた図は,おのずから,系脈分布を示して,すでに歴史的である。ここ

には,当該事象の歴史的共時態があり,いわば歴史像がある。 (通時態がおの

ずからそこによこたわっているo適時態を含んだ共時態,歴史的共時態がそこ

にあるo)図は,高次の共時態をものがたっている。 -図からは,当然,そ

の事象の史的推移(盛衰・隆替)が読みとられ,かつは,当該事象の,将来へ

のうごきも,予見することができる。

過去を問い,将来を予想することができるならば,そこには,文字どおりの

歴史的把握が完成されたわけであるoこれは,高次共時論の実質にはかならな

い。

問題事象の,上述の意での総合的叙述をおこなうことができ,私どもの生活

の中での文末詞が,将来,どのようにうごいていくか(どのようにあつかわれ

ていくか)ということも考究しうるとすれば,ここには,高次共時論の有力な

桟動性があるとも言えようo私どもは,高次共時論をむわとする追求態度によ

って,文末詞を,正しく,言語生活上の問題とすることができ,また,言語教

育上の問題とすることができる。
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○　む　す　び

文末詞研究は,私にとって,日本語の生態・動態を見ようとする研究作業の,

一大重要項目である。

私は,もと,日本語に関する文法上の-事項として,文末詞をとらえた.が,

これの研究の作業にしたがえばしたがうほど,研究は,旧の文法学のわくから

出はずれるものになった。

このさい考えられたのは,文末詞研究を推進することによって,日本語の文

法学を,あらたにユニ-クなものとしたい,ということである.

文末詞研究は,文表現論をよぶ。文表現は,文章表現(達文表現)と一体の

ものである。文表現論は,文章表現論を予定する。文末詞研究は,文章表現論

の世界のものであるとも言える。

意味が意味としてそのはたらきを示しているのは,表現においてである。文

表現論・文章表現論は,おのずから,意味論と一体である。文末詞研究は,意

味論の世界に展開せしめられるべきものである。

文末詞研究の内包と外延とは,深く広く考定せられる。

方言研究での文末詞研究は,方言研究の独白の学的形成に関与することが大

であろう。方言文末詞研究の実践によって,私どもは,方言学の実質を,真に

重厚なものにすることができる。

加藤周一氏が,朝日新聞紙上に連載された『言葉と人間』の「あとがき,普

たは『言葉と人間』の事」 (昭和51年10月29日)で,

人は必ずしも理性の普遍的な秩序によらず,また心情の特殊な経験によっ

て,永遠に接するのである。

と述べていられる。氏の文章の前後関係にかかわりなく,今,上のおことばを
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お借りするならば,私は,私なりに, 「必ずしも理性の普遍的な秩序によらず,.

また心情の特殊な経験によって,永遠に接する」思いで文末詞問題に直面して

いるoまことに,文末詞の世界は,追究永遠の世界である。

この世界の一端に身をおいて,私の研究意欲は,かぎりもなく高まる。

しかし,と言って,つぎにまた,私は,上記の「あとがき,または『言葉と

人間』の事」から,加藤氏の最後のおことばをお借りしたい。

人は束縛を脱すれば脱するほど,自分白身の限界に束縛されるのである。

まことに,身に痛切にひびくおことばである。

私は, 「束縛を脱」して, -たとえば,旧来の文法学からの束縛を脱して,.

私なりに自由に(すなわちまた責任を感じて)文末詞研究にしたがってきた。

そうして,この世界の広大と研究の永遠とを感じることは,上述のとおりであ

るOが,今また,かえりみるのに,私は,束縛を脱して自由にうごいて,やが

てまた・ 「自分自身の限界に束縛され」ているようである。

(研究のいとなみとは,こうしたものなのか,とも思われる。)

参考文献

佐治圭三「終助詞の別田(『国語国文』第二十六巻第七号　昭和32年7月)

同　上「感動助詞と感動詞」 (『講座日本文法』 3　昭和42年　清水書院)

渡辺　実「終助詞の文法論的位置一叙述と陳述再説-」 (『国語学』 72　昭和43

年3月)

同　上『国語構文論』 (塙書房　昭和46年9月)

鈴木英夫「現代日本語における終助詞のはたらきとその相互承接について」

(『国語と国文学』第179号　昭和51年11月)
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本　編　昭和日本語方言文末詞

く文末助詞)の統合的記述
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序　章　記述方法

序編によって説明につとめたところであるが,文末詞<文末助詞>は,日本

語口話の文表現に,もっとも重要な役ありを演じる,わが日本語にとっての特

質的なものである。その,文表現上での,特定の「訴えの役あり」は,広くて

深いはたらきのものである。したがって,これの記述,叙述説明には,きわめ

て重厚であるべき手法が要求されている。広くて深いはたらきの中の,待遇表

現法とされる機能に目を向けてみても,文末詞の叙述が, Tいかに精深で総括的

なものでなくてはならないかが明らかである。

加えて,個々の文末詞の存立を見るのに,それは,つねに-が他とむすびあ

ラ,相関的脈絡的なものである。たとえば, 「ナ」という文末詞も, 「ネヤ」な

どと密接に関連している.それゆえ,文末詞記述は,ただに一個の文末詞に即

応するだけのものであっては,ことたりないわけである。ここには,彼我を対

照し比較する記述,あるいは,彼我を同時にとりあげる記述態度が要請されて

いる。

文末詞の総合的記述は,い.くえにも要求されているしだいである。

しかしながら,線条性の言語による記述作業には,先天的な限界がある。立

体像を,そのままに写しとる記述をLはたすことは,不可能である。たて・よ

こに連関するものを,一挙に奴べあげていくことも不可能である.ものの広

さ.深さを-かりに深さだけをとったにしても-,線条的に叙べほぐして

いくのではなく,写真撮影ふうに,しかも,奥ぞこまでをも,一挙に写しだす

ことなどは,筆によっては不可能である。私どもは,四次元的な世界の実情と

も言いうるものの活写を,やむなく,ことばの線条の一条の叙べかたによって,

どのようにかしはたしていかなくてはならないのである。このところに,私ど

もの大きい苦悩がある。

今は,理想的な把握をひとえに胸にしめつつ,言いかえれば,それからはな
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れることをたえずおそれつつ,線条的叙述の筆づかいにはねをおるはかはない。

やむをえずとも言いたいO私は,文末詞なるものの分類一私な。の分類-

-にしたがって,私の記述作業を進めていくO

事項の類別にしたがって章節をたてるO (-各事項が他と密接に関連する
ことを考慮しつつ。)

ト事が万副とも言われている。 -事項の記述が,統合的記述の名に恥じ

ない,発展的総合的なものであることを念顕したい.
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」H

第一章　文末訴え音

第-節　「文末訴え音」の捷立

ー　文末特定音細見

「文末訴え音」とは,文表現の文末にあらわれる,文末詞形以前の,わずか

に音形とでも言いうるものをさす。

文末詞の列につながるものとするのには,やや時樺をおぼえるものではある

けれども,これが,文末詞形のもののはたらきに近いはたらきを示すので,私

は,文末詞研究の統合的見地から,あえてこれをとりあげる。とりあげて,文

末詞記述の冒頭におく。

訴えことば-文末詞-は,感声的なもの,さけびごえ的なものが,始源

的なものではないかOその始源では,一様ではない,現場での訴え音が発出さ

れたはずであるo今日にあっても,人はしぜんに,場に応じて,語形以前の衝

動音的なものを,なんらかの訴え音として,発出してもいるのではないか0 -

-当人は気づいていなくて,でもある。

語形以前の不安定形が定形化せしめられて,感声的と言いうる文末詞形がで

きたであろう。

文末詞形にはかぎらないoどのような要素も,その形成の始源は,感声的

なもの,さけびごえ的なものではなかったかOそれはみな,他に対する

「訴えの用のもの」であったに相違あるまい。対他の表現は,すべて訴え

であると考えられる。 「訴えの椀能」が,言語を形成したであろう。

訴え心情の発露のもっとも先駆的なものが,訴え音であろうか. -かつて

もそうであったろ、うし,現在もそうであり得よう。文末詞関係のはあいにも,
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「文末訴え音」の指摘されることが,重要な意義を有する。

方言の研究は,音声言語の研究に属する。私どもは,音声言語としての方言

について,それの,人間生活にもっとも直接的な具である意味を求め,方言に

生活する人々の,表現活動の機微・奥所にせまっていこうとする。このような

見地での方言研究,という音声言語研究にあたっては,私どもは,まず, 「言

語形以前の音形」とも言いうる,文末詞相当の,文末用特定音形に直面せしめ

られる。文末特定の訴えことばとしての文末詞を追究するたちはにたつ私ども

は,第-着に,その始源的な特定形態のものをとりあげさせられるO

言語研究に,音韻論上,音素の指摘があり,これの討究が精密である。言語

現象の統合的把握を念とする私もまた,巨視を重んじるがゆえに,反転して微

視を重んじる。音素論もまた,けっして私の関心のそとのものではない。かえ

りみるのに, 「文末訴え音」の把握は,私の,私なりの音素論作業でもあった。

しかも,私の音素論は,以下の「文末訴え音」記述に明らかなとおり,つねに

表現の現場を重んじる音素論である。どのような「素」も,梯能体でないもの

はないはずである。

「文末訴え音」は,くりかえし言うように, 「詞」以前の「音」である。た

だしそれは,習慣的に発言するものについて言われる。 「文末訴え音」を,文

末詞形のものにくらべて,やや非定着的なものとも,やや不安定なものとも言

うことは,できもする。しかし, 「文末訴え音」は,偶発的なものではない。

それにしても, 「文末訴え音」の独立性は,ややよわいとも言えようか。通常

の,文末詞形のものは,独立詞と見ることができる。それに対して, 「文末訴

え音」は,半独立と言われもしようかo　こういう意味でも, 「文末訴え音」は,

「音形」と言われるのがふさわしかろう。品詞論的には,したがって,これを

準文末詞と言ってもよいかと思う。

私は,従来の文法論ないし文法学での,品詞の論のわくを越えて,音声的な

準文末詞を認める。このことは,方言研究にふさわしい処置であろう。 (方言
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研究上では,どのような文法研究のはあいにも,音声表現論的な見地・考慮が重視され

なくてはならない。)

二　文末訴え音

「文末訴え音」が,訴えの効果を発揮し,よびかけの性格を示すことは,過

常の文末詞のはあいと同様である。感声的文末詞と言いうるもののはたらきと,

「文末訴え音」のはたらきとには,よく似たところがある。両者を比較する時,

「文末訴え音」の,やがて,感声的文末詞になっていく可能性のあることが察

知せられる。 -感声的文末詞は, 「文末訴え音」 (または,訴えの感声)の定

着せしめられたものとも言うことができよう。

「文末訴え音」としてほ,罪-に, 「ア」音をとりあげることができる. 「オ」

音も,とりあげられるようである。「エ」音「イ」音もとりあげられる。別に

「ン」音が重視される。

「ア」音や「オ」音は,言うまでもなく,聞こえの大きい単母音である。文

表現末尾で,こうした広母音が用いられるならば,これはいかにも,訴えの用

にかなうはずであるo 「ソ」音は,広母音とは類を異にするが,これが特別の

音効果を持っていることは明らかである。 「ン」もまた,訴えの料として役だ

てられやすいものであろう。

第二節　文末訴え「ア」音

-　「文末訴えア音」への私の気づき

昭和十年代のいくどかの東北方言調査では,仙台弁などに関して, 「シャ」

という文末詞があると,私は考えとっていた。

○アフ~㌻　シャ。

あのね。A
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などと聞かれるものに見られる「シ・ヤ」である。こうして受けとることのでき

た「シャ」は,全国でもめずらしい,宮城県地方特有の文末詞と思われた。そ

れにしても,

○首シャ。

an

などとあるものは,どう解されるのか。 「シャ」を除くと,あとは「モ」であ

る。釈然としないまま, -それにしても,耳につく「シ′ヤ」文末音のいちじ

るしさのため,総体的には,私は, 「シャ」とか「ノッシャ」(「いつ来た　ノ

ッシャ。」)とかを,一定の文末詞としてとりあつかってきた。ところで,昭和

三十九年七月なかばの一週間,青森県西津軽郡旧木造町で,いわゆる津軽弁を

日々,満喫していたさい,
_Il′,q

〇四万になれば　ノァ-0
ゲツ

というような発音に,毎度,耳をうたれることになった。文表現の表現末で,

声をしぜんのうちに大きく〔a〕に開く発言,これが,`しだいに,土地の方言

習慣としてとらえられたのである。その特別な発音の表現効果も,逐次,帰納

することができた。
/-,/A

Oソ斉　オンシ〔i〕ァ-O

だもんねえ。

など, 「シャー」と聞こえがちのものも,ふんだんに出てくるではないか。 「シ

ャ」 ?　この時,私は,宮城県地方の,例の「シャ」 「ノッシャ」を思いおこ

した。双方,おなじものではないか!そういえば,宮城と津軽とは, -逮

中の地域のことはしばらくおいて-, 「ます」を「ス」とするなど,かんじ

んなところで,同似の傾向を見せる。

津軽弁の実例について,文末「ア」音をとりわけようとしてみると,みんな
__-/

きれいにとりわけることができる. 「ソず　ォソジ〔i〕ァ-.」のはあいも,こ

れの「シ」が「もし」の「し」であることは,早くからわかっていた。それゆ

え,このはあいも, 「アー」を,難なく切りはなすことができた。津軽では,
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まったく, 「もし」の「シ〔i〕」に, 「ア」をつけている。そうだ,仙台弁のも,

「首シャ.」は「もしァ。」なのだ。こうわかってきた。 -「首シァ.」が,

「盲シャ。」とも聞こえるように発音されているのだった。 「アブ~㌻　シャ。」も,

もともと, 「あの　シ(もし)ァ。」なのだ。こう知られて,仙台弁の不可解だ

った「シャ」が解けた。 (これに関する一部の発表が, 「"山形弁"とり宮城弁"」

<『国語学』 70　昭和42年9月>の中などにもある。)

仙台弁の「シャ」文末詞の実体がわかってみると,関連してすぐにわかるこ

とがあった。それは,出雲弁の「ニャ」文末詞のことである。この「ニャ」を,

私ははじ軌ナ行音文末詞の「ニ」に関係のあるものかと推測していたOが,

そうではなくて,これも「ネァ」であった。 「文末訴えア音」が, 「ネ」にそ

わったものである。それの,むぞうさに発音されて,土地弁色の濃いものが,

「ニヤ」とも聞こえる. 「ネ」が〔ne〕でもあるので, 「ネァ」はいっそうも

って「ニャ」に近く聞こえもする。つい,土地人も, =出雲の人は猫が鳴くよ

うに言う。日　と語るありさまである。(先日も,私は,広島市内の食堂で経験したこ

とである。中年ないし初老と見られる-女性が,相手の中年女性に向かって,しきりに

r-ヤ」と話しかけていた。その抑揚は,悉皆,出雲調そのものだったので,この人が

出雲人であることはすぐに判断されたが,それにしても, 「-ヤ」の発音のけぎゃかさ

には,いまさらながら,これの,出雲発音としての特色ぶりを思わせられた。 「文末訴

えア音」に気づいている今日,私は,苦労することもなくて,これに,さっそくに「ネ

ァ〔n弓a〕」を直覚した。)

津軽弁の調査によって,私は, 「文末訴えア音」の存在　　あるいは分布)

と効果とに,はっきりと目を見ひらくことができた。

じつは,昭和三十三年十月の,秋田県仙北郡田沢湖町生保内での一週間調査の時

にも, 「文末訴えア音」を聞きとめたのであった。調査記録のカードを見ると,た

しかにそれの実例が書きとめてある。しかし,当時は, 「文末訴えア音」という考

えかたには,いまだ到達していなかったので, 「文末の無意味装飾音『アー』をよく
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聞く。」などとしるしている。

ものをはっきりと見さだめたのは,じつに,辞任においてであったO

それにしても,辞任調査に先だつこと早くに,秋田県下で, 「文末訴え音」とすべ

きものをとらえていたのは,調査者として,愉快に感じる。 -虚心にものを見つ

め,すなおにそのものをとらえる調査ができていたのを,みずからうれしく思う。

「ア」音は,訴えかけ音として,効果の歴然としたものである。 「もし」の

「し」のはあいで言うなら,文表現の末尾にこの「シ」をおくのに, 「シ」形に

はとどめないで,さらにくふうして, 「シ・」の母音を拡大する方法をとり,紘

大母音とも言うべきものをもって,訴えをつよくしようとする。まことに合理

的である。その合理的なことが,音声上の生理・必然に即して,もっともしぜ

んにおこなわれている。

浮軽弁をまたなくても,このような拡大母音による訴えかけは, -それが

無意識的におこなわれているにもせよ,そこここの言語生活で,しぜんにおこ

なわれていることでもあった。

たとえば,旧軍隊時代には,人が, 「気をつけ!」の号令をかけるのに,大

声で,

○キ京テテァ-0

○キ京ラ~アヤ-。

などと言ってもいた。人は,しぜんのうちに,動詞命令形「ツケ」の〔e〕母

音を, 〔a〕母音にまで拡大していた。これで,このさいはこれなりに,号令

の訴えの効果をはっきりとさせることができたわけである。 (-号令となれ

ば,ともかく,相手がたにつよくはたらきかけるところがなくてはならない。)

つぎの例は,バスの女性車掌のはあいであるo　なれて年功も績んだ人が,し

ばしば,

○オライヤ-。オライヤー.

などと言っている。 -/ミスの後退を,事後で運転手に案内することばである。

「ォ-ライ。オニライo」と言うつもりで,いつとはなく「オライヤ-O」など
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と言うようになっている。職務になれてくると,かの「オーライ。」も,軽快
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーノ

に「オライ。」などと言ってしまう。はては, 「アライ。」などとも言って,さ
一　　　　　　　　　一I/.

っそうとしている。 「オライ。」とか「アライ。」とかの,つめた言いかたをし

て・その「イ」を言いとめようとすると, 「イ」発音の舌が下におりて, 「ヤ」

音がひびくoこうなって, 「オライヤ。」ができてしまう。これは, 「オ亨市

=o」と発音されがちであるo車掌職の人には,おのずから,運転者につよく

「オーライ.」を訴えようとする心理がはたらくことであろう。 (-よく聞こ

えるように言おうと思うであろう.) 〔a〕音におある「へJヤー。」との言いか

たをして,その人は,発音上の一種の満足をおぼえるのではないか0 -ほと

んど無意識的ともなることであろうけれども。

「歌謡」歌手の中にも,似たような「ヤ」を出す人がいる。文表現上のいき

おいで,発音がしぜんにそうなっていくのであろう。ともかく,歌のくざれめ

で,その現象がおこっている。私どもは,聞き手として,いやおうなしに,そ

の末尾の「ヤ」音にはっとさせられる。 -`訴えの効果'は,たしかにあるO

さて,現代諸方言上の「文末訴えア音」は,以下の二項にわけて観察記述す

ることができる。

二　「文末訴えア音」出現の諸相

方言上, 「文末訴えア音」は,さまざまのはあいにあらわれている。その状

況は,整理して,以下の諸条項に見ることができる。

1・助動詞でおある文の末尾に「文末訴えア音」の見られるばあい

文表現が助動詞をもってむすばれようとする時,その助動詞の直下に, 「文

末訴えア音」のあらわれることがある。

津軽弁では,
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Oホソすべァ-0

そうだろう。
一ノ

○ヤ言サ　イ〔i〕グベァ.

山に行こうよ。

などと言う。 「ベ」助動詞の表現の下に, 「文末訴えア音」のむすびがきている。

「べ」助動詞による文表現の言いおさめが, 「文末訴えア音」によって,貴後的

にむすばれることは,青森県地方にいちじるしいものではないか。県東部の

「南部」地方でも,

L. : : . 1　、蝣.'蝣　u

ちょっとやすみましょう。

○ム〔ii〕カシ〔i〕カラ　アックベア。

むかしからあっただろう?
I　--t

Oノルベアー。

いっしょに乗ろうよ。

などと言っている。このように, 「ア」音の比較的大きく発音されるものも聞

かれ,かつ,きわだたしく上げ調子に発音するものも聞かれるありさまである0

-このようだと, 「文末ア音」の訴えかけ性は,もはや顕著であるとしうる。

なお,東北諸県下に, 「ベ」表現の下の「文末訴えア音」が聞かれる。

秋田県東での一例は,

○キ〔kgi]ンヂ〔d51〕ヨ盲~三一フ弄べァ-o

金治はよろこんだろう?

で.?-るO

山形県下の南寄りの地での調査のさいか午は,

○オッテ-=天テ-.

大きいだろう?

などが聞かれた。

福島県会津西部での調査例には,
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0シャタク〔ii〕テ~㌻トコ玉ア-0

社宅がある所だろう?

などがある。

岩手県下にも,同種の例が見られる。 「べ」助動詞の表現のもとに, 「文末

訴えア音」のくることは,奥羽に広く兄いだされる習慣のようである。奥羽に

関連して,北海道でもこれが聞かれる。推察するのに,未来時に関して, 「ベ」

と,推量の言いかたや勧誘の言いかたをすると,しぜんに,人はなんらかの訴

えの気もちを流露させて,ほどよい「ア」音を発するということなのだろうか。

ほかならぬ未来時助動詞「ベ」のはあいに, 「文末訴えア音」のあらわれやす

いことは,もっとものことに思われる。関東北部などでも,茨城県下の,

○キョ-ワ　イ-　テンキ〔i〕ダベァO

など, 「ベ」のもとでの「ァ」音が聞かれる。

茨城県北の一例, 「ウ〔ti〕ミ〔i〕アッペァO」 (海があるだろう?)では,

「ベ」の変「ペ」のもとでの「ァ」音が見られる。

東北地方でも,また,北海道地方内でも, 「べ」助動詞のほかの助動詞の言

いかたのばあいにも,どの程度にか, 「文末訴えア音」があらわれている。た

とえば, 「----タクサン　アックソス　ァ。」 (野元菊雄氏「みちのくの巻

(2)--太平洋筋-湧谷町・仙台市」 『方言の旅』)など。

浄軽弁での「-ッテ　マッテ　-ァ。」 (``はいってまってください。")な

どのばあいは,助動詞「-」 (-セ-サイ<なさい>)が,直上の本動詞

の消えたあとに自立しているが,それにしても, 「-」そのものは,助動

詞にちがいない。このあとにも「ア」音がきている。

I!." '_　_　∴

○シテナー天ア-.

``知らんそうだ。"

○だれさんが　ヨ丁㌃コサ　イすズァ。

"だれさんが,嫁に行くそうだ。"
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のような言いかたがある。これらに見られる「ズ」は「と言う」か。それにし

ても,ものは,およそ助動詞相当の形のようにもなっている。その「ズ」のも

とに, 「ア_l音があらわれている.

室山敏昭氏によれば,丹後半島内で,断定の助動詞のあとに, 「ア」音が聞

かれるという。 「ダ-ア」「デァ-ア」などの言いかたがあるらしい。

1′.指定断定の助動詞「ダ」ならびに完了の助動詞「タ」におわる文の末尾

に〔a〕の長呼音の見られるはあい

「だ」「た」でおある文のはあい,その「ダ」「タ」音が「ダー」 「クー」と

なって,その長呼に,なにほどかの訴え性の認められるはあいがある。-(単

純な自然長呼としては,見すてかねるものがある。)たとえば,東北地方では,

○ヤソす-0.

3E3&臼

などと言う. 「ダ-」は,強調の長呼音を見せるものであろう。それゆえ,こ

の長呼は,訴えの長呼と解することができる。東北地方や北海道では,この種

の「だ」長呼が,そうとうに見られはしないか。

○ミ-I/バ　ヨカッター.

・見ればよかった. (後悔)

これは,関東,群馬県下での-表現例である. 「よかった」のrfこ」が, 「タ

-」にな.っている.やはりここに,強調の長呼,したがって,訴えの長呼と言

いうるものが認められよう。

九州の,佐賀県下や熊本県下,その他の諸県に, 「た」の「貢~=」が,比較

的よく聞こえるように思う。

Oターフ,オア　シラザッす二o

いいえ,わたしは知らなかったわ。

は,瀬戸口俊治氏の,熊本県南,人吉市域で聴取された例であるO九州にはか
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ざらないことであろう。強調・訴えの心意のうごめきにつれて, 「た」や「だ」

の言いおさめが,しぜんに, 「クー」 「ダー」になっていこうOそれにしても,

九州では,比較的よく,この種の事実が,比較的広い範囲の特色になっている

かのように思われる。

「ア」音におある助動詞は,訴えの心情のはたらくはあいにも, 〔～aa〕と

はならず, 〔～a:〕となるのが,おおよそのいきおいであろうか。 「べ」助

動詞などの, 「ア」音以外におわるもののあとに,明らかな「文末訴えア音」

形のくるはあいにくらべると, 「クー」「ダー」のはあいは, 「訴えア音」が顕

明ではないけれども,実質的には, 「クー」や「ダー」のばあいにrも, 「文末訴

えア音」がきているとしうる。国安功氏が山口県周防平郡島について調査され

た結果の,

○アデ㌻-　ヒッコムマ-　テ。

あそこはひっこむまいね。そうでしょう? (小女　一一小女)

〇三一チャン,イ万~㍍ラマ-　テO

にいちゃんは行けるじゃないの。それごらん。 (青女・一一一小男)

などのばあいは, 「ア」音におわる助動詞丁マ～」 (まい)辛, 「ジャー」のあ

とに,明瞭な「文末訴えア音」が見えている。それは,高音のアクセン'トを持

った独立の「ア」である。かえりみるのに,瀬戸内海中部島喚出身の私自身も,
_　　/

「アルマ-　ア.」などの言いかたを,少年時代に,よくしていたO　こゐ種のこ

とは,また,内海島峡に限られることでもあるまい。

助動詞のばあいではないけれども, 「奈良県吉野郡下北山村上桑原」 (『全国

方言資料』第8巻)のことば,

fソ-リャ-ア

では, 「それでは」の言いかたのあとに, 「ア」のきているのが見られる。

2.助詞でおわる文の末尾に「文末訴えア音」の見られるはあい
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浮軽弁で,

蝣" I　　　　　　　　　一一〇

雪が積もってさ。

と言うo助詞「て」のもとに「ア」音が出ている。文末訴え音である0 「雪が

積もって」という発言を,いかにもはっきりと相手に送ろうとして, 「テ」と

強調し,やがて, 「テ」の〔e〕音を〔a〕に開いて,訴えの心をしぜんに顕

示している。

同様のことが,越後北部にも兄いだされるという。 (大橋勝男氏の後掲論文

による。 p.101)

3・動詞でおわる文の末尾に「文末訴えア音」の見られるばあい

青森県下に,

○おもしろければ遊ぶよ0 -オモスレェ(ろけれ一言;)ソバセェアスソプァO

(「南部」の浮嶋金次郎氏による。)

のような言いかたがある。この例には,文末の動詞「アスンブ」のもとに,

「ア」音があらわれている。 『全国方言資料』第1巻の青森県の部にも, 「モド

テクルァ」(もどってくるよ)「イッテクルア」(行ってくるよ)などが見えて

おり, 「ア」が「よ」と対訳されているのが注目をひく。岩手県下にもこの檀

の「ア」があり,福島県下にも,その『福島県中村町方言集』に,

おくれ　　下さい,　「おくれぁ」

などがある。

なお,秋田県下では, 「何々して　タンセ(シ)。」 (何々してください。)の

「タンシ」が, 「タンシァー」ともなっている。 「どうどうしてください。」と

の言いかたは, 「どうどうしてクンツェア。」と, 「ア」音の広がりを見せる。

「クンツェア」との言いかたは,岩手県などの諸県にも兄いだされる。なお,

岩手県東南部の気仙郡での例,
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○アッラア　イッテラッセァ。

あっち-行っていなさい。

などというのも,私は,聞き得ている0 -「いらっしゃい」の「しゃい」の

ところが, 「セァ」になっている。上の福島県下の「おくれぁ」の例の以降,

動詞命令形のばあいに,しぜんに「文末訴えア音」の出ていがちなのは,なる

ほどと首肯されることである。

4・名詞でおある文の末尾に「文末訴えア音」の見られるはあい

寺井義弘氏の『青森県南部方言考』 (昭和37年)に,

「このくさればつこあ」

とあるo 「くされ婆」のもとに「ア」音がきている。はなはだしい悪態のよび

かけであるところから,しぜんに「文末訴えア音」がうまれることになったの

かと思う。おなじく「南部」の,

○-〔号〕-トホン=7グア-O

えらいごちそうさま!

と言う「ホンニャグ」は,名詞なのかどうなのか。とにかくそのもとに, 「ア

-」がきているo相手-の言いかけ-訴え-の効果を,この「アー」が示

していよう。

5・特殊慣用文の末尾に「文末訴えア音」の見られるはあい

能登方面では,否定の意を簡潔に表明するのに, 「ナンモ。」と言う。返事文

である。これが,ときに,

○ナン首ア-0

となる。文末に「ア」音がくる。 (接続助詞のはあいも, 「どうどうしクレド
_　　一ノ

そ,」が「--・・=タレドモァ-,」などとなったりするらしい。)
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おなじく能登方面で, 「ええ。」の返事が,

〇三~ァ一.

ともなるという。 (愛宕八郎康隆氏教示-珠洲市域調査-)

6.通常の文末詞におわる文の末尾に(すなわち文末詞の直下に) 「文末訴

えア音」の見られるはあい

この種のものが,一類,とりわけ注目される。さて,文末詞のもとに,重ね

て文末訴え音のあらわれるはあいは, 「文末詞+文末詞」の,いわゆる複合形

文末詞のあらわれるはあいに類似していると見ることもできよう。

どのような文末詞に,どう, 「文末訴えア音」が随伴複合しているか。次下

のように分類して,これを観察することができる。

(1) 「ナ+文末訴えア音」

たとえば岡山弁で,
__　　_　/

○ニー　ナ-アo

いいねえ。 (つよく同意を求める。)
ノ

と言う。 「ナ-」の単純長呼ではなくて,終りが「ア」となっている.この習

慣的な言いかたのはあい,私どもはここに, 「ナ-」の単純長呼ではすまさな

い発言意図を認めたい。すなわち,最後に「ア」を産んでいるところに,特別

の訴えかけの意図を認めたいのである。

こうした発言傾向は,おおよそ,近畿地方内に兄いだされやすいようである。

但馬・奥丹後はことに注目される,としてよいか。

近畿からはなれて,東北地方でのことであるが,小松代融-氏『岩手方言の

語桑』の「旧南部領の部」に,

アノナ-ァ　　あのね,　　もしもし

とあるo　これにも, 「ナ-」に近い「ナ-」に随伴する「文末訴えア音」が見

られよう。東北もやはり問題の地とされる。
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(2) 「ノ+文末訴えア音」

津軽弁での「ノァ-」の例は,さきに掲げた(P.88) 「ノァ-」のおこな

われることは,浮軽でさかんである。

「ノゥ」 〔no。〕と言う習慣は,どこにもないのではないか。 「ノ」 〔no〕の

〔o〕母音が,さらに広大にされて〔noa〕の音形をとるのは, 「ノ」の訴えと

しては,まことにしぜんである。訴えかけるのは,訴えかけの性能の大きいこ

とをねらうのが当然であろう。 (そのことが,しぜんの音声生理のもとでなさ

れるわけである。)

(3) 「ネ+文末訴えア音」

最初に,さきにもふれた出雲地方の「ネァ」を見る。松江市中心に, 「ネァ」

がさかんであろうか。 -そうとも言えるかと思うが,郡部でも, 「亨ア」が
器!

そうとうに聞かれるO全般に,. 「貢~ァ」の抑揚になり, 「ネァ-」というのは

聞かれない。これは,注意すべき-傾向である。 「有ア」は〔遠a〕 〔両a〕
ヽ_.′'　　　　　)

と聞こえ,また, 〔nea:〕 〔蒔a:〕ともなるO 「ニヤ」「ニヤ-」とも聞こえる
)　　　　　　ヽノ

ことは,さきにもふれたとおりである(p.89)実例をあげよう。

・蝣　蝣1エ　　　　　　∴

できないがねえ。

これは島根半島北岸での一例である。

○カ丁子If了-　アテ7-シ〔i〕タ　カイネァ。

紙をあげましたかね。

これは,松江市内での中年女性の発言例である。

○テ=デス　貢ア-.

これは,松江市内の旅館につとめ右・一女性の発言例であるOこの人は,無道語

でものを言おうとしており,この時も, 「そうですね。」と言ったつもりのよう

だった。しかし,文末には, 「ア」がついたのである。このようなことが∴こ

の人にたびたびあった。 (この人は,出雲市平田の出身で,四十歳代の人だっ

た。)別の宿で,`そこにはたらく女性のむぞうさな発言に接したが,その時は,
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しばしば,

麗^B　白arm

あのね。

と言うのが聞かれたOたずねてみると, =「あのね。」と言っているっもりoHと

のことだったo加えて,この人は, "お客さんからは「ニヤ」に聞こえるそうです

ね。日と語ってくれた0 -この人の「貢ア」は〔両a〕のようだったOさてま
ヽ_.メ

た別の宿では, =「ネー」が「ニャ-」に聞こえるO言うはうは「ネ-」を言って

いるoHと語ってくれる人があったO出雲地方では,老若男女に,問題の「亨ア」

を聞くことができる。

出雲地方についでは北陸が, 「ネァ」を存する所として注目される。北陸を

見る前に,但馬のつぎの一例をあげておく。

m-　　　　ヨッチャンガ　フレトッタンネァ～

よっちゃんが　ふれていたね。

これは, 『全国方言資料』第4巻の「兵庫県城崎郡城崎町飯谷」の中に出てい

るものである。 「ネァー」とあるのが,ここで問題になる。

北陸では,まず若狭で「ネァ」が聞かれる。遠敷郡上中町の人の発言例は,

○シラン　貢テ-o
ilさ匂

知らないよ(ぞ)0

である。小浜湾頭の小集落でも, 「ニャ-」に近いものが聞かれるo

つぎのは,能登の宇出津で聞きとめたものである。

○アッテ　有言-0

会ってね。
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

○ネァ-。タタカレテ　タタカレテ　ナェァ-0

ねえ。たたかれてたたかれてね。
___-′t

Oサチ子ノニ　ネァ-.

さむいのにね。

越中東部に行くと,
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○セナカデモ　ネァ-0

せなかでもね。

○ワテラ　貢ア
ヽ_

ノ

わたしね。

○ブ亭T-サンモ　オイデルシ　貢ア。
lさ一らi

部長さんもいらっしゃるしね。

のような発言が聞かれるO 「享~ァ」が「三~ァ」に近くも聞こえるo 「ネ」の

〔e〕が〔弓〕になりがちのためであろう。 (越中に中音母音や〔弓〕はかなり

いちじるしくもある。) -越中では,女性のほうに, 「ネァ」は,より出やす

いのか。

つぎは越後北部で,

○ソーンダドモ　ネァ。

そうだけれどもね。

などを聞くことができる。 (大橋勝男氏による。)大橋氏には, 「新潟県北蒲原

郡豊栄町高森方言の文末訴え徴妙音」 (『方言の研究』第2号第2冊)の発表が

ある。 (これは,私の「文末訴え者」の考えを踏襲した-記述であるO 「文末訴え音」

杏,かつて私は, 「文末訴え徴妙音」などとも言った。)

北陸道は, 「文末訴えア音」の注目される地域である。山陰から北陸へ,つ

ぎに東北-と, 「文末訴えア音」がたどられる。
■害!

北陸でのばあい, 「ネァ-」などの抑揚もあるのは,山陰とのちがいとして

重要視されるo北陸越後にはまた, 「ネ-ア」の言いかたもあるという. (大橋

氏の上記論文による。)

東北,秋田県下の東能代で聞きとめることのできた「文末訴えア音」例は,

つぎのようなものである。

○ド盲ダケ　亨ア-.

どこだろうかね。
__　一一・一-A

Oテ,ホンダ1ネァ。
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あ,そうだね。
_　　-.ノ

○モス〔ii〕言シ〔i〕フレバ　ネァ-0

もうすこし降ればね。

「ネァ」が「ニァ」にも聞こえる。上がり調子もある。

青森県下の辞軽にも「ネァ」があり,宮城県下にもこれがある。

転じて,九州, 「佐賀県佐賀郡久保泉村川久保」に,

mjリャ　モー　マケラレンモンネァ-

これは　もう　まけられないんだよ

とある(『全国方言資料』第6巻)のは, 「文末訴えア音」を, 「ネ」のもとに

認めしめるものであろうかどうだろうか。

関西内・九州内では, 「ネヤ」という複合形文末詞が,それの発音しだいで,

「ネァ」に近く聞こえるはあいもあるかと思う。

(4) 「ゼ+文末訴えア音」

小松代融「氏によれば,岩手=県南部(内陸方面)日に,

O「けぁるゼァ」 (帰るヨ)

があるという。 (『方言学講座』第2巻「岩手」)

愛宕八郎康隆氏は,能登半島東北端の珠洲市木ノ浦に,

○-言-　セニャナランガデァ　壱ア～。

早くしなくてはならないよO

との言いかたがあると言われる。

(5) 「カ+文末訴えア音」
_ ・JLLL

方言上「そう　カーO」などと, 「カ」の発言の強調されることは,すくな
ノ

くなかろう。千そう　か-。」などと,疑問の「カ」を長呼して,あと上げ調

にすることも,すくなくあるまい.これらのはあいには, 「カ」にS-らに「文

末訴えア音」が付随していると考えられないことはない。

(6) 「ケ(かい)+文末訴えア音」

関東東北,茨城県北部で聞きとめたものに,
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○ヨッチャン イナガッタ　ゲア。

よっちゃんはいなかったかい?

というのがある。この「ゲア」は, 「ケ」のもとに「文末訴えア音」を見せて

いるものと解される。

『全国方言資料』第3巻の「富山県氷見市販久保」の条には,

′オイデナ-ルマスケーア

おいでになりますか。

とある。

近畿の播磨で,かつて私は,

○オマ-ソ　スシ　タべテ　ケァ-0

あなたはすLをおあがりになります?

の言いかたを聞いた。

伊予東部の人が,

○ホ-　ケァ-.

そうなの?  (かるく受けとることば)

と言う. 「ケァ-」とともに, 「ケヤー」が聞かれる.

能登の珠洲市方面の調査結果として,さきの愛宕氏が報じられるところによ

れば, 「おお。」の返事に,

○オー　ケァ-0

の言いかたがある。この「ケァー」は,上釆のとは別種のもので, 「これ」に

淵源する代名詞系文末詞「ケ-」に, 「文末訴えア音」の熱合したものであろ

う。

(7) 「コト+文末訴えア音」

『全国方言資料』第1巻の「北海道美唄市酉美唄山形」の条に,

fヤー　メソコエ　ソボゴダゴドア-

やあ.かわいい　_赤ん坊だこと。

とある。 「ゴドアー」は, 「コト」という文末詞に「文末訴えア音」のそあっ
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たものか。

(8) 「シ(セ)+文末訴えア音」

津軽弁では,

○アT　シ白〕ァ-0

あのね。

などと言う。 「モシ」の「シ・」が,独立の文末詞になっており,そのもとに,

「文末訴えア音」がきている。 (「もしもし。」と電話などでよびかける時も,

「モシ〔i〕モシ〔i〕ァ-。」と言っているO)

同様のことが,宮城県下・秋田県下・山形県下にも見られる。ことに宮城県

下では, 「テ=㌻　シャ。」 (そうですよ。)など, 「シャ」音の聞こえがいちじ

るしい。岩手県下南部でも,似たような「シャ」が聞かれるか。一般に, 「シ′

ヤ」が「シ'ヤ」に近く聞こえてくるようでもある。

なお,青森県下では,西の津軽に「シァ」相当の「セァ」があり,東の「南

部」地方には, 「シァ」「セァ」相当の「サェ」が兄いだされるようである。

(能田多代子氏『青森県五戸語柔』 )

北海道内にも, 「シァ」相当の「セァ」があるらしい。

(9) 「ネシ+文末訴えア音」

辞軽弁に,

○ソンず　ォソ貢テロ「㌻-0

そうですものねえ。

などの言いかたがある。 「ソダベネシァ(そうでしょうね。)」などとも言って

いる. (『全国方言資料』第r巻の「青森県南津軽郡黒石町」による。) 『青森県

玩I-Mnlmiai劃完。

○そしてねさァ(そしてわー　あなた)

ち,ここに引用しておいてみたい。

越後北部でも, 「ネシ〔i〕ァ」「ネッシ〔i〕ァ」などを聞くことができる。

(前記大橋氏論文による。)
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(10) 「ノシ+文末訴えア音」 (「ノ」は助詞系文末詞)

仙台弁で,

0lFゴ　イグ　アシ〔i〕ァ-.

どこへいらっしゃる?

と言うo 「フ~シ〔i〕ァ-」が「ノッシャ」と聞こえることが多い。-と,む

かし,はじめて仙台弁に接した時には,痛感させられた。

7・ 「文末訴えア音」の発展形

青森県の「南部」地方で聞きとめたものに,

○京セ-チ ケロ　アーィ。

教えてくれろよ。

がある。この「アーイ」は,上釆の「文末訴えア音」の発展形ではないか。す

でに見てきたように, 「ア」音は,しばしば, 「ア」音であるよりは,むしろ,

大きい「ア」音にもなっている。そのところに,アクセントの高音部が,上が

り調子できたりもしているoこのような傾向のもとでは, 「ア-イ」というよ

うな音形も,醸出されやすかったろうO上記の「ア-イ」は,どの程度に社会

習慣化しているものであろうか。土地の有識者は,上の文例カードに,

中以上(女)普く-普通程度のおこなわれかた>　中<=中等品位>

と注記せられた。

「ア-イ」に「ワイ」も考えられるか.

「ア」に似た「アン」というのもある。 『方言の研究』創刊号(新潟大学方

言研究会　昭和44年3月)の,大橋勝男氏はかの「新潟県中蒲原郡横越村川根

谷内方言」の中に,

○オンナスニ　シテス言イ手ス　アン。 (同じにしてしまうのです。)<中・

女-青・女>

とある。この「アン」は, 「ア」の発展形としうるものだろうかどうだろうか。
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上例にかかわるものに,

○リ万イ　デ青首　アンサ. (理解できないのさO) <初老・男-青・女>
-メ.4

0オワッテマス　アンネ。 (終ってるのですよ。) <中・女一昔・女>

○モッテ　キ言ス　テンガネ。 (持ってくるのですよO) <中・女-青・

女>

なども見える。 「アンサ」「アンネ」「アンガネ」といったような形態を見ている

と,これらでの「アン」は,どこか,他からきたものかとも思われてくる。な

お,こう言うこともできる。 「アンガネ」のように, 「アン」のつぎに他のも

のが複合しているようであれば,この「アン」は,たとえ文末訴え音的なもの

に血をひくものであったとしても,今はもはや,通常の文末詞に化していると

しなくてはならない,と。

「文末訴えア音」の発展形というよりも,関連形とでも言おうか, 「アッ」

というのが注意される。 『全国方言資料』第9巻の「宮崎県西臼杵郡五箇瀬町

桑野内」の条に,

f-　　ソーラ　ソ-ラ　マ　　スミマセソ　　アッ

ああ　そりゃ,そりゃ　まあ　すみません。

とある。個人的な習癖として, 「アッ」などの発言されることもあるのは,大

人の経験するところ-であろう。上記の例は,方言事実としうるものなのだろう

かどうだろうか。たまたまのことであるが, ・ 『全国方言資料』第6巻の「長崎

県北松蒲郡中野村」の条にも,

mキョ-ワ　マター　ケ-ニャ-ノモン　クダレッテ　ィワイテ　オシェワ

きょうは　また　　家内中　　　　　来いと　　　言われて,お世話に

ナリマッスル　アッ

なります。

とある。
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三　「文末訴えア音」の分布と活動

上釆の「文末訴えア音」の出現するいろいろのはあいを総合して,その出現

地域を見るならば,第一に奥羽がある。関連しては北海道がある。奥羽につい

で,つづきの北陸道が注目される。ついで山陰が問題になる。九州に若干の問

題がある。 「文末訴えア音」の分布は,おおよそ以上のとおりである。

全体は,およそ「東北～裏日本」系の分布と見られようか。他の事象の分布

で,これとおなじ分布様式を示すものは多いoたとえば, 〔i〕 〔ii〕 〔冒〕音

の分布もそうである。

「東北～裏日本」系の方言地帯は,私見によれば,一大古系脈地帯と解され

るものである。ほかならぬこの地域に「文末訴えア音」もかなりさかんなのほ,

私どもに何を考えさせようか。 「文末訴えア音」そのものの新古は別として,

これが古系脈に深く関与する態であるのは,私どもの討究興味をそそる。

「ヂャ」(ジャ)に相当する「デァ」と見られるものは,東北・北陸,それ

に丹後半島のうちに兄いだされる。 「デァ」は,ちのの,より古い形ではあっ

ても,より新しい形ではあるまい。その「デァ」の分布に「文末訴えア音」の

分布は,つれそうありさまでもある。

さて,九州南部の,薩摩北部に,

○シ'ソシャデソトッテミヤンセ。ホンニヨカソデア。

新車でも購入してごらん。ほんとにいいから。

○アヤモドリヨラッドデアO

あれは帰りに寄りなさるだろうか。

〇万㌻ガアッ下手,モッテキ才子モニ丁テクッデア.

柿があるけれども,持ってこられないものですからね。

○キダイモ-ンデァ。

こられませんからね。

○キ育子モフニラヂャシテデヤ。
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こられませんでしたからね。

などの言いかたがある。 (井上親雄氏による。)見ると,ほとんど接続助詞の

「デ」で文表現がむすばれており,そのあとに「ア」がきている。土地人に,

この「ア」が, 「ね」と,対訳されたりしている。今もし,この「ア」を「文

末訴えア音」と見るならば,問題の「文末訴えア音」が,じつに九州南部にも

存在するとしうる。こうなれば, 「文末訴えア音」は,まさに国の東北と西南

とに対応的にも兄いだされることになり,これと,裏日本の広い範囲の分布と

を合わせ考える時,要するに, 「文末訴えア音」は,日本語諸方言上の特定重

要地域に分布するものと見られることになる。この分布状態は,他の古態の事

実での同様の分布状態と重ねあわせて考え受けとることができて,興味がふか

い。

薩摩北部の上記の実例に見られる「デア」に関して,瀬戸口俊治氏は, 「デヤ_L

>「デア」の変化かと見られる。もし, 「デヤ」がもとであったのだとしたら,私の

上の記述は不要になる。

薩摩半島南部川辺郡出身の東正昭氏は,郷里方言からの実例,

○カラダガヨカデヤ--0

体格が艮いからね。

○ヒトンマユズィツケカッゴオスッデヤニーO

他人の分まで使い走りするからね。

などを教示せられた。これらの二例では, 「デヤ」 「デヤ」が見える。薩摩半島南部

出身の瀬戸口氏が, 「デヤ」起源説を出されるのは,こういう「デヤ」の類に,し

ぜん,よってもいられるのかo　ところで, 「デヤ」とあるのは,どう解すべきもの

であろう。 -ことによると, 「デァ」に等しいものかもしれない。ともあれ,級

続「--」があるのからしては,私どもは,この川辺郡の実例に関しては,文末訴

え音を云々することができない。

すくなくとも,私どもは,こういうことが言えよう。 「文末訴えア音」は,

その発出法と音の性質とからして,にわかには,古態のものなどとは言いがた

いようだとしても,これが,今後,新生のものであるかのようないきおいをも

って,おおいに広まっていくようではあり得まい,と。すなわち,今日の状態

からするのに,l 「文末訴えア音」をおこす習慣は,今後,より広く蔓延するだ
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ろうとは見られない。

「文末訴えア音」が, 「ア-イ」などの形に発展する事態も,見ることがで

きた(P.105)このような方向も注視される。しかし, 「文末訴えア音」の将

来が,この方向にひろがっていくだろうとも思われない。むしろ,近代の言語

生活は,この種のものによる訴えかたを,他の有形文末詞利用による訴え方法

に,脱化・転化させようとしていはしないか。

最広母音「ア」が訴えの料に用いられることには,いくえにも注意をはらう

必要があると思う。音声に関する表現心理のしぜんとはいえ,まさに的確に,

よくも「ア」音がとり用いられたものである。 「ア」音は,しかるべき音声表

現法の座にひき出されたものだと言える。

「ア」音に関連する他種の文末訴え音も見ることができる。が,それらと

「ア」音とは,有力な一線で境されるo　このよう71: 「ア」音の活動を見る時,

私どもは,文表現での,人間の,文末での訴えかたが,どういう性格のもので

あるのかが,よくわかるような気がする。

「文末訴えア音」に関しての,表現上での品格の高下などは,にわかには言

えないように思われる。

第三節　文末訴え「-」「イ」 「オ」「ン」音

「文末訴え音」としては,とくに「ア」音が注目されるが,なおいくらかの,

問題とすべきものがなくはない。 〔a〕の音相ほどに顕著な音相をとるもので

はないが,やはりそこに訴えの心理はうごいているとしうるものがある。

「-」音

丁　ノ
たとえは,東京方言下・愛知方言下などの人が, 「---・・不一エーO」などと



りォ

ノ
言うO　こういった「--」は,文末訴え音とすることができるか. (「あの　ナ

-。」などの「エ」は, 「ナ」を言うさいに派生する自然音とも見られるので,

「ナ～」に撰する「ナイ」「ナン」などとともに, 「ナ-」を一体の文末詞形と

する。)
ノ

中国方言内では, 「どうどうして　クダサイマセ-。」などの言いかたも聞か

れる。こういう時の「-」も,文末訴え音とされるか。この種の観察をすると

すれば,なお,他地方の方言についても, 「文末訴え-音」を見ることができ

よう。

「イ」音

「そう　カィ。」などのばあいは, 「カイ」が一体の文末詞形であると見られ

る。 「なんだイ?」のはあいは, 「イ」が文末訴え音と見られる。

「イ」文末訴え音が認められはするが,一方には「イ」文末詞とされるもの

もあり,諸方言上,両者は微妙にかかわりあって存立している。それゆえ,今

の「文末訴えイ音」の記述は,のちの「イ」文末詞記述のところで,合わせと

りおこなうことにする。

「オ」音

「文末訴えオ音」が認められる。

「宮城県宮城郡限自石村」 (『全国方言資料』第1巻)には,

m-/・-・・　ミナ　ソノ　ホレタモンダネォ

みな　その(通路が)掘れたもんだね.

というのが見える。 「ネ」のもとに小さな「ォ」がある。 「ネ」の〔e〕母音か

ら「オ」の〔0〕母音に開けているので,これは, 「文末訴えオ音」を認めし

めるものかと思う。
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土井八枝氏の『仙台の方言』にも,

「わだっしゃ,なんつ,ぶまなんだか,毎日毎日うざにはいてよ-やっと

生きておりしてがすお」 (私はなんて不仕合せでせう。毎日＼-苦労をし

てやつと生きてゐるのですよ)

`などと, 「がすお」と言いおさめる例がいくらも見えている。 「お」は文末訴

え音と見ることができようか。 (この「お」は,ことによると,のちに説く名

詞系文末詞「モノ」 「モン」に相当する「オン」の下略形としうるものかもし

れない。それにしても,現に「オ」とだけあるのからすれば,これは「文末訴

えオ音」だとし得ないこともなかろう。)

信州北部内で私が聴取した一例に,

○何々した　首ンダオ.

何々したもんだよO

・というのがある。 (電話のことばであった。) 「オ」文末訴え音を認めしめるか。

伊豆諸島の「東京都三宅村坪田」 (『全国方言資料』第7巻)には,

′ナニ　　ヒルドラォ

なにを　するんですか。

の言いかたがあるという。ここに小書きされている「ォ」は,文末訴え音とし

うるものなのか。

北陸地方の,越前を中心とする南北の地域に,

○テノー京-0

あのね。

○コ丁芽嘉一。

これをね。

などの言いかたがさかんにおこなわれている。この種の「オー」は,文末訴え

音と認めなくてはなるまい。

「ン」音



n:

私が福島県西北部(会酎ヒ部)で聞いたものに,

○アッ万一万言o

Hありましたか7日("ありましたでしょうか?=)
一ノ

○イッテモ　イ～　ガゥン。

"行ってもいいでしょうか?日

などがあるo 「ゥソ」は,文末訴え音とされようo 「ゥ./」の発音は, 〔uD〕

のようなものであった。このものについて私が質問したところ,先方は, -辛

はりひとつの敬語(ヤッヌ　ヒTッノ　ア=ゴ)です。日と答えた.「ゥン」が

平板高調に発音されることもある。

大橋勝男氏の教示によれば,群馬県西部山地域内に,

○貢7万　チ首二　言シソo

発音がちがいますね。　(老女I一一私)

との言いかたがあるという。 「ムシ」は「モシ」である。 「ムシ」文末詞に随

伴する「ン」は,文末訴え音としてよかろう。 -やわらかなおだやかな訴え

の気分がここにあると見てよいのだろうか。

ひるがえって考えれば,宮城県地方中心に聞かれる,
-　　__ノ

○コッチャ　ゴザイン。

こっちへおいでね。

などの「ソ」も,文末訴え音としてもよさそうに思われる。 「ゴザイン」が

rゴザイyJの程度に発音されることもあるが,これとても, 「ゴザイ」と言い

きるのにくらべれば,ことかわって,おだやかな言いかたであるという。 「ソ」

の文末訴え効果というものが,ここにあろう。

このさい,また,つぎの岩手県東南隅の-事実をあげておきたい。
,.蝣蝣*

○コレ　ヨフデ　ケラッセア。

の言いかたに対して,

○コレ　言シデ　ケラッ首ン。
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の言いかたがある。 "セア"のほうが"セン"よりも"いくらかよい。" =「セ

ア」は多く他人に対して言う。"とのことである。 「セソ」は, ‖ゎりあいうち

わのことば。肉親どうしなどで言う。"よしである。

諸地方に広く認められる, 「ナ-」に該当する「ナン」などは, 「ナン」-体

形の文末詞と見たのがよかろう。

先掲の大橋氏教示例にならぶ教示例に,

○キンテ　ィッすダンo

昨日行ったのです。

`などというのもあるO 「イッすダソ」は, 「イッテ　ダー」に対応するもので

あるO 「ダソ」は「ダー」に対応する.土地の人は,大きい人に「イッすダソ」

を言うなどと言っているそうである。ここにも, 「文末訴えン音」が認められ

るか。-土地人は, 「そうだ。」を「ソ-ダソO」と言うことを説明して, =「テ

二ダソ。」ダンo"(「ソ-ダン.」です。)とも言っているという。

同地に,
_　s

Oツ盲~二　コトモ　アルン。

つかうこともあります。　(老女)
ノ

との言いかたもされているという。これには, 「アルソ」が注目される。この

「ン」も,文末訴え音とされるか。当域には, 「文末訴えン音」がよくおこなわ

れているのか。

『全国方言資料』第2巻の「神奈川県愛甲郡官ケ瀬村」の条には,

fクル　ホ-ガ　イ-ン

来る　はうが　いい。

というのが見える。 「いい」のもとに「ン」がきている。

三河の豊橋方面では,　(後記尾張.三河・遠江に「～ダン」がある。)

○ニャク　ネすン。

早くねなさい。

などの言いかたがなされている。 「ねなさい」の「ネすン」の「ソ」には,し
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たしみの情がにじみ出てはいないか. 「ソ」を文末訴え音としうるのであろうQ.

『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡畑野村後山」の条には,

fタイシタ　タケ-　モンリャ-　ナカッタン

たいして　高い　　ものでは　　なかったですよ。

とあるo 「ナカッタ」の下の「ン」が注目される。佐渡では,なお他地でも同

種の「ン」が見られるようである。

『全国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には,

fオ-　ウ-　ミンナ　キタン

みんな　釆ましたよO

などとある。問題としうる「ソ」が,能登の他地にも兄いだされる。

鳥取県東伯者内のことばでは,

○テガ　コす-　テガ　スデー　ニー　ダンo

などというのがある。 (室山敏昭氏の教示による。)

九州地方では,たとえば「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」 (『全国方言資料』第

9巻)に,

fソェンデ　コ--ン　フトッタンジャロート　オモチョルソ

それで,　こんなに　ふとったのだろうと　　思っているんですよ。

とある。

「熊本県本渡市佐伊搾」 (『全国方言資料』第9巻)の条には,
2)

f----　ユーカラ　　　　アビロン

湯から(先に)　浴びなさい。　　　2)rl,」は敬乱

と.0-a。

「宮崎県西臼杵郡五箇瀬町桑野内」 (『全国方言資料』第9巻)の条には,

fマ-イ　ヒトッポ　フクツボグレァ　マ　　スギノキナラ　ヒ-クソ

まあ　　-坪　　二坪ぐらいは　　まあ　杉の木ならば　ひきます。

とある。

天草本渡の曹話の語りでも, 「何々じゃ」と言いおさめることばが, 「何々じ
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やん」となったりしているらしいO (「ソ亨ITン　シタ　言17ジャン。」ともある。)

以上では,みな,動詞その他のものでの言いきりのあとに「ソ」音が見えて

いる。こうした「ソ」に多少の訴え感があることは,否定できまい。

「どこへ行ったの?」の意味の「ド言=　イッテ　ン.」などの「ン」は,

問いの意をあらわす「ノ」文末詞に該当する「ソ」文末詞である。

付　記　「キッ」

-つ,不可解な事例があるのを,ここに付記しておきたいo 『全国方言資料』

第6巻の「佐賀県佐賀郡久保泉村川久保」の条に,

′ホンナコト　キッ

そうですよ。

とある。分かち書きにされている「キッ」は,文末詞的なものと見ざるを得な

い。ではあるが, 「キッ」は,多分に感声的である。まずは「文末訴え『キッ』

音」ともしうるか。 (「キッ」は,ことによっては,個人癖のもの,方言習慣の

ものではない発音としうるのかもしれない。 -こうも解されるほどに, 「キ

ッ」は,ごく感声的なものと見られる。)
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第二章　文末詞「ヲー(オー)」

-　文末訴え音か文末詞か

第一章で問題にした文末訴え音を前提としてみて, 「暑い　ナ-。」 「さむい

ノー.」などと言うはあいの「ナ」「ノ」などを見る時,これらはたしかに,成

形固定の文末詞として理解享受することができる0 -よびかけの「さけび」

が固定せしめられたものとも言えよう。

.今からとりあげようとする「ヲ」「オー」(短形の「ヲ」 「オ」も)は,成

形固定の通常態の文末詞として受けとろうとすると,その「さけび」的な要素

または訴え音らしいおもむきが問題視され,さりとてこれを, 「さけび」的な

もの,訴え音的なものとして受けとろうとすると,そのつかわれざまの方言習

慣のいちじるしさ,通常の文末詞同様の安定感を見せた使用ぶりが問題視され

るものである。私は,九州南部地方にそうとうにさかんな「ヲ-」 「オー」の

流行に徹して,ひとまず,ものを,文末詞あつかいしておく。本性・性質の何

であるかは別として,現実の「ヲ-(オー)」の生態のままに,これを文末詞と

してあつかっていくことが,おそらく妥当なのであろう。

昭和十四年の冬,はじめて薩摩半島南端部の地をふんで,私が,聞くだに奇

異の感をおぼえたのは,人の発言の文末にひびく「ヲ-」 (ヲ) 「オー」 (オ)で

あった。

〇二こヨ　イッ有言才　ヲ-0

早くお行きなさいな。

CTテ　テダイ諒㌻　ヲ-O

これは私のですよ。

(「ヲ-」は, 〔wo:〕ないし〔uwo:〕のように聞こえた.)

ふしぎな「ヲ-」 「オー」音が聞こえてきた.それまでに聞いたことがないの
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はもちろん,ものの本について見得たこともなかったことばを耳にして,私は

この時,異常な興奮をおぼえ,このふしぎなことばの追求に熱中した。土地の

小学校の先生にたずねてみると,

○ドテ　ィ京子ダ　ガ.

どこ-お行きになった?

は,ふつうの言いかたで,

○ドテ　ィ京子ダ　ガオ.

は'ていねいな言いかただという。 「オ」がつくとそういうことになるのか。

私のおどろきは大きかった。

文末詞研究の長い道程をかえりみるにつけても,この時,私がこういう異常

なものに耳をうたれたのは,なによりもしあわせなことだった。薩摩南辺に仔

立して,私は, 「ヲ-」「オ-」にかくべつの思いを寄せるとともに,文末詞研

究のひろがりと深まりとを思いめぐらした。文末詞(当時はこれを文末助詞と

よんでいた。)のユニークな世界が,幻妙の色に燃えつつ開けさかえているの

が見はるかされた。文末詞研究は大業だぞと,かくべつの緊張をおぼえたのだ

った。

二　九州地方の「ヲー(オー)」

以下に,九州地方に関しての調査結果を披腔したい.諸家のご研究にもまた

ふれたいと思う。

鹿児島県下に,広く, 「ヲ- (ヲ)」「オー(オ)」がおこなわれている。これ

は,文末訴え音に近いものとも考えられるけれども,もはやそれとは区別しう

る「文末詞形」のものと見られる。 (第一章第三節にとりあげた「文末訴えオ

音」とは区別して,この地方の当事象を見る。)-「オ」とともに「ヲ」のあ

ることを注意したい。むしろ,私の耳を当初にうったのは, 「ヲ」であった。

このため,いきおい私は, 「涙ながらに読もうものを!」などの「を」を思い

おこしたのでもあっち.そういえば,古代語にも,感動表現の「を」どめの言
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いかたがある。

木之下正雄氏は, 「間投助詞ヲについて」 (鹿児島大学教育学部教育研究所

『研究紀要』第10巻　人文社会科学篇)で,

サツマ方言では'格助詞ヲと間投ヲとは別語として意識されている。別語

意識の根抵となっているものは・形態,用法,意味が違っていることである。

と言われ, =古代語の間投助詞ヲ日に関しては,日用法目上, =命令,意志の文

である。"とも"会話の例が主で,"ともされ,

間投ヲは,聞手に向って事柄について念を押す言い方であって,サツマ

方言の間投ヲとほぼ同じであったと思われる。

と述べていられる。

鹿児島県地方の「ヲ」 「オ」が,古代語にどういう稼由を持つものであるか

は,私自身,なお推諭しかねる。けれども, 「ヲ」「オ」が,特定の文末詞とし

て当域に早くからおこなわれていたらしいことは,じゅうぶんに認めることが

できる。

瀬戸口俊治氏は,かつて私の質問に対して, 「オー」は「もう」ではないか

と答えられたO 「オー」にそのような用法もうかがわれる。しかし, 「ヲ-」は

「オ-」からおこり得たであろうか.私は, 「オー」よりも「ヲ-」のほうが

さきのものではないかとも考えている。じっさいに「ヲ- (ヲ)」の安定した

おこなわれかたは,注目にあたいするものがある。 - (かといって,私は,

この「ヲ」に,古代語の「を」をすぐにむすびつけることなどは,まだしかね

ている。)

「ヲ」の代表的な用例をあげてみよう。薩摩半島東南辺のものである。

○ユダンニュ　ラ=丁ヂ　-言　717キャイ　テ二。

あそばないで早くお行きなさいよう。 ("やさしいことば‖)

○ソソテ　コテ　スイ　モンヂャ　ナカ　F。

そんなことをするもんじゃありませんよ。 (``ヨカことば'')

この地から東にすぐ,例の開聞紀が見はるかされる.私は,ふもと近くの神社
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について, =あれは,なんというおやしろですか?"とたずねた。すると,相

手の老年男子は,

"ヒラキキジンシャ　ヲ-　　(p.58)

牧聞(ひらきき)神社ですよ。

と答えててくれた。 「ヲ-」がつけば,たしかに表現はよいものになるようで

ある0 -そのことが,土地人の意識にも明らかであるO上例の「=-・・・-　才

㌻キャイ　ヲ一。」のばあいも,土地の人は, =「ヲ」をつければやさしいこと

ばになる。 「ヲ-」は「よう」よりも高い."と説明してくれたりしたO昭和十

四年時,当地方で接した小学校教師は, 「ヲ-」について, =ひじょうな尊敬の

意がある。"とも説明してくれた。

ところで,昭和四十三年には,一つの異常な経験をした。鹿児島県出身の-

女子大学生は, 「ヲ-」についての私の話題に答えて, =これをていねいと言わ

れて変な気がしましたo"と言ったのであったo 「-言　イッ亨㌃丁　ヲ一.」

というのでも,叱責になることもあると強調した。わからないことはない。こ

のはあい,叱責も, 「早く行きナサイ。」と言って叱責するようなものではない

かO叱責にはなっても,表現にていねいさのあることは認められるのではない

か。

今日まで私は,多くの人に「ヲ- (ヲ)」 「オー(オ)」の表現価値を聞いて

きている。こうして得られた答えの最大公約数は, 「ていねいな言いかた」と

いうのである。 "尊敬語ではない。よっぽどしたしい人に言いすてることば。日

と説明する人もあったが,その説明も, "親密に近いものをあらわす。"という

意見に近よせて受けとることができるものではないかと解される。

「ヲ-(ヲ)」「オー(オ)」は,文末に,もっとも自由につかわれている。名

詞におわる言いかたをつつんで「ヲー」などと言うこともさかんであれば,命

令形におわる言いかたをつつんで「ヲ-」と言うこともさかんである.

「ヲ- (ヲ)」「オー(オ)」は,県下で,男女老若の各階層に聞かれる。県下

諮地の実例をかかげよう。薩摩半島枕崎の一例は,
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0ア貢バンヂ　=ヨ　イッ青寺イ　ヲ-0

あそばないで早くお行きなさいよ。　(大人--小人)

である。 「ヲ-」の,はっきりとした〔wo:〕が聞かれる。薩摩北部例には,

○オマイ言　イッ　ガ。ヂサンカタズイ　オ。

"オマイ(友人にちょっとていねいに言う。)も行こうよ。老人の所まで

よ。"

(最後の「オ」は,尊敬であるというo)

○-ンテ　言テ　ク~㌃フ　ナオ.

"あんたは買ってくれないじゃない?"　(幼男--初老父)

(この「オ」も,尊敬であるという。)

などというのがある。野村伝四氏の『大隅肝属郡方言集』には,

オ　感嘆の助辞。

雨が降って来申したオ　　雨が降って来ましたわ。

そげなこつやオ　　　　　そんな事ですかな。

大川が出ちょらオ　　　　洪水が出てゐますぜ。

とある。大隅半島東岸,内之浦の二例は,

○コテ了~す,亭二~ラ京　オOト丁す京　オ。

こないだ,さわらがね。とれたんだよ。

○ムッカシソナ　芽二。

"難しそうなのよ。"　(小女)

である。

県下の甑島にも,種子島・屋久島にも,吐喝剰列島内にも,問題の事象が見

られる。ただし,種子島については,瀬戸口俊治氏から, 「見た　オ。」は「ミ

千-o」になっており, 「ヨ首　オ。」は「ヨ言-o」になっているとの教示を受

けた。氏は言われる。 "「オ」は隠れて在ったが,とくに上品とは言えぬ。鹿

児島でのような待遇品位は持たない。"ところで,硫黄島では,

C)アクー　セン　ガオー。
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が, 「オラ　センド-O」 (おれはしないよo)に対するていねいの言いかたで

あるという。

「オー」「ヲ-」は,なにがな文的表現の,ごくみじかい特殊形のものの,紘

なはだしい転靴形かもしれない。

「オ」は,文末詞「ナ」その他に下接してあらわれることも,県下に多い.

その屋久島方言例は,

○ヨ万　テンキヂャ　ナオ。

いい天気ですね。

(「ナオ」をよく言うという。)

○ラ~フテ　ララン　テォ。

それは知りませんね。

などである。薩摩半島東南辺の一例は,

○ヤマガエ　イダチュ　ガ京二。

"山川-行ったそうよ。"　(中女I一一ナ老女)

であるo (瀬戸口俊治氏による。氏はまた, =「ォ」系の文末部は,純粋な気拝

で述べられる時,最も高い敬意表現となる。日と言われる。氏が, 「山川在の男

の人のことば」として教示せられたものに, 「ナ言　シ芽イ　コ-O」 (何をし

てるね?)というのもある. 「コ-」は「カオ」からのものであるという。)「オ」

の他文末詞との複合では,県下に, 「ナオ」形のおこなわれることが,もっと

もいちじるしかろう。

○ソデフ　シ亨プ　アォO

そんなにしなさんなね。

(「ナオ」は女がつかうともいう。)

は,大隅内之浦の一例である。

つぎに,鹿児島県下に関連する宮崎県下を見よう。

西南部域に,鹿児島県下でのと同様の「オ(オー)」がおこなわれている。
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都城では, =弟に向かって「イ・V　了有言　ヨ-o」(どうしたのだい?)と

言い,おやに向かっては,

○イデフ　シす㌻　オ-0

どうしたんです?

と言う。"という。 「オー」には"敬語が入っとる。"とのことである。おなじ

く日向西南部内の小林市方面でも, 「オ」がよく言われている。

○モ　イッ亭　キヤン耳　オ。

もうすぐ来ますよ。ノミスが。　(中女　　青女)

は,その一例である.日向中部西奥の米良地方にも,いくらか「オ-」が兄い

だされるo　さらに北部の,例の椎葉村にも, 「ヲ- (ヲ)」がおこなわれている

よしであるO小田寛次郎氏の「椎葉紀行」 (『方言研究』第-輯)には,

テ-ギメシモーシタナヲ-,御苦労様でした。

というのなどが見える。 「ナヲ-」とある。 「オルカヲ-,おいでになります

か。」などともある。小田氏の記述には, 「オ⊥」は見えていない。柳田国男先

生の「あいさつの言葉E)」 (『民間伝承』第十巻第五号)にも, 「ヲルカヲ　日

向椎葉」の例が見えていて, 「オ」の例は見えない。

上記の地域とせなかあわせにあたる熊本県奥地にも, 「オ」が兄いだされる

か。私は,かつて,砥用町で, 「ヤカマシカッ す　ォ.」というのを聞いた.

その時,私は, 「ずいぶんやかましかったことですよ。」の注解をほどこしてい

る。熊本県下の他地域では,問題の事象を,私は,ほとんど聞き得ていない。

南部球磨郡下の,薩隅地方に関連の深い地域内でも,私は, 「オー」などをい

まだとらえ得ていない。 『全国方言資料』第9巻の「熊本県本渡市佐伊津」の

条には,

mイッチョ-モ　アワントオン

ちっとも　　　会わないがO

の言いかたが見える。この最後の「オン」は,上来の「オー」などに関係のあ

るものなのかどうなのか。
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「長崎県福江市上大搾」 (『全国方言資料』第9巻)の条にも,

fア-　ゴザレオ　　　デテ-2)

ああ　おいでなさい,出て。

2) 「デテ-ゴザレオ」の倒乱

というのが見えるo 「おいでなさい→と言いかえられている「ゴザレオ」は,

鹿児島県下のに近い文末詞「オ」をとらえしめるものか0 -五島列島の南部

は,九州南部域の方言事象に関連するものを,点々,見せることがすくなくな

いo私は,五島列島両辺などに鹿児島県下のに等しい「オー」があってもふし

ぎではないと考えるものである。九州西辺の方言状態は,九州南部域のそれに

よくつながっている。 「いつも」の「イッfJなど,例の促音化も,五島南部

に認められて,ここと九州南部域との関連底脈のつよさが感得される。

三　九州外に関連事象を見る

九州の,南部域ならびにそれに関連する地域での「ヲ- (ヲ)」 「オー(オ)」

に似たものが,九州外の地域でも指摘されそうである。

かつて・京都市に属する北の中川郷の調査にしたがった時,私は,

○シ言　ナイ　す言。

しかたがないわな。
一ノ

○カン万言レ　-ン　ウォ.

考えられないがな。
一.・ノ

○カン有言百一　-ン　ウォ。

考えられないがな。
器!

Oソ-ヤ　ウォO

そうじゃがなあ。
ー-/

○イッ貢フモ　アカン　ウォ。

"さっぱりあかんがな。"

といったような「ヲ」を聞きとめ得たo当時はこれを,かならずLもすぐには
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九州南部のものにはむすびつけて考えなかったのであるが,あらためて今日,

上の諸例を熟視するのに,あるいはこの中川郷のも,九州南部のものに近いも
ノノ

のかとも思われるのである。もっとも,疑問がないではない。諸例が「ウォ」

の上がり調子に発言されている。土地の人も, "「ウォ」も,なげやり的な強意

と思っている。"と言った。用語法なり品位観なりが,かならずLも九州南部

のと同然ではない. 「オー(オ)」はなくて, 「ヲ」 (ときにわずかに延びるo)

だけである。私は,興味を持って,この文末詞「ヲ」についての問い聞きをし

た。おもな答えには, "男の人がよくつかう。女もつかわぬこともないが。"な

どというのがあった。 (男女いずれにしても,中年以上の人がつかうようであ

る。)

「ワ」とかいうものが「ヲ」になることもあり得ようか。ただし,中川郷の

「ヲ」が「ヮ」に近いかどうかは,まだ,私にはわからない。また,一般論で

あるが, 「ヨ」が「ヲ」になることもあり得ないことではなかろう。

ともあれ,近故にも,なおつぎのように,問題の事象が兄いだされるO大阪

府下の三島郷の奥のことば,

○ワレガ ドナイ　シテンノン　カニ 嘉一o

お前どうしているのかい,よう。　(老人間)

のような言いかたがある。 (山本俊治氏「会話における述部表現-助動詞・

文末助詞の表現性について-」 『武庫川学院紀要』第-隻)南要氏の『和泉

郷荘村方言』には,

ワイヤオ　　私ですよ

オニゴトシテンヤオ　　　鬼ごとして居るのだ

などの言いかたが見える。 『和歌山県方言』には,

イカマイヲ　　行くまい

などとある。これには「ヲ」が見える。鈴木敏雄氏の「志摩町越賀・和具の会

話」 (『三重県方言』 13)にも,

はって-.まあかったを- (はいはいO　も刈ってしまいました.)
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とあって, 「を-」が見える。

探索の目を,さらに,中部地方にはせてみる。能登半島西岸の富来町では,

かつて私は,

○ヤ貢イ　コトデ　ラ~テ　膏オO

"このごろ,家は安いことで建つのに。" ("むかし,高い金で建てた,

ということをふくむ。")

というのを聞き得ているo 「テラ　ずオ」の「ガ」は, 「建つのに」の「のに」

にあたろう。 「オ」は,最後につけそえられた文末詞と見られる。愛宕八郎康

隆氏も,能登北岸輪島について同種の「オ」をとらえていられ,また,t能登東

北端部珠洲市の馬場宏氏は,その『能登木郎方言考』 (自家版　昭和32年)で,
>

行ったよ-行った(オ
ト

食べたよ-食べた(オ

と記述していられる。能登に「一一一　ガオー。」の言いかたは,だんだんに

聞かれるのではないか。 「オ-」は,九州のに類するものなのかどうか。 『全

国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には,

′・-一一　オススリ　　　ヤッタオン

うす(臼)すり　だったですよ。

とあって, 「オ」が見える。

興味ぶかいのは,信州の事象である。 『信州上田附近方言集』には,

オ(助)　古代のヲの感嘆と同一であるO 「カッテキクオ」 (買って来た
)

よ)の意　「アアダメダオ」。

と見え,

ヲ　川中島,更科地方にて使用す。古代の「ヲ」の感嘆詞と同一なり。

ガッて来たヲ

あゝ駄目だヲ

とも見える。佐伯隆治氏は, 「信州北部方言語法(上)」 (『国語研究』第十巻第
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七号)で,

(ヲ)　感嘆の意。終止形につく。

ヤダセッタヲ(いやだと云ったよ)

トテモ痛カッタヲ(とても痛かったなあ)

と記述していられる。青木千代吉氏・福沢武一氏にも, 「オー」のご研究があ

る。福沢氏の『信州方言風物誌　第一』には,

ド-のもとの形がダオoそのオは深い感動をこめているO次の古代歌謡

において-も同様,なお,ちょっと念のため申し添える。古典においてはヲ

と表記される。オと別なものではない。 (中略)

ダオ・ド-はソ-ダ五ニッ-ド-となるのを初めとして,無理ダオ・闘

いタオ云々となる点,全地点共通ム

などとある。 『全国方言資料』第2巻の長野県西筑摩郡・更級郡の関係の記事

にも, 「オー(オ)」が見える。本県下での短い「ヲ」や「オ-」 (汁)には,

鹿児島県下のに近いものが認められはしないか。しかし,用語感情のうえには,

かならずLも九州南部のとはおなじとはしがたいものがあるかもしれないo

(九州南部では,.ともかく, 「ヲ」や「オ」を比較的ていねいなことばとしてい

るのが注目される。)

つぎは,関東地域である。

千葉県南部,上総と安房との境に近い上総の地で経験したことである。たと

えば,"東岸の御宿町では,

○デフダ　貢二。

何だえ(よお) ?

などと言っている。御宿とは反対の,'西がわの」二総南部山地での十週間調査で

は,つぎのような「オー」を聞くことができた.

0キ7-,クル寺フ~　ゥ三ヵラ　オッ言㌻タンダ　京「。

きのう,卜車の上から落ち.たんだよO　　.(中男)
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0亭T-ワ　三才才一　オ-0

きょうのおかずは肉だよ。　(中男)

とかく,'男性が「オー」 「オ」を言っている.上の発言をした中年男子は, 「オ

ー」について「よ」だと説明してくれ,かつ, "心やすい人につかうことば.

女はあまりつかわぬ。"と言った。ここでの調査期間中では,上の発言者以外

の人からは, 「オー」があまり聞かれなかった。しかし,土地の学校長からは,

=「ォ」は房州ことばだ。"との教示を受けることができた。学校長の口授され

た例は,つぎのとおりである。

○テ二ダ　貢。

目そうだよ。"

○オイネー　オ。

おえないよ。

上総両辺のことばには,房州ことばとの交錯がある。双方たがいに, 「オ」を

有するか。

さて,このような「オ」は何だろう。 「オ」をつかえばよい言いかたになる,

ということはない。その点,九州南部のはあいのおもな憤向とはちがうが,さ

りとて,彼我の相違がすぐに認められるようでもない。過去の文献では,宮本

馨太郎氏の「房州平館方言資料」 (『方言』第六巻第七号)がある。これに,

イガネオ-

行かないよ。

カーネ-オ
ofl

書ないよ。

などの例が見える。なお,本記述には,

イグべ-サ

イグペオ一

行かうよ。行きませうよ。

・ヤーバツシューオー
ヽ　J　　　　　　)
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ヤ-バツシエーサー
iZq

歩きなさい。行きなさい。釆なさい。いらっしゃい。

などの挙例が見える。 「オー」は「サー」に対応するものらしい.やはり,よ

いことばとは言えないものらしいが,依然として,感動音的なよびかけことば

ではある。

つぎに問題とされるのは, 「東京都三宅村坪田」である。 (『全国方言資料』

第7巻)

mオー　　ジャ-　　イケオ7)

そうか。それでは　行きなさいよ。　　　7) 「さようなら」の窓。

mマッタク　ツイカッタヤォ-

まったく　強かったよ。

fオー　オッコァネ-　ヨロコビダジャーオ

たいそう　　　お喜びですねえ。
Lい

fヒトバンキニ　サンゴーッツ　ヤロカヤ-オ

一晩に　　　　三合ずつ　　　飲むのですか0　　　4) 「。」の母音は狭い。

などの言いかたが見える。ー最初の例では,明らかな文末詞「オ」が見られよう。

つぎの三例では,小書きの「ォ」が見られる。 「ヤ」長音のはてに「ォ」があ

らわれたりしているから,やはりこれも,たいせつな訴え要素なのであろう。

飯豊毅-氏は, 「八丈島方言の語法」 (国立国語研究所論集1 『ことばの研

究』)で,

○ワ三,アカソ生。

まあ赤いこと。

などの記事を示していられる。ここに「オ」がくまれるのかどうか。

関東地方を北に出はなれては,もはや今,問題とすべき「オ」などの事象を

見ることができない。

もっとも,東北地方には,上述の「オ」 「オー」にまざれる,別個の「オ」
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「オー」があるOかんたんにそれに言及すれば,たとえば仙台方言などで,

○オテ　亨フダ　オ。

○トテす~ア　ン符丁フ貢ダ　オン。

日となりのおばちゃんによ。"　(田村寂秋氏教示)

などと言う。仙台方言での「オ」は, 「オン」であるのが本体である。 「オン」

が「オソ」にも「オ」にも発言されたりする。土井八校氏の『仙台の方言』に

は,

「わたしのけたいがみさんお文殊さんでござりますお」 (私の守り本尊は文

珠様ですよ)

などとある。東北六県下に, 「オ」よりもむしろ「オン」を兄いだすことがで

きる。東北地方に, 「オン」は,かなりさかんであるとも言うことができよう。

この「オン」は, 「もの」からきたものであろうか。のちにあらためて転成

文末詞の名詞系文末詞をとりあつかうところで,これを問題にしたい。 (昭和

十五年,宮城県下に来て,はじめて「オン」に接した時,南九州のに対応する

例の「オ」かと,胸をときめかしたが,やがて,その経験の場で,これは「も

の」からの転靴形であることが理解された。)

「もの」系の「オ」「オン」などほとり除いて,ただ感動音的と見られる「オ

ー」 「オ」の存立を考えてみる。以上に述べたとおり,いわば偶然的に,そこ

ここの地に問題の事象が発見される。しかも,ものと用法とは,九州南部域の

にかよわないとはしがたいのである。

九州のには拘泥しないで考えれば,つぎのようなことが言える。さきに文末

訴え音としたものにも近い「オー」「オ」,感動音とも言えるもの(-しかも

それが,かなりよく形をなしているので,今は,文末詞類として見ることにす

るが),こういうものは, (、わはどこにでもしぜんに生起してよいものではな

かったか。その自由な生起のはてには,九州南部域の,慣行いちじるしい「オ

ー」「ヲ-」などとはちがったおもむきが見られても,自然性の濃く認められ

る点では,かれこれが,同律のものと見られる。
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第三章　ナ行音文末詞

第一節　総　説

定形文末詞の最初にとりあげられるのは,きわめて感声的である単純形の文

末詞である。

いったいに,文末詞は豊富であって,分派・類型にとみ,かつ,つぎつぎに

新しいものが発生・成立してもいる。そういう状勢のなかにあって,基本的な

地位をしめるのが,ここに感声的文末詞と考えるものである。　たとえば,

「暑い　ナ-。」「さむい　ノ-.」などと言われる「ナ-」や「ノー」などがそ

れである。

この種の感声的文末詞は,にわかには,その起源を云々することができない。

ものは,本来的に,感声の文末詞であったろうかと見られる。こういう類のも

のを,私は, 「原生の感声的文末詞」とよんでいる。

遠い起源では,非感声的だったものが,時とともに変じて,今は,このよ

うに感声的なものになっている,などと解する余地は,ほとんど,ないの

ではないか。

もともと(原生的に)感声的なものであったと想察して,その発生を考えれ

ば,これは,不可知的な古さを持ったものだと想定される. 「ナ-」「ノー」

「ネ-」など,今日,普及もはなはだしいが,それがなお感声的であるのを見

るにつけても,私どもは,この感声的なものの日本語史上での起源の古さを思

わないではいられない。

さて,日本語「文表現法」の特質の顕現として,対話「文」表現の収的点に

たつ文末詞は,その存立と活動とが,文字どおり旺盛である。その文末詞活動

の本態を,もっとも簡明直哉に示すものが,感声的な文末詞である。この類の



第三章　ナ行者文末詞　131

文末詞は,全文末詞中,原本的な地位にたつ。 (感声的文末詞が,もっとも原

初的な文末詞と認めうる相貌・性格を有することは,多言を要しないであろ

1,

単純形の感声的文末詞は,全文末詞の中にあって,基本的類型をなすとも言

うことができる。

※　　※　　※　　※　　※

原生の単純形の感声的な文末詞としては,ナ行音文末詞・ヤ行音文末詞・サ

行音ザ行音文末詞を認めることができる。 (かつては,私は,感声的文末詞に

ついて,内部に準感声的なものを見わけたりもしたが,今日では,その区別を

あまりとりたてなくなっている。)

これらのうち,弘適度のもっとも大きなのは,ナ行音文末詞である。ヤ行者

文末詞がこれにつぐ。ナ行者文末詞に属するものは,だいたい, 「ナ」 「ノ」

「ネ」 「ニ」であり,四着は,いわゆるナ行音のありうる大部分にわたっている。

しかも,分布・存立のうえで,この四着は,たがいにつりあい,張りあってお

り,緊密な存在連関をなしている。そのさまは,まさに四者を,ナ行音文末詞

として一括せしめるものである。この点を注視すれば,私どもは,とくにナ行

音文末詞をとりたてて,感声的文末詞の基本的なものとすることができる。ヤ

行音文末詞としうるものは, 「ヤ」Tヨ」などであって,それらの相関的存在の

様相は,ナ行音文末詞四着のはあいほどにまとまったものではない。分布上で

ち,全国的な普遍性とか一般性とかの点で,おそらくは,ヤ行音文末詞は,ナ

行音文末詞に劣る。

今,私は,ナ行音文末詞をとりあげるにあたって,日本語現実態の中でのそ

の活動体系の広大であることを思い見,いかにこれを記述するかに悩む。

すでに述べたように,ナ行音文末詞の「ナ」 「ノ」「ネ」 「ニ」四着(「ヌ」も,

いちおう問題としなくてはならない。)は,一小方言内にあっても,しばしば,
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相互に密接な存立相を示し,機能的連関がいちじるしいのをつねとする。 「ナ」

なら「ナ」の一つをとりあげて, -方言あるいは一地域の記述をおえることに

は,無理があるとも言える。

しかしながら,おのおのごとに用法分化の複雑な「ナ」「ノ」「ネ」「ニ」の

四着にわたって,各方言をつらね見つつ,ナ行音文末詞の統一的記述にしたが

うことは,私どもにとって,すこぶる困難のわざである。叙述の明確をたっと

ぶとすれば,ここはやむなく, 「ナ」「ノ」「ネ」「ニ」おのおのごとの,いわば

分析の記述にしたがうほかはない。 -このさい,たとえば, 「ナ」を記述し

つつも,その, 「ノ」や「ネ」との対比関係をつねに顧慮しつつ筆を進めるべ

きことは,言うまでもない。

以下に,私は,感声的文末詞の何行音のはあいにも,その行音に属する一つ

びとつを,記述の単位とする。

第二節　「ナ」の属

-　はじめに

いわゆるナ行音文末詞の「ナ」は,現代諸方言上での,総文末詞の中での雄

とも見ることができようか。 「ナ」は,みずから単独で口話の文表現の最末に

たちはたらき,また,他の丈罪詞とのさまざまな複合形をおこして,文表現末

尾にたちはたらく。白身,単独のはたらきといい,複合形をなしてのはたらき

といい, 「ナ」ほど多彩多角の大活動を見せているものは,他になかろう。 「ナ」

が,現代日本語の全方言生活(言語生活)上で,なかんずく日常的なものにな

っているありさまは,畦昌にあたいする。

感声的なものが,おのずから流通度を高め得ているのは,至当のことであ

ろう。感声,感動に属するものは,本来,人間の心理に密着したものだか

らであるo・-人のいるところ,人の行くところ,人のうごくところに,
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つねに人の心に即応した,感声のはたらきがある。

感声的文末詞「ナ」の表現機能は,単純一様ではない。 「ナ」と言ってよび

かけることもあれば, 「ナ」と言って問いかけることもある。感声的な文末詞

には,ことに,その表現機能,意味作用に,微妙な分化が認垣られる。それに

しても,基本的な表現枚能は,単直なよびかけというものであろう。文末詞は,

本来,対話効果の徹底を期するはたらきのものであり,話しの内容を相手に伝

えて念いりによびかけることを本性とするものである。

用法上,なお,言うべきことがある。一つの「ナ」であっても,方言によっ

ては,そのおこなわれる年層・性別がちがったりする。また, 「ナ」が,甲方

言では上品の語としておこなわれるかとおもえば,乙方言ではさほどではない,

というようなことがある。 「ナ」の, 「ノ」や「ネ」とつれあうつれあいかた

にも,方言による変差がありもする。 「ナ」が「ノ」とともにおこなわれる方

言にあっても,その使用頻度に大小があったり,品位上に高下があったりする

ことは,また,およそ通例のことである。

以上のような,存立の複雑さが,表現楼能の分化の複雑さとからみあってい

る。こういう状態は,記述上,精細に分析されるべきものである。 -そのこ

とは,けっして容易ではない。

「ナ」は,そのはたらく現場にあって,-上述のような複雑相の中のはたら

きで,その昔相をさまざまに変化させる。第一には, 「ナ」短呼形であらわれ,

また, 「ナ-」長呼形であらわれるO第二には, 「ナ」が, 「ナイ」や「ナン」

などの変転形であらわれる。

「ナ」の長短両呼形については,今,つぎのように考えておきたい。原本的

に,短呼の「ナ」を受けとる。 「ナ-」は,随時の変相と見るo原本の「ナ」

ち,じつは,それが文末で発言されるものであるだけに,じっさいには,純粋

短呼にはとどまり得ていない。文終止点で, 「ナ」は,音声学的には,かなら
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ず若干の母音長呼を示す。それはおくとしても,文末の上昇調の声調などのば

あいは,単呼気分の「ナ」も,明らかに,末母音のなにほどかの伸びを見せて

いる。 「ナ-」とある長呼形は,じつにわかりやすい,あらわな長呼形という

のにはかならないoそれにしても, 「ナ」短呼でおわるはあいと, 「ナ-」長呼

でおあるばあいとを弁別することはでき,かつ,現実に,両者の音相上の相違

も明らかである。両者は,にわかには合併しがたいようにも思われる。この点

を解決して,私は,つぎのように考える。 (-音声現象に関する,例の音韻
ノ

論的解釈を援用するのである.) 「テ-」や「ナ」などなどでは,長呼のさまざ

まの音声現象が見られる。しかし,これらの現象形の底にあるものは,音素的

な「ナ」文末詞である,とする.こう考えれば,私どもは,通常「ナ」「ナ-」

に関しても,一元的に「ナ」文末詞を認めておけばよかろう。第二の,変転形

としたものは,その形態が,音素的な「ナ」に属せしめるにしては,あまりに

も特徴的である。このため,私は, 「ナイ」や「ナン」などは, 「ナ」に対する

別形と見る。

しかし, 「ナイ」形や「ナン」形の成立と活動とが, 「ナ」文末詞の広汎な活

動の内におこったものとされるのは,言うまでもないことである。したがって,

文末詞の表現機能を包括的にとらえる見地では,私どもが, 「ナ」に対する「ナ

イ」なども,注意ぶかく,包括的にとらえていかなくてはならないことは,自

明であるO

二　両島地方の「ナ」系文末詞

地方別に見ていくとして,最初に南島地方を見る。

南島地方に兄いだされる「ナ」は,たとえば九州地方の「ナ」と,まったく

同質のものであるのかどうか。この点,私には,断言Lがたいものがある。し

かし,形態上,南島のものが, 「ナ」として観察されるものであることは,明

らかである。今はしばらく,南島地方の「ナ」を, 「ナ」系文末詞としてとり

あげておく。
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与那国島の比期では,

○〔K`a:do minurjki naijaJija hiru云云〕

カードがなくなれば帰りますかO

のような言いかたがされているという。また,

○[aqa k`afar前n nsammu石云i〕

私が書いても良いではないか。

の言いかたもあるのだという。 (高橋俊三氏の教示による。)ここに, 「ナ」 「ナ

イ」が見られる。 -例は,問いの言いかたである。

官良当壮氏は, 「南島方言採集行脚(二)」 (『方言』第一巻第四号)で・宮古

島の例,

○クリュ-,ノミヌソ,フユ-,デヤーソ,ナ

コレ,オ,オレ,こ,クレ,ナィ,カ

などをあげていられる。

沖縄本島国頭地方では,

○ワナヤーカイチクインナ。

-わしの家へ来てくれない? (対等の者-の吉いかた)"

○ワナヤ-カイチトラスソナーo

Hわしの家-来てくれない? (下等の言いか串)"

○ワッタヤーカイチトラシミソ-インナ0

-私の家-いらしてくださいませんか。 (上等の言いかた)日

のように言う。 -これらも,問いの表現の「ナ」の例であるo

ところで,同地方では,

○アン-ミセソナー。

目そうですか。 (ふつうの言いかた)"

○アン-ンナ一。

(=うえの下品な言いかた")

o^蝣蝣蝣蝣-ンナ-・、-O
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(同上)

のような言いかたもしている。 -受けごたえの「ナ」とでも言いうるものが

ここにあろう。 (一般的な議論ではあるが,受けひき・応答の「ナ」も,問い

の「ナ」に通じるものを持っているとも言えなくはなかろう。 「そうですか!」

の「か」は,問うように言って, -その問いの気もちを転移して,白紙の態

度の受けごたえの心もちをあらわしている。)

沖縄本島に関しては,私は,高橋俊三夫人から, `文末助詞'例の多数を教示

された。

○イッタ-　ヤ-ン　シラサンナ-

2itta:　ja:ri Jirasanna:

あんたの　家も　　涼しいネ。

○オジ-ヤ　　　ヤ-ニ　ウティナー

203i:ja ja:ni wutma:

おじいさんは　家に　　おったネ。

などは, 「ナ」に関する例の一端である。 (表記は,もとより,教示されたままの

ものである。)-「一・一-　涼しいネ。」とされているものもあるのが注目され

る。

沖縄本島北端にほど近い与論島では,

Oju面tJikafa na:.　　中女　一同)

ゆがいてからね。

などと言われている。またここでは,

02it面　sai這i.　(老男一一一中男)

どう　かな。

のように, 「ナイ」の言いかたもされている。これらは,町博光氏の「与論島

朝戸方言の文末詞-資料報告-」 (『方言研究年報　統一』 1976)に見られ

るものである。

沖永良部島では,
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ノ

○センセン斉　ッモーチ　ナ.

先生が"おいでになったか日。

○キャーブティ

釆ましたカ

○イ キャブティ　ナ

行きましたか。

などと,問いの「ナ」の言いかたがなされており,また,

○ガンデTP　ナ-O

そうですか。

○ガン　デー.

そう。 (応答)

○ガフ　ナ-o

同上

などというような言いかたもなされているo (島内の集落によって,表現事例

の差異が認められる。)

○ワキャ　ヤチ　ウメン　三言-0

わたしの家にいらっしゃいます?

というような「ニャ-」もあるo

徳之島の「ナ」例は,

○ウ京シ　ナ-0

そうねo (=自分より年したの人に言う。=)

などである。

大島本島内の「ナ」例は,

そうなの。 (応答)
-　一ノ

○亨ニヌ　事=~二トゥ　アワン　ナ-0

うちのじいと会わなかった?
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一ノ

○亨二ヌ　ず二二トゥ　テ7ヤ　ショ-ラントナー。

うちのじいと会いはしなさいませんでした?
ノ

○ナン亨　スラ　ミラ㌻リョラン　ナ。

あなたはすLをおあがりになりませんか?

などである0第一例の言いかたに対する"敬した"言いかたには, 「ウ万シダ
容らi

リョソ　ニャ。」というのがある。「ナ」に対する「ニャ」が注目される。

喜界島では,

○ヌヲラン　ナ。

上がらない? (同島の小野浮での言いかた)

○貢~ブラフ　ナ。 (同島早町集落での言いかた)

などと言って,問いの意を表現しているO (-これらはともに,中等度の言

いかたであるという。気やすい言いかた,おちついた感じの言いかたになって

いるか。喜界島中問の言いかたでは,

○ワンテ=　亭-貢　亭一事丁トク　京-エ　セ-ラン　テ丁ナo

私のう一ちのじいさんと会いはしなさいませんでしたか?

などというのも聞かれる0 -問いに「ティナ」と言っている。 「ティナ」は,

上等の言いかたになるものであるという。さて,喜界島の「そうですか。」の

言いかたとしては,

○アッ　丁=　ナ。

"あ,そうな。"

○アッ　ラ~=デン　ナ.

あ,そうですか。

などが指摘され(小野津集落),

○アッ　シ　ナ。

○テ㌻　シテフ　ナO

などが指摘される(早町集落)。さてまた,喜界島の小野韓で,

○フマカイ　クラ~フ　ナo
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"こっちへ来んか。''

○アリオバ　ミヤン　ナ。

あれを"見らんかけ。

などと,おこりぎみの表現をし,同島早町集落では,

,○デ.)天　ミテン　ナO

などと言っている。

岩倉一郎氏は,その『喜界島方言集』で, 「ナ」につき,

疑問の助詞Oかo強く問ひかける語で,何,如何等の疑辞及び不定称が上

に来る場合は用ひられず,叉動詞の過去形中「タ」 「ダ」 「チャ」 「ヂャ」
ム

形語尾にはカを用ひナは附かないoナは動詞形容詞の連用形に附く時は,

ニャとなる。

と述べていられるo 「ナ」を「疑問の助詞」とされるほどに, 「ナ」は,よく,

その方面に用いられているのであろうかo疑問以外のばあいに用いられる「ナ」

もあることは,上記語例に明らかであろう。なお,私の調査し得た「ニャ」例

は,喜界町中問の,

○亭二ヵチ　ウモーテクボー三下　ニャ。

家-いらしてくださいますか。

などである. --「ニャ」がこのようにも出ているO (各集落で. 「ニのが,i

くおこなわれているようである。)

それにしても,以上の南島諸方言に,問いの用法にたつ「ナ」がよく見られ

るのは,注目すべきことであるo

いわゆる南島に属するものではないが,奄美大島本島につづく,北方のトカ

ラ列島もまた(-ここは,九州本土南端地方によく関連する所でもあるが),

問いの用法の「ナ」を見せることがいちじるしい。

○アタイゲ　キテクイヤッド　カイナ-0

私の家-来てくださるかな。
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は,硫黄島の一例である。 (もっともこの例は, 「ナ」が単独にほたらく例で

はない。)同島の,

○スシヲ　オ-ソナ　タモイヤッ　ナ。

すLをあなたはおたべなさいますか。

は,明瞭な問いの「ナ」の例とされよう。 -これは,上品な言いかたになっ

ているという。

三　九州地方の「ナ」ほか

九州域の文末詞使用の生活を一言でおおうならば,ここは「ナ」文末詞をし

きりに用いている,と言うことができる。全域に「ナ」がよくおこなわれてお

り,ことに, 「ノマン　ナ。」(飲まない?-と,酒をすすめる。)などと,

「ナ」を問いの表現に用いることでは,九州地方が,とくにいちじるしい特色

を示している。以下各県について,順次, 「ナ」文末詞の生活を見ていこう。

吐V.I島唄

鹿児島県下に, 「ナ」はさかんである。本県下でとくに注意されるのは, 「ナ

-」は「よい言いかた」, 「ネ-」は「あるい言いかた」とする区別意識であるo

(ちなみに, 「ニ-」は「同等以下」に言う,などとされている。) 「ナ-」は目

上のものあるいは年長者に向かって言う,とも言われる0 - 「ネ-」は目下

のものまた年少者に向かって言う,と言われてもいる。今日,薩隅方言流の古

態敬語法から漸次はなれてきつつある若年層の人たちにも,文末詞「ナ」によ

る待遇表現法は,じつにさかんである。

「ナ」の実例をあげよう。

○アイガテカッテ　ナー。

ありがとうございましたね。

これは,大隅南部での一例である。
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0スッ万石　ゲタヂャシタデ　ナ。

みんな下駄でしたからね。

これは,薩摩中部での一例である。
ノ

○ヂャライ　ナ。

"そうですね。"

これは,県下の-慣用表現での「ナ」である。 -土地の人は,これを,てい

ねいな調子のものであると言う。

県下に, 「ナ-」に似た「ニャ-」もあるか.瀬戸口俊治氏は,氏の生地の

薩摩半島東南隅から,
-　__一一ノ

○ドコカ　ニヤ-.

どこかな?

との言いかたをとりたてていられ,この「ニヤー」を「ナ-」に対する卑態と

していられる。卑態とされる「ニャー」の本源は何であろうか。種子島には,

○コンヤワ　ユキガ　フリモーシク　モソニャ。

今夜は雪が降りましょうね。

などの言いかたがあるらしい。 「モンニヤ」とあるが,この「ニヤ」は「ナ」

相当のものか。対等・目下にも目上・年長者にも「ニャ」を言っているようで

あ'IDi

いま一つ注意すべき形態に, 「ナ-」に類縁の「ナイ」がある.

oコニラ　ユずフテ　ナラン　j=ィo

Hこれは,油断してはおれないワィ。"

などと言っている。 (瀬戸口俊治氏郷土例)氏は,この「ナイ」を, 「ワイ」

の転と見ていられる。 -であれば,これは別問題である。ところで,上村孝

二氏は,その「鹿児島県下の表現語法覚書」 (ア鹿児島大学文理学部　研究紀要

「文科報告」』第三号　昭和29年3月)で, 「ナイ」をとりあげていられ,

次に珍しいのは甑島の漁民でナイと言う助詞を使うことである。オマイ

モ　コドがシソデ　コマッタイヨ-3-メ(霊瑞空票SL李認な)oク-ワ　ヨ
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カヒヨイ　手相晶塁㌫)。ヨカバン封(岩慧)。最後の二例は挨拶言葉と

しても用いる。ネ～よりも丁寧で年長者が多く使う。

としていられる。 -この「ナイ」は, 「ナ-」相当のものではなかろうかo

氏の「上甑島瀬上方言の研究」 (『鹿児島大学法文学部紀要』文学科論集　第1

早)にも,

○ワガモ　オメ-ニ　ナゴー　ネヤッテ　コマックイヨ-ナイO

"あなたも奥さんに永く寝られて困ったでしょうね一日

○コソヤ-　ヨガノミンナイO　"今夜はいい晩ですねOあいさつ詞日

などの例が見えるo種子島・屋久島にも「ナイ」が見られる。 『全国方言資料』

第9巻の「鹿児島県熊毛郡上屋久町官之浦」の,

mソニャ　ネンノ　イ-ッカー　ナンニャ　ケガー　センナイ

いや,　念を　入れるから　なにも　　けがを　しないよ。

は, 「ナイ」が「ワイ」を思わせるようでもある.屋久島には, 「ナ-」に相

当する「ナオ」があるか。

「ナ」がおこなわれて「ナ-」の音相を皇するのほ,通常のことである。 「ナ

∴」音は,その,文末詞使用の現場では-ことに強調の度がつよいはあいな

ど, 「ナイ」ともなり得,また「ナン」などともなりうるo「ナイ」は「ナ-」

の派生形と見ることができる.しかし,当県下には, 「ナ-」該当の「ナ有

が,さほど容易には認められず, 「ナン」にいたっては,これを兄いだすこと

ができない。

ナ行音の文末詞の「ナ」 「ノ」 「ネ」を全国的に見わたすと,かつては大勢力

であったらしい「ノー」が,しだいにその勢力をよわめて,その座をとりあえ

ずは「ナ-」にゆずってきたようであるが,本県下では,由来, 「ノ」とは別

個に「ナ」がさかんであるらしい。

i*　　　*　　　*

「ナ」文末詞が,他の文末詞と合体して複合形をなす。本県下でのそのおこ

なわれようは,以下のとおりである。
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~つに, 「ナ-ナ-」の形のものがおこなわれているO 「アンナ-ナ-O」 (め

のね)などと言っているという。 (上村孝二氏「薩隅方言問答」 『鹿児島師範学

校教育研究所紀要』　昭和24年4月)

「ヨ」と「ナ」との複合した「ヨナ」複合形がある。

「ゾ」の「ド」と「ナ」との複合した「ドナ」がある。

○テゲン　ユ-　ドア-.

そんなに言うわねえ。

は,大隅東岸の一例である。この種の「ドナ」は,いわゆる薩隅地方によくお

こなわれている。 (把後南部,日向西南部にも,よくおこなわれているしだい

である。)

「カナ」 (カナ-), 「カイナ」 (カイナ-)ち,よくおこなわれている。

I Oコンヤ　ユッガ　フンソ　カイナ-.

今夜,雪が降りそうなかいなあ(降りそうだかねえ)。

ほ,大隅南部での一例である.

「カイナ」が「ケナ」にもなっている。

○言フ　ユ貢テ　イクテ　ヶナ.

この魚はいくらですか。　(老女一一一-中女)

は,薩摩半島東南隅での一例である。 (瀬戸口俊治氏教示)

「トナ」の言いかたも,県下によく見られる。 -九州城には, 「トナ」をも

って問いの表現をむすびあげるなど, 「トナ」のおこなわれることがいちじる

しい。
ノ

○オ;丁万ドア　イッキャッ　トデ。

あなたはどこ-行きなさる?

は,薩隅での,問いの「トナ」での一例である。 「トナ」と「トヨ」とを対置

してみることも,できなくはない。そのさい, 「トヨ」の言いかたのほうが,

より低い言いかたと見られる。

鹿児島県下に, `「タイ」はおこなわれていないが, 「トイ」・はあるO 『全国方
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言資料』第9巻の, 「鹿児島県熊毛郡南種子町島間中平山」の条には,

f・-・・・-・ランピーワ　マ-　ナッチュジャックトイナ-

ランプには　まあ　なったんですよね。

というのが見える。

「ガナ」も,よくおこなわれている。
n器ら

○ラ言~ラヂャッド　ガナ-o

上手でしょう?

は,薩摩半島内の一例である。 (東正昭氏教示)

つぎに, 「モソナ」の問題例がある。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県

揖宿郡山川町岡児ケ水」の条に,

と:;薫三三すかっ-三V^N Kfa三言:芸ふ
注目すべきものに, 「マンナー」がある。上村孝二氏の「鹿児島県下の表現

語法覚書」に,

・薩南の知覧町でフトカ　実ジャライ圭;手二腐霊)。と言うが,マンナ

-が終助詞化している。マンナ-はオマソナーで「あなた,なあ」の意味

で先行音との関係で語頭のオが落ちたもので土地の人は代名詞意識はもた

ないほどであるo出水地方ではオヤ/ミスカラ　イットジャ-主ン六ン

(賢さ;　コゲン　シオイギィ/ミンニ　ヒンナイ主ン∴ン(報だ配等雷

鑓)。など言うが,モンハンが助詞化している。 '-蝣ンは北蓮地方の第二人

称である。

と見えている。 「マソナー」 「モン-ソ」それぞれの内部要素には,人代名詞の

投射が認められる。 「マンナ-」などを,代名詞系文末詞とも言うことができ

ようか。大隅東岸の内之浦で私が聞き得たものに, 「アンデーO」 (あのなあ。)

に対する「アンテ一言ナ-。」がある.これは, =っぎのことばを話そうとする

時の前おき。"だというo 「アン　京ナ-。」(あのねO)の言いかたもあるC　これ
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らの「オナー」に「オマンナ」などのかげが認められるのかどうかo rアン

京シー。」は日下晶な・聞きぐるしい,新しい方言.日ともあったO

宮崎県

宮崎県下一般にもまた, 「ナ」がよくおこなわれている。諸地方ともに,

'「ナ」のむすびを,よい表現法としているo県下中部西奥の西米良では,土地

の人が・ =自分より上のもんなら「ナ-」. 「ネ-」は,自分の朋輩か孫などに

言うoHと説明するのを私は聞いたo同地方での問いの「ナ」の例は,
__.. 1

0ナゴー-　コザッタガ,デフキジャック　ナ-0

長く来なかったが,元気だったね?

○カ貢ヨシャドテ　ィ首イタ　ナ-.

-栄さんはどこへ行きなさったね?

などである。

本県下に, 「ナ-」相当の「ナイ」があるO岩本実氏は, 「日向の高千穂方

言」 (『宮崎大学学芸学部紀要』第17号1964. 2)で,

ワンと並んで特鋸勺なのはナイである。ナイほ「ねえ」に当り,同等日下

など親しい間柄の場合に用いられ,大体西臼杵郡内の用語である。ゼンノ

カカルナィ。イ-ヒヨl)ヂャナイoド-モイカンナイO

と述べていられる。ところで,橋口巳俊氏は,宮崎県児湯郡下について,
_-・・・・ q

Oソンテ　Tヤッタ　ナィ.

``そういうふうに言われたかい?=
_一一・・ 4

0ド亭　イク　ナィ。

=いったいどこに行くの?= (=どこにも行くところはないのにと思っ

て言う。")

などの事実を見ていられるo県下で,なお, 「ナイ」が出やすいことなどは,

いかにもと思われる。
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※　　※　　※

以下,本県下の「ナ」に関する複合形を見ていく。

「ヨナ-」は,まれなほうか. 「ゾナ」相当の「ドナ」は,県中部児湯郡など

にも見られる。

○アリャ　ヨ万　ムソ　ドデーo

あれは利口ものですよねえ。 (中女I一一一老女)

などと言っている。 (橋口巳俊氏教示)

「カナ」がある。 「カイナ」がある。 「カイナ」に近い「カニナ」がある。

「カニナ」に隣って「カヨナ」もある。

「トナ」がまた兄いだされる。

○ドコズイ　イッ　チナ。

どこまでいらっしゃるんですか。

などの「チナ」は, 「トナ」にいくらか対応するものか。上例を教示せられた

小野増雄氏は,加えて,

「イッ　トナ」 (行くの?)がより多く行われる。

と言っていられる。 「トナ」に対応する「ツナ」もあるか。橋口巳俊氏は,児

湯郡下について,
ノ

○トナリニヤ　言タ　ツナ。

となりには言ったんですか?

などの言いかたを指摘していられる。

橋口巳俊氏が児湯郡下について説かれる「テナ」もある。

○テリガ モッチタ　テナ。

などと言われている。この例について橋口氏は, 「あいつが持っていったって

ですか。 (育男一一中男)」との説明を試みていられるo　なお,

いずれの場合も自分のきいたことをもとにして,目上の人と話しあうもの

である。

と説明される。
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「ガナ」形もあり,これもよくおこなわれている。 「ガイナ」の言いかたも

ある。 「ガ-ナ」もあり「ガヨナ」もある。

九州広くによく聞かれる「モンナ」もあって,西米良では,

○コテ言二　チュ-テ　才二ヲッタ　モンデー。

戸長って言ってたものねえ。

などと言っている。県中部以南では, 「ムンナ」も聞かれる。

県下に, 「ワナ」の言いかたもある。

○ムカシノ　ムンナ　Tyンド~ラ寺号ク　ワテ二o

"昔の者は骨折っていたですよねえ。"　(老女1--育男)

は,県中部の児湯郡下の一例である。 (橋口巳俊氏によるo) 「ワナ-」ととも

に「ワイナ」もおこなわれている。 「ワイナ-」に隣る言いかた「ワエナ」も

兄いだされ, 「ワヨナ」も兄いだされるO

熊本県

熊本県下でもまた,全般に, 「ナ」のおこなわれることがさかんである。そ

の用途は広汎であるが,問いの表現に「ナ」をよくつかうことは,やはり,特

色的である。

土地の人々は,一般に, "「ナ」がつくとよいことば。"としている。あるい

は, "「ナ-」は目下から目上につかうことばO相手を尊重した敬語.日などと

言っている。

○ヨ首　デーo

Oヨ有　言-0

の二者をくらべて,天草の人は,前者が「いいですね。」であり,後者が「い

いね。」であると言う。

「ネ-」を,共通語意識のもとで(-「よそことば」との意識のもとで)用いる

はあいもあることは,多く言うまでもない。こういうはあいは, 「ネ-」もまた,

ていねいなことばになることは,むろんである。
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「ナ」の用例を県南部からひくならば,

○アウヤ　シナモサザッタ　ナ-0

(うちのじいさんに)会いはなさいませんでした?

があるO　天草の一例は,

○オジ耳フモ　三才ガ　ミニ'声　ナO

おじさんも映画を見においでなO　　(小学生男一一藤原)

である。天草下島西南岸での経験であるが,土地の子どもたちは, 「先生　ケ

- (来い)ナ-.」などと言っている. --「ケ-」が「釆イ」であることは

忘れられているのかO　とにかくかれらほ,そこに「ナ-」をつけ,こうすれば

よいことばになるのだとばかり, 「ケー　ナ-」の言いかたを愛用している。

○ソ万バ　クrJン　ナ-O

それをくださらない(くれない) ?

○ソ万バ　ヤテソ　ナーo

それをくださらない(くれない) ?

ほ,天草下島北端部での例である。

熊本市南郊の人の談によると,

「ナ-」は目上に対してつかう。このほうがていねい. 「ネ-」は目上に対

してつかわない。このほうがぞんざい。 「ノー」という形はつかわない。

とのことである。

当県下に, 「ナー」の異形と称すべき「ナイ」 「ナン」が兄いだされる.

さきに,鹿児島県下の敷島について「ナイ」を見た(P.141)甑島に対応

する天草島に, 「ナイ」文末詞がさかんである。以下に見るように,天草の

「ナイ」が「ナ-」の単純異形であるらしいのからすると,天草との相互牽引

の地位にある甑島の「ナイ」も,いよいよ, 「ナ-」該当のものかと認められ

てくる。

それにしても,鹿児島県下一般では, 「ナ-」相当の「ナイ」を兄いだすこ

とは容易ではなくて, -かつ, 「ナ-」相当の「ナ./Jはどこにも兄いださ
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れなくて,熊本県下に「ナ-」相当の「ナイ」 「ナン」が兄いだされるのは,

注目にあたいする。土地がらということであろうか。方言風土の,あるいは方

言地質の相違の現実を,私どもは,受けとらされるばかりである。

本来, 「ナ-」の「ナイ」化などは, 「ナ-」用法上での内面的要求にもとづ

く,しぜんの出来ではなかろうか。 「ナ」文末詞による訴えの心理のはたらく

ところ,しぜんに,その場での強調がおこなわれて,語形は,強調表現にふさ

わしい「ナイ」などの形をとるにいたったものかと思われる。ここには, 「ナ」

文末表現での異形分化の,見るからにおもしろい事実がある。

このことを証するために,他事実にふれてみよう。「どこ-　イキヤ-。」 (どこへ行

くんだい?)が, 「どこへ　イキヤィ。」になるD 「これこれなんだよO」という意

味の「何々ジャ　ガーO」が, 「何々ジャ　ガイo」となる。 「何ジャ。」の問いが,

「ナソジャ　ィ。」ともなりうる。巨一、一ます」 「′一＼-ノです」の言いかたが, 「-

ますィo」 「′~・、一ですィO」ともなるのは,諸方言上,かなり広く認められる事実で

ある0 - 「ます」 「です」をややつよ釧こ言って表現を明らかにしようとするさ

い, 「す」の母音がいくらかのびて,しぜんに「イ」音がおこってくるのであろう。

樫謡安来節を人がうたって, 「ヤス-早-」と音をのはす時,ごくしぜんに「ヤス

イキー」と言っているのを聞くことがあるO　長音がまさに「イ」音にかえられてい

る。 「ホ～チョ-」(庖丁)を,方言で「ホイチョ」と言ったりしているのも,ここ

に,合わせかかげられる。

「ナ-」は,自然発音の流暢さの中で,いつとはなく「ナイ」になったであ

ろう。一方で「ナン」形がおこったのも,これまたしぜんの異形分化であった

と考えられる。方言上に,わらじの「ワラージ」「ワライジ」「ワランジ」があ

る。

「ノー」に対する「ノイ」「ノン」, 「ネ-」に対する「ネイ」「ネン」も,

異形分化の事態と見られる。

ところで,中国本土地方一般では, 「ナ-」に対する「ナイ」や「ナン」

がごくよわい。さきにも述べた内面的要求の考えからすれば, 「ナイ」な

どの異形分化は,どこにおこってもよさそうに思えるが,事実はそうなっ

ていないのは,やはり,方言風土・方言地質の地方的相違がものを言って
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いることと解される。このさい,方言地質を,方言の音韻的基盤と称する

ことも可能であろうか。 「ナ」の音声強調そのものは,どこにでもおこり

得ているはずなのに,口話の現実にあっては,口頭に「ナイ」や「ナン」

をあらわすことがないというのは,いかにも,音韻的基盤のなにがしを思

わせる事実である。

熊本県下の「ナイ」について記述する。天草の例は,

○セテ/ミッカ　ナッテ　ティO

せわにぽっかりなってね。

○セテン　ナック　テ=ィ。

せわになったね。

などである。 「ナイ」とともに「ナーイ」が,しきりにおこなわれている。天

草下島西岸の人は,

○京-キニ　テソ。

ありがとうね。

は目上につかい,

○嘉一キニ　ティo

ありがとうね。

は,晶がさがると言う。天草に対する肥後本土南部地域内に- (すなわち,

双方には,かねて,底脈の濃い連関が認められるが) - 「ナイ」「ナーイ」

のおこなわれることのいちじるしいものがある。両辺の一勝地村内では,土地

人の,

「ナ」「ナ-」は,上および中の位, 「ナ-イ」は下の位O

とするのを聞くことができた。天草でのばあいと共通して, 「ナーイ」は,く

だけた言いかたをさそうもののようである。この地での実例は,

○ダッず　ォラ事㌻~テロ　テ了o

だれもいなかっただろうね。

○亭二二ヮ　ヒ亨ヵ　テ二ィ。
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きょうほつめたいね。

などである。

斎藤俊三氏は, 『熊本県南部方言考』で, 「ナイ」をくわしくとりあつかって

いられる。氏は, 「ナイ」を説明して, 「ナにイがつく」とされ, 「和やか」だ

としていられる. 「ナイ」 「ナ-イ」は,ただに,肥後南部域内でおこなわれて

いるばかりではない。中部以北内にもまた,これらの通用が認められる。 『全

国方言資料』第6巻の「熊本県熊本市中唐人町」の条には,

fホン-ナ　コツ　キノドクナナ-イ

ほんと　　にね,気の毒にねえ。

との実例が見える。原田芳起氏は, 『熊本方言の研究』 (日本談義社　昭和23年

1月)で, 「ナイ」をとりたてていられる。

熊本方言についていえば, 「な」が伝統的な間投助詞であったようで,同

輩や下向きの対話では「ない」,上向きには「なう」 (「な申」し)の転「な

もし」があった。

との記述も見える。私は,阿蘇南麓での一週間調査のさい,

○ア幸二　ティ。

暑いね。 (``同僚ことば")
_・・J

oデー　トッすヶ./ナイo

ああそうそう,とったからね。 (碁での同意のことば)

などの語例をとらえている。 『全国方言集』 (静岡県別馴博課昭和2年7月)にも,

アチナイ　　暑いね- (菊地郡)

の例が見える。

ここに一つ,また,注目すべき別の形があるo 「ニヤ-」というのである。

県本土の南寄りと天草とにこれが聞かれる。天草本渡市内では,

○マテク万ヶン　三~T-o

また来るからね。

などと言っている。土地の人は,上の例を示す直前に,
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_I-.. I

Oマテク万ヶン　ナイO

の言いかたを示した。 「ニャ-」は, 「ナイ」に対置されたのである。このさい,

別にまた, 「ドテ　ィタッ　キャー.」(どこへ行ったのふし、、?)との言いかた

も聞かれた. 「カイ」が「キャ-」と言われているように, 「ナイ」も「ニャ

-」と言われるのではないかOすなわち,当方言には, 「ナイ」の変化形の

「ニャ-」がおこなわれていると見られる。この地の人は,別にまた, 「サン有

戸二ィ.」 (さむいね。)とともに「サンカ　ニャ-O」<アクセント失>の言いか

たを示した。 「ニャ-」は「ナイ」から分生しつつも,しばしば, 「ナ-イ」相

当のものとしてたちはたらくことになってもいるか.本土南部域の実例を見る0

-瀬戸口俊治氏の,人吉市域内調査の結果から実例をお借りすれば,つぎの

ようなものがある。

○ア-　ニャンチュ-　カニャ-。アッガ　ナワ.

"ああ,なんというかな,あの人の名は。　(毛男I---家族)"

この例では,たまたまのことでもあろうが, 「なんという」が「ニャンチュ-」

となっている。したがって,と言えよ　う。このさい,文末の「ニャ-」の,

「ナ-」該当のものであることが明らかである. 「ニャ-」は,分布に片より

があるか。 (「無い」を言う「ニャ-」の分布は,いうまでもなく別のことであ

る。)

「ナイ」についで「ナン」を見よう.これにも, 「ナ-ン」形が生じている。

天草島では,

○オTトワ　ドテ　イカシタッ　カテン。

父さんはどこ-行きなさったのかね? (ここには, 「カ+ナン」が見

える。じつは, 「/一、一タッ　カナン」も巨＼一タ　トカナン」からの

ものである。)
ー　‥　　■室ら

○コンゴラ　-ティ　首フ青首ニ　アツゴザス　ナ-ソ。

このごろは,ひどく日に日に暑うござんすねえ。

などと言われることがさかんである。土地の人は,
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「ナン」のほうが律義・古風で,儀式ぼった感じ。 「ナイ」のほうが日常の

友だちづきあいの感じ。 -別に敬意はない。

と説明している。天草下島西岸では, 「ナン」を"目上につかう。=と言っても

いる。ていねいな問いことばに「カナソ」の出ることが多く,また総体に,

○タフて~亨ス　テ二ンO

などと, 「ナ-ン」の出ることが多い。 「ナン」をよいことばとするだけに,い

きおい,強調的に「ナ-ン」と発言することが多いわけなのであろうか. (「ア

ガレ　ナ-ソo」などとも言っているo Lたしみをあらわすことが濃い。)

天草島のほかでは,対応する肥後本土南域方面に, 「ナのは兄いだされ

るか。

八代市域での一例は,

OTム　ナン.

"飲むかね。 "　(中男・--小男)

である。 (白石寿文氏「熊本県八代市二見町方言の文末詞について」 『国語教

育研究』第2号　昭和35年11月)白石氏は, 「品位は低いが,ごく親しい間で

は疑問としてかなり使うようだ。」と説いていられる。

つぎに注目すべきは, 「ナウ」形文末詞であるO　これは, 「ナ-」の自然音

靴に成ったものとするには,いささか迷いを感ぜしめられるものである。原田

芳起氏は,これを, 「なもし」に関係のあるものとされるのか(P.151)氏の

『熊本方言の研究』のp. 193には,

ナィ,ナ,ナウ,ナ一夕,ノィ,ノモィ,ネ

というような事例挙示が見られる。 「ナウ」が独立の-文末詞形とされている

ことは,たしかである。龍田太郎氏もまた, 「肥後南ノ関方言会話託(其の一,

朝の挨拶)」 (『方言と土俗』第二巻第九号　昭和7年1月)で,

「在方青年乙に対する年長者甲」
FIS

甲「早かのい」 (自己の身分棺と上級であれば「早かね-」)

乙「早かな-」 (自己の身分棺と下級であれば「早かなう」)
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との記事を見せていられる。私はかつて,旧制天草中学校の応接室で,土地の

先生がたから, 「ナウ」の教示を受けた。天草上島西端近くの島子村では,し

きりに「ナウ」をつかっているというのである。その実例は,

○イッテ　テウ。

行ってねえ。

○キテ　テウ。

来てねえ。

などであった。当時の覚え書きには,

「ナ-」に該当する「ナウ」「ナン」の両者は,聞いていて,ちがったとい

う感じは受けない。

とある。 (先生がたの口授を記録したもののようである。)なるほど「ナウ」は,

「ナン」からのものか。 「ン」が「ウ」になることは,けっして考えにくいこと

ではない。肥後の北部には, 「ナン」はないようであるが,能田氏が南関町に

ついて「ナウ」を指摘されるのからすると, 「ナン」的なものは,肥後の南北

にありうるらしいことが理解される。

瀬戸口俊治氏は,肥後南部の人吉のことばに「ナ-モ」の文末詞があると言

われるoこの「ナ-モ」の「モ」は, 「もうすぐ」などという「もう」なのか,

「もうし(申)」の「もう」なのか。上の「ナウ」が「な申し」と関係のあるも

のでもあったら,そういう「ナウ」のつぎには,この「ナ-モ」をおいてみた

くもなる。

※　　※　　※

以下,複合形の諸相を見ていく。

はじめにとりたてられるのは, 「ナナ～」であるO 『全国方言資料』第6巻

の「熊本県熊本市中唐人町」の条には,

fナーン　アンタ　イッキョン　カイモンモ　デキンデナナ-

なに　　あなた　ひとつも　　おかまいも　できなくてねえ。

とあるoこの「ナナ-」は,たしかに文末詞「ナ」の重複形であろう。私が天
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草下島西岸でとらえた実例は,
_-I-,A

Oカ不言す-　ヨレ　ナナ-0

帰りに寄れよね。
/ノ

○オ-ユニ　オ7-　ナナーo

(もう牧島に行かずに)大江におれよね。 (中女一一土地に来任車の教

員の子息小男)

などである。
-　_一一-t

天草内の「ソガンスンナナ-o」 (そんなにするなねo)といったようなはあいは,
_-・ 4

「ソ育フ貢フナ(するな)チ-o」と解すべきものなので,ここに「ナナ-」文

末詞を見ることなどはできない。

瀬戸口俊治氏の教示によるのに,肥後南部の人吉地方では,

○ア-すノ　ア7　首矛ワ　ナンヂャッタ　カ三言二ナo

あなたの姓は何だったですかね。　(老男-→瀬戸口氏)

と言っている。ここには, 「ナ-ナ」に対する「ニャ-ナ」が見られる。

「サナ」という複合形がある。天草で,

○イ有フデモ　言方㌻　サナ-.

行かなくてもいい。

○西田さんノ オラン　トサーナ-0

=「京ラントデスタイ。」ということ.日

などと言っている。上二例では, 「サナ」が「月につながって, 「トサナ」

の形になっている。 (「言方㌻　サナ-」のはあいは,形態上, 「サナ-」をと

りたてるほかはなくなっているが。)天草では, 「トサナ」に=敬語がはいって

いる。''と言う人があった。

「ドナ」形がある。 「ゾナ」相当の「ドナ」が,鹿児島県下によくおこなわれ

ることにつながって,肥後南部にもまたこれがよくおこなわれていることは,

前述した(p.143)熊本市城の「ドナ一例は,つぎのものなどである。
.ll1・<

○コンマ　ユジ首　フッデス　ドナー.
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このぶんだと,今夜は,雪が降るですよ。

「カナ」があり, 「カナイ」 「カナン」がある。 「カナ」とともに, 「カー

ナ」もあり得ている。 「カナ」とともに「トカナ」があり, 「ツカナ」があ

る。

○デフ万　ウ言ヵ　モン　ナ盲　ッヵナ-。

何かうまいものはないかね。

は,天草島での一例である。 「カナ」は,県下によくおこなわれている。 「カ

ナイ」は, 「カナ-イ」ともあり,これらは,天草島,阿蘇山麓その他で闇か

ii*<.

0下-　ィ.ッテT-, -ジTT二　ヵティO

どれ,ひとつ,はじめようかなあ。 (心やすい人に言う。)

紘,阿蘇山南麓での一例である。

「カナイ」とともに「カニヤー」もおこなわれている。おもに,肥後南部で

か。

「カナソ」は,天草で聞かれる。

「カイナ」があり, 「キャーナ」がある。

「ガナ」がある。 「ガナイ」もある。 「ガナイ」は,肥後南部に兄いだされ

がちか。

「トナ」がある。これを言って問いや応答・受けひきの表現とするのは,当

県ばかりの特色ではない。 (宮崎県下などにも,これらの表現法がさかんであ

るLl) 「トナ」とともに, 「ツナ」がある.肥後南部域には, 「トナイ」があり,

「トナン」もある。

「タイナ」「タイナ-」があるO

「モソナ」「モンナ-」がある. 「モソナ-イ」もある。 『全国方言資料』第

9巻の「熊本県本渡市佐伊津」の条には, 「モネナイ」が見える。

fホ1)カラ　ッギガ　アイテ　ホラ　チョ～チソニ　ナッタッチャモネナイ

それから'次が　　例の　　はら　ちょうちんに　なったんですよね,
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などとある。私は,上の佐伊浮で,

○----デス　モンナン。

というのを聞いたことがある。

「ノミイ」と「ナ」との結合体である「/ミ-ナ」や「バナ-ン」が,天草で聞

か;h-
■害うi

Oタブ丁亭ス　バナーン。

たのみますよ(め)ねえ。

は, 「バナ-ン」の一例である.

長崎県

県内総体に, 「ナ」はよいことばだとされている.-「ノ」より「ナ」の

ほうがよい,などと言われている。ところで,林田明氏は, 「長崎市方言文末

助詞」 (『方言研究年報』第一巻　昭和32年12月)で,

長崎市の「ナ」は必ずしも下品とは言えないにしても「ぞんざいな」言い

方の一語につきる。従って用法は,必ず長上者から年少者-,目上から目

下にのみ用いられ,その道の場合はあり得ない。

などと述べていられる。

五島列島内での「ナ」の実例は,
ノ

○ワす盲~テノ　コ~「言ガ　ゴ~「二言トノミノ　マルダシ/ミッテ　ナ。

私らのことばが,五島ことばのまる出しですけどね。　　(老男・一一

藤原)

などである。県北,生月島での一例は,

○イツモカム　オラ~=~ラ~ノミッ万.)ナッテ　ラ二O

いつもかもおせわにぽっかりなって(なりまして)ね。

である。

問い・受けごたえその他,さまざまのはあいに「ナ」が用いられる。
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「ナ」が転化して「ナイ」になっている。本県下は, 「ナイ」のよくおこな

われている所である。島原半島に「ナイ」の(「ナン」も)いちじるしいのは,

対抗の地,熊本県天草島にそれらのいちじるしいのに,よく関連したものであ

ろう。 (この両方の地域は,方言上では,同県下であってもよい。) 「ナイ」「ナ

-イ」形のおこなわれることが,まことにさかんである。長崎市域方面にも,

「ナイ」が兄いだされる。佐世保ことばにも「ナイ」がある。

○ヨー　フラス　コツ　ナィ。　　<アクセント失>

よく降りますことね。

は,その一例である。平戸島・生月島でも, 「ナイ」「ナ-イ」が言われている。

C盲~二ィ。下ニ　ラヨン　テ二ィ。

おい。どうしてる? (人の家に行っての,はいる時のあいさつ。)

(友人間)

は,生月七の一例であるo

「ナイ」に対応して「ナン」がある。ただしこれは, 「ナイ」ほどにはおこ

しなわれていない。主としては,島原半島域に「ナン」が見出され(家中ことば

などと言われている。),ついでは,長崎市方面や県北方方面などに, 「ナン」

「ナ-ソ」が兄いだされる。古賀十二郎氏編『長崎市史　風俗編』 (長崎市役所

大正1時11月)所収の噌長崎方言集覧　古賀十二郎編』には,

ナン　　　　質問の言葉。だめを押す言葉。目下の者に対して用ふ。ナと

ンと結合させることばである。

ドコナン。何処か。シラントナン。知ってゐないのか。ソノ

ホンナン。その本か。シ′ットトナン。俺を知ってゐるか。

とある。

「ナ」に関連するものとしうる「ニャ」をここIにとりたてる.まず島原半島

域に「ニャ」がよくおこなわれており, 「長崎県南高来郡有家町」 (『全国方言

資料』第6巻)では,
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mア-　キョ-ワ-　モー　テンキモ　コカケン　ソマンコイチ-　イテクル

ああ　きょうは　もう　天気も　いいから馬市に　　　行ってく

ケンニヤー1)

るからね.　　　1)日下・同軌こ対して用いる間投助詞。

などと言っているo五島列島北部の小値賀では, 「ニャ-」をよく言うという。

長崎市方面にも, 「ニャ」があるか。佐世保市のことばに関しては,私は,上

田栄一氏から,

面白か-たですな-面白かった結
ヽヽ_.′

するなよ-すんなにや
■らl

などの教示を受けたo西彼杵半島内部でも, 「ねえ」相当の「ニャ-」がおこ

なわれているか。私の調査例に,

○カサ京　マチゴトリャ　スマイ　カ三言-。

傘をまちがってはいまいかねえ。

というのがある。ところで,西彼杵半島には, 「オ寺了　亭-I-　オデフ有

言ャ。」 (おまえはきょうおくれたねえ。)などと,明らかに「ニヤ」と聞こえ

る言いかたがおこなわれているO 「ニヤ」がつづまって「ニャ-」と聞こえる

ものになっているかもしれない。そういうもののばあいは,それを「ナ」系の

「ニャ～」とほ区別しなくてはならないO種ケ島克巳氏の『平戸方言語法草案』

く稿本　年月未詳)には, 「ない」「にゃい」の指摘があり, 「にゃい」に関して

は,氏は, 「イカル、ニャイ」の例をあげていられる。

※　　※　　※

「ナナ」という重複形がある。既存の方言文献を見るのに,県下の南北にこ

れが兄いだされる。壱岐の島には, 「ナナ」「ナ-ナ」がいちじるしいか。 『全

国方言資料』第9巻の「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」の条には,

fイマヌ　オ　　ド-シ　　ジエソノ　タマローナナ

いまの　者は　どうして　お金が　　たまりましょうか。

などとある。山口廉太郎氏は,まえまえから,壱岐の「ナ-ナ」を指摘してい
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られる。氏の『壱岐島方言集』 (刀江書院　昭和5年7月)には,

ナシ,アナタ-　コーチキチ　オクレマッセヂャッタッデス　ナ-ナO

何故,あなたは　買って来て　下さらないのです

との例が見える。

「ヤナ」複合形があり, 「ヨナ」複合形がある。

○アオサトリー イコオイ　ヨナ。

あおさをとりに行ってるんですよ。 (説明) (小学生六男一一一藤

原)

は,五島列島での「ヨナ」例である。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県南牧

浦郡新魚目町浦桑」の条には,

mア-　ミソナニモ　　　ヨロシュ-　イワンカナヨー

みなさんにも　よろしく　　言ってくださいね。

など, 「ナヨ」の例がいくつも見える。

「サナ」複合形がある。五島列島では,

○-二　サナ-O

"-えそうです。" (返事)

などと言っている。 "「サナ」は敬意をあらわす。"とも言われている。

「ザンナ」がある。五島列島内で,

○オ京言下~キャ　ヨカ　ザンナo

おぼえておけばいいじゃないですか。 (雨中でカードを書く藤原に対

して言う。)
ノ

○ヒトツノ　シゴト　ザンナ。

あれも一つのしごとですよ。

などと言っている。

「ゾナ」複合形がある。
一ノ.

0二言　イ有フニャ　ウッ亭言すルッ　ゾナ「

.早く行かなきゃおいとかれるよ。
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紘,五島列島内での一例である。 「トゾナ-」との言いかたもあるo

「ジョナ」複合形がある。五島列島例は,
ノ

○オゴラルッ　ジョナ。

怒られますよ。

である。 「ジョナ」は「ゾナ」に近いものか。すくなくとも用法上では両者が

・あい近いようである。 (発音上, 「ゾ」が「ジョ」になりうるものかどうか。)

「カナ」複合形のおこなわれることはさかんである。 「トカナ」もある。島

原半島では, 「カナイ」がさかんにおこなわれており, 「カナ-イ」などともあ

る。 「トカナイ」もおこなわれている。同半島内ではまた, 「カナン」も聞か

れる。

「カナ」に,さらに「ヨ」 「ナ」の複合したらしい「カナヨナ」との言いか

たがある。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県南松浦郡新魚目町浦桑」に,

f三二が(-ア-)

キテクルカナヨナ

来てくれますかよ。

の実例が見えている。 「カナヨナ」という新複合形は,文末詞複合のありさま

を露呈して,いかにも特色ゆたかなものである。

「カイナ」の複合形も,なにほどかおこなわれている。島原半島では, 「カ

イナイ」とあるOその「カイ」が「キャ-」となまったりして, 「キャナイ」

などというのもできているか。

つぎに, 「ガナ」複合形がある。

つぎに, 「トナ」複合形がある。これのおこなわれることは,県下にさかん

であり,たとえば,平戸島では,

○ドケ-　オイゾル　トナ.

どこへいらっしゃいます?

などと言っている。 『長崎方言集覧』には, 「トナ./Jも見える。 「トナ」と

・ともに「ツナ」もある。

「テナ」複合形がある。対馬厳原町の,
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0オマ-サンイチ/ミソウニタッチナO (八十歳ぐらい老人男-I-二十一歳男).

"お前さんは一番上だったな。"

に見られる「チナ」は, 「テナ」に摂するものであろうかO (上例は,山本俊沿

氏の調査されたものである。)

「トイナ」がある。また, 「タイナ」がある。 (「トタイナ」もある。)島原半

島では, 「タイナイ」が聞かれる。 「タイナン」もある。同半島内に「タンナー

イ」もある。五島列島内でも,私は,

○テ二~　タンナ。

そうです。

など, 「タンナ」を聞いた。

「ダイナ」の複合形がある。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県壱岐郡郷ノ

浦町里触」では,

fソソトキャ　ソレッシャ　モロチョコダイナ-2)

それでは　　それだけ.もらっておきましょう。　2)〔-daina:〕

などと言っている。島原半島内にも, 「ダナ-」があり「ダナイ」もある。

「モン(もの)ナ」「ムンナ」がおこなわれている。-「モンナイ」もある。

『全国方言資料』第9巻の「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」の条の,

f・---・・ヨサリガ　ヨ-　デクルトソ　フ-ジャオソナー

夜が　　　よく　出てくる　　ようだものねえ。

に見られる「オンナ」は, 「モソナ」に類するものか。 「モンナ」に近い「モ

ナ」, 「ムソナ」に近い「ムナ」もおこなわれている。

「ワナ」複合形がある。また, 「バナ」複合形がある0-島原半島には「ノミ

ナイ」がある. 「トバナ」の言いかたもあり(「ツバナ」もあるか。), 「トバナ

イ」も島原にある。 「バナン」が「長崎県下県郡厳原町豆醍」 (『全国方言資料』

第9巻)に兄いだされ,

/　　-　マ　　マソグッテ　ミヨ-バナン

まあ　さしくって　みましょう。



第三章　ナ行書文末詞　163

とある。 「/ミナナ-」という複合形もある。 「バイナ」の形も兄いだされる。

島原半島には, 「バイナイ」もある。

佐賀県

「ナ」文末詞のおこなわれることはさかんである。
ノ

○ドギャン　シヨリマス　≠。

どうしていらっしゃいます?

などと,問いに「ナ」を用いることもいちじるしい。小野志真男氏は,

ナ-は西部地区ではノ-よりも,ぞんざいな語であるが,田代地区では

ヨミナスツタナのように長上に対しても用いる。カソ,カイよりも敬意の

高い助詞である。唐搾地区では,久里村の例でいえば,カ-,ネ,ナ-,

カイの順に敬意が高まるというのであるから,同一語形でも地域によって

著しく用法が異なるわけである。

などと言われる。 (「佐賀県方言区画概観」 『佐賀大学教育学部研究論文集』第

四集　昭和29年11月)いずれにしても, 「ナ」は「タイ」などとともに,県下

で,生活表現をおおいにいろどるものである。

本県下ではまた, 「ナ-」に類する「ナイ」のおこなわれることがいちじる

しい。佐賀弁で,
一ノ

○スマンヤッタ　ナィ。

すまなかったね。

などとある。

○オ有サンナ　キゴザラン　ナィ。

お母さんは釆なさらんのね?

は,県南部での一例であるO 「ナイ」は,おおよそ,同僚ことばとしうるもの

のようである。上の県南部例のばあいにも, 「ナイ」が「ヤー」とも言われた。

佐賀県下に「ニャ-」がまたいちじるしい。 「佐賀のニャ-ニャ-ことば」



ie-

との言いかたがおこなわれているという。 「ニャ-」は, 「ナイ」からきたも

のかO佐賀市在住の-知友は, 「ネ-」をくだいたものが「ニャ-」か,と説

明してくれたo 「ネ」は,一般に, 「ナ」の下位に存立するもののようである。

そういう「ネ」にことよせて「ニャ-」が考えられているところには, 「ニャ

-」ことばの品位をよくうかがわしめるものがあろう. 「ニャ-」は,男女年

齢を問わず,広く用いられているという。 (=どちらかというと,若い人のあい

だでさかんである。"と言う人もある。)ところで,県南部の旧須古村では,老

女が私に,
一ノ

〇百~ガワグンデシタ　カニャO

(あの炭坑事故は)田川郡でしたかね?

と発言したo所により人によっては, 「ニャ」を広汎に用いてもいるか。唐津

市で聞いた「ニ十」例は,

○幸手-ワ　耳ムカ　三言-O

きょうはさむいねえ。

である。 -これは, 「下」の表現とのことであった。

※　　※　　※

複合形に, 「ナヤナ-」などというのもあるo 「佐賀県東松浦郡有浦村」 (『全

国方言資料』第6巻)の条に,

fシマンナックリャ　スグ　モヅテキテクレンナヤナー

済んだら　　　　すぐ　持って来てくださいよ。

とある。

「ヨナ」複合形がある。

「カナ」複合形がある。 -「カナイ」もあるか。 「カイナ」もある。

「タイナ」もある。 「デナ」もある。

「ガナ」複合形もある。
ノ

Oソ石~デクサナ。

それでね。
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などと, 「クサナ」を言ってもいる。

「モソナ」複合形があり, 「ワナ」複合形がある。

県南部の旧須古村で経験したことであるが,ここの生活語全般のうえにたち

はたらく文末詞には,じつに多彩なものがあった。さてそういう状況の中で,

ナ行音文末詞は,基本的な勢力を示していたようである。

fi帥蝣;j i.具

本県下にも, 「ナ」のおこなわれることがいちじるしい。筑後・筑前に, 「ナ」

はさかんである。

問いの「ナ」はもちろん,ただの言いかけの「ナ」,推量の「ナ」その他が

おこなわれている。

敬卑に関しては, 「ナ」をよいことば,目上-のことばとするのが一般的で

ある。筑前糸島半島では,

○耳ムカ　デ-.

さむいねえ。

と言っており, 「ナ-」を目上-のことばとして, 「ネ-」を, "友だちに言う

ことは""目下に言う。"としている。

「ナ-」の変態「ナン」は,ほとんど兄いだされないようである。 『全国方

言資料』第6巻の「福岡県福岡市博多」の条に見られる,

mン-　アラナン　サケ　イッショ-デスナ

ええ　あれはね,酒　　一升ですね。

は, 「ナ」の変態「ナン」を見せるものなのかどうか。

「ナ～」の変態「ナイ」は,筑後・筑前に広く兄いだされるようである0 -

-rナン」は兄いだしにくくて, 「ナイ」は広く兄いだされる点に,私どもは,

問題を感ぜしめられる。

○ニラニーイチ工事ヂャッツロ　カティo
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二十一日だったろうかねえO　　(育男.1・-父)

は,筑後八女郡矢部川奥での一例であるo (「カナイ」の複合形になっている。)

筑前東部,嘉穂郡下の一例は,
-メ

○アツ-　ゴザナス　ナーイo

お暑うございますねえ。　(中女1---老女)

である。 (白石美代子氏教示)白石氏は,

「ナイ」は老年層,特に女性に比較的よく用いられている。命令表現の場

合を除いて品位は割に高い。

との記事を寄せてくださった。筑前東方にも「ナイ」のかなりさかんなのは,

注目にあたいする。 -つづいての,豊前域のうちにも, 「ナイ」が兄いださ

れなくはないようである。

「ナイ」の変相と思われる「ニャ-」は,筑後内にも兄いだされる。

&　　　・ォ　　　※

以下に,福岡県下の「ナ」に関する複合形を見る。

最初に注目されるのが・ 「ヤナ」形であるo博多ことばの領域を中心として,

筑前のかなり広い範囲に, 「ヤナ」がよくおこなわれている。筑前西北,糸島

半島の例は,

○言ノ　-テ~ジす　タイ斉矛　ヒTノ キキクガル　ヤナ-0

この話しは,たいてい,人が聞きたがるよねえ。

○イクゲナ　ヤア-0

行くそうだなあ。

などである。 「福岡県福岡市博多」の条のほ,

mマ～　キツネガ-　デゴザッタット　ニーヨーナ　グワイデシタヤナ。

狐が　　　出なさったと　　いうような　ぐあいでしたね。

などである。 『博多ことば』という絵はがきには,

敵国降伏と書いた額の掛かつとりますケン,伏敵門と言うとります。そう

してこの門なア国宝建造物になつとりますやなア。
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というのなどが兄いだされるo福岡市内でなど, 「ヤナ」を「ヤーナ」と言う

こともあるらしいO,

「イナ」複合形が,まれにとりたてられるか。糸島半島例は,

○アテフ　ナリマシタ　イデー。

あんなになりましたよねえ。

である。

「ヨナ」複合形に,さらに, 「ノ」相当の「ソ」のそあったものがある。

○ウチガタガスル　ソヨナO　　(私の家がするんですよO)

は,岡野信子氏が, 「北九州生活語の文末助詞」 (『研究紀要』第六集)に記述

された一例である.

「ゾナ」複合形もあるが,優勢ではない。 「カナ」「カナー」は,ふつうにお

こなわれている。 「カイナ」「カイナ-」は,ややすくない。

白ナ」もある。 「タイナ」もある。

mミアイデスタイナ-

見合いですね。

は, 「福岡県福岡市博多」 (『全国方言資料』第6巻)での例である。

「ガナ」もある。

変わったものに, 「クサナ」がある。 「こそは」の「クサ」と「ナ」との複

合であろう。ただし,分布はよわいものであるらしい。

「モンナ」がある。かなりよくおこなわれていて,ここに九州弁のおもむき

が明らかでもある。

「ワナ」「ワイナ」がある. 「バナ」がある。 「バナ」などは,開かれることが

すくないか。
Iy

「アナタ+ナ」に相当する「ソタナ-」があるか. 『全国方言資料』第6巻の

「福岡県築上郡岩畳相島井畑」の条に,

′--=-　ヤッパー　コーニ　コドムホド　アルチタソタナー

やはり　　小さい　子どもはど　あると言いましたねえ,あなた。
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とある。

大分県

本県下でもまた, 「ナ」は,全般によくおこなわれている。問いの「ナ」も

あれば,誘いの「ナ」もある。

「ナ-」のむすびの文表現が,あるい言いかたになることはない。池田勘氏

は,県下南部の方言について,

この地域では, 「ナ・ナ-」も「ノ・ノー」も,ともに,さかんにおこな

われており,その用法は・いろいろに分化している。品位は,前者がたか

く,後者がひくい。

と言われる。阿部蓉子氏は,北部,宇佐郡の方言について,

「ネ」はともかくとして, (この土地では稀だから), 「ナ」, 「ノ」は,性別

よりも,年層よりも,その待遇品位によって使いわけられる。たとえば,

青年女子にあっても,その弟に話しかけるときには「タナ-」 「アンタナ

-」を使う。

と言われる。

○ヨ言芽-　ナ。

やすもうよ。

これは,中津市のことばであるo　国東半島では,かつての調査のさい, =目上

にはナ-o目下にはノー0日と聞かされたo (=女の人は,目上にも,目下にも

「ナ-」oHとも聞かされたo Hノ-はおもに男が言う.日ともあったo)

本県下に「ナイ」を見ることは,かたいoただし,松田正義氏の『大分県方

言の旅』第-巻の「大分郡西庄内村」の条には,

ア-,ソ-カナO　ダレガ　タブルカナエo

ああ,そうかねo誰が　飲むのかねo　(老女-老男)

というような例が見える。 「カナエ」とある。県下に, 「ナン」も聞かれない
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ようである。

※　　※　　※

本県下の, 「ナ」に関する複合形は,さほどに多種ではなさそうである。 「イ

ナ」をとりあげることができるか。国東半島内での一例は,

○キョ二す　訂-　77タ　イ-r-

きょうはよく降ったよねえ。

でl>^るL,

「ゾナ」が,かなりよくおこなわれている。 「ゾナ」相当の「ズナ」もある

らしい。 「ゾナ」が「ドナ」ともなっている。 「ロナ」ともあるか。 『豊後方

言集』第三時(波多野宗喜氏近藤倍氏市場直次郎氏　大分県立第一高等女学校

国文会　昭和11年3月)には,

イ-ゾナ　　分(よいぞな)

イーゾ-　　分

イードナ　　分

イ一口ナ　　分

との記事が見えもしている。

「カナ」がおこなわれており, 「カイナ」も,よりすくなくではあるが,おこ

なわれている。

「ガナ」のおこなわれることがさかんである。

○デロ-　ゴトモ　-ワン　ガ-ナ-。　　(中女　-老女)

"出ようというようなことはさらさら言わないんですよ。"

は,阿南光彦氏の教示せられた,大分県南部での一例である。

「モンナ」がなくはないけれども,あまり聞かれない。大分県下が,九州に

あっては,比較的,脱九州的であるところを,これも示していようか。

「ヮナ」が,かなりおこなわれている. 「バナ」は,すくなかろうo

「ァンタナ」があり, 「タナ」がある。 「タナ」は,県内でそうとうによくお

こなわれているようである。豊後西北辺の日田都下でも,
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0ヌ喜一　タデー。

ぬくいねえ。

などと言われている。

○京都-行って,ここのことばで　話しが　デテルガ　タテ-0

=-　できるがねえ。

は,中津市のことばである。同じく中津のことばに,
ノ

〇三~-,ソ～　カンタナ-0

ええ,そうですか。

との言いかたもある。

以上に明らかなとおり, 「ナ」文末詞は,九州におこなわれることが,じつ

にさかんである。中にあって,九州東北域の状況が,やや異色を呈すると見ら

れようか。これにつづいて,中国地方の「ナ」の世界が開けている。

四　中国地方の「ナ」ほか

山口県

本県下では, 「ナ」と「ノ」とがつれあっておこなわれていて,しかも,

「ナ」の勢力が,かなりつよいか。長門北部では, 「ナ」をよく言い, 「ノー」

も言い, "「ナー」はいいほうで, 「ノー」はわるいほう。"と言う。北部での

「ナ」例は,

○フニー　ヒ万ヤシニ,言-ソ　タ天~ラ~ヵッ亭イ　ナ-0

もうひるだのに,ごほんをたべさせてくださいね。
ノ

○盲~ル　=丁フ　デ亨ラー　ナ。

ひるとばんとできるよね。　(育男間)

などである。



第三章　ナ行音文末詞　171

0テルカラ　サ亨-　ナ。

そりゃああるよ(当然あるよ)0

は,周防東部内の「ナ」例である。周防の視島を調査した結果では, 「ナ」の

ほとんどおこなわれないのが注目された。長門の人,阿波陽氏は,

「ナ」と短かく切って話す場合は一般にやさしい感じをかもし出す0

と説かれるo 「ナ-」の長呼で問いの言いかたのなされることは,県下に多い.

周防東部での言いかた,

○イ首キャー　首ラテ-0

は, 「うごきはせぬワ一。」の意のものであろう。文末詞「ナー」がとらえられ

るのではない。ところで,

○ナラ~京-　サ斉二テモ　テ-　ナ～o

いくらさがしてもないよ。

になると,これの最後の「ナ-」は,遊離成分の特定文末部と見られる。 「セ

ソナー」の「ナ-」が,外形的には, 「セン」という打消形式相当のものにつ
ナ-

いているので,類推的に,その「ナー」が形容詞「ない」の下にもつけられる

ことになったか。

長門西部の,

C:-∴ "　-　　　。

まあお上がりよ。

のような言いかたでの「ナ」は, 「ナ」文末詞のはたらいているものだと解さ

れるo (「言-　オアガリナ.」というのであれば,この「ナ」は, 「ナサイ」の

「ナ」とされる。)

県下に, 「ナ」をつよめて, 「ナ-イ」「ナイ」「ナ～ソ」「ナン」などと言う

はあいが,見られないことはない。岩国市域には, 「ナ」に近い「ニャ」があ

るか。

※　　※　　※

「ナ」に関する'複合形では,まず, 「ゾナ」が注目される。
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ノ
〇二二ョ～　セント　マニ　アワン　ゾナ.

早くしないとまにあいませんよ。

などのように言われる。 「ゾナ」が「ドナ」になっていることが多い。
ノ

○サ亨-　イキ言ル　ドナO

さきに行ってますよ。

「ドナ」のはうがはるかに優勢のようにも見られる。

「カナ」の複合形に関連しては, 「--・・-　ノカナ。」の意の「ホカナ」がある。

「ガナ」複合形があり, 「トナ」複合形も聞かれる。

○チューブ斉トナo

中風だそうな。　　(老女-一息子中男)

などとある。

推量の表現をしめくくる「デ」文末詞に「ナ」をつける言いかたも見られる。

広島県

本県下では, 「ナ」「ノ」ともにおこなわれるうち,総じて, 「ノ」が優勢で

ある。 「ナ-」はなくて「ノー」ばかりという所も,なくはない. (-そう

いう所では, 「ノ」がよい言いかたにもおおいにつかわれているわけである。

「ナー」は,人に,しばしば"よそことば"とも思われていようか。)安芸西北

辺での調査によることであるが,人々は, 「ナ-」「ノー」ともに土地ことばだ

と言い, "「ナ-」はチ-トていねい。"と言っている。また, "「ノ-」はうち

のものに, 「ナ」はちっとは遠慮な人に言う。"とも言っている。

○テキチャンO亨ルテン　ナ。テトカラo

あきちゃん。やるからね。あとから。　　(小女問)

は,広島袴島唄での「ナ」の一例である。

○ドッタ　ンナーィ。

どうしたの?
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という安芸倉橋島両辺での一例では, 「ナ-イ」が見られるOが,これは「ナ

-」の「ナ-イ」ではなくて, 「ナラ」>「ナイ」の「ナ-イ」ではなかろうか.

「カ貢リャ一　センチ言-　ナイO」 (かかりはしないじゃないの.)などの「ナ

イ」は,形容詞の「ナイ」であって,文末詞「ナ」の変形ではない。

※　　　※　　　※

「ナ」に関する複合形では, 「ヨナ」「ゾナ」, 「カナ」「カイナ」などがある

が,さして言うべきほどのこともない。 「ゾナ」などは,おおよそ,広島県下

におちつきのよいものではないとも解されようか。

岡山県

本県下となると, 「ナー」の隆盛さが目だつ。広島県下の尾道は, 「ノー」を

さかんに見せるところであるが,その東の福山となると,反対に「ナ-」をよ

く見せて,岡山県地方-の近さを見せている。岡山県備中弁の「ナ」例は,

○ム言-ガ　ヒ7-カラ　チ-0

むこうが広いからなあ。

などである。備中島唄の先端部にある真鍋島では,

○テ㌻コイ　デー。

けっこうねえ。

○言-　フル　盲17ジャ　デー。オラーサン。

よく降ることですねえ。おじいさん。

などと言っている。

岡山県下でも, 「ナ」「ノ」を言うO　しかし,人は, 「ノ-」を, ‖友だちな

んかに"言うものとし, 「ナ-」を, "このほうがよいことば"としてもいるよ

うである。 「ナ-」が本体というおもむきは,概して,本県下につよかろう。

美作のことばに,「どう　した　ンナラナ。」などというのがある。 「どう　し

た　ンナラ。」 (どうしたの?)の言いかたに,さらに「ナ」をつけそえたりす
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るほどに, 「ナ」がよく運用されている.美作の-友人は, 「ナラナ」が,男女

老幼を問わず広く用いられるとしている。

岡山県下にも,一年有半,住んでいた私は,当時,広島県下は「ノ」,岡山

県下は「ナ」と感じたものである。 「あのね。」にしても,広島県下では,多く

「アフ　7-0」と言い,岡山県下では,ふつうに「アノ　テ-o」と言うO

岡山県下の「ナ」は,東隣,兵庫県地方以東の近畿弁の「ナ」に関連すると

ころが深いものであろうか。アクセントにしても,等しく山陽道に位する,広

島県,岡山県であるが,岡山県下は,ある種の変相を示し,それは,当県下の,

近畿に関連する地であることを思わせる。

さきの,備中真鍋島では,かつての一週間調査のさい, 「ナ」の変形「ナン」

を聞くこともできた。
_　一一/I

Oワレガ　ナン。

おまえがね。

などと言っている。真鍋島の属島の六島には, 「ナー」相当の「ニャン」があ

るかこ人づてに,
ノ　_

OT-ジャガ　ニヤンO

という例を聞いた. (-カ-ドに「三ヤン」としるしてあるのだけれども,

ものは, 「三言ン」に近いものとしてよくはないか。)

※　　　※　　※

県下の, 「7-」に関する複合形の文末詞では, 「ゾナ」が特筆すべきものであ

る。感想であるけれども,私は,これが岡山県的な言いかたであると思う。

(-近畿弁の中によくすわっているものでもある。)

○盲~-　ヒTル　ゾデー。

よくしてる(作ってる)よねえ。 (人々,作品を見てはめる。)

は,県北,美作西部内での一例である。

○言-　コ言イ　テル　ゾナ。

よくこ,こへ来ますよ。　(中女一・一一藤原)



第三章　ナ行音文末詞　175

紘,県東南隅での一例である。 「ゾナ」とともに, 「ゾイナ」というのもある。

「カナ」複合形も,通用のものである。 「カイナ」も,いくらかおこなわれて

いる。

「ガナ」もあり, 「デナ」もある。

山陽がわに対する山陰がわの状況は,どんなであろうか。

島根県

県下-石見・出雲・隠岐に, 「ナ」がよくおこなわれているO (もっとも,

出雲では, 「ネ」のはうが,よりよくおこなわれているけれども。)石見では,

一般に, 「ノー」も言うけれども, 「ナ-」がよいことばで,これが,あらたま

り用でもある。

出雲の「ナ」のおこなわれざまは,つぎのようである。

○ソノ ヒ白〕トガ　オク〔ii〕ッテ　ゴザレマシ〔i〕テ　ナ-0

その人が送ってくださいましてね。　(老昇一--藤原)

山間部では, 「ナ-」が,比較的よくおこなわれているか0-"同僚には「ノ

ー」を言い,目下には「ナ-」,目上には「ネ-」O"などという土地人自覚も

あるO 「ソ丁デ　デー。」「ソIJデ　7-.」の, ‖どっちもつかうoHなどとも

言っている。助動詞「ダ」におわるものを受けて, 「ナ」でむすび,文末に

「ダナ」の聞こえをひびかすことは,山陰にいちじるしい。たとえば,島根半

島北岸例だと,

○ダニダ　デー。

ばかだなあ。

などとある。

神部宏泰氏は,隠岐に関して, "五箇方言では, 「ノ」の品位が高く, 「ナ」

が低い。"と言われる。

ちなみに,石田春昭氏ご「担当」の『隠岐島方言の研究』 (島根女子師
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範学校　昭和11年9月)には,

するなよ　スンナナ

いふなよ　ユ-ナナ

との言いかたが見える。

なお,神部宏泰氏に, 「隠岐方言のナ行音文末詞」 (『佐賀大国文』第2・

号　昭和29年8月)とのご発表がある。

後藤蔵四郎氏は, 『出雲方言考』 (郷土改善会　昭和2年10月)で,
ヽ

広瀬附近にては一般になを用ゐる。飯石郡にては丁寧に言ふときにはなを

用ゐ,劣等-対してはねを用ゐることが松江とは反対である。

とも説いていられる。

「ナ」の変形「ナイ」が,いくらかあるか。広戸惇氏は, 『山陰方言の語法』!

(県立教育研修所　昭和25年8月)で,

大社町では「下さいよ」をゴザッシャ-ナィ。 「あのね」をアノナイ等ナ

イを添える言い方がある。

としていられる。

出雲に, 「ニャ-」と聞こえる文末詞があって,これのおこなわれることが

いちじるしい。たとえば,

○何々は　テ~;一ィダドモ　三~手-0

何々はないけどねえ。

などと言っているo 「ニャ-」が聞こえることもあれば, 「ニヤ」が聞こえる・
lEtら

こともあるo 「ニヤ」とともに, 「ネヤ」としうるものも聞こえる。これらに
IJ

関して,かつて神部宏泰氏の語られたところがおもしろい。 -"土地人は,

ぜんぶ「ネ-」と言っているつもりだ。"と。そこがだいじなのだと思う。

「ニヤ」と聞こえるはあいにも,その「ニ」は,じつは, 〔n弓〕なのであろうo
ヽ_..

「ネヤ」と聞こえるものも,じつは, 〔n冒a〕のはずである。要するに,出雲に.

は, 「ニャ-」またはそれに近く聞こえる文末詞があっても,それらは, 「ナ」i

系のものではなくて, 「ネ」系のものだと解される。 (出雲では, 「ネ」がよく
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`つかあれると,人々が説明しがちであるのも,ここに合わせ見たい。)

※　　※　　※

複合形には「ヤナ」がある。 「カナ」 「カイ(-)ナ」がある。

「ガナ」がさかんにおこなわれているこたとえば,

○タンビ〔i〕ダケン　ユー

ー: ∴

ガナ-Oトナリ〔i〕シ〔i〕ラズ〔ii〕ショT

(もちをつくのは)あんまりたびたびだから,いいよ(つかなくても

いいよ)0 「隣り知らず」をしようよ。

などと言う。 「ダガナ」となるのも,はなはだ出雲的である。

「デナ」がある。 (隠岐にもある。) 「ダデナ」もある。

「トナ」の注意すべきものがある。たとえは,出雲西辺で,

○テンキ〔kci〕ガ イ〔i〕万~㌻クラ　イクld〕 -Fナ。

天気がよかったら行くそうだ(行くんだってよ)0

などと言う。

「ワナ」複合形があって,かなりおこなわれている。

鳥取県

島根県下に隣って,鳥取県下は,全般に, 「ナ」をよく見せている。 -そ

の点では,鳥取県の状況が,島根県下のよりもやや単純であろうか。鳥取県出

身の室山敏昭氏は, "「ナ」は,鳥取県全般にさかんであって, 「ネ」は,鳥取

県下では,さほどおこなわれぬ。"と言われる。中国地方で,岡山県下と鳥取

県下とは,等しく「ナ」をよく見せている。 「ナ」のおこなわれることのかく

べついちじるしい近畿地方に接着するのが,これらの両県であるo鳥取市での

「ナ」例をひくならば,

○チャー　首㌻テ　クルケ-　デー。

茶を持ってくるからね。　(中女問)
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などがあるO 「/-ノケー　ナー」の言いかたが,よくおこなわれているようで

ある0 -これは鳥取市内にかぎらないo下のは因幡中部での一例である.

〇三-I-。イッテ二トクテ-　デー。

ええええ。言っといとく(言っとく)からね。

※　　※　　※

鳥取県下の, 「ナ」に関する複合形文末詞を見る。

因幡東北部のことばに,

○テル　コトダラー　カFイナ。

(彼岸と正月とがいっしょになることなんて)あることだろうかねえ。

との言いかたがあるらしい。 (昭和33年10月15日のNHK放送で聴取。)疑問の

「カ」は別とすれば, 「ナ-イナ」というのが注目される。はじめの「ナ-イ」

が「ナ」の変形だとすると,ここでは,それに,あらためて「ナ」を累加した

形が見られることになる。 『全国方言資料』第5巻の, 「鳥取県倉吉市国分寺」

の条にも,

′・・---　キャ　ガヤガヤガヤガヤ　イットッテナイナ

ただ　がやがやがやがや　言っていてねえ

とある。 「ナイナ」がとりたてられよう。鳥取市のことばにも,

○オ亨ジニ　言-　ニトル　テ-イナ.

おやじによく似てるねえ。 (生まれた子について言う。)

というのがある。

「ヨナ」複合形があり_,また「イナ」がある。

○ド-　シトル　イナO

どう,してる?

これは,.鳥取市内で聞いたものである。 「イ」があまりにもけぎゃかなので,

「イナ」をとりたててみる。県下の方々に, 「イナ」が認められる。

「ゾナ」があり, 「ゾイナ」がある。

「ヵナ」があり, 「カイナ」がある. 「カイナ」もよくおこなわれており,困
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暗では,なまった「キャーナ」なども聞かれる。 「テ二　キャーナ.」(そうか

いな。)などと言っている。

「ガナ」のおこなわれることがさかんである。

OTラサン　ユーノガ　イッT㌻す　斉ナ.

虎さんという人が言ってたわよ。　(老女問)

は,因幡奥辺の一例であるO 「ガナ」に対する「ガイナ」も兄いだされる。

伯者に, 「ダイナ」 「ダーナ」が聞かれる。室山敏昭氏教示の例は,

○オガマ;てル　ダイナー。

おがまれるんだよ。　(老男間)

○ず~ス　ダーナO

(ラムネの玉を)出すんだよ。　(小男間)

などである。

「ワイナ」が,伯著その他にかなりよく聞かれ, 「ワナ」も聞かれる。

瀬戸内海域は,中四国にかかわるものであるが,今,この所で,内海域全般

をとりまとめて観察してみる。概括的な言いかたをすれば, 「東から, 『ナ』が

『ノ』をおしている。」と言える。安芸・周防の方面になると, 「ナ」を拒否し

ているありさまである。山陽系の,広島県以西の諸島では, 「ノ」を日常こと

ばとすることが多く,これに対して,四国系の島峡は, 「ナ」を日常ことばと

しがちである。

内海中部の伊予大三島の北部(藤原生地)では, 「ナ」をおこなうことがない。

しかるに,一つ,

OTマ　三二~斉　ナ-。

いま言ったじゃないの。

との言いかたがある。起源はともかくも,ここに,特定のよびかけの「ナ-」

がある。 「のは」からきた「ナー」かとも思われるが,じっさいの意味作用は,

「(一じゃないの。」との,決定的な言いかたなので,現実態の「ナ-」として
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紘,もはや「のは」的なものなどとは,思いようがないものになっている。実

感から言えば,ここに,たしかに,複雑な意味作用を持ったよびかけの「ナ」

があるとされる。

中国地方の「ナ」を観察して,むすびのことばを述べれば,以上のように

「ナ」がおこなわれているとはいえ,問いの「ナ」があまりおこなわれていな

いのが注目される。 - (広島・山口の両県でほ,その点がいちじるしかろ

う。)九州状況との大きな相違が,ここにある。

長門西部に,

○首-　オテ弄す-　ナ。

まあお上がりよ。

などと,動詞連用形を受けて, 「ナ」でむすぶ言いかたがあることを,さきに

指摘した(p.171)四国内・近畿内に, 「オテ青す-　ナ」のような言いかた

が顕著である。そのようなものが,中国西辺に見られるのはなぜか。ここには,

長門地方が,けっして単純な中国性の地域ではないことがうかがわれて,興味

が深い。

長門地域のこの種の事実は,アクセントその他での問題事実とともに,あ

わせ解釈されるべきものであろう。

五　四国地方の「ナ」はか

まず,愛媛県地方では,「あの　ナoJ「だれさんが　ナ。」「どうどうしてナo」

といったぐあいの, 「ナ」の頻用が注目される。中予方面の「ナ」例は,

○アノ　テ二。

などである。 「ナ」にいたってこのように高音の徴標を見せるのが, -特色で

あるo女性の話しことばに,ことにこれがいちじるしいo

Oア,京二　ナ。

あら,そう。
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は,東予の一例であるo伊予西海の小孤島,青島の例を出すならば,

○ドガイ　シタラ　ナ。

どうしたの?

のようなのがある。

中予方面で言う「オす天デ.」などの「ナ」は, 「ナサイ」を思わせるもので

あろう。ところで,東予の一例,

○モテ　ォイデ　デ。

持ってきなさいね。

というようなのになると, 「ナ」が,文末詞として付加されているようである。

松山弁などの,

○オイデテ-　ナ。

いらしてくださいな。

などになると,この種の「ナ」は,明らかな文末詞とされるようである。

当県下で, 「ナ-」は,よいことばづかいになっている。 -「ノー」が,

それよりはわるい言いかたとされがちである。

「ナ」の強調形とも解される「ナン」がある。南予で,

○ドコイ イトッタラ　ナン。

どこへ行ってたのよ。

などと言っている。 (南予内には, 「ナン」をよくつかっているところがある。

目上の人や年寄りに言うとも言っている。)中予北部で,

○すゥ-ガ　スミマ貢ヶン　テン。

田植えがすみますからね。

などと言っている。このほうでも, 「ナン」の使用がさかんである。おもには,

老人のことばであるか。

「ナイ」という強調形も兄いだされるか。 『全国方言資料』第5巻の「愛媛県

北宇和郡津島町」の条には,
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mヤパソナ　コトナイ

野蛮な　　ことだったなあ。

とある。

東予の西寄りに, 「ニェア」があるかもしれないが,定かでない。

以下に,愛媛県下の, 「ナ」に関する複合形文末詞を見るならば, 「ヨナ」が

あり, 「ゾナ」がある。 「ゾナ」のおこなわれることはいちじるしく,東予内

では,
ノ

○盲一口カレン　ゾナ。

さわいじゃいけませんよ.　(おとな・--子どもら)

などと言っており,中予内では,

○キョ-ト-サン,コ77 ドー　ブナ。

教頭さん,これどうですか。 (かなりていねいにものを言う中での,

ややしたしい言いかたである。)

などと言っている。 「ゾナ」の煩に, 「ドナ」もなくはない。 「ブイナ」の言い

かたがある。東予東寄りでは,

○京`-　ゾイテ-0

そうだろうよねえ。

などと言っているO同地方で, 「京-ダッタ　ゾイデーO」と言うのは, 「そう

だったよねえ。」と,先方に賛成を強要するものである。

「カナ」の言いかたも「ガナ」の言いかたも,県下にかなりさかんなもので

ある。

○丁子ヨニ　三二ンジャ　ガナo

こんなに言うのよ。 (と知らせる。)

は,松山弁での婦人発言である。 「ガナ」を,県下の南寄りでは,あまり言わ

ないか。

「ワイ(-)ナ」の言いかたがあり,つぎのような,内在部分のある「ワイナ」

がある。
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fエーエー　シットライナー　　ワタシラモ

ええええ,知っていますよ,　わたしたちも。

『全国方言資料』第5巻「愛媛県温泉郡川内村井内」の条にこれが見える。 「シ

ットライナー」は, 「知ットル　ワイナ-。」のつづまったものであろう。

つぎに高知県下となると,一般状況としては, 「ナ」がおこなわれているも

のの,それは,愛媛県下でのようにいちじるしくはないらしいO　高知市西方の

浦の内湾のほとりでの一週間調査では,私は,土地人が「ナ」はあまりつかわ

ぬのを見た。 -「ノ-」と「ノ-シ」とをよくつかっていた。ともあれ,輿

下の「ナ」例は,

○亨丁ア　マタ,イテラ貢　テル　デー.

きょうはまた,一日じゅう降るねえ。

などである。 (県下西南部の例)ところで,浜田数義氏は, 「幡多方言における

敬卑表現」 (『高知県立中村高等学校研究論集』第一号　昭和31年1月)で,

「ナ」は中村附近でも用いられるが,それは自問自答の反語形式として,

「行くか-ナ(威はノ)。」 (行くだろうか,多分行かないであろう.)とい

う意味の場合にのみ限定せられていて,敬卑には関係がない。

と言われる。

「ナ」の強調形と見られる「ナン」が県下にあり,私は,早く,県下西南隅

の旧小筑紫村で,これを聞きとめた。

○オマ-ワ　ドコイ　イキャ ∴

あんたどこ-行きます?

など。土居重俊氏も, 『土佐言葉』 (高知市立市民図書館　昭和33年9月)で,

宿毛市中筑紫の,

ホンマカナソ(ほんとうかね)

をあげていられる。

県下西南部に; 「ニャ」があるかどうか。 「長州チョルチョル土佐ニヤニヤ」
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の言いぐさは,古くからおこなわれてきたものであろう。その「ニヤ」は,文

末詞「ニ」に関係の深いものであっても, 「ニャ」に近いものなのではなかろ

う。浜田数義氏も,上掲の論文で, 「ニヤ」を指摘していられる。

以下に,県下の「ナ」に関する複合形文末詞を見る。ひとくちに言って, 「ナ」

に関する複合形のおこなわれることが,あまりいちじるしくない。 -という

ことは, 「ナ」がいちじるしくはおこなわれていないということでもあるか。

複合形の,ありうる形を列挙してみれば, 「ヨナ」「ゾナ」「カナ」「ガナ」「ノ

ナ」などがある。土居重俊氏の『土佐言葉』に見える「ノンナ」の例は,

ソ'/'ナ　トコロデ　ナニ　ションノンナ

(そんなところで何をしているのか)

である。

徳島県下は, 「ナ」のさかんな所であるo (当域が,近畿の対距地であること

が思われる。)男女ともに「ナ」を言い,ていねいにも,またややぞんざいに

もこれを言う。
ノ

○ナルトノ　ウマレデスケン　ナ。

鳴門の生まれですからね。

これは,老女の-発言例である。依頼に,あつらえに,疑問に,その他に,

「ナ」が多用されている。金沢治氏の『阿波言葉の辞典』の中の-記述には,

アレ位ナンナ　　あれ位なにの〔恐れる事が〕あろうか

というのがある。

「ナ」の強調形「ナン」が,県南にいくらかおこなわれているらしい。
器ら

○エー　テラキヤ　ナン。

いい天気だね。

などと言っている。

「ナイ」が,そうとうによくおこなわれている。県北域にこれがいちじるし

いか。
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0アタシガ　ティ。

わたしがねえ。

○オイデトッタンカモ　テヵラン　ティo F二ィ。

いらしてたのかもわからないわね。ねえ。

などと言っている。中年女性などに,多く「ナイ」が聞かれがちか。 (中年以

上の男性も, 「ナイ」を言っているらしい。)

金沢治氏は, 『阿波言葉の辞典』で, 「文末助詞」の「ナフ」を指摘していら

れる。

ナフ(音韻転靴) (徳島市,女,全)

ともある。 「ナフ」は何ものであろうか。

県東岸の-也,橘町には, 「ニャ-」の言いかたがある。

○コ丁　ナン　テ三言-0

これ,なんですか?

などと言っている。 -目上に対しては,あまりつかわぬという。 (目上には,

「ニソ」や「ニ-」をつかうというo)当地の「ニャ-」は, 「ニヤ」系のもの

であろうかo 「ナイ」などに近い単純な「ニャ-」ではなさそうである。限ら

れた当地に, 「ニー」や「ニン」のよくおこなわれていることは,私も,調査

して領得している。

県下の, 「ナ」に関する複合形文末詞を見る。まず「ゾナ」のおこなわれる

ことがいちじるしい。

○コ丁,デフ下, -チ諒　ヤ万トシタラ,喜一　ヤ/T　モン　ゾデー.

これ,けど,蜂がやるとしたら,よくやるものだよhえ. (蜂の蜜つ

くりをはめる.)　(中男I一一藤原)

は,県南部の西奥での一例である。県下に, 「ブイナ-」も渡る。

「カナ」がおこなわれており,それよりも, 「カイナ」が,なおいちじるしく

おこなわれている。

○アテナンダ　ーヵィテ-0
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会わなかったかね。

といった調子である。 (「カナ」よりも「カイナ」が,より阿波に密着したもの

であるとするならば, 「カイナ」と,やわらかく述べる情調が,阿波のものだ

とも言えようか。)

県下に, 「ガナ」もよくおこなわれている。

○シリ諒フ　斉ナ。

知らないんですよ。

といったあんばいであるこ「ガイナ」もいくらかおこなわれている. (「ガナ」

と「ガイナ」とでは, 「ガナ」のほうが優勢であるらしい。おもしろいことで

ある。)

「トナ」の注目すべき用法がある。金沢治氏の『阿波言葉の辞典』を見るの

に,

イテ-見ンケドナ　ホラ　善ウ出来トリマストナ- 〔行ってはみませんが

それは,よく出来ているそうですよ〕自分の見解知識を相手に写そうとす

る

とある。

香川県下でも, 「ナ」が,東西一般に,よくおこなわれている。どの地方で

ち, -「ナ-」 「ノー」の両方がおこなわれていても, =「ナ-」は,ふつう

以上の品位"としていがちである。
ノ

○下言7　7ク　ンナo

どこへ行くの?

は,県東部の一例である。

○ホレカラ　ナ。

それからね。

○京二子　デー。

そうだねえ。
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は,小豆島の二例である。 「ナ」をよくおこなう丸亀方面に,
ノ

○ソ-　シナ　ナO

そうしなさいね。

などの言いかたがあるo上の例の「シナ」は・ 「しなさい」にあたるものであ

ろうo最後に「ナ」文末詞がつけそえられているo

県西辺の-島,伊吹島には, 「ニャ-」があるかどうか。 「こヤ」があるか

もしれないが,これも,定かではない。

当県下の複合形を見るo 「ゾナ」があるo 「カナ」があり, 「カイナ」がある。

「ガナ」がある。 「ノナ」「ンナ」がある。

「ワナ」が,比較的よくおこなわれているか。

○アテコノ　ウ71=　ァ万　ワテ-0

あそこのうらにあるわね。

は,県中部内の一例である.

四国全般の状況としては,高知県下に, 「ナ」の比較的よわいのが注目され

るo (ここは, 「ノ」のかなりつよい地域である。)いずれにしても, -四国

内にかぎったことではないが・ 「ナ」一種だけがおこなわれるというようなこ

とは・ありにくいことであるo多くは・ 「ナ」が「ノ」などと関連して分布す

るありさまである。

ところで,近畿地方となると,全国諸地方の中でも,とりわけよく「ナ」が

おこなわれている。

六　近畿地方の「ナ」ほか

方言としての近畿ことばの特色を一言であらわすとしたら, 「ナ」ことばと

言うことができようoいわゆる近畿弁の人たちは,ことごとに, 「ナ」のよび

かけことばをつかっているとも見ることができる。

瀬戸内海中部の-島に育ち・山陽系の「ノ」ことばにだけなじんできた私は,
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方言研究の道にしたがって,近畿弁を経験するにつれ,近畿地方が,まさに,

「ナ」のくにであることを痛感するにいたった。気づいてみると,近畿ととも

に,四国もだいたいそうであった. 「ナ-」に,近畿性とでも言いうるものが

あるのかとも思われる。

「ナ」は,近畿にとって,土着のことばである。それは, 「ネ」が,関東の土

着のことばであるのに等しく,また, 「ノ」が中国の土着のことばであるのに

等しいo一つの解釈であるけれども,私はかねがね,近故弁のアクセント(一

一したがって四国弁のアクセントも)の文アクセソト状況は,よびかけことば

(文末詞)の, 「ノ」でも「ネ」でもなくて「ナ」とあることに,よく関連して

いると解している。

近畿地方一般に, 「ナ」は,あるいは単純なよびかけに,あるいは問いの表

現になどなど,はばびろく用いられていよう。使用者階層といえば,もちろん,
_　　s s

全階層にこれがさかんである。幼少の人たちも, 「アノ　ナ。何々で　ナ。」(め

のね。何々でね。)などと,まったく　自在に「ナ」の生活をいとなんでいる。

女性がわに片よって「ナ」がよくおこなわれる,などということは,一般には,

ほとんどなかろう。

「ナ」ことばの品位は,上等ないし中等とされているのがふつうか。なにに

しても, 「ナ」はさかんにおこなわれているので,人々は,これに,品位意識

を持たないありさまですらある.但馬の-人士は, "「ノ-」は目下に言うこと

は。 「ナ-」はちっとましなことばかもしれんO"などと語ったO

以下に,府県単位の見かたを進めていこう。

兵庫県

淡路島北部での経験例であるが, 「ナ」文末詞が頻用されて,デス・マス式

の言いかたにはおよんでいないありさまが注目された。いわゆる無敬語の話す

生活の中で, -rナ-」が,ひときわつよく光り,これが,多くのはあいの待遇
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表現をまかなっているのであるO淡路南部となると, 「ナ-」「ノー」の両方が

認められるo淡路北部の一例をあげようo
s s

O言丁　ナン　ナo　コレ　ナン　デO

これなに?　これなに? (父おやがその子の幼男に絵本を見せなが

ら言う。)

「ナ」の文末詞が「デ」の文末詞と対応していて,ここに, 「ナ」の, 「やさし

み」表現の用法が明らかである。

兵庫県家島諸島内では, 「アノ　デー.」は同僚・目下に言い, 「アノ　7-0」

は目上に言うのだという。 (「アノ　有-o」はよその人に向かって言うのだと

いう。)

たとえば神戸市方面では,

○オコッタす-　ナ。

おこってやりなさいよ。 (小女がその叔父に,自分の兄のことを言い

つける。)

といったような, 「・-一一　ナ。」の言いかたがさかんである。但馬南部例は,

「オクL/-o」に対する「オクレー　ナ-.」(ちょうだいよ。)などであるo　四

国弁の中にも,この種の言いかたがあることは,さきに明らかにした(p.181)

こういう言いかたのばあいにも,文末詞の「ナ」が認められるとしたい。 「お

窟貢デ。」 (読みなさいo)などと言うはあいは, 「ナ」が「ナサイ」の「ナ」で

あると解される。 「お読高一　ナ。」などであれば, 「ナ」が文末詞と解される。

-かりに, 「お読貢-　ナ.」の「ナ」も, 「ナサイ」から出たのだったとし

ても,現状の「お読哀-　ナ。」での「ナ」は,文末詞相当のものになってい

る。おこなわれざまばかりか,人の,これについて持っている意識も,文末詞

意識であるのがふつうのようである。 「読ん〒-　ナo」などとあるばあいに

は, 「お読貢-　ナ。」などとあるはあいよりも,いっそうよく, 「ナ」の文末

詞らしさが受けとられる。

;X K?　　※
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本県下の, 「ナ」に関する複合形文末詞には,注目すべきものが多い。 「ナ」

は,他とむすびあっておこなわれることがいちじるしい。

「ヤナ」を最初に問題にするo 「ホントヤ　ナ-.」などと言うはあいは,

「ヤ」の指定断定の助動詞であることが明確であるから,問題はない。

m---・-　ウレシカッタヤナ一

一一一　うれしかったよね。

と, 『全国方言資料』第4巻の「兵庫県城埼郡捌晦町飯谷」の条に見えるよう

なのになると, 「ウレシカッタ」との言いかたのあとへ, 「ヤ」 「ナ-」の言い

かたをしているので, 「よね」とも言いかえられているとおり, 「ヤナ」を,普

と埼て文末詞と受けとりたくなるo

つぎは, 「ヨナ」である。この複合形は,めずらしいものではない。ただし,

これの用法には,ときに,特異なものが兄いだされる。 「-ナ」もあるのを,

ここに指摘しておこう。

「イナ」としうるものが,かなりさかんである。

○イツ青首~デ天　イナ。

いつごろですか。

は,但馬南部の一例である。播磨例なら,

○ナフジャ　イナ-o

なんです?

などというのがある。 「デス」「ダス」「ジャ」などのはあい,その発言が,し

ぜんに「(一イ」の音相をおこしがちであるO　この点では, 「イ」は,前者に

従属する付帯音とも解されるけれども,たとえば, 「いつィ。」 (いつ?)など

と-「イ」が明確であると,私どもは,この「イ」を,どうしても,文末詞

然としたものと見ざるを得ない。なんらかの「イ」にも, 「ナ」がむすびつい

ていれば,ここではまた, 「イナ」一体の文末詞が認められることになる。清

瀬良一氏が「神戸方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻　昭和32年12月)

の中にかかげられた一例,
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0京ラ,アソ言二　青首亭斉　アッすロイナo　(姉老女-妹中女)

・--注意喚起・--

の, r～ヤロ」のもとに見える「イナ」などは,いっそうもって, 「イナ」文

末詞と受けとりやすいものであろう。

県下に, 「ゾナ」のおこなわれることが,かなりさかんである。 「ゾナ」が

「ドナ」にもなっている。 「ゾイナ」もある。それが, 「ドイナ」ともなってい

る。

「カナ」は,じつに一般的なものである。それが,播磨内では, 「カ-チ-」

ともなっているO「カーナ-」は, 「カイナ-」に近いo 「カイナ」もよくおこ

なわれている。これは,兵庫県下のものであるよりも,むしろ,はなはだ近畿

的なものであるとも言うことができよう。鹿谷典史氏は, 、その『神戸方言集』

(神戸郷土研究会　昭和14年10月)の中で,

カイナ　疑問　(活動見にゆくんかいな)

カイナ　不可能(こんな筆で書けるかいな)

カイナ　意志　(うちらそんなこと言ふかいな)

と記述していられる。 「カイナ」が「カニナ」ともある。 「カイナ」がなまっ

て, 「キャーナ」ともなっている.これは,但馬がわでのことである。

○シテショ-　青首-ナ。

知らせようかいな?

は,その一例である。

「カイナ」に類するものともしうるか。特定の「カレーナ」がある。今石元

久氏は,宝塚市方面の二例,

○シル　カレーナ。

知るものか。

○イカン　カレーナ.

行くものか。

を教示された。 ・「カレー」の「L,-」は,人代名詞「ワL,」の「レ」であろう
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か。紀州方面につよいこの種の人代名詞利用法がここにも兄いだされるのは,

注目にあたいする。

つぎに問題とすべきは, 「ネンナ」である。清瀬氏教示の神戸方言例,

○ツイデニ　ダTマル-モ　言㌻テク万　ネンデー。

ついでに大丸-も寄ってくるんだね?

のばあいだと, 「ネン」が「のや」 (準体助詞「ノ」+指定断定助動詞「ヤ」)か

らのものであるとしても,今は,それが,つぎの「ナ-」とむすびあうものに

なっていると見られる。 「ネソナ」を一体の文末詞としてとりたてることが可

能であろうか。清瀬氏も, "その中で「ネンナ」を用いると,念をおす言いか

たになる。"と言われる。

「・- ・ネソ。」とあるはあいにも, 「のや」が「ネソ」となっては,その昔相の

いちじるしい変化によって,これが文末詞的なものと見られやすいことになる。

やはり,清瀬氏が神戸方言について報ぜられるものに, 「トナ」がある。 (前

掲「神戸方言の文末助詞」)

○ナ首-　-イッテ丁ヤ　シマ-ンアド　キレ=ニ　ナットリマ貢トナO

(「トナ」は老人らしい言いかた一一若いものはこのような言いかたは

しない。)

の例をかかげていられる。

「ガナ」「ガイナ」が指摘される。 「ガイナ」のほうが,よりつよく近畿色を

あらわしがちであろうか。播磨北部の一例は,

○サッラ~す;「万　ガイナO

さっそくいるさ。

て!'^蝣bc

「ワナ」「ワイナ」がある。 「ワナ」は, 「ワ-ナ-」などとも言われている。

「ワイナ」は「ワニナ」ともあるo但馬内では, 「ワイナ」「ワイナ-」が,

「ワェ-ナ」 「ワェ-チ-」となっている。播磨での,今石氏教示例の,

○テラデモ,貢ラ貢二。
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のはあいなどには, 「スラナ～」のところに, 「メ・ル　ワイナ-.」が認出され

る。

大阪府

当地方に, 「ナー」一本の生活がいちじるしいことは,多く言うまでもないO

「ナ」文末詞は,土地の生活の深部に生きている。
一ノ

○ドテ牙`シテヵテ　ナーO

どんなにしたってねえ。

ほ,府下の南部内の一例である.府下一般に, 「--　　ナ-」と長呼される

ことが多かろう。

ところで, 「ラフナン　ヤ丁~「亭-　ナ。」 (そんなのやめておきなさいよ。

小男　　父)といったような「ナ」の用法もあり,これのおこなわれることが,

またさかんである。

○テ~フナ　コト　ユテ~ジ丁　オ亭-　ナ。

そんなことを言わないでおきなさいよ。　(大女間)

○テ丁㌻ト　マテ-　ナ。

ちょっとまちなさいよ。　　(大男間)

などは,代表的な例とされよう(f-yy-くイIFデ.」といったようなば

あいの「シーナ」は, 「ナ」を分別せしめないであろうo 「ラ二」は, 「しなさ

い」を意味する。その命令形を,禁止形にうちかえたのが, 「荘子」であろ

うo動詞連用形尊敬表現法の禁止表現法形態と見られるo 「キーマワシナo」

にしても, 「気をまわす」の意の「キ-マワス」という動詞の連用形「キーマ

ワシ」に禁止法の「ナ」をつけて,この言いかたをおこしていると見られる。)

大阪弁での「ナ」の品位が中以上ともなることは,多く言うまでもなかろう。

府下の南河内郡で経験したことであるが, 「ナ」の変形「ナイ」が認められ

た。
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0カイモク　シテナンダ　ティ。

かいもく知らなかったね。

などと言っている。 「ナイ」が「ナェ-」とも言われている。 -「ナェ-」

が, 「ネー」に近くも発音されている。

¥;三　　　千　　　*

諸種の複合形があって,注目されるOはじ糾こ, 「ネンナ」をとりたててみ

る. 「ネソ」は, 「---・・-、一ノヤ」にあたるものなので,本来,文末詞とはし

がたいものであるが, 「どうどうしテンネン。」 (どうどうしたのよ。)などと言

われている「ネン」には,遊離性が認められ,これに「ナ」のつづいたものが,

「ネンナ」と_LてとりたてられなくはなくなっているO

「イ十」複合形文末詞は,当地方での特徴とされるものであるo

Oテ~三テ　ィナ。

何をね?

といったような「イナ」である。

○イッショニ　オチャ　ノミ青首~言　イナ。

いっしょにお茶を飲みましょうよ。

といったぐあいに, 「イナ」がきれいに出てくる。 (「イナ」とともに, 「ユナ」

も見られる。)

〇才矛ヲ　ァリマ貢　イデー。

だいぶんありますよねえ。

は,河内南部での一例であるo

「カナ」がある。 「カイナ」がある。後者のほうが,いわば大阪弁的であろう

か. 「ホン青　首イナ。」 (ほんとかしら。)というのなどは,土地っ子に愛用さ

れている-表現態かもしれないo

「ガナ」というのは,また,当地方での-特徴となっているものであろう。

○ラ~二ャ　ガナ-0

というのなどは,土地っ子の口ぐせの中にあるものかもしれない.自己の気も
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ちをはっきりと相手にもちかけようとする時, 「ガナ」が用いられていよう。

例の「-ネン」に「ガナ」がつづいた「ネソガナ」という一体性のものも見

られる。

「ガイナ」は,あまりおこなわれていないであろう。 「ガナ」が熱用されて

「ガイナ」は用いられないところに,生きた大阪弁のおもしろい習性があると

言えよう。 「ワナ」があり,このはあいは,. 「ワイナ」もある.

和歌山県

県下全般に, 「ナ」がおこなわれている.その用途は,さまざまである。県

南では, 「ナ」が目下に用いられもしている。私が,かつて串本町で調査した

時は,

○耳ムイ　テ-0

さむいね。

は,目下へのことばだとのことであった。 "特別のはあい,ごくしたしい人に

は,対等に「ナ-」を言ふ。日ともあった0日「ナ-」はいちばんいやなこと-ばO‖

という説明もあった.村内英一氏は, 「文末助詞のニュアンス」 (『言語生活』

第十七号　昭和29年2月)で,

東条婁郡明神村では, 「な-」は同等の老同志に, 「の-」は目上の者に対

して, 「の-よ」は同等または目上の者に親愛の意をこめて主に女に用い

られ, 「な-よ」は目上の著に親愛の意をこめて男だけが用い,

と説いていられる。南紀田辺市の東方の山地域内で私が聞き得た説明には,

o「フ~二」ホガ　三二　言いミヤ　7-0

「ノー」のほうがいいことばだね。

というのがある。

『和歌山県方言』に,

クルナソ　　来てはいけません
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こんなところへ　クルナン。

などというのがあるoこのはあいの「ナン」は,禁止の表現に役だっているも

のであるから,今は問題外のものとされるoそれにしても, 「ナ」の「ナン」

とあるのが注意されるo文末詞「ナ」が「ナイ」とも「ナン」ともなりやすい

ことの一般性が・こんなところにも見られるとされようかo県下では,文末に,

なんらかの「ナ」,その他がきた時に,たとえば, 「ナン」というように, 「ン」

音を付生させることがすくなくないo一種の習慣であろうか。 『全国方言資料』

第4巻の「和歌山県日高郡竜神村大熊」の条にも,

f--　ヨ-　オコシナン

はあ　よく,いらっしゃいました。

などとあるo 「オコシナソ」は, 「オコシナ」(いらっしゃいませ)の「ナ」の

あとに, 「ン」を付生せしめたものであろう。

文末詞「ナ」の変形としての「ナン」はなし、けれども, 「ナイ」はあるo 「あ

のねo」も, 「アノ　ナィ。」と言っているO　県下に広く「ナイ」が認埼られる

ようである。

※　※　※

当県下には,複合形については,言うべきものがさほどにはないo 「ゾイナ」

「カイナ」 「ガナ」 「ワナ」などがある。 「和歌山県日高郡竜神村大熊」 (『全国方

言資料』第4巻)では, 「カイナ」が,

mコノサーイ　カンズメ　　ヒトツ　ウッテクレンカニインナー

このねえ,　かんづめを　ひとつ　売ってくれないかねえ。

のように, 「カーインナー」となっている。

『和歌山県方言』の「カマナナ」 (かまひませんね)というのは, 「かまわぬ

ワイナ。」の「ぬワイナ」が「ナナ」となっているものであろう。

奈良県
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当県下にも,また, 「ナ」が一般的におこなわれている。通常は, 「ナ」が普

通度以上の品等のことばになっていよう。しかし,南部内には, 「ナ」が下等

のことばとしてもおこなわれているという。

「ナ」の変形「ナイ」があるか。 『全国方言資料』第4巻の「奈良県山辺郡

部那村」の条には,

mア　イツデモ　スマンノヤケドナイ

いつも　　すまないのだけれどねえ,

などとある。

※　　※　　※

複合形では, 「ヨナ」, 「ゾイナ」「サナ」がある。 -「サナ」の存在は,≡

重県のそれに通じるものである。

「カナ」「カイナ」があり, 「ガナ」がある。 「ガナ」のおこなわれることは

いちじるしい。

「ワナ」もある。

三重県

「ナ」は,一般によくおこなわれている。 "伊勢のナことばりとの言いぐさ

もあるという。伊勢の南北で, 「ナ」の勢力に差があるか。私どもには,その

濃淡がよくわからない。伊賀でも, 「ナ」がよくおこなわれている。
ノ

○首フセ,ヨ万デモ　イソガシーンヤ　ナ。

先生は,夜でもいそがしいんだね。

は,その一例である。志摩でも「ナ」がよくおこなわれている。東岸の国崎で

は,老若男女が,一般に「ノ」はつかわないで「ナ」だけつかっているのを,

かつて私は経験した。志摩に, 「ナー」に対する「ナイ」もあるかoまた, 「玉

同氏によれば先志摩では」,

アンノー(あのね)　　目上に
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アソナー( 〟 )　　同輩以下に

となっているという。 (楳垣実氏「志摩方言」 『東条操先生古稀祝賀論文集』

昭和30年5月)

三重県下全般に, 「ナ」は,およそ,敬意やしたしみをあらわしていよう。

また,同等以上のものに対してつかわれがちであろう。

三重県紀州に, 「ナイ」が兄いだされる。

○ス万フヤロ　ティO

するんだろう?

などとあるo志摩についてはさきに述べた。南伊勢にも兄いだされる0

県南,伊勢長島町では,人に同意を求める時など,文末で「ニャー」のよび

かけをしている。尾鷲方面でも,

○テ高手シー　ニャ-。　(育男-向)

などの言いかたがおこなわれている。 (佐藤虎男氏教示)私もまえに尾鷲町で,

○フルジャロ　ニャ-0

降るだろうねえ。

○キョーワ　亭ムイ　ン三言-0

きょうはさむいことねえ。

などを聞いた。 「ニャー」に, 「ニヤ」の縮約が考えられるか。この地では,普

ず「ニ」文末詞が注目されるが, 「ナイ」の「ニャ-」もあるかO尾驚などで

は,別に, 「ニヤ」そのままの形も聞かれる。尾鷲・木ノ本では,

○すムイ　三ヤO

などとある。

木ノ本でも, r-ヤ」が「-ヤ」に近く発音されてもいる。

佐藤虎男氏の談によるのに,尾鷲で「-ヤ」と聞こえるので,聞きかえすと,

"「-ヤ」ではなくて「・ニヤ」だ。日と,人は答えたという。

なお一つ,私は,伊賀で,
ー′1

0テヤ　ンニャ-0
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そうだよね。

との言いかたを聞かされた。 「ソ」は「ニ」からのものであろうか。 「ニャー」

は,どういう「ニャ-」であろう.

※　　※　　※

三重県下に, 「ナ」に関する複合形の文末詞は多いO 「ネ-ナ」があるらしい。

「ヨナ」がある。 「サナ」がよくおこなわれている。 (奈良県下の記述でふれ

EESli

I　-x*--　*'　t. -・・∴㌧・-、

まあ,それとよねえ。

は,長島町での一例である。

○-テラアクネ貢　サテ-0

話しのたねをよねえ。

は,伊勢市内での一例である。

○アン寺す コ二イヨーガ　サナー

(老女)

(大男問)

あんまり栄養がよねえ。

は,伊賀での一例である。

○ソリャ-　--　言タ　ナイ　サテ-o

それはいいことはないよねえ。　(老男一一藤原)

は,志摩での一例である。 「サテ-」のアクセントになることが多く,ときに,
ノノ

「サナー」とある。

「ゾナ」も,よくおこなわれている。 「ドナ」ともなっている。 -これが,

かなりさかんである。 「ドイナ」「ゾイナ」もある。

「ヵナ」のおこなわれることがさかんである。

○妄フセ　カ亭　モッテ　イク　カナ。

先生,傘を持って行きますか?

といった調子である。 「カイナ」もある。

つぎに, 「ガナ」がよくおこなわれている。
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ノ
○イ-ィ,ワッシャ　アヤへン　斉ナ。

いいえ,わたしはしやしませんよお。

は,尾鷲での一例である。

○ワーシ　ロクジュー-ッチャ　ガナ。

わたしは六十八なんですよ。　(老女・・・-藤原)

は,伊賀での一例である。

なお,
-ll-メ

Oテンヤ　ンナ～.

損だわね。 ("損じゃないか?=)

のような表現法が,よくおこなわれているoつまり,文末に, 「ヤソナ」が聞

かれるo llヤ」は助動詞にはかなるまいo 「ナ」は文末詞である。 「ン」は,中

間の挿生音とも考えられるかどうかo佐藤虎男氏は, 「転成文末詞『ニ(ニ

ー)』について」 (『国文学致』第五十七号　昭和46年11月)で,伊賀のrTテ~亭

タンヤ　ンナo」 (行ってきたんだよ。)の「ソナ」を, 「ニナ」と解していられ

る.伊賀でなくて,北伊勢にも,

ヤルンナ　　上ゲルワ

などの言いかたがおこなわれているo (三重県立桑名高等女学校『方言靴語集』

自家版　昭和8年2月)県南の紀州の内にも, 「キョーワ　サムイ　ンナ-.」

のような言いかたがある。

つぎのような,変わった言いかたがある。

○オトTTチュノヤ　シテテ-0

兄弟のことを「オトトイ」と言うのでねえo　(老女-藤原)

この例は伊賀で聞きとめたものであるo 「シテ」と「ナ-」との結合が見られ

るo (「シテ」も,すでに文末詞になっていよう0人は,この種の「シテ」を連

発してもいる。)

「ワナ」があるo 「ワエナ」もあるo 「ワサナ」もある。 「ワテナ」もある

としうるか。
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一ノ

○タイデアヤ　ナイ　ワテナー。

たいていではないよねえ。

は,伊賀で聞いたものである。

京都Iff-

京都府下では, 「ナ」がふつうによくおこなわれている。おおかたは,これ

がよい言いかた,ていねいな言いかたになる。北寄りの地域となると, 「ナ」

「ノ」を両立せしめているが,人々の意識は, 「ナ」本位のものである。丹後半

島の「ナ」例は,

○ソンニ　ゥス亭　シすラ　サム万言-　ナ。

そんなに薄着をしたらさむかろう?

などである。

「どうどうして　オくれ-　ナ。」の表現法は,府下に広くおこなわれてい

ようo 「どうどうして-　ナ。」の言いかたも,広くおこなわれているらしい。

※　　※　　※

大阪府下などでと同様,京都府下に, 「イナ」がよくおこなわれている。 「な

んです　イナ。」などといったあんばいである。

〇百ダ　千二す　ァリ言ス　イデーO

まだ十日ありますよねえ。

ほ,丹後半島での一例である。

「カナ」がおこなわれており, 「カイナ」がおこなわれている。

「ガナ」もおこなわれている。

丹後半島方面で「ダナ」が聞かれる。

○ラ~二ダ　テ-。シ,ン貫　ダデー。

そうだねえ。死んだわねえ。

は,その一例である。

(老女一一一藤原)
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「ヮナ」がおこなわれており, 「ワイナ」もおこなわれている。

滋賀県

全域に, 「ナ」がおこなわれている。 「どうどうして-　ナ。」, 「ヨンドクt/

ナ-。」 (読んでくださいO)などとも言っている.

岩本一男氏の『滋賀県方言の語法に就いて』 (プリント四枚　年月不詳)に

紘,

坂田郡を除く湖北地方では「ヨ-来タナイ」 (よく来たね)のように終助

詞「ネ」の意に「ナイ」を使う。

とある。 - (坂田郡内にも,この種の「ナイ」があるか。)

・s　　　&・　　:

岩本氏の上記報告によれば,湖南地方には,

ヨ-釆タネ-ナ

の言いかたがある。 (「ナ--」 「ナ-ヨ」もある.)

県下に, 「ヨナ」もある。 「イナ」もある。

「ゾナ」があり, 「ドナ」がある。

「デーヤ　ガナ.」 (そうなのよ.)など, 「ガナ」がよくおこなわれているO

「ガナ」とともに, 「ガサ」もある。 -「ソニケ　ガサ。」 (目そうですがねO")

などと言っている。

「ガイナ」もある。

「ヵナ」がおこなわれており,また, 「カイナ」がよくおこなわれている。

○ウテノ　オラーサン　アす-ナンダ　カイナ-0

うちのおじいさんに会いはしなかった?

は,湖東米原での一例であるo

「ヮナ」がおこなわれており, 「ワイナ」がおこなわれている。次の例は,

「ワヤナ-」をとらえしめるものか。
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mソヤ　タ-ト　セン　　　　ナソワヤナ-

うん,早く　　しなければ　ならないね。

これは, 『全国方言資料』第4巻の「滋賀県高島郡朽木村」の条に見えるもの

である。

七　中部地方の「ナ」ほか

福井県

若狭は,近掛こ類縁の地域である。 「ナ」が,ふつうによくおこなわれてい

る。

○ソリヤ　ウレッシャ　テ-0

それはうれしいことねえ。

は,小浜湾岸での一例である。松崎強造氏の『福井県大飯郡方言の研究』 (福

井県大飯郡教育会　昭和8年8月)には,

バラ・ス(四活) ・物を人にくれてやること　お菓子をばらしXA,冒

との記事が見える. -「ナ」の前に「ン」があるO

ところで私は,小浜湾岸では,つぎのような経験をした。 -老女が,私との

対話で,ずっと「ナ」文末詞をつかっていたのだが,だんだんになれてくると,

しまいには, 「ノ」を出しはじめた。若狭地方の方言地盤の-性質がここにあ

るのか。越前でも,敦賀から北上すると,やがて, 「ノ」がよく聞かれるよう

になる。

それにしても,越前内で, 「ナ」もよくおこなわれている。

○オ言-ワ　ダテ盲フヤ　デーo

おまえはなまけものだねえo　　(父一・-娘)

("女は「ナT」を言わぬ。"ともあった。)

は,福井市での「ナ」例であるO福井弁に関して, =文末では, 「ナー」も言う
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が「ノー」もよく'言う。日と言う人もある0　日「ノ-」のほうが敬意が深い。し

たがって女のほうが,頻度が高い。日と言う。愛宕八郎康隆氏によれば,越前

東部の勝山地方などでは, 「ノ」のおこなわれることがもっとも優勢で,とく

に女性にこれがよく用いられ,品位は「ネ」よりも低いという。

越前地方ともなると,方言総体に近畿的なものとの似かよいをつよく示しな

がらも,またこのように, 「ナ」に対する「ノ」の強勢を見せて,地域が,辛

はり,独自の北陸的なものであることを示している。

若狭に, 「ナ-」に通う「ニャ-」が見られる。

○テノ　三言-O

あのねえ。

○コリャ　アカン　ニャ-0

これはいけないねえ。

などと言われている。 "「ニャ-」はくだけた時のこと."だという。敦賀のこ

とばにも, 「アティ　三言。」 (暑いね。)などというのがある. (愛宕八郎康隆

氏教示)越前の足羽郡内などでは,

○セント　オ有言~クンニャ-0

"しないでおきなさい(というのに)0"

のような言いかたがおこなわれているO (寺横武夫氏教示)-この「ニャ」は

どういう「ニャ」であろうか。

越前西岸の鮎川では,かつて,
s

Oペンキョ　シテスッタ　カニャ.

勉強をしなさったかね。

などというのを聞いた。ともあれ福井県内に, 「ナ」相当の「ニャ」が,存在

してはいるようである。

※　　※　　※

若狭内に, 「ほんまや　ナナ。」などの言いかたもあるか。 「ネナ」もあるら

しい。
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若狭に, 「三~-ソホド　イテ-。」 (二度ほどよね.)などと, 「イナ」がおこ

なわれており,越前東部にも, 「イナ」がおこなわれている。そこに「-ナ」

もある。 「ゼナ」もある。

若狭・越前に「カナ」があり,また「カイナ」がよくおこなわれている。

「ガナ」もある。

若狭に, 「ワナ」「ワイナ」もある。

ffl】 m

長岡博男氏は, 「金沢市地方の方言『に』の一考察」 (『方言』第三巻第一号

昭和8年1月)で,
㊥　　　　　　　　◎

上方の言葉で『今日はゑゝ天気やな』一一一「な」を附ける語法は, (中
Ia

略)金沢地方の方言に於ても此の意味に於けるなは可成り広く使用せられ

てゐるのではあるが上方言葉の様に一般的ではなく,むしろ稗下品な使用

法とされてゐる。

と述べていられる。往年,私がはじめて金沢市をおとずれたさいにも,私は,

「『ナ-』はここでは最も悪い言葉とされてゐる。」としるしているO　とはいい

ながら,加賀の白峰では,

○ソす言 ナン　シル　モソ　ナ。

それはなにするものね?

などと,さまであるくなく, 「ナ」がつかわれてもいる。
◎

ところで, "「な」は能登方言に於ても金沢同様野卑な使用法であり"と,長

岡氏は言われるo (前記論文)能登の頭部地での私の調査にも, 「キョ-ワ

サ五イ　デー。」よりも, 「キョーワ　サ云イ　7-.」のほうがよりていねい,

という結果がある。能登半島西岸の富来町では, =「ァライ　ラー。」は男の人

のことば。女の人も,ヤンチャナ人は言う。"とあった。 -"同僚以上には

「ナ-」は失礼にあたるO身下に言う。"ともあった。とはいいながら,能登内
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でも, 「ナ」が,したしいものどうしの,ふつうのことばになってもいるよう

である。
ノ

○ネ言㌻デ　マシ　ナ。

すわってらっしゃいね。　(中女一一幼子女)

というのは,富来での,おやの子に対することばの一例である。

丁ナ」の変形「ナイ」がある。 『白峰村史』下巻の「方言」の記事(岩井隆

盛氏)には,

キンノ(昨日)のバンゲ(衣)ナイ(ね)

などの例が見られる。 「ナイ」について著者は, 「ね, -ヤにおなじい」とも

していられるOすなわちここには, 「ね」の「ニャ」もある。 -「ニャ」は

「ナイ」からのものか。かつて私が白峰調査で得た「ニャ～」の実例紘,

oTTテ　三言-0

そしてねえ。　　(中男　電話)

○ギテ　享有　イ有-デ　三~㌃-0

わしはまたそれがいやでねえ。　　(老女間)

○アラ丁ラント　ニャ-oダイジニ　サッシャL,0

あせらないでねOだいじにおしなさいO (病気みまい)　(中女)

などである。さきの富来町では, 「ナェイ」というのを聞いている。

○オッす　テ=イo

おったなあ。

などと言っている。輪島でも, 「アガリマッシ　テ=~二二」などと言っている。

愛宕八郎康隆氏は, 「能登島向田方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第一巻)

で,

○テ-ヤ　三言一。

そうだねぇ。　(中女　-老女)

との実例を示された。 "思案しながらの返事に''とある。能登に, 「ネヤ」や

「ニヤ」に関連する「ニャ-」があるかもしれないが,現況上「ナー」相当と
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見られる「ニャー」も存在するようである。

県下に「ナン」もある。岩井隆盛氏は, 「白山の麓(白峰の牛首)」 (日本放送

協会編『方言と文化』宝文館　昭和32年10月)の記事の中で,石川県石川郡

富野谷村の,

男B　ほんとに　雨はッかり　続いて　ヤ-ソ(嫌に)　なったンなソo

をかかげていられる。馬場宏氏は,その『能登木郎方言考』に,

これ重出-これナン

の例をあげていられ, 「ナン」を日精卑　同僚　身下に用う。"としていられる。

Si　　　　　　*

「ナ」に関する複合形を見るO

「ヤナ」があるo　馬場氏『能登木郎方言考』には, 「かわいを塾-かわいヱ

土」とともに, 「早く来い_主塑-早う来いヱヱ」 「食べるな旦垂-食べるなヱ

土」などの言いかたがとりたてられているo 『全国方言資料』第3巻の「石川

県石川郡白峰村白峰」の条には,

fトンデ　デッチャッタヤナー

走って　出ましたね。

というのが見える。

「イナ」がある。 『能登木郎方言考』に,

そうだけれども旦-そうヤt/ども　土t

そんなのに　よ-そんながニ　イナ

と見える。馬場氏は, 「イナ」を, =稗侮語「ね」の卑語日としていられる。

くこれは,どういう「イナ」なのであろうか。)

「ヵナ」がある。輪島では,私は, 「ガイナ」を聞いたことがあるo

能登に「ワナ」があり, 「ワイナー」がある。

富山県
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関西系の「ナ」の伝流を北陸に見るとしても,ここ富山県下では, 「ナ」が,

あまりさかんではないようにも思われる. - 「ナ」の中等品位の言いかたの,

しぜんにおこなわれているのを,かなり聞きうるようでもあるけれども。

○テシ　ナ-.

なぜね?　(中女一一一夫)

○キ7下クナ　ナ。

きのどくね。　(初老女　電話)

などほ,富山市西北郊での例である。富山県東部で,かつて聞いた説明は,

=このほうでは,あまり,よい人に「ナー」はつけない。日というのであった。

ここでは, =「ナ-」 「ノー」両者は敬意の程度おなじく,使用頻度もおなじoH

とも,あった。

あのねか　あのね--=-呼びかけ　「あのな」は下位

との言いかたが見える。 (富山市教育委員会『富山県方言集成稿H』　昭和34

年2月) 「アノ　ネ。」の意の「あのねか」との言いかたはめずらしい。ここで,

「あのな」の,下位とされているのが注目される。

大田栄太郎氏は, 「富山」 (『方言の旅』宝文館　昭和31年9月)で,
セ　　　　　　アシタ　フレアー

ナイ・ナイネ(幾等なんでもそんな事を為ん　-). (明日雨降れば行かん

-),共通語の王に似ている。助動詞の打消の終止形につく。

と述べていられる。どういう「ナイ」であろうか。黒部線の宇奈月で紘,

○ト弄矛ト言ヵラ　ニャ-。

遠い所からねえ。 (藤原の来たことを言うo)　(中女-ナ藤原)

などの「ニャ- (「ネァ」も)」を聞いたことがある。県東部域には, 「ニャー」

がかなりおこなわれているのか。なお私は,富山市西北郊で,

新湊で,女の子どもが,あとくちに, 「ニャ-」をつけるo

「テノ　三言-.」 (=あのね。=)「ラ-=シテ　三言-o」 (=そうしてね。=)

なI.'^

との説明を聞いてもいる。
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河内洋佑氏は, 「富山県井波地方の"なァ-ん"」 (『言語生活』第八十六号

昭和33年11月)で,

"なァ-んアイツ,デッカイコト/ミッカリュートッケッドなァ-ん,ダチ

ャカンヤッチャ" (あいつは大きな口をきくけど大したことのないやつだ)

としるしていられる。

※~　　※　　※

「ナ」に関する複合形文末詞については,今,私ほ, 「カナ」や「ガナ」を指

摘することができるばかりである。

○アIJ　首 ナニ〔i〕　ヨワリマス　ガナ。

あれ,これはなにを,おそれいりますわ。 (贈品-の謝辞)  (老女)

は, 「ガナ」の一例である。

‡>f 3 1!詩

県下に, 「ナ」が流通している。 -この点は,連関西的である。

佐渡は, 「ナ」をよくおこなっている。

○コンヤ　言キガ　テルラロ　デー.

今夜,雪が降るだろうなあ。

は,北佐渡の一例である. 「ナ-」は,気がるく,目下にもつかわれているら

MB

越後南部に, 「ナ」がふつうに見られ,目下にもおこなわれている。中部で

ち, 「ナ」が,中等度以下の品位のことばとされている。

○キョ-ワ・サ云イ　テ-o

きょうはさむいね。

紘,その一例である。北部でも, 「ナ」が男女によくおこなわれている。

○ソーダ　テ~-0

そうだねえ。
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は,下品だという。 (これに対して「ソ-ダ　訂-。」は,いくぷん上品だとい

う。)

「ナ」の変形「ナイ」があるか。田中勇吉氏の『越佐方言集』 (野島書店　明.

治25年12月)には, 「間投詞ノなあ,ない,  ・・-」とある。水沢謙一氏の『昔

あったてんがな　宮内昔話集』 (長岡史蹟保存会　昭和31年11月)の中の「こ

んげのきったない柿は,食わんない。」とある「ない」は打消である。

「ニャ」と聞こえるものが,県下にいくらかあるか。私は,県南域で「ニャ」

音形のものを聞いたが, 「ネヤ」が「ニャー」に聞こえることもあったかと思

う。佐波北西の外海府では,かつて,

○シン天イジャ　三~才一O貢~-ヤソ。

心配なことねえ。ねえさん。

というのを聞いた。

※　　　※　　　※

「ナ」に関する複合形文末詞については,言うべきことが,あまりない。

一つに, 「`サナ」があるか。 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡羽茂

村大崎」の条には,つぎのように見える。

mホトンド　アレラックサナ

ほとんど　あれだったよね。

岐阜県

本県下は,北陸についで,関西に近い所がらである。 「ナ」文末詞のおこな

われることも,また,美濃・飛騨にさかんである。 「ナ」は,たんなる訴えか

けをはじめとして,問いその他の諸用法にたてられている。

○アンす ドコイ　イクンジャ　ナ-a

あんたはどこ-行くの?

これは,飛騨高山市で聞いたものである。 「ジャ」の下に「ナ」のむすびのき
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ているのが注目される。この種のことが,美濃でも見られる。

美濃で,一般的に「ナ」がつかわれており, "コノ　-ンワ シすニ　「テ

二」オ　ツカウトコロヤ　ア-."(この-んはことばじりに「ナ-」をつか

う所だね。)などと言われている。はじめての他人にも, 「ナー」をつねとする

ありさまである。

土田吉左衛門氏は,その『飛騨のことば』で,

飛騨は多く関西系統に属し「な」を用い,

と述べていられる。

「ナ」の変形「ナイ」が, 『岐阜県方言集成』に見え(恵那郡), 『東濃方言

集』に見える。 「ニャイ」がまた『岐阜県方言集成』に見え,

あんにゃい　〔感〕あのね呼掛。　　　(武儀郡)

とある。つぎに,

あのなん〔感〕あのねえ。呼び掛けの詞。

そんならなん〔接〕それならね。

などと, 「ナン」の,美濃にそうとうにおこなわれているらしいありさまが,

『岐阜県方言集成』でうかがわれる。

※　　※　　※

「ナ」に関する諸種の複合形が認められる。

「ヤナ」という,注目すべきものがある。
_..-/

○ヨ-　キトクレンサッタ　ヤナ-Oマタ　キトクレン亭イ　ヤナ-o

よく来てくださったね。また来てくださいね。

は,飛騨高山市での一例である。

○テ~;~㌻ト　デルヨ-ニ　ナラマイ　チヤナ-0

(今のむきでは)ちょっと出るようにはならないだろうよo (鉱山の現

在)　(老男一・・一一藤原)

紘,美濃北部での一例である. -「テ」のもとに「ヤナ」がつづいている6

「ヨナ」もおこなわれている。
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「イナ」が,美濃にも飛騨にもある。

○ウテ　ロクジューダイニ　テルワ　キタ　イデー。

わしの六十歳代の時に来るは来たなあ。 (汽車開通のこと)

は,飛騨での一例である。 「-ナ」もおこなわれているo

「ゾナ」がさかんである。老女が,

○サームイ 遍^蝣83

さむいですよお。 (雪の降るころ)　(老女I一一藤原)

などと言っている。 「ゾナ」が,いきおい, 「ゾナン」となってもいる。

「ゼ(ジェ)ナ」があるo 「ゼ(ジェ)-ナ」とも言っているo

O下二ヵ　タノム　ラ-=ナO

どうかたのむよね。

は,飛輝の「ジェナ」例である。

○セン喜一,コ-ユー　ウすモ　テ万　ゼ-ナ。

先生,こういう歌もありますよO　　(老女・一一→藤原)

は,美濃の「ゼ-ナ」例であるo

「カナ」のおこなわれることが,県下にさかんである.目上の人には, 「T=

カノー。」とは言わぬ。目上には, 「テ二　ヵナ-。」と言う0日などと言ってい

る。 「カイナ」もおこなわれている。 -それが, 「キャ`-ナ」ともなってい

o->

「ガナ」のおこなわれることが,また,県下にかなrりさかんである。 「ガナ」

の発音も聞かれる。

美濃で, -つぎのは,北部での一例であるが,

○シT-リヤ　フナ。

私はひとりぐらしなんです。

などと言っている。 「ンナ」が注目される。上例では, 「ソ」のところにアク

セントわ高音部があって, 「ソ」は,何ものかと思われてくるoおそらくは

「ニ」かo 『郡上方言』は, 「ンナ」について, =親しみをこめた詠嘆を表し,終
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助詞のみならず,間投詞としても盛んに用いられる。日と説いており,

ホ-ヤ　ンナ.

そうだね。御尤もですわね。

などの例もあげている。これなどのはあいは, 「ソ」が,前後音の関係で,単

純に挿生したのかともうたがえるか。が, 「ソ」に「ニ」を考えることは,さ

しつかえがないようであるO (近畿地方でも考えられた　p.200) 『標準語引分煩

方言辞典』の「小詞」の条には,

ンナ　　有ルソナ,ありますよ。美濃。

と.ISる.

「トイナ」もある。 「モソナ」もある。 「モンナ」が「モナ-」などともあ

るか。

「ワナ」があるO 「ウェ-ナ-」もあるらしい。

愛知県

県内の一般状況としては,単純な「ナ」が,さまでよくはおこなわれていな

いのか。三重県下に接続しながらも,この点,本県下に,様相の異なるものが

認められる。県下に, 「ネ」は,よくおこなわれていようか。ところで,本県

下に, 「ナン」は,はなはださかんである。

「ナ」のおこなわれるはあいに,その直前に,小さな鼻音の聞かれることが

ある。知多半島内の事例で言うなら,

〇三一oイッテ　キク　ダンテ。

"ええ。行ってきたんですよ。"

というようにである。本例は,江端義夫氏の教示によるものである。氏が「イ

ッテ　キタ　ダソデ。」を「行ってきたんですよ。」としていられるのからする

と, 「ソ」音は,ある特定のものなのか。 (前後関係の中で,しぜんにうまれて

きそうな音でもあるけれども。)鈴木規夫氏の『南知多方言集』 (土俗趣味社
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昭和8年9月)には,

これは私の下駄ですわ　　コレワ私ノ下駄デスンナ

この本は要らなくなったから返すよ　　コノ本ワ要ランデキクデカヤスソ

ナ

などの言いかたが見える。近畿のにつづいて当地方にも, 「ニナ」の「ンナ」

が見られるであろう。 (これは複合形である。)

佐藤虎男氏は, 「愛知県・三重県海岸線の文末助詞」 (『方言研究年報』第一

巻)で, =三河で, 「ナ」の品位が「ネ」におとる。日と言われ,また, =尾張で

は,したしいあいだで用いることばで,中等品位,"と言われる。私が渥美半

島の調査にしたがった時にも, 「アノ　ア-。」は「アノ　7-.」よりも下の

位のものとされていた。

「ナン」のさかんなようすを見よう。尾張の知多半島内では,たとえば,

○-ジマルト　ア貢lFア　デン。

はじまるといけないからねえO　　(老女I一一一育男)

などと言っているo (佐藤虎男氏の前掲論文によるO)佐藤氏は, ‖「ナー」よ

りも,あらたまったいいかたで上品だという。"としていられる。知多半島内

の他の例は,

○言フ二チワ-o　ゴ717-サンダ　ナンo

こんにちは。ごくろうさまですね。 <中女　-中男>

○言-　キ万シテ クリャシタ。マク　アオマイ　ナン。

よく聞かせてくださいました。また,お会いしましょうね。 <中女

同>

などである。 (江端義夫氏の教示による。)

つぎに,三河の例をあげるなら,刈谷市方面では,

○チ亭ショーテ-　コト-　イテラキン　テンo

(怒っているときでないと)畜生ということを云わないからね。

などと言っているO (清瀬良一氏教示)黒田鉱一氏は, 「名古屋地方の方言『ナ
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モ』の研究」 (『方言』第一巻第四号　昭和6年12月)で,

岡崎市になると「ナン」を使ふ事が少く, 「ネ」が多い。

と述べていられる。三河も,東に行くにしたがって「ナン」がすくなくなるの

か。三河でも, "「ナ-」はわるいことばだ.そのわるいことばをやわらげるた

めに「ナン」と言う。"などと言われている。

「ナン」の「ン」効果は大きい.さてこの「ナン」は, 「ナ-」からきたも

のであろうか。あるいは, 「ナモ」の「ナム」となったものからできたもので

あろうか。三河出身の磯貝英夫氏は,三河の「ナン」について, =「ナム」から

の「ナン」を考えるよりも「ナー」からの「ナン」を"と語られた。 (「ナン」

があらたまった言いかたであるのからすると,これの起源を「ナモ」に求める

こともできようかと,思われもする。) 『南知多方言集』には,

「ナン」　親愛の意が含まれてゐる。郡内にも西岸にも「ナモ」がちょい

＼-用ゐられ,豊浜辺では「ノモ」があるが,河和附近では「ナン」にな

ってゐる。

という記述が見える。

尾張に,じつは「ナイ」もあるらしい。

なおここに, 「ニャー」のことをしるしておきたい。佐藤虎男氏は, 「愛知

県・三重県海岸線の文末助詞」で,

「ネヤ」 (ニャー)は,南勢古和浦,紀伊の長島・尾鷲・曽根浦などにあり,

尾張の横須賀にもある。頻度がたかい。

と述べていられるo　どういう起源の「ニヤ-」であろうか。

I: :　　ォー:　　ォ三

複合形については,さして,言うべきことがないO今,ここには,あり得てい

る形をひろうならば, 「ゾナ」, 「カナ」「カイナ」, 「ガナ」, 「ワナ」などがある。
ノ

○キj=耳イチ3:　言㌻ク　ワナo

「キナサイ」ってことですよ。　　(大男一一藤原)

は,名古屋弁での, 「ワナ」の一例である。
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静岡県

「ナ」が,本県下の全般に見られはする。

「静岡県安倍郡井川柑田代」 (『全国方言資料』第7巻)に,

mアメ　フッタッケンナ

雨が　降ったんだったね。

というのが見えるoこれにもまた「ンナ」が注目されるo県下の南端,御前崎

の調査のさいは,人が「ノー」について, =このはうがよいことばだOコTト

シテ言- (こことしては)0日と言っていた.目上や年長に「ノ」を用い, 「ナ

-」は年下や友人に用いるとのことであった.小学生(女)どうLも,たがい

に「ナ-」を言っていた.

遠江の浜名郡の内では, ``農家や漁家では「ネー」よりも「ナ-」だoHとい

うのを聞いたことがある。そこでは,

OI7--　オデフトサマ　ヒ貢万7-　F。

まあ,おてんとさまはまぶしいねえ。　(男性)

などと言っていたOこの「ナ-」は, 「ヤー」に対置されもした.山口辛洋氏

は, 『静岡県本川根方言の文』 (=静岡県の方言日の会　昭和40年9月)で,

この方言では男も女も区別なく,圧倒的に「ナ-」又は「ナ」が使われ

ている。

と述べていられる。

静岡県下に「ナイ」 「ナーイ-」があるo 『全国方言資料』第3巻の「静岡

県吉原市吉永」の条にも,

fサムシーケド

寂しいけれど (-ハイ)

というのなどが見える。

ショーガ　ネ-ナ-イ

しょうが　ありませんよ。

※　　※　　※
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複合形のことは・多く言うほどのこともないo 「ヤナ」「ヨナ」, 「カナ」「カ

イナ」, 「ガナ」などがある。

長野県

「ナ」は,じつに,本県下に一般的におこなわれている。その表現品位は,

やはり, 「ノ」のはあいの上位にあろう。 (もっとも, 「ナー」をつかっても

「ノー」はつかわない所もあるo)小学生どうLでの「ナ」表現例は,つぎのと

おりである。
ノ

○シテ矛　コ貢-≡-ニ　ナo

下へ来ないようにしてね。　(小学生三男一一一一小学生六女)

「何々だ　ナ。」のはあいの, 「-=・-ダ　ンナ。」というのもある。

青木千代吉氏の『信州方言読本　語法篇』 (信濃教育出版部　昭和23年10月)

には,

みてきたん皇(見て来たよね)

たべられるん逢(食べられるよね)

とんねんな(取れないよね)

などの言いかたが見える。 「ンナ」は「ニナ」か。

『信州方言読本　語法篇』には,

なお佐久地方では一般に, 「早く釆旦な」と「な」を添えて言うことがあ

り,下伊那の農村でも, 「お頼みなな」などと言う用法に接しました.そ

れから上田・小県地方では「見ておくん登や」と「や」を添えて言うこと

が盛んに行われています。これからの「な」や「や」は共に終助詞と考え

るべきもので, 「釆在」 「おくん皇」という希求の心を更にこまやかに表

現するために添えられた助詞なのでありますが,

とある。青木氏の説明が重要であって, 「なな」が「ナ」重複の訴えことば

(いわゆる終助詞)などと思われてはならない。 (「来な」などの「な」は, 「ナ
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サイ」系の「ナ」に相違あるまい。)

本県下に, 「ナ」の変化形「ナイ」が,そうとうよくおこなわれている。

『信州佐久地方方言集』には,

ソウダナイ(句)　　さうだね。

などの記事が見える。佐伯隆治氏の「信州北部方言語法(上)」 (『国語研究』第

十巻第七号　昭和17年8月)にも,

ソウダナィ。 (さうだなあ)

などの例が見える。また, 「困リヤショナイ(お困りですね。ナイはネの意)」

などの記述も見える。 『信州上田附近方言集』には,

ナイ　　打消にあらず。感歎を含めるもの。塩田附近最も多く使用す。僅

歌にも出されたる程なり。 「ソーダナイ」 (ネ)　「アノナイ」

とある。私が北信内で聞き得た例には,

○テーダ　ティ。

そうだね。

などがあり,聞き得た説明に,りコ下京ジリに「ティ」をつける。"などという

のもある。本県下の方言書の多くが, 「ナイ」をとりあげている。

「ナイ」に関連して, 「ナ-」もあり得ているか。

「ニャ-」がある。さきの『信州方言読本　語法篇』には,

木曽地方に独得な終助詞に「にゃ-」という語があります。

とあり,

そ-だんにゃ- (そうですね.そうだよ)

なんにもならんにゃな- (何にもならないね)

などの例があげられているO 「にゃな-」というのは,単純に「ニャ-」を受

けとらせるのであろうか。ところでまた,福沢武一氏の『信州方言風物誌第二』

には,

ソージャニヤー　　そうですね。

キデモキデモ,オナジコンダニャ～
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着ても着ないでも,同じことだよ。

こういった言葉づかいを入山のニャ-コトバとよんでいるO

との記述が見られる。

つぎに, 「ナン」がある。塚田康信氏が下伊那郡平谷村について教示せられ

た「ナン」の実例は,
ノ

ハナシワ　フント　カナ-07ントダト　スレバ　コマッタ　ナ・ンO

その話しはほんとうかな?ほんとだとすればこまったなあ。

などであるo飯田市方面では, 「ナン」のおこなわれることがいちじるしく,

かねて, 「ナンホイ」もよく聞かれる。 「ナン」は,南信のものであろうか。

※　　※　　※

本県下の, 「ナ」に関する複合形を見る。

「ヨナ」があり, 「イナ」「-ナ」があり, 「カナ」「カイナ」がある。

○オマイサマ　スラIT-　オテ斉す万　ヵナ。

あなたはすLをたべなさいますか。

は,飯田市での「カナ」例である。

「ガナ」もある。

『信州方言読本　語法篇』に, 「こ-いうに旦二(こう言うよねえ)」などと

ある「ニナ」も, 「ナ」に関する複合形文末詞としうる。 (この種の「ニ」は,

中部地方に特色的なものである。) 「ソナ」はさきにとりあげた。

県下に, 「モンナ-」に近い「モナ-」もある。

また, 「ワナ」がある。 『全国方言資料』第2巻の「長野県更級郡大剛寸芦

の尻」の条に見える,

mオリャ　　タマワ1)ニ　イッテクラワナ

わたしは　田まわりに　行って来るんだよ。

の言いかたは, 「クラ」の「ラ」が, 「ワイ」を内存せしめているのかどうか。

ともあれ, 「クラ」とあるあとに「ワナ」がきているのが注目される。同地に,
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mアー　スジャ　アカイヨナヤツ　カッテクラナ

では　　赤い,ようなのを　買ってくるよ。

のような言いかたもある。なお同地に,

/マー　ヨカッタワナイ

まあ　よかったですよねえ,

の言いかたもおこなわれている。

山梨県

本県下でも,だいたいに, 「ナ」がおこなわれているのか0 -「ネ」のほ

うが優勢なのであろうか。

○オ丁フ　デー。

りわたしがね。"

紘,県下西南部内での「ナ」の一例であるO上例については, "女がよく言う。

男も言う。日ともあった。 『全国方言資料』第2巻の「山梨県北都留郡上野原町

西原」の条に,

fソーダンべ-アナ

そうでしょうよ。

とある。これの, 「べ-」の下の「ア」は, 「ベ←」の言いおさめを柏手によび

かけようとする,文末訴え音ではないか。この例では, 「アナ」のまとまりが

受けとられるようである。

※　　※　　※

複合形は,おおよそ下記のとおりである。

「ヤナ」がある。

○デフタ　イ青　ヤナo

あんた行きなさい。

は,甲府ことばの一例である。
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「ヨナ」もある。また, 「サナ」がある。

「カナ」があり, 「ガナ」があり, 「ニナ」がある。
一ノ

○タブム　ニナ-0

たのむよな。

などと言っている。

「ダナ」があるo 『全国方言資料』第2巻の「山梨県北都留郡上野原町西原」

の条に,

mソレジャ-　カエルダナ-

それでは　　帰るんだねえ。

などとある。

「モンナ」もあり, 「ワナ」もある。

八　関東地方の「ナ」ほか

関東地方となると, 「ナ」について述べるべきことが簡素になる。

関東域の全般に, 「ナ」が存し得てはいる。 -おおよそは,くだけた,也

方的な言いかたとしてである。しかし,なにぶんにも,関東地方は, 「ネ」こ

とばの本領ともしうる所である。 「ナ」の勢力は,第二次的なものであろう。

神奈川県地方では,通常,

「ナ-」と「ネ-」とでは, 「ネ-」をていねいにつかう。

との傾向が見られるoおやは子に「ナ-」と言い,子はおやに「ネー」と言うO

土地の人どうLがたがいに「ナ-」を言いあっている時も,人々は,私には,

しぜんに「ネ-」を言うありさまであるo

それにしても, "「ナ-」を　すラト　ツカウ.=などとも言われているo　日

野資純氏は, 「方言文法論の実践-相模方言を例として-」 (『駒沢大学研究紀

要』通巻第17号1959年度)で,

o 「ト」 (添意)- 「ソフデiニーJ (慧峰品) 「オ丁霜ニー」 「フこャクイ
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0

すず-デー」 (同)等。ほゞ全県的。

と述べていられる。県西北部内の「ナ」例をあげよう。

○タイ-ンダ　ナ-。ヒロシマカラ　コチラノ　ホーイ　キサッシャンダカ

ラ。

たいへんだなあ。広島からこちらのほう-釆なさるんだから。 (老女

独話)
ノ

○オ丁す　ダニ㌻‡~テナ　ナ。

おまえさんはだまっていなね。　(老女)

q-ダ丁㌃テナ」の「ナ」は, 「いナ」の「ナ」で, 「ナ」は, 「ナサイ」にあたる。

最後におかれている「ナ」が,文末詞の「ナ」である。単純に「ナ」文末詞を

重複させることはない。

○オすニサン。コッテ　キテ　-ナシナ-　ナ。

小谷さん。こちら-来て話しなさいな。

・これも,県西北部内での一例である。

当県下の, 「ナ」に関する複合形文末詞には, 「ヤナ」があり「カナ」があり

『ワナ」がある。この方面の形態は,さして発達していない。これは,関東全

滅についても言えることである。やはり, 「ナ」のおこなわれかたが簡素単純

fi:ので,しぜん,複合形も,おこなわれることがすくないありさまなのか。

○イッすすテ　ショ-ガ　ナ万マミー　ヤナ一。

行ったってしょうがないだろうよねえ。 (やめたほうがよいというこ

と)

・○テンダッケ　カデー。

"何をするんだったかなあ。"

これらは,当県下の「ヤナ」 「カナ」例である。

東京都下の状況を見るO　まず伊豆諸島である。全般に「ナ-」がよくおこな

藷つれている。
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○オ丁デー　キテ　クL'ン　ナ.

おれのうちへ来てくれない?

は,大島での一例である。大島で,問いに「ナ」をよくつかっている。 『全国

方言資料』第7巻の「東京都三宅村坪田」の条には,

′トゥト　　　オケライクナーウ

おとうさん　起きられましたか。

との言いかたが見られるo八丈島には, 「ナイ」もあり, 「ニヤー」もあるO

「東京都八丈町宇津木」 (『全国方言資料』第7巻)の条には,

′ショイデ　ヨッケモナウ

それで　　いいですよ。

との言いかたも見られる。 「ナウ」は何なのか。

旧東京市域にも, 「ナ」が根づいていることは,落語などによっても知りう

るとおりである。東京ことばの「ナ」には,おなじく東京ことばの「ネ」との

対存がいちじるしかろう。東京語では, 「どこ-行く　ナ?」といったような

ことばづかいをすることがなかろう。 (「どこ-行く　ネ?」のはあいも,また

同様かと思う。) 「ナ」について,門地文子氏の言われることを引用しよう。

「さうだな」 「さう思うな」といふ男っぽい言ひまはしを現代の若い女性の

中には存外粗野でなく,歯切れよく使ひ消化してゐる人がある。 (「『こと

よ』と『だわ』」 『言語生活』第六十号　昭和31年9月)

東京都下の「ナ」に関する複合形文末詞としては, 「ヤナ」 「ヨナ」, 「カナ」

などが指摘される。なお問題とすべきものに, 「シ′ナ」と「テバナ」とがある。

mナンカ　オカズニ　シルヨ-ナ　モノア　ネ-カシナ-

なにか　おかずに　するような　ものは　ないかねえ。

は, 「東京都三宅村神着」 (『全国方言資料』第7巻)のことばである。

fチンド　ショッテ　コッテバナ

少し　　背負って　来てくださいよ。

は, 「東京都三宅村坪田」 (『全国方言資料』第7巻)のことばである0-「テ
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バナ」をとってよいのであろうか。

千葉県地方にもまた,気やすくつかう「ナJが見わたされる。 =自分が自分

の思いを言う時に, 「ナ-」をよく言う。"などとも,人は言っている.
-　一ノ

〇万イブン　フン　ナ-o

ずいぶん降るなあ。

などと,対等者には,気がるく「ナ-」を言ってもいるo H目上に「ネ」,同乳

目下に「ナ」。"などと言う人もある・。

「ナ」の「ナイ」もある。斎藤達夫氏の「東総地方方言集」 (『方言誌』第三

輯　昭和7年7月)には,

あのね　　アンナイ- (一帯)

というのが見える。 『全国方言資料』第2巻の「千葉県香取郡小見川町神里」

では,

m-・-・・・テツナッテ　モラエバナイ　　ケッコ-　　オエペ-カラ

手伝って　　もらえばねえ,　じゅうぶん　終わるだろうから。

の言いかたをしている。

当県下の「ナ」に関する複合形は, 「カナ」「ワナ」などである。

埼玉県下にもまた, 「ナ」の俗用が,東西に見られる。県東辺では,中年女
ノ

性から,=メシテ三ワ　「テ」ト　言う　ワネ。日と聞かされたo　老女からは,

"おさないころにも, 「ナ」はあるいことばで, 「ネ」はよいことば。 「ネ」は

おおむかしからある。"とも聞かされた。

○ホン音-　デー。

はずかしいなあ。

は,県西,秩父方面での, "同輩のあいだでのことば"である。

県下に, 「ナ」の「ナイ」もある。

複合形は, 「セナ」「ヨナ」「イナ」, 「カナ」「ワナ」などである。
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群馬県下では,
0　0

惑BSCE

が, "県下一般"におこなわれているという。 (群馬国語文化研究所『国語』 3

昭和22年冬季号)いわゆる同等以下につかわれることが多かろうか。

○オフフ貫　首イ　テ二。

ぼくの家に来いよね。

これは,桐生市での,小男問のことばである。
ノ

〇万7ベン　ナ。

ごめんね。

これは,前橋市東北郊での子どものことばである。 (小男が言う。)

県下に, 「ナ」の「ナン」がある。県西北部の吾妻郡六合村では,
ノ

○下ゴェ　イず　ヵナンO

どこ-行くのですか。

(ていねいな,目上-の開きかた)

fi:どと言っているo (大橋勝男氏教示)桐生ことばで, 「看二　ナソ. (そう

なの。 -ただの合点)」 「そん　テンo (同前-驚いたはあい)」などと言っ

ている。 (斯林不二彦氏教示)この「ナン」は「ナノ」の「ナン」か。片貝政

一氏も, 「桐生市及びその周辺の方言」 (『国語』 1　昭和23年春季号)で,

ソンナン-そうですか

.としていられる。

群馬県下に関しては,なお, 「ニャ-」がとりあげられる。大橋勝男氏の「宮

城県の方言の文末訴え徴妙音」 (『方言の研究』第2号第2冊　昭和45年3月)

には,
おつち　おつちざわ

「群馬県多野郡上野村大字乙父字乙父沢」の方言は,近隣地方の人々から

「ニャ-ニャ-ことば」とか「猫ことば」と評されているO共通語の「ね」

文末詞に対応するものが,文末で,



226

0ナノ　ニヤー。 (あのねえ。)

と<*.cるL,

との記事が見られる。

本県下の複合形にふれるならば, 「ヨナ」があり「イナ」があり, 「サナ」が

あり, 「カナ」があり, 「ガナ」があり, 「ワナ」がある。

○テ-　サデーo　ソ-ユ-　コテ-　ネ-　・r-

そうさなあ。そういうことはないなあ。　(老男一一一大男)

は, 「サナ」の一例である。

〇一一の所で　ト音ティ　テ-0

何々の所でとまるわねえ。　(大男間)

このはあいは, 「とまる　ワイナ-」が「ト音テイ　ラー」になっているO

栃木県下にも,全般に「ナ」の俗用が見られるO 「ネ-」をよく言うけれど

ち,一方で「ナ-」がおこなわれているo

Oキョ-ワ　サ百石　蝣J--cデフトモ　サ五才~　テ-0

きょうはさむいなあ。なんともさむいなあ。

といった調子である。問いにも「ナ」が用いられている。

本県下に, 「ナ」の「ナイ」の,かなりよく見られるのは,注目にあたいす

るO 「テ二才　ティ(そうだねO)」などとあり, 「ナイ」の「ナ-イ」も聞か

れる。

複合形は, 「カナ」 「ガナ」などである。

茨城県北で-男性から聞いたことばは,

○ド-シテモ 「ネ」ト　デ㌻チャウ。 シュ-カンニ　ナッテッカラ　ナ。

どうしても「ネ」と言ってしまう。習慣になってるからね。

であるo "「ネ」は目上に, 「ナ」は友だちとか小さい人とかに。"といった説明

も聞かれる。 "「ネ-」のほうが,この地方では,ていねいとしている。"=女は
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「ナ-」をつかわぬ.男はつかう。"との説明も聞いたo県下に「ナイ」も,な

くはないらしい。

複合形は, 「ヨナ」 「カナ」「ワナ」などである。

mミズノ　　　　　キツネガ　　　　　　-イッタンダネノガナ

さんずいへんの　きつねが(腹の中に)はいっていたのではないのかね。

は, 「茨城県新治郡葦穂村」 (『全国方言資料』第2巻)の「カナ」例であるo

九　東北地方の「ナ」ほか

東北地方には,関東地方でのはあいよりも, 「ナ」の,いちだんとつよい存

在が認められるか。

福島県

福島県下には, 「ナ」の使用のさかんなものがあるo 「ロテ丁フ貢　シテニソ
ノ

ダ　ナ。」 (六人か七人だな。)などと「へノダ　ナ」の言いかたをするのは,

県下(当県下にはかぎらないo)につよい,一つの習慣であるo

oァテラ享-　モンず二.タマンゲダ　デーo

(戦場で弾は)あたらないもんだ。おどろいたなあ。 (経験者の言)

は,福島市南方の「ナ」の例である。

当県下には, 「ナン」や「ナイ」があって,注目される。

「ナン」は,県下の中通り方面によくおこなわれていようか0 -会津にも

これがあるらしい。 「ナ-」と言うよりは「ナン」と言ったほうがよいことば

になる。 「ナイ」と言ってもよいことばになるが, 「ナイ」と「ナン」との軽

重に関しては.人の言うところがまちまちである。``「ナン」よりは「ナイ」の

ほうがていねい。日と言う人もあり, 「ナン」のほうがいっそうていねいである

と見る人もある。私の,かつて中通りの車中で聞いたことであるが, =「ナン」

はおもに在でつかうoHとあったO (=四十歳代の人でも,一家のあるじになっ
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たとI、う意識ができはじめると, 「ナン」をつかう。"などともあった。)なお,

この人は, 「ナン」について, "これから五・六十年で絶滅することばだと思う。"

とも語ったりした。ともあれ,この時は,私は,人が「ナン」や「ナイ」をは

っきりと特立させるのに,興味を深くしたのだった。この人から聞き得た実例

は,
s

Oキョーワ　ゼ〔9〕-　ヒダ　ナン。

きょうはいい目だね。
-　　I　　　一ノ

○アッ　ホーダ　ナン。

あっ,そうだね。

などである。

「ナイ」は,おもには,中通り以東におこなわれていよう。 -会坪内にも

なくはない。会津西北では,私も,

○マず アヅ〔ti〕グ〔d」ナン ティ〔naO。

また,きょうも,暑くなるね。 (朝七時すぎのあいさつ)

(中女-・・-藤原)

というような実例を聞いている。 「ナイ」とはいいながら,上のようなものが

聞かれた。

「ナイ」と「ナ-」とは,東北発音下にあっては,ことに区別しがたいもの

である。 「ナ-」と, 「-」文末詞を用いたものが, 「ナイ」に近く聞こえる

こともあるのではなかろうか。本堂寛氏は, 「地方特有語についての言語地理

学的一考察」 (『文化』第二十一巻第四号　昭和32年7月)で,

福島県の西半分は, 「ナ」又は「ナシ」であるのに対して,東半分は

「ナ」文は「ナ-」である。 (略)

福島県東半分つまり北は伊達郡・信夫郡から南は東白川郡にいたるまで,

「ナ」に「-」文は「イ」をつける言い方をする事が知られるのである。

この「-」叉は「イ」が, 「ナ」と不可分の関係の語では決してなく, 「ナ

-」叉は「ナイ」とのみ用いられるものではなく, 「-」単独で,例えば
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「書く」「歩く」について「カク言」 「アルク-」となって柔らげられた語

調に用いられるのが普通である。

と述べていられるo今,私は,氏が=「ナ」に「-」文は「イ」をつける言い

方をする事が知られるのである。日と言われる点に依拠したい。 「ナイ」がある

ことは,ここでも,事実とされているのであろうo (当県下の方言書や研究家

たちにも・ 「ナイ」形の存立の指摘がある。)今日の状況に即して,いわゆる共

時論的な受けとりかたをする時, 「ナ」に対する「ナイ」形文末詞を受けとる

ことは,たしかに,してよいように思われる。

昭和24年のこと,宮城県白石町の宿では,そこの主人から, =福島では, 「ソダ

ナインO」を言うoHとの話しを聞いたO 「ナイン」または「ナイン」も,ありうる
のか。

「ナイ」は,県下に,よくおこなわれているように思われる。 -この点は,

全国的見地からしても注視される。

福島市での「ナイ」例をあげておこう。
ノ　　　　　　　　　　　　　ーノ

○キョ-ワ　ナィ.イラ膏シ〔i〕ク〔ii〕ッテ　ナィ。

きょうはね。いそがしくてね。
一・ I

Oアノ　ナィ。

あのね。

これを聞いた時は, =目下や・したしいものには「ナ」をつかう。日との説明が

あったO　なお・この人は, =ていねいなことばをつかうと,かならず「イ」.が

つく。"と語ってくれた。

*　　　&　　　溢

「ナ」に関する複合形に関しては,言うべきことが,さほど多くはない。

「ヨナ」がある。 「サナ」もあるのか。

「ワヤナ」があるか。 『全国方言資料』第1巻の「福島県河沼郡勝常村」の

条に,
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fオラ　　　トデモ　アノ　シッ′くナ　オヒキモノデ　アックワヤナナソ

『わたしは　とても　あの　立派な　　引出物で　　あったよ』などと
3)

テー　　キシャッタッタダ

言って　帰ってこられたよ。

3) 「きられた」の拒。

と見える。

「ヵナ」があり(「ガナ」と発音されがちであり), 「カナィ」があるo

○ゼニ〔i〕 アツ〔ii〕メニ日〕デモ イッタナベ　ガナ一。

おかね集めにでも=行ったんだろうか"0

は, 「カナ」の「ガナ」例である。

なお, 「モソナ」もある。 (-「モンナ」複合形は,東北内にも見られ,分

布がおよそ全国的である。)

「ワイナ」というのもある。

宮城県

当県下でも「ナ」が,日常,男女によく用いられている。 「ソダ　ナ。」 (そ

うだな。)などとある。

県最南の角田では,かつて「アノ　テイン。」 (あのね。)というのを聞いた。

県南では, 「ナイ」形がかなり聞かれるのかと思う。 「角田ナイナイ」などと

も言われている。

「ニヤ」などと聞こえるものがある。県南方の白石市方面では,
一一4

0京ンニ〔i〕テヅ川〕イ　ニァ一。

ほんとに暑いね。

などと言っている。調査当時, =女の子どもたちからむすめさんたちが言うo"

と聞かされた。さてこの「ニァ」は, 「ニャ」に近く聞こえはするものの, 「ナ

ィ」の「ニャ-」などではなかろうo察するに,地ことばの「ネ」の訴えが強

_ー・ノ
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調されて, 「ネ」のもとに「ア」音がおかれて, 「ネア」の言いかたがなされた

のであろう。若い人たちが「ネ」ことばを強調してこのような音形にしたのは,

もっともなことのように思われる。

仙台弁で聞かれる「イ斉㌻タ　三言-.」 (よかったねえ.)なども, 「ニャ

～」の聞こえが認められはするけれども,本来は,やはり, 「ネア〔a〕」と解

しうるものなのであろう。それはともかく, 「ニャー」のよびかけ音が聞こえ

ること自体は,県下の南北に見られる。

※　　※　　※

「ナ」に関する複合形には, 「カナ」があり(「ガナ」ともあり), 「カイナ」

がある。土井八校氏の『仙台の方言』に見える,

「わだっしゃぶきでござりますお,そった刺繍なだ,だ-れ出来すけな」

(私は不器用でございますもの,そんな刺繍などどうして出来ますものか)

などの「けな」は, 「カイナ」ではなかろうか。

山形県

本県にもまた, 「ナ」がさかんである。 「何々だ　ナ-O」のことばづかいも,

よ<flf用されている。

○コIF言　ワ京子有-　モソダ　デー。

ことばはわからないもんだなあ。

は,庄内,鶴岡市の人のことばである。この例でも明らかなとおり,庄内地方

でも, -「ノ」のさかんな所がらであるが,なお, 「ナ」もおこなわれてい

る。 『山形県方言集』にも,

それだばわりのな。 (それならわるいですね。)庄内

などとある。庄内,藤島町の「ナ」例をさらにあげるならば,

○モシ〔i〕モシ〔i〕-. 喜シ〔i〕-。フ〔d〕タバン　言ダ　デ貢-　ナ～。

もしも.し。もしい。ふたはんはまだ出ない?　(中男　電話)



232

などがある。ところで,この藤島町では, 「ナ」に関して, "標準語の「ね」

にあたる。", ‖「ナ」はいなかくさい。", "「ノ」と言えばよいほうだ。"などの

発言があった。

県東北部の新庄では,私は, -中年女性が,新庄の「ナ」と庄内の「ノ」,と

いうような対比をするのに接したことがある。

県下に, 「ナ-」の発音になる「ナ」ことばもあるか。米沢市方面では,

○サム〔ii〕イ〔i〕ゴトナェ-イ〔i〕。

さむいことね。

といったような言いかたもされているらしい。

*　　　*

「ナ」に関する複合形文末詞としては, 「ヤナ」「ヤソナー」, 「ゾナ」, 「カ

(ガ)ナ」, 「モソナ」などを兄いだすことができる。
8)

fダーL,モ　オシー　　ヒド　ネ-モンダモソナ-

だれも　　ほしがる　人が　ないものだものねえ。

8) 「モ,/」は「ソ」が寸づまりな発音〔mul品〕なので.ただ「ム」のように聞こえる.

ほ, 『全国方言資料』第7巻の「山形県東田川郡朝日村大鳥」の条に見えるも

のである。 「モンナ」が「モナ」ともなっている。

m--・・・-　アガッテキタモソダ

-・-・-　上がってきたわけだよ。

fトッタモナ-　　　　アソトキ

撃ちとったものねえ　あのとき。

紘, 『全国方言資料』第1巻の, 「山形県南置賜郡三沢村」の条に見える「モ

ナ」例である。 「モナ」が「ムナ」ともなっているらしい。 (「モソナ」の「ム

ソナ」もあるらしい。)

「モソナ」に該当する「オンナ」もあるO 『全国方言資料』第1巻のr山形

県東田川郡黒川村」の条には,
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mソダ-　　オラダッテ　ワケ-　トキダバ　　　ヨッポド　ゲンキ　エー

そうそう　おれだって　若い　　ときだったら　よほど　　元気が　よか

モンダケドモ　　　イマダバ　ダメダオンナ

ったものだけれど,今では　　だめだものね。

というのが見える。

最後に一つ,特別なものをあげておきたい。 『山形県方言集』に,

なあんおす　　n豆nosu　　連続語　　ありましたね　　最上

今日天気がよくてよかったなあんおす。 (今日天気がよくてよかった

ね。)

というのがある。 「なあんおす」がとりたてられるのであろうか。

秋田県

本県でもまた,全県下に「ナ」が認められる。

○ンずヵモ　シ〔i〕レナェ～　デ。

そうかもしれないな。

は南部の一例であり,
ノ

○サン首ニス〔ii〕ナO

さむいですな。

は,北部の一例である。県下の一般に,

○ナイ　ナ。

なぜね?("どうしてか?")

など, 「ナ」での問いかけ表現法がおこなわれている。 『鹿角方言考』には,

な　　疑ヒ問フ辞。他所ニテ-か,の,若ク-やヲ用ヰルトコロ二,コゝ

ニテ-なヲ用ヰルコト多シ。 「そだな,そでなアェな-サウカ,ソ

デナイカ」

とある。 『秋田方言』にも,鹿角郡のことばとして,
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えがねぁな　　行かないか。

「俺と一緒にえがねぁな。」

というのがあげられている。

o「ォモシ〔i〕T-=」ということばなら,ワすルシ〔i〕ベ-　ナ-o

「ォ言下J=」ということばなら,わかるでしょうねえ.　(老男

一一一藤原)

は,県中央部東辺内の田沢湖町で聞いた,単純訴えあるいはたしかめの「ナ」

の例である。

「ナイ」もあるか。 『全国方言資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富津内村」

の条に,

mナ-ト　ホントニ　マダ　イクワシ　フトナイ

なんと　ほんとに　まだ　惜しい　　人でしたね。

とあるのが見られる。

※　　※　　※

「ナ」に関する複合形文末詞では, 「ヤナ」がある。白ヤナ」というのも指

摘しうるか。今村義孝氏の『秋田むがしこ』に,
ヾ-f    tユ,-f                         i'、さ

猿　痛あどて,戸のロさ　逃て行た時,梁の上がら,日　落て来て,猿ど
ごと(に)　　　　(さ)

こ　つぶす事ね,きめたビヤナ。

とのことばづかいが出ている。

「-ナ」というのもあるか。 『全国方言資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富

辞内村」の条に,

∽ソヤテ　アサドリモ　ボクモデ　　　アッタエナ

そして　朝鳥も　　　追ったもので　あったよね。

などとある。

「カ(ガ)ナ」も,ふつうにおこなわれている。
_ノ　　　　　　　　_ノ

○ノン京フルベ　ガナ。ノソ京i7ダベ　ガナ。

登れようかな?登れるだろうかな?

一ノ
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は,田沢湖町での例である。さきの「富津内村」の,

mチョ-　　サカナ　　イカッタカデァナ-

きょうは　さかなは　よいものがあったかねえ。

というのには, 「カデァナ-」というのが見られるO

「トナ」というのも・かなりおこなわれているらしいo 『秋田方言』には,学
△ △

生もえぐとな(学生も行くとき)

とある。 『秋田むがしこ』には,
(夫)　　(婆)

ある所にヒャ,おど　ど　あば　ど居だどなぁ。

などの言いか,たが見える.

興味ぶかく思われるのは・ 「モノナ」の形のものである。まず, 『全国方言

資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富津内村」の条に,
2)

mウンr　マエ　マユニチ　クルモノナ

うん,　　　毎日　　　来るものね。

2)言いさし

というのがあるoつぎに, 「モノナ」の「モナ」となったのに相当する「オナ」

が兄いだされる。さきの「富浮内村」の条に,

′ン---

(-ン)

1)

アルテオナ

あるそうですね。

1) 「あると言うものね」の転。

とある。 『秋田方言』には,
△△

おれぁえがれ万あべもの(私は行かれないだろう) (もののつく時は「だ

らうさ」位の感情がくはゝる)

この「べもの」の種類に「べおの」「べおん」 「べおな」 「べせぁ」 「ごで

あ」などがある。

との記述が見える。これによって,私どもは, 「オノ」が「モノ」からのもの

であるのを了解することができる。また, 「オナ」が「ものナ」からのもので

あることを,よく了解することができる。
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『秋田むがしこ』に見られる
(少し足りない)

して,一人　はんかくせぇ
え(いたとさ)

息子居だでよんナ。
(いってきて)

その子も年えてきて　嫁コ　貰ったでよんナ。

での「でよんナ」というのは,どういうくみたての文末詞なのであろうか。傍

注には, 「とさ」というのが見える。 「でよんナ」が「ジョンナ」と発音され

たりもしているか。

最後に,特殊な事例にふれる。 『秋田方言』に,

あのせぁな-　　あのね-O

「あのせぁな-明日遊びに来いと。」

とある.由利郡のことばであるという。 「せぁな-」は,どういうことばなの

であろう。あるいは, 「シ′ァナ-」というのであろうか。 -であったとした

ら, 「モシ」の「シ」と「ナ」との複合ということになる。 (「シ」の直下「ァ」

音は,私の言う文末訴え音だと思う。第一章参照。) 『秋田むがしこ』には,
(たたかれましたものなあ)

はぁ,山さ行って,芝でたたがえだしおなぁ。

とのことばづかいが見える.これでは, 「シ′オナ-」というのがとりたてられ

るのか。さてここの「シ」が,また, 「モシ」の「シ・」としうるものなのかど

うか。 「オ」は, 「モノ」の「オ」にちがいあるまい。

岩手県

岩手県でも,県下に一般的に, 「ナ」が認められる。八重樫某氏の『岩手県

釜石町方言語』 (日本民俗研究会　昭和7年3月)には, 「ナ」についての,

ね(同位,下位に対して)

との説明が見える。

県下に,問いの「ナ」がよくおこなわれているらしい。小松代融-氏の『岩

手方言の語嚢』 (岩手方言研究会　昭和34年11月)の「旧南部領」の記事の中

には,
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ナ　　か?,疑問の助詞

ノムナ(飲むか)

スルナ(為るか)

とあるOおなじく「旧南部領」の記事の中に,

トトナァ(お父さんよ!)

ガガナァ(お母さん!)

などというのもあがっている。

「i-　の「ナイ」もある。柴田武氏編『方言の旅』 (筑摩書房　昭和35年9

月)の野元菊雄氏「みちのくの巻(2)一　太平洋筋の巻-」にも,盛岡市の,

男「今ンデモナッし, (女　--)学校ノ中ノアノ-　上履キガワリニワ

使ッテル　ワラしナンカアルカモシソネ-ナイO (女　---0)」

というのが見える。盛岡のことばであるという。私がかつて聞いた,県北,釈

民村のことばでは,

○キョ　サ五一日ロー　デーイヤ。

きょうはさむいねえ。　(‖友だちどうし=)

というのがあった。これに見られる「ナー」のかたちは, 「ナ」が「ヤ」に関係

するところからおこったものであろうか。

※　　※　　※

「ナ」に関する複合形文末詞には, 「カ(ガ)ナ」 「モノナ」などがある。

「モノナ」の「モナ」もある。

mア-　イヤ　マズ　ジュンツァモ　ヒデ-　メニ　アックックモナー

ええ　　　まあ　おじいさんも　ひどい　めに　あったものですねO

は, 『全国方言資料』第1巻の「岩手県狙沢郡佐倉河村」の条に見えるもので

ある。

「ヅモナ」というのも兄いだされる。藤原貞次郎氏の「稗貫郡昔話一陸中稗

貫郡湯口村-」 (『昔話研究』創刊号　昭和10年5月)には,
上・lこ

昔あったづな。ある処に餅が好きで一斗餅も食ふといふ人があったづもな。
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などとある。 「昔あったづな。」というのでは, 「づな」が, 「というな」とも

見られようか。としたら, 「づもな」というのも, 「というものな」ではないか

と思われる。

「モナ」の「オナ」もある。さきの「佐倉河村」の条には,

′ホンケニ　スタンダオナ

本気に　　したんだね。

というのなどが見えている。

青森県

県下の東西に,全般的に「ナ」がおこなわれている。
ノ

○サイ〔i〕テラテ　てルld〕ワケダ　ナo

「さようなら。」って言うわけだな。　(中女-・-藤原)

は,東部の八戸市のことばである。ここの人が, 「ラフダ　テ-Q」 (そうだな

あ。)は土地ことばだ,と言っている。

津軽弁では,文末の上げ調子の「ナ」の,つよくおさえるように発音される

のが,よく,私どもの耳につく。
/　-

○ジャ首シ〔i〕タ　ナ。トサン.

じゃましたね.とうさん。 (そこの老父に言う。)　(中男1---老男)
p　　-　ノ

〇三~二　モノ/ミリ　-ヤル　ナO

いいものばかりはやるね。 (録音機のことを言う。)　　(老女)

などで,前者例の「ナ」は,ことにおさえてつよく言う調子のつよいものであ

った。 「短呼的」と,私は,これらのはあいに,感じている。津軽男性のはあ

いに,ことにその特色が見られようか。

さて,北山長雄氏の『津軽語免』には,
?

rna」　指定の意味を幾等か丁寧に云ふ時には「desu」に「na」を融

合させる。
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との説明が見える。私が津軽半島で聞いた,土地っ子の説明は,つぎのような

ものであった。

○有言-　サソ育てγ上　手二。

きょうはさむいね。

これは,中等品位のものであるという。
ノ

○キョ-　サンビ〔i〕ノー。

きょうはさむいねえ。

これは,上品の表現であるという0 -"下のものが年寄りに"言うものだと

あった. "「ナ-」は若いものどうしのつかうことば, 「ノ-」はそれよりも上

品だ。"との説明もあった。下北半島北部,陸奥湾がわの旧田名部町では, 「サ

ン甘口了-　テ-。」 (さむいねえo)は在郷に多く, 「サ苅てロイ〔i〕ヤェ7

7-0」は親密なことば,とあった。

県下で,文末詞「ナ」を用いる疑問表現法がさかんである。此島正年氏は,

『方言学講座』第二巻の「青森」の条で,

終助詞では,疑問の表現にカのほかにナがあって,カのよそゆきに対し,

親しい感じを含む。

オメ-クナ(おまえ行くか)0

と述べていられる。かつて私が,青森県師範学校の高木イ乞氏から受けた教示に

は,

青森に於てのみ使用されると考-られるものだけに止める。

疑問を示すもの。

「雨降ってらナ。」 (雨が降ってゐるか。)

「此の本コ読むナ。」 (此の本を読むか。)

というのがある。県下の方言文献のそれこれに,疑問の「カ」にあたる「ナ」

の指摘が見られる。おなじく問うのではあるが, 「カ」を用いるのと「ナ」を

用いるのとでは,待遇品位に多少の相違があるのではないか.

本県下に, 「ナ」の「ナン」があるのか。 『伝承文芸』第五号(国学院大学
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民俗文学研究会　昭和42年3月)をおおう『下北地方昔話集』には,

娘,この枝っぱどうだのなん

などとある。

※　　※　　※

「ナ」に関する複合形の文末詞を見よう。

最初に,一つの疑問例をあげる。青森県東南隅で私が聞きとめたものである

m
一,*

○テ二　シ〔i〕ビ〔i〕㌻　ネ〔弓〕ナ-o

私がしましょうね。

というのがある。これに「ネナ」という文末詞が認められるのかどうか。

つぎに, 「ヤナ」がある。 「イナ」がある。

○ソンア　イ〔i〕ナ-0

"なるほどそうだ。"　(大男)
ノ

○ホ斉サ　ナ三千千丁　ッlii〕カウlii〕ワケダ　イナ。

ほかに何につかうわけだかな? (格助詞「サ」の用法について,みず

からいぶかる。)　(中男--藤原)

などとある。 「ヨナ」もあるか。

「サナ」というのもあり, 「ブナ」もある。

「カナ」もよくおこなわれ, 「ガナ」もある。

「モンナ」があり,これが「オンナ」にもなっている。
ノ

○高谷さんの津軽弁は, -〔冒〕-　ツ〔ti〕ガル〔凸〕ベンダ　モンナo

高谷さんの津軽弁はいい津軽弁だものね。

は, 「モンナ」例である。土地の識者は,私のこの調査カードに, =ペソダモソ

ナよりもペソダオンナの方が多いようだ。"と注記していてくださる。

「ワイナ」もある。 「モテラナ」 (持っている　ワイナ)など, 「ワイナ」

のなかば潜在するものもある。

最後に指摘すべきものに, 「シナ」がある。 『青森県方言靴語』 (青森県庁
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明治41年9月)に,

行くべしな(行かうネ)

とある。この「シナ」の「シ,」は, 「モシ」の「シ」ではないか。そういうよ

びかけことばに「ナ」が重ねられたものかと思う。

十　北海道地方の「ナ」はか

よくはわからないけれども,およそ全般的に「ナ」が認められるのではなか

ろうか。ただしそれは,さかんに用いられているとまでは言いにくいものなの

だろうか。土地っ子どうしの会話には出がちでもあるのかと想察する0

私どもが,道内のそちこちを旅行したはあいなどは,先方からわけなく「ナ」

と話しかけられることが,きわ埼てまれである。も?ともふつうには, 「ネ」

のよびかけがなされる。問いの「カイ」が,前後`無敬語'の文脈の中できわ

だてられるなど,飾らないもの言いがなされるはあいにも,その人たちが,私

どもに, 「ナ」とよびかけることは,ないのがつねである。北海道地方の「ナ」

は,土地っ子どうしの「ナ」であるとも言うことができようか。

石垣福雄氏は,国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研究』. (明治書院

昭和34年11月)の中での,氏の「北海道槍山郡江差町」の記事で,

ノ,ナ

共通語の「ネ」に当たり,文末に用いられる。相手に親密の感を与える

もの。 「ノ」は主として老人に, 「ナ」は主として青少年層に, 「ネ」は主

として女性に用いられている。

と述べていられる。

北海道教育大学旭川分校の鈴木淳一氏の教示は,次下のとおりであるO一つ

に,北海道北見紋別郡では, 「きょうはさむいね。」というのを,

○ズイブン　キヨウ-　サムイナ。

と言っている。目上・対等にこれを言い,目下には「サムイネ」と言う。

二つに,北海道小樽では, 「どうぞお願い申します。」を,
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0タノムナ。　　(男)

と言う。これは,目下-の言いかたである。

三つに,北海道函館市では,
=-　/.,}

○キヨ--　サムイ〔i〕ナ-0

が,対等や目下に言われている。
ヽ(㌔)

四つに,北海道稚内では, 「キョー-　サミイ　ナ-。」が,目下に言われ

ている。 (青年男子のことばである。)

五つには,北海道十勝本別町では, 「キョウ-,サムイナ。」が,目下に言わ

れている。

さて, 「ナ」に対する「ナイ」 「ナン」が兄いだされる。 -これも,鈴木

氏の教示によるものである。北海道十勝の本別町では,

○-ヤイナィ。

お早う

○-ヤイナン。

お早う

などの言いかたがなされているというo (教示のままの表記である。) 「-ヤイナィ。」

は,目上または対等-の言いかた, 「-ヤイナン。」は,目下-の言いかた,と

されている。 「ジャマシタナィ。」 (辞去の挨拶)は上品で, 「ジャマシタナ。」

は下品だという。

※　　※　　※

なお,鈴木氏の教示にしたがって, 「ナ」に関する複合形文末詞をあげるな

ら, 「ヤナ」があり, 「ヨナ」がある。

「カナ」もある。 (-これのおこなわれることは,かなり多いのではなか

ろうか。)加えて, 『全国方言資料』第1巻の北海道関係の記事によるならば,

「ヨナ」 「カナ(ガナ)」 「モノナ」 「ワナ」などの複合形が兄いだされる。

mマナグ　ェンダベモノナ一

目が　　い'いのだろうからね。
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は, 「北海道松前郡福島町白符」の条に見える, 「モノナ」の例である。

十一　むすぴ

「ナ」文末詞は(複合形のものとともに),全国諸方言上に,強大な勢力を

張っている。 「ノ」もまた全国的なものと思われるけれども,それよりは, 「ナ」

のほうが,より強大な勢力を見せている。 「ナ」は,多くの文末詞の中でも,

なかんずくよく,日本語諸方言に根を張っているものではなかろうか。 -ど

この方言をたずねてみても,私どもは,そこそこで, 「ナ」が,いかにも根つ

きのよい文末詞であることを思わせられる。 「ナ」は,じつに,国土上に,よ

くおこなわれてきたものである。

この絶大な弘通・繁栄をもたらした,原本の力は何か。言いかえれば,なぜ,

「ナ」は,このような勢力者となり得たのであろうか。大きな問題である。 (し

かし,全国諸方言上に「ナ」の強勢を見とおすにつけても,私どもは,くりか

えし,上の問いを発せざるを得ない。)一つの結果論であるが, 「ナ〔na〕」の

よびかけの音効果は,たしかに, 「ナ」に上述のような大地位を獲得させてよ

いものだったのだろう。柳田国男先生の言われる〔n〕音効果がまずあって

(p.442),そこに,聞こえの大きい〔a〕母音がきている。 -ほかのどういうも

のを持ってきても,それは, 「ナ」と対立しうるものでほあるまいと思われる。

「ナ」のよびかけの効果は,ひとことで言いあらわすならば,したしみの表

現の効果と言いうるものではなかろうかQ 「ナ」の表現機能は多岐である。そ

の中には,問い・疑問の機能などもあって,方言によっては,これが別して,

注目すべきものともなっている。 (九州方言や東北方言で,問いの「ナ」の,

ともに注目されるのは,興味ぶかいことである。) 「ナ」のはたらきは,単純で

はない。ではあるが,それらの諸用法を通じて, 「ナ」の表現には,つねにし

たしみの表現効果が受けとられるのではなかろうか。

「ナ」は,つねに上品なことばになるかというと,そうでもない。さりとて'
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「ナ」は・けっして,下品ときめおかれるものでもない。そういうところに,

「ナ」の本性があるらしい。

関西地方だと,近来の青年はいざしらず,今日の中年人までくらいの年かさ

の人たちは, 「ネ」 K,たしかにあらたまったものを感じる。これを言う時は

もちろんのこと,聞く時もである。 「ナ-」と話し戸車ると,自身,うちとけ

た気分を感じる。くつろいだ気分を感じる。

九州地方や東北地方の「ナ」を見ていると(「ノ」もであるが),この「ナ」

が,歴吏上.古くから,方言社会に馴用されてきたものであるらしいことが推

想されるo史上早くからおこなわれてきたからこそ,このように,全国諸方

言にわたって, 「ナ」の強固な定着状況が見られるのでもあろう。ここで,当

然, 「ナ」の発生論が問題になる。柳田国男先生は,早く, 『国語の将来』 (創

元社　昭和14年9月) P-276で,

中古の口言葉のナン

杏, 「ナ」、の源頭と見ていられるO　なるほど, 「ナン」は, 〔nan〕>〔nau]>

〔nau〕>〔n〇:〕>〔na:〕>〔na〕の転化をたどって, 「ナ」になったかもしれな

いo (また, 〔n〇:〕から〔no二〕 〔no〕も生じ得たであろうか。)

柳田先生以降, 「なむ」起源の考えによろうとする人が,なお,なくはない。

ここで,私は思う。 「風なむつよかりける。」といったような「なむ」や,

「いとはばかり多くなむ。」といったような「なむ」と, 「こまった　ナ-。」と

いったような「ナ」とは,同語格のものだろうか,と。 「なむ」から今日の文

末詞「ナ」をみちびき出すことは,不可能ではない. -考定するとすれば考

足しうるoしかし,抽象的にそのような思弁的考察をほどこしてみても,中古

の「なむ」と現代口頭語上での文末詞「ナ」との語格のはなはだしく相達する

ことは,どう処置することもできない。

現代語の文末詞「ナ」の地位・はたらきといえば,はなはだしく遊離的孤立

的であって,ものはまったく,文表現上,それよりも前の表現形態からは超絶
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している。中古の「なむ」の,助辞としての,前のものへの密着度のつよい状

況からは,思いもおよはないものが,ここにある。

それゆえ,私は思う。現代語の「ナ」文末詞のはたらきには,古語の「なむ」

を思いよそえさせないほどの別個のものがある,と。

従来,私は, 「ナ」などの文末詞に関して,原生的文末詞との呼名を用いて

きた。 「ナ」文末詞などのはたらきの現況は,これが本源的な感声であること

を思わせるのにじゅうぶんなものである。したがって,私は, -たとえ「な

む」起源などの考えかたが可能であるとしても,今の「ナ」などには,そうい

う起源からは,はなれにはなれた,原生的な「ナ」のすがたがあると考えたい

のである。

起源はともあれ,現代語の「ナ」は,現在によく生きているものである。諸

方言をたずねてみても, 「ナ」が凋落しつつあるような状況は,ほとんど兄い

だすことができない。のみか, 「ノ」を本来的なものとする諸方言内などでは,

いわゆる共通語の「ネ」になじむことがかたくて,過渡的に「ナ」にとりすが

ろうとする傾向も見え,そういう所では, 「ナ」の火がもえつつあるとも見ら

か・」i。

それこれを通覧するのに, 「ナ」は,いまや,いわゆる共通語の資格を得て

いる「ネ」についで,等しく共通語的なものになってきていると見られる。将

栄,標準語体系を設定するだんにもなれば,文末詞に関して,識者は, 「ネ」

を標準視するとともに, 「ナ」をも,合わせて標準視するにいたるであろうか。



246

第三節　「ノ」の属

-　はじめに

上節の「ナ」を述べるさい,あわせていくらか, 「ノ・」についても述べると

ころがあった。諸方言を見るのに,文末詞「ナ」と文末詞「ノ」とは,観緑あ

るいは対応の関係を示しがちであり,分布も,したがって,双方が関連しがち

でもある。

「ナ」と「ノ」とは,ともに,ナ行者文末詞中,広母音をもってたつ文末詞

である。双方の性質・存在に,なんらかの親縁・対応の関係があることも,自

然と見られよう。

「ノ」は, 「ナ」よりもまばらであるけれども,全国諸地域にわたって,広い

分布を見せている。もっとも,九州・関東などという地域別に即してこれを見

る時は, 「ナ」のはあいに比して,存立の地域差がより大であるかに思われる。

たとえば,中国地方では「ノ」はよくおこなわれているが,近畿地方では「ノ」

はふるわない,など。

一時代前ころまでは, 「ノ」は,現在状況に見られるよりも,なお優勢では

なかったろうかo大正期以降の趨勢を見るにつけても, 「ノー」は,近代に,

しだいにその流通の勢威をよわめてきたのではないかと想察される。このこと

は,文末詞「ノ」の品位に関係するところが,かなり大きいのではないか。も

ともとは, 「ノ」は,よいことばづかいにも,よくないことばづかいにも,也

較的自由に使用されるものであったかもしれない。待遇表現上,つかいはばの

広かったものが,しだいに∴つかいはばのせまいものになってきたようである。

これはすなわち,流通の勢威の漸減をきたしたであろう。

「ノー」に対する品位観に変動がおこったとしたら,それは, 「ナ」や「ネ」

に人が感得する音感に比し, 「ノ」に感得し得た音感が,さまで上品感の
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ものではなかったのによりはしないか。

今日,老年者にあっては, 「ノ」が,下品の言いかたから上品の言いかたま

で,ほばびろくつかわれることがありがちであろうか。これは,かつて, 「ノ」

が上品・下品の広範囲にわたって,自由につかわれたことによく関連している。

中年者から若年者にかけての層では,今日, 「ノ」が,中等品位以下のものと

して利用されがちであろう。年層にかかわらず,だいたいには(ごく概括的に

言って), 「ナ」と「ノ」とには,待遇品位上の用法別が認められがちである。
ふf='ん

おおよそは, 「ナ」は「晴れ」用にもちいられ, 「ノ」は「襲」用に用いられ

ていようか。共通語の「ネ」の流布にともなっては,関西地方内でなど,よけ

いに, 「ナ」「ノ」に対する区別意識が進んできたかもしれない。 (こうなって,

「ノ」は,いよいよ退歩していくのでもあろう。)

「ノ」を目下用とつよく限っている所は,すくないらしい. -一般的には,

こう言えるかoところで, 「ノ」のおこなわれる方言の中にあっても,若い世

代の人たちが, 「ノ」を観察者のたちはで批判的に受けとっていることなどは,

すくなくないらしい。やはり,共通語分子「ネ」をとるたちはが,そうさせる

のであろう。ここには, 「ノ」の衰退の命運が明らかである。それにしても,

現況を大まかにとらえるならば, 「ノ」は依然として-分布の粗密はともか

くも,全国的に存在するものと概見することができる。

感声系のナ行者文末詞「ノ」と,ときに区別しがたくなっているものに,

「の」助詞系文末詞の「ノ」があるo (転成文末詞である.)たとえば,山陽地

方で,子どもがおとなにその行きさきをあどけなく聞いて,

○ドコイ　イク　ン。

どこ-行くの?

と言
ノ

うo　この「ドコイ　イク　ソO」は,東京弁でならば, 「Fコエ　イク

ノ。」であろう。 「ノ」や「ソ」が,すなわち,非感声系の助詞系文末詞である。

きて,上記のように聞かれたおとな,おばさんは,
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○-タケ-　イク　ノヨ。

畑へ行くのよ。

などと答える。ここに出ている「ノヨ」文末詞の「ノ」もまた,助詞系の文末

詞に相違ない。 (東京弁などでは, "棉-行く　ノ。"と言っている。)

わかりやすい「の」助詞系文末詞の「ノ」もあるけれども(「ソ」となってい

るはあいには,むろんわかりやすいけれども),かつて私が,越前西海岸,鮎

川で聞いた,

〇才=ィ　ノ。

という返事ことばのはあいなど, 「ノ」文末詞がどういうものなのかが,判然

とはしない。感声系のものかとおもえば,また,非感声出自のものかと思われ

てきたりもする。

○貢二~ィ　ノ。耳ブイ　ト言トTノ.

おうおう。さむいことね。 (「さむいね。」のあいさつに対する応答)

との言いかたも聞かれたが,最後の「ノ」は,どういう「ノ」であろう。これ

がもし, 「ノー」とでもあってくれたら,感声系の「ノ」文末詞を受けとるの

に,迷いはないと思うのであるが。 「亭ブイ　ト音トTノ。」とあるのでは,

「ノ」のよびかけ気分が,つよいとは言えない。ところで,同地に,

○ド-　シタンジャ　イノーO

どうしたんだ?

などという言いかたもある。このはあい,問いの表現であることは明らかであ

るが,文末の「ノ」は「ノー」とあるO　ここには,感声系の「ノ」文末詞が受

けとられるようである。 (けっきょく,鮎川の上乗の「ノ」は,総じて,感声

系のものとされるのであろうか。)ここでは, 「ノ」はすべて,心やすいあいだ

でのことばに用いられるもののようであった。

音形としては,等しく「ノ」であって,しかも中に,二系の別を認めるべき

なのは,まことにやっかいな問題である。

格助詞「の」にもとづく助詞系文末詞の「ノ」は,のち杜,転成文末詞を
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広く認める段階で記述したい。

自己の思いを訴える文表現や応答の文表現などに出てくる「ノ」文末詞は,

感声系の「ノ」文末詞であることが多かろうか。問いの表現などになって,と

かく見わけのむずかしいことがおこってくる。かといって, "なぜ?日と聞き

かえす時の,山陽地方のことば,
ノ

○ドシテ　ノ。

どうしてね?

というのなどになると,問いの表現であっても, 「ノ」の,感声系文末詞であ

ることが明らかである。

感声系の「ノ」文末詞というものも,人はこれに, 「ナ」のはあいと同様,

助詞起源を考えたりしている。私は,この点に関しては,多く言うことができ

ない。

当今の,感声的と見られる「ノ」文末詞に直接する,あるいは,用法上相

応の地位にあるものと見ることができる「なふ」を古文献に求めるならば,つ

ぎのようなものがあげられる。 -佐々木岐氏のご教示によれば,大蔵流狂言

虎明本には,

○もはや御むようじゃがなふ。　(太郎1--新座の者　鼻取相撲)

とある。

ついでながら, 『室町時代小歌集』にも,

そとかくれてはしてきた,まづはなさいなふ,はないてものをいわき

いなふ

というようなのが見られるo 「なふ」に関して,さらに佐々木岐氏のご教示に

したがうならば, "語中尾のア行者を-行音で写すことがある。日という。形容

詞のイ語尾も, 「ひ」と表記されているという。よびかけの「やい」も「やひ」

とあるという。これらと合わせ考える時, 「なふ」もまた, 「なう」と受けと

ってよいLのだろうと氏は説かれる。かくしてここに, 「なう」が問題視され
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るが,これは,今日の「ノー」に,なにほどかのちかさを持ったものであろう

か。 「晴々」とかいうよびかけ表現も,古来よくおこなわれていよう。 「ナウ」

を今日の「ノー」にむすびつければ, 「ノ-」の「ナウ」起源が言われること

にもなろう。ともあれ,今日の,私の言う感声系文末詞「ノ」に関する起源論

としては,私には,今のところ, 「なふ」が問題視されるばかりである。

それにしても,思う。今日の全国的な, 「ナ」や「ノ」の,きわめて自在な

存立を。しかもこれらは, 「ネ」や「ニ」の存立とも,あい関連している。

ナ行音文末詞の指摘は,現状に即するかぎり,不公正ではない。今,私は,起

源論に関する諸論にも目を向けつつ,なおかつ,現況の「ノ」の(「ナ」も「ネ」

ち)純粋感動音的様相に着目して,これを感声的文末詞とよぶ。

この感声的な「ノ」などが,原本的に,感声文末詞として凝固・定着せし

められることもあったはずということを,否定しさるのは,いまだ容易で

ないことだろう。

「ノ」に関する変形に, 「ノン」があり「ノイ」がある。

「ノイ」について,これを, 「ノ」に「イ」を累加したものと見ることなど

は,私はしない。 「ノ」と訴えかけるはあいの,強調の度の高まりにつれて,

「ノ」>「ノン」の変形がおこり,また, 「ノ」>「ノイ」の変形がおこっただ

ろう。 (「ノ」を「ノー」と長呼形に発言するのも,強調の-態にはかならない.

「ノー」の発言は,発言のいきおいによっては, 「ノイ」とも「ノン」ともなり

やすかろう。)

「ノ」に関する複合形の文末詞がいろいろにできあがっていることは,言う

までもない。今もし,全国的視野で, 「ナ」に関する複合形文末詞の諸相と,

「ノ」に関する複合形文末詞の諸相とを比較するならば,後者のはあいのほう

が,変種はよりすくないと言えようか。それにしても, 「ノ」の使用のいちじ

るしさに正比例して,複合形文末詞も,種々のものを見せるにいたっている。
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二　南島地方について

私の調査範囲でのことであるが,南島地方に関しては,今,なんらとりあげ

るべきものがないo 「ノ」の音形を示すものであれば,それが何ものであろう

とも,ここにとりたててみたいのであるが,それがない。町博光氏は, 「与輪

島朝戸方言の文末詞」 (『方言研究年報』統一1976年)で, 「ナ行音文末詞類」

を記述していられるが,そこでは, 〔na:〕をあげられるのみである。試みに,

「ノ」はないのだろうかと氏にただしてみたところ, =「ノ」は奇異に感じるoH

との応答があった。

三　九州地方の「ノ」ほか

九州地方の,およそ全般にわたって, 「ノ」の分布または「ノ」の問題が兄

いだされるo (ごく概括的に言うならば,九州に, 「ノ」は,一般的であると

も言うことができよう。)

'I . !_

ただ,鹿児島県下は,九州域の中で,ひときわ問題の地域となっている。言

いかえれば, 「ノJ文末詞使用の,世に通有の状況が,ここには見られない。

瀬戸口俊治氏は,薩摩半島東南隅について,氏の郷里方言を中心として,文

表現の特定文末部を観察され,ナ行音文末詞に関しては, 「ナ」 「ニ」 「ネ」を

記述されるばかりである。 (九州方言学会『九州方言の基礎的研究』 <風間書

房　昭和44年5月>の「鹿児島県岡児ケ水方言」において,など)私もまた,

大隅東岸の内之浦湾岸で一週間調査にしたがったさい, 「ノ」頬の文末詞は,

書きとめることができなかったOなぜか鹿児島県下では,のちの大分県下で見

わたせるような「ノ」文末詞通用のありさまを見ることができない。 -他の

文末詞のさまざまな存立にもよることであろうか。また,思う。薩隅地方には,
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日常一般の表現法に,他地方にぬきん出た,異色のものが多いO　このような表

現法群のもとにあっては,たとえば「ノ」文末詞も,流通をきたすようにはな

らなかったのか。

ところで, 『全国方言資料』第6巻の「鹿児島県肝属郡高山町麓」の条に

紘,

mソイデ　モー　チット　　オボ-チョイガ　　ノー

それで　　　　ちょっと　覚えているけれど　ねえ,

との実例が見えるO　この「ノ-」は,共通語での言いかえと対比してみるのに,

単純なよびかけの「ノー」文末詞であるように思われる。

東正昭氏の教示によれば,薩摩半島南部の知覧町では,下例のようである。

○ホイF　メス　テ~;~すッ　ノー.

りそれなら御飯をたいてくれてみろよ。" ("炊事出来ると言う妹に対

する,からかっているような兄の口吻。")

○ミ-コ-.亨㌻　ノ-0

‖みいこ(女の子の名)きてみろO" ("二十二,三歳の兄が,その妹

らしい十二,三歳の子を呼んでいる。非常にぞんざいな言葉辻であ

る。")

これらのはあい,氏は, 「ノ-」のところに,わざわざ「ヽ」をつけていられ

る。 「ノ-」がここに見られるが,特定用法の「ノ-」のようでもあるO

上村孝二氏は, 「鹿児島県下の表現語法覚書」で,疑問の「ノー」を,出水

郡にはつかう所があるとされ,

ナンジ　ジャン)二(幾時ですか)

との言いかたをあげていられるOここには,問いの「ノ-」があるか。

おなじく上村氏の「薩南諸島方言語法資料」には,

甑セ　ワッダー　ロクジマ--　オギヤネバ　ナヤソノ-O

との記事が見える。 -ここには,問い七はない「ノ-」が見える.同氏の

「上甑島瀬上方言の研究」 (荒木博之氏編『甑島の昔話』 <三弥井書店　昭和
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45年11月>所収)にも,

山田サンジャンノー。 (～だぞ)

アイタ-　ナ-ギ　ジャイヨ-ノ。 (明日は凪だろうよ)

などの「ノ」例が見えるO北条忠雄氏もまた, 「甑島語法の考察」 (『方言』第

八巻第二号　昭和13年5月)で,

アッチ-,イッチライ盲~=ノo (瀬上) L向ふ-行きついたらうよO

などの例をあげていられる。

屋久島にも「ノー」があるらしい。

なんらかの,せまい用法の「ノ」あるいは特定用法の「ノ」が,県下にどれ

ほどかおこなわれているのであろうか。

薩摩の笠沙半島には,

○ヤ苛~　ィッタ　ブァ-0

=山へ行ったねえ。" (=傍の人と言いあう。叱られた時など。")
"^-tノセT-

のような言いかたがあるとのことである。田中富子氏は, "大酒村上の門部落

だけのことばであり,今はほとんどなくなった。"と語った。 (昭和28年)

ちなみに,田中氏は, 「ヤア二　ィタイ　京-.」についても, 「山-行ったねO」で

あるとせられた。

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種子町島間中平山」の灸に,

′キョア　メッカイ　ムサンニョン

こんにちは。

というのが見える。「キョーワ　オメニ　カカリモーサン　ニョン。」との言い

かたであるのを思うのに,この「ニョン」・は, 「ノ-」にいくらか似た文末詞

ではないかとも察せられてくる。

宮崎県

本県下では,千ノ-」文末詞の一般的使用がいちじるしいようであるo南北
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にわたって, 「ノ」が見わたされる。もっとも,日向西南部その他の,薩隅域

に関連の深い地域では, "「ノー」は言わぬ. 「ナ-」を言う."といった傾向

も見られる。

本県中央域の東部では, 「ノ」をよいことばとする所がすくなくない。 "目

上の人に「ノ」を言う。"などと言っている。橋口巳俊氏は,このあたりの出

身である。その調査事例をお借りするならば,

○マイニチ貢キコッヂャンス　7-0

毎日暑いことですねえ。

○テンキナ　7=Oテサン。

お元気ですねえ。おじいさん。

などがある。橋口氏も,つぎのように言われる。

このような丁ノー」は目上の人に話しかける時に使われる。しみじみと

した落着きのあるものいいで,深く感慨をこめるo中年以上の人に多いO

「ノ」は,一般に,単純なよびかけ・念おし,問いかけなどに用いられてい

る。 (問いの「ノ」が,助詞系の転成文末詞「ノ」であるはあいもあって,こ

れと感声系文末詞「ノ」とのさかいが,かならずLも明白ではない。)県北の

「ノ」となると,大分県下状況にもかよって,感声系の「ノ」であることの明

白なものが,よくおこなわれている。岩本突氏は, 「日向の高千穂方言」で,

ノ-は老若ともに使い丁寧さを出し,I

と述べていられる。

※　　※　　※

本県下の「ノ」に関する複合形文末詞を見る。 「ヤノ」があり「ヨノ」があ

る。橋口巳俊氏は, 「ガヨノ」を指摘されるo氏の教示例ほ,

○テンゲナコツユテンオッダシテン　ガヨ7-0

そんなことをいったって,私達は知らないですよね。 (泣きごとをい

う子供に当惑して,父親に応援を求めるっ)

などである。橋口氏は,なお, 「ガ-ノ」「ガイノ」を指摘される。
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氏にはまた, 「ド(ゾ)ノ」の指摘もある。教示例は,

○コリャ　オリガ　コテ寺~　ド7-0

これは私が買ったんですよねえ。　(小・男　-中・男)上く全>

などである。

「カノ」複合形が広くおこなわれており, 「カイノ」もある。 「カヨノ」も

ある。

「トヨノ」も指摘することができる。 「トノ」もある。県東北岸の白ノ」

例は,

○ドンア　シタ　トノo

どんなにした?

("目上,年上に言う。")
_ノ

○ドコイ　イタ　トノ。

どこ-行きました?

("目上,年上に言うo 「ノ」はやさしいはう。=)

などであるo　ちなみに,ここの人は, =たいがいのところには「ノ」をつける。

ぜんぜん知らない人にほっかわぬ。"とも語った。

「トノ」が「ツノ」ともあるか。橋口氏教示例には,

〇二ュ-インシ亨~㌻ク　ツ丁.

入院されたんですか。

("やや性急な調子で訊ねかける。 J

というのがある。

「モンノ」「ムソノ」という複合形もある。 「ワノ」「ワイノ」という複合形も

ある。 「ワヨノ」もある。橋口氏教示例は,

○オマイゲモオTッサンガワ.)カリウ首㌻チャ　ワヨ7-0

あなたの家もお父さんが悪いのせ大変ですよねえ。

などである。

以上,橋口氏教示の語例は,氏が,昭和32年に,その郷里児湯部富田村か
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ら得られたものである.

熊本県

県南に,

○テ二L,バ　ミテフ　ノ。

あれを見てみろよ。

などの「ミテラノ」式の言いかたが・かなりよくおこなわれているらしいO

この「ノ」は,どういう「ノ」か。問いの「ノ」も,ならびおこなわれている。

斎藤俊三氏の『熊本県南部方言考』にも,

ミテンノ(見て見ないか)

キテンノ(来て見ないか)

との記事が見える0 - 「ノ(ノイ)」は, ‖友達間に=ぉこなあれるものであ

るという。
_　　/ノ

県西南の天草にも, 「キテン　ノー.」のような言いかたがおこなわれてい

る。なお,天草下島西南岸での私の調査では,

○イェティ　ァッ万　7=ィ。

ひどく暑いね。

のような言いかたを聞くことができている。上記例の発言者老女は, 「ノー」

ともよく言ったO当地で私が聞き得た土地人の説明に, =「ァッ万　7-。」 「サ
ーI.. I

ム万7-.」と　三二デス　ノミィ。りというのもある. (もっとも, =「ノー」

をここではあまり言わぬ。隣村では言っている。"と言う人もあった。)

熊本市に近い地域の-出身者は, =「ノー」という語は使わない。日と報じて

くれているo　この友人は, =「ナ-」と「ネ-」とでは, 「ナ-」の方がていね

いo目上に対して使うo 「ネ-」の方がぞんざいO目上に対しては使わない。日

とも説いているO阿蘇山南麓での一週間調査のさいは, 「ノ」文末詞を聞くこ

とができなかったOとはいいながら, 『朝日新聞』の昭和34年11月15日の記事,
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「盆地の娘たち」によると, "阿蘇谷の盆地"の人が,

「山が晴れてよかったのう」

と言っているoそれにしても思う。熊本県下の南域以外の地域では, 「ノ」は

よわいのではないか。

つぎに, 「ノ」の変化形「ノイ」を問題にする。県南方城には「ノイ」があ

るo諸家も・この「ノイ」を指摘していられる。さきの斎藤俊三氏は,前掲書

で,

ノイ(ノにイがつく)　和やか,家庭でも

右は広く農村に在る。

としるしていられる。私が,天草下島西南岸の土地人からもらった年賀状には,

○ヨカ正月ドン,ジヤノィ。

○去年ナ,シヨヤ-,ナツテノィ,コトシモ,タノム,ノミ-ィ。

去年はせわになってねえ。ことしもたのみますよ。

とある。

県北の西部にも, 「ノイ」がある。能田太郎氏は, 「肥後南ノ関方言会話託

(そノー,朝の挨拶)」 (『方言と土俗』第二巻第九号　昭和7年1月)で,
はや

甲「早かのい」 (自己の身分稗と上級であれば「早かね-」)

乙「早かな-」 (自己の身分稗と下級であれば「早かなう」)

と記述していられる。 -「ノイ」は, 「ノーイ」とも言われているらしいO

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形の文末詞では, 「カノ」が, 「ノ」地域によくおこなわ

れている。

○ニ手首,言バクアン　カノ-0

二匹,子をくれないかね。 (蟹の子のことを幼男に言う。)

は,天草での一例である。

'蝣^tf'
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本県下では, 「ノ」がよくおこなわれている。五島列島南部では,

○幸手テ　ヌッ貢　7-0

などと言っており, 「ネ-」は同輩に言うことば, 「ノー」は「ネー」の上位に

くることば,としている。もっとも, 「サム訂　T-.」(さむいねo)は,日下

または同僚に言う。"′とする人もあるo中には, "「ナ-」も「ノー」も敬称で

ある.ジゲでは「ナ-」と言い,カクレでは「ノー」。日,と言う人もある0日「ナ

-」は地下のことばで「ノ-」はヒラキのことばo"と言う人もある。

愛宕八郎康隆氏によれば,長崎市内でも,古くは「ノ」があって,これが

「ナ」よりもよいことばだったという。

西彼杵半島北部の調査では,

「ノ-」は同等以下につかう。 「ナ-」はすこ.し上品になる.

との説明を聞いたo Lぜん,男に「ノー」が多いかO　もっとも,老女も,

○ヤッ天,手言~ニチュ-　ヨケ　ノム　モ手　首ゴ-タ　ビョ-キ　スル

/-c

やっぱり,焼酎をたくさん飲むものはちがった病気をするねえ。

などと言っている。したしみ深く,あるいはとりつくろわないでものを言う時

には,男女に「ノー」がよく出るのではないか。

本県下に, 「ノイ」が注目される。島原半島内に, 「ナイ」と「ノイ」とが共

存しており,ここに, 「ノーイ」もまたよくおこなわれているo

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヨノ」があり, 「ザイノ」がある。

○ココン　ニ亨丁,ソッ下ラ　ヨ貢　ザイ7-0

ここの所は,それでも,いいですれ　　(初老男一一一一人々)

は,西彼杵半島での「ザイノ」例である。

「カノ」もよくおこなわれており,また, 「トノ」もある。 「トヨノ」もあ

る。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県福江市上大津」の条には,
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4)

fムカヒノ　ジューギオ　ス-　フスットト　　　イカントヨノ

昔の　　　流儀を　　　　　　捨ててしまうと　いけないのですよね。

とある。 4)言いよどみ.

「モンノ」もある。

○フテヮタシジャ　モン7-0

船わたしだものねえ。

は,五島南部で私が聞きとったものである。 『全国方言資料』第9巻の「長崎

県下県郡厳原町豆醍」の条には,

fソソナ　トケー　　ナケァ　　ネ-トジャムソノ

そんな　ところで　なければ　ないんですからね。

のような「ムンノ」が見える。

佐賀県

本県下にも, 「ノ」がかなりよくおこなわれている。 「ノ」と「オマイ」と

のむすびあわされた「ノマイ」のおこなわれることもいちじるしい。
一ノ

○ヤブ丁亨モン　キテ/-。ヤブ丁テク　-イテ　ィコ-　ノー。

やぶれぎものを着てね。やぶれげたをはいて行こうね。

は,県北城での,女性同僚問の「ノー」ことばである。県南部域内の例は,

○コ言フ~芽リャ　言ヵ　7-。

ここのあたりはいいねえ。 (男性の判定表現)

○ソ言フすイ　オンテラヤ　ノ-o

そこのあたりはおなじだねえ。 (ことばの異同について言う。)

(育男間)

などである0 -これらの「ノー」について,土地の識者は,私のカードに,

親しい問にいふ。中の位。目上に言えば下品になるので,当地ではいわぬ。

と注していられる。 (なお, "全男"と"老女"とが「ノー」を言う,と見て
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いられる。)当地方言を調査しつつ感じたことであるが,文末詞「ノ」は,
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ノ

「ノー」と,下降調に発言されることが通例で, 「ノマイ」は, 「ノマイ」と発

言されがちであった。

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形文末詞には, 「カノ」「タイノ」 「モンノ」などがある。

○下二セ　オンナシ　コッ　タイノ。

どうせおんなじことタイノ(ことだよね)0

は,県南の「タイノ」例である。

福岡県

筑後には, 「ノ」がよくおこなわれているか。問いの「ノ」もあり,このよ

うな「ノ」では,助詞「の」出自の「ノ」文末詞かと思われるものもある。
-　ノ′l

Oオ下フモ　カクフォニー　カテン　ノーO

わたしもかくれんぼによせてくれない?

この「ノ-」は,どういう「ノ」であろうか。

筑後内に, 「ノモシ」系の「ノモ」もあり, -柳川方面には,ことにこれ

がさかんであり,こういう点からも,当地方に「ノ」文末詞のよくおこなわれ

てきたことがうかがわれる。

筑前,博多湾酉,糸島半島内を調査したさいには,土地人たちが, =「享~-」
_一・一　4

が主垣言トー/;デス　ノミイO''と言っていた。なお, =久留米方面は「フ~-」。日と

もあった。

北九州市の在かた方面には, 「ノ-」が男性にかなりよくおこなわれている

のかO

筑後内で, 「ノイ」「ノーイ」が聞かれる。 「の」助詞系の「ノ」文末詞に関

しても, 「ノイ」形が認められるようである。

本県下に, 「ノン」もあるのか。 『全国方言資料』第6巻の「福岡県三井郡
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善導寺町」の条には,

fナ-　イテコンノン

はい,行っていらっしゃい。

とある0 -「ノ」の言いかたが「ノン」になるのは,もっともしぜんのこと

でもあろう。機械的な音靴とも言えるか。

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヨノ」「ザンノ」「カノ」「タイノ」「バ

ノ」「モソノ」などがある。

mアタシドン　　ホンニ　　　ショックノミノ

わたしたちは　ほんとうに　したものですよ。

は, 「福岡県三井郡善導寺町」での, 「/ミノ」の一例である.

大分県

本県下では,全般に, 「ノ」がさかんである0 -山陽路との相通が,この

点に,よくうかがわれもする。

○71-0すリャ-　7-0

ねえ。おまえはねえ。

これは,国東半島内での「ノ」例である。土地では,上の言いかたを, =男で

は乱暴なことばO女ではしたしみぷかいととはo"・と説明している。県下で老若

男女に「ノ」がおこなわれていよう。 =「ノ-」は下ゐ者にか同僚に言う。"な

どと説明する人もある。

当県下に, 「ノイ」も「ノン」もなさそうである。 (機械的な音靴として「ノ

ン」を見せることな.ど,あり得なくもないかO)

※　　　※　　　※

「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヤノ」「イノ」「ゾ(ド)ノ」「カノ」「ソ

カノ」「ワイノ」などがある。
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Oヒ斉　ナデー　ド7-0

日が長いよねえ。

は,大畑勘氏の「大分県南部の方言文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻)に見

える「ドノ」例である。

以上,九州地方の「ノ」文末詞の実情を見て,今,その存立の,単純ではな

いことが思われる。やはり,九州方言の地層の深さ・複雑さが,ここにも反映

しているか。

中国地方となると, 「ノ」存立の実態は,いますこしく単純であるo

四　中国地方の「ノ」ほか

国内を地域別に見たはあい,中国地域は, 「ノ」文末詞のさかんな地域だと

される。ことに山陽がわは, 「ノ」文末詞の定着度が大であると見られる。そ

の現状に徴するのに,おそらく, 「ノ」が,古来,当地方によくおこなわれて

きたであろうと察することができる~。

とはいいながら,山口県地方と広島県地方と岡山県地方とでは,等しく山陽

道下にはあるが,状況に,異なるものがある。

山口県下に「ノ」がよくおこなわれているが,西部の長門内には, 「ナ」の,

ともにおこなわれる度あいのつよい特性が見られる。この点,私どもは,当方

と九州域との,特定の関連を考えさせられる。

周防,岩国市城内の言いぐさに, "今津ノ-ノー,川下カーカ-0"というの

がある。今津で「ノ」文末詞のよくつかわれているのが,人々によく気づかれ

ているらしい。周防・長門で, 「ノ」は,古来のものであったろう。七十歳以

上の老姫など, "若い時には, 「ノ」をつかっていた。''と語ったよしである。

(現に「ノ」をつかっている当人が。) (荒巻大拙氏による。)

『瀬戸内海言語図巻』で山口県下の「ノ」文末詞の状況を見るのに,少年層
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図では,老年層図の「ノ」の分布域に, 「ネ」化がいちじるしい。それにして

ち,県下,ことに周防では, 「ノ」がよくおこなわれており, -島喚部にも

「ノ」がよく見られ, 「ノ」は, 「ノンタ」と共存してもいる。 ("「ノ」は近し

い人に言い, 「ノンタ」は他人に言う。"などとある。)

問いにも「ノ」がつかわれ,たとえば,

○イカン　ノノ。

行かないの?

のような言いかたもされている。 「イカン　ノ」の「ノ」は,助詞「の」に発

した転成文末詞である。そのあと-感声系文末詞の「ノ」がきている。

周防に, 「ノ」に摂する「ノイ」「ノン」があるOたとえば,祝島で,

○いなかの　人は　ダ丁ナ　コトバ　ツ貫首　7イノーO

いなかの人はだめなことばをつかうのよね。　(老女・-・-藤原ら)

と言われている。これに見られる「ノイ」は, 「ノ」文末詞の単純な音靴に成

る「ノイ」ではあるまい。 「ノイ」が「のよ」とも言いかえられるようである。

山田正紀氏の「瀬戸内海島興方言資料」 (『方言』第二巻第六号　昭和7年6月)

にも「ノイノ(9　上関島-山口-)」の記事が見え,これのとなりに, 「ノヨ

ノ(33　下蒲刈島一広島-)」の記事が見えるo周防本土東部での,

○ソリョ-　ユーチ　キカス　ノイネ。

それを言って聞かせるのよね。

○--　シフミ青二　言ソダ　ノイO

もう芝居はすんだのよ。

などを見ても, 「ノイ」が「のよ」と解されるもののようである。-「ノイ

ネ」とともに, 「ノイノ」もおこなわれている。以上に見た「ノイ」の「ノ」

は, 「の」助詞に発した,いわば助詞系文末詞としなくてはなるまいo

「ノン」の例は,　ノ
○アフタ　オ言斉ン　ノン。

あなた泳がないの?
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0行首7　7ン。

行かないの?

などである。問いのばあいに「ノ」とつよく言えば,音がしぜんに「ノン」と

なるのであろう。ただし,このはあいもまた, 「ノ」は,助詞系の文末詞と見

られる。

*

山口県下の, 「ノ」に関する複合形文末詞として最初にとりあげられるのは,

「イノ」である。これの用いられることが,じつにさかんのようである。

○クマゲタ　イノo

おどろいたよ。

○オトコブリガ　マル亭す カワットリマシタ　イノ。

男ぶりがまるっきりかあってましたよ。

○コ下首ラ キゲンガ　ワルイノニ ヨワリマス　イノ。

こどもらは雨で(遠足に行けなくて)きげんがわるいのでこまります

よ。　　(中女間)

などと,実情や思いを述べるのに,よく「イノ」の言いかたをしている。 「行

きましょう。」とさそう時などにも, 「イノ」が出るo 「イノ」が「イ-ノー」

ともなっている。 (どちらかと言えば周防がわに, 「イノ」がよりさかんであろ

うか。)

他の複合形文末詞に「ヨノ」「イヨノ」があり, 「ゾ(ド)ノ」があり, 「カノ」

「ノ(ソ)カノ」「カイノ」があり, 「ガノ」があり「デノ」があり「トイノ」が

ある。

○ソ二ジャロ-　斉ノO

そうだろう?

は,周防の「ガノ」の一例であるo

Oコ言イ　首ンジャ-　テル　デ-70

なかなか小さいものだな。　(老男間)
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は,周防平郡島での「デノ」の一例である。 (国安功氏教示)

広島県下は,山陽路にあって,わけてもよく「ノ」文末詞の盛行を示す。従

来の日常表現生活では,一般に, 「ノ」だけが固有の勢力を発揮しており,そ

の点では, 「ナ」が,異質的とも言えるものになっている。山陽路にあっても,

おそらくは,広島県地方が, 「ノ」の本場をなしていよう。

そのおこなわれかたは,待遇表現上,上下の広汎にわたっている。すなわち,

たとえば,

○オ-ヨ　ゴザイマス　ノー。

お早うございますねえ。

などと,最上の待遇表現法のはあいにも, 「ノ」が用いられている。 「ノ」は,

自由に広汎に用いられる地ことばであると言える。なんのかざりけもなく,朴

直に, 「ア7　7-。」 (あのね.)といったあんばいに「ノ」のよく用いられる

ことなど,多く言うまでもない。

私など,長年,当地方に居住していて,老年者の敬虎な表現の「ノ!にうたれるこ

とがしばしばある。と同時にまた,若い男性などの,野卑ともとれる「ノ」の表現

のこっけいみにうたれることもしばしばである。

今日,若い女性たちは, 「ノー」とよびかけることを,だんだんにしなくな

ってきていようか。共通語の「ネ」に対比しては, 「ノ」からの音感は,やや

奇異なもの,ひなびたものともわきまえられがちか。しかし,だれしも, 「ノ」

からいっきに「ネ」にうつることは容易でない。ここに,共通語生活的な気分

でとり用いられがちなのが「ナ」である。若い男性たちには, 「ネ」や「ナ」

との対応関係を理解し,.意識しつつも, 「ノ」を,あえてつかってみようとす

るところがあり,そのさいは,なかは意図的に,下品感の「ノ」表現がかもさ

れることになる。

「ノ」に叛する「ノイ」「ノン」もあるO 「ノイ」は, 「のよ」的なものか。

「ノン」は,例によって, 「ノ」強調発言の鼠栗であろう。
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0テシテ　イカン　ノン。

どうして行かないの?

は, 「ノン」の一例である。さて,当県下での「ノイ」 「ノン」のばあいも,

「ノ」は,助詞系の転成文末詞と見られる0　-それらをここに記述してみる

のは, 「ノイ」「ノン」の音形が,感声系の文末詞「ノ」の単純変形の「ノイ」

「ノン」と,たまたま等しいからである。

※　　※　　※

広島県下の「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヤノ」があり, 「イノ」があ

り「ヨノ」(「ヨ-ノ-」のばあいも)があり「ノ(ン)ヨノ」がある。「ノヨノ」

が「ネ-ノ」ともなっているかO江田島での一例,

○広島に　カェ-ニ　イッテマートッデ　モ下㌻テ　モッテ　デル　貢-
ノ
ノ。

広島に買いに行っては,とってもどって,持って出るのよね。

のはあいでの「ネ-ノ」には, 「ノヨノ」を読みとることができようo rネ-

ノ」の分布は,瀬戸内海域にせまくはないらしい。備後の北域内などにも,

「ネ-ノ」が見られる。

○オ丁テレタ　ネ-7-0

おこられたのよねえ。

などとある。

複合形になお, 「カノ」があり, 「カイノ」があり「ガノ」がある。 「テノ」

(「テ-ノー」のはあいも)があり, 「デノ」 (「デ-ノ-」のはあいも)がある。

0lFモ　ワ有言ソ　テ7-0

どうもわからないよねえ。

~"蝣'..・　　蝣

ありはしないだろうよねえ。

は, 「テノ」の例である。



第三章　ナ行者文末詞　267

中国山陽路の一斑としての岡山県下は,広島県下とはまた異なり,文末詞

「ナ」をおこなうことがさかんであって, 「ノ」を見せることは,総体的には,

かなりよわい。 -等しく山陽路ではあっても,当県下は,近畿に直続してい

ることであり,やはり近畿域の影響をしぜんに受けいれてきて,近攻に類して,

「ナ」をよくおこなうことになっているのか。山陽の「ノ」地域も,ここでは

嘩相がかあっているとしなくてはならない。

もとは岡山県下も,もっとよく「ノ」を見せたのではなかろうか。 (「ノ」の

地盤性質を有するところに「ナ」が広まって, 「ノ」は退存したのか。)

『瀬戸内海言語図巻』を見ても,内海域にあって,東方から「ナ」が「ノ」

をおしてきている様相が明らかである。 -安芸・周防は,いまだ「ナ」

を拒否していると言えようか。

岡山県下の内海島峡のうちには, 「ノ」のかなりさかんなものが見られもす

る。ここに「ノ」の退存の状況の,かなり濃いものがあるともしうるか。 (良

峡の事情は,こんなものかと思う。)備中其鍋島の「ノ」例をあげるなら,

○貫ニチャン。アノ　7-。

ねえちゃん。あのねえ。　(小学生男.一一中学生女)

○フル　盲ンヤ　ア-0

(雨が)よく降ることだねえ。　(初老女間)

などがある。後者例では,指定の助動詞が「ヤ」とあって,いわば近畿弁的に

も、なっているが,.それでいて文末詞は,.近畿での大勢に反して「ノ-」である。

成人の女性たちも,ここでは通常「ノー」の生活をしている。 (男性はもとよ

りのことである。)

つぎに,県北,作州で「ノー」が聞かれる。当方出身の今石元久氏も,文末

の「ノー」 「ゾノー」を"作州地方の男ことば"とされる。知友に, ‖備中か

ら美作勝山あたりまでは「ノー」で,その東の作州になると,もはや「ナ-」

である.!'とする人々もある。作州西部での調査経験で,・私は,‖「ノ-」は若い
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人にはすくなくて年輩者には多い。"との土地人判断に出あっている。このほ

うでの一例は,下のものである。

○ゴラララ耳イ　ノ。

ごめんなさいませO (来訪者が土間で「さようなら.」を言ったのに対

する返事のあいさつ.)-　このさいは,短呼が注目されるo
/　_

ちなみに,広島県下での「ノ」の短呼の実例は, 「コレガ　ノ。アツー
ノ　　_　　I　　　　　ノ

ナリャー　ノ。ヤクニ　クツケン　ノ。」(これがね。暑くなればね。やく

にたつからね。)である。 (神都宏泰氏の教示による。)

県下島唄の真鍋島では,私は, 「ノン」をも聞きとめている。

○テ二ジャ　京子ノンo　コンすシラ-O

そうなんだよ。あんたたちよ。
むしま

といったあんばいである。なお,真鍋島の属島である六島でも,

○-イチャン。 ナンヤラジャ　ノン。

えいちゃん。なんやらだねえ。

などと言っているという。六島でまた,

○イテンジャロ　ンガイ,フノン。

行くんだろうねえ。

のような言いかたもされているという。文末詞「ガイ」または「ンガイ」に,

さらに「ノン」がつづいたと見うるものかどうか.

※　　※　　※

当県下の「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヤノ」「ゾノ」「ゾイノ」など

がある。

○ソL'斉　ウンア　ッ貢ジャロー　ゾイ7-0

それが運のつきだろうよねえ。

ほ, 「ゾイノ」の一例であるo

つぎに,山陰島根県下を見る。石見は,安芸との関連よく, 「ノ」を示す。
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出雲に関しては,まず,後藤蔵四郎氏の『出雲方言考』の記事を引用させて

いただきたい。

松江には同輩以上に対して晶を用ゐ,劣等-対しては左又はあを用いる,

とある。出雲の南北に, 「ノー」の常用を見ることができるO南部山地域の例

では,幼女もつかう,

○アノ　7-0

あのね。

がある.当方での経験であるが,老男の人が,その長男には「ノ-」と言って

話し,私には「ネァ」と言って話した。

県北,島根半島北岸の一例は,おとなの言った,

○アy y-c　コゲ　シ〔王〕テ　ゴッサイ。

あのねえ。こんなにしてちょうだい。

である。隠岐については,神部宏泰氏の教示がある。島後,西郷のことばでは,

「サムイデス　ノー。」 (さむいですれ)などと・ 「ノ」が女性中心に用いられ

て,これは, 「ナ」よりもすこし晶がよいというo島後の西北部では,土地人

が, =「ノ」は偉い人に通用することばだ。日とも説明したよしであるo

「ノン」の形があるのかどうかo 『全国方言資料』第5巻の「島根県那賀郡

雲城村」の条に,

m-・=-.キラレモ　　イカL/モ　　セソノン

来ることも　行くことも　できないのだ。

などというのが見られる。 (ただし,このはあいは, 「ノン」がとりたてられ

るとしても,これは, 「の」助詞系の「ノン」かと見られる。)

※　　※　　※

当県下の「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヤノ」「ヨノ」があり, 「カノ」

(「カ-ノ」)「カイノ」があり, 「ガノ」があるo　また・ 「ワノ」「ワイ(ェ)ノ」

「ワナノ」などがある。

○アアデス〔ti'〕カイ7-0
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そんなですかねえ。

は, 「カイノ」の一例である。

鳥取県下では, 「ノ」の存在がよわい。どちらかといえば,東半域に「ノ」

が見られやすかろうか。 「ノ」文末詞は,当県下で,現地人の指摘するように,

老人ことばと言いうるものになっているかもしれない。ただし,室山敏昭氏は,

伯著の三朝方言に関して,かつて, ‖「ノー」は老人専用といちがいに言えない

ようだ。"と言われた。生田弥範氏の『困伯方言考』 (就将尋常小学校　昭和12

年2月)には,

言葉の終りに, 「ノー」とか「サ」とか附くのは浜言葉に限ってゐる。

とある。 ("米子市の言葉を米子弁といふやうに弓浜部の言葉を浜言葉と言って

ゐる。浜言葉は出雲弁と異って疎野であり鈍重ではあるが親しみのあるゆった

りとした語調をもってゐる。")ところで私は,伯者西南山地域調査のさい,こ

のほうで,対等・親密の場で用いられる「ノー」を聞くことができた。 (当地

域で最高の言いかたは, 「ナ」であった。)生田弥範氏の『山陰方言雑考』 (自

家版　昭和31年5月)にも,

伯著西部の「ノー」型,例えば同僚間に行われる「行かえノー」 「話さ

えノ--.」 「来ッさえノ」等は地方的特色を有つ表現であって,南方四国の

「ナオ」 「ナモ」と関係があると見られる。

との記事が見える。

石黒武顕氏の『鳥取県方言辞典　後編』には,

のん　〔助詞〕　　問い

の形が見える。

※　　※　　※

当県下での, 「}IJに関する複合形の文末詞には, 「ゾイノ」 1-ヵィノ」 「ガ

ノ」「ワイノ」などがある。

○ソ言ニ〔i・〕テ-　ガノ。
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そこにあるじゃないか。

は, 「ガノ」の一例である。

中国も,旧来は全域的に,よく「ノ」がおこなわれたのであろうか。

「ノ」表現の生活での,中国地方人の情緒には,敦朴みの,はなはだ掬すべ

きものがある。古老たちは,いまだに「ノ」表現によって敬皮な心情表白をし

てもいる。

この人たちにとって, 「ナ」や「ネ」の流行は,半意識的にもせよ,違和感

をおぼえるものでもあろうか。しかし,共通語化の波のよりつよまる今日,

「ノ」退勢の自然状況は,いかんともすることができない。

五　四国地方の「ノ」ほか

近畿・四国には, 「ナ」文末詞のおこなわれることが隆盛であって,近畿四

国弁といえば, 「ナ」ことばが思いだされてもよいほどであるけれども,他方

でまた, 「ノ」文末詞のおこなわれることもすくなくない。この-んにやはり,

原生的な,感動音起源的なナ行者文末詞の分生存立の自然さがあるのか。,

愛媛県下の「ノ」は,おおよそ,したしい人々のあいだによくおこなわれる

「ノ」である。本土部にも島ft部にも「ノ」がおこなわれている。県南の大洲

市などに関しては, "大洲の「ノー」ことば"との言いぐさがあるらしい。こ

の地方一帯に,地ことばとしての「ノ」の,老若男女におこなわれることがさ

かんである。

○アン　7-0

あのね。　　(小学生二男-・-先生)

これは,大洲小学校内で得た例である。県南内に, 「ノ」を上品語とわきまえ

ているむきもある。 (「ノ」が;っまりは,上品中晶下品-目上・目下-の

いろいろのはあいに,自由に用いられてもいるというしだいなのであろう。)
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県中央域(中予)では,同輩間であるいは親密な相手に「ノ」が発せられてお

り,島喚部も多く同様で,この点,山陽路の「ノ」とのつづきが明らかであるO

(さきに, 『瀬戸内海言語園巻』について述べたところ　p.267参照。)

ところで,県東辺域には, 「ナ」がおこなわれて「ノ」はおこなわれていな

い。そのほうの人たちは,新居浜市のほうの「ノ」を,あるいことば,荒いこ

とばと見ている。

内海島喚部,大三島のうちには, 「ノ」の,

○インテ　ノ.

(「いいえ。」と,つよく　自分の思いを言う。)<女性または子どものこ

とば。やや上品みがある。>

○インニャ　ノ。

(「いやだよってば。」といったような気分のものである。)<男性のこ

とば。やや下品。>

といったような用法がある。

当県下に「ノン」形もある.愛媛県東部の新居郡垣生村では,

○ワ亨~手/-ン.

(「ワ亭」は-人称代名詞。ワキはねえO)

などと言っている. =-プア　テキャノソ."(垣生の「テキャノン」。)との言

いぐさもできているそうである。 「ワ青首　アン。」は=年寄りのことば。漁師

などがつかう。"とも言われ, "百姓の者でも年輩の者がつかう。女に比較的多

い。"とも言われている。愛媛県南部域内にも, 「ノン」が分布しているようで

ある。

つぎに,異形の「ノア」がある。

○ア77ァ。

あのねえ。

などと言われている。内海大三島の南部でのことである。ただし, "今はあま

り言わぬ。"と人は言う。隣島の伯方島には, 「ノワ」があるか。伯方島の『愛
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媛県上浦町誌』 (昭和49年10月)にも, 「ねえ」の「ノワ」が見える。

※　　※　　※

愛媛県下の, 「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「ヤノ」「ヨノ」「--ノ」

があり, 「ゾノ」「ゾ(ド)イノ」があり, 「ゼノ」がある。 「カノ」「カイノ」が

あり, 「ガノ」がある。

○オトサン　ドコイ　イッタ　ンドェ-ノ。

おとうさんはどこへ行ったんかね。

は,瀬戸内海の魚島での,ややこみいった複合形文末詞の例であるO

高知県下にはすでに, 「ナ」の比較的よわいありさまが見られた。そのあり

さまに反比例して,本県下では「ノ」が,かなりつよい0 -この点でも,本

県下は,四国内でそうとうに特立的である。四国弁といったような概称がゆる

されるなかにあって,高知県下の特性が見られる。 (四国山脈に境された,土

佐の地理的環境は,しばしば自然制約の理を発揮するのであろう。)

「ノ」は一般に,したしいものや目下のものにつかうなど,気らくに用いら

れているもののようである. -上の位の表現にも, 「ノー」の用いられるこ

ともあるがO 「ノー」をつねの態のものとし, 「ノ-シ」をややよいものとし

ているか。

本県下に, 「ノ」の変形の「ノイ」「ノン」が見られる。 「ノイ」は諸方にあ

るらしいが,わけても,幡多郡下にこれがよく兄いだされるようである9土地

の人沖本樵平氏も,しきりに「ノイ」を指摘していられる。土居重俊氏・浜田

教義氏にまた, 「ノイ」 「ノン」に関するご発表がある。私が土佐ではじめて

「ノン」に接したのは,幡多郡西南域においてである。 「さむいね。」という意

味で,

○ヒ亨イ　ブン.

と言っていた。昭和十年代の経験である。 「ノン」 「ノイ」などと, 「ノ」.の表

現形が変わってくると,それだけ,訴えことばもより手あっいものになってく
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るようである。 -あるいは,ていねいなものともなるo

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヤノ」「ヨノ」があり, 「ゾノ」「ゾカノ

イ」があり, 「カノ」があり「ガノ」があり, 「ワノ」がある。

○ラ~二　ヵノン。

そうですか(そうなの)0

は,幡多郡下の「カノン」例である。

徳島県下には, 「ナ」がよくおこなわれている反面, 「ノ」もまたかなりよく

おこなわれている。金沢治氏ほかのかたがたは, 「ノ」が北域の非平坦部によ

くおこなわれることを指摘される。

○デージャ　7-0

そうだねえ。

は,金沢氏が祖谷のことばとし七あげられるものである。私の祖谷経験によれ

ば, 「ノー」は,上の位の言いかたにもつかあれる。

ところで,県下の南部域内にも「ノ」が兄いだされる。南部山地の一例は,

○耳ムイ　71-0

さむいねえ。

であるo　このへんでは,女性どうLも,さまざまの身分関係の間がらで多く

「ノ」を言っているo文末詞「ノー」と代名詞「オマイ」と文末詞「ワイ」と

が,よくつれあうもののようでもあるn

離島の伊島にも, 「ノー」がおこなわれているらしい. (金沢治氏「伊島言

語調査レポート」 『阿波方言』第三巻第-早)

人々も言われるように,古くは, 「ノ-」が県下の広くによくおこなわれて

いたであろうか。今日, 「ノー」はおよそ,したしい間がらで,気やすく用い

られる程度のものになっている。

>X<^H3　　圏
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本県下の, 「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「ヨノ」「ゾノ」「ブイノ」

「ガノ」「モソノ」などがある。

ここにあわせて注意すべきものに, 「ノーロ」がある。金沢治氏の『阿波言

葉の辞典』には,

ノーロ〔感動〕　やや古い

今日-アツイノーロ

の記事が見えるo 「ノ-」が「ロ」に受けられている。この「ロ」は何であろ

うか。あるいは, 「ワレ」の「レ」に関係のあるものか。

香川県下でもまた,・ 「ナ」がよくおこなわれる中に, 「ノ」の,よあくはな

いものが見られる。ことに,高松市域以東では, 「ノー」がよくおこなわれて

いようか。

○テ不チ　アー。

それでねえ。

は,東部内での一例である。このほうでは, 「ノー」よりも「ナ-」のほうが

品がよいとされている。ただし,女性も「ノー」を言っている。

西の丸亀市方面だと, ‖「ノ」は男性間の極く親しい間柄,叉は目下の者に用

いるのが普通である。"という。 (掘芳夫氏教示)私が,丸亀市に属する内海の

広島で聞いた「ノ」の一例は,

○有ンツージノ　ゴジューノT-デス　7-。

善通寺の五重の塔ですねえ.　(中男　藤原)

である。県下,内海島興部に, 「ノー」のおこなわれることがすくなくない。

○アノ　7-0

あのね。
ノ

○オエンドサンノ　ノO

おへんどさんのれU

は,小豆島の二例である。桂又三郎氏の『小豆島方言』には,
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アノンノ　　あのね。

と見える。

県本土の中部以西では, "高松のように「ノー」とは言わぬo"などの所感が

聞かれる。

県下に, 「ノ」の変形の「ノイ」がある。山田正紀氏の「瀬戸内海鳥峡方言

資料」には,

ノイ(64　粟島一一香右上)

とある。

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「ゾノ」「ゾイノ」「カノ」 「カイノ」

「ガイノ」「ワイノ」などがある。

○ドッ訂ニ　アル　万イノ。

どこかにあるかいなあ。 (相談)

紘,本土中部での「カイノ」の例である。

六　近畿地方の「ノ」はか

さきに「ナ」文末詞の条で,私は,

「ナ」は,近畿にとって,土着のことばである。

と述べた。近畿ことばが,かんたんには「ナ」ことばとも言いあらわしうるも

のであることも述べた。されば,近畿地方のことばは, 「ナ」一色というほど

の状況になっているかというのに,そうではなくて,今,問題とする「ノ」も

また,じつは,そうとうにおこなわれているのが注意される。

これら二態の状況は,位相上の別として,わきまえとらえることができよう。

日常生活一般での文末詞使用では, 「ナ」がもっともふつうに用いられ,それ

の下位相で, 「ノ」文末詞がかなりおこなわれているということであろう。と

もあれ, 「ナ」ことばの近畿地方に, 「ノ」ことばもけっして微弱ではない。こ

とに近畿南辺内には, 「ナ」よりもむしろ「ノ」のほうがよくおこなわれてい
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るのが注目される。南紀地方に, 「ノ」とともに, 「ノシ」または「ノンシ」が

よくおこなわれている。

前者が普通度の言いかたをみちびくもので,後者類が上品な言いかたをみち

びくものである。 「ノシ」「ノンシ」の盛行はまた, 「ノ」のつよい存在を実証

するものでもあろう。

「ドシテンナ　ノ-。」(どうしたの?)は,目下のものに, -おやが子

などに言うものであり, 「ドシテンナ　ノシo」は目上に言うことばである,

と言われている。

四国地方でも考えられたことであるが, 「ナ」の近畿地方にあっても,かつ

ては, 「ノ」勢力の,全般につよいものがあったかもしれない。ひろげて全国

的視野で考えてもみるのに, 「ノ」は諸方にあって,およそ潜在的でもある。

-潜在性を思わせるようなありさまで,その固有勢力の残影を見せるようで

もある.所によっては,その「ノ」が,依然として麟著なおこなわれざまを見

せているということなのであろう。

兵庫県下では,まず淡路島に, 「ノ」のおこなわれることがかなりさかんで

ある。

○ツテテ　7-0

つらくってねえ。

は,東南部での一例であるOかつてこのほうの調査にあたった時は,由良中学

校のいわゆる小便さん(老男)が,先生に「ノー」を頻発していた。

〇才才~ヲ　テトイ　7-0

だいぶんふといねえ。　　(中女　独話的)

は,淡路北部での一例である。 -女性も,ふつうに「ノ」をつかっているo

播磨では,西半地域に,比較的よく「ノ」が聞かれようか。

○ソッチ-　Tヶ　ノー。

そっちへ行けよ。
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は,西辺での一例である。中播地域内で; " 「ノー」はいやしいことば"など

とも言われている.酉播奥では, "「ノ-」は村びとばかりの`時つかうo同等の

ものにつかう。また,年寄りに向かって言うもの。"との説明を聞いたことがあ

る。

但馬にも, 「ノー」がおこなわれている。ただし南部西奥では,

○クソテこ-　ノー。

くださいねえ。 ("心やすいものなどに言う。他人には言わぬ。")

などと言っている。

但馬西空域のプロ人は,その地に,ノ
○ソシタラ　ノ。コ-　シノ首ダガ　ノ。

=そしたらよ。こうしたんですよ。"

などと短呼の「ノ」のよくおこなわれていることを知らせてくれた。-"「ノ」

は敬語。"とのことである。なおこの知友は,

文末は「ナ-」がふつう。目下や同等には「ソシテラ　デーヨ。」。「ナ」の・

下には「ヨ」がつく。文末に「ノー」がくる時には,その下に「ヤ」がつ

く。 「ソレ斉　7-ヤ.」などと言う.目上には「ノーヤ」。

と教えてくれた。この教示者は,かつて学生として,広島に釆住した。その経

験に徹して言ったことばは,つぎのとおりのものである。

広島の「ノ-」とはぜんぜんちがって,こちらの「ノー」は,敬語表卿こ

限られている。

東播地方にも, 「ノ-」がおこなわれている.

さて,神戸市方面となると,単純な訴えかけの「ノー」は,用いられていな

いようであるO　清瀬良一氏は, 「神戸方面の文末助詞」 (『方言研究年報』第-

巻)で,

神戸地方では,たとえば, ・大阪地方でいう,

I　　蝣　　　　　　　・　・蝣　　蝣. 、

のごとき,単純よびかけの「ノ」はもちいない。
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と述べていられる。

※　　※　　※

本県下に, 「ノ」に関する複合形文末詞の見るべきものは,あまりない。 「カ

ノ」 「キャノ」などが兄いだされる。

複合形の種別もあまり見られず,複合形の流行もあまり見られない状況は,

何を意味しようかo 「ノ」そのものは,上に述べた程度におこなわれている。

大阪府下では, 「ノ」の勢力がよわかろうo北部の池田市方面に関しては,

山本俊治氏の「大阪方言における文末助詞(池田市のことばを中心として)」

(『方言研究年報』第一巻)があり,

○コンナ　モソ　ツソデ　イケ　ユイヨンネソサカイ　7-0

"こんなものをつんでいけというんだからなあ。日

などの例が見える。

府下,南河内郡内の調査経験では, 「ノ」が,全然聞かれなかった。

府南,和泉地方となると, 「ノ」の使用の,ややいちじるしいのが見える。

※　　※　　※

「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「ヤノ」 「カノ」 「ワノ」などがあるか。

和歌山県下は, 「ノ」の比較的さかんな所であるo南北の全般にわたって,

「ノ」が兄いだされる。

○ソコ三　アノ　ブ-0

そこに,あのねえ。

は,県中部での一例であるo当地方に, 「ノー」を頻用する所が多い。

県南辺,串本町の例は,

○耳ムイ　7-0

さむいねえ。

などである0 -「ノンシ」と言えば,よいことばになる。新宮ことばでも,
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「ノシ」 「ノ」を言っており, =「ノー」のほうを多く言い,ちょっとていねい

に言う時は「ノシ」と言う。"とのことである。

県下で, 「ノ」は,どちらかというと,男性がつかいがちなものであろうか。

和歌山県下で,とくに注目すべきものに, 「ノ」の「ノイ」形がある。この

「ノイ」に関しては,土地の方言書に, 「ノシ」起源を考えるものもあるが,私

はやはり強調の「ノー」が「ノイ」になったものであろうと思う。ともあれ,

「ノー」なみの「ノイ」が,県下の南北におこなわれているo楠本実二氏は,

「奥熊野地方の言語」 (地方史研究所『熊野』)で,

紀州地方でも「のし」が盛んに使われるが,之に劣らず「のい」が盛ん

であるo但し「のい」は男性に多く使われるし,女性は「のい」よりも

「のし」を使うのは普通のようである。

と述べていられるo県下のもろもろの方言書がしきりに「ノイ」をとりたてて

いる。 『和歌山県方言』に,

ノイン　　ねえ　　　市,海郡

というのが見える。私は,かつて,田辺市奥の方言を調査して,

07-デス　7-ィ。

そうですね。

などの実例を得た0 -老男は私に,しきりに「ノイ」をつかったが.ことあら

たZt'て私がこの人に「ノイ」をただすと,この人は,り「アイ」ワ　イラフデス。

r7-」デス。=(「ノイ」は言いません。 「ノー」です。)と答えた0

※　※　※

本県下の「ノ」に関する複合形文末詞には・ 「カノ」「カノイ」, 「カイノ」

「ケノ」, 「ワノ」「ワイノ」などがある。

○ス言ンケド　ゥテ　キテクレル　万ノ。

すまないけど,うち-来てくれるかね。

は,新宮市での「カノ」の一例である。
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奈良県下にも,わりによく「ノ」が見られる。ほぼ全域に「ノ」がありうる,

とされようo　(紅稚義夫氏は,先年,洞川くドロガワ)方言の「=ヨ-」を教示された。)

北部では, 「ナ-」がよいことばで, 「ノー」はそれの下位のものと見られ

るようである。これに対して,南部方面になると, 「ノー」がわるくはないこ

とばになっているのが注目される。諸家の研究にも,ご指摘がある。たとえば

西宮-尽氏も, 「奈良県方言の待遇表現について」 (『国語学』 36)で, 「南部

方言」につき, 「ナ-」は卑, 「ノー」は敬,としていられる. (氏の他のご発

表にも,このことが見える。)

私が南部域の東北寄りの地で調査した結果をとり出してみよう。そこでは,

「ノ-」につき, =目上にしかつかわぬ.若いも・のにはつかわぬ。敬語。日と言う

人があった。 「テヤ　7-.」 (そうだねえO)は, =土地のことばO昔から伝わ

っとることば。日ということであった。日だいたい,ことばのしり-は「ノ」を

つかいますo"と言っており,なるほど,土地人どうしの会話では,男子どう

Lにも, 「ノ」の頻用されるのが聞かれた。=老男女とも,ていねいな気もちで

「ノー」を言うO"と言う人もあった。

十津川でも, 「ノー」をよくつかっている。 『全国方言資料』第8巻の「奈

良県吉野郡十梓川村小原」の条には,

fヒサシプリジャモノ-ノ

久しぶりですものね。

などとある。 「ノ」は,どの程度の表現品位をかもすものであろうか。

※　　※　　※

本県下では, 「ノ」に関する複合形文末詞の多くを指摘することができない。

「カノ」などが兄いだされる。

三重県下には, 「ノ」に関して言うべきことが多い。

「ノ」は,まず,県下に一般的であると言うことができよう。伊勢山田あた

りの実例は,
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0トッデモ　ヤリキレン　7-0

ほんとにやりきれないねえ。

などである。伊勢南部域の例は,

○テラ　ノ-O

あのね。

○耳ムイ　7-0

さむいね。

などである。これらの「ノ-」については, "目上には言わぬ。", "友人には

「ノー」をつかう."などと言われているo

県下での「ノ」のだいたいの用法は, 「同僚間で用いられ,また,目上から

目下に用いられる。」という程度のものであろうか。 「ナ」は,目上にもつかう

ことばである。したがって, 「ノ」は, 「ナ」の次下に位するものとされる。

「ノ」を男性ことばと限ることはできない。・

県南の志摩半島から,紀州南牟婁郡北牟婁郡,つまり三重県紀州では, 「ノ」

が安定勢力をなしているのかもしれない。南牟婁郡での一例は,

○享テ　ヤス首　ヵ　ユテ　7-0

(雨が降るから)ねてやすもうかといってねえ。 (老女　　人々)

である。南牟婁郡下の一地点では, "子どものころに, 「ノ-」をつかうと,町

のまねをしたと言われたものですよ。"との説明を聞いたことがある。これに

よって私どもは,当地域での「ノ」の存立の歴史を想像することができるよう

でもある。本来「ノ」は,けっしてわるいことばではなかったのであろう。

志摩地方でも,人々は,じつにふつうに, 「ノ」を愛用している。

○ノ京㌻テ　言イ　ノ-0

(このがけを)あがってこいよ。

これは,小学生低学年男子問に聞かれたものである。

伊賀にも, 「ノー」がよくおこなわれている。

○スズシ　7-0
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涼しいねえ。

これについて, =ほんとのむかしのことばoHと説明する人があった。当方で,

たとえば青年男子も,先生に向かって,よく「ノー」をつかっている。

○カすイバッ貢すデモ　イ万フサカイ　7-.

人間は堅いばかりでもいけませんからねえ。

は,その一例であるo

三重県志摩方面に・ 「ノ」の変形と考えられる「ノイ」がある。 -「ノー」

と,つよく言いあらわしたひょうLに,その長音部が「イ」音化したのであろ

うo 「あの　ねo」も, 「アン　ブイo」といったあんばいである。佐藤虎男氏

は,三重県紀州の尾鷲南方の海岸を調査されて, 「ノイ」 「ノエ」を兄いだして

いられる。私は,南牟婁郡下で, 「ノン」を聞いている。
容らi

O盲=~ヶ　ァル　ノン。

たくさんあるね。

(なお・私のこのカ-ドには, =「ノ-」をよく言う.=としるしているO　この

「ノー」のところ-,土地人のカード検閲の識者が, =外来語らしいので,す

こし敬語をふくめた意味に使われる場合もあるため.=としるしていてくださ

る。)

○アブ　アン。

などと言っているo知友・中田光雄氏は・ 「アア　蝣r- 」「ア7　7-0」「ア

γアン。」について, ‖三者,品格上の差等,ちっともなし。日と言われた。

※　　※　　※

当県下の・ 「ノ」に関する複合形の文末詞に, 「ネノ」「サノ」「カノ」「カイ

ノ」「ワイノ」「ワノ」などがあるo私が「ネノ」例を聞いたのは,南牟婁郡の

人からであるo (「-- ・ネノー.」とあったO)「サノ」の実例は,

○ア77モ,ムカシカラ　アッテ　ンサ7-0

あれも(あの集落も),むかしからあったのよねえ。　(老女I一一藤

原)
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などである。私は上の例も,南牟婁郡下で聞いた。 『全国方言資料』第4巻の

「三重県北牟婁郡海山町河内」の条には,
い

mンナ　モー　イッケ'/イッケン　マニ　アイサツニ　デヨッ

それは　もう1軒　1軒　　おまえ　あいさつに　出歩い

タンサノー

たものだよねえ。

1)いくぷん口蓋化している. 〔ke)。
J

などの「サノ」例が見える。 「サノ」は,紀州地方にありがちのものか。

京都府,丹波の北桑田郡方面では,

○テライ　7-0

つらいねえ。

などと,土地ことばの「ノ-」がおこなわれているo「アy / 」などほ,

「北桑ことば」とも言われており,女鹿も,これを言っている。北桑田郡の北

部には, 「ナ」を下品(対等以下用)とし, 「ノ」を上品(対等以上用)とする

所もあるらしい。所によっては,このように, 「ノ」を「ナ」の上位のものと

しているo全国諸方に点々とにもせよこのような事実が兄いだされるならば,

これは重要視すべきものである。

京都府下の丹後半島の諸地を歩いてみても, =「ノ」は見さげたことばではな

い。日とする所がある。とにもか.くにも,丹後半島に「ノー」もよくおこなわ

れている。

○アン　7-0

あのね。

○アティ　7-.

暑いねえ。

といったぐあいであるo女性も男性に「ノー」を言っている。

舞鶴市に属する,市域東北部の半島海辺では,
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〇百マ二　手言~=　ィ7-0

"もうおひるにしましょうよ。"

などの言いかたがされており, 「ノ-」については,人がよくつかう("「ナ～」

はつかわぬO")と言っている.また, "「ナ-」よりはしたしい気もちで「ノ

-」をつかう.""「ノー」と気らくに言うo"などとも言われている。

丹波酉北辺をかつて歩いた時は, 「ノー」が,同等以下に用いられるものの

ように見えた。

京ことばでは,通常, 「アノ　ノ-o」などの「ノー」はおこなわれていない

だろう。旧市内から北郊に出むいて中川郷にはいった時は,

○言マック亨ロ　ブ-.

こまっただろうねえ。

などの言いかたを聞くことができた。

※　　※　　※

京都府下の, 「ノ」に関する複合形文末詞には, 「カイノ」などがある。丹後

では, 「キャーノ」などとある。その一例丈は,

○フ~ブチャントコイ　イ青丁フ　幸手-ノ。

のぶちゃんとこ-行かないかね。　　(老女・・一一幼孫女)

である。

滋賀県下では,まず,湖西方面に, 「ノ」がよく見られる。湖西中部での実

m,

○テッイ　7-0

暑いねえ。

○イラ~斉シー　言トヤ　7-0

いそがしいことだねえ。

などである。

湖西内に, 「ノ」の「ノン」も兄いだされる。 『全国方言資料』第4巻の「滋
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賀県高島郡朽木村」の条には,

mマ-　ワシャ-　ソ-　オモテ-　ヤッタンヤケンドモー

まあ　おれは　　そう　思って　　やったんだけれども,

アノ　ジブンデモ　マダマダ-　ナンヤッタノン

あの　ころでも　　まだまだ　　なんだったねえ,

などとある。湖東でも「ノー」がおこなわれており,彦根ことばにも,

○ムチャクテマヤデ　7-0

むちゃくちゃだからねえ。

などとある。 「ノー」は,上品なことばともされているのか。 -老年者にお

いてである。湖北方面にも, 「暑い　ノー。」などの言いかたがあるらしい。

※　　※　　※

滋賀県下の, 「ノ」に関する複合形文末詞は, 「カノ」「カイノ」 「ワイノ」 「ワ

ノ」などである。

「ナ」文末詞の隆盛な近畿のうちにも,存外とも言ってみようか, 「ノ」が

かなりよく兄いだされる。ことに,近畿南部南東部の周辺域や,近畿北部の周

辺域に, 「ノ」の使用のかなり根づよいものが見られるのは,まったく注目に

あたいする。

私は,近畿地方での「ノ」の存立を見るにつけても,日本語の歴史の中での

「ノ」文末詞の成立と生息とを,種々に考察することができるように思うもの

である.こういうさい, 「ノ」の用法品位が所々で異なる事実は,別して,重

視すべきものである。

十　中部地方の「ノ」ほか

中部地方に, 「ノ」文末詞のおこなわれることは,大約さかんである。 -

といっても,東部域方面になると,事態はいささか変わってくる。
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福井県

本県下の若狭にも越前にも, 「ノ」がさかんである。

若狭は近畿系の地域であり,それだけに, 「ナ」文末詞がよくおこなわれて

もいるが,他方, 「ノ」も,地ことばとして,よく生きているO若狭中部での

一例は,
ノ　　I　　　　　　　　　　　　ノ

○インキ。ノ　ヨコチャンナ　ノ⊥O盲-=　ァスフミ~7　--チ/I-Q

隠居のヨコちゃんはねえ。もう遊ばないと言ってねえ。 (老女が幼女

のヨコちゃんのことを説明する。)

である。女性も, 「ノ」を言っている。男女の年輩者たちの「ノー」のよびか

けが,おとなしい下降調になることも多い。こういう時は,私などの観察者に

は,それが, 「ノ」の敬語法かな,とも感じられるのである。

越前の広域に, 「ノ」のおこなわれることがいちじるしい。

愛宕八郎康隆氏は,かつてその調査経験を, "大桐杉浮間のトンネルを越えると,

文末詞も, 「ナー」から「ノー」になっていく。"と語られた。杉津は,敦賀旧市

域の東北方,敦賀湾岸の高地にある.

越前域では,西の平地部と東の山地部とに,あい劣らず, 「ノ」がよくおこ

なわれている。福井市あたりの例は,

○-言- イ-ネ-　ノ-0

早く言いなさいよ。　(大女)

○ソ亨テ~ティ　ノO

そうだとも。 (強調的)　　(中男)

などであるo 「ノー」を友だちや目下に言うとともに,目上や年長者にも言っ

ている。東部山地域の勝山あたりのこととしては,ナ行音文末詞に「ノ」-

「ナ」 - 「ネ」の順序の優劣関係が認められるという。 (愛宕八郎康隆氏教示)

ただし, 「ノ」の品位は, 「ネ」よりも低いようである。愛宕氏は, 「ノ」がと
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くに女性によく用いられると言われる。

北陸地方も,ことに福井県下などである-と,その方言状態が,近畿方言状態

に類接することが多い。と,一般的には考えられるものの, 「ノ」文末詞の,

当地方での盛行などを見ていると,やはり,木ノ芽峠を越えての北陸は,近畿

一般の状態からは,しぜん,なにほどか距ったものであることが思われる。

ここにこのように「ノ」がさかんであることと,近畿の,たとえば丹波に

しても,北丹波のうちで,人が, 「ナ」よりも「ノ」のほうをよいことば

としているのなどとは,合わせ観察してみて,おもしろい事実のように考

えられる。

越前の平地部内に, 「ノー」の変じた「ノン」があるのかもしれない。

※　　※　　※

本県下の複合形に,まず,若狭中部の「ナノ」がある。永江秀雄氏の教示に

よるのに,旧瓜生村には,

そうやナノ。

一緒やナノ。

などの言いかたがあるという。 (まれに用いられるもののよしである。)

「イノ」というのがあり, 「-ノ」というのがある。これらは若狭に兄いださ

れがちか。

「ヨノ」というのがある。

「ゾノ」があり「ゼノ」がある。

愛宕八郎康隆氏が, 「勝山方言の文末助詞について」の題下に発表せられた

プリントには, 「ノ」に関する複合形「ザノー」「ゾノ-」「カノ」 「カノ

ー」「カイノ」「カイノー」「ケ-ノ-」「ワノ」「ワノ-」「ガノ」「トノ-」

「デノ」 「デノー」があげられている。

「カノー」「カイノ」「ケーノ-」などは,県下に広くおこなわれている。 「ケノ

ー」の言いかたもある。

若狭に, 「カエノ」もある。
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「トイノ」がある。 (若狭に, 「ト-ノ」がある。)

「ワノ」がよくおこなわれている。

○アソンデノミッカ　イヤ　テノo

遊んでばかりいやですよ。 (母一一娘)

(佐藤俊郎氏教示)

紘,福井方面での一例である. 「ワノー」 「ワ-ノ」の言いかたもある.

『全国方言資料』第3巻の「福井県遠敷郡名田庄村納田終」の条に見られる

「ワ-ノ」の例は,

f芸:三三さん,こ;ニーy-rll / 、イ)

ムラウワ-ノ

もらいますよ。

などである。

「ワイノー」があり, 「ウェノー」がある.

石川県

1) 「帰らせて」の意.

本県下の加賀にも能登にも, 「ノ」がよく認められる。ただし,どちらかと

いえば, 「ノ」は,年輩者のがわに多いのかもしれない。

一般には, 「ノ」を,したしい相手とか目下のものとかにつかっていようかO

加賀東南部では, =ふつう以下には「ノ-」.", "ていねいに言うと「ナ10日

などと説明する人がある。なるほど,私がしきりにカード書きをするのを見て,

-老婆が,

○ヌ~キヤ　ア-0

そんなにして書くのがほんとにすきなんだねえ。

と言ったのなどは,まさに,うちとけた気分での「ノ」を見せたものであろう。

ではあるが,一方で,この地の中年女性が,

○マテ　ゴずラッシャ7　7-0

またいらっしゃいねえ。
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などと言っている。こういう,音高くきわだたせた「ノー」は, 「ゴザラッゾ

ヤレ」の言いかたにあい応じているのからも知られるとおり,かなりよいこと

ばとも見られるようである。

能登半島西岸甲富来町での一週間調査のさい,私が聞きとったものに,
_ノ・t

/　一

一.ノ

ネ-

○アティ

○アティ

(気のはらぬ人や目下に)

(若い人のことば)

○アテイ　デーo (男の人のことば。女の人もヤンチャナ人は言うo)

というような,土地人の説明がある。このカードに,検閲の識者のしるされた

注は,下記のとおりである。

ノー　　同僚にも使用する

ネ-　　目上の人に(男女共通)

ナ一　　男の方が多いが女も使ふ

富来町での「ノ」例をあげるなら,

○人間チュ-　モノワ,いつまで生きていても,シソすイチュ-　コトノ
ノ

ナイ　モン　ノ。

・-抑こたいということのないものねO　　(老女間)

などがある。

「ノ-」に相当するかに思われる「ニョ-」があるか. 『全国方言資料』第

3巻の「石川県石川郡白峰村白峰」の条に,

mオノコヤッテ　ヨカッタニョ-　ホントニ

男の子で　　　よかったねえ,　ほんとうに。

と見える。

「ノ」の変じた「ノン」がある。長岡博男氏の「金沢市地方の方言『に』の

一考察」 (『方言』第三巻第一号)に,
◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　◎

「な」は能登方言に於ても金沢同様野卑な使用法であり「な」或は「の」
◎◎

及び「のん」として使用せられている。

とある。岩井隆盛氏も, 「対人関係の辞的形式-石川方言を例として-」
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(石川国語方言学会　二月会報)で,

「面白い」 「面白いです」

オモシロイナ　　オモシロイネ

オモシロイノ　　オモシロイノン

の記述をしていられる。能登にも「ノン」があるか。

「ノ」に関連する「ノイ」も認められる。 『白峰村史』下巻の「方言」の条

(岩井隆盛氏)に,

乙　はい,ナカナカ(とても),ノー(なく)てノイ(ね),心配シチョリ

(して,い)ましたら,ちょうど,よいのを,ショワして下さって,モラ

ウことになりましたデ(ので)ゴザッチャ(ございます)0

との記述が見られるo私が,さきに述べた能登半島富来の調査にしたがった時

に聞きとめた, =西浦のことば''には,

○ショ-シナ　ブイノー。

=よわったねえ。" (‖あら,たいへんねえ。")

というのがある。ここに出ている「ノイ」も,やはり, 「ノー」の「ノイ」で

あろうか。とすると,おなじ「ノ」文末詞が,二つ,かさね用いられたことに

なる。 -「ノイ」という言いかたができると,これの独自性がはっきりとし

てくるので,人はしぜんに,そこ-,ただの「ノー」をも累加し得たのか。

=西浦のことば'に, 「アイネ-」というのもあるという0 -日だめおし"

だそうである。 =強意日との説明もあった. 「ノイネ-」に比肩せられる「ノ

イノー」は,おそらく, 「ノ-」の「ノイ」と,ただの「ノー」との複合せし

められたものであろう。

ここで私は,一つの解明に達した。 -と言いたいことがある。白峰で聞

いた別辞に「ノイノー。」というのがあって,かねて私は,これの語源に

心をひそめてきた。今にして思えば,二すじ三すじと,あらぬ方向にふみ

まよっていたようであるo別辞の「ノイノーO」は,上の西浦のことばに

明らかな「ノイノ」ではないか。よびかけことばの特定成分(文末詞) 「ノ
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イノー」は,これを単独に用いて,いっこうにさしつかえがないo (もの

によっては,単独に用いる習性のものが・文末詞化させられてもいる。)

※　※　※

上の「ノイノー」 「ノイネ-」は,すでに「ノ」に関する複合形の文末詞と

されるものである0本県下には,異色ある複合形が,種々に認められる。つぎ

の「ガノ」も,おもしろいものではないか。

○オズン。ソ京テテ　ィク　京ノo

おばさん。そんなにして行くの?　(老女間)

これの「京ノ」の「ガ」も,他地方でいえば, 「の」であるo (準体助詞「ガ」

であるo) 「の」の意味をとれば,上文の文末詞は, 「のノ」となる。それが「ガ

ノ」とあるので,両分子のおれあいもよいことなのであろう。

本県下の複合形の諸相としては,まず・ 「イノ」 (「イ」と「ノ」との複合という

ことであって, 「ノ」は長呼になることもあるO) 「カノ」 (「ケァ-ノー」 「ケ-ノ」

「ケノ」) 「カイノ」「ワノ」「ワイノ」 (ワ工ノ)などがあげられる。

つぎに, 「シノ」があげられるかo 『全国方言資料』第3巻の「石川県輪島

市名舟町」の条に,

fリ-ノ　　ートワ　　オメソサマ　ワガ　キョ-デ-ノ　チ一

利兵衛の　おやじさんは,あなた,　自分の　妹の　　　乳房を

ニギック　チュガヤシノ

にぎった　というではありませんか。

とある。この「シ′ノ」の「シ」は,なに起源のものか0 -やはり,接続助詞

の「し」が考えられるのではなかろうか。

「ケノ」という複合形文末詞を認めてよいかo 『石川県方言魚集』に,

あのけの一　発語ニシテ意味ヲ強ムル場合二用フ　珠

とあるo能登半島東北部,旧珠洲郡のことばであるとされている。この「ケ

ノ」は,どう考えたらよいものであろうO下の「ノ」は,上来,問掛こしてき

た「ノ」文末詞とされようo上の「ケ」は・ 「これ」という代名詞を思わせる。
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おそらく, 「これ!」と指示する気もちが, 「ケ」文末詞を成立させたのであろ

う。能登半島東北部で, 「ソンナ　コト　セントカッシ　ケ。」(そんなことし

ないでおきなさいな。)などとも言っている。こういう「ケ」は, 「これ」起源

の新生文末詞であることが考えやすかろう。こうした「ケ」と「ノ」との複合

形ができているということか。

「ワケノ」という複合形もある。 『全国方言資料』第8巻の「石川県輪島市

海士町」の条に,

十一一-　ワカランナンダ　　ワケノ

わからなかった　　のですよ。
4)

fア-エコトモ　　アックワケ-ノー　　4) 「ワケ-」は「パケー」の臨

ああいうことも　ありましたねえ。

などとある。 「ワケノ」の「ワ」は,例の東京弁にもいちじるしい「ワ」であ

ろう。 「ケ」が, 「これ」系の文末詞とされるか。それらと「ノ」との新複合形

である。 -いかにも自在な複合であるO

自在といえば, 「ノワユノー」というのもある。 『全国方言資料』第8巻の

「石川県鹿島郡能登島町向田」の条に,
1)

mアユ　ノワユノー　ソシテ　オドックワイヨ

そして　踊ったよ,

1)同意を示す間投詞。

と見えている. 「ノワユノー」は, 「ノ」と「ワニ」と「ノ-」との複合では

ないか. (「ワニ」は「ワイ」に相当しようo)この「ノワユノー」では,頭・尾

に「ノ」がある。同物の重複使用がなされているのか。そういえば,つぎの,

fアッコ　　エラーニャノンケノ　オ-ッビァ　サザェ-ガ　トラレンゲ_

あそこ-　はいらなければねえ,あわびや　　さざえが　　とれないので

ゲ-ノ

すよ,

の例も, 「ノンケノ」が, 「ノン」と「ノ」との,頭尾重複使用になっている。
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この例は, 『全国方言資料』第8巻の「石川県輪島市海士町」の条に見えるも

のである。おなじく「海士町」の条に,
1)

′ムカシドンケーノ

昔はねえ, (-ア-)

ウニョーノ　ゾ-ゾ-　チュ-ガ

鵜人の
2)

ゾーゾー　というのが

アッテ

あって,

2)地名。

というのも見えるO 「ノンケ-ノ」が「ドンケ-ノ」になっている。

1) 「ドンケ-ノ」は「ノンケーノ」の粒。古くは「ノーキャーノ」と言ったという0

とのことである。 「ドンケ-ノ」とは,ずいぶんかわった文末詞形ができたも

のではある。

富山県

富山県下にも,ほぼ全般的に, 「ノ」が認められる。富山市近郊の例は,
p　　_ノ

○スマン　ノー。

すまないね。

○ソソテ　言ト　テ二　ュデフ　7-0

そんなことはなんにも言わないねえO　　(小学生六男.・一一-四男)

などである。

「ノ」は,男性どうしの問に, 「ネ」は,女性どうしの間に,ということも

あるか。富山市近郊では, 「ノ」を"女の子は言わぬ。"としたりしている。

愛宕八郎康隆氏の調査では,県西南隅あたりに, 「ノイ」が兄いだされてい

る。

○-ヤイ　アイ。 (参考, ○-ヤイ　S-。~)

○イ亨　ホン言~三　ノィ。

などは,氏から教示されたものである。
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※　　※　　※

県下の「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「カノ」 「カイノ」「ゲノ(かい

の)」「ガノ」「ガイノ」「ワノ」などがある。

○ドコイ　イッ タロ-　カイノ。

どこへ行っただろうかなあ。 (自問)

は, 「カイノ」の一例である。

新潟県

新潟県下では, 「ノ」のおこなわれることがつよい。越後と佐渡とを通じて,

である。

越後で,糸魚川方面から北越の端部まで, 「ノ」がよくおこなわれている。
-　一ノ

もっとも,北越端部では, 「サムイ　ノー。」について, "女はつかわぬ。男の

中年以上の人がつかうO"などと説明する人がある0- 「サ石イ　テ-。」は,

男女に多くおこなわれ, 「サ云イ　7-。」はすくない,とも言われているO

佐渡に, 「ノー」がさかんであるか。佐渡から広島に遊学した学生が,かつ

て, "佐渡は「ノーノー」なので,広島に来てなつかしく思った."と語ったo

同輩にも目上にも「ノ」をつかうらしい。

越後中部域は,わけても, 「ノー」を本来の土地ことばとしているらしい所

か。女性問の通用語でもあるらしい。長岡市内でのこと,人は,私にも, "長

岡の　ことばは,まあ　こんな　ものです　ノー。"と語ったO「ていねい」の

気もちで,私に,人がよく「ノー」を発言してくれた。長岡市の町はずれで,

途上,中年の女性が,知友押見虎三二氏に, 「ノ」文末詞を連発して,しんみ

りと話していたのが,私の印象に鮮明である。押見氏は言われた。
_　　ーノ

○セソセ,サムイ　ノー。

先生,さむいですね.　　(中男一一押見氏)

との「ノー」には, 「ネ-」ではあらわせぬ敬意がふくまれている,と。小林
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存氏は, 『越後方言七十五年』で,つぎのように述べていられる。

三条市,長岡市,下越でネといふ場合をノといふ, ←柿貫はんかノ」とい
ふのは立派な敬語である。

私も,つぎの一例をつけくわえておきたい。

○戦災　うけて, /てタット　行たんじゃ,下二三盲ナテンヨ7-0

‥-～,どうにもならないよねえ。

人は・ =「ノー」をよくつけるOかしこまって言うoていねいなことばoHと説
明するo長岡でのことであるO

中越のそとでも, 「ノ一一の言いかたを,ていねいに人にものを言う時のも

のとしていた。することが,すくなくないようであるoこういう古来的なもの

の残留とともに, 「ノ一一の用法には,同輩や目下-のことばなどとする用法

もあるのだろうo野口幸雄氏は,新潟県白根市大字西酒屋の方言について,

対称代名詞, 「オメェサン」に対しては←ネ→であり・ 「オメェ」には「ノ」,
「ナ」に対しては「ナ」を用いる。

とされるo (『日本方言研究会第14回研究発表会発表原稿集』 <昭和47年5月>

に寄せられた「西酒屋方言の待遇璃体系一による。)渋谷玲子氏の「三光方言

の待遇表凱(『国文学会誌』五号昭和36年3月)には,

一方家柄が中位の家では親子兄弟間でオメが普通であり,一般に=あそこ

はノだ日というふうに見られている。

との記事が兄いだされる。

高畠康書氏は・ 「サロ弁について」 (措語生活』第四十四号昭和3時5月)
の中で,

面喰ったのは女の子が←アノノー先生オレやってみたけろだちかんらッ
た」と答えた時である。

と述べていられる。

※　※　※

本県下の「ノ」に関する複合形文末詞には, 「ヨノ」 「サノ」 「ゼノ」 「カノ」



第三章　ナ行音文末詞　　297

「ガノ」「テノ」「モソノ」「ワノ」などがある。

、・・　∴

は,佐渡での「ワノ」例である。 -これは,昭和31年8月16日の放送で聞か

れたものであり,男性二人間のものであった。

新潟県下に, 「と言やあ」起源の「チャ」が,よくおこなわれている。これ

と「ノ」とのむすびあった言いかたもあり,たとえば, 「新潟県佐渡郡羽茂村

大崎」 (『全国方言資料』第8巻)では,

fイ-ヨノ　コトニ　ナル　モンダッチャノー

結構な　　ことに　なる　ものですね。

などと言っている。 (「チャ」の前に促音のあるのが注意される。)

北陸地方に, 「ノ」ことばの生活の地脈がよく認められる。中部地方の南が

わはどうであろう。

岐阜県

本県下にも,概略, 「ノ」がよく見られる。土田書左衛門氏は,

の- (助)関東方面の「ね」,関西方面の「な」に相当する感動の助詞。

①やわらかに相手の同意を求める気持をあらわす。 (ええ天気じゃ

-0), ②念を押す時につかうO (ええ-O) ③親しみをあらわす。

(おんさもいかんかい-.) ④問投語としてつかう. (それで-0

おりが-O　こいったら-O) ⑤命令・希望をあらわすo (おんさも

ゆきやい-0)

との記述をしていられる。 (『飛騨のことば』)

美濃にも,西部中部東部にわたって,かなりよく「ノ」が見られる。中部の

北寄りでの例は,

○京ソトシ盲す丁　ヒ丁ヤ　ン7-0
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ごく年寄りの人だねえ。

などである。 -上例は,年寄りではない人が,土地の「ノ」ことばについて

説明したものである。

「ン∴7-」は「-7-」にあたるものか。

「ノー」は,ふつう品位のことばとしておこなわれていよう。

昭和三十六年に多治見市を歩いた時は,町を行く娘さんたちも, 「アノ　ブ

-。」(あのねえO)などと,しきりに「ノ-」を言っていた.若い男子も, 「ノ

ー」を言っていた。

『東濃方言集』には,

語尾二用フ
の-

おれがの-　あのの-

とあり,また,

のい　　語尾二附す　あののい

とある。 『岐阜県方言集成』にも,土岐郡の「のい」が見え,同郡の,

のいん〔感〕　ねえ。

も見える。 「ノン」形も,いくらかは兄いだされるのか。

※　　※　　※

本県下での「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「ヨノ」「カノ」「カイノ」

「ワイノ」「ワノ」などがある。

○喜一　キトクレク　ヨ7-。

よく来ておくれたわねえ。

は,高山市で聞いた, 「ヨノ」の一例である。

愛知県

本県下でもまた,尾張・三河の両方に, 「ノ」のおこなわれているのが見ら

れる。
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尾張の東西に「ノー」が見られて, 『南知多方言集』では,

「/-」　男女とも用ひ,あまり上品な言ひ方ではない。

などと説かれている。

三河全域に, 「ノ」がさかんであるか。渥美半島での例は,

○下ニダイ　ア-.オンデブ　シューモ　オルガO

どうだね。女の人たちもおるが。 (出席者に意見を求める。)

などである.三河出身の磯貝英夫氏は, 「オッすサン」を上層のことばとし,

「オッ斉-」を下層のことばとせられるOそうして,文末詞の「ノー」をわる

いことばとせられる。といっても,これは氏が,方言人として,その郷土感情

を代弁せられたまでである.氏に, "すこし上の階層は「ノーノー」ことばを

つかわぬ。"とのお話しもあった。

三河一円に, 「ノン」がさかんである。渥美半島例は,

○-t-yトデ　キす　アン。

"しばらくだったね。" "久しぶりに来たね。"

○アノ　アン。

あのねえ。

などである。人は, "上に対しては「ノン」か「ノー」を言う。"と言ったりし

ている。 (「アノ　Tソo」がよいことばで, 「アノ　7-0」がそのつぎによい

ことばで, 「アノ　ア-O」がふつうのことばであるという.)豊橋方面でも,

「ァ/ /ンo」 (あのねo)「ソ才~テ　γン.」 (それでね.)などと言っている。

高瀬徳雄氏は, 「豊橋方言の文末助詞についての実情報告」との題で寄せられ

たご手稿の中で,

「ノン」がついていることによって,何となく親しみのこもったやわらか

い感じがする。

と述べていられる。三河の人々は,多く, 「ノン」を「やわらかいことば」と

しているようである。 -しぜん,目上の人には「ノン」をつかいがちなので

あろう。
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0-テイ　モン　アン。

えらいものだねえ。 (漁師がからだをつかうことについて言う。)

○ホ亨　ナンダ　フ~二ィ。

それはあれですね。 (発話的)

は,三河西辺の刈谷付近のことばとして,清瀬良一氏の教示せられたものであ

るo　ここに, 「ノン」と「ノーイ」との併存しているのが注意される.

刈谷にもある「ノン」は,さらに西の尾張にも,いくらかは兄いだされるの

か。 『NHK国語講座　方言の旅』に「愛知」を担当された芥子州律治氏は,旧藩

士のことばとして,

「おかげで丈夫でナン。しじゅう一日も弱りこなしで,ひなたぼっこしと

るで赤っかい顔しとるわノンO」

をあげていられる。

「ノン」が「ノンシ」とともにおこなわれもしている三河では, 「ノンシ」

起源の「ノン」も,おこっているかもしれないOが, 「ノー」からの「ノン」

が通常なのではないか。渥美半島-地での一週間調査では,私は, 「アティ

7ン。」 (暑いねえ.)などという「ノン」が,いかにも「ノー」からのものの

ように実感された。三河方面は,いったいに, 「カ」文末詞も「カン」と発音

し, 「ゾ」文末詞も「ゾン」と発音するというような所がらである。 「ノー」

は「ノン」になりやすい状況なのではなかろうか。高瀬徳雄氏も,上引のご手

稿で, 「ノン」を"一応単純感声的なものとみる."としていられる。

岡崎市域には, 「ノイ」があるのか。 (さきの清瀬氏の例も思いあわされる。)

黒田鉱一氏の「愛知県の方言に就て」という二枚のプリント(年月不詳)に

は,・岡崎の「あのノイ」があげられている。三河奥にもある。

※　　　※　　※

本県下の「ノ」に関する複合形文末詞を見る。

三河東北奥の田口方面では, 「ソ=　サノー。」 (そうされ)などの言いかた

が聞かれる。
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ほかの複合形には, 「カノ」 「カノン」 「ワノン」などがある。

三河の,

○ナカナカ　ムツカシー　ダ / -c

それはなかなかむずかしいねえ。

などの言いかたも,複合形「ダノ」のはたらきを認めしめるのだろうか。高瀬

氏はさきのご手稿で,つぎの用例を見せていられる。

○-フ二子フテニャ-7-ダンテン。

半日降らなきゃいいんだがねえ。

氏は, 「ノン」だけを文末詞と見ていられるのだろうか。 「～ダソノン」は「～

ダニノン」かと考えられる。

静岡県

本県下にも,広く「ノ」が見られる。

遠江地方に,まず「ノ」がよく見られる。浜名湖東部の一例は, 「テ-ダ

ア二。」 (そうだねO)であるoこの方面に, 「ヨどすヶル　コトノミ」の「ナ-」

「ネ-」「ノ-」があり,かつ, 「ノ-ウェ-」のあるのが注意されるo

Oオメ一　丁-ウェ-O

あんた,ねえ。
_　-/　　_

○ノーウェ-.オメ-0

ねえ。あんた。

などと言っている。

かつての御前崎方面での調査では,男女老若ともに, 「ノー」をつかうのが

見られた。おとなの女どうLも, 「ノー」をふつうにつかっている。

○ソ丁子/-。

そこへね。

紘,老女の,私に対する,説明のことばである。



302

ノ
○デーダ　ンノ。

そうですね。
ノ

これは,中年男性の,私に対する発言であるo (=「ソ-ダ　ノ.」と言っても意

味はおなじ。日ともあった。)

駿河方面も, 「ノー」をふつうに見せるようであるO 『静岡県方言辞典』も,

早くrノー」を記載しているo望月誼三氏が・ 「静岡」 (『方言の旅』)の条に記

述していられるのには,

(静岡市の在方の農家の人たちの話し)

・男「マックク　コトシャ-　テリン　ヤ貢イッケノ-。」-全くことしは

うりが　安かったね-。

というのがあるOかつて私は,藤枝の青年男女が「フーー」を言うのを聞き,そ

の昔女が「ノーイ」を言うのを聞いた0 -その言語生活一般が,東京語的で

ありつつも,文末詞はこのようであったのが,いたく私の心をひいた。

伊豆半島にも「ノー」がある。

○ソ=ず　7=o

そうだねえ。

などと言っている。

本県下に「ノン」もある。 『静岡県方言辞典』には,

あののん　今日はのん　寒いで　家に　ゐる。

などとあるo今泉忠義氏は, 「東三河と西浜名」 (『方言』第七巻第八号　昭和

12年10月)で,

三河の「ノンコト/て」で有名なのだが,西浜名では遠州だけれどもやはり

使ってゐる。全く,遠州でも浜名の西は三河と殆ど変りはないらしい。

と述べていられる。

新居町でも・老人が「ソーダ　ノン.」 (そうですねえ。)などと言っている

という。

※　　※　　※
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本県下での「ノ」に関する複合形には,なお, 「カノ」「ワイノ」などがある。

長野県

本県下には,南北に「ノ」が見わたされる。

南の下伊那地方に「ノ」がよくおこなわれており,青木千代吉氏の『信州方

言読本　語法篇』 (信濃教育出版部　昭和23年10月)には,

下伊那地方では,

あのの-,行ってみたらの- (平谷)

それじゃの-,今やるでの- (伊賀良)

というように, 「の-」をよく用いますO　これは, 「な」にくらべて幾分の

丁寧さがあるようでありまして,他の地域の「な」と「ね」の関係が,こ

の地では, 「な」と「`の」との対立になっているかと思われます。

とある。

かつて私は,松本市内で, "松本外の貴家では,むかしはよく「ノ-」を言

った。"という説明を聞いた。なおその老男の人は, "「ノー」はいいことはで

はない。"と言っていた。県下の北西辺での調査例は,

○ブ~フダッチ　ロアジャ　ネ～　7-0

飲んだって毒じゃないねえ.　　(小学生四男-I-老女)

などであるO　このほうでは, 「ノ-」をしたしい人につかっているふうである.

女性もつかっている。

県北部地方の広くに, 「ノ」がよくおこなわれているらしい。

「ノイ」もある。佐伯隆治氏は, 「信州北部方言語法(上)」 (『国語研究』第

十巻第七号　昭和17年8月)で,

暗イノィ。

面白カッタノィ。

などの例をあげていられる。青木千代吉氏は,前掲の書で,



we

木曽の神坂村-参りますと,

たためひ-てのい(畳敷いてね)

(他例略)

のように, 「のい」が用いられます。

としる-LていられるO　氏は, "親愛感のこもった言い方でありまLで'と述べ

ていられる。

※　　※　　※

本県下での, 「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「ワノ」などが兄いだされ

る。

「カニノイ」もある。

中部地方域も,ここまでたどってきて, 「ノ」に関する複合形の種別のすく

なくなってきているのが思われる。

山梨県

本県下に関しては,今,私は,記述すべきものを持たない。

中部地方では,大まかに見て,北陸四県に, 「ノ」の生息のよりいちじるし

いものがある。関西地方とも関連することが比較的多い北陸地方に, 「ノ」の

よりつよいものが見わたされるのは,興味ぶかいことである。

東部の山梨県下に, 「ノ」があまりおこなわれていないらしいのは,東の関

東地方での「ノ」の不活発の状況につながるものと理解してよかろうか。

中部地方に「ノ」はさかんであると,はじめに概言したが,内部の事情は単

純ではないことが認められる。

八　関東地方の「ノ」ほか

関東地方は,全国でも「ノ」の勢力のよわい所である。関東域は,おそらく,
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「ネ」を基質的なものとする所なのであろう。

大橋勝男氏の『関東地方域方言事象分布図』第二巻「表現法篇」 (桜楓社

昭和51年2月)を見ても, Map. 14「ソ-ダ　ネ-O」 (「ねえ」相当の文末詞)

その他の図に, 「ノ」分布のすくないことが明らかである0 -群馬県下(つ

づいて,関連する埼玉県北辺にも)に,やや,分布の目だたしいものがあり,

他には,千葉県下にいくらかの分布が兄いだされる程度である。

以下に,私自身の整理の結果を記述したい。

神奈川県下では,私自身の,かかげるべき「ノ」例がない。県西部の-地で

紘, 「ノ」は言わないとの,一定的な答えを得ている. (ただし,助詞「の」系

と思われる,問いや説明の「ノ」のおこなわれることは別である。)

ところで, 『神奈川県方言辞典』には,

7- (助)ねえo文末尾・文節末尾につけるO 「そ-だ-」

⑩壁土曽我・金田・寄・三保・福沢・山北」足下片浦。
*　　*　　*　*　　　　　*　　　　- *

との記述が見え,分布地点の若干があげられている。

東京都下の伊豆諸島は,いささか事情を異にしているようである。かつて大

島の人から聞き得たところによると,岡田村・元村などでは,

○-青イ　7-0

お早う。

などと言われている。ただし,教示者は, 「ノー」について, =ときどき,午

寄りが言うo男女ともに。若い人は「ノー」を言わぬ。日と説明してくれた。

(「-亨イ　7-0」よりも「-亭イ　デーo」がふつうの言いかたのようであ

る。)

八丈島方言では, 「ノ」がよくおこなわれているようである。古くは,望月

誼三氏が,これを調査していられるようである。私は,八丈島出身の女性から,

=男女長幼, 「ノー」をつかうoHとの説明を聞いたことがあるO飯豊毅-氏は,
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「八丈島方言の語法」 (国立国語研究所論集1 『ことばの研究』昭和3時2月)
で,

ウノノ旦　オジャレ　ノ生(あのね,いらっしゃいね)0

などの例をあげていられ, 「ノ生は相手に同感を求める意味が強いo」と述べて

いられるo 『全国方言資料』第7巻の←東京都八丈町中之郷」の条には,

′チーット　ウレドア　　ヒトワノ

すこし　　そのような　人はね。

などとある。

高津勉氏の『くろしおの子(青ガ島の生活と記録)』 (新日本教育協会　日m

30年8月)にも,
_ (いじわるだ)

雨はほんとにしゃっつらだのう。

などとある。

八丈島方言に, 「ノー」の変形←ノア→もあるのかo早く『八丈島教育会報』

第二号の「口語法取詞」に,

ヤレへ・-残念ダノァ-

(ヤレ-残念ダ)

の記事が見えるo望月誼三氏も, 「ノア」をとらえていられる。国学院大学方

言研究会の『方言誌』第一集(八丈島方言) <丸尾芳男氏　昭和5年7・糾月

八丈島中之郷村に於て調査>にも,

7ァ(念を押すに用ゐる)

とある。 『全国方言資料』第7巻の「東京都八丈町中之郷」の条にも,

mドアニ　シゴトガ　ノア

それに　仕事が　　ね,

などとあるoなお, 「八丈町中之郷」の条には, 「ノ./」も見える。

mメンナ　フッデ　ミコアダンノン

みんな　ついて　歩いたからねえO

などとある。
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八丈島方言では, 「カノ」の言いかたもよくなされているようである。

○テダソ　シテラバ　ヨ有p　カ7-.

どんなにしたらはいいだろうかねえ。

など。 『全国方言資料』第7巻の「東京都八丈町大賀郷」の条には,

mウレガ　タノシミダカノー

あれが　楽しみなのかねえ,

などとある。

「ノー」に関する複合形には,なお,八丈島に, 「ガノ」「モノノ」などもお

こなわれている。

mヨク　オジャロ-モノノー

よう　ございましたのにねえ。

は, 「八丈町大賀郷」の「モノノ」の例である。

ところで,東京都も,本土部のほうとなると,単純感声ふうの「ノ」を見せ

ることがない。問いや説明の言いかたでの, 「の」′助詞系の「ノ」文末詞を見

せることはさかんであるけれども。

九州地方や関西地方のうちでは,単純感声ふうの「ノ」と,I 「の」助詞系文

末詞の「ノ」とを見わけるのがむずかしいような事例に接することがすくなく

ないOが,関東一般では,両系の「ノ」文末詞の見わけ・受けとりわけに,そ

のような困難はほとんどないありさまである。

千葉県下は,大橋氏の分布図も語るとおり,なにほどかの「ノ」 (感声ふう

の文末詞)を見せる所である。房総半島南辺の旧九重村に関しては,大岩正伸

氏の,

ノ-ほ同感を期待する場合に使われるO

との記述が見える。 (国立国語研究所報草16 『日本方言の記述的研究』所収

「千葉県館山市竹原(旧九重村)」)
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『全国方言資料』第2巻の「千葉県安房郡富崎村布良」の条には,

fモッテキクラ　メガネサ　クッツ-チマッチノ-

持って釆たら　めがねに　くっついてしまってねえ,

などというのが見える。

私が,安房郡を北にはずれたばかりという,君津郡南辺での-地を調査した

さいには,土地っ子の, 「ノー」は言わないという説明があり,

○ラ~ニダ　7-0

そうだねえ。

は,館山市「なご」のことばだとの説明があった。別人からは, "房州北条で,

-ことばのしりに「ノ-」をつける。 「~声ダ　7-.」 「丁二~ダ　7-0」と言

う。"などとの教示が得られた。千葉県下も,安房は, 「ノ」に関する,問題の

地域のようである。

房州の東北にあたる,上総南部の,太平洋がわの-区壊も,また, 「ノ」の

地域として注目されるようである。大橋氏の図にも,このことが明らかである。

私がこの地域で得た例の一つは,

〇万イブン　-亨イ　7-0

ずいぶん早いねえ。

であるo ("「ノー」はほんの一部の人がつけるばかりO年寄りがつける."と

いう。)

千葉県銚子でも,私は,
I　一・一.t

Oソッテ　ノー。

"それでね。"

などを聞き得ている。ただし,人は, "むかし,川口のはずれの漁師町でよく

言った。今はあまりつかわぬ。ほんとうの昔のことば。"と説明してくれた。

『全国方言辞典』の「補遺篇」にも,千葉県下の「ノー」の記事が見える。

県東北域内にも,なにほどかの「ノ」が見られるのであろう。
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埼玉県下では,群馬県境近くに,

○ホン貢-　7-0

はずかしいねえ。

などの言いかたが兄いだされる。

群馬県下は,関東中,なかんずくよく・ 「ノ」を見せる所か。早く, 『全国

方言集』も,群馬県に関して,

ノ-　語尾に付す(ネ-)と同じ,

の記事を見せている。

群馬国語文化研究所の『季刊　国語』 (昭和22年冬季号)には,
0　0

0ソ-ダノー(尭甘楽,多野,碓氷,群馬,勢多の各部,長上に用う)
との記載がある。

山田修氏編『きご先生とすりはち学校』には,

ご苦労さんだったのう

などのことばづかいが出ている。

私が前橋市東北郊で調査し得た事例は,

○何々が　芽二ヵンべ　7-.オ才二アダンベ　7-.

何々が多いんだろうねえo多いんだろうねえ。

(_'-蝣.・「　　　　　: _.

金持ちだからねえ。

などである。
ノ

○アリ京トー　ノ。

ありがとうね。

は,女性の言である0 -この人は, =「ノ」を「ネ」のかわりに言う。日と説

明してくれた。

井口実氏の「上州言葉の『ノオ』と『ナア』」 (『言語生活』第二十六号　昭

和お年11月)には,
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群馬県碓氷郡岩野谷村では(中略)すべて両親または年長者に対しては「ノ

オ」あるいは強く短く発音される「ノ」を使用する。これが兄弟・目下・

友達となると, (中略)などと「ナア」あるいは強く短く発音される「ナ」

を用い,身分関係をはっきり見せている。

とある。都丸十九一氏編の『村のことば』にも,

ノウ　ねえoおもに目上に使う。女の人はだいたい「ノウ」を使う0

とある。

私が・前橋市東北邦で得た, 「ノ」に関する複合形文末詞には, 「イノ」 「カ

ノ」などがある。

○テ二ダ　イア-0

あれだよねえ。

は, 「イノ」の一例である。

栃木県下は, 「ノ」のおこなわれない所か。ところで私は,一度,矢板町で,

○サイキン　亨-　ブ-0

最近ないねえ。

との言いかたを聞いたことがある。

茨城県一般にもまた, 「ノ」がないO

関東地方に,問いや説明の, 「の」助詞系の「ノ」文末詞のさかんであるこ

とには,すでに言及した。 -これがこのようにさかんであるのは,他地方に

くらべて,目だたしいことでもあろう。このような状況のもとで,一方の感声

系の「ノ」文末詞のごくすくないこLとが,また異常にきわだつしだいである。

「何々だから　言-。」などの「ヨ-」のことばづかいの,関東域にいちじ

るしいことは,人々のよく注目するところであろう。私は,ときおり思う。あの

「喜一」の頻発の中にうかがわれる用語気分は,他地方での,したしい人や目
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下のものにつかうとする「7-」の用語気分に似たものではないか,と。

九　東北地方の「ノ」はか

つづいて,東北地方であるoこの地方もまた,関東地方につづき, 「ノ」を

見せることが,すくなく,よわい。

福島県下については,今,二つの事例をあげることができるばかりである。

『会津方言集(増訂版)』に,

ノー(助)　感歎的なもので「ね」と同じO 「ニッショニノ-」 (-し
ヽ-ノ　　　ヽ__′

よにね)

とある。

つぎに, 『週刊朝日』の昭和11年5月17日号に,福島県相馬郡松ケ江村のことば,

その辺の抜け目はねえだ,ちゃんと控-てあるだて,後は運ぶばっかしだ,

頼むでのを!

というのが見えている。 「のを」とあるが,これは, 「ノ」文末詞ととってよ

いものであろうかoもっともこれは,ただちに,当地のなまの方言事象として

よいものかどうか,うたがいが持たれもする。

総体的には・福島県下は, 「ノ」の地域ではなさそうである。関東東北部域

とのつづきのよさが,ここに認められる。

宮城県下もまた, 「ノ」のおこなわれることのまれな地域のようである。,

ところで私は,かつて,県南の旧白石町で,
-・ノ

○イラ丁　夕貢丁デ　すて盲了ナイン　ヌ〔ii].

着ものをたたんでくださいな(おくれな)0

などというのを聞いた。 「ヌ」を文末詞とすることには,難がなかろう。とは

いいながら・ 「ヌ」がどういうものであるのか,私にはよくわからない。 (=女

の子たちやむすめさん"にありがちのことばか。)
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東北地方の中で,ひとりきわだって「ノ」をよく示すのは,山形県下である。

庄内地方で,私どもは, 「ノ」文末詞のさかんなおこなわれようを見ること

ができるo男女老若に「ノ」があるとしてよかろう。私は,一中学生男子に道

案内されて, 「フ~-」を聞きつづけたし,また,宿に着いても,お手つだいの

人からしきりに「7-」と言いかけられた。 -藤島町でのことである。

酒田市での「ノ」例をあげるなら,

○ユー シューダ　ノーO

優秀だねえ。

というのがある。 -これは中年女性のはめことばである。
i　　　容ら

○アッ貫首イ　イテレ　ノー。

あちら-行ってろね。

これは,男先生が子どもに言うことばである。

酒田市に属する,日本海上の飛島でも, 「ノ」文末詞がおこなわれている。

庄内,大山町の「ノ」例は,

○キョーワ　サン耳了了-　7-0

きょうはさむいねえ。

○サム〔ii〕ガンス〔ii〕 7-0

さむうござんすねえ。

などである。

下例は,庄内南端部のものである。
一ノ

○言グ　ゴ亭㌻タ　チャノー.

よくいらしたわねえ。

・　--蝣　・　　-　.・・. ' i.i　　∴、

気のどくでござんすねえ。

庄内に, 「ガンス」と「ノ-」とのつれあった表現が聞かれるにつけても,

私などは,いきおい,中国山陽地方とこの庄内地方との,方言地盤の,なんら
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かの類似を思わせられるO類似と言っては言いすぎかもしれないけれども,東

西両方の地域が,ともに「ガンス」と「ノー」との好個のつれあいを見せてい

るのは,妙である。

ともあれ,つぎのことは,大きな疑問とされる。山形県下の地が,どうして

こうも, 「ノ」のつよいおこなわれかたを見せないではいられなかったのか。

『山形県方言集』にも,つぎの記述が見える。

の　　no　感動詞　ね　　庄内

さて・私が山形市西南方の-山地で調査した時は,

○ソず　ノーo

そうだね。 (-と,返事。外来の私などにも。)

などの「ノー」ことばを聞くことができた。

○ソ貢　ノー。

そうでない。

などの言いかたもある。限られた用法の「ノ」かもしれないが, 「ノ」の聞か

れたことは事実である。庄内弁の特色と見られてきた「ノ」も,じつは,より

広域に存立し得ているのでもあるか。

山形県下におこなわれる「ノ」文末詞は,あと上がり調に発言されるのにと

どまるものではない。

秋田県下の西南辺には,山形庄内のつづきで,すこしは「ノ-」がおこなわ

れているか。しかし,本荘市域ともなると, 「サンビ〔王〕ノーO」(さむい

ね。)とは言わないで, 「ナ-」と言っているo

秋田県下は,紘体に, 「ノ」を言わない所のようである。

岩手県下もまた, 「ノ」の聞きにくい所であるO私は,方々で,=「ノー」は言

わぬ。" "全然,言わぬ。"と聞かされてきた。

岩手県中部域東方で聞いたもの,
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Oイガナェ-　7-0

行かないの? (誘う。)

("二十歳代-三十歳代")

というのなどでは,一見,感声的な「ノー」文末詞が受けとれそうであるOが,

よく見ると,この種のものも, 「の」助詞に発する助詞系文末詞である。 -

それにしては,アクセントの高音部のできかたの変わっているのが注目される。

青森県下となって,まず,浮軽地方には,問題の「ノ」が認められるようで

あるo奥羽の山形県下に波うつ「ノ」文末詞が,今また,青森県下でも波をう

たせているということか。

瀧野沢栄一氏の「障軽方言の語法」 (『方言』第五巻第二号)には,

エ-テンキダノO　　いい天気だ垂O

などとある。 『全国方言資料』第1巻の「青森県南津軽郡黒石町」の条には,

′アブネーノー

危いねえ。

とある。諸種の方言文献に,浮軽域の「ノ」文末詞を見ることができる。

私が青森市内で聞いた一例は,

O「味ましい」ということばの意味は,サマザマダ　フ二。

さまざまだねえ。

である。

津軽平野の木造町での一週間調査で得た「ノ」文末詞の例は,

○何々ミタイナ　モンデ　7-0

何々みたいなもんでねえ。

○何々は　ツld〕カワネ-　7-0

何々はつかわないねえ。

○ソソすフ-Io

そうですね。

(中男問)

(老女-・--中女)
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などである。ついでに,複合形の例をあげるならば,

o^ ヒコ-キ〔i〕イグlii〕ダオンフ~-0

ここを飛行枚が(敵機が)行くものねえ。

○オデフすす　オンアァ-0

(車男一一-藤原)

"おなじですよね。"　(老女一一中女)

などがある。この地の人々が語るのには, =「ノー」は下品ではない。ふつうの

ことば。ふだんにつかうことば。''とのことであった。私のカードを検閲して

くださった識者は, "「ノー」は女性に多く, 「ネ」に当るので上品なことばに

なる。"としるしていてくださる。

かつて津軽半島に出むいた時も,私は,その中部で,
ノ

○キョー　サンビ〔i〕ノー。

きょうはさむいね。

というのを聞くことができた。これについて,日下のものが年寄りに言うこと

は""上のことば"との説明があった。 (=「ナ-」は若いものどうしのつかう

ことば"ともあった。)「ノー」は「ナ-」よりも上品だという。

津軽に対する「南部」の地域では, 「ノ」文末詞があるとしても,それは,

はるかに劣勢のものであ_るか。

『下北地方昔話集』 (『伝承文芸』第五号)には,

まなこあ見えねえあげだの。

とある。下北半島の旧田名部町では,かつて,

○サ云て甘了イ〔i〕ヤェ-イ7-.

というのを聞いたことがある。通常, 「ナ～」がおこなわれているようであっ

たが,このように「ノー」の聞こえるものもあったO(令,私は,この事例を正掛こ分

析することができない。親密な間での言いかたであるという。)

いわゆる「南部」の東南辺での一週間調査では, 「ノ」のつかわれないさま

が見られた。ところで,能田多代子氏の『青森県五戸語費』には,

オンノ　　「-=・・だもの」 「一一だからよ」に当るO 「オン」に比して-
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種の感情の曲折を含む。彼人ア,偉い人だオンノ(彼人は偉い

人だもの)0

との記事が見える。ここに, 「オンノ」とあって, 「ノ」が浮きでているのは,

一つ注目されるo

青森県下も,東部のいわゆる「南部」域では, 「ノ」があまりおこなわれな

くて,西部本位の搾軽域に「ノ」がよくおこなわれているようなのは,山形県

下で,その西北域,すなわち庄内地方に, 「ノ」がさかんにおこなわれている

のに似かよっている,としうるか。

東北地方をかえりみるのに, 「ノ」のおこなわれることは,なんら隆盛では

ない。したがってと言うべきであろう。 「ノ」文末詞に関する複合形も,とり

たてるべきものがほとんど見られないありさまである。複合形の諸相がほとん

ど見られないほどに, 「ノ」が劣勢なのだということができよう。

中の,山形県下と青森県下とが,特別に注目されることは,以上のとおりで

ある。なぜこれらの地域は,このような状況になっているのであろうか。底脈

をふまえた相互の関連というようなことは,今,すぐには言えそうもない。察

するのに, 「ノ」文末詞の生成も,これらの地域において,自然発生的であっ

たか。もとより,そういう発生にも,必然的な根拠があったのにちがいない。

表現法上の他の諸要件との相関関係が,ナ行者文末詞中,とくに「ノ」文末詞

を成立せしめたというようなこともあったろうか。

十　北海道地方の「ノ」ほか

北海道にも, 「ノ」は,あまりおこなわれていないのか。

石垣福雄氏は,国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研究』に寄せられ

た「桧山郡江差町」の中で,

ノ,ナ

共通語の「ネ」に当たり,文末に用いられる。相手に親密の感を与える
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もの。 「ノ」は主として老人に, 「ナ」は主として青少年層に, 「ネ」は主

として女性に用いられている。

アノノ-,　アノナ-,　アノネ-

ところが,若い女にも次のような言い方がある。

チャッチャド　シセノ「さっさとしなさいな」

と記述していられる。

小野米-氏編,北海道教育大学旭川分校国語学ゼミナ-ノレ『ことのは』 15号

(昭和52年3月)の全一冊をしめる「礼文島言語調査報告」には,

実例を直接耳にすることはできなかったが, M氏(72男)の教示によれ

m

Oソンダ　デー。そうだねえ。
一ノ

○ソソダ　ノー。そうだねえ。

などと,ノを使う由である。老年層において稀に使われるものか。

との記事が見える。

『全国方言資料』第1巻の「北海道松前郡福島町白符」の条には,

fソンダガネ-　ヤー　ゼソブ　　-ヤイノ-　モスコシ　イデテモ　エガ

そうかい,　　やあ　ずいぶん　早いねえ,　もう少し　いても　　いい

ビセァノー

んでしょう。

と見える。

私どもが,道内を旅行してまわるはあいなど,そこここで,ときに, 「ノ」

文末詞が聞かれるであろうか。そうはなっていないのが北海道ではないかと思

う。

十一　おわりに

ナ行音文末詞の「ノ」の生態をたずねて,以上,全国状況を通観してきた。

「ノ」が,いわば全国的なものであることは,認めることができよう。ただ
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も,その生息には,地域差が大きい。総じては,国の西半域内に, 「ノ」の生

きることのつよいものがあろうか。したがって,と言いたい。 「ノ」に関する

複合形の文末詞の成形も,総じて国の西半内に,いっそう複雑なものが見うけ

られる。

「ノ」の全国状況をかえりみるのに,今後, 「ノ」を用いる生活が全国的に

より栄えていくだろうなどとは思われない。成立のゆえ古さが想像されはする

ちのの, 「ノ」はもはや,今日の世代によく適応しうるものではあり得なくな

ってきている。

地域によっては,ことに年輩者たちの間では, 「ノ」が,今もなお必須とさ

れていよう。所によっては, 「ノ」が,今もなお老若男女の方言生活の中によ

く生きているありさまでもある。しかし,そのような地域・所が,しだいにせ

ばめられてきているのも,いわゆる共通語の流布のだんだんにいちじるしくな

ってきている現実のもとでの明白な事実である。

「ノ」は,将来に向かって標準語を考えようとするたちはでは,もはやとり

あげることができないものであろう。

もっとも, 「ノ」の有する独特の表現性は,今も明白なものがある。 「ノ」は

しばしば,庶民感情を表現するのによく役だつものとなってい、よう。このよう

な独自性を有する「ノ」を,私どもの将来にかかわる,広くてゆたかな言語生

活を考えるさいに,あらためてとりあげてみることも,一つの有意義なことに

ちがいあるまい。.
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第四節　「ネ」の属

-　はじめに

重要素「ネ」

ナ行者文末詞の「ナ」や「ノ」が,文末特定の訴え要素としていかにも重要

なものであることは,その音形に明らかであろうoこれらに対して, 「ネ」は,

中開き母音の「e」によってたつものであるoしかるに, 「ネ」がまた,文末

特定の訴え要素.として,独自の有力なものになっているのが注目される。

その重要素であることを,端的な事例によって観察してみよう。現代詩方言

の中には,共通語の「ネ」を,いまだに,いといはばかる気もちの所がある。

このような地域にあっては,共通語的な文表現にもせよ,その文表現に「ネ」

を用いたとすると,発言者は,その「ネ」によって,自己の文表現全体が,と

たんに異色のはなはだしいものになるのをおぼえるo 「ネ」の作用の重大性が,

ここに明らかである・。

「ネ」のとりあつかいのむずかしさ

「ネ」は,今日,そうとうに・共通語としての地位を獲得していよう。女性

の言語生活にあっては,そのていねいなもの言いに「ネ」を用いるべきだとの

意識が,そうとうに滞漫しているであろうかo (それでいて, 「ネ」の発言には,

地方的な習癖があり,あるいはこれをつよ釧こ発音し,あーるいはこれを過度に

きわだてて高く発音するなど,いわば, 「ネ」の生活のあらたな方言化も見ら

れるoこれはべつに注意すべきことである。)
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「ネ」を本来の土語とする方言も,東西に,すくなくない。そのことがわか

ってしまえば,これは安心して,方言文末詞「ネ」の記述対象とすることがで

きるが,私どもが未知の方言にはいっていったはあいに聞こえてくる「ネ」は,

本来の土地ことばの「ネ」なのか,習得の共通語要素的な「ネ」なのか,にわ

かには判断しかねる。

私は,今日まで現地調査にしたがって,この「ネ」文末詞についても,ひた

すら,土地ことばの「ネ」を兄いだすことにつとめてきた。いわば,流布の共

通語の表皮を抱くって,次下に,方言の「ネ」の生活を兄いだそうとしてきた

のである。

しかし,なにぶんにも他地方人のすることである。方言表現の明確な「ネ」

の事例をとらえたつもりでも,それが,発言者の,かなり共通語に影響された

「ネ」表現であったりしたかもしれないのである。不安はつきない。

このことを告白しつつ,以下に私は,方言「ネ」文末詞記述の正鵠を得るこ

とにつとめていきたい。

分布

今日,私のまとめ得た「ネ」資料を整理してみるのに,この文末詞は,だい

たいには,国の東半地方(中部地方以東)に優勢である。 -中部地方・関東

地方がその主域か。国も西半地の近畿・四国・中国の,いわゆる関西地方は,

「ネ」の勢力がよわい。しかしまた,西国,九州地方には, 「ネ」の注目すべ

きおこなわれかたもあって, 「ネ」は単純に東国のものではない′こと-が思われ

る。

それにしても,関西の「ナ」に対する東の「ネ」.とい_う見かたのゆるされる

ところによりかかれば,私どもは, 「ネ」ことばを,東国流のものとも見るこ

とができる。

東北流の発音のロのせまさ,開きのせまさをとりたてて考えてみるのに,東



第三章　ナ行者文末詞　　321

国地方一般が,広口ではない「ネ」を持ちまえとしているのは,なるほどと首

肯しうることでもある。 「ネ」発生の経路はともかくとして,できた「ネ」そ

のものが,東国地方によくおこなわれており,つづいてこれが,中部地方にも

・さかんであるのは,いかにもと諒解しうる存在ぶりではある。

とはいいながら,国の西半内にも,地ことばとしてその地に発生した「ネ」

があるとすれば,それはまた,土地がらにそのような成立をゆるすものがあっ

たとしなくてはならない。これはかならずLも,発音懐向の類似などというこ

とにこだわって考えるべきことではあるまい。

中部地方以東にいちじるしい指定断定助動詞「ダ」が,どのようにか限

られた形式でではあつても,他方,山陰地方その他にもおこなわれている。

「ダ」助動詞は,かならずLも東国系のものとは断ぜられない。それでい

て, 「ダ」がかくべつに国の東半によくおこなわれていることも,明らか

な事実である。

こういうのに似たような事情のもとで, 「ネ」文末詞も,東国系とも言

いうる存立者になっているか。

「ネ」は「ナ」 「ノ」とたがいにまじわりあいながら分布している。国の東

半といえども,かんたんに「ネ」本位の状況にあるなどとは言うことができな

い。

「ナ」 「ノ」との相関の認められる「ネ」のこうした分布を見るのに,等し

くナ行者文末詞ではあるけれども,これは比較的新しいものではないかと察知

される。全国上の分布の様相からは, 「ネ」が, 「ナ」 「ノ」に対する後輩者で

あることが想察される。関西地方の人たちが, 「ネ」ことばを,一つのよそよ

そしい言いかたとも観じがちであるのも,ゆえあることであろう。

成立

「ネ」が後輩者であるとはいっても,私は,かならずLも, 「ネ」の出自を
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「ナ」などに求めようとするものではない。

ただし,この点に関しては・早く金田一京助博士のお説が見え,その『国語

の変遷』 (日本放送出版嘘会　昭和16年2月)に,
°

関東では, 『な』は荒っぽく,やはり,いを添へてやさしく『これがない』・

『さうしてない』といったものらしく,福島県下などには今も『ない』が

あって, 『なあ』といふより,丁寧になるo宮城・山形-行くと,それが,

ネ-になってゐるから,多分江戸ッ児の, 『これがね』・『さうしてね』の

『ね』も, 『ない』の早口にいった形であらう。

とあるoこれに似た考えは,他の一・二の研究家にも見られるO

関東地方に関してそのようなものがあったかもしれないことを,私どもは,

にわかにはうたがい去ることができないであろうoしかし,ここに問題となる

のは,関東以外の諸地域にも「ネ」の存在することであるoたとえば九州南方

にも, 「ネ」がよくおこなわれているが,そのような「ネ」もまた, 「ナイ」を

前提としたものであろうかoこういうことになると,また,つねには, 「ナイ」

前提説を認めることができなくなる。

九州の島原半島などには, 「ナ」文末詞の変形と見られる「ナイ」がさかんである。

これは,金田一博士のお説にそ-て言えは, 「ナ」に丁有をそえたものであろう。

ただし,この「イ」の添加は,かならずLもやさしさをあらわすほどでもなかった

ろう。むしろ, 「ナ-」の強調がしぜんに「ナイ」形を具現せしめたもののように

思われるoそれはさておき,島原半島などでは, 「ナイ」形が「ネ」蜘こ転じたり
はしていまい。

かりに, 「ナ」から「ネ」を考えるとしても,全国の諸地方の「ネ」について,

一々, 「ナ」起源を認bt,うるかどうか,問題である。

東国に成立した「ネ」, -しかも「ナイ」から転じた, =関東日の「ネ」が,

しだいに周囲に滴浸し,他地域・他地方に波及して,今日, 「ネ」は,全国の

東西に見られるようになった,と考えたりすることができようか。できないだ

ろうと,私は思うo関東流・関東色と,単純に見きわめられる「ネ」が,国の

東西にあるわけ七はないからである0 - 「ネ」の用法を各地について検討・L



第三章　ナ行音文末詞　　323

てみるのに,関東の「ネ」とは無縁とも言いうるものが,地方におこなわれて

いるのを知る。日本語方言風土上の「ネ」の存立・流行㌢こは,けっして単純事

情ではないものが認められるようである。 「ネ」には,伝播とともに,地域で

の自生も考えなくてはならないところがあるかO

分布存立論上, 「ネ」に関しては,複雑な事情が認められるので,この点からも,

「ネ」のとりあつかいのむずかしさが言える。

私自身,内面で深く考えさせられていることを表白したい。 「ナ」文末詞や「ノ」

文末詞が,そうとうに原初的なものであり,原生文末詞とも言いうるものであるの

に近く, 「ネ」もまた,原初的に, 「ネ」形文末詞として成立するところがあったも

のではないか.すくなくとも,このような直接的な成立の面もあったことを,私峠

推量したい。

ナ行音文末詞として概括しうるものは,早く,柳田国男先生がN音効果と見られ

たとおり, N音をもって,人の注意をひく力を有するもののようである。このよう

な特定音〔n〕の支配下にあっては,そこに,日本語の基本母音をかかえた強力な

よびかけ文末詞が生じやすかっ-たわけであろう。母音分化のたてまえにしたがって,

〔ne〕 「ネ」もまた,もっともしぜんに成立したのではないか。ただそれは, 「ナ」

や「ノ」の広母音系のものの成立にさそわれての,しいて言えば,第二次的な成立

であったかもしれない。

共時論的処理

発生論あるいは成立論は,しばらくおこう。

現実に,私どもの前に存在するのは, 「ナ」やr/」に対応する「ネ」その

ものであるO,要するに,これらは,ナ行者文末詞として総括される態のもので

ある。この現実に即して対象を共時論的に処理することが,まずは,私どもの

記述出発上の急務であるo広く全国諸方言に見わたされる「ネ」の生態を-

その「もの」を,私どもは,まず,忠実に把握していくことにしたい。どのよ

うな歴史的な考察も,すべて,事象・現象の厳密な生態論的把握を前提とすべ

きである。
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用法

「ネ」の用法は,単純一様のものではない。 =相手が同意見であること・をた

しかめる気もちをあらわす。=こともあれば, 「ネ」と言って命令することもあ

り, 「ネ」と言って問いかけることもある。

○スィ　ィキテ言　ネ。

早く行きなさいな。

は,越後,糸魚川奥の小瀧村での,命令表現での「ネ」の一例である。越中南

境辺では,

○お所は　ド盲~デス　イネ-0

お所はどこですね?

などと言って,問い表現の「ネ」を見せている。能田多代子氏の『五戸の方言』

を見ると,青森県五戸町では,

遊びに来たネ。 「遊びに来たよ。」

来るベアネ。　「来るだろうよ。」

はんたうだタネ。　「本当だったよ。」

などと, 「ネ」が「ヨ」に等しくつかわれていることが知られる。 -この

「ネ」は目下に対してのもので, 「親愛を含む」という。

「ネ」の用法は,多様化されている。 「ネ」が,いわば原初的な,-私ども

にとって,一つの根源的な,ナ行音文末詞の一意であるだけに,これはおそら

く,人々によって用いられる場席が多く,したがって,しだいに用法の転化も

出てきたのであろう。

のちにかかげるいま一つのナ行晋文末詞の「ニ」のはあいだと,これは,玩

在・I勢力のごくよわいものであり,それとともにと言おうか,用法も,多岐で

はないo多岐の用法をひきおこした「ナ」や「ノ」,それに「ネ」などの,文末

詞としての優位と安定勢力とが思われる.一般論であるが,ものは,それが頻
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用されるとともに,用法上のひろがりも,よく見せることになろう。

「ネ」 (「ナ」や「ノ」も)の用法に「問い」などの表現の用法ができていて

ち,これらが,後生の用法であることは,認めやすかろう。本来,文末詞は,

自己のたちばを相手に訴えるためのものであったはずである。 「ネ」をもって

相手にものを問うとしても・それは・ 「私は問うているのですよ。」と,問う自己

杏,相手に投げかけようとするものであるとも解される。 -あるいは,問うに

しても・いずれは,文末詞をもって話し手のたちはをつよく表明するのである。

「ネ」に関する複合形文末詞

「ゾネ」「カネ」 「モンネ」「ワイネ」などと, 「ネ」に関する複合形文末詞が,

多くおこなわれているo (地方にもよることであるけれども。)

複合形の盛行もまた,本体の「ネ」の用途の盛大をものがたるものである。

二　両島地方の「ネ」

一般状勢としては,南島方面には「ネ」はおこなわれていない,と見ること

ができようか。

ところで,沖縄本島には,

○アノ　ネ---0

あの:|3.

などと, 「ネ---」の言いかたがあるというoこれは,どういうものであろ

うか。

問題としている「ネ」に, 「--」をつける習慣などは,およそ,他地方に

は兄いだしかねる。

沖組の-女学校の報告物には, 「あれはなくしてもいいさ---.」などの

「サー--」の言いかたとともに, 「ネー--」の言いかたが見える。
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三　九州地方の「ネ」ほか

鹿児島県下には, 「ネ」がよくおこなわれている..薩摩半島人で,り念をお

す時は,ほとんど「ネ」を言う。"と言う人がある。

ところで,本県下の「ネ」は,けっして,共通語ふうの「ネ」とおなじもの

ではないo薩摩半島東南隅出身の瀬戸口俊治氏は言われた。 =学校で「ネ」を

ならってきて,違和感をおぼえた。日,と。氏の郷里では, 「ネ」は, =同等以下

に=っかうものであり,とくに,おやが子につかうものであるという。 (問いの

「ネ」もあるが,その「ネ」をつかうとおやはしかる,とのことである。)i

方, 「ナ-」がよいことばとされているO瀬戸口氏教示の「ネ」例をあげよう.

0ヨ芽　フニ　アス京レ　亨-O

いい子をして遊んでいなさいね。　(中女I一・一幼男)

f" ;*　-　　　　　・.、

すく-来いよ。　(育男・-・-同)

私が,薩摩半島東南部の南辺で聞きとめた例には,

○言　ノ事　ヨ貫-0

「まあ,のちよねえ。」 (別辞)

などがある.これは, 「下」の言いかたとされた。 l言　イン言　ヨ貢-。」

(まあ,今よねえ。)とあっても,これまた, 「下」の言いかたである。

「ヨネ」という複合形がとらえられる。

当方の方言研究文献にも, 「ネ」を目下-のものとする記事が見られる。

薩摩半島西南部城でも,たとえば,南辺el/沈崎で,

○言フセ　ネ-o

おいで。

などというのが聞かれ, "「ネ」は召使に対することば"などとされている。東

正昭氏が,私のた釧こ,当西南部域について問い聞きをしてくださった結果の

中には,土地め女性の,
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川辺の「ネ」は標準語の「ネ」とはだいぶんちがっています.川辺で.「ネ」

をつかうと「標準語で話しているはあいですら」,いぼっている,見識ぶ

っているとて,変な蕨をされ排斥されます.目上の人にはもちろん,目下

の人にでも弟や妹を除いたら, 「ネ」をつかわないように気をつけて, 「ナ」

をつかうようにしています。 「ナ」が女のことばになっているのかもしれ

ませんが,男のかたでも, 「ネ」はほとんどつかわれませんO役所でも,

家のかたからいろいろご用を言いつかる,時でも, 「ネ」はほとんど聞きま

せん。

という感想がある。

薩摩半島域に, 「ネ」を特別視する傾向がつよいようである。鹿児島市方面

でも,人は, 「ナ-」をよいことばとし, 「ネ-」をわるいことば,あるいは目

下へのことばとしている。

大隅地方にあってもまた,同様の事態_が認められる。東岸の内之浦では,

‖「ネ-」は目下に言うo"などと言っている。 "おれになぜ「ネ-」を言うか

と,軽蔑を感じる。"と,私に言ってくれた人もあるO 「ナ-」と「ネ-」との

位相差が明瞭である。 -とはいいながら,この地を調査したさい,子どもた

ちは,私に,ふつうに「ネ」をつかっていた。 (カード検閲の識者は,この種

の事実を示すカードに, "これは鹿児島女子の「カライモ」普通語"と注して

いられる。)

大隅南部では,

○京ヤ　コン三言　トキ貫首　イ貢ンデ　貢-0

わしは今夜どこ-も行かないからねえ。

のような言いかたが,中等品位のものとされている。 「ネ」は,下方向にでは

あっても,そうとうのゆとりをもっておこなわれているのか。

種子島甑島などの島興部にも, 「ネ」が見られるO

「ネ」の変形, 「ネイ」がある。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県揖宿郡

山川町岡児ケ水」の条には,
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fユ-　オラ　　　セドイ　クサムシ-ジャ
31

ああ,わたしは　瀬戸に　草むしりです。
4)

mバ　ゲンキデ　ヤッオライネ-イ

元気で　　やっているね。

などというのが見える。

3)小字名。

4)意味未詳.

※　　※　　※

「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ヨネ」, 「トヨネ」, 「ドネ」, 「カネ」,

「カイネ」, 「ガネ」, 「モノ(ン)ネ」などがある。

m一一一　コドミ　　オイガ　ユートヨネ

こどもに　おれが　言うんだよ,

は, 「トヨネ」の一例である。 (『全国方言資料』第6巻「鹿児島県枕崎市鹿

寵」)

○ワリ　コテニ　スンナ　ド京-0

"あるいことをするなよ。"

は, 「ドネ」の一例である。-「ドネ」の「ド」は, 「ぞ」であろう。

宮崎県下全般に「ネ」がおこなわれ,これはおおむね,中等品位のものにな

っている。西南域の,鹿児島県下に関係の深い地域でも,下等品位ではない

「ネ」がおこなわれている。 -鹿児島県下の「ネ」の実際ほどには, 「ネ」が

特殊的ではないのか。ただし,日向中部西奥の,西米良村などでは, 「ネ」に

ついての, "だれでもかれでもには「ネ」は言えぬ。下の人間に言うことば。

子どもになど。"というのなどの感想も聞かれる。
ノ

○トモチャ-ン0　-イ　コン　ネ。

ともちゃん。早く来なさい。

これは,同地での老人が孫女に言ったことばである。この地で, "「ネー」は昔

のことば。家内のものに言うことば。"との感想も聞かれた。

岩本実氏は, 『日向の高千穂方言』で,
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ネ-は若い人が多く使い,

と言われる。

延岡家中弁の「ネ」使用は,

○ダL,モ　インカッタロ　ガネ-0

などであるoこれは, 「ガネ」の形を見せている。なおこれは,目下に言うも

のだという。 (「インカッタ」の「イン」のところは,延岡家中弁のみなもとが

東国弁にあることを示していようか。)

&　　*　　類

本県下の複合形文末詞には, 「カヨネ」があり, 「ゾ(ド)ネ」があり, 「カネ」

「カイネ」があり, 「ガネ」「ガイネ」「ガヨネ」があり, 「ト(ツ)ネ」があり,

「モ(ム)ンネ」があり, 「ワネ」「ワイネ」「ワ'3ネ」がある.

○ドキ　貢イタ　カヨ耳二二o

どこ-おいたかねえ。

ほ, 「カヨネ」の例である。

(中男一一-小男)

熊本県下にも,広く「ネ」がおこなわれている。その品位は,中程度のもの

である0 -熊本市のはあいも,そう言えるo

Oナラ　ガッTン　アラ~どフ　ィ万ソト。ナラー耳-O

なぜ学校に遊びに行かないの?な壇ね?  (中学生女　-小学生女)

は,阿蘇山南麓での一例であり,

○オテス　ゴタン　有-0

いらっしゃるようですねえ。

は,天草での一例である。

県下も南部となると, 「ネ」の性質が鹿児島県下のものに近くなってくるの

か。白石寿支氏は,八代市方面の方言に関して,

二見町方言にあっては「ネ」は丁ナ」よりも品位が低いようである0

と言われる。・当県下についても, 「ネ」の用法の明細を追究すべきものがある
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か。

「ネ」の「ネイ」がある。天草下島西岸での「ネイ」は,

○ソ京フ妄　言フニュ　キ首㌻妄言-　アツ貢言下　亨ィ。

そんなにたくさん着たら薯かろうねえ。

などである。これは,目下-の言いかたであるという。

斎藤俊三氏は, 『熊本県南部方言考』で,

ナイNaiが,ネNeになる

と述べていられる。そこにあげられた実例は, 「セェソネ」 (しないか)などで

ある。

※　　　※　　※

本県下の, 「ネ」に関する複合形文末詞中土は, 「イネ」 「カネ」 「ガネ」 「トネ」

「タイネ」「モンネ」「モネ」などがある。

○下手コデモ　デフバ　タイデーo

いくらでもあればだねえ。

これは,人吉市域での「タイネ」例である。 (瀬戸口俊治氏教示) 「モソネ」形

が,複合形中,代表的なものであろうか。しぜん, 「モンネ」の転靴形も生じ

ているのであろう。 -「モネ」ともなれば,これはまた,独自の安定形式に

なったものと見られる。原田芳起氏は, 『熊本方言の研究』で,

アタシャシラン王旦(私は知らないのに)

「ものを」または「ものに」の転で-

などの記述を見せていられる。

長崎県下にもまた, 「ネ」が広くおこなわれている。長崎市では, 「ネ」文末

詞が"男女老若の別なく用いられ,全体的に上品である。''という。 (林田明氏

「長崎市方言文末助詞」 『方言研究年報』第一巻)ところで,愛宕八郎康隆氏

によれば,平山澄江氏の『唐人船』には,多くの文末詞が用いられる中で,

「ネ」はまれであるという。林田氏から得た長崎市での「ネ」例は,
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0アン貢-。アソ言ン　カ下バ　マ亨㌻テ　亭㌻トノミッカイ　イケノく　す言

-ジン　アッケン,ソコソ　ニキデ
-　　-　　ノ
キーテ　ミン　ネ-

"あのね。あそこ,のかどをまがってすこしばかり行けばこまかい道が

ありますから,その付近で聞いてみませんかO"

などである。「ミン　ネ」(見ない?)「コン　ネー」(来ない・?)式の言いかた

が,県下に,あるいは広く九州に,よくおこなわれていよう。

島唄部の「ネ」の例をあげる.

○オ-バンゲニャ サカナン　トレク　ネー

ずいぶんたくさん魚がとれたねえ。

紘,五島の例である。

そりゃ何ね,　面白かね,

など椎,・平戸島の例であるo (種ケ島克巳氏『平戸方言語法草案』)

ビックリスルゴツヨウ走ル五二。
0　0

など椎,山口麻太郎氏『続壱岐島方言集』に見える例である。 -氏は,本書

で,

同輩叉は目下にのみ使ふ。敬語とする場合はナ,ナーを使ふ。

と説いていられる。

対島の北部では, 「ネ」が'"目下か同輩"に対してつかわれているという。

(山本俊治氏教示つ

※　　※　　※

本県下での複合形の文末詞には, 「ヨネ」 「カネ」「トカネ」「ガネ」 「トネ」

「タイネ」 (「クーネ」「タネ」) 「モンネ」「ノミイネ」「トノミイネ」 (ト/ミネ)など

がある。

mヂゾ-サンノ　オラントカ　　　ナカタネO

地蔵さまの　　いないところは　ないね。

は, 「タネ」の一例である。 (『全国方言資料』第9巻「長崎県福江市上大津」)
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佐賀県下にも,広くに「ネ」が見られるようである。

○幸手トキ　ナ万　ネ.

金時はない? (十五歳くらいの少年。氷店に来て。)

は,佐賀市での一例である。 (浮橋康彦氏による。)私が,県南方で得た実例は,
-　　--/I

○ヨシダサンバシ　ネ-o

H吉田さんででもあったんじゃないか?"

である。唐津市での一例は,

○耳~ムカ　貫-o

さむいねえ。

である。

※　　※　　※

本県下の「ネ」に関する複合形のものには, 「カネ」 「タイネ」などがあり,

また, 「クサネ」がある。おもには,年輩の人が,

○ソギャン　トコイ(トケ-)　オクケン　クサネ-0

そんな所におくからよ。

などと言っている。

福岡県下でも,筑後・筑前その他の全般にわたり, 「ネ」が見られる。県下

に都会地も多いだけに,共通語的な「ネ」もよく混在していようか。

「ナン　有。」(なに?)「アツカ　ネ-o」(暑いね。)といったような調子の

言いかたが,県下によくおこなわれている。

○言㌻チ　言う　ネ。

こっち-来ないね?

は,南部の大牟田での「ネ」例であるo・若松市城での一例は,

○アッ手首-　コマメニ　-タライテケ　貢O

あちらの御主人はまめまめしく働かれるからね。

である。 (岡野信子氏教示)
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>X<^H3　　岨

本県下での「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ヤネ」 「カネ」 「カイネ」

「タイネ」 (タネ) 「トイネ」「クサネ」などがある。

mアー　カユッテキクヤネ

ああ,帰ってきたよ。

は, 「ヤネ」の一例であるo (「福岡県福岡市博多」 『全国方言資料』第6巻)

「ヤネ」の形は注目される0-(全国的にも,注目すべきものではないかO)

岡野信子氏は,

○盲ニ　スンデー有言-o

もうすんだよねえ。

などの例を示され,かつ, "博多や,筑豊で, 「ネ」は男のことば。女はつか

わぬ。''と語られた。

○アンテクサ貢-0 ヨシ′-ラサンノ ココ二-　ヨ-　ニト～o

あんたはねえ。吉原さんの声によく似てる!　(青女　友と電話)

は,筑前糸島半島での「クサネ」例である。 -「クサネ」も,かなり広くに

(しかも若い人にも)おこなわれているか。

大分県下には, 「ネ」がさほどつよくはおこなわれていないらしい。 (-

よわいながらも方々にある,というのかもしれないが。)国東半島内部の調査

のさいには, 「ネ」が聞かれなかった。

『豊後方言集』第二韓には,

テンキガ　ユーヂ　イ-ゴタネ-

天気が　よくヱ　申分なしです

などの記事が見えている。大分郡下のことらしい。

豊後の日田地方には, 「ネ」のおこなわれることが比較的多いか。 -女の

ことばのようである。

※　　※　　※
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「ネ」に関する複合形の文末詞としてとりあげうるものを,今,私は持たない。

複合形の非存立傾向と, 「ネ」そのものの弱勢ということとが,関連していよ

うか。

大分県下での「ネ」の状勢が,中国地方での「ネ」の状勢によくつながって

いる。

四　中国地方の「ネ」ほか

中国地方が, 「ノ」または「ナ」を本体とする地であることは,既説のとお

りである。

山口県下も, 「ノ」 「ナ」本流の地域である。

それにしても,今日は,一方で,県下に「ネ」の通用するさまが見られる。

防府市のことばの例としたら,

○ドロベタニ　ックナンジャヅテ ダメ　ネ-0

"地面把,しゃがみこんでは,いけません。"

などがある。 -この例に明らかなとおり,共通語ふうのもの言いのなかで,

「ネ」がおこなわれがちである。もっとも, 「何々デス　イネ一。」 (何々です

よねえ。)とか,
ノ

○手下　アンキテジャー　イネ。

"(うちの二番めの子は)ちとのんきなんですよ。"

とかの「イネ」などというのになると,土地色がにじみ出てきている。 「ネヤ」

という複合形の中に収まっている「ネ」の,土地ふうの安定感もま~た明らかで

ある。 「ネ」と「アナタ」とのむすびつけられた「ネンタ」は,もはやはなは

だしく山口弁流のものとなっている0 -周防東部に「ネヤ」が見られがちで

あろうか。

ところで,周防祝島の調査のさいは,土地の人の, ‥祝島の純粋のことばで
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は「ネー」というのはない。""「ネー」はよそことば。"などと説明するのが聞

かれた。 -私は,人々がときどき「ネー」を言うのを聞いた。 (「ナ」はまず

言われなくて, 「ノ」がさかんである。)荒巻大拙氏は,周防東部に関して,

青年に近づくほど, 「ノー」が「ネ-」に代りつつあるようであるOただ

し,小・女でも,かなり多くのものが「ノ-」を使う。また,僻地の集落

では, 「ノー」をもっぱらにするo 「ノー」は「ゴワンス」につ亡-　「ネ

-」は「アリマス」につくところからみても, 「ネ」系のものは,俊われ

てから「ノー」よりも日が浅いのではないかと思わせる。 (もちろん「ノ

ー」も「アリマス」につく。)

と言われる。

山口県下の「ノ」 「ナ」状況の中に「ネ」も存在するのを,どのような経緯

によるものと解したらよかろうかo 「ネ」の言いかたが後生のものであること

・は,推断にかたくないように思う。.

ちなみに, 『瀬戸内海言語図巻』によれば,ナ行音文末詞に関しては, 「ネ」

が単独に存在する土地はない0 - 「ナ」 「ノ」に「ネ」がつれあっている。

どちらかといえば, 「ノ」に「ネ」がよりそっている。

広島県下にも, 「ネ」の通用が認められる。

広島弁での女性のことば,
ノ

○テ　ホ～　ネo

あ,そうね。

のごときは,昭和初年代にあっても,はなはだしく広島的なものであった。 (今

日もやはり,これがおこなわれている。)一般に広島県下での女性の「ネ」は,
ノ

おさえつけぎみの,まずは短呼の「ネ」であることが多く,東京語本位の共通
ノ

語に聞かれる「ネ」でのような軽快さがない。こう見られる「ネ」ことばは,

早く広島弁の地ことばであり得てきたのだと解される。

〇万クンガ　メソ下す亭イ　テ-貢-0
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書くのがめんどくさいよねえ。

などの・男女におこなわれる言いかたのはあいの「テ-ネー」なども,広島弁
ノ

をよく色どっているものであるO複合形の「ヨネ」 「ヨ首-」などもまた,よ

く慣れたものである。

「ノー」のつよい広島県地方の「ことばのはたけ」に,一方「ネ」もかなり

よく定着せしめられていると見られようかoしかしながら,広島県地方のこと

ばの影響下にある内海大三島に生まれた私しかも四十余年広島市に定住する

私が観察するのに, 「ネ」が「ノ」は:どに当地方に本来的なものであるとは,

けっして思われないo広島県地方の老年層の人たちは,今日といえども,文末

詞は「ノー」だけの生活といったような人々が多いOでは, 「ネ」は,入来者

なのであろうか0人来者としたら・これは,どこから入来したのであろう。

岡山県地方となると,この地域は,はなはだしく「ナ」本位の地域であり,

およそ「ネ」には縁のうすい地方のように解されるo広島県下と本県下との相

違がいちじるしい。そのことは,岡山県下が, 「ナ」のさかんな近畿に隣接し

ていることによるところが大きかろう。

岡山県下といえども, 「ネ」を存しないのではない。備中島唄での一例は,

○オトナデス　貢-0

おとなですね。　(老女・一・一藤原)

であるo 「ネ」が県下におこなわれてもいるけれども,それは,近代共通語の

影響を受けたのによることが多いものと思われる。その「ネ」は,おそらく,

東方近畿地方から伝わりはいったものであろう。 (いかに東京語の影響がつよ

いといっても,近畿をとびこえてということは,考えにくい。)

岡山県下た流入した近代共通語の「ネ」のいきおいが,順次,さらに西の広

島県下におよんだことは,考えやすかろう。

今,岡山県下にはさほどには根づいた「ネ」が認められず,広島県下にはよ

く根づいた「ネ」が認められるとすると,その「ネ」の現成は,どういう事情
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のものであったろう。こういうことは考えられるかもしれない。近代共通語の

西漸が,岡山県下では,刻印をうすくしたまま西におよび,広島県では刻印を

濃くした,そういう早期の事情の「ネ」が,広島県だと見られるとされるか。

九州地方に「ネ」の見わたされたことは,上述のとおりである。同地方につい

ても,その「ネ」の存立を,伝受としてか自生としてか,あるいはその双方・

相関としてか, -どのようにか,解釈しなくてはならない。

山陰地方には,ことに出雲地方を見るのに,かくべつつよく「ネ」が根づい

ているようである。 (根づいているということばを避けて,まず, 「今日,出

雲には『ネ』がつよい。」.と言ったは,うがよいかもしれない。)生田弥範氏は,

『山陰方言概論』で,

伯者,隠岐では「な」,文は「な-」,出雲では「ね」,文は「ね-」が使

われる。出雲に於ける「ね」は会話の際に屡々出て来る,ので特徴の-とさ

れて居る。

と言われるo雲州平田弁の一例は,

○言ンベワ　オ耳=マデ オシェワサンダック 不・-0

ゆうべはおそくまでおせわさんだったねえ。　(老男-・-中男)

である。 (「ネ-」は, 〔n弓:〕に近い。)

当地方の先学たちに,ナ行音の「ニ」文末詞を認めるむきがあるか。ことに

よると,この「ニ」は, 「ネ」に近いものかもしれないと考えられる。 「ネ」.の

発音がいちじるしく〔ne〕であるばあい,人はこれを, 「ニ」ともしがちでは

なかったか。 「ネ」が「ネァ」と発音されたはあいは, 「ニャ」と表記しても

みたくなるような発音なので,こういう表記から,人は, 「ニ」文末詞を認定

したりもしたかもしれない。

上にふれたとおり,出雲地方では,文末詞「ネ」が(〔ne〕の発音であるば

あいも), 「ネァ」と発音されがちである.・(土地人自身も, ‖猫が鳴くような声

を出す。"と言っている。) ・これは, 「ネ」の母音のひびきをさらに拡大して,
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相手への聞こえのよさを求めようとするものであって,ここには,訴えことば

としての文末詞を活用する人間の,表現生活上のしかるべき意図が認められるC,

出雲南方山地での実例は,

○オ訂-サンノ　ラて盲了ッld〕ガ　スlii〕クlti〕デー　ゴザイマシテ　有ア。

お母さんの乳がすくのうございましてねえ。

○ワタス〔ti〕トコは　ショ-ガッコ-ノ　シェンシェ-ノ トマッテ　オイ

デマシテ　不ア。

わたしのとこは小学校の先生が(r-ノ」は尊敬表現法)泊まって

いらっしゃいましてねえ。

などであるO・-これらの例では, 「ネ」の〔e〕母音の下に,比較的大きい

〔a〕母音が出ている。おなじく南方山地の,

○コアゴラ　メ-マセンドモ　~斉ア-O

このごろは見えませんけどねえ0-

では, 〔a〕が比較的よわい。出雲の北岸に行っても, 「ネァ」がよく聞かれ,

これがしばしば, 「ニァ」とも聞こえるほどである。

人は,出雲弁を調査して, 「ネ-」とともに, 「ネヤ」「ニヤ」をとりたてた

りもしている。が,この「ネヤ」「ニヤ」とされているものなどは,多く, 「ネ

ァ」を原態とするもののようである。 『全国方言資料』第5巻の「島根県大原

郡大東町春殖畑鶴」の条にも,

′-・---　コマ-マスガニヤ

困りますのですがね。

とあるけれども,この「ニヤ」は,もともと, 「ネァ」的なものではなかろう

か。

ともあれ,出雲地方に「ネ」がさかんであって,このいきおいは,石見東部

におよぶ。石見中部奥に関しても,村岡浅男氏は, "おじいさんも子どもも,

じつにきれいな「ネ-」をつかうO地ことばの「ネ～」だO"と言われる。

「隠岐島五箇方言の文末助詞」に関しては,神都宏泰氏は,
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ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

「ネ」は,土地本来のことばではないoよそことばといわれるものであ

るo 「ナ」 「ノ」よりも品位はたかい。 (『方言研究年報』第一巻)

と言われるo 『全国方言資料』第8巻の「島根県周書郡中村伊後」の条に見え

る「ネ」例は,

m　蝣蝣蝣蝣-I.・クィヨッタ　ワケダケネ

食べていた　わけだからね。

である。

*s　　　貼

出雲地方の「ネ」に関する複合形文末詞として私がとりたてうるものに,

「ズ〔ii〕ネ」と聞こえたものがある。
ノ

〇才耳　ヨ貢㌻タ　ズlti〕ネ。

いやよかった"ですよ"0

「ズネ」は「ぞネ」であろうか。 『全国方言資料』第5巻の「島根県那賀郡雲妓

村」の条に見られる,

′アガーデモ　　　ヤレマセンヤネ

そうはいっても(学校に)やれませんね。

の「ヤネ」は, 「ヨネ」に近い「ヤネ」なのかどうか。他の,本県下に見られ

る複合形を指摘するならば, 「-〔i〕ネ」「カネ」「カイネ」「ガネ」「ワネ」な

どがある。

鳥取県下にも,今日, 「ネ」が見わたされるようであるが(「カネ」 「カイネ」

「ガネ」などもあるが),出雲地方でほどに「ネ」がさかんであるとは思われな

い。

山陰でも,隠岐は, 「ナ」本位の地らしい。 「ネ」は,鳥取島根の両県下に,

どういう地位を得ているものであろう。とくに,出雲地方には,なぜ「ネ」が

さかんなのであろうか。これが本来の土地ことばとしうるものならは,問題は
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ないけれども,隠岐のようすは,早くもその点に関する一考を私どもによびか

けている。山陰に「ネ」ことばが流入したのだとすると,出雲地方では,じつ

によく土地化したものである。流入とすれば,やはり東方からであろう。

中国地方は,一般的には, 「ノ」なり「ナ」なりを,通用の地ことばとして

いる。 -「ノ」や「ナ」が本来的なものだとの感がつよい.そこに存在する,

山陽地方などの「ネ」は,土地人からすると, "よそことば"と見られがちで

もあり,違和感の対象とも見られがちである。

広島県地方のことばの傘下にある大三島ことばのもとに生まれた筆者も,

少時から「ネ」に対する違和感を持った。また,土地っ子たちが「ネ」を

よそことばとして特別祝し,これに対する態度が排他的なのを見てきた。

違和感の対象である「ネ」は,ひとくちに言って,新来のものとされよ

う。その「ネ」が,他面ではまた,出雲地方でも広島県でも,定着度のつ

よさを見せているのだから,ことはやっかいである。定着度のつよさは,

ものの早い入来を思わせよう。

早い入来としたら,どのくらい早かったのか。国定教科書成立後と考え

ても,それは今日から言えば,そうとうに早いころのことである。そのこ

ろの入来としても, 「ネ」は,定着の余裕を持ち得たであろう。

そうすると,今もなお違和感を示したりする所は, 「ネ」ことばの流入

にもかかわらず,それを言語感情上では排除しつづけてきたということかQ

国定教科書などをとって入来を考えるならば,これの入来経路というこ

とは,ほとんど問題でなくなる。行政上の通路によって,教科書は,しぜ

んにもたらされたことだからである。

中国地方に関して, 「ネ」の自生を考えることは,困難なのではなかろ

うか。

ラジオ・テレビ以後の,近来の共通語の流布は,言うまでもない。 「ネ」

ことばもまた,つよいいきおいで,中国地方にも波及してきている。
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五　四国地方の「ネ」ほか

四国は,総体には「ネ」がよわいか。

愛媛県下に, 「ネ」がおこなわれてもいる。内海中部島喚域の「ネ」のこと

は,さきに山口県下の条でふれた。その中の-島,大三島に生を受けた私は,

島が,愛媛県下に属するとはいえ,広島県がわからの言語影響のもとにあるこ

とによってか,外来の「ネ」にいちじるしい違和感をおぼえたのであった。今

日もなお,私どもの村では, 「ネ」が"よそことば"の代表でさえある。旅から

帰った村びとが,都会ふうに「ネ」ことばをつかったりすると,村人たちは,

翠盛したのであるo (それが,今日ではさほどでもなくなっているのは,まさ

に共通語浸潤によるものであろう。)

愛媛県下も,南予域の南部となると,
-　//

○アレガ　ネ-O

あれがね。

などという「ネー」は, "上から下へのおしつけことばになる。"とも言われて

いる。

"「アノ　ネ-.」はもと目上の者が目下の老-言うことば。下が上へ言う

時は「ナ-」。 「ナ～」は敬語."といったような説明も聞かれるo

南予方面では, 「ナモシ」系の「ナーシ」が,最上品位の文末詞である。南

予の南部の人は, 「ナ-シ」-「ナ-」-「ネ-」の順に,文末詞の敬卑を認めた

りしている。

「ネ」は,県下のだいたいに,たしかに新来のものであり,やがてこれが,

土地に根をおろすようになったと見られるが,そうなってできたものに, 「ゾ

ネ」 「ゾイネ」や「カイネ」などの複合形がある。

○カンコーチニ-ナッす　ヮヶデショー　ゾイ言-。

観光地になったわけでしょうねえ。　(中女--藤原)
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は,松山弁の中に居ついている「ゾイネ」 (- 「ネ」)である。

「ネヤ」の形が,別してまたよく, 「ネ」の根づきを見せていようかO愛媛

県下の内海島興部の多く(大三島を除く)と本土の今治市中心の地域と松山市

中心の地域とに, 「ネヤ」がさかんである。ほかならぬ「ヤ」にむすびつかれ

た「ネ」は, 「ネヤ」の揮体になって,おおいに土地ことばふうのものになっ

てきているのか。 -ともかく, 「ネヤ」というのは,上述の地域に慣熟した

複合形文末詞である。

高知県下にも, 「ネ」通用の状況が見られる。土居重俊氏は『土佐言葉』で,

若い人の間では,次第にネーが使用されだした。

との言いかたをしていられる。

やはり,本県下でも, 「ゾネ(「ドネ」も)」の言いかたは,東西に見られる。

ついでに,複合形のものをあげるなら, 「ヨネ」「カネ」「ガネ」などもある。

「ネヤ」のおこなわれることは,また,県下にかなりさかんであろうか。

「土佐のネヤ」との言いぐさもあるという。 -‖「ネ」の上が「7-シ」で,

「ノーシ」は目上に, 「有ヤ」は同僚oHとも言われている. 「ネヤ」というよ

うな形に生きて, 「ネ」は,地方的な定着を見せるのであろう。どことも,こ

うであるように思われる。

徳島県下では,金沢治氏の『阿波言葉の辞典』を見るのに,

ネ-・ネイ　文末助詞

ワイガ釆テミタラネ- 〔俺が来てみたらね〕 (下郡,南方,海部)

文末につくかるい感投助詞であるo上郡(山分)で「ノー」吉野川流

域では「ナア」南方海部では「ネ-」となる。但し東京弁の「ネー」

と一寸聞くとすぐそのニュアンスがわかる。

とある。ここに「ネイ」の記述されているのは,注目にあたいする。金沢治氏

の「伊島言語調査レポート」 (『阿波方言』第三巻第-早)には,
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「ね」特に海部で多く使われ,次第に北上してゆく傾向にある語であり,

(中略)伊島では‖ね"又は"ねえ''は日用語として使われている。

との記事が見える。

県下の南部・東南部という所に, 「ネ」が比較的よくおこなわれているので

あろうか。 -南部も山地部となると, 「ネ」は見せないようである。

近来は,県下の他地域にも,共通語的な「ネ」がしだいにおこなわれるよう

になってもいようo

香川県下は,一般に, 「.ネ」について言うべきことが,ほとんどないありさ

まである。

六　近畿地方の「ネ」ほか

兵庫県下の淡路島は, 「ネ」を地ことばとはしていないo

播磨での『赤穂言葉の研究』には,
ね

えらいすまんネヤア。

などの例が見える。 「ねヤア」といった表記のものも見られる。ここに見うる

ものは, 「ネ」本位のものであろうか, 「ニャ」的なものであろうか,あるいは

「ネヤ」的なものであろうかo播磨域に「ネ」が見られるが・多くは共通語系

のものであろうか。清瀬良一氏は, 「神戸方言の研究」 (『方言研究年報』第一

巻)で,=若い世代の女性に, 「ネ」の用いられることが比較的おおいoHと言わ

れる。

県北,但馬は, 「ネ」を土地ことばとしてつかってはいまいo

但馬を除く地方では, 「～ノヤ(「ノ」は助詞, 「ヤ」は指定断定の助動詞)」

が, 「ネ」 「ネ」 「ネン」の形でよくおこなわれている。播磨中部での一例は・

○イチネン丁;~- ガニガ　トレマンネ-0

一年中,蟹がとれますのよ。　(老女-1--藤原)

であるO 「トレマスノヤ」が「トレマンネ～」になっている。
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0テ二二　万テ才一。

「これ買うのや。」 (これをくれますかとの買い物こせばであ-るo)-

「ケ-　クレッ　カー。」(これをくれますから),とも言っている。

は,淡路島由良町での一例である。この種の「ネ」 「ネソ」が,他地方の人の

耳には,文末詞「ネ」にまざれ聞こえたりもしよう。しかし,実質はちがうも

のであることが, 「ネ」「ネン」起源に徹して明らかである。ところで,さきの

清瀬氏の論文に見える例,
(-)　_

○テ~ジカラノガ　マク　エ=ネヤ　ネン。

(<ラジオ番組>九時からのがまたいいんだよ。)  (小男一一-中女)

のようなのになると, 「ネン」が,あらためて文末詞祝されることになる。 「ネ

ヤ」のもとにつけられた「ネン」は,明らかに文末詞効果のものであろう。

(この「ネン」は, 「ネ」文末詞出自のものではあるまい。清瀬氏の論文にあ

る,

○ソーダン　ネン。

そうですのよ。

などのはあいにしても, -清瀬氏もわかち書きにしておられるとおり, 「ネ

ン」が,もはや,文末詞的役わりをしようとしているのであろう。)

「ノヤ」の「ネン」が,播磨から岡山県内にも浸潤しているのか。神部宏

泰氏は,昭和三十年九月,岡山県東北部の英田郡大原町の方言を調査されて,

り兵庫県の影響が,かなり強いところです。 (中略)また, 「テヤマ-　オ
ーノ

ラ貢ヶテ　ィテンデス　ネン。」というような「ネン」がきかれます.日と

教示せられた。

※　　　※　　　※

兵庫県下の「ネ」に関する複合形文末詞に, 「カイネ」などがなくはない。

ただし,清瀬良一氏は,上記論文で,

「カイナ」を上品に言おうとして, 「カイネ」という,わかい女性もい

る。 「カイ」を「ネ」でささえることは,ちぐはぐな感がある。おちつい
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た複合形とは言えない。

と言われる。

大阪府下でも, 「ネ」は,よわいであろう。

「ノヤ」の「ネ」「ネン」がおこなわれることはさかんである。

○テ二~デスネ。

そうですのよ。　(中男　-藤原)

これは,大阪市内での一例である。 (紳士の上品な言いかたであった。) 「ネ」

とあるので,一見,東京ふうの「ネ」のようであるが,上の文アクセ,/トに注

意せられたいO下降調のイントネーションのもとでの「ネ」であるO大阪南回

内郡内の一例,
ノ

○京二丁/ミデ　ナoオ-ト/ミデ　キ青首ネo

オートノミイでね。オート/ミイで釆ますのよ。

という「キ青首ネ」では, 「ネ」の「のや」がいかにも明らかである。

ところで,大阪府内のはあいにも, 「ネソ」は,文末詞ふうの用法のものに

もなっている。

○キョ二ヮ　ゴジカンヤ　ネソ。

という「ネン」などを見られたい。 (山本俊治氏「大阪方言における文末助詞」

『方言研究年報』第一巻)

「のや」の「ネ-」 「ネ」とあるもののはあいは,土地の人たちも(方言研

究家たちも),これを文末詞ふうにあつかってはいないようである。 「ネン」と

あるもののはあいに,これの文末詞ふうのものと見られることがあり,また,

現に,そう見たほうがよいというような用法がひきおこされている。 -上の

「～ヤ　ネンo」など,と。 「′′~-一ダスのや.」 「-マスのやO」のはあいは,

「-ダンネン。」巨-一マンネン。」の発音になる。こうなると,音和上, 「ネ

ン」が遊離成分になりやすかろう。いきおい,人も, 「ネン」を特定の文末こ

とばと見るようになるのであろう。-"「ネン」を語尾につける。"と説明した
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りしている。

※　　※　　※

大阪府下の「ネ」に関する複合形の文末詞に, 「カイネ」「ワイネ」「ワネ」

などがある。若い女性にありがちのものであろうか。

和歌山県下では,今,和事, 「ネ」について記述すべきものをほとんど持た

ない0 -共通語的な「ネ」の浸潤している状態は,認めるにかたくないo

田辺市奥で調査した時は, `午ネ」はちょっと上品な人でないと言わん。大阪

に行ってきたような人が言う。"という,老男の談話を聞くことができた。そ

こでは,また,

○ケす　すムイ　デー。

けさはさむいですねえ。

の「テ-」のところを「有-」とも言っており, =これは,世が開けてきての

ことば.ていねいoHともあった。 =最近は「ネ-」を言うようになった。日と

も言われていた。

県下に, 「ノヤ」のrネ」は,よくおこなわれている。

三重県,紀州の和歌山県寄りには, 「ナ-」よりも,ふつう「ネ」を言うあ

りさまの所がある。このほうに, 「ネー」と「ネヤ」とが共存したりもしてい

るO三重県の紀州分は,いったいに, 「ネ」を存しがちでもあるのだろうか。

志摩の南岸方面も, 「ネ」をかなり見せるのか。 -といっても,これは地

ことばなのか,新共通語ふうのものなのか。

私は,志摩半島東岸の国崎町では, 「ネ」についての土地人の説明, =ここの

むかしからのことばで,したしい間でつかう。"というのを聞いている。伊勢

南部方面にも,古いころ,すでに「ネ」があったかのようでもある。しかし,

現在の三重県一般の状勢としたら, 「ネ」は,あまり根づいてはいないものの

ようである。佐藤虎男氏は,昭和二十七年のこと,伊勢湾西北岸調査の結果を
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教示せられ,土地人・商店主の言,り先生から教へられたからだらう。中学生

はなるほど言ふが・いづれは忘れてしまふんだらうと恩ふ。そして,三重県で

ネを使ふのは磯山と富田だけですなあ。日というのを示された。

三重県下にも, 「のや」の「ネー」「ネ」「ネン」がある。私が伊賀で聞いた

ものには,

○ソーダスネァO

そうですのよ。　(老女一一藤原)

などというのがある。 「ネァ」や「ニァ」と表記したいものが聞かれた。

^　　　*

三重県下の「ネ」に関する複合形文末詞には, 「ゾネ」 「カネ」 「カイネ」 「ワ

ネ」などが兄いだされる。 - 「ネ」文末詞が比較的よく兄いだされる当県内

のことと見うるようである。

奈良県の南部,吉野郡の東域で調査した時は, 「ネ」文末詞について, -昔か

らのここのことば"との説明があった. =「有-」ワ　ヨ- イ-マシタデス

ワo (「ねえ」は若いころからよく言いましたですわ。)"との感想も聞かれた。

そういう「ネ」は,純粋の「ネ」だったのか。もしかして, 「ニー」が「ネ-」

になったということもありはしなかったか。 -熊野路に「ニー」が存在する

からであるO　ともあれ,この地域の「ネ」例をあげてみる。

○ェテアサアヤ　貫-0

えらい人だねえ。

この地の「ネー」について, =心やすいものに.同輩から下に言うことば。''と

説明してくれた人もあった。

吉野郡下の,十津川すじに対する東の北山すじでは,

○享`ヤ。アノ　貫ヤ。

ねえ。あのねえ。

などと言っているという。
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新共通語の入来によることかどうかは不明であるが,本県下の一般に, 「ネ」

が兄いだされる。 『大和方言集』にも, 「ネー」があげられていて, 「そうやネ

-」などの実例が見える。

『全国方言資料』第4巻の「奈良県山辺郡都祁村」の条には,

fモー　グニ　カエッチシモテ　アカンニェ-

もう　愚に　帰ってしまって　だめですよ。

とある。 「ネ」が「ニェー」と発音されているのか。

「のや」の「ネ」 「ネソ」は,県下の全般によくおこなわれているようであ

る。 『大和方言集』の「何してんネソ」などになると, 「ネン」が,文末詞ふ

うのものになっているとも見られるか。

京都府下に関して,今, 「ネ」を論じようとしても,私の手もとには,さし

たる材料がない。京都市域などに「ネ」がおこなわれていることは,現在,ち

はや,言うまでもないことであろう。共通語勢力の流行が,よく考えられもす

る。複合形の「ワネ」なども聞かれる。

丹後での経験はこうである。老女が自己の病気を語って,

○亭丁二ネソカラ　ヤ丁テ　亨-o

去年から病んでねえ。

と言っていた.これの「ネ～」は,その時,よそことばのように思われた。 (病

んでいることを「ヤメテ」と,方言による表現をしながら,つぎには「貢`-」

である。)

京都弁はかにも,

○フこ-,丁㌻テン　ネン。

ええ,知ってるのよ。　(老女一一中女)

のように, 「のや」の「ネソ」がおこなわれている。やはり, 「ネン」が文末詞

化しようとしているか。
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滋賀県下に関しても,言うべきことがすくない。

「ネ」がおこなわれないはずもなかろうが,一般には,その勢力がよわいの

か。

※　　※　　　※

それにしても, 「ネ」に関する複合形の「カイネ」や「ガネ」などが見られ

:sra

京都府下や滋賀県下をはじめとして,近畿一般に, 「ネ」は,まずよわいと

言えようか。これに反して中部地方には, 「ネ」のつよいいきおいが見られる。

七　中部地方の「ネ」ほか

中部地方には,地ことばとしての「ネ」が広く見わたされる,と考えてよい

のであろう。北陸方面は,やや別種の地であると1ノても,こちらにも, 「ネ」

がさかんである。 「ネ」になれた言いかた, 「ネ」のこなれた言いかたが,よ

く聞かれる。

以下に,中部地方の諸県を見ていこう。

福井県下も若狭となると,例のごとく近畿ふうであるO 「ネヤ」の複合形な

どがおこなわれてもいるが,小浜湾頭の調査では,老男のことば, =「ネ-」

はここでは言わんノー."というのが聞かれた。しかし一方では,共通語的な

「ネ」が通用されている面もあろうから,ことは単純でないとされる。小浜袴

頭の村での調査のさいにも,人は私に対しては,すぐに「ネ-」を言うことが

できた。

『全国方言資料』第3巻の「福井県遠敷郡名田庄村納田終」の条には,

′シラシテ　クダンセネァ

知らせて　くださいよ。

などが見える。 「ネ」の訴えが, 「ネァ」形をよびおこしている。
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若狭には, 「のや」の「ネン」も見られる。ところで,

○ラ~二ャ　ネンO

そうですよ。

などは, 「ネソ」が文末詞ふうであると見ることができようか。

越前に属する敦賀市では, 「アティ　三To」 (暑いね。)てなどの「ニャ」がよ

くおこなわれているか。 「ネ」は,よわいものなのであろう。

越前の,いわゆる嶺北の一般には,どのようにか「ネ」が存在していよう。

ところで,越前西部-地での調査では, 「ネ」のつかわれかたがよわいのを経

験した。

『全国方言資料』第3巻の「福井県丹生郡織田町笈松」の条には,

′---　ムカシャ　タケ　タケ　ナゲ一　夕ケ　タテテニェ一

昔は　　　　　　　　　長い　　竹を　立ててねえ,

との記事が見えるO 「ニェ-」は, 「ネ-」的なものか。

※　-　※　　　※

福井県下の「ノ」に関する複合形の文末詞には, 「イネ」 「-ネ」, 「カネ」

「ケネ」, 「ガネ」「ガイネ」, 「ワイネ」丁ワネ」などがある。

石川県下山も　「ネ」がふつうによくおこなわれてtzr、るか。 「ネ」がよく運

用されている証拠に,とでも言おうか,本県下に, 「ネ」に関する複合形がよ

く定着している。

喋通票金沢方言集』 『松任地方の方言』には, 「おいね」というのが見えて

おり, 「さうさう」・との応諾の意のものであることが注せられている。このよ

うな,特定の習慣文の中に安着せしめられている「ネ」は,早くから土地ふう

であり得た「ネ」であろう。 「オイ　ネ。」は,能登にもおこなわれている。こ

れは,わるいことばではないらしい。 -むしろ,よいことばでもあるか。私

が金沢市で聞き得たしぜんのことばの「ネ」は,

○マテン　ナットル　言一。
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町になってますねえ。　(中女-初老男)

などである。愛宕八郎康隆氏は, 「能登島向田方言の文末助詞」 (『方言研究年

報』第一一芸)で,

「ネ」ことばがよく行われており,これが, 「ナ」「ノ」ことばと,品

位上一定の対応関係を示している。

と述べていられる。また,

〔ネ-〕 〔ネ〕ひろく行われて,品位も高く,土地人は「敬いことば」

「きれいなことば」と意識している。

とも述べていられるQ　私は,能登半島で,輪島の人の, =やさしく言うとか,

敬意を蓑する時とかに「ネ」'を'よくつかう。日というのを聞いたことがある。

能登半島西岸での調査時には, 「ニ」に近い発音の「ネ」をよく聞いた。

○チュ ド-ンカラ　後には　ケッコニ カゼ　アッテ　ネ-0

昼飯からのちにはけっこう風があってねえ。

「ネー」と「ニー」との問のもののような「ネー」がよく聞かれる。 -とは

いいながら,ものは「ネ」である。

恩師,斯波六郎先生は,半島西北辺の皆月のゴ出身である.かつて先生に,

私が, "隣家の人によびかける時に, 「となり　ニーO」の言いかたをするでし

ょうか。''とおうかがいすると,先生は,

○トナリ　ネ-。

と言うと教示された。先生の発せられた「ネ-」は, 「ニー」の実質のものだ

ったかもしれないと,今,思われもする。

「ネ」の, 「ンネ」となることもあるのか。岩井隆盛氏は,国立国語研究所福

の『日本方言の記述的研究』に寄せられた「石川県金沢市彦三一番T」で,

「あのね」に対するアノソネは小松や能美に,

としるしていられる。

能登半島では, 「ネ」のよびかけが「ネァ」音に・されたりもしている。

加賀能登に, 「ネ」の「ネン」もある。長岡博男氏は, 「金沢市地方の方言
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ョョ　　　　　　　　ゥゥ
『に』の一考察」 (『方言』第三巻第-号)で, 「アノネン。トナリ　ノネン,求

(?^

ンナネソ　オラヲタタイタゾネン」 (あのね,隣家のね,子供がれ僕を撲り

ましたよ)の例について,

右は子供が母に訴-る時の用法で,やはり子供が親に対する尊敬の気分が
◎◎

「ねん」の中に含れて居る。

と説明していられる。

※　　※　　　※

本県下に定着している, 「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヤ」 「ニヤ」,

「ヤイネ」「ユネ」「イネ」, 「ゾネ」「ゾイネ」, 「カネ」「カイネ」「ケ～ネ」, 「ガ

(ガ)ネ」「ガ(ガ)イネ」「ゲ(ゲ)ネ」, 「トネ」「トイネ」, 「トコトネァ-」, 「ワ

イ(-)ネ」「ウニ-ネ」「ワネ」, 「マネ」などがある。これらの多くが,加賀

能登におこなわれている。 「ゾネ」など,加能におこなわれることが広い。

○何々は　Fデショー　-貢-O

何々はどうでしょうかね。

は,加賀の金沢での,野菜売り(女性)のことばである。

○ウ亨, コナイダ　-ゴテ　-ゴテ,ド-モ ナラナンダ　ゾネ。

わしは,こないだ,はがゆくてはがゆくて,どうにもならなかったよ。

(老女間)

は,能登西岸富来町での「ゾネ」例である。

「ケ-ネ」の熱用されていることは,能登にいちじるしいものがある。 「ケ

-ネ-」ともなっている.

0イ貢ジ　ケ.三一ジ　ケ-ネ-0

一時かい?二時かい?

このように, 「かい」というたずねの言いかたをして,さらにそれに「ネ」を

複合させるのであるから,これに,方言色が顧著であるo 「ケ-ネ-」は, 「ゲ

(ゲ)-ネ-」にも対応している。

○ドコイ　イク　デーネ-0
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どこへ行くのかね?

これは,輪島市での一例である。

「トコトネァ-」の一例は,下記のとおりである。

′ホンナヤトコトネァ-

そうですとも。

これは, 『全国方言資料』第3巻の「石川県輪島市名舟町」の条に見られるも

のである。 「トコト」という文末詞は,石川県下にいちじるしいものである。

最後に, 「ワイネ」にあたる「ウェ-ネ-」などの例をあげる。

○コリャ　オレアガヤ　ウェ-寺二二O

これはわしのだわ。

○ドッ丁子モ　イキンシェン　ウェ亨。

どこ-も行きませんわ。

これまた輪島市のものである。複合形のもののさまざまなおこなわれかたの中

に, 「ネ」文末詞定着のさまが明らかである。

-石川県下には, 「ネ」文末詞流行の,興味ぶかいさまが見わたされる。

富山県下にも, 「ネ」が,老少にわたり,ふつうにおこなわれている。婦人は,

ことに「ネ」をつかいがちであるか。

○ソフ　ァフチュー　ラ二二　ネ-0

それはなんという字ですか。

これは,富山市近郊の「ネ」である。

本県下に, 「ネァ」の言いかたが注意される。 『全国方言資料』第3巻の「富

山県氷見市飯久保」の条には,

fアッツイコッチャネァー

暑いことですねえ。

とあり,同巻の「富山県下新川郡入善町中摺戸」の条には,
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ノアノ　オラ　コナイダカラ　ホスカッタドンブルネァ

わたし　この前から　ほしかった　どんぶりね,

とある。

本県下に, 「ネイ」の形もあるかo古く,富山県療育全編『富山県方言』に,

「高岡の挨拶」,

「そっじゃけねうたがえに,んなき-つけんなんまへんたいねィO」 (中

流の女同志)

というのが見える。

「ネ」の異形としうる「ネン」も見られる。

○ア下すテ　ィク　ティネン。

あとから行くわよ。

(「ワイネン」の形が出ている。)

○コ7-　ネ〔eトン。

もし,ごめんなさい。

は,富山市西北郊での例であるo高岡市域でも, 「ネン」を聞くことができる。

(この「ネソ」を見ても,上の「ネイ」の存立が, 「ネー」関係のものである

ことがわかる。)

富山県下に, 「ニエー」とされているものがあるo 『全国方言資料』第3巻

の「富山県下新川郡入善町中摺戸」の条に,

fホンここェ-

ほんとにねえ。

というのが見え,また,同巻の「富山県氷見市飯久保」の条に,

fア　アッツイニ-　ゴクロサマヤニェ-

暑いのに　　　ご苦労さまですねえ。

というのが見えるo 「カニエー」「カイニェ」「ワニェ-」などというのも見え

るo 「ニェ」は,およそ「ネ」的なものであろうか。

※　　※　　※
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本県下でも, 「ネ」,に関する複合形の文末詞が多彩である。 「-ネ」 「イネ」,

「ゾイネ」 「ゼネ」, 「カネ」 「カイ(-)ネ」 「ケネ」, 「ガ(ガ)ネ」 「ガ(ガ)イネ」,

「トネ」「トイ(-)ネ」, 「チャネ」, 「モソネ」ロコトイネ」, 「ワイネ(「ワイネ

ソ」も)」「ワネ」などがある。 「ワイネ」や「ガ(ガ)イネ」のおこなわれるこ

とは,いちじるしいものがある。

○ナ三　シT~フ　ガイネ-0

何してるんだよ。 (問い)　(老女-→孫)

は, 「ガイネ」の一例である。

○下ラデモ　ケン万シトルヨ-ニ　ミニルッ　チャ貫ア。

(この-んの人はおお声で話すので)どうしてもけんかしているよう

に見えるってことよねえ。　(中女)

は,県東部での「チャネ」の一例である。 --「ネ」の訴えが,・ 「ネア」の音

形になっている。

富山県下もまた, 「ネ」表現のゆたかな所である。

新潟県下にも,ほぼ全般的に「ネ」の表現が認められるようであろ。 -

「ネ」ことばが,土地によく生きているのであろう。

細野哲雄氏は, 「ふるさとのなまり」(藤原注　旧新潟県北措原郡乙村大字荒井浜) (『言

語生活』第百七十六号　昭和41年5月)で,

目上に対しては「ねす」という助詞を使い,同輩には「ね」,目下の人に

は「のう」を使う。

と述べられる。氏は,この用法別を,なおくわしく説いていられる。

「ネ」は,他地でも,しばしば同輩ことばと言いうるものになってもいるか,0

直江津で私が聞いたことば,

○ドコイ　イク　ノー。

○ドコイ　イク　首--0

どこへ行くね?
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について,土地の人のくだした説明は, =「ノー」のほうがいいことは。 「ネ」

はやはりしたしみのあることば。日というのである。 =「ナ-」は言わぬoHとも

ョBm

県中央部で聞いた実例は,

○キョーワ　サ冨イ　言-0

きょうはさむいねえ。

であるoこれに関しては,土地の老女の, =友だちどうしなら「ナ-」であり,

「ナ-」のほうがぞんざいである。"との説明があった。

新潟県北部,岩船郡下での聞きとりでは,

○下ゲ　イガシャル　ネ。

どこ-行きなさいますか。
I I　　ノ

○ドゲ-　イグ　ネ。

どこへ行くね?

などの例が得られている。これらの「ネ」に関して,土地の識者は, ‖いくぶ

ん上品。"とも語ってくれた。

渋谷玲子氏は, 「三光方言の待遇表現」 (『国文学会誌』五号)で,北越,新

発田市域の三光方言について記述され,人代名詞「オメ様」に呼応する文末詞

「ネ」 「ネソ」などをあげていられる。

中越以北では, 「ネ-」の発音が〔ne:〕になりがちでもある。 -それ

が,ときに, 「ニー」に近くも聞こえるo

佐渡に, 「ネイ」があるのか。さだかでない。

本県下に, 「メ-」という問題形があるO大橋勝男氏が,昭和四十三年六月

に教示せられたところによるのに,新潟市内野町Oうちなどには,

a　ソレデ　ココ-ワ　ネ-O　ホント-ワ　ワトコンチワ　タテラン
(メーか?)

ネカッタンダ。

ホンデ　ヮ~「妄丁　チ京二す-Oアノ-　ホレ(～さんの)

メ-O
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b　あゝ,あそこに土蔵ありますね。

a　ドゾ-ノ　メ-0

b　はいoはいo　(aは67歳女, bは育男である。)

というような言いかたがあるo 「ネ→もふつうにおこなわれていることが,氏

の多くの教示例に明らかであり, 「ネ-ネ」というのも見えるありさまである

が,さてこの「メ-」は,何であろうo　←ネ」が「メ」に転じた明らかな事実

は,まだとらえ得ていないo Lかし,今,上の事例に接しては, 「ネ」-「メ」の

転靴ということも,想像されてくるoじっさいは,どうなのであろう。

※　　※　　※

本県下での「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「-ネ」 「イネ」 「ゼネ」 「カ

ネ」「ガネ」「トネ」「テネ」「テバネ」「モンネ」「ワネ」などがある。

○下二ヵ　タブム　エ言-O

どうかたのむわねえ。

は,中越の「-ネ」例であるoただし・上の「-」は,ことによると, 「ワイ」

の「ウエー」からの「-」かもしれないO (と,調査時に思われた.)
ノ

○わたしたちの　ことばは　ス二でララ-　ワネ。

--すばらしいわね。 (逆説的表現) (中女間)

これは,新潟市内で聞いた,明らかな「ワネ」の一例である。

′ヒダモソネ

火ですものね。

『全国方言資料』第2巻の「新潟県糸魚川市砂場」の条には,これが見える。

○ソ-寺フダ　テバ貢二。

"さようでございます。"
_-・・ I

(' 、 ∴∴

"そうなんだよ。"

は,新潟市で聞いた「テバネ」例であるo (ちなみに, 「ソ一首フダ.・・-・-・o」
ノ

の言いかたは, 「ソ-」がぬけて, 「亭丁ダ　テ/ミネ。」のようにもなりがちで



北陸について述べることが多かったのに比し,岐阜県下に関しては,今,私

に,述べるべき多くのものがない。

美濃中部の北に調査した時は,土地ことばに「ネ」のないさまが見られた。

しかし,美濃の東西に,どのようにか「ネ」もおこなわれているらしい。 『岐

阜県方言集成』には,揖斐郡のこととして「ねえ。」があげられており, 「上輩

に」とある。 『全国方言資料』第3巻の「岐阜県揖斐郡久瀬村西津汲」の条の

「ネ」例は,

′ヨカッタネー

よかったねえ, m x-Z-o

ホントニ

ほんとうに。

などである。

東の郡上郡の方言を記述した『郡上方言』にも,

モー　イッツカ　ネ.もう　行ったろうよ　(老人)

などが見える。

県下に, 「カネ」 「ワネ」などの複合形もある。

愛知県下では, 「ネ」ことばが,尾張でよりは三河に,よりよくおこなわれ

ているか。

〇百ニモ　イラフト　オモウ　貢-0

かねもいらないと思うねえ。

は,尾張知多半島頭部での一例である。 (佐藤虎男氏教示例)

なお,佐藤虎男氏は, 「愛知県・三重県海岸線の文末助詞」 (『方言研究年報』

第一巻)で, 「ネ」 (ネ-)について,

三河・尾張には,かなりよくおこなわれている。品位は,三河のは中あ

るいは上,尾張のは中等ということになろう。

・と言われる。
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三重県下では総体に下品なことばとされており,三河とそれ以西とのあい

だには,品位の差があるようである。

とも言われる。

高瀬徳雄氏は十豊橋万言の文末助詞についての実情報告」 (『方言研究年報』

第-巻)で, 「ネ」 (ネ-)杏,

男女ともに用いる。男,および中年以上の女が用いるばあいには,やや上

品なもの言いになるのがふつうであり,子供,および青年層以下の女子に

おいては,もっともふつうの言い方である。

とせられる。

私が渥美半島南岸でとらえた実例は,
ノ

○マす　すルデ　ネ。

また来るからね。
_　　　　　　　ノ

○マタ　オイデ　ソネ。

またいらっしゃいね。

などである。 「デ」と「ネ」とのあいだに「ソ」のあるのが注目される。渥美

町立伊良湖岬中学校の「方言表」に,

かにね　　ごめんなさいね　　勘忍してね

というのもあった。 「勘忍　ね。」が「かにね」となっているのからしても,こ

こに, 「ネ」ことばのよく土地ふうであることが認められる。

本県下に, 「ネ」の変形の「ネン」がかなりさかんである。人々は,この「ネ

ソ」の三河におこなわれていることを指摘している。しかし,尾張にもあるら

しい。余語敏男氏は,小牧市域の事実についての,

「-育-　ネン。」「=-ヒジャ　ネンo」は目上の男に対する挨拶だから,

「早いね」 「好い日だね」よりは丁寧で, 「お早うございます」 「好い日で

ございます」に相当するのではないか。

というような教示を寄せられた。なお,"「ネソ」は「ナモ」より敬意が低い。日

と言われる。
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知多半島に接する,三河,刈谷の出身,磯貝英夫氏は,自己の生活語に即し

て, =「ネ-」はよそいき.日日それをやわらげて「ネソ」.日と言われる。-お

もしろい事情であるo (「ネ」はよそいきになりやすく, 「ネン」はやわらかで,

よそいきのものではないともいうことか。)

※　　※　　※

愛知県下には, 「ヨネ」 「ゾネ」 「カネ」 「ガネ」などの複合形文末詞が兄いだ

される。

静岡県下, -中部地方東海がわも静岡県下となると, 「ネ」文末詞の,よ

く地方語生活に生きているさまが見られるo 「ネ」は,ふつうの定着方言形で

.oるo

内田保太郎氏の「浜名郡鷲津町付近」 <挨拶方言> (『土乃以路』第十二巻

第四号　昭和10年12月)には,浜名郡鷲津町付近についての,

特に改る場合には標準語を使ふ事が多いやうですo平常は「ねえ言葉」あ

-だれかうだねを使ひそれにちょいへ--ござんすが交ります。

との記述が見えるo諸方言書が, 「ネ」の通行を指摘している。 (もっとも,山

口幸洋氏の『静岡県本川根方言の文』には,

ネの類は, -ンブンダネ(39)他(38)にみられるが,あまり使われない。

とある。北部山地方面は,こうでもあるのだろうか。)

県下一般での「ネ」の用法としたら, 「何々ダ　ネ。」の言いかたのおこなわ

れることが,一つ目だたしかろうo

Oテ,チ-ダ　言-o

ああ,そうだねえo　　(青女I一一中女)

などが,慣用例である。

「ダ　ネ」が「ダ　ンネ」ともある0-「ン」は「ニ」にあたるものかO

質問ではなく説明などの時に,こういう言いかたになるか。
一.-/I

○ヨ丁㌻コたちが　デル　ダンネ-0
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これは,識者注によるのに・ =お嫁さん達が出るですんね(出るですよねJ。

ということである。

毛ぶかいんだよね。

これは, 「両親さんが毛ぶかいから,この赤ちゃんも毛ぶかいんだよね。」とい

うところである。 (「ダ　ンネ」は,県下に広く見られるか。)

伊豆半島でも, 「ネ」がよくおこなわれている。私uD両辺調査の時は,気や

すく「ナ-」を言い,あらたまれば「ネ-」を言うというようなようすも受け

とられたoまた,自己本位の語りの時は「ナ-」を言い,対話性の濃い時は,

当然のように「ネ」を言うというありさまも受けとられfc。

※　　※　　※

本県下の, 「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「イネ」 「-ネ」, 「カネ」 「カ

イネ」, 「ガネ」, 「ソネ」, 「ワイネ」「ワネ」などがある。
ノ

○下コイ　イク　ダネ。

どこ-行くかね。

といったような, 「ダネ」の言いかたのもののはあいは, 「ダネ」文末詞をとる

ことができなくはないようである。

○亭ガライ　才す　アンネ。

相良へ行くんだよ。

にしても, 「ダンネ」がとりたてられる。

長野県下に関しては, 『信州方言読本　語法篇』に記事があり, 「ネ」は,

「な」にくらべると丁寧さを加えた親愛感をもって余情を添える語であり

m*

とされている。

県西北辺でも,

○ラ~=ダ　ンネ-。
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"そうですねえ。"

(=ちょっと鄭重O　ふつうには「ラ~=ダ　ラー。」と言うO")

○タイ-ンニ　イル　ダンネ。

たい-んたくさんいるよ。　　(中男一一一一藤原)

などと言っているのが聞かれる。 -「ダ　ンネ」が見られる。 (この地で,

「行ってからね。」というのでも, 「イッデヵラ　ン貫-Q」と言っている。「そ

うでしょうねえo」というのでも, 「テニズラ　ン有-O」と言っている。)

大町市から東にはいったあたりの「ネ」例は,
__-　一・一4

0ゲンキデスン　ネ-0

元気ですね。　　(中女　-藤原)

などである。

「・・・・・-・ダ　ンネ。」「.・・-・・・デスン　ネO」など, 「ソ」の聞こえは,当県下

にもいちじるしい。

チ　　　*

長野県下の「ネ」に関する複合形文末詞には, 「イネ」 「カネ」 「カイネ」 「ソ

ネ」「ダソネ」「ワネ」などがある。

山梨県下には, 「ネ」文末詞が,おおよそ東京語でのようにおこなわれてい

ようか。 「ネ」がよくつかわれており, 「サ」もまた,よくつかわれている。

県西南部での例は,
s

oイ首テ　言フ　サOホントワ　ネ。

(ことばをあるく言うなんてことは,まったく)いやなことさ。ほん

とはね。

○イナイチュ-　コン サネ-0

いないということさねえ。

などである。

甲府人の談話に聞かれる「ネ」例は,
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一ノ

○オフ言うソノモノワ　ヌ万イデスケド　ネ～O

温泉そのものはぬるいですけどね。　(六十歳男一一一藤原)
一.ノ

などである。 -この耳アクセントでの「ネ-」という発言調子に,土地こと

はらしさがよく出ていようか。

八　関東地方の「ネ」ほか

関東地方は,ひとくちに言って, 「ネ」のくにである。全国でも当地方がも

っともよく,土地ことば「ネ」の安定勢力を見せていよう。大橋勝男氏の『関

東地方域方言事象分布図』第二巻のMap. 12は, 「ネ(ネ-)」の大通行を示

して明らかである。 (図上では,群馬県下に「ネ」がややよわいありさまであ

る。西部なり北部なりの山地域は,やや問題の地域なのであろうか。)

「ネ」と「ヨ」と「サ」とが,関東によく生きていよう。

「ネ」は,多用されるとともに,品位上でも,諸品位にわたって用いられて

いる。

「ネ」とともに「ナ」のおこなわれることも,既述のとおりである。それに

「ノ」もあって,ことがらはかならずLも単純ではないけれども,ナ行書文末

詞の中に「ネ」のひときわつよく光ることは,関東が奥羽以上であろう。

「ネ」と「ナ」との用法に関しては,対外的用法,対内的用法といったよ

うな観点も,必要であるかに思われる。

神奈川県下西部での「ネ」例は,
一ノ

○ソ=ダンベ　ネ～O

そうだろうよねえ。 (受けひくことば)　(中女1-1-老男)

などである。この地で聞き得た,人の感想には, "「ネ」と「サ」と,半々ぐら

いかしら。"というのがある。

テ　　　&

本県下での「ネ」に関する複合形文末詞には, 「カネ」 「ノネ」などがある。
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東京都に関しては,まず, 『東京方言集』の例がひかれる。
△　　　　　　-

ばかにシテヤガンネ-

そのくらゐなこと,アタリマユダ-ね。

などとある。
ノ

今日の東京語の「ネ」を聞くにつけても・ 「これ,何々　ネ。」など,名詞構

文を受けて「ネ」をつかうのが,一つ,注目される。

『全国方言資料』第7巻の「東京都利島村」の条には,

′-・・一日　ミチエ　ネイッタ　コトヲ　シックネ

道に　寝た　　　ことを　知っていますか。

とあるo 「知っていますか」のところが, 「シ,ッタネ」である。問いの「ネ」

がよくおこなわれているようである。

※　　※　　※

東京語の・ 「ネ」に関する複合形文末詞では,まず, 「ヤネ」が指摘される。

『東京方言集』には,

その考-てゐることがオ訂ラーヤねO

などとある。こういう「ヤネ」は,だいたい関東によくいついているものでは

なかろうか。 「ヨネ」に似た「ヤネ」である。

さてその「ヨネ」であるが,今日は,相手の言を承引するのに, 「そうです

ヨ貫-o」と言われることが多い。 (これがおおよそ,共通語法的なものにさえ

なっていよう。本来的な東京語では,この種の「ヨ亨-」は,どの程度おこな

われているのであろうか。 「ヤネ」が根づいていて「ヨネ」はまれだというよ

うなことがあったら,これはおもしろい。)

べつに, 「カネ」 「ガネ」「ワネ」などがある。

千葉県下に「ネ」が一般的であることは,多く言うまでもない。 「ダ　ネ」

「デス　ネ」もいちじるしい。県東両辺での「ネ」例は,
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0言エガ　チ青首ミテ一　貫-0

声がちがうみたいねえ。 (録音機を聞いての感想)

などである。

伊藤左千夫<千葉県>の『野菊の墓』には, 「ねイ」が見えるo

f全国方言資料』第2巻の「千葉県安房郡富崎村布良」の条には,

mホッラッチ　オイネンネン

それだって　だめだよ。

とある。最後の「ネン」は,どういう「ネン」であろうかo

※　　※　　※

本県下での「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ヨネ」 「サネ」などがあるo

oサ言-　サ首-0

さようですねえ。　(老男1--藤原)

は, 「サネ」の一例である。

「どうどうしナ　ネ。」という言いかたは, 「しなさい」の「しナ」を・ 「ネ」

で受けたものである。したがって,この種のものから, 「ナネ」文末詞をぬく

ことなどはできない。

埼玉県下にも,県下一般に「ネ」がおこなわれているo県東北部での一例は・

○ア二言テ　コク　ツすすマセソ　貫-o

rノ-」っていうことはつかいませんねえo　(老女-藤原)

である。同地の中学二年生男子のことばは,
容ら

○マッ貢グ　盲~㌻チ～　イッチャウンダ　ネ-O

まっすぐこっち-行ってしまうんだねえo

などである。

県下に「ダ　ネ」「デス　ネ」が,よくおこなわれているo

県西の秩父地方にも, 「ネ」がよくおこなわれているoただし・ =年寄りには

「ムシ」をつかう。=などとも言う人があるo秩父の,
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■■塾
Or^　*,

さようなら。
_　　ノ

は, 「アバ　ナO」とともに・り子どもなんかがさかんに言うことば'である。

照　*　・:<・

本県下の「ネ」・に関する複合形の文末詞に, 「ヤネ」 「カネ」 「ワネ」その他

がある。

「ダネ」は「ダーネ-」とも言われている。

群馬県下の桐生で聞かれる,女学生の「ネ」ことばは,

○マ711三テ　三モツガ　オークテ,ヤ-　享二。

毎日,荷物が多くて嫌ねO

などであるo (斯林不二彦氏教卒)体言の言いかたを受ける「ネ」のおこなわ

れることも,ふつうのことである。

やはり本県下でも, 「ダ　ネ」がよくおこなわれており, 「ダン　ネ」ともあ

る。

○ミ亨ザキワ　7-トコダソ　有-Oセンセ-0

宮崎はいい所だねえ。先生。　(老女-藤原)

などと言われているO 「ン」の見られるものには,なお, 「夕方イン　貢。」 (マ

ア高価だわね) <斯林氏教示>というようなのもある。

※　　※　　※・

本県下の「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ヨネ」 「ヤネ」 「ヤイ(-)ネ」

「イ(ェ)ネ」 「サネ」「カネ(ガネ)」「モノネ」 「モンネ」 「ワイネ」 (「釆ラーネ。」

「～まさ-ネ。」なども.) 「ワネ」などがある。

○イ首二　ガ亨。

行きましょう。 (勧誘)

○ヤ盲二~　ガ亨。

やりましょう。 (勧誘)



第三章　ナ行者文末詞　　367

など, 「カネ」が「ガネ」とも言われているのは,いかにも北関東でのことら

しく思われる。

栃木県下も, 「ネ」のさかんな所である。 「ダ・車」がよくおこなわれてい

る。

○ナ京シチャッタカソ　亨-0

(家を)なおしたからねえO

は,県南の一例である0 -「ネ-」が「ニ-」に近くも聞こえる。
_　　ノ

○オ言T Tグノガ　ザル　ネ.

お米をとぐのがざるね。 (説明)　(老女1--藤原)

は,県北の一例である。

※　　※　　※

本県下の「ネ」に関する複合形文末詞に呼, 「ゾネ」 「ガネ」 「モンネ」 「ワネ」

などがある。

茨城県下の状況は,栃木県下の状況によくつらなっている。

○シテ手　首-o

七時ね。

は,県西南辺での一例であるo
一ノ

○ゴ首ガ　アガリマス　ネ-O

語尾が上がり.ますねo (`T「ネ-」というのがぐ-と上がっちゃう。 )

は,水戸弁での一例である。

県下に, 「ネイ」なり「ネソ」なりの形もあるのかどうか。定かでない。

※　　※　　※

本県下の「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ヨネ・」 「ゲネ」 「モネ」など

が'*O。
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fコレガ　イジパンダド　シトグダ　　　　　ネーノゲネ-

これが　いちばんだと　きまっているんじゃ　ありませんかね。

は・ 『全国方言資料』第2巻の「茨拭県新治郡葦穂村」の条に見える「ゲネ」

の一例である0 -「カイネ-」が「ゲネー」になっている。

九　東北地方の「ネ」ほか

東北地方にも,およそ全般に「ネ」が見わたされる。ただし,そのいきおい

は,関東地方のそれにおよぶものではなかろう。 「ネ」は,存在しはするもの

の,その地位は,比較的よわいものかもしれない。

福島県下は,概略,その全般に「ネ」がありうるのか。それにしても,存立

状況の強弱が見られるようである。東北本線すじの,いわゆる中通りは,なか

んずく, 「ネ」の定着ぶりの見られる所か。

私が県西北辺の調査にしたがった時は, -地で, 「ネ」はそこの土地ことば

ではないようすが見られた。男性たちなど,私などには「ネ」をつかっていた

のであるけれども。

かつて,高松・宇野の鉄道連絡船で,福島県下の人たち(老年層)の会話を

聞いた時は, 「ネ」相当の「ネイ」が聞かれたように思う。が,それは, 「ナ

イ」とも聞こえるようなものであった。当県下に, 「ネ」の「ネイ」があるの

かどうか。

県西南辺の桧枝岐では, 「ネミ」がおこなわれているという。早く,菅野宏

氏のご報告がある。 「ミ」は何か。それは,今,追求しないとしても,ここに

「ネ」のあることは認められよう。

宮城県下には, 「ネ」が,一般的に,よくおこなわれているようである。絵

島湾岸での,私のかつての一週間調査のはあいにも,そこに, 「ネ-」が地こ

とばになっているのを見ることができた。 (「ノー」は,通常おこなわれていな
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い。)

仙台市内の事例だと,
ノ

○ンずヵラ　ネO

そうだからね。

fi:どとあって, 「ネ」が一般通用のものらしく, 「ナ」耳末詞が用いられるのは,

"親子の間などで。"とのことである。

石巻市域での調査事例によると,

○アテて甘了イ　亨-0

暑いねえ。

ほ, "やさしいことばとしてつかう。''という。人は, =目上の人に対しては

「ネ」をつかうO 「ネ」はていねいなことばのうちO"と言っているO「盲~ニグ

キ〔i〕貫　首-O」はよい言いかたとされており, r;　グ　キテ　ラヤo」(よ

く来たねえ。)となったものについては, "男はことばが荒くなるから「ナヤ」

と言う。''との説明がなされている。

当県下にはかぎらないことであるが, 「ネ」の発音が〔n冒〕ともなれば,こ

れは,いわゆる共通語の「ネ」とはちがった「ネ」に聞こえる。しかしまた,

文末詞「ネ」なるがゆえに,本県下でも, 「ネ」がかなりきれいな「ネ〔e〕」

に発音されてもいる。

○フベラソ貢~二　貢-0

おぼえられないねえ。

これは,松島湾岸で聞いたものであるが,最後の「ネー」が,きれいな「ネ」

に聞こえた。

県下で, 「ネ」が,上がり下がりの,大きい琴曲の調子に発音されることも

ある.地方的な一文アクセント傾向とも言うべきか。

辞去のあいさつの,
_　　ノ

○タンダ　イマ　ネ。

「ただいまね。」 (ではさようなら。)
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r /

などのはあいは,上がり調子の「ネ→の声調が,また,土地ふうに安定相を見

せている。

本県下の, 「ネ」のよびかけの習慣の中に,

○ン,ダ　貢ア.

そうですねえO

など, 「ネ」に,小さな「ァ」音をともなあしめるものがある。 -私の言う

文末訴え「ァ」音であるo 「ネ〔e〕」の聞こえが〔a〕に向けてしせんに拡大

されているo人々の発言での訴えの,当然の心理によるものであろう。仙台市

内での一例は,

○ワ斉イ　シェンシ=ワ　ダ丁ダトモウンダケド　亨ア。

若い先生はだめだと思うんだけどねえo (万言録音のはあいのこと。)・

である。

かつて私は,東南の旧角田町で,
一ノ

〇百ダ　オ有言て盲了クlii〕ナす口了シ仕〕タ　ネン。

またおさむくな′りましたねO

というのを聞いたことがあるo当県下に「ネソ」もあるのか。 -ことによ、る
■害らi

と,おなじく角田町で聞かれた丁アノ　ナインo→ (あのね。)などの「ナイン」

ないし「ナェン」が「ネン」に転じたりもしているか。

「ネ」の訴えに「ス」のつけそえられるはあいもあるo 『仙台市史』6にも,

「ネェス〔nssu現が見えている.

「ネ」にまた「L/」のつけそえられることかあるO松島湾岸例は,

○ンずガラ　言レ.

それだからねえ。

である0人にただしたところ, 「ネレ」には, =念をおした気もち=・・訴える心け

があるとの答えがあったo 「L,」は「ワレ」系の「レ」であろうかoこういう

ものをつけたりするほどに, 「ネ」が活用されているというわけであろう。

&　　　さ
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当県下の「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「カネ」 「チャネ」丁モ1/ネ」

などがある.. 「モソネ」は「オンネ」ともなっており, 「オネ」ともなってい

る。
_　ノ

○,(あの子の帰るのは)　声〔ii〕-ガタダ　オソネ。

あの子の帰るのは夕方だもんね。 (中学生のむすこの撮り時刻のこと)

(中女1--藤原)

は「オンネ」の一例であり,

m-I.・ソノマェ-ガ　アノ　イタオ　ミナ　スイクモソダオネ

それ以前は　　あの　板を　　みな　敷いたものだったね。

は,「オネ」の一例である。 (『全国方言資料』第1巻「宮城県宮城郡根白石村」)

「オンネ」のはあい, 「オン」が早口の発音に聞こえて,かつは,中音めいて聞

こえることもある。
.ll!A

Oンダ天　オンネ-0

そうでしょうね。

など, 「オン」が低音のはあいはなおさらそうである。

なお,複合形に「ワネ」などもおこなわれている。

山形県下では,庄内地方を除く地域に, 「ネ」がまずは一般的であろうかo

「ネJのよびかけが「ネァ」となってもいるo

庄内地方は, 「ノー」のさかんな所である。それゆえ,土地のメ々も,しば

しば, =「ネ-」はこの-んでは言わぬ。'Tと言っている.しかし,酒田市など

ではi 「ネ-」も聞かれる卓　どういう来歴のものか。三矢重松氏の『荘内語及語

釈』には,

酒田辺は港の為かネイといふこと少しあるOそれから郷中などはネヤと

もいふのはノヤの転で,東京のネとは根本が達ふ様は思はれる。

とある。
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秋田県下では, 『秋田方言』に,

な,なあ,れねえ,念を推して言ったり強く指定したりするに用ひる。

との説明が見える。まずは,県下の広くに「ネ」が存在しているか。

秋田市その他では, 「ネァ」を聞いたことがある。この種の発音も,広くお

こなわれているようである。

○アノ　ネァ-0

あのねえ。

は,県東南部での一例である。

北部の東能代では, =「ノー」はつけぬ。山形へんがつける。日というのを聞

いたことがある。ここで,

○ホンデスlii〕べ　京-0

そうでしょうねえ。

などと言っている. 「ネァ-」の言いかたもなされている。

※　　※　　※

「カネ」ほかの,いくらかの複合形が認められる。

「ネサ」もあり, 「ネス」もある。

岩手県下にも, 「ネ」が広く認められる。 r-だ　ネO」も,熟したもので

ある。

県南の水沢ことばには, 「ナ」とともに「ネ」が見える。花巻市でのかつて

の調査では,人々が, =「ネ-」も「ノ-」も全然言わぬ。日と言っていた。そ

の人たちが, =水沢では「ネ～」を言う。日と言っていた。ところで,その人た

ちに,

○ラ~;~ララ言ソ べツ〔也〕ダケド　ネ-。

全然別だけどねえ。

ということばづかいも聞かれた。

県中部の東寄り山地での私の調査では,やはり,
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○ワ リ〔i〕ガダ　ネ-0

ありあいねえ。　(中男間)

など, 「ネ」が聞かれたが,上例の発言者からも, "ほんとのここのことばに

は「ネ」はない。"との言も聞かれた。

県下に, 「ネァ」の言いかたもおこなわれているoときにこれが,人に「ネ

ヤ」とも表記されているo (宮城県下に関しても見られることである。)

県下に, 「ネ」の「ネン」もあるかo小松代融-氏のご著作のそれこれに,

「ネン」が見えるo 『方言学講座』第二巻に寄せられた,同氏の「岩手」の記事

の中には,旧伊達領の,

「あのネン,そうすればネン」

というのが見える。

※　※　※

本県下の「ネ」に関する嘘合形の文末詞としてほ, 「ゾネ」 「サネ」 「カネ」

(「ガネ」と発音されがちである。) 「ガネ」「トネ」「モソネ」などが指摘され

る。

青森県下にも,津軽・「南部」に, 「ネ」の分布が見られる。浮軽西岸地方

の「ネ-」は,津軽の「ネシ〔i〕」をつねとする人々からも注目されている。

ところで,津軽の, 「ネシ」のさかんである所に, 「ネー」もおこなわれてい

る。

○亭~;-テ　ァ丁　フlii〕ル〔ii〕べ　貢-0

きょうは雨が降るだろうねえ。

などと言っている。津軽出身の-知人は,私に,

=集落ごとに語尾につける「ネ」とか「-」とかがちがう。日

と語った。

津軽の「ネ」の用法に,注目すべきものがある。一つに, 『津軽方言絵-ガ

キ』第二韓には,
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「ソラー,ヂャスギノ,スマコネ,ユダネ」ヽ__.′-

そうれお座敷の　隅に　　在るよ　(母一子守)

というのがあるo 「ユダネ→は「あるよ」であるo北山長雄氏の「浮軽方言語

釈(副詞の部)」 (『方言』第五巻第七号　昭和10年7月)には,

ワ　コユ　キタデア　エンデヰセェ　ワミンツケドモクネヽ

(僕是を切ったよ・道理で僕短いと思ったよ)

というのが見えているoつぎに, 『青森県方言集』には, 「津軽地方」のことば
の,

ジシコ入って行けば其処の家さ行ぎさね

(小路を入って行けば其処の家へ行きますよ)

というのが見える。

搾軽を除く・本県下の東部域,いわゆる←南師の地域にも,変わった「ネ」

の用法があり・能田多代子氏の『五戸の方言』にも,

「はんたうだタネ」と云-ば,本当だったよの意。

との記事が見える。

なお,能田氏の同書には, 「ネを添ふるを以て目下に云ふO」との記事が見え

るo同氏の『青森県五戸語褒』にも,

ネ　だよに当り・日下に対して用いるo 「丹那様居さりましたか-」「居

たネ。」

の記述があるoいわゆる「南部一地方の南辺で,私が調査した時のことである。

「ネ」について,人は・ =ここはほとんどつかわないあけ。=と言った。このこ

とをしるしたカードを検閲せられた土地の識者は, =「ト」は当地は使用しな

い0日と注していられるoところで私は,
_ノ

○ず二言シ〔i〕ナガラ　71=シ〔i〕どす二ネ〔e]O

だjlもしないからわたしがしましょう。

などの言いかたを聞きとめることができたOこの文末の「ネle〕」は,何であ
/

ろうo 「-ヤグ　イグベァ　ネ〔elo→(=自分一人の場合に")などともあっ
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たが, 「ネ」はおおかた,低音におわるものだったようである。

※　　※　　※

当県下の「ネ」に関する複合形の文末詞には, 「ヤネ」 「サネ」 「ヅ(ズ)ァネ」

などがある。 「(-デサ　ネ。」などともある。

私は, 「南部」地方の南辺での調査時に,

○テガソ声　ヤネ〔e〕。

わかりませんよ。

というのも聞き得ている。

○行く　ズ言草一。

‖行くそうだよ。"

(「行く貢ア-。」は「行くそうだ。」であるという。)

というのも.ォき得ている。

十　北海道地方の「ネ」ほか

北海道地方には,今日, 「ネ」が一般的におこなわれているだろう。 -か

なり本来的であるものと,共通語因子として入来したものとの区別がつきにく

いけれども。土地ふうにあるいは土地ことばふうに「ネ」のおこなわれるさま

がかなりいちじるしくて　　　ダ　ネO」などの習熟形式が一般的である。

道南地域に,まず「ネ」の慣用がよく見られる.0 『全国方言資料』第1`巻の

「北海道松前郡福島町自符」の条の例をあげるなら,

fア-　オメダチ　　　　で-　-ツマゴ　ウマL'ダッテネ-

ああ,あなたのうちでは　　　初孫が　生まれたってね。

などというのがある。鈴木淳一氏教示例をあげるなら,函館市では,対等の言

いかたに,

○タノンダ　ヨ-o　タノム　ネ一〇

たのんだよ。たのむね。

○ナシす　ネ。
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どうしたね。

などというのがあり,対等者や目下のものに「ネ」を言うことが多く,それで

いてまた,目上への言いかたにも,
ノ

○キョーワ　サ1-7デス　ネ-0

きょうはさむいですね。

などというのがある。鈴木氏は,なお,小樽や十勝・稚内その他の例を教示せ

られたOそれらのどことも, 「ネ」のおこなわれかたは,道南のに類している。

「ネ」は,北海道でもっとも通用度の高い,日常の文末詞なのであろう。

土地とはあいによっては, 「ネ」が「ナ」の下に位せしめられていることも

あるか。

※　　※　　※

北海道での「ネ」文末詞に関する複合形としては, 「ヤネ」 「ヨネ」 「カネ」

などが指摘される。複合形の安定しているものを見るにつけても, 「ネ」の,

北海道によく生きているさまが察せられる。 『全国方言資料』第1巻の「北海

道松前郡福島町白符」の条に見える,

fソレデモ　イ-ガネ-

それでも　いいかい。

では, 「カネ」が「ガネ」になっている。

石垣福雄氏が『方言の旅』に寄稿せられた「北海道」のうちには,

ヅキ　-シテヤッテルンダモネ一

時期を逸してやっているんだものね("函館の漁夫の言葉=)

の記述が見られる。これには, 「モノネ」の言いかたが出ている。

十一　むすぴ

「ネ」は,.まず,全国的分布のものと見てよかろう。

この「ネ」に,敬卑上の用法差のあるのが注目される。すなわち,所によっ

ては,これが,わるいことばとされたりもしている。この事実は, 「ネ」の成



第三章　ナ行者文末詞　　377

立や存在のしかたにかかわることの大きいものであろう。

ふつうは,敬卑上　かなりよい言いかたとして,あるいは,ととのった言い

かたのものとして, 「ネ」はおこなわれている。このことは,共通語分子とし

ての「ネ」の浸潤または流伝結果と関係の深いことかもしれない。今田の状況

では,どの地方のはあいでも,土地本来の「ネ」と入来の共通語分子的な「ネ」

との見わけなどが,まったく容易ではない。土地ことば本来の「ネ」とされそ

うなものも,関西地方でなど,やはり伝来結果のものであることが,すくなく

ないのではないか。近来は,ことに, 「ネ」の波及力がつよまっている。他方,

本来的なものといえども-それは,口ことばのことであるゆえ,消滅その他

の異動もはげしい。かたがた,今日の「ネ」分布の様相は,解析の困難なもの

になっている。

それらは,要するに,現段階で, 「ネ」の優勢化という,一元的事実に見たて

ることができる。今日は,まさに, 「ネ」共通語の時代になろうとしている。

「ネ」は,まさに,どのような見地ででもとりたててよい,標準語法分子であ

ろう。

「ネ」の変形と見られる「ネイ」や「ネソ」,それに, 「ネ」に関する複

合形文末詞とされる諸形(「ヨネ」など)に注目するかぎりは,今日も,

「ネ」文末詞の,地方的・方言的様態が明らかである。この方面の事態が

にわかにうすれてしまうことなどは,おそらくないであろうという点では,

「ネ」文末詞の共通語分子としての遍満のいちじるしさとは別に,方言感

情的発想の「ネ」の生活が言:了然としておこなわれていくであろう,と言

えることになる。

こうした二重相は,私どもの言語生活の実情として,まことに興味ぶか

いものである。方言生活と共通語生活との,もっともしぜんな二元性がこ

こにある。
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第五節　「ニ」の属

-　はじめに

ナ打者文末詞の一つとすべきものに,「ニ」というのがあるo 「ナ」や「ノ」,

それに「-」も,それらの母音は,まずは広大のほうのものであるo訴えこと

ばともあれば,ことに,原生的な感声ふうのものであると,それは,訴えの効

率の高い広母音を持つのが自然ではないか。しかるに,と言いたい。ここに,

狭母音を持つ「ニ」文末詞がある。 (「ヌ」のことは,次節にとりあげる。) 「ニ」

文末詞の存立は,文末詞論上,注目すべきものである。なぜ,このような狭母

音関係のものも,よく,訴えこ・とぱたり得ているのか。

この疑問には,私など,容易に答えることができない。しかし,これだけの

ことは言えよう。人間の好みはまちまちである。言語生活上,・人は,無作為の

うちに,自然生活の中で,とりどりのものを,変相ゆたかにとりあげている。

文末詞のナ行音煩のばあいにLG,人は,しぜんに,変相の好みに走ったのでは

ないか。 -いな,走るともなく,しぜんに,ナ行音文末詞の分化のことにし

たがったのではないかO (言語生活上での無作為の興味とでもいうものが,こ

こにあるのだろう。)

私は,本来, `「ニ」文末詞にはぐくまれた一人の人間である。私にとっては,

「ニ」文末詞の問題が,身のうえの問題とも言いうるものであった。狭母音文

末詞の成立が,たとえ奇異なものであろうとも,また,困難なものであろうと

ち,私は,これによって少年時代の言語表現を,しかるべきはあいに,充足さ

せてきたのである。私にとって, 「ニ」文末詞が必累のものであったことは,

言うまでもない。

このような境遇にあったからだろう。私は,文末詞「ニ」の討究に,かくべ

つの興味をおぼえてきた。おのずからこれの発表にいそしみ,累次,諸論考を
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おおやけ粧しているO.昭和三十一年発表の『日本語方言の方言地理学的研究』

<英文>では,そのp.125に, 「ニ」に関する分布図をかかげている。

昭和四十年発表の『日本語の方言文法』 <英文>では,そのp.89に, 「ニ」に

関するややくわしい分布図をかかげている。 -今日,私が整理し得ている段

階の分布図も,これと大同小異である。

「ニ」の類-属は,なぜか,国土の海岸部位に兄いだされがちである.その

ような状況の究明にまでことを追いつめた私は,昭和四十年の作業収約ののち

もなお, 「ニ」分布の討究に,心をそそぐとこ,ろがあったo今,本節に「ニ」

を記述するにあたぅては,そういう私の研究道程を吟味整頓して,できるだけ

完全なかたちの記述をLはたしたいとの思いが切である。

「ニ」に関しては,他方に,まざらわしい,助詞「に」淵源の文末詞(助詞系の

「ニ」文末詞)がある。これは,中部地方など,山地帯にも兄いだされる。 =Lの

種の「ニ」を区別しながら,ナ行音系と考えられる. 「ニ」文末詞を記述してい

くことになるが,ときに双方の弁別の困難に蓬着する。助詞系文末詞の「ニ」

が,用法の波に乗って,、あたかも感声文末詞ふうにも用いられたりしている

からである。しかし,さらに考えるならば,これあるがゆえに,ナ行者文末詞

「ニ」の記述は,いちだんと重要な作業になるとも言える。

二　筆者生活語の「-」に関する昭和二十一年の記述〔後掲〕

少年期の私の言語生活に「ニ」文末詞があったことを知ったのは,かなり早

いころであったかもしれない。しかし,これが学的討究の対象とされるように

なったのは,、私の方言研究の生活もやや進んで,しごとがいわゆる全国嫡査に

なってからのことであるO昭和十五年,はじめて北陸に出て,金沢市のことば,

○サティ　ニー。

さむいねえ。

などというのを聞き,その「ニ-」ことばにおどろいて,そうだったのかとば

かり自語を反求するようになり,ここに,郷里語(筆者生活語)の「ニ」をあL
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らためて学的対象とする研究心がおこった。金沢市での聴録経験を補記する。一

上例文は, ‖普通度の言いかたで, 「ネ」を「ニ」と言う。"とのことであった。

他例は,

○コソニヤ　ヒ丁サメ　7万ロ　ニ-。

今夜ひと雨ふるだろうねえ。

○ソテTニ　キモノ　キテ　ヌすテイ　カイニー.

そんなに着物をたくさん着て,ぬくくないかね。

などである。これらの「ニー」は「ネ- 〔ne:〕」に近くも聞こえたが,現実音

そのものは, 「主-」と表記してよいものであった。 (当地方も,北陛の-区

域として,とかくに裏日本的な発音要素を示す。東北地方の発音や出雲地方の

発音にあい通じる何かが示されるようである。 - 〔i〕母音も,やや中吉母

音化してひびいたりする。)

ところで,金沢地方では, 「存じます」も「存じミス」と言う。このような

〔i〕母音化の傾向のいちじるしいことからすると,文末詞「ネ」があって,

それが「ニ」と発音されるようになったということもありはしないか。このよ

うな想像もしたくなる。

そうではあるが,土地の人々も,現実形として, 「ニ」の形を認定している。

たとえば長岡博男氏も, 『方言』第三巻第-号-の寄稿で, 「金沢地方の方言

『に』の一考察」との題名をたてていられる。成立過程はどのようであろうと

も,現実形の「ニ」文末詞があることは,たしかである。この「ニ」は,現実

には,ナ行音として処理することが可能であろう。

さて,私のつかってきた「ニ」は, 「ネ」にはなんら関係のないものである。

しかしながら,時をすごして今日におよんでみると,郷里方言では, 「ニ」文

末詞がほとんど聞かれないほどのありさまである。さしもの「ニ」も,廃滅に

近いO昭和二十一年以降での,大きい変化である.

このことをかえりみて,私は,旧の記録の温存を意図するにいたった。一つ

の歴史的記録として,昭和二十一年の記述を採録しておきたく思う. 〔下掲〕
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※　　※　　※
E昭ョss

□瀬戸内海大三島北端の集落「肥海」の「ニ」文末詞

<以下に,旧記述をかかげる。歴史的かなづかいは,現代かなづかいになお

し,語句の未熟は,訂正につとめる。>

わるいことば,大三島の「ニ」は,つぎのようなものである。

○ホンデモ,　イテ　ミタラ　ナすすタ　三一O

だって,行ってみたらなかったねえ. (第三者の前で同僚に言う。

子ども問)

○カ亨ヌ~フ~　ニすヮ　フモ　デー　ニーo

からすの肉はちっともうまくないねえ。　(育男問)

○ウ亨t, ダレガ　キトッタンヤラ　シランシ　ニーo

わしも,だれが来ていたのやら知らないしねえ。　(老人)

注(昭和53年) 「ニー」の「ニ」を低音に発音することは,ほとんど

なかったように思う。さきの金沢例を見られたい。

注(昭和53年) 「--　　ヨ(ヨー)ニー。」 「・・・一.・・ワイニー。」な

どの言いかたも,よくなされていたように思う。ここには,訴えかた

の特定性もほの見えよう。

青少年・中年の女性があまり言わないはかは,各階層において言われているo

以前はさかんにつかわれていたが,だんだんにつかわれなくなってきている。

筆者などは,小学校で,先生に「ニ」をたしな埼られたおぼえを有するO　こう

した事情もあってか,人々の自覚も高まってきたらしく,しだいに「ニ」がつ

かわれなくなってきたのであろう。ちかごろは,子どものあそびのなかにも,

「ニ」がさほど聞かれなくなっている。用語の退化する事実を,眼前に見うる

ように思う。

だいたいは,同意を求めるようなもの言いに用いるようになっている。

(さきには, 「ワイニー」「ヨニー」の言いかたをあげて,訴えかたの特定

性を見た。)相手にさからうようなはあいに「ニ」がつかあれるようなこ
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とはない。過去の事実を報じるような,およそきまりのついたことを言う

時に, 「ニ」とよびかけて同意をさそうo 「テ二ジャ　ニー.」 (そうだよ

ねえo) 「Tマ　三二す　三一O」 (いま言ったよねえ。)という由子である。

相手の前で自分のつれのものに言うことが多いのは, 「ニ」ことばの性格

をよく示すものであろうO今は,なかんずく,この用癌が多いO前掲の

「ホンデモ,イテ　ミタラ　ナす㌻タ　三一。」は,すぐにここに思いあ

わされるものである.相手の前で自分のつれに言う時は, 「ニー」と言っ

て,よくよく,つれと顔を見あわすきみでもある。よその人の面前では,

同僚どうLが「ニ」を語ることもすくない。

二人の対談で「ニー」を言ったとすると,そう言いながら,なんらかの

第三者を予想したきみのもの言いになる。つまり,相手にもっぱらうちつ

けて言うことがうすいのであるOわざと焦点をぼやけさせるきみである。

以上のような用法になったのは, 「ニ」の用法の退化ではなかろうか。

退化していく途中の現象として,このような特定的な用法が見られるにい

たったのではなかろうかO

あるいはまた, 「ニ」がもともと特別の文末詞なので,それの本然の性

格からして,このような用法特徴をそなえるにいたった,というようなこ

とかもしれない。

使用の趨勢は,上述のようである。こういう「ニ」が,品位の低いことばと

して用いられてきたのであり,今日もそうであるO素朴な,なまの感情がこの

「ニ」によってtnされるが,その素朴さは,つつしみの気もちのない素朴さで

ある。 「ニ」をよく言う子どもも,おとなに対しては「ノ」を言う。これは

おとなに対したのにふさわしい,気もちのあらたまりをもって,子どもも,よ

いことばづかいをしようとして「ノ」を言っているのである。そのような,よ
きじ

いことばにされる「ノ」に対して, 「ニ」は,手まえどうしの生地を,すこし

もいつあらない態度をあらわすことばである。したしみの情もかくべつつよく

はあらわれず,むしろ,むぞうさに「ニ」が言われる。
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この「ニ」をつかってそだってきた筆者らは, 「ネ」なるものをきょくたん

なよそことばと解し,非難する気もちでこれを見,旅で「ネ」を身につけて帰

郷したものの「ネ」を言うのに対しては,不愉快な感じを持った0 -方,旅に

いたものたちは,盆や正月に帰郷すると,その,旅じこみの生活を誇示するの

にあわせて,よそことば「ネ」をつかってみせたようである。このあたりに,

「ノ」や「ニ」に対立して, 「ネ」ことばの入来しようとしたさまが明らかで

あろう。当方言では, 「ニ」や「ノ」が「ネ」とは共存しなかったことを,私

は,ここに強調しておかなくてはならない。双方は,無縁無関係であるばかり

か,あいいれないものである。地ことば「ニ」の発生を考えるとしても,これ

は, 「ネ」にはかかわりなく考察すべき問題になる。

「ネ」を知ることな:して「ニ」を伝承し,これをつかいならしてきたとす

れば,この「ニ」の成立も,むげに新規のものとすることはできないであろう。

.どのような事情と過程とで, 「ニ」は,かなり早くも,当方言に存在し得たこ

とであろうか。

分布上,私どもの郷里の「ニ」が,両傍の集落をはじめとして,大三島五力

村の,どの集落にも聞かれず,ましてや,近隣諸島あるいは本土地にもこれが

聞かれないのは,どういう事情によるものであろうか。 「ニ」は,大三島北端

の私の郷里方言に,まったく孤存するありさまである。 (これは, 「ニ」の成

立と大三島北端存立の事由とを,いよいよ考究しにくいものにする。)-山陽

路的なものかとも思われるけれども,山陽地方には,およそ「ニ」が兄いださ

G5B9SH

※　　※　　※

以上で,私の旧の記述がおあっている。上の分布考は,当時,私の知見の狭

小であることを,そのまま露呈している。のちに,四国東岸や近畿南岸に「ニ」

を兄いだすことになる。

それにしても,大三島を出てからの.,桧山市での四カ年と広島市での四カ年

との長いあいだ,私は,多くの同僚ならびに話方の人々軒こ接しつつも, -普
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た,-さまざまな生活経験をしつつも, 「ニ」ことばを聞くことはなかった。

「ニ」のよびかけ表現法は,ひどく変わった,めずらしい言いかたであることが,

自得された。

三　「-」の探査

全国の諸方言にわたって, 「ニ」文末詞の探査をつづけてきたことは,私に

とって,一つの貴重な経験である。

「ニ」文末詞こそ,異色文末詞中の異色文末詞ではないか。ただに,ナ行音

文末詞中にあって異色文末詞であるのみならず,全文末詞中にあって,これは

たしかに異色の文末詞である。

音相の特異たこの文末詞の,生成も奇異であれば分布もまた奇異である。一

個の方言学徒としてこの「ニ」に日を開いた以上それはだれであろうと,探

査探究の手をゆるめることはできなかったであろう。探査行を経て,今,思う。

これに,方法論上の,二つの大きな利得があったO一つには, 「ニ」文末詞探

査によって,表現法(文末詞による文表現訴えの表現法)の深層をえぐり求め

ることに心を向けざるを得なかったという利得があった。特異な文末詞「ニ

ー」の存立に注目しては,おのずから話者の深層心理を追究することになり,

かく・して私は, 「ニ」研究を通じて,方言研究の表現論的深化を学ぶことにな

wsと

二つには,この特異な「ニ」文末詞の分布のまれであるのを,特別な熱情で

追いかけることになって,いきおい,全国踏査の欲望をもやさしめられたのが,

大きな利得とされる。およそ,方言研究のいずれのはあいにあっても,方言事

象に着目すれば,かならず,その分布が問題ノとされよう。その時,できれば探

査の地域を拡大して,日本語方言状態の全域に調査の手をのべたのがよいこと

は,言うまでもないことであろう。踏査・調査は,つねに全円的であるのが理

想的である。しかし,こととしだいによっては,そういう実践が意のごとくに

はいかない。しかるに,この特異な「ニ」文末詞は,稀分布あるいは偏頗分布
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の異常をもって,私を,日本語方言の全国飯野へとかりたてたのである。私

は, 「ニ」討究によって,全国的視野の研究の必然性と合理性とを,しぜんに

納得せしめられたとも言うことができる。ちなみに言えば,私の「ナモシ」類

その他の文末詞の討究にしても,同趣のものである。また,中吉母音の存在を

たずねて全国諸地方の踏査につとめたことも,すぐにここに思いあわすことの

できるものである。というようであって,けっきょく,私の,全国的視野での

方言研究活動は,いわば, 「ニ」文末詞討究の類型をふむものであるとも言え

る。

「ニ」踏査の作業は,断続的に長くおこなわれてきた。 (-大小の発表も

また,これに並行したものがある。)以下には,従来の全作業の収約をはかっ

て,今日段階での統一記述につとめてみる。

四　南島および九州地方の「ニ」ほか

南島地方に関しては,私には,言うべきことがほとんどない。ただ,沖永良

部島のことば,

○マテ;~フトゥニO

まっているからね。

というのをここにあげてみることができるが,この「ニ」は何であろう. 「=

・・・からね。」とあるのからするのに, 「ニ」は,接続助詞ふうの「ニ」ではな

かろうかと思われるO (同意のことばに, 「マッテニライO」もあるという.)

『奄美大島語案内』には,
ゆき　ふ

雪の降ることもありますか　ユキヌフリ-ンクトモアリヨン三ヱ

とある。この種の「ニャ」は,いわゆる南島方言のものであろう。さて,この

「ニャ」は, 「ニ」という音をふくんではいるが,どういう成態のものであろう。

九州地方に,問題とすべき「ニ」が分布している。



3e6

はじめて私に「ニ」の存在を知らしめたのは,南薩出身の東正昭氏である。

終戦後と言われるころ,氏は,広島文理科大学の学生であったが,どういう換

金でか, 「ニ」を私に教示してくれた。

-インフォーマント,東氏の最初のリボ-トから,いくらかをここに引用して

みたい0 -川辺町永田の"四十五・六歳の農夫の言"として,東氏のかかげ

られる文言は,つぎのとおりである。

今迄は,川辺(藤原注　薩摩半島南部の・川辺町)と言うと,川辺の「ニ

ー言葉」か,と言って,下品な言葉,無教養さを表わす言葉迫を指摘して,

川辺の人々を軽蔑し,冷かす為の道具とされて来ていた。その中でも,永

田から高田へ掛けての地区が一番ひどく使うと言われていた。然し,今で

は,学校に行く子供達は,先生方の御注意で,子供間でも互に注意し合っ

ているから・殆ど使わなくなって来ているし,大人も終戦後,外地から帰

った人々と標準語で話す機会が多くな・つて来たので,恥かしくて余り使わ

ないようになって来た。

今迄, 「ニ」を使っていた問は,言葉が非常に,ぞんざいであり,荒っ

ぽかったのが,丁寧な言葉,やさしい美しい言葉を使おうと言う意識的な,

努力からか,生活語の中で, 「ニ」はだん＼-なくなって, 「ア」に変り

つゝある。今では, 「ニ」は,老人か,子供か,に限られていると見て良

いのではなかろうか。

以上は,東氏が,当人の説明を,東氏のことばでまとめたりもしているものの

ようである。

つぎには,東氏が,川辺町松崎の三十歳ぐらいの婦人から聴取せられたもの

をかかげる。

「ニ」を使うなと言われますが,今更,そんなに,改って,椅麗に見せ

る事も要るまい,と思って,別に,大して気にもせずに, 「ニ」を使って

いますo婦人会に行っても,オバサン方も皆, 「ニ」を使っておられます

し,使うまいと思うと,口を動かすのが気になりますかられ子供等は,
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学校で注意されるらしくて,家でも余り使わないようですが,老人等,坐

部使うので,よく子供に叱られます。

つぎにはまた,東氏がト揖宿郡頴娃町石垣め,四十歳の男子から聴取された

ものをかかげる。

「ネ」がこの附近の「ニ」ですよ。この附近では,誰もが「ニ」を使う

が,学校に行っている子供だけは,余り使わない。

なお,頴娃町大川の六十歳ぐらいの男子(もと小学校教師)は,

ニワヒンガワリトヨ- (「ニ」は晶が悪いのさ。)

コドンノサ,チコワンナイニ(子供達は使わないね。)

と言われたと,東氏は報じていられる。

東氏は,たび重ねての私の依頼に応じて,いくどか,南薩の「ニ」について

教示せられた。

氏自身の踏査結果によ~る氏の分布見解は,つぎのとおりである。

薩摩半島の南部,知覧町はほとんど全部に「ニ」が認められ,その南の頴

娃町は西側半分が「ニ」を言い,知覧と頴娃との西にあたる川辺町では,

南半分が「ニ」の領域である。

おおよそ薩摩半島南部域に, 「ニ」が認められることになる。ところで,か

っての他氏の教示㌢こよるのに, "「ニー」は期辺町加世田で言うO"とのことで

あった。また,他氏の教示によるのに, "笠砂と久志とはことばがちがう。笠

砂は文末の「ニ-」を言わぬ。 「ネ-」を言う。久志は「ニー」文末をつか

う。日とのことであった。これらの言説を集合すれば,薩摩半島南域に,かな

り広く「ニ」がおこなわれていることかと察せられる。のちに述べるとおり,

薩摩半島東南端部にもまた, 「ニ」のおこなわれていることが明らかである。

東氏教示の実例を列挙してみよう。まず,

○ヂャティ

そうだね. (おしつけぎみ)

○ヂャソイ ~"　　　o
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0ヂャティ　盲-0

○ヂャティ　テ-0 <女>

この四つが,ほとんどおなじ程度につかわれているという。

つぎに,知覧町のわかりやすい「ニ」例は,
ノ

○ヌッカ　ニ-O

暑いなあ。

である。頴娃町内では,
y

Oニュッカガ　コユ　ニー。

暑いのがつらいねえ。

などと言っている。川辺町内の「ニ」例は,

○オ/ミサンすす盲　ニ-ニーツ　ドニ-。

おばさんたちも「ニーニー」って言うねえO

○盲~フゴラ,ガッ三 ン　コドンナ　ツコワン 9^0

最近,学校の子どもはつかわないねえ。

である。 -これらには「ドニー」が見られるO

「ニー」の用語品位については,東氏は,つぎのように言われるo

この「ニー」は, A.--・・,下卑た感じを与えられるのは当然であるo然し,

下卑た感じのまゝに,・放り出したのではなく,却て,その中に,親密な感

じが味わゝれる,のではなかろうか。

頴娃町の人の「ニ」に関する見解には,
l_ll.I メ

Oニワ　丁7万　ワリ　トヨニーO

「ニ」は品が悪いのさ。

というのもある。 (東氏教示のまま)

東氏教示の,以上のような「ニ」例を味わってみて,私に,思うことがある。

南薩の「ニ」ことばは,かならずLも,内海大三島の「ニ」ことばに全同では

なかろう,と。用法差や音調差があるようにも思われる。とはいいながら,南

薩の「ニ」ことばが,ナ行音文末詞の列に加えてもよい「ニ」であることは,
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たしかなのであろう0 -用法の異同などは,地方がちがえば当然あってもよ

いことである。

ここで,上述の地域内に見られる, 「ニ」関係の複合形をあげておきたい。

「ド(ゾ)ニ」 「トヨニ」のことはすでに述べたo 「ドニ」がよくおこなわれて

いるo東氏教示例のはかにも,

○キヌ盲㌻ヵン　ワイ首ド三O

(天気が)きのうよりも,あるいねえ。

○イッカテタト言了/テラコヂャッチュド三.

行きかけた所のあそこだそうだね。

などというのがある。

「カ(ガ)ニ」があり「カイニ」があるo 「ドカ(ガ)ニ」 「ドカイニ」もあるD

「モンニ」もある。 「ワニ」もある。
一ノ

○ヨカ　センセ-ヂャイバッ　キッカ　ワニ-0

"よい先生だが,きびしいねえ。"

は, 「ワニ」の一例である。

東氏教示のものに, 「モ(ム)ソニュ」というのがある。頴娃町の言いかた

に,

○カドゥラー
一・一

イッキ　ソコヂャッ　モンニュ。

門浦は,すぐそこだのに(そこなんですよ)0

のようなのがあるという。知覧町内の言いかたに,
_　　　　ー・・・ ′4

0センセ-　アニマ,才~‡~亨ヂャイ　ムンニュ.イケノミo

先生の宅は,すぐそこなのに(そこなんですよ)。行ったらいいでし

ょう。

のようなのがあるという。 「モ(ム)ンニュ」が, 「なのに」「だのに」ともされ

ているoこの「ニュ」が,上栗の「ニ」と同一のものでないことは,明らかで

あろうoしかし,音形上の似よりは認められる。 「ニュ」は,どういうもので

あろうか。頴娃町内の,
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○ナッヂャイ　モソニュー。

日夏なんだもの。"

などでは,十モンニュ」に「ものね」といったようなきみが,感じられないで

もない。東氏は,~頴娃町内の,

○ワガ-　オイ有言言　スズッカ　モン三~ニー。

については,「家に居られたら,涼しかろうにねえO」との対訳をあててい`られるO

種子島西之表町の旧士族のことばにも,

○ケサ　オメッカラン　ニョo

お早うございます。

のような言いかたがあるという。井上一男氏は, 「種子島方言研究」 (『方言』

第三巻第七号)でも,

ソレヲヒク牛増田ニヤヲアンニヨ

との言いかたをしるしていられる。 (民謡,増田節の文句)

さて,薩摩半島東南端については,該地出身の瀬戸口俊治氏の諸教示がある。

氏はまず言われる。

「ニ」は同等以下につかあれる'。とくに,親が子に言う。学校で「ネ」を

習ってくると,違和感をおぼえる。 「ナー」はよいことば。 「ニ」は同等

の友だちにつかい,心をゆるしあった人につかう。

女子高校生などは, 「ニ」をよく下品だと指摘されて,

olテ~フナイ　三二ヮ　盲　ッ言ワン　ガ三一。

それなら「ニ-」はもうつかわないことにしようニー。

などと言っているという。瀬戸口氏の言には,なおつぎのものもある。

よそから来た人にはつかわぬ。村の目上の人にもつかわぬ。目下の,同等

_　以下で,親密なものにつかう。

瀬戸口氏が, =友人間の会話において,かたわらの第三者に同意を求める時は

「ニー」があらわれる。''と言われるのを聞くにおよんでは,私も,ここの「ニ

ー」ことばが,内海大三島のそれによく似たものであることを思わせられた。
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薩摩半島東南端部での実例をあげる。

○ドッチ　ミロ　ヨ首　ネ　三-O

・ピケち見ようようもないねえo (見るものばかりで,どちらを見てい

いかわからない時に言う。)

○ガッチュィ, アン　コガ　ケスッチョイ　コ　ニー。

なんとまあ,あの子がおどけていることねえU

以上,瀬戸口氏による。

薩摩半島にかぎらず,なお鹿児島県下に, ・どのようにか,なにほどかの「ニ」

ことばが兄いだされるのか。福里栄三氏は, 「大隅方言概観」 (『方言』第四巻

第五号)の「志布志」の条で,

モッキワナランニー

持って来られないね-,

との記述をしていられる。大隅半島に関しては,なお私は,白沢龍郎氏の教示

を得ている。東岸,内之浦方面でのことばに,

○マッチョッ ニョーo

"まってみろ。"

というようなのがあるという。 (子どもたちのことばかもしれない。)こういう

「ニョ-」は, 「ニー」というのに,なんらかの関連があるものかどうかO白

沢氏は,-"「ニョ-」という強い呼びかけが,荒々しい感情を出すに効果的であ

る。"としていられる。

かつて,山陽本線の下り列車内で, 「かごしま」に帰る母(三十歳代)千(お

きない兄弟)づれの人たちから聞いたことばがある。それは,
_　　y

O万言チャンノ′　ノミカ　ニO

かっちゃんのばかね。
_　　ノ　-

〇万㌻チャンノ　メメ　ユ。ニ-Oカッチャン。

かっちゃんのメメね。ねえ。かっちゃん。

というのであったo Lかとはわかりかねることばづかいであるが. 「ニtの認
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迫られることは,たしかであろう。さて,この「かごしま」というのは,どの

地のことであったろうか。

北薩出身の井上親雄氏は, 「ニー」はつかわぬと言われるoところで,北薩

西岸の阿久根市に関しては, 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県阿久根市大

ノ仕尻無小麦」の条に,

mクヮガ　　　クランニン

くわ(鍬)が　足りなくてねえ。

などというのが見えているo 「ニン」は, 「ニー」に近いものか0 -「ニ-」

というのがあったとしたら,それは, 「ニン」になりやすいものでもあろう。

ところで,上の注解には, 「足りなくてねえ」とある。この解にしたがえば,

「クランニン」の「ニン」は, 「～んに」での「ニ」かとも思われてくる。

ともあれ,鹿児島県下に関しては,問題の「-」ことばを,なおなお探索し

ていかねばならないことかと思われる。

昭和十四年,鹿児島市で,いわゆる士族の古老男性から聞いた「ことばよ

せ」に,「サツマドンカラ　チョーシ-チョルチョルトサこヤニヤ」(顔

原注　薩摩「ドンカラ」長州「チョルチョル」土佐「ニヤこヤ」)という

のがある。 -<薩・長・土のことばをよせ集めて,一つの言いぐさをこ

しらえているのは,明治維新ころの三地のつながりを思わせて,興味が深

いo政治に関与した人たちの相貌が目にうかぶようでもある。 -いまや

これが,一種の古典的なことばよせになった。 >このようなことばよせの

つくられたのからすると,当時,いわゆる薩摩では(このことばよせに関

与した人たちのあいだでは), 「ニ」ことばはおこなわれていなかったので

もあるかo城下町「かごしま」には・由来・ 「ニ」ことばはなかったのか。

とすると,薩摩半島南部域に「ニ」ことばのさかんでありきたったのが,

とくに注目される。この地域は,だいたい,海岸域である。

さて, 「ニ」ことばの九州分布は,つぎに・おなじく海岸域の,島原半島に
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たどられる。 『嶋原半場方言の研究』には,

(そ-)に- 「鉄砲町」

とあるo同書にはなお「ニシ」の記事も見えており, 『島原半島方言集』にも,

「ニシ」の記事も見える。両君とも, 「ニーシ」の形をとりたててもいる。

今日,島原半島には, 「ニ」ことばが,どのような状態であろうか。

長崎県西彼杵半島に,また, 「ニー」ことばが兄いだされるO西彼杵半島の

外がわは・通常, 「そとめ」 (外め)と言われているoこの「そとめ」に関して,

=そとめの「ニー」ことば'との言いぐさがあるo外めの南寄りの三重のこと

ばでは,

○ソ青フジャック　=-O

そうだったねえ。

○ドT=　ィクトニー。

どこへ行くのか。

○サム貢　ニー。

さむいねえ。

などの言いかたがなされているという。

じつは,外糾こ対する「うちbt,」にも, 「ニ」関係のものがある.内めの北

部では, 「ニヤ」が聞かれる。

○マコテ　三ヤo

まことねえ。

t　　　蝣　・　-　-.　　　　　　　　・

そうだったねえ。

○テラト　ニーテ　テラニュ　カI=ヤ。

なんと言ってたずねようかねえ。

などと言っている。 "「ニヤ」は年寄りのことば。むかしは若いものもつかって

いたんだが。日という。ここでの私の調査経験では, 「ニヤ」が「ネヤ」と聞こ
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えたようなこともあった。 (-初老男から)

「ニヤ」は,外めにもあるのか。さきの三重に,

○ラ~=ジャック　三ヤイO

そうだったねえ。

との言いかたがあると,私は,内め在勤の小学校校長氏から教示された。氏は,

「イ」がかるくはいると言われた。

「ニヤ」形があるとされるかぎりは,これの「ニ」を,ナ行音の「ニ」文末

詞と見ることができよう。

佐世保市方面にも, 「ニヤ」があるのかOかつて,上田栄一氏は, 「行きたい

盤O」の意のものとして,

行きたかにや

というのを教示された。

平戸島に, 「ニャイ」があるか。 -あるいは,かつてあったか。 『平戸方

言語法草案』には, 「終止形二接続ス」という「ザニ」というのも見える。も

っとも,この「ニ」は,別系のものかもしれない。

平戸島の北方の大島にも, 「ニャ-」があるかo

筑前糸島半島(博多湾西)の内部に,昭和三十年,一週間調査を試みた時は,

この地に,かつて, 「ニー」ことばのよくおこなわれたありさまを知ることが

できた。 -識者の教示は,つぎのとおりであるO

「下= シヨンナル　トニー。」(どうしてらっしゃるね?)などと,私の

祖母なんかがよく「ニー」を言った. (おもに女のほうo)明治時代まで
一ノ

はよくつかっていた。 「耳ムカ　ニ-。」 (さむいね.)など, 「ニー」は,

気やすいことばで, `あんまり上品なほうではない.目上には言わぬ。目下

の若いものにこごとを言う時など,よく「ニー」を言った。それから,午



第三章　ナ行者文末詞　　395

寄りどうLでも,気やすいなかで,「ニー」を言ったo明治のおわりごろに

なって, 「ニー」をおとな連中がくさすようになったo私の父も,.祖母の

「ニー」凌聞くと,いやな顔をシヨリマシタO　だんだん交通がひらけて,

よその人に対して,体裁があるいという気もちがはたらいたのではないか。

私自身が聞きとり得た事実は,つぎのようなものである。

OI=-ワ　ワル有丁ジャ　ナカッソロー.

「ニー」はあるいことばではなかっただ'ろう。

○~三は　有言テ　ッテヨック。

「ニ」はしきりにつけてた。

〇三-ほ　シ言ユタ。

「ニー」はなくなった.

=現に私が言っとったO (ワ貢下京　イッ~「㌻貢ジャ　モンO)日という人にも

会うことができた。この人は, =私たちが十二・三歳のころまで,両親に向か

って「ニー」と言っていました。しぜんにつかわなくなりました0日・と語ったO

ことによると,まだどこかに「ニー」が生きているのではないいとも思われた
-　　I　　_　　ーI/4

しだいである。 「ドゲ-ン　アン　ニーO」 (どんなにあるね?) (病気みまい)

などの用例を聞かされたのにつけても,そのようなことが思われたO

糸島半島の桜井で聞いた言いぐさに,

オーバルキャーキャー　コタニーニー

大原キャーキャー　小田(じつは小田滞)ニーニー

サクライネ-ネ-　ノギタチュ-チュ-

桜井ネ-ネ-　野北チュ-チュ-

庄　野北の「チユー」は「ナンチュ-」 (なんという)の「チュ-」である。

というのがあるo北崎村の小田浦には, 「ニ-」が多かったという。ところで,

この言いrぐrさには, 「サクデイ貢一斉-」とあり,桜井については,とくに「ネ

-」が指摘されている。小田酒の「ニ-」は,かくべついちじる・Lい・ものであ

ったというわけか。
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さしもの「ニー」が,ほろんでしまっている状況であるのは,同趣の環境を

故郷とする私には,感慨ぶかいことに思われる。ナ行音文末詞の中でも, 「ニ」

紘,本来,こうした運命をたどるはずのものだったのか。 「ことばよせ」ふうの

訂I、ぐさの中に「ニ」のうたいこまれていて,いまやその言いぐさもほろびよ

うとしているのが,いかにもよく「ニ」の運命をあらわしているO

対馬のうちには, 「あの　--.」などの言いかたがあるというo (神部宏泰氏教示)

九州地方の地域では, 「ニ」を兄いだすことができていない。 「のにJ系の

「ニ」は,所々に見られ,そのものが,また,用法上,感声文末詞に近いよう

すを呈していることはあっても,純粋のナ行音「ニ」文末詞そのものは,兄い

だしがたいありさまである。

ちなみに,糸井寛一氏が「大分県方言ところどころ」 (『言語生活』第六十六

号　昭和32年3月)で示された,保戸島(津久見市)での"老女のよびかけ",

「オ-チサンニョー! (おェチさんよう。)」

というのは, 「ニョ-」を見せていて,私どもの興味をひく。この「ニョ-」

は, 「ニ　ヨ-」のつづまったものか。もしそうだったら, 「ヨ-」は,文末詞

の「ヨ」で, 「ニ」は,相手をさし示す格助詞「に」であろう。

五　中国地方の「ニ」ほか

九州に比し,中国には,言うべきことがすくない。

山口県下に関しては,一・二,記録しておくべきことがある。一つに,阿波

陽氏は,昭和二十年代に,つぎの記録を寄せられた。

強めの助詞として「ニー」の使ほれている例。
為

(例) oセI=-ヤO (せ-早)

これは中学時代に友人(山口県美祢郡某村の人)が云った言葉を思ひ出し

て記したものである。

「ニー」と引張って使用すれば可成り音声効果が上るようである。 (中略)
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右の美祢郡其村は山陰と山陽との丁度中間に当る山中の寒村である0

「せ-や」と言いかえられている「セ三一ヤ。」の「ニ」は,どういう「ニ」

であろうか。 -「ニーヤ」というのがとれるのであったら,この「ニ」は,

ナ行音感声の「ニ」文末詞としうるか。

つぎに,昭和三十三年に,荒巻大拙氏が,'つぎの記事を寄せられた。

なお,山口市付近で, 「イ貢ン　ニーo」 〔行かんようO〕のような「ニ

ー」が用いられる。

「イ万ン　ニーO」と, 「ニー」が下げ調子のうちにおわっているのからするの

に,これはどうも,感声ナ行音「ニ」ではなさそうに思われる。

『山口県方言調査』には, 「わからない」の意のTヮカランニーヤ,」という

のがあげられている。

佐藤虎男氏の,周防東部,旧広瀬町について調査せられた結果には,

○イッテ=　デーTモ　イテ㌃フ　三-。 /-c

全然ないとも言われんニー。ねえ.

というのがある。第一文は,まさに, 「ニー」によってしめくくられているが,

直下の第二文が, 「7-。」というセンテンスである。ナ行者「ノ」文末詞のお

こなわれている所である。第一文末の「ニー」は,助詞系のものであろうかO

県下の諸地に, 「--　　三㌔」の言いかたが聞かれもするが,たいてい

は,助詞系の「ニ」文末詞のようである。そのものが,極度に自由につかあれ

た時は,一見,感声的なナ行音「ニ」文末詞のようにも見える,というありさ

まのようである。

広島県地方では,島興部の,安芸の豊島に,

○アライ　三一O

暑いねえ。

○ヒーf- 1三二二。

ひやいね。
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などの言いかたが聞かれるよしであるO 「アライ　ブ～O」 (暑いねえO)と言わ

れたら,「アティ　三-O」と返すのだそうであるoまた, 「ヒモー　=.」は,

「ヒ亨-　ア=o」より,ちょっと上品になっているという。

「7-」と言われて「ニー」と返すとあるところには,不審がある。純然た

る「ニー」ことば(ナ行音文末詞)がふつうにおこなわれているのであったら,

「アティ　三-。」と言われて「アライ　三一o」と返すとあってもよいことだ

と思われる。 「ヒヤー　ニー。」とあるのも,この文末の声調からするのに,助

詞系の「ニ」ではないかと,うたがわれもする。この「こ」にあわせて,答えの

「アティ　三一。」を見るのに,やはりこれも,助詞系の「ニ」ではないかと

うたがわれてくる。

県下の諸地に,やはり,助詞系の「ニ」が兄いだされる。

安芸のうちに,ふざけて言うととはの,

○ヤレン　ニヤ。

さっぱりだめだねえ。

というのがある。どういう「ニヤ」か。長らく当域の言語状態にしたしんでき

て,私自身は,まだ,自己の出生地で経験してきたような,本格的なナ行音

「ニ」文末詞をとらえ得ていない。

山陰出雲地方に問題事項がある。後藤蔵四郎氏はその著書『出雲方言考』で,

ね或ねい(感詞)先方の首肯を求める場合に用ゐる。松江にては同輩以上に

対してねを用ゐ,劣等へ対してはな又はのを用ゐる。下等階級にてはね叉

はわいと云はずしてに又はにいを用ゐる,此ねいとにいとの用ゐ方が加賀

の金沢と出雲の松江とは反対である,即ち金沢の上等階級のものはにいを

用ゐ,下等階級のものはわいを用ゐる.広瀬附近にては一般になを用ゐる。

飯石郡にては丁寧に言ふときにはなを用ゐ,劣等へ対してはねを用ゐるこ

とが松江とは反対である。つまりな,ね,の,は同じ意味の感詞であって
匹らl

地方により,また階級によりて用ゐられるものが異る。
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と述べていられる。これによれば, 「ね文はねい」と区別される「に叉はむと

い」の存在が明らかである。氏の金沢弁引用の解説にしたがうにつけても,出

雲に「にい」は実在したことがうかがわれるO (今,私が, 「うかがわれる」と

言うのは,昭和十四年ごろ以降の私どもの問い聞きや実地経験では,もはや,

「ニ」を聞くことができなかったからである。)

出雲地方に,ナ行音「ニ」文末詞があるのは,北陸地方でのその存在とあわ

せ見て,まことに興味が深い。後藤氏の比較説明は,卓見とも称すべきもので

あろう。出雲地方の「に又はにい」について,下垂階級がこれを用いるとして

いるのも,注目にあたいする。瀬戸内海大三島での「ニ」の用いられかたも,

いわば,上流程度のものではない。

松江の「ニ」も,おそらくは,下品な感じの,素朴なものだったであろう。

松江にだけおこなわれたというのであろうか。もっと広い範囲におこなわれ

ていてもよかったのではないか。

今日の状況からするのに,ことによっては,上の「ニ」文末詞も,出雲地方

にさかんな「ネ」文末詞の〔ne〕音の転であったかもしれない,と,思われな

いでもない。

鳥取県下,伯者東部の羽合町浅津のことばには,

○ウッテ言-　ナンボデモ　テン　こ。

僕はいくらでもできるよ。　(育男・--小男)

○コ7-　ィ貢ワ　ホン三　言~二　万ム　ニ-0

この犬はほんとによくかむねえ。

などの言いかたがあるという。 (室山敏昭氏教示による。)-中年の女性が,

多くこのような言いかたをしているとのことである。 「ニー」が見えるが,こ

れはおそらく,助詞系の「ニ」文末詞であろう。

ところで,神部宏泰氏は,昭和三十年に,因幡西北隅の青谷で,

○テオイ　三一.昔の　者はo
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強いねえ.昔の者は.　(老女1--中女)

との言いかたを聞き得ていられるo神部氏は, "当方言で得た例は,この一例

だけである。"とせられた。そういうものであったのか。ナ行音「ニ」文末詞が

存在するのだったら,稀用にもせよ,いますこしくは,なんらかの例が出ても

よかったのではないかと思われる。それにしても,上例は,かんたんな言いか

たでもあるだけに,単純感声の「ニ」文末詞を思わせやすい。

岡山県下については,言うべきものがさらにない。 -兵庫県本土・大阪府

下・京都府下と,空白地帯がつづく。

六　四国地方の「-」ほか

伊予大三島は,愛媛県下に属する。あらためて,大三島北部の肥海方言につ

いて「ニ」を見る。

○ホンラマヶン　三一。

それだからねえ。

○ケズ亨~フニャ　イカン　ワイ三一o

けずらなくちゃいけないよねえ。

などなどの言いかたがなされている.複合形の「ワイニー」 「ヨ(ヨ-)ニー」

もあれば, 「ゾニー」もあり「カニ-」もあるoいずれにしても,その表現品

位は,高位のものにはならない。

この「ニ」文末詞が,今はほとんどほろびようとしている。五十歳代以上の

男性が, 「ニ」ことばの余命を保持していようか。その人々は,ごく気がるな

言いかたの時,あるいは,なんのわけ-だてもない問がらで, 「ニー」を言っ

ているであろうか。

ここの「ニ」の起源について, 「ネ」からの道を考えることは可能であるか。

一般論としては,可能が推定されやすいようであるけれども,私は,土地っ子

として考えて,にわかには,その可能が思われない。郷土方言は,どの面から
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見ても, 「ネ」にまったく無縁の方言だからである。ところで,近隣の岩城島

には, 「ネ」文末詞はないけれども, 「ネヤ」複合形文末詞はおこなわれている。

伊予本土の今治市方面にも, 「ネヤ」はさかんである。とすると,大三島など

にも,かつては, 「ネ」があったかと,しうるかもしれない.一方,逆の考え

かたも成りたとうか。すなわち,岩城島でも「ニ」がおこなわれていて,それ

が「ネ」に転じることがあったかもしれない,というように。

愛媛県下の本土には,どこにも,感声系の「こ」文末詞がおこなわれていな

いようである。

ところで, 「ニヤ」は,若干おこなわれているのか。昭和三十四年には,私

は,中予西辺の青島の人々から,

○アノ　-=ヤo

あのね。

などの言いかたを聞き得ている。 "あるいことば", "あまりいいことばではな

い。"とのことである。"子どもがおもに「ニヤ」を?かう。""ぉとなも言う。"

ともあった。他方,この島で, 「ネヤ」も言っている。私-の教示者は, =「ニ

ヤ」を早く言ったばあいに「ネヤ」になるo"と語ってくれもした。-最後にあ

げるべき,相手がたの説明は, "あの島へ行っていちばん気づくのは「アノ

三ヤO」だ."というのである。私が面談したのは,松山市内でである。 =いち

ばん気づくのは"とまで言われるのであるから, 「ニヤ」はたしかに,独自の

「ニヤ」として存在するのであろう。

鴨頭価氏は,愛媛本土北端部の方言事例,

(⊃ナカナカ　ゴェン　モーカリヌクイ　ニヤ。

なかなか五円がもうかりにくいね。

077三　オ首ウ　ガ三ヤO

そのように思うがねえ。

というのを教示せられた。ここにも, 「ニヤ」がある。しかも,ここはまた,
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「ネヤ」もさかんな所であるo 「ネヤ」と「ニヤ」とは,どういう関係のもの

であろうか。

土佐に関しては,さきに引用した,

チョ-シュチョルチョル　トサニヤニヤ

がある　(p. 392)そのむかし,すでに「土佐ニヤニヤ」と言われたところか

らすると,早くから,他地方人にも耳につくはどの「-ヤ」が,土佐人から発

せられたのかと思われる。今日は,どの程度におこなわれているものであろう。

浜田数義氏は, 「幡多方言における敬卑表現」 (『高知県立中村高等学校研究論

集』第一号　昭和31年1月)で,

ネ・ネ-・ネヤ・ニヤ(早)

ネ・ネ-・ノ・ノー・ノ-シ・ノンシ・ノン・ノイ・ナ・ナ-(敬)

親愛の意味を添える助詞である。

「今日は暑いネヤ。」 (早)

「今日は暑いノー。」 (敬)

というのが郡下全般に行われている普通の言い方であるが,やゝあらたま

った場合とか,女性的にやさしくいう場合には, 「ネヤ」に代って「ネー」,

「ノー」に代って「ノ-シ(ノンシ)」が用いられる。なお,現在の若い女

性は「ネヤ」 「ノー」をほとんど使わずもっぱら「ネ」 「ネ-」を用いて

いる。

との記述を示していられる。 「ニヤ」が「ネヤ」と,ともにあげられている.し

かも,卑とある。

土居重俊氏の『土佐言葉』には,

暑イ

ニヤ〔全県〕

ニャ- 〔安芸郡〕

ニー〔鵜来島〕

とある。鵜来島の「ニーJというのが,とくに注目されるo氏は,なお,同書
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で,

ニーは,かって中村市下田でよく使われていたものらしいが,現在は同市

の老人間で希に使用する者がいる程度である。 =中村ヤーヤー　下田ニー

ニー　六里へだてて宿毛はイチキチモンチキチ"とよく言われたものであ

る。

と述べていられる。

私が,高知市の西の,浦の内湾岸に一週間滞在の調査を試みた時には,ナ行

音「ニ」耳末詞らしいものは聞かれなかったo 「きょうは行かないか?」と問

われての答え,

○イ万フ三.

"行かないよ。

というのなどがあったが,こういう「ニ」は, 「のに」系の丁ニ」のように思

われた。 「ニー」は, "おもに,子どもと女のことば."とのことであったo

徳島県下となって,東岸の橘町に「ニ」ことばが認められる。すでに,土地

の言いぐさにも,

タチフミテ「三~-」 (または「ニン」)ノ　-マJ'ガッティ」。 (橘町の「ニ-」,

それから浜の「ガッタイ」。)

というのがおこなわれている。浜も,橘の町かたのことである。

私は,本県下についても,かねがね諸方に「ニー」を探索してきた.そのお

りおりに言われたことは,橘町で「ニ-」と言う,というのであった。ひとと

し,自身で橘町におもむいてみると,はたしてここに, 「ニー」ことばがよく

おこなわれていた。

○京7テ　三一。

そしてねえ。

○京マテ　エソo

そしてねえ.
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などと, 「ニー」「ニン」がおこなわれている. 「ニソ」のしぜんによく出るこ

とでは,全国でも,ここがもっとも注目すべき所ではなかろうか。土地人は,

"気分のはしゃいでいる時,セイテイル(急いでいる)時に, 「ニン」を多くつ

かう。"と説明したりしている。通常の話しことばでは, 「ニン」の「ン」が

かるくつけそえられ,あるいは,かすかにつけそえられるありさまである。は

じめのうちは,私も, 「ニン」の聞きとりがむずかしかった。土地人は, "気分

のおちついている時は「ニー」が多く出る。"とも説明してくれた。

私見であるが,どちらかというと, 「こン」が多く言われているのではなか

ろうか。

〇三~ン.キョ一　三ン。アノー, シバイ　ミニ　イテ　ニン。

ねえ.きょうねえ。あのう,芝屈せ見に行ってねえ。

など, 「ニン」が,表現冒頭にも用いられている。こういう生活が,老若男女

に見られるようである。多くは,同士ことばとして, 「ニン」が,気やすく用

いられていようか。子どもも,家庭では,しょっちゅう「ニン」を用いている。

小学校での,いわゆる方言指導の掲示にも, 「ニン」の-項目があげられてい

るのを見ることができた。

土地の-識者は言われた。 "徳島県の漁村は,ほとんどヒッカケテ旅行した

が, 「ニー」「ニン」の分布は橘町だけで,ほかにどこにも残っていない。りと。

"「ニン」 「ニー」ほ,だいたい漁家に多い.町人がつかうのは,それに同化さ

れたもの。"と言う人もあるが,橘町の町すじを歩いて,いく軒かを歴訪した

私の経験では,町家でも, 「ニー」「ニン」は,そうとうなものであるとの印象

を得た。 "よそから来た子も,二・三年いると,たいがいつかう。"というから,

「ニー」ことばの地力は,そうとうにつよいものなのだろう。

橘町といわず徳島県下は, 「ネ」文末詞を常用するところではない。すなわ

ちここは,近畿四国弁での文末詞の大勢にもれず, 「ナ」文末詞の生活を主調

・とするところである。その地域の一隅に, 「ニ」ことばがおこなわれている。

これは,かえりみるのに,私自身の郷里方言が「ノ」文末詞を主調とする生活
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であって,しかも, 「ニ」ことばを所有するのに似ている。言うこころは,両

方とも, 「ニ」文末詞は, 「ネ」文末詞には無関係の存在らしいということであ

る。 「ネ」からの転靴などは考えられない「ニ」,橘町の「ニ」ことばも,本来

的なナ行音「ニ」文末詞ではないか。

金沢浩生氏の調査によるのに,橘町の古老に,まれに,

○テノ　ニャ-0

あのねえ。

の言いかたが開かれるという。氏自身も,くわしいことはわからないとしてい

られる。

香川県下では,島唄部の西端に位する伊吹島に,問題事例があるか。昭和三

十九年にこの地を調査せられた室山敏昭氏は,

文末詞では, 「ニヤ」「ネヤ」 「ニヤ-」「ジョ」 「キャ-」などが多用され,

と報じていられるO 「ニヤ」の委細は,不明である。

七　近畿地方の「-」ほか

淡路島にいくらかの問題がある。洲本市の服部敬之氏は,

南淡町福良で疑問表現で,「イコ　カニー。」 (行こうかね。) (中女間)

と「カニー」の形で聞いた外,洲本でも後述する意志に迷いを生じた時の

表現に用いる程度である。

と教示せられた。

福良町が問題の地であるoたまたま洲本から北上するバスで知りあった人に

福良のことばをたずねたところ,その男性は, "疑問・質問に「ニ」がよく出

る。"と答えた。
ノ

○コノ　ミズワ　ノメル　カニ.

この水は飲めるかね?

○イク　カニ。
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行くかね。

などと言うよしである。私が, 「さむいね。」を「サムイ　こ。」と言いますか

とたずねたところ, "言わぬ。"と答えた。淡路島に存在する「ニ」は,どうい

う「ニ」なのであろう。ナ行音の単純感声的な「ニ」ではなさそうである。

-ところで,淡路島北端出身者からは,かつて,そこの「コ石ヤ　三ヤO」

("これですね。"問い)というのを教示されたことがある。

・ナ行音「ニ」文末詞の歴然とおこなわれているのは,近畿も,紀伊半島南辺

である。

和歌山県南部の東牟婁郡の南岸にある古座町・大地町が,いわば「-」こと

ばの本場であるo (先年のテU-fドラ11 『風見期,』は,このほうの「ニ」ことばを,しきりにと

り用いていた。)

串本市と新宮市との中ほど,新宮寄りにある大地町では, 「ニ」が,老若男

女によくおこなわれている。

○ド言下デモ　三-オ　ツケル'=-0

どこ-でも「ニー」をつけるねえO

などと, 「ニ-」は人為に,知らぬ壷によくおこなわれているo H町かたの人

のはうが,このことばをつかうことが多い.リョ-シほ「アノ　ナ-o」と言っ

ている。"との説明があった。 「ニ」ことばが漁家に限られたりするものではな

いことが,これでまず明らかであろう.さきの橘町でと同様に, 「ニ」は,大

地町の広くに-漁家にも,おこなわれているのではないか。小学校教師の説

明には,

ここはだいたい漁業中心の町。漁民でも百姓専業の人でも,大地のはえぬ

きの人はおなじようなことばをつかうOリョ-シも農民もみなTニー」を

つかう。

というのがあった。

大地の「ニー」について注意すべきは,これが敬意表現にも用いられること
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であるo　識者も, ‖対等かまたはそれ以上の人に「ニー」を言う.わりかた月

上の人につかうことば。"と説明しているO　また,つぎのような説明もある。 ・

女の人は「ニー」を同等以上のものにつかうO

男は同等に対しては「ナ-」もつかう。

女は「ナ-」を,同等にも言わぬ。 「ニー」か「ノー」かだ.

「アノ　ネ-。」などの「ネT」などは, "元来のここのことばではない。"とい

う。ナ行音の本来的な「ニ」の生息が明らかであろう。

」私がたずねた一軒のうちでは,細君が夫君に,よぐ「三一。」 「三㌧o」とよ

びかけていた。おもてで,男児らのことばに,

○アタック　ニーo

あたったねえ。

というのがあった。これを聞きとめて,私が話題にしたのに対して,細君は,

その子息をかえりみて,

t　　* '.' . '　ニ　　、　・

「ァ有言力　言-O」って言ったのかねえ。

と語った。

大地調査でもうーっ注意されたのは,土地の人が,ここの「ニー」と古座の

「ニー」とをくらべたことである。人は, =古座の「ニ-」は　ヤ耳シー　ワ

イo"`と言った。また,

古座のは語尾が上がって「テノ　ニーo」となるO大地は「アー/ ~ニー。」

と言う。

との説明があった。いずれにもせよ,こういう比較話しがふつうにおこなわれ

てい-るのを聞くにつけても,私どもは,まざれのない単純感声系の「ニー」が

双方におこなわれているのを知りうる。

私の大地調査は,昭和三十七年夏のことであった。この地をあとにしようと

してバスに乗ると,車内は,そこもと_こも「ニ-」ことばの氾濫であったO若

いおやどうしの会話も,まさに「ニー」のやりと,りであった。さかんな「ニ

一ノ
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-」におどろいて,私は,日本一か,などとカ-ドにしるしている。まったく

「ね」的語感のものであったように思う.二人の青年男子も,このバスが駅に

つくまで,よく「ニー」を言って話しあっていたことをつけそえたい。

大地町も古座町もであるが, 「ニ」に関する複合形文末詞の「ヨニ」 「カニ」

「カイニ」「ワニ」「モンニ」などが,またよくおこなわれている。

古座の「ニー」を見るO (私の調査は,おなじく三十七年夏である。宿の二

階に,下からの「ニ」ことばが,しきりに聞こえてきた。)

〇百リ　シテクルンジャ　モン　。

むりをして来るんだものねえ。

○イッショヤ　=-o

いっしょだねえ。

OI=-. I三一。

ねえ。ねえ。

などとあった。

○コ丁　三一Oカツ芽　三一.テッイ　首-ンニ　イJDテ　三-.オイIF

ニ-o

これをねえ。かつおをねえ。あついごほんに入れてねえ。 (たべると)

おいしいねえ。

などというのも聞こえてきた。 -若い女の人たちの会話であったO電話では,

「ノー」と女性が言ってもいた. 「ニー」が「ノー」と同居している.

古座では, 「ニー」を目上にも言い, "だんなさまにも"言うが,同等にも

目下にも言う,とのことであるo古座駅で駅員氏からも, 「ランI=-。」(あ

のね・,) 「京才子　三一ヨ。」 (そうしてねえO)などの教示を得ることができた。

その人は, ``なんでも, ),ツのほうへよく「ニー」をつけているo"と語ったO

おもしろいことに,古座のこの人も,

ここの「ニー」のほうがやさしい。女性的だ.大地のは「テン　三一.」

とよく上がり,男性的だ。きつい感じ。
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と語ったOなお駅員氏は, "漁家とかぎらず古座一般に「ニー」を言う。しか

し,だんだんうすれてきつつある。小学校の教育なんかが影響している。日　と

説明してくれた。

串本むかいの大島にも, 「アン　三-O」 (あのね.)などと, 「ニ-」がおこ

なわれているようである。杖垣実氏も, 『方言と文化』に寄せられた「近畿地

方　大島」の中で,

三一,モ-　亨万　手車　ナイ　三-0 (ねええ.もうやる水がないねえ。)

テ-カィ,言タ　コガイニ　フ亨ナンダラ　三一o (そうかね,またこん

なに降らなかったらねえ。)

などの例文をかかげていられる。

『和歌山県方言』は, 「アノニ」 (あのね。)の言いかたが,県南の西牟婁・

東牟婁の両郡におこなわれるとしている。和歌山県南部域の前記二郡の南岸地

方は,おそらく「ニ」に関する問題地域なのであろう。

村内英一氏は,国立国語研究所編の『日本方言の記述的研究』に寄せられた

「和歌山県東牟婁郡高池町(新　古座川町)」の中で「に-」をとりたてられ,

"男は昌上に,女は同等の者に用う。"としていられる。氏のかかげられる実例

は,

ハヨ　カイタガ,イガンデ　シモータニー. (早く　書いたが,いがんで

しまったね。)

などである。新古座川町は,古座の北に位して,海岸域ではない。海岸から多

少は奥まった所にも,こうして「ニ」ことばが兄いだされるありさまなのか。

(それにしても,南部二郡の山地部ともなれば,もはや, 「ニ」ことばが見られ

ないのではないか。)

和歌山県南岸につづいて,おなじく紀州に属する三重県西南部海岸地方にも,

やはり, 「ニ」関係のものが兄いだされる。

三重県西南部の旧紀州分にはいると,まず,南牟婁郡木ノ本町で, 「ニー」
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の言いきりはおこなわれていないが, 「ニヤ」 「ニセ」がおこなわれている。

「ニヤ」の例は,

○テン　三ヤ。

あのね。

○アテ　三ヤ。

あれはねえ。

○ラ~二ジャ　三ヤ。

そうだねえ。

○耳ムイ　三ヤー。

さむいねえ。

(若い人も言う。)

などである。 「ノシ」という文末詞があるが,これは,よい言いかたになる。

むすこがおやに「アシ」とよびかけると,おやが「三~ヤ」と返事する。 「おま

え」の意の対称代名詞に, 「アゼ」がある。 「おまえはねえ。」というような時

は, 「アジャ　三ヤO」と言う。「ニヤ」の発音が, 「ニャ」に近く聞こえること

もある。

「ニセ」の実例は,

○コ77　京ストエ　イレテ　クルンジャ　三セo・

これをポストへ入れてくるんですねえ。 (たしかめる。)

○ラ二ジャ　三セo

そうだねえ。 (「こうしておくのかい?」との問いに対して,こう返事

する。)

などである。

大西雅雄氏も,早く「『ね-』の種々相」 (『音声学脇会会報』第14号　昭和4年5

月)で, =古座,串本地方"の「ニー」を報じていられる。氏は同時に, "木ノ本,

二木島地方"の「、-シ」 「-セ」をも報じていられ, "この「に」は「に」と「ね」

の中間音位ゐに聞える。"とも説明していられる。
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「ニセ」の言いかたには,相手の「人」を思う心がにじみ出ていようかo

「ニセ」は, 「ニシェ」と発音されることもある。 「セ」「シ.ェ」と言われている

ものは,いったい,どういう起源のものであろう。当地方に「ノシ」などの言

いかたがあるのからするのに, 「ニセ」は,もと, 「ニシ」・であったかとも思わ

れるo (「シ′」は, 「モシ」の「シ・」であろう。) 「ニシ」が「ニセ」に転じたの

でもあるか。

今日, 「ニセ」ことばのおこなわれている所は,限られているようである。

漁師町でだけ言う,と,かつて説明してくれた人もあった。ともあれ, =「ニセ」

は, 「何々です　ノー。」の「ノー」におなじ.日のようである.

南牟婁郡に隣る北牟婁郡にあっても,旧尾鷲町方面ではまた「ニヤ」がおこ

なわれている。

○オアラ　コナイ　-タテ㌻キョルノこ,イララ　チョッ丁モ　ハタラカソ

ノ　　ニヤ。

あしらはこんなにはたらいてるのに,おまえらはちっともはたらかな

いんだねえ。

は,その一例である。上の例の教示者は, 「ニヤ」にならべて「ネヤ」をも教

示してくれた。 -「ニ」は, 「ネ」に近いものなのか。それとも,別個のも

のなのか。このほうでも, 「ニヤ」が「ニャ」に近く聞こえることがある。し

かし, 「ニャ」ではなくて「ニヤ」だという。 (佐藤虎男氏の教示にもよる。)

おなじく北牟婁郡下での,尾鷲から東北に行っての長島町でも, 「ニヤ」が

おこなわれている。石倉武七氏は, 「紀伊長島を中心とする地域の敬語表現に

ついて」 (『三重県方言』第1号)で,

間投の場合「行っタラ三ヱ・--」 (目下・同僚), 「行ッタラ∠---」

(同族の目上), 「行ッタラヱ---」 (同族以外の目上)

共通語の「ネ」を使ったら,気どっているということになる。

と述べていられる。

三重県下で,やはり問題の地域とされる所に,例の志摩半島がある。私は,
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かねて,この地域にも, 「ニ」探査の目を向けてきた。ところで,結果は,覗

在までのところ,つぎのようである.志摩半島北岸の-地紅は,

○アリマス　ニ-0

のような言いかたがある。これは, 「ありますのよ。」に相当するもののようで

ある0 -どうも,単純感声的な「ニ」文末詞のようには思われないo　なお,

ここの例に,

○ナンデ コシラウ　ニ-O

何でこしらえるのか。

○ワラ不ス　ニー。

笑いますのよ。

のような言いかたがあるが,いずれも, 「に」助詞系の文末詞かと思われる。

いずれも, 「ニー」が,下降調文アクセントの末端にあるのが注目されるo志

摩半島東岸北部で聞かれたものは,

○京二テ　ィ貢フト　オ言~=　こ.

吸うていかないでおこうかしらん。

のようなものである。やはり, 「ニ」が,下降調のもとにある。もっと単純に,

つよく「三一」のよびかけがなされるようであったら,単純感声的な「ニ」文

末詞が認めやすかろう。鈴木敏雄氏が「志摩町越貿・和具の会話」 (『三重県方

言』第13号)の中に示していられる,

-一八円位じゃろに。 (・・一一・八円位です。)

の「に」にしても,私には,助詞系のもののように思われる。 『全国方言資料』

第4巻の「三重県志摩郡浜島町南張」の条に見える,

m--　オーキニ　　マ-　イコニ　　イテマ-　ウチノ　ヒトラ　　マッ

ああ,ありがとう。まあ　帰ろうよ。帰って,　うちの　人たちが　待っ

トルト　　　ワリニ　　マ　イクト　シマショこ

ていると　悪いから　　　帰ると　しましょうよ。

にしても, 「マ-　イコニ」(まあ　帰ろうよ.)の「ニ」, 「--. ・イクト
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シマショこ。」(----　帰ると　しましょうよ。)の「ニ」,これらはともに,

助詞系の「ニ」文末詞のように思われる。おそらくそこには,下降調の抑揚が

出るのであろう。諸文献資料に見られる「ニ」の指摘が.今のところ,私には,

総じて助詞系のもののように判断される。ところで,鈴木敏雄氏は, 「志摩越

賀の会話」 (『三重県方言』第5号)で,つぎの会話を示していられる。

甲「よーしたにや-o」　乙「お-.」

は-したにや-」は「よく親切にしてくれたな-」というような意味

で,人を訪ね雑談した帰り,御馳走になった帰りにいう言葉で「有りが

とうございました」という意味である。

ここには, 「ニヤ」が見られる。この「ニヤ」の「ニ」は,単純感声的な「こ」

文末詞を思わせはしないか。

三重県紀州分の,上掲の「ニヤ」分布につらなって,志摩にも「ニヤ」が兄

いだされるのは,興味ぶかいことである。 「ニ」の,単純な言いかたはおこな

われていなくても, 「ニヤ」の複合形はおこなわれているのは,瀬戸内海域な

どにも見られた, 「ネ」はおこなわれていなくても「ネヤ」はおこなわれてい

るというのと,おなじようなことであろう。単純感声的な「ニ」文末詞が,こ

ういう複合形の中で伝承されてきたか。近畿南辺の,広い地帯が注目される。

さて,伊勢南部にも,あるいは「ニヤ」が存在するのか。北岡四良氏の『三

重県方言資料集　南勢篇　上』には,

あのにゃ　　あのね(地方)

とある。 -三重県度会郡教育会の『地方方言集』にも,

あのにや　　感　　アノネ

の記事が見られる。 「ニヤ」の分布が,こうして南勢にもたどられるとすると,

もともと単純感声的「ニ」文末詞も,広くおこなわれたのかと理解されること

になる。

伊勢前部にも, 「行キマセウ」の意の「いこに」などがおこなわれているo

(地方方言集)私が伊勢市の山田弁の中で得た実例は, 「言-　シッ丁ル　こ。」
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(よく知ってるのよo)などである。 -こういう「ニ」は,丁のに」に近かろ

うか。

助詞系の「ニ」文末詞も,こうして南勢にも兄いだされるありさまである。

伊賀の地をたずねても, 「行きましょう。」の意の「行こ　こ。」「行こう　こサ

ー。」などの言いかたが聞かれる。伊賀南部での私の調査例には,

○チョットダケ　フコ　ニ-o

ちょっとだけ拭こうよ。 (こう言って相手のよごれた顔を拭く。)

(老女　-孫幼女)

○-ヨ　青首　ニ-o

早くねようよ。

などがある。

つぎに,北勢地方を見ても,やはり, -「に」助詞系の「ニ」文末詞が見られ

るo H浮市近辺のいなかでは,女の子が「了ヤ　三一oJ「丁ヤ　三一O」とよ

く言う。女の人どうLが話す時に, 「ニ-」が多い."というo (この人は,

なお, =度会郡のほうでもずっと「ニー」を言う."と語った。)この人は, 「ラ
ノ

ヤ　三-。」と「丁亭　ナイ　カ。」 (そうじゃないか?)とがおなじだと語っ

た。こういう比校をするのを聞-くにつけても,私には,丁三~-」がすぐには,

単純感声的なものであ・るようには思われない。他の伊勢人の教示によれば,津

拓の「ニー」は,

(  .'　:　∴・.

先生,行きましょうよ。
=　　器!

Oスルンヤ　ニー。

するのよ。

などである。他の北勢女性の教示によるのに,浮市出身者が,

○ラ二ャ　ニーO

と言っているそうである。これは, "「そうですよ。」の応答である。"とのこと

であった。上記,北勢の女性は;また,伊勢南部の若い女性の言,
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0ソ二ャ　ニー。

というのを教示せられた。

松阪市方面でも, 「行きましょう。」の意の「イコ　こ。」などがよくおこな

われているらしい。

佐藤虎男氏は,かねて,三重県下の「ニ」文末詞に注意してこられた。氏が

鈴鹿市域について見られた,

○ア貢コイ イッテ　ミヨ　こ。

あそこ-行ってみようよ。 (勧誘表現)

などは,助詞系の「ニ」を認めしめるものではなかろうか.ところで,氏が,

「愛知県・三軍県海岸線の文末助詞」 (『方言研究年報』第-港)で見せていら

れる, "桑名市に属する漁場赤須賀"の,

○ラ~テ　ヮ貢ラシン.コッテヮ　三一O三一O

そりゃわかりゃしないよO　こちら(自分)はねえ.ねえ。 (時事を論

じている.)　　(中男一一一一同)

は,単純感声的「ニ」文末詞をとらえしめるものかO ・氏は,・別に, =桑名市海

岸(付近漁士町)"の,

○テ-ジャ　三一。

そうですね。 (念を押す気持。)

の一例も,私に教示していられる。

三重県下に, 「に」助詞系と見られる文末詞が,よくおこなわれているよう

である。それとともに,単純感声的な「ニ」を思わせる「ニヤ」もあって,な

お,単純感声的な「こ」文末詞も,どのようにかはおこなわれているらしい。

それが,北勢方面に,いく地点かにわたって兄いだされるのかもしれない、。

三重県下の,単純感声的と見られる「ニ」文末詞については, 「ネ」との類

縁関係を考えてよいのかどうか。 「ネ」の全然おこなわれていない地域での

「ニ」とは,午, Lがたいところに,本地方の「ニ」の出自についての難問題

が認められる。
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きわ埼て大胆な想像をつけそえてみる.助詞系の「ニ」文末詞が,やがて,

法外にまで自由に運用されて,これが,あたかも単純感声的な「ニ」文末詞の

相貌を呈するようになったりはしなかったろうかO

上述の和歌山県下・三重県下の状況と見あわせつつ,奈良県下の状況を観察

する。

たとえば,県南の東部で,

○ド- シ′ヨ-　ニー.

どうしようかしら。 (ひとり考え)

などと言っている「ニ」は,助詞系の「ニ」であろう。これとは別に,同地坑

で聞き得たものに, 「ニヤ」がある。これが,

○オ言アラ　スラ　ス㌻ッロ　三ヤO

おまえらは旗がへっただろうねえ。
J

(これへの返事は, 「-ラ　-ッタ　ヨ。」であった。)

○ソロニてフ弄㌻コイ　イク　ユーテ　三言-0

そろばん学校-行くと言ってねえ。

(「ニヤ」が「ニャ-」とも聞こえるo比較的早く言われたばあいは,

こう聞こえがちなのであろう。)

などと,しきりにおこなわれている。観察時,私には, 「ニヤ」とともに, 「ネ

ヤ」というのも聞こえるように思えた。音声学的には, 「ニヤ」「ネヤ」が両存

するのではないかと考えた。ところで,土地の有識者に,私が, =「ネヤ」がこ

こにあるんですね。"と質問したところ, "「ニヤ」でしょう?"との反問がか

えってきた。音韻論的には「ニヤ」とされるものが存在しているのであろうか。

老若の男性にこれが頻出しているもののようである。

「ニヤ」の「ニ」は,上乗,問題にしてきた単純感声的なナ行音の「ニ」で

あろうか。 (その, 「ニ」単独のものはなくて, 「ニヤ」複合のものがあるとい

うことは,ものの遺存のさまとして,うなずけることである。)
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複合形態の中に問題因子の潜在することは,ありがちのことである.

単純感声系あ「ニ」が当地方にも存在するのだとしたら,ここは海岸地帯で

はないので,ここに,ナ行音「ニ」文末詞に関する別趣の注目が必要となる。

さて, 「ニヤ」は, -こういう複合形になったものゆえであろうか,県中

部域にも存在している。西宮-民氏の「奈良県方言の待遇表現について」 (『国

語学』 36)には, "中間部''のものとして,

J':工芸

I(三二芸
があげられている。なお,氏は,国立国語研究所編の『日本方言の記述的研究』

に寄せられた「奈良県磯城郡織田村(新　大三輪町)」の中でも,

終助詞「ノーラ」 (十津ill) 「ネヤ」 (大塔札坪内,下北山,上北山)
マ'T

「ニヤ」「ニヨ」 (洞川)は,形態・用法とも注目される。

としるしていられる。洞川の「ニョ」については,上の『国語学』論文中にも,

洞)"地方(ノー　敬
ニョ-　親

の記事が見られる。 (本書p.281参照)

「ニャ」とはっきり聞こえてくるものに関しては,別の注意がいる。上の

「ニョ-」についても,これは,ただちには,ナ行音「ニ」文末詞の問題の内

に包摂することをつつしまなくてはならないであろう。ただ, 「ニョ」にも,

「ニ」音が聞こえることはたしかである。こういう点では, 「ニョ」の類も,い

ちおうここに合わせかかげてみることはゆるされよう。

奈良県下の「ニヤ」は,なお広く探索すべきものか。こういう複合態となれ

ば,諸方にあり得もすることかと察せられる。

『全国方言資料』第4巻の「奈良県山辺郡都祁村」の条に,
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′ンマイコト　マタ　ナンニャンニン　ソノ　キカイ　デケテ

うまいこと　また　なんですよ　　　　　　機械が　できて一一0

とある。 「ナンニャンニシ」とある.この「ニン」は,外形こそ「ニー」の

「ニン」とも受けとられるものであるが,じつは,∴「ノヤ」系の「ネン」であろ

う。 「ネン」が「ニン」と聞こえたものと思われる。 -「なんですよ」と解

説されている。

滋賀県下に関しては,佐藤虎男氏の「滋賀県東辺,東浅井郡吾槻部落Eとその

周辺」 (『国文学致』第十七号　昭和32年4月)の,

○京テ　オマイ,三一。

そりゃあんた.,ねえ占　　(初老男) 〔吉隈〕

○幸二-シi-カラ　三ヤo云々o　　(初老男).〔吉槻〕

を引用することができるO佐藤氏は. ["--」に関して, =「ネ」に近い。日　と

言われるo　ここの「ニ-」は,まざれのないナ行音文末詞の「ニー」であろう

か。

だとすると,本県下の他域ではどうなのかが,私どもの関心事になる。

井之口有-氏は, 『滋賀県言語の調査と対策』 (自家版　昭和27年7月)で,

野洲郡守山では, 「あのニョ-」 (あのね」の意)のように,ニョ- (njo

<no:)を「ね」 「な」の・意に用いる。

との記述を見せていられる.氏は, 「ニョ-」を「ノー」にかかわるものと見

ていられるか。

「ニョ-」の音形だけを今は問題にするならば, "草津市とその周辺"にも,

それが認められる.塚原鉄雄氏の教示によるのに,そこでは, 「暑い　ニョー」
(それで)

「静かや　ニョ-」 「ほんで　ニョ-」などの言いかたがなされているとのこ

とである. 「ニョ-」は, "ザックバランな仲間うち''で"クダケタ空気"の

中でつかわれるものらしいo氏は, "「ニョ-」は純然たる男性語で'と言われ

る。
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「ニョ-」の本源は,定かでない。ともあれ,今は, 「ニ」音の聞こえを重

視して,こういう形も,ナ行音「ニ」文末詞問題の中にとりいれてみるしだい

である。

以上,近畿地方の問題事例の分布を総観するのに,奇しくも,近畿南部地方

と近江地方とでの対応分布とでも言ってよいものが注視される。近畿での「ニ」

の存在のしかたとして,これは,重要視されるのではなかろうか。両地域は,

近畿地方の外周域である.しぜん,私どもはここで,近訣中央域は,もともと

どうであったのだろうと想像することができる。 (近畿南方と東北方とに分布

一致が見られるとして,これを周圏的一致とよんでみてはどうであろう0 -

私としては,周布的一致とも言いたいところであるが。)

八　中部地方の「-」ほか

中部地方も,北陸地方に,問題とすべき「ニ」が分布している。北陸と近江

とは,関連しがちである.上述の近畿南部地方と近江地方との周圏的一致は,

さらに見ひろげて,近畿南部地方と近江・北陸の地方との周囲的一致とも見う

るであろうかo (こうなると,なおさらのこと,周布的一致との用語にしたが

いたくなる。)

近畿地方の「ニ」が, 「ネ」に関係の深いものだと仮定する。北陸地方の「ニ」

は,じっさい, 「ネ」に関係の深いもののように思われる。こういう考えかた

にたつ時は, 「ニ」分布での近畿南部地方と近江・北陸の地方とは,いよいよ

きれいな対応関係を示すものと見うることになる。

北陸も,福井県下には,問題視しうるものがまずは兄いだされない。ただ,

越前中部の足羽君田こほ,つぎのような言いかたがある。

○ベト　ナブックラ　ア貢フクンニヤー。

土をいじってはだめだってば。
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0べト　ナブックラ　ア万フクンニヤこ。

○セント　オテ㌻クンニャ-0

しないでおきなさい(というのに). (p.204)

これらは,土地出身の専横武夫氏の教示によるものである。 「クンニヤー」の

発音は特異なものであり, 〔kji:a:〕または〔k:刀:a:〕と衰記しうるもののよう

である。

この「クンニャ-」は, 「クンニャニ」ともあるのから察するのに, 「のや

<指定断定の助動詞>」に関連のあるものではなかろうかと思われもするが,

定かではないO 「クンニヤニ」の「ニ」は, 「のに」を思わせるものであろう。

このようではあるが, 「クンニャ-」が,いまや分立の態にあることは,明ら

かである。ものは,文末詞化していると受けとることができるようである。文

末詞ふうのものだと解すれば,これに「ニ」音のあるのが,今のはあい,いち

おう指摘すべきことがらになる。

石川県下は, 「ニ」問題の大領域である。当地方の「ニ」に関しては,すで

にp.380でふれるところがあった。

金沢弁の「ニ」例は,

○サティ　三一O

さむいねえ。

○コンニャ　ヒTサメ　フ万ロ　ニー。

今夜ひと雨ふるだろうねえ。

などである.町なかの人が, 「京ヤ　三二O」 (そうだね。)などと, 「ニー」を

連発している。方言絵はがきなどにも, 「ニ-」の,はっきりとした指摘があ

る。ところで私は,近来,この「ニー」について, 「ネ」起源ではなかろうか

と考えるにいたっているO現に, 「京ヤI三二。」などのばあい, 「ニ-」が

「ネ」と「ニ」との間の音のようにも聞こえる。昭和三十九年の調査では,私

は, "金沢の「ニ」文末詞こそは「ニ」と「ネ」との間のもの?''"何かの変"
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と見ている。かねて有名な,当地方のもの言いに, 「ありがとう　存じミス。」

などというのがある。「ましょう」も, 「ミッソ」とある。「マ〔ma〕」を〔mil

と発音しがちの所がらであれば, 「ネ〔ne〕」を「ニ〔ni〕」とすることも,しぜ

んになされたのではなかろうか。当地方方言の音韻論的基質は, 「ニ」を発生

させやすい事情にあったと思われる。

さきには,北陸の当地方が,出雲地方や東北地方と共通する,裏日本性の発

音基盤を有することを考えた(p.b80) 〔i〕母音も,したがって中舌母音的に

ひびき, 「ニ」も,いきおい「ネ」にまざれるようにも考えた。しかし,土地

の人が「ニ」文末詞を認めているのによるかぎり,ものが「ネ」とまざれやす

い点があろうとも,存在するものは,要するに, 「ニ」であるとされよう。そ

の「ニ」が,もとは「ネ」から出たものではないかと,今は,起源考察を加え

てみるしだいである。

加賀東南部の白峰で得たものには,
-　　-・・ I

Oメダルイ　ニー。

目だるいね。 (見ていて,感心できぬということ。)

などの言いかたがある。 「ニ」文末詞が存在するとしうるようである。しかし,

これももともと, 「ネ」的なものではないか。

この東南部に, 「ニョ-」の言いかたがある。

○アヲナイ　ト-=ヤッタ　=~言一。

あぶないとこだったねえ。

○ドッテガ　ニー　モンヤラ　三言-O

どちらがいいものやらねえ。

などと言っているO 「ニョ-」の,文末詞としての独立のはたらきは明瞭であ

る。 「ニョー」は, 「ノー」にも似ている。それにしても,これに「ニ」音が

認迫られるので,今はひとまず, 「ニョ-」形をここに合わせかかげておくO

「ニョ-」と言う人が, 「ニャ-」と言ってもいる。調査地,白峰では,

"ほとんどの人が「ニャ-」を言う。''"特殊の人々が「ニョ-」を言う。"
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との教示を受けた。

本県下の「ニャ-」については,さきに, 「ナ」文末詞記述のさいに1,*

べるところがあった(p.206)

能登半島の酎βで調査し得たところによれば, 「ニー」の言いかたが,目上

の人への上品な言いかたである。

○キョーワ　サ言イ　ニー。

きょうはさむいですねえ。

○ラ二ャ　三-0

そうですね。

などが,いずれも上等の言いかたとされているo事例応答をしてくれた初老の

男子の説明には, =「ニ」は「ネ」とおなじでていねい。 「ネ」は「ノ」よりて

いねい。日というのがあったoここには,土地人の意識でも, 「ニ」の, 「ネ」

と区別されているのが注目される。それにしても, 「ニ」は「ネ」とおなじと

するところには・私どもに, 「ニ」の「ネ」起源を考えしめるものがなくはない。

「ニ」の言いかたが上品のものとされているのも, 「ネ」起源ゆえではなかろう

かとも思われる。

能登半島西岸の富来町では,私の現地調査のさい,小学校男教師十数名のか

たがたが, =「ニー」は富来郷で聞かぬ。と,異口同音に答えられた.ほかの

土地っ子もまた, =「亨-」は言すケド, 「ニー」は言テン　亨-。日と答えてく

れた。そうではあるが,

○ゴク言サマ　三一O

ごくろうさまねえ。　(老男一一藤原)

○ユニ, TF　ヶ-イニー。

ええ,そうかいなあし　　(老文一-藤原)

などと,私に明らかに「ニ-」と聞こえるものがとらえられた。現実音に「ニ

ー」があることは・まずたしかなようである。 -・しかしながら,これらのカ

ードを検閲してくださった土地の識者は,それこれのカードに, =「ニ」ではな
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くて「ネ」です。"と,くりかえし注記していられる。そういえば,老女の発

言に,

○アン　貢一。テ~J亭トイニー。

あのねえ。あれだってねえ。

と聞かれたものもあった。この富来町方面でも,要するに, 「ネ」からの「ニ」

-と聞こえもするもの-が,よくあらわれているということかO

富来町から,半島西岸を北にのぼって,-門前町方面に進んでも, 「ねえ」の

「ニー」がよくおこなわれているようである-。門前町出身の-老男は,私に,

○オーキカッタテ-デス　三一。

大きかったそうですねえ。

などと, 「こ.-」をしきりに示しながらも,私が, 「暑い　ニ-.」「さむい　ニ

ー。」と言いますかと聞くと, "ここは「ネ-」だ."'と答えた.

能登半島東部南岸の宇出津でも,昭和二十四年の調査時,私は, =「ネ-」を

ていねいに言うと「ニ-Jo"などという説明を聞くことができたo聞こえの

「ニー」の実例は,
一ノ

○オヤー,ゴッツォサマデ　ゴザイミシタ　ニー。

おやおや,ありがとうございましたねえ。 (物をもらってのお礼)
害うi lq

などである。 `午アノ　ネ-.」とか「ニー」と・かが宇出津のことばで."との説

明も聞き得だ。

能登島には, 「三~ヤ」があるという。 (愛宕八郎康隆氏教示)なお,能登半

島内の他地にも, 「ニヤ」の聞こえのものが兄いだされるか。

※　　※　　　※

本県下の「ニ」 (起源はともかく)に関する複合形の文末詞に, 「ガニ」「ト

イニ」「ワイニ」などが兄いだされる。

能登の,

○カンパンノ　カカッテ　アル J/こ。

(あそこに)看板のかかっている家があるでしょう?　(青女一一一一
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藤原)

などを見るのに, 「ニ」は,助詞系のものかと察せられる。

「トイニ」や「ワイニ」にしても,そこに,単純な感声系の「ニ」文末詞を

認めることは,容易でないようであるo念のた捌こ, 「ワイニ」の一例をあげ

ておこう。 『全国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条に

は,

mユキノ　フル　ナカニワー　ク-　ウチニ　イックワイニ

雪の　　降る　中を　　　　田を　耕しに　行きましたよ。

などの例が兄いだされる。

富山県下では,私は,ナ行音(感声系)の単純な「ニ」を,まだ兄いだし得て

いない。 「ニ」に近いものを富山市近郊で聞きもしたけれども,そのさい,私

は,それらを「ネ」〔冒〕と解した。
一ノ

能登半島では・=越中の人に,「ソシテ　三一o」 (そしてね.) 「ソシテ　ニー.」

などと言う人がある。日と聞いたことがあるが,これはまだ,信頗すべき資料

とほしがたい。

愛宕八郎康隆氏は,越中富山湾岸の-地で,

○ソ丁デ　モン　ナ三青　モッ1こ~す　コト了~三言ネo

そんなもの(昔の織機)紘,どうして(今まで)もっているものでしょうか。 <反語>

の言いかたを軌、ていられる。 (「北陸道方言のイ音尾について」 『国文学致』

第二十二号　昭和34年11月)ここに「ニョ」がある。

※　　※　　※

県下に, 「ニ」に関する複合形の「カニ」「カイニ」「ワニ」などが兄いださ

れもするが,これらについて,ただちに感声系の「ニ」文末詞を認めることは,

容易でないように思われる。

岐阜県下には,助詞系の「ニ」文末詞が見られるばかりである。しかし,「ワ
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イニ」など,複合形文末詞の一体のものが,単純なよびかけ・訴えかけにはな

ってもいる。

愛知県下にも,江端義夫氏の調査などをも参看するのに,ナ行音の感声的な
一l

「ニ」文末詞は,おこなわれていないようであるo 「ニー」と,はっきりとし

た上げ調子で訴える言いかたがされているけれども,それは, 「のに」の本源

をどのようにかにおわす訴えにはかならない。

※　　※　　※

複合形の「サニ」などのばあいも, 「ニ」は,助詞系のものにはかならない

であろう。ものは, 「耳ニ」と発音されがちである。

静岡県下にも,感声系の「ニ」文末詞は見られないようである。長野県下で

ち,同様である。静岡・長野ともに, 「のに」系の「ニ」がよくおこなわれて

いる。

○オンシニワ
_　　一ノ

ヨワイ　ニー。

わしは恩師にはよわいんだ。

は,長野県南での一例である。

現地で「ニ」文末詞の聞かれたさい,私が,ただちに, 「暑いねえ。」「さむ

いねえo」の意の「アツイ　ニーoJ「サムイ　ニ-。」を言いますかと聞くと,

人々は,それは言わないというのがつねである.

森鴎外の作品「蛇」 (『現代日本文学全集』 3　森鴎外集)には,

恐ろしく早言で,詞は聞き取れない.土地の誹りの,にいと云ふ五爾波

が,珠数の数取りの珠のやうに,単調にしゃべってゐる詞の間々に,はっ

きりと聞える。東京でねえと云ふところである。ここは信州の山の中の或

る駅である。

との文章が見える。 "東京でねえと云ふところ"を「にい」と言っているとい

うのである。はたして,感声的な「ニ」が,そこにあったのだろうか. 「のにJ
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系の「一ニ」の,自在なつかわれかたが,そこにあったのではなかろうか。

山梨県下にも,在るのは,助詞系の「ニ」文末詞だけのようである。

中部地方も,北陸を除いての大部分の地域が,本堰,ナ行音「ニ」文末詞に

峰無関係の所のようである。

九　東国地方の「ニ」ほか

関東地方もまた,本題の「ニ」文末詞の,さほどには認めがたい地域である。

しかし,問題地域の一・二が注目されるO

神奈川県下には,助詞系の「ニ」文末詞が見られるだけのようである。

東京都下となって,伊豆諸島内に,問題の「ニー」がある。新島で,

○亨㌻-ワ　ヒャッ言イ　ニー。

きょうはひやいねえ。　("成年男子")

○青丁-ワ　サ首一　三一。

きょうはさむいねえ。　("中年以上の男子")

〇才ッデム　耳㌻ヶ-ニr　テウ　ニ-。

いつもやっかいになるねえ。

などと言っている。 (「カニ-」「ガニー」などとも言らている.)大は,これら

での「ニー」を, "「ネ」にあたる。"と言っている。 =「ニー」をつける、のは,

ふつうもしくはそれ以上ていねい。"などとの説明もなされている。

新島に「ニー」の存立することはたしかであるo Lかし,このものは, -「ネ

-」の転靴形ではなかろうか。 ("「ネ」にあたる。"との説明は,重要である

と思われる。)この島では, 「先生がいらっしゃった。」ということも;

○シン盲-サマガ・オラ~言㌻タ.

と言っている..つまり, 〔.e〕母音の〔i-〕母音化が,この島の方言の-習性
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になっている?この島での「ニー」こそは, 「ネ」からの単純な「ニ」成立を

示すものではなかろうか。

それにしても,明白な「ニ」の発音があることを耳,たしかである.これをそ

の考ま受けとって,いわば共時態を説明する時恥私どもは,この島に,ナ行

音「ニ」文末詞があるとも言うことができよう。

千葉県下などに,助詞系の「ニ」文末詞は認められるが,ナ行音感声系の

「ニ」文末詞は,兄いだされないようである。ところで,反町勝美氏の「群馬

県の語法　勢多(東部)山田(北部)の語法」 (『季刊　国語』昭和22年冬季

号　3)には,

「代名詞」 「ぬし」の転靴と言われる「にし」が此の地方に行われてい

る。

との記事が見られる。 「にし」が,代名詞「ぬし」の転靴ならば,今の問題に

はならない。

もしも, 「ネシ」 「ナシ」などに頬する「テシ」がここにあ.ったとしたら,その「-」

は,今,問題としなくてはならないものである。

茨城県下が,.とくに注視すべき地域である。旧年のこと,私は,奥羽地方か

ら南下して,茨城県北の多賀郡下をたずねた。そのさい,高岡柑・南中郷村の

あたりで,つぎのような「.ニー」.を聞くことができた。

,○テ一　三一。

そうねえ。

(これを,感心した時に言うとのことであった。)

○ソ-デヤンシタッペ　ニー。

そうだったでしょうねえ。

○ソ
一.ノ

-デヤンスッペ　カニ-0

そうでしょうかね。~
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「ニ」が,高くも低くも,いろいろの品位に,ふつうのことばとして用いられ

るようであった。なれた「ニ」であった。

常陸は,奥羽地方のことばの流れを承ける地域とも見られる所である。いわ

ば,東北的な所がらであるとされよう。その点で,この「ニ」も, 「ネ」的な

「ニ」と見られないこともないo 「ネ」は, 〔ne〕で,それは「ニ」 〔ni」に近く

も聞こえるはずである。しかし,ここの「ニ」は,初心の私には,郷里の「ニ」

文末詞におなじもののように思われた。私は,他地域での残存のはあいに等し

く,このほうでも, 「ニ」と聞こえたものが,まずは海岸域近くに兄いだされ

たことを,興味ぶかく思った。

『茨城方言集覧』には, 「に-」についての,

言葉ノ末ニック「な」又-「ね」ト同意　多(感原注　多賀郡)

との記事が見える。ところで,同書に,

そ-たに-　　左様デセウトイフ意　多

との記事も見える。これの「ニ」は,むしろ,助詞系の「ニ」を思わせはしな

いか。別に, 『茨城県方言の考察』には,

ナ・ナ-・ヤ・ワ・ワヤー・ネー・ニー・シ・ネシ

の記述が見える。

多賀郡が問題の地域であることは,たしかであろう。が,純粋のナ行音文末

詞「ニ」がおこなわれているだけなのかどうか,走かではないo

後年,茨城県最北の北茨城市域内に磯原町をたずねた時は,老年層の発言,

○テ-　三二二o

``そうですか。"

(「ニ」の発音は〔ni〕であった。)

○キョ二~テ アヅイ　コドニー。

きょうは暑いことね。

(「ニ」は〔ni〕である。)

などというのも,聞き得ているoこの近辺にも, 「ワp=-」などと言う所があ
一ノ
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るらしい。

東北一般には,単純感声系の「ニ」は,存在しないありさまである。ただ,

「ネシ」文末詞は,かなり広く兄いだされ,これの発音が, 「ニシ」に近く聞か

れることはある。単純な「ネ」の言いかたの「-」化したものは,ほとんど聞

かれない。

福島県安着中学校の『方言調査資料』に見られる,

三4　笑ワン三4

というのは,どういう「ニイ」であろうか。

山形県下では,三矢重松氏の『荘内語及語釈』に,注目すべき記事が見られ

る。

のう　　にい又はにゆうなどともいふ。標準語ネイ・ナアである0

この説明の下には, 「のう」の用例しかあがっていないが,打消の助動詞の例

文の中に,つぎの一例が出ている。

雨ふらね- (:ニ(雨フラ(ニィ)に47)

「雨ふらねェにい」は,純粋のナ行音「ニ」文末詞を受けとらせるものであろ

うか。もっとも, "にい又はにゆう"と説明されているのからすると, 「にい」

杏,ただちには,感声系のものとして受けとりかねるようにも思われる。ある

いは,感声的に「ニ-」と「ニュー」とを分化派生させもしたかo

常陸に問題の「ニ-」があり,こなた庄内に問題の「ニー」がある. (もっ

とも,三矢氏の記述は,年次が古い。)直接の連絡などはなかったであろうに,

どうして,このようにあい距った所で共通のものができているのであろうか。

東国地方の底面をたどれば,脈絡はつくと言えば言えるものの,なぜ,この両

地域にのみ孤立的にものの残存がとらえられるのかとなると,解釈は容易でな



岩手県北の軽米弁などでは, 「-ニシ」文末詞がおこなわれているo

oズッ丁　ッすノ　ヒTサバ　三シ.

ずっと下の人にはねえ。　(初老女--藤原)

などとある。 「ニシ」はまず〔niJi〕である。

青森県東部の,いわゆる「南部」地方に, 「ニシ」 (〔niJi〕)がよくおこなわ

れているo下北半島の旧田名部町での一例は,

○亭㌻ァ　サム〔ii〕イ　三シ〔niJi〕o

きょうはさむいですね。

である。 (「カニシ」などもおこなわれている。)土地の人は, 「ニシ」を上位の

言いかたとし,これに「ノー」 「ナー」がつづくともしているo野辺地町での

一例は,

○オメサマ　ス〔ii〕シ〔i〕アガす千日ルlii〕ガ三シ〔niJi〕.

あなたさん,すLをおあがりになりますか。

である。 -「ガニシ」とある.

これらの「ニシ」に, 「ネシ」本源を考えることができるのかどうか。此島

正年氏は, 「ことば風土記　青森」 (『言語生活』第十四号　昭和27年11月)に,

汽車は下北半島の入・口野辺地町に着き,すでに旧南部領である。津軽の鄭

重の終助詞ネスがもうニスにかわり,有名なマイネ(だめだ・いけない)

はワガネになる。 (中略)

例えば搾軽のネスに当る終助詞は,野辺地以北はニスであるが,南下して

三戸郡では,八戸市を中心とするナス地区のほかに,津軽式のネスの行わ

れる所もあり,

としるしていられる. 「ニス」と「ネネ」との,あい近い関係にあることは・

明らかであろう。おのおのの発音が,また,区別困難なようなものでもあるQ
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私は,調査時,たびたび「ネシ」かと考えたりしている。 (「ニ」に近い「ネ」

の聞かれることは多い。)

諸文献には, 「ニシ」 「にし」 「ニス」 〔nisi〕などの,文末詞指摘が見られる。

一般に,独立の「ニシ」を認めようとする傾向があるのだろうか。青森県下の,

浮軽と「南部」とで, 「ネス」と「ニス」とが対立していると見られるようで

あるならば,その点でも, 「ニス」は,現在,独立の形態をなしているものと

・されようか。

「ニシ」が,たとえ「ネシ」の転靴に成ったものだとしても,現在,人々(釈

究者をもふくめて)に, 「ニシ」または丁ニス」の音韻観念が把持されている

とすれば,もはやそこに, 「ニシ(ス)」形態が成立していると見てもよかろう。

そのように解したはあいは, 「ニシ(ス)」に関連して,私どもは,ナ行者系

の「ニ」文末詞を認めることができる。

『青森県方言集』には,

ソンダニス　sonda-n'isi　感　野辺地　さうですね

という文例が見える。

北海道地域に関しては,現在までのところ,私は, 「ニ」文末詞の確たる資

料を得ていない。

十　おわりに

I.異色の文末詞,感声系の「ニ」と考えられるものを探索して,ひとまず

上釆のとおりの叙説をなすこ・とができた。かえりみて, 「ニ」の,いかにも特

殊特定の文末詞であることが痛感される。

Ⅲ. 「ニ」文末詞の,上述のような存立を受けとって,これをひとまず共時

論的に理解するならば,次下のようなことが言えようか。

「ニ」は;まさに,文法上の一個の華質素として存立する。,そのさまは,
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「ナ」に「ナン」があり, 「ノ」に「ノン」があり, 「ネ」に「ネン」があるの

に等しく, 「`ニ」に「ニン」があるところにも,よく認めることができる。「こ

ン」形発生の,他の類似のばあいに対応する自然さが, 「ニ」特定素の自律性

を明白にしている。

「ニ」は, 「ネ」ができたのに似た発生事情によってしぜんにできたもので

はないか。 「ニ」がせま口の発音である点は, 「ネ」がそうであるのに似てい

るO 「ネ」ができたのとあい近い発音条件によって「ニ」が産みだされt-と想

像することができる。

「ネ」は言わないけれども「ニ」を言うというような「ニ」の存立状況など

からしても, 「ニ」と「ネ」との対立的な存在傾向は,認めることができるよ

うに思う。たとえ, 「ネ」に関係を持ちつつ「ニ」が生成したとしても-そ

ういうはあいがあったとしても,存立通行の「ニ」は, 「ネ」と対存するもの

になっている。

いわば,ナ行音にあってのよこの分化系列が明らかであり, 「ニ」文末詞は,

その系列の中で,しぜんの正位置を得ていると見られる。

m.しぜんにその地位を獲得してよかったはずの「ニ」文末詞は,その音感

に比例する実用品位を塁するにいたった。総体には, 「ニ」が,中等品位以下

の表現をささえるものとされている。

それにしても,つかう人の年齢的階層別によって,用語気分も待遇品位もち

がうことがあるのは,方言でのつねのこととされる。 「-」というようなきわ

めて特異な文末詞のばあい,私どもは,その現用に追随して,深層にわけいり,

その実質・表現価を尋究することに,かくべつの興味をおぼえる。こういう中

で,私どもは,パロール追求の方言学を実感するとも言えるO

Ⅳ・ 「ニ」の発生に関して,柳田国男先生の示された通時論的解釈がある、。

先生は, 『定本柳田国男集』第十九巻の「国語の将来」のp.146で,つぎのよ
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うに述べていられる。

現在はゞ明らかになったことは,此中ではネが最も新しいことである。稀

には今一歩進んでニーと言って居る例さ-あるが,是などは叉ネからの分

化のやうである。ノは軌、方が新しく,長い方はナウとも聴えるから元は

ナの長音で,即ち中古のロ言葉のナンに最も近いものである。

先生は, 「ニ」について, =ネからの分化のやうである。日と説いていられる。

私も,上釆の記述の中で,しばしば, 「『ネ』からの『ニ』」を考えてみた。

近畿地方や北陸でのばあい, -ことに山地域での「ニ」のばあいなど, 「ネ」

からの「ニ」発生を考えたほうがよいのかとも思われる。しかしながら,つね

には, 「ニ」の背後に「ネ」を考えがたいことも事実である。

じっさい,上述の「ニ」の諸分布を見るのに,それらは,かならずLも同源

のものとは思われないふしぶLがあるo徳島県東岸での「ニー」 「ニン」,紀州

南部の「ニー」などを見ていると,これらは同質のもので,しかもすぐには,

「ネ」を考えさせないもののように思われる。私の郷里大三島での「ニー」も

また, 「ネ」には無縁のもののように思われる。では,鹿児島県下の「ニ」は,

私どもの「ニ」と同質のものかというと,私は,異質とまでは言えないけれど

も同質とも断じかねる感想を持つ。等しく「ニ」形なのであるけれども,東西

にわたって,その存在につき,実質を深く吟味しなければならないものがある

ように思われる。 (-上乗の叙説では,その努力にしたがったつもりではあ

る。)庄内地方での「ニ」などほ,さきの紀州のなどにくらべれば,すでに消

えかかった古い「ニ」ではないか。分布の土地での「ニ」の新しさ・古さのこ

ともあって, 「ニ」の実質の論定がなおさらむずかしくなっている。

瀬戸内海大三島でのはあいも,近隣の島には, 「ネヤ自らミあるo大三島は, 「ネヤ」

に無縁であるけれども,他島興の「ネヤ十の「ネ」をいつかは保有していて,大三

島は,それを,早くもr=」にかえてしまったか,と考えてみることもできなくは

ないか(p.401)

金沢地方でのばあい,もし, 「-」が「ネ」から分立したのであったにしても,現

在の「-」は,共通語の「ネ」とは別個に存立するものである。通時的にはともか
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く,共時的には, 「ご・」は独自のものである。

V.さて, 「ニ」文末詞の分布相は,今,あらためて,一業の分布図にまと

めあげてみたいところである。

大観して,まず,事象の近畿以西に比較的多いのが注目される. (このさい,

北陸地方の事情は,近畿以西のそれに密接するものと見るO)このことは,何

をものがたるか。ナ行音文末詞にはかぎらないことである。一般に,文末詞で

は,国の西半地方に,その繁栄のいっそうさかんなものが見られるO　こういう

事態の中で, 「ニ」文末詞の分布・存立も理解されるべきであろうO

つぎに,分布相では,国土辺周分布の特色が見られる。奈良県下・滋賀県下

などの分布もあるけれども(-それらは,ことによると・ 「ネ」に近い「ニ」

かもしれないが),多くの「ニ」分布が,準辺地域や島興部に見られる。内部

山地の方面よりも,周辺・海岸の方面に, 「ニ」がこうも分布しているのほ,

どうしてなのであろう。これは,ナ行音「ニ」文末詞に私がとりついて以来の

疑問である。

.たまたまのことでもあるかもしれないが,中部地方の内陸部には,助詞系の

「ニ」文末詞がさかんである。 「のに」の意の「ニ」文末詞の,山海をえらばな

いおこなわれかたに対して,本来の-と,今は言いたい- 「ニ」文末詞は,

山地帯をあまり好まないかのようである。 -国土辺周の「ニ」が,いわば,

ナ行音の感声的文末詞の「ほんもの」なのではないか。

とはいいながら,助詞系の「ニ」文末詞にも　すでに上述したところに明ら

かなとおり,.その用法の自由化とでも言うべきものがあって,おこなわれかた

の実際に,感声系の「ニ」文末詞相応のものが見られる。私は,しきりにナ行

者文末詞と言い,感声系の文末詞と言って,助詞系のものとの区別を明らかに

する・こ・とにっとめているけれども,おこなわれかたの実情に,両者の接合する

ものがあることは,見おとしてはならない点である。
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Ⅵ.ナ行書「ニ」文末詞存立の,過去と未来とを考えてみるo

今日,見られる「ニ」-の全国的な分布相は,退化の図と見るべきものなのか

どうなのか。 -もともと,こういう程度の存立でしかなかったのかどうかo

私は,退化の図ではあろうと考えるOとはいいながら・さほど大きな退化事

態をになったものではないだろうとも考える。

四国での東岸域といい,近畿での南岸方面といい・あるいは九州の南部とい

い,今日, 「ニ」の存立する所は,概して辺城であるo瀬戸内海大三島でのば

あいも, 「ニ」存立の集落(すなわち私の郷里)は,大三島全島内での北辺陣

である。辺域分布は,とかく,私どもに,残存分布を考察させやすいo諸辺域・

を統一的に受けとるならば, 「ニ」の今日の分布相は,やはり,一大残存相

(疎散ではあるけれども)かとも思われるo

現在, 「ニ」がだんだんにおこなわれなくなっていることは,存立地での共

通現象であろうO　金沢の人からも, ‖「ニー」がだんだんなくなるoHという説

明を聞いた。私の郷里方言でも, 「ニ-」の衰退がいちじるしいoおそらく今

後は,より早あLに, 「ニ」文末詞は,すがたを細めていくことであろうoつ

いには, 「ニ」は衰亡しよう。

むろん, 「ニ」文末詞は,人が将来に向かって標準語を考えるはあい,問題

とされることはないであろう。

第六節　「ヌ」の属

ナ行音に「ヌ」がある..狭母音〔u〕を持った「ヌ」文末詞は,存立してい

るのであろうか。これへの興味もまた,人々に大きいはずである。

私は,はじめKは,ナ行音文末詞という着想からして-また, 「ニ」のお

こなわれかたの微少であるのからして, 「ヌ」は,いよいよおこなわれがたい

ものであろうと想察した。 (古来の「ヌ」よびかけことばなどというのも,見

られなかったようである。)
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しかし,前節の「十　おありに」の中で述べたナ行音での「よこの分化系列」

という考えかたからするならば, 「ヌ」がおこなわれても,ふしぎはないわけ

である。その存立可能性は認められる。

永田書太郎氏は, 『方言資料抄　助詞篇』 (自家版　昭和8年11月)のp.445

で,

「ぬ-んし」

千葉県安房郡山間部地方(老人稀)

(館山育男氏)

「ぬす」

青森県下北郡脇野沢村　○コドシ　ノ　フヨァ　キョネン　ヨカ

ヨホド　ノゴコ二　ヌス

(福田建之助氏)

との記述を示していられる。これらの「ぬ」には,ナ行音の「ヌ」文末詞を認

埼てよいのかどうかo 「ぬ-んし」は,ことによると, 「ノ-ンシ」の転靴形

かもしれないと思われる。青森県下の脇野沢村は,下北半島西瓢　青森湾岸の

地である。ここの「ぬす」は,さきに「ニ」の条で見た「ニシ」 (p.430)に近

いものではなかろうか。あるいは,こうでもあろうかとも思う。 「ニシ」の発

音は〔niji〕なので,その「ニ」が,しぜんに〔nii]とも聞こえたりするので

はなかろうか,と。私は,今のところ, 「ヌス」をそのまま現地の現物として

受けとることができかねる。したがって,今は,この「ヌス」に,ナ行音文末

詞の「ヌ」を見わけることなどは,できない気もちである。

官良当壮氏は, 「青森県の方言(1)」 (相木の言葉』第1巻第1号　用和22

年6月)で,

ホンダニシィ(さうですね), (中略)ニシィ(ねえ)の代りに「ヌシィ」,

「ノー」の用いられることもある。 「アノヌシィ」 (あのねえ), 「アノノ-」

というようなものである。
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と述べていられる。 (青森のことばについてのようである。)氏は,こうして

「ヌシィ」を認めていられるのであるが, 「ニシ」が,その発音ゆえに, 「ヌシ

イ」と聞こえるようなことはなかっただろうかO-そういう「ニシ」も, 「ネ

シ」的なものかもと考えるしだいである。

要するに,私は,青森県下にあっても, 「ヌシ」的なものは認めがたいよう

に思う。したがって,ナ行者文末詞「ヌ」関係のものは,どのような形におい

ても,本県下には存在しないだろうと,私は考える。

では,国内に, 「ヌ」文末詞は絶無かというのに,そうではないことがだん

だんにわかってきて,私は,一種のとまどいを感じている。

まず, 『全国方言資料』第1巻の「岩手県胆沢郡佐倉河村」の条に,

mイヤーヤ-　コレア　ホニ　　　　ナニア　テンデノ　　イノツダカラナ

いやいや　　これは　ほんとうに　なあに　一人一人の　命だからね。

オヌ　トショリャ-　ノコッテ　マズー　コマックモンデスナ-

年寄りが　　残って　　　　　困ったものですね。

というのが兄いだされる。 「イノツダカラナオヌ」とある「ヌ」が問題になる。

これは,どういう「ヌ」であろうか。

つぎに,旧年,大橋勝男氏が教示せられたところによるのに,宮城県白石市

斉川字町尻南出身の学生氏は,つぎの諸文例を大橋氏に報告したよしである。

あいづち

○ラ二ダ　貢-O (そうですねえ.)

呼びかけ

○ラニラボー　貢-Oアンず-o (順坊よう。あなた。)
人名

その他

○ダ丁ダ　デー. (だめだなあ。)

07-　テンキダ　貢-0 (良い天気だねえo)

"使用者-45才ぐらいから上の年代の女子O待遇品位,そんなに悪くない。
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むしろよい。"とのことである。これらの「ヌ」例は,単純なナ行音「ヌ」文

末詞のように思われるが,じっさいはどうであろうか。すくなくとも,この種

の実例に接する-と,私どもも,ナ行者の「ヌ」文末詞は,あり得ないものでは

ないことがさとられてくる. - (/u/音を持ったナ行音「ヌ」は,訴えこと

ばとしては存立していないのではないかと長く考えてきたことは,私の迷蒙に

すぎなかったのかと,今は思わせられもする。この「ヌ」を,じつは私自身も,

旧白石町で聞いたのであった.) (P.311)若い女性にこれが出るとあった。

押見虎三二氏の「佐波方言の文末助詞について一両浮市大字片野尾におけ

る-」 (『方言研究年報』第一巻)を見ると,

○コ五二　ァノ貢ニ　ァシタノバジ貢二　ダニカ盲ヌレテキテすテンシ<ご

めんくださいoあのね-,明日の晩誰かおよばれに来てください>

の文例があげられているO 「アノ5^蝣」が「あのね-,」と言いかえられてい

るのからするのに,ここにも,ナ行音文末詞「ヌ」があるのかと思われてくる。

「ヌ」は「ノ」の音訳であったりすることはなく,本来的に「ヌ」なのか。あ

るいは,そうではないのか。

『全国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には,

fソレオ　ヌイ　ヤマモンニ　ムリャガッテル　Aィネオ　コイタ

それを　ねえ;山のように　盛り上がっている　稲を　　こきましたよ,

ワ　f　*

あなた,

という文例が見えるo　巨たれをねえ,」に相当するものが, 「ソレオ　ヌイ」と

ある。 「ヌイ」は,ナ行者文末詞「ヌ」の変形ととってもよいのであろうか。

それとも,他の何かからの変化形なのであろうか。ともかく,も・のは現に「ね

え」に比照されている。

和歌山県日高郡内のことばにも, 「ヌイ」のよびかけがあるふと思われるが,

定かではない。

つぎに, -中国四国に札,問題の事実が兄いだされなくて, `九州に問題と
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すべき事実が兄いだされる。

かつて,宮崎県出身の学生氏が,高千穂のことばとして教示してくれたもの

i^->

○シソチャン,シランヌ。 (上昇調子)

しんちゃん知らない?　(中女一一一小男)

との言いかたがある。教示者は, =同行でのナ>ヌ-の転化かとも思われる。"

と注してくれている。こういう,他からの転化結果の「ヌ」なら,九州の他地

にもありうるのではないか。それにしても,今は, 〔nu〕音そのものが文末の

よびかけことばになっている点が注意される。 「ヌ」は, 「ノ」からの転靴に成

ったものかもしれないけれども-そのはあいは「ヌ」が助詞系の文末詞と見

られるけれども-, 「ヌ」音がひびくこと自体は,明白な事実と見られるo

つぎに,神都宏泰氏の教示によるのに,熊本県南部の人吉近傍には,

○サムす　す-0

さむいねえ。

○ダンすフ　デー。

ありがとうね。

などの言いかたがおこなわれているとのことである。これらの例に見られる

「ヌ-」は,単純なナ行音「ヌ」文末詞を思わせやすいものではなかろうかO

さてまた,大隅東岸,内之浦のことばについて白沢龍郎氏の教示せられた,

○ト丁テン　-ナ亭~ラムン　ヌ。

止めても離さないからさ。

などというのも,ここの問題とすることができよう。 「--・-離さないからさ。」

と言いかえられている「‥・.　-ナ亭ラムン　ヌ。」の「ヌ」は,どういう

「ヌ」なのであろうか。本来のナ行音文末詞ではないらしいことが, 「サ」と言

いかえられているのからも,よく察せられる。 (「ものを」の「を」なども,忠

いよそえられる。)それにしても,辛ヌ」 〔nu〕そのものが,文末での訴えの役

わりをになっていることは,見るからに明らかである。
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日本語方言状態の中の,諸地のどこに, 「ヌ」 〔nu〕と聞こえるものが出てこ

ないともかぎらない。 「ヌ」の出自がどのようであるにもせよ, 「ヌ」音その

ものが,文末詞の役わりをになってもいる,上掲の諸事実は,私どもに, 「ヌ」

類文末詞のより深い探索を考えさせてやまない。

「ヌ」文末詞が,今後どのように発見されることがあろうとも,それが,多

地域にわたって多く発見されることはないだろうと想像することは,ゆるされ

るのではなかろうか。

ナ行音の「ヌ」は,その声価から言って,文末詞としては, -地歩をし迫る

ことが,本来,むずかしかったのではなかろうかと考えられる。文末詞は,訴

えことばとしての効力のとぼしいものであってはなるまい。相手によびかける

のに,聞こえが弱小であっては,ものは,存立しにくいのが道三哩である。今日

の「ヌ」の存立・分布が,上来の程度であるのからしては,私どもは, 「ヌ」

音の特質ゆえに, 「ヌ」文末詞は,さほどには存立し得なかったのだろうと判

断せざるを得ない。等しく狭母音のものではあっても, 「ニ」には,一種の澄

みきった音感が認められる。比較して言えば,ナ行音「ニ」文末詞には, -長

所があったと思量される。 「ニ」 「ヌ」といったものに,どのような,成立の

必然性があったとしても,なかんずく重要な存立の根拠は,対話にあってのよ

びかけ効果ということではなかろうか。

「ヌ」の将来に関しては,もはや多く言う必要がなかろう。 「ニ」すらも,

衰亡一途と見られるものである。 「ヌ」は,もはや,偶然の現象といった程度

にしか,あらわれてこないのではないか。

第七節　結　節

柏手を考え,相手の了解と同感とを期待して,念をおすきみによびかけるの
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が文末詞である。特定の語詞が文末に遊離的に存立することは,すでにその特

定のよびかけ性能を予定している。文末詞の,文末での遊離独立の存在の意義

は大きい。

文末詞は,文表現上の超越著の風格を持っている。そのことは,

○わかった　ネ-0 (言いきかすことば)

に対する言いかた,

○ネ-.わかったろう?

などの言いかたがされているのからも知ることができる。 「ネ-」が独立のセ

ンテンスとして前置されることもあって,かつ,その「ネ-」が,一文の文末

に特立される。双方の事態を見あわす時,文末詞としての「ネ-」の,一文の

表現での超越・特立が,よく理解される。

「わかったろう?ネ-?」というような言いかたもなされる。これもまた,

「わかった　ネ-O」での「ネ-」の超越者風格を,よく了解させるものであ

る。

そのような超越者的性能を持った文末詞が,なぜにナ行音のもとに繁栄した

のであろうか。

文末詞存立の諸相を通観するのに,ナ行音の諸文末詞は,わけても優勢であ

り,その存立のしかたが強大であるoすべての文末詞の中で, -また,感声

系の文末詞の中でも,ナ行音文末詞としうるものは,中核的根幹的な文末詞群

のように思われる。じっさい,ナ行音文末詞は,全文末詞の代表者のようでも

ある。

事実上,根幹的・代表的でもある文末詞群が,ナ行音文末詞としうるもので

あることは,けっして偶然ではないのであろう。かならずやナ行音に,さらに

言えば, 〔n〕音のもとに,母音が分化する必然性があったものであろう。

この点に関して,つとに,独自の着想を示されたのは,柳田国男先生である。

先生は, 「鴨と哉」 (『言語研究』第1号昭和14年1月　『国語の将来』創元社)
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の中で,つぎのように説いていられる。

或は最初からN子音に其様な大きな力があって,時到って魚と統一の成績

を挙げたとも見られぬことも無い。自分は夏にたゞ一二の思ひつきを引用

するに止まるが,是は当世の言霊学者に取っては,可なり愉快な課題であ

らう。 (『国語の将来』 p.285)

ナ行音の勢力の優越といふことには,少なくとも歴史の可なり確かな根

拠があるOさうしてその幾つかの用途を一貫して,常に此音を耳にする者

の注意を引締めようとする目的をもって居たことは,ごく簡単に之を証明・

し得るやうに思ふ。一つの例は,遠く行く者を喚びかけるナ・ウナウ, (p.285)

是等の.諸例から綜合して見ても,ナが聴く人の心を捉-る大切な語であ

ることは,先づ確かと言ってよからう(p.291)

いわゆる〔n〕子音の大きな力が,これを聞く人の心をとらえ,注意をひきし

埼る効果を持っていたとすると,自然生起の感声的な文末詞としては,まずナ

行者のものが生起せざるを得なかったことであろうと察せられる。 (現在,ナ

行音文末詞のおのおのを見るにつけても,これほど感声的で,相手になげかけ

ろ性軍のほっきりしているものは,他にないように思われる.)

タ行音や力行音の,いわば硬子音にはじまるものが出現すること畔なく,

〔n〕子音にはじまるものが,その独特の音効果をもって登場している。

新村出博士もまた, 『国語学叢録』の中で,

拒否の意のナニヌネ,感嘆の意や呼掛の意やその他強調を示す意やのナ行

者,即ち感動詞となり文感動詞の一部分になってゐる所のナは,元来同根

の原始的感動音であって,応答のナイにしてもネイにしても根本は同じだ?

と説いていら.れる。

諸外国語のはあいにも, 「No.」や「Nein.」, 「Non.」, 「ne-- pas」などが認めら

れる。等しく〔n〕にはじまるものである。

原始的感動音と説かれるところは,まったく共感にたえないところである。訴

えの文末詞も,まずは,原始的感動音の世界に発生しやすかったのではなかろL
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うか。

「ナ」「ノ」「ネ」など,言うところのナ行音文末詞は,もともと,単純な,

よびかけ効果の語詞であったはずである。ところが,これらの文末詞に,しだ

いに用法上の分化がおこった。人間の表現生活が進歩すればするほど,単純な

よびかけことばも,種々に運用されてくるはずである。用法分化は,言語発達

上のしぜん,のいきおいであろう。

そのような用法分化に関連して,ナ行音文末詞のおのおのも,社会的に,ま

た歴史的に,その運命の隆替を見せてきているように思われる。

現今では,共通語ないし標準語の通念のもとに, 「ネ」が,しだいにその地

位を拡充してきている。 「ナ」は,その用途の退続と品位の低下とをきたしつ

つあり, 「ノ」は,ときに下品祝せられるほどにもなってきている。

もともと,広母音の聞こえをもって優位にたち,じっさい,全国に弘通した

「ナ」 「ノ」が,一定の意識的な言語社会にあって, 「ネ」にその主役の席をゆ

ずりつつあると見られる新情勢を,私どもは,注目すべきものに思う。

「ネ〔e〕」には,ある程度の,声のしまりがあるというのか。 「ナ〔a〕」「ノ

〔o〕」ほどの広母音のあらわなものはなくて,母音の,かなりおさえられてい

るところが,広く是認されているのであろうか。 「ネ」に,圧縮緊張の語感が

あるとも見ることができるかもしれない。そういうところに,文末詞としての

安定度の,独特のよさというものがあるのだろうか。 「ナ」や「ノ」が文末に

きたはあいには,文勢上,そこで,そうとうに大きなうねりがおこるとも考え

られる。 「ネ」が文末にたつ時には,これが,文勢上の文末でのうねりを,早

くも適宜にしずめることであろうかとも想察される。

「ネ」には,ヰ庸のしずかさがあるとも考えることができよう。

以上のような分析的な考察をゆるす「ネ」が,おのずから,その勢威を拡大

しつつあると考えられる。
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後　注

上来,複合形の用法を述べることは,くわしくはなかった。全篇記述の

計画上言変合形のとりあつかいは,簡略にせざるを得ないo (後釆のはあ

いも同様である。)

複合方式の, 「ナヨ」など,ナ行者文末詞が前部にあるものは,だいた

い,とりあげていないOも,のは,後部の文末詞本位にとりあげられる。

(後釆も同様である。)
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第四章　ヤ行音文末詞

第一節　総　説

ナ行音文末詞についで,活動力の広大なヤ行音文末詞をとりあげる。

ヤ行音文末詞とナ行音文末詞とは,まさにあいならぶ性質のものであるQい

ずれも,感声的な文末詞と見られる。

ヤ行者文末詞の主たるものは, 「ヤ」 「ヨ」である。これは,ナ行音文末詞の

「ナ」「ノ」に相応する。 「ナ」「ヤ」はともに〔a〕母音を持ってたっており,

「ノ」と「ヨ」とは,ともに〔o〕母音を持ってたっている。文末詞の,訴え

の効果という点では,広母音のものがより有力であることは,言うまでもある

まい。感声的な文末詞が,みなしぜんに,広母音をとっているO (そのようで

もあるので,なおのこと,これらが感声的なものと認めやすいのでもあろう。)

「ナ」 「ノ」などに関してナ行音文末詞が認められるのと同様に, 「ヤ」 「ヨ」

などに関しても,ヤ行音文末詞と称してよいものが認められる。

ヤ行音文末詞の「ヤ」 「ヨ」は,その起源・成立が古い。古く,古代の言語

の中に認められる,詠嘆の「や」「よ」は,今日の「ヤ」「ヨ」の先距とされる

ものであろう。 -すくなくとも,彼我双方の「ヤ」 「ヨ」は,関係の深いも

のであろうと思われる。

「ヤ」 「ヨ」は,そのように古典的でありつつも,また現に,今日,明らか

に認められる,感声的な文末詞である。

要するに「ヤ」 「ヨ」などは,古今を通じて感声的なものとされよう。それ

ゆえ,現代にあっても,人は,古典語には関係なく,自在に,あるいはとっさ
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に,表情語「ヤ」 「ヨ」などを発出するのであろう。

文証の豊富という点では,ヤ行音文末詞のほうがナ行音文末詞にまさろう。

ヤ行音文末詞はナ行音文末詞と同様に感声的なものでありつつも,その存立は,

ことによると,より一般的であり得たかもしれない。しかしながら,現在状況

では,ごく単純なよびかけ・訴えかたをするのに好適という意味でか,ナ行音

文末詞のはうが,より一般的なものになっているo　ヤ行音文末詞のrヤ」 「ヨ」

は,ナ行音文末詞に対して,みずからやや特定の使命をになおうとしているか

のようである。

ー_ノt

京都弁の「テ二ドス　--。」 (そうですのよO)などの「-」が文末詞であ

ることは,明らかであろう。山口県下その他では, 「そうです　ィ。」 (そうで

すよ。)などと, 「イ」が文末詞化されている。 (「ですイ」というように, 「イ」

が,前音節の音尾にとどまることも多いけれども。)文末詞「-」や「イ」は,

ア行者文末詞と概称することができなくはない。しかもこれらが,やはり感声

的なものであることは明らかであろう。 (ただし,これらに古典的な用例はな

さそうである。おそらく, 「-」や「イ」は,もっとも単純に,いわば感声的

に創出されたものであろう。)

「-」や「イ」はア行音文末詞としてとりたててもよいのであるが,一方に

ヤ行音文末詞とすべきものがあり,そのヤ行では, 「ヤ」・「イ」・「ユ」・「-」・

「ヨ」の五音が見られるので,今は,便宜, 「イ」や「-」を,ヤ行音文末詞の

系列にとりこんでみたいと思う。-これでいちおうの整頓ができるo (感声的

な文末詞の部類立てを複雑にすノるよりは単純化したほうがよかろうかと思う。)

・ 「ヤ」「ヨ」「-」「イ」の四着は,ナ行音文末詞の「ナ」「ノ」「ネ」「ニ」に

相応する。母音で言えば,ともに〔a〕 〔o〕 〔e〕 〔i〕の音のものである。

ヤ行音文末詞に「-」 (または「ウ」)がないのは,ナ行音文末詞に「ヌ」がほ

とんどないのに相応している。
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以上のように見られるヤ行音文末詞の世界を,次節以下で,たずねてみたいo

「ヤ」も「ヨ」も分布が広く,かつ,おのおのの用法も多角的である。 (用潜

のはばが広いとも言ってみたいO)

総体には, 「ヨ」が「ヤ」よりも良品位に位していようか。 「-」も,いやし

からぬものである。 「イ」は, 「-」よりもいっそう問題にとむものである。

-かといって「イ」も,下品なものではない。

第二節　「ヤ」の属

ー　はじめに

「ヤ」は,一つの典型的な単純感声文末詞と言えるO古今の人たちが,思い

を「ヤ」に託して,詠嘆の情を披渡してきたことは,多言を要しまい。

今日の「ヤ」はどういう本性のものであろうか。私の臆断であるけれども,

rどうどうしてクレ　ヤ。」のような言いかたの熟用を見るにつけてち,私は,

命令表現をささえる「ヤ」が,現段階では本性的なものではないかと思う。

-この「ヤ」にしても,もとより,命令表現をささえる詠嘆が「ヤ」に見ら

れると言うことができる。

今日の段階での「ヤ」の使用品位の概況は,非上品のものと見ることができ

よう。このことと,上に考えた「ヤ」の本性とは,関連している。

昭和今日の,日本語諸方言上での「ヤ」の用法は,そうとうに複雑である。

命令表現(禁止表現をふくむ)に用いられるかとおもえば勧誘に用いられ,あ

るいはまた問尋に用いられる。命令ならざるあつらえに用いられもすることは

もちろん,願い・たのみにも「ヤ」がよく用いられている。説明(ないし主張)

や報告の「ヤ」・もまたよくおこなわれている。 「ヤ」文末詞の用法には,はなは
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だはばびろいものがあると言わなくてはならない。その用法のおのおのごとに,

上下にかかわる品位が見られるわけである。

諸用法の成立は,かならずや,用法の分化拡張によるものであろう。より基

本的な用法というものが,つねに問題になる。

「ヤ」の異形に「ヤイ」「ヤン」がある。

ここには,考慮すべき,興味ぶかい問題がある。すでに明らかにしたように,

「ナ」には「ナイ」「ナン」の異形があり, 「ノ」にも「ノイ」「ノン」の異形が

あり, 「ネ」にも「ネイ」「ネン」の異形がある. 「ニ」についても「ニー」「ニ

ン」の形が見られる。 「サ」にも「サイ」「サン」の異形が認められる。今,

「ヤ」に「ヤイ」「ヤン」が認められても,まずは,ふしぎではないことに思わ

れる。それにしても,なぜに,このように,諸者の異形が「イ」音尾「ン」音

尾にあらわれなくてはならなかったのか。問題の興味はここにある。

ほとんど規則的に「イ」音尾の派生しているのからするのに,これらは,お

そらく, 「ナ」なり「ヤ」なりの発音の強調のあいだにしぜんに発生したもの

であろうと解されるo 「ヤ」について言うなら,これが「ヤー」と強調される

時,そこにしぜんに「ヤイ」の派生がおこったであろう。同様にしてまた「ヤ

ン」の派生がおこったであろう。長音と鼻音とは,日本語音韻の世界にあって,

つねに相関的である。

「ヤ」に関する複合形の文末詞も,はなはだいちじるしい族生を見せている。

ナ行音とむすびあった「ナヤ」「ノイヤ」「ネンヤ」「ニヤ」などがあり,ヤ行

音とむすびあったものがあり,ザ行音とむすびあったものがある。 「カヤ」 「カ

イヤ」以下諸種の結合態ができている. 「モ./ヤ」は,もあの「モン」と「ヤ」

との結合である。一方, 「ヤナ」 「ヤノ」など,自己の下に他のものを招いた複

合形も,かず多くできている。要するに「ヤ」に関する複合形は,成立の繁栄

をきわめているとも言えるほどである。そのおのおのごとに用法の微妙があり,
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品位の高下がある。

さかんな存立を示す「ヤ」が,全国諸方言上で,個々の分立形ごとに,その

ものなりの分布を示しており, 「ヤ」関係の諸文末詞の分布状況が,全国諸方

言上にはなはだ複雑である。 「ヤ」関係の文末詞の分布の張りめぐらす網は,

全国諸方言上に,いくえもの重なりを見せている。

二　南島地方の「ヤ」ほか

最初に注目されるのが,南島地方の「ヤ」である。奄美諸島から八重山諸島

にかけて, 「ヤ」文末詞がよくおこなわれており,それが南島独白の様相を見

せている。

いったい,南島方面では, 「ヤ」が,諸文末詞中でも,とくに大きいはたら

きを見せているのではないか。 「ヤ」と「ヨ」とが,二つの,はたらきの大き

い文末詞として注意される。 (これについで, 「ナ」のはたらきが注目されるの

ではないか。)

八重山の「ヤ」は,官良当壮氏の「南島方言採集行脚(-)」 (『方言』第一巻

第二号)によるのに,

シュー　ヤ　ヤ-　ナンガ　オールン　カヤ- (お父さんはお家にいらっ

しゃいますか。)

などとある。 (ここには「カヤ」の複合形が見られる。)

与那国島の比川方言を調査せられた高橋俊三氏は, 「ヤ」について,以下の

i:うに教示せられたo

Oヌ　亨o　ウ青二O

向か。これは。　(老女・一一一中女)

このように,問いの「ヤ」がある。
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0すヌトクヤ/ミガラヌンス　亨O

この人はわからないんだよ。　(少女I--少女)

これは問いではない。

○ンダ　カン　サイヤ。

あんたがぶったでしょうo　　(中母1-I-幼子)

こういう意味になる「サイヤ」も見られる。 -なお,高橋氏は「ディヤ」

「スヤ」を認めていられる。

○ヲ二万　マ-ドゥンドゥ　ス百万7　ディヤO

全部いっしょにきましたよ。　(中女　-初老女)

○ンず　ヌンディ　ダヌ　ウヤビンキ　ヌル　スヤ.

あんたはなんで家の上にのるのか。　(少女一一-少男)

これらがその例である。

私には,与那国島の方言に関する知識がない。 「スヤ」に関することなど,

難解である。氏が別に示された「スヤ」例は,

○ンマン亨フ　エンピツ　カタミドゥラ　ブン　スヤO

どこへにもえんぴつもってばかりいるんだねえ。

(少女一一-高橋氏)

などである。このようなのについて,氏は, "念を押したり,意外な気拝を言

ったりする表現"と言われる。

宮古島に関しては,今,私は,記述すべき資料を持たない。

沖縄本島には「ヤ」文末詞がよくおこなわれているO 「カヤ」 「ガヤ」の複合

形もまたよくおこなわれているようである。

「ヤ」文末詞の表現は,総体に品位のあるくはないものなのであろう。 「ヤ」

と言いとめて, 「ですね」の気もちがあらわされがちでもある。このような「ヤ」

品位のことは,南島地方の全般にわたって,ほぼ言いうるのではないか。
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沖縄本島については,まず,北部の国頭郡下の実例を見る。これは,土地の

安里延氏の教示によるものである。

一つに,

○チュ-ヤ　ヒ-サイビン　ヤ.

きょうはさむいね。

のように言う。これでは, 「ね」と言いかえてもよいところに「ヤ」が用いら

れている。単純な言いかけの「ヤ」と見てよかろう。

○ナー　ニチャ　イヂラン　ヤー。

もう熟は出ないだろうお

これは,推量表現に役だつ「ヤ」である。

○アチサラ　ヤー。

署かろう。

のばあいもまた,推量表現である。 「ヤ」の,推量ことばとしてのありさまがi

ここに明瞭であろう。

ところで,

○エクラングトイ　--ク　イケ　ヒヤ。

休まないで早く行けよ。 (下品な言いかた)

は,命令の言いかたである。 (「ヒヤ」をまとめ受けとってよいのかどうか定か

ではない。もっとも, 「行ケ　ヒヤ」の言いかたは「行ケー」よりもわるい言

いかたとされている。)ともかく,命令表現のむすびに「ヤ」のあることが認め

られる。

松田正義氏が「沖縄で考えたこと」 (『国語通信』第3巻第9号)の中であげ

られた一例に,

「クジングヮ　アイビーガヤー(小銭がありますかね)」

がある。これには問尋表現での「ガヤ」複合形文末詞が認められよう0 (安里

氏の国頭例にも,おなじ「ガヤ」がある。)

沖縄本島の南部の那覇市の「ヤ」例としては,大橋勝男氏の調査例,
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-　ノ
○ユ-ど-　イッペ-　ヒ-サイ　ピークサ　ヤ-0

昨夜はたい-ん寒かったですねえ。

をあげておきたい。

官良当壮氏が「琉球民族とその言語」 (『日本の言葉』第1巻第4号)で示さ

れた「ヤ」の例は,

ヤーサラヤー(ひもじいだろうねえ.)

などである。

高橋俊三氏夫人の恵子氏は,沖縄本島南部のことばとして, 「ヤ」文末詞の

実例を多く教示され,かつ, 「ヨ-ヤー」 「ド-ヤ-」 「ガヤー」の利用状況を

教示された。 「ヤ-」の長呼形がよくおこなわれているようである。

沖縄本島の西北辺に隣る伊江島の方言を調査せられた生塩睦子氏が, 「沖縄

伊江島方言の文末表現」 (『方言研究叢書』第5巻　三弥井書店　昭和50年8月)

の中にかかげられている「ヤ」文末詞の実例は,

サチコ　リ-　アワす　　シュン　ヤ-0

<幸子　お前　苦労　　　する　　よ>

などであるO

沖縄本島の手まえにあって,本島北部の方言状態によく似た状態を示す与論

島に,また, 「ヤ」文末詞がよくおこなわれている。

○タン亨丁　ヤーO

は, 「ごめんね。」である。

○~どこサラ　青二.

は, =さむそうにしている子どもを見て言う。"ことばであるという。ところで,

ここにまた推量表現の「ヤ」が多く見られる。

○夕方ン　テラダンテラ　ヤーO

だれもいなかっただろう?

○テリャ-　ウレ一万　シテ手シずラ　苛-。

これはあなたがなさったんでしょう?
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一ノ

○ガシ斉ディ　ウッヲ二サー　キィボー　アチ耳ヤビューラ　ヤー0

そんなにまでたくさん着たらお暑うございましょう?

など。ところでここには,つぎのような,念おしの「ヨ」に該当するさまの

「ヤ」も注意される。

○ユゥッす-シャ　キ亨㌻二　ャO

ようく聞きなさいよ。

○キすフダラrH-　ナテラドゥ～　ヤo

聞かなければなりませんよ。

「ヨ」とよびかけるのに等しい「ヤ」の用法は,南島のほかの講方言にも多い。

ただし南島外でのその使用品位となると,その高下は,いちがいには言えない。

この与論島には「ヤン」の形も見られる。これは,南島方面でも,この島に

独特のものか。

○ナダリギャ -　ヤン.

というのがある. 「ナグリ　育寺二」が「かわいそうに」とか「気のどくに」

とかであって, 「ヤン」がつくと同意を求めることになる。

○ガシリボ- 蝣サ蝣

は, 「そうしてくれたらいいのにね。」との意のものであるという。

○ヒュ-ヤ ピーソ-　ヤンO

は, 「きょうはさむいね。」であり,

○ヒュ-ヤIET二亭イドゥ　二Fフ。

などともいう。 (「ドゥ」を入れると,目すこしていねいになる。''という。)

「ヤソ」も「ヤ」の煩であることが明らかであろう。 「ヤ」のよびかけが修

飾をこうむって「ヤン」になったものであろう。強調などにつれては,とかく,

そういう修飾法がおこりゃすかろう。

さて, 「ヤン」となったものには,あらためて,やわらかみなり腕曲さな

りの感得されることもあるのか。

「ヤン」に対する「ヒン」がある。
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ワ-チャガ ウプンチャー　イッチョンヌイ　ヒンO

わたしたちのおじいさんといきあわなかったかね。

これの「ヒン」は「ネ」にあたるという。ところでこれは,日下に対すること

ばのよしである。 「ヒン」がつくと,日下に対することばになり, 「ヤン」が

つくと,目上に対することばになるという。 「ヤソ」は,そういう地位にある

特定の文末詞として注意される。

町博光氏は, 「与論島朝戸方言の文末詞-資料報告-」 (『方言研究年

報』統一1976)の中で, =ヤ行音文末詞頬"を記述していられ, 「チャ

ー」「ド-ヤー」「ボーヤ-」「ムヌヤー」をもとりたてていられるO

つぎに,与論島のもう一つ手まえに位する沖永良部島を見る。ここの, 「ヤ」

の単純よびかけには,

○ウガミャブテ二0 -万　テンキ　青二。

お早う。いい天気だね。　(若いものどうし)

○首二二ャ　ヒギュル耳　テヤテラ　ヤ。

きょうはさむうございますね。

というようなのがある。いかにも単純なよびかけであるさまが,これらに明ら

かであろう。こういう用法が,南島外にはすくなかろう。 (「ヤ」の原初的用法,

などということも,ここに考えられる。)-南島の「ヤ」は割自すべきもので

ある。

沖永良部島の「ヤ」には活用の広いものが見られ,人に関しては,目上にも

対等者にも目下にも用いることはもちろん,表現そのことに関しても,単純な

よびかけのはかに,推量や問いの表現にも「ヤ」が用いられている。問いには

「カヤ」が見られがちである。 「今晩は雨が降るだろうか。」のばあいにも,

○テニラ/T三両貢フヤブンカヤo
ノ

などと言っている。

〇万ン　カ寺二二。
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そうかしら?

というのでは「ヤー」のむすびによって疑問のきみがつよく出ている。

沖永良部島から,さらに手まえにもどって,徳之島を見る。

○亭二二ャ　ヒギ盲㌻貢~=　ムソ亨-.

きょうほおさむうございますね。

など, 「ネ」と単純によびかけるのに等しい「ヤー」が見られるO　男女ともに

これをつかい, 「ヤー」の言いかたが,上等のものにもふつうのものにもなるo

OIFヵ　ゥダ亨IT　ラ3.'サ　ヤ。

どうかお願いします。

これは,たのみいる表現になっている。 「ヤ」の言いかけが,よくきいている。
ノ

〇百-　イチ盲-レ　ヤー.

まあお上がりなさいよ。

は,すすめ・さそいの表現である。推量のはあいの「ヤ」もある。

○クv-rヤ　すリガ　首-レタラ　青二o

これはあんたがなきったんでしょう?

は,その一例であるo問いのばあいの「カヤ」もよくおこなわれている0 -

日上にも対等者にも目下にも,これがよくおこなわれている。

「ヤ」のこのようにいちじるしいおこなわれかたを見るにつけても,私ども

は,こういうことばが,いかにも土地の本来的なものであろうと察したくなる。

共通語ふうの「ネ」は兄いだされない。この方面の文末詞を見るにつけても,

「ネ」などというのは後来のできのものであることがよくわかる。

さてまた,上の語例を見るにつけても, 「17」の単純感声的な文末詞である

ことがよくわかる。あるいはさそいにあるいは推量になど, 「ヤ」が用いられ

てはいても,それらは単純に「ヤー」とよびかけて,さそいその他の心情を,

その場なりに全的に吐露するものであろう。問いのはあいにも「カヤ」と言っ

ており,直接には「カ」が問いの意味をになって, 「ヤ」はその問いの状況を
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全的に相手に伝えるのに役だつありさまである。限定性のおぼろなものが,秦

現場面にあわせて自由に用いられ,そこでなりの表現効果のものになる。
一　　室!

Oウガシダニ　ヤーo

というのは, 「そうですか?」とたずねることばになるが,

○ウガシずニ　ヤー。

と言われるばあいは, 「そうですか。」と受けごたえる意味になる。感声的文末

詞の「ヤ」の役わり・はたらきぶりがここに明瞭であろう。要するに,この種

の文末詞は,対話の効果をらj:あるのが,その原本的な機能であろう。

つぎは,奄美大島本島の「ヤ」である。
ノ

○亨~=ヤ　ヒグル耳リョ-リ　ヤ。

きょうはさむうございますね。
ノ

これは, 「ヤ」の用法のもっとも単純なはあいであって, 「ヤ」が, 「ネ」の

よびかけに等しくなっている。
器!

Oオッ万ン　-言　ゴニン　カモ　ヤ-0

お母さん,早くごほんをたべましょうよ。

となれば,これはさそいの「ヤ」である。
_　　-ノ　　　　　　　　_

○ヨ-ネヤ　アムイヌ　フリョ-ロ　ヤーo
ヽ_

今晩は雨が降るでしょうよ。

というのは,推量表現の「ヤ」になっている。

奄美大島でも,問いのはあいの「カヤ」がよく見られる。

○手マラヤ　ず二チ ウモリ　ョ-タ　カヤ。

お父さんはどこへいらしたかね。

は,その一例である。問いの「カイヤ」もある。 「カヤ」と「カイ」とについ

ては,こういう説明を聞いたことがある。

「カイ」は,はっきり答えを要求する問いである。 「カヤ」は独言に近く言

いあらわして,さまで答えは要求しない。 「教えてくださったらけっこう
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です。」というところである。

というのである。

大島本島の属島,喜界島の「ヤ」をつぎに見よう。 「きょうはさむいね。」と

いう単純なよびかけで,

○貢二~亭　ピー耳　モー。

と言う。 「ヤ」の感声的なありさまが明らかである。同島内の他集落では,

○キューヤ　フィー耳　ヤー。

などとも言っている。

「お早う。」のあいさつ,

○-万　テ寺~ンチ　亨二。

というのもまた, 「ヤ」の単純な用いかたを示すものであろう。

辞去のあいさつに対する応答,

○ウモ-す　ヤー。

○ウ首二す百三。

"お行きなさいね。"

については, 「ヤー」が「ネ」にあたると,土地人の教示者は,私に説明して

くれた。集落によっては,おなじ送辞を,
ノ

○ウモーリ　ヤー.

oィギヤ!。

などとも言っている。

○ウモーす　ヤ。

○イ青　首-0

などとも言っている。

「さようなら。」にあたる言いかたも, 「ヤー」をつかうのでは,

○すリ　ヤー。

○ウす言。
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Oイカ　モー.

0イテ~ニー亨　ヤ-0

というように言っている。これらの実例を教示してくれた人たちの一人が,座

席のとなりの人に, 「ヤー」について, "これを目上にもつかってる　ワヤー。"

と言った.共通語ふうにならば「ワネー」と言ってもよかったところのようで

あるo 「ネ-」と出てよいところにしぜんに「ヤー」が出たようである。人々

は, "「ヤー」をはなはだ多く?かうo 「ヤー」ばかりだOみんな「ヤー」がつ

いている。"とも語ってくれた。こうして受けとられる「ヤ」は,単純よびか

けの表現素であって, 「ネ」とも「ヨ」とも思いかえやすいもののようであるcl

「左様なら。同輩問の別れるときの挨拶。行けよの義。」の,

イキヨ一,イキャー,イキ寺- (阿)

というのもある。 (『喜界島方言集』)なお,同書には,

ヤ(阿)　　疑問の助詞。か。ヨに同じ。

ヂャ一丁　亨(阿)　何処-,か。 -何処へ行くのだ。

とも,

ヤー　　感動詞O　よ。

シュラサ　ヤー　　美しい,事よ。

ヂェ-　ヤー　　面白い事,よ。

とも見える。

OIFヵ　テン丁~二言　ヤー。

どうかおたのみ申しあげます。

という「ヤ-」では, 「ヨ」のよびかけに煩するものが見られやすかろうO

○チパテ丁 ペンキョ- V '!　ヤーO

気はって勉強をおしよ。

になると, 「ヤー」がまったく, 「ヨ」のよびかけである。人も,「シす　ヤー」

について, 「シす'ヨ-」とおなじであると言った。

○オッすラ　フェ-ク云~フ　ヵモ-　青-0
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お母さん,早くごほんをたべようよ。

○オカー耳ラ　フェ一才ZlT Tショーロー　マ-0

お母さん,早くごほんをいただきましょうよ。

紘,さそいのばあいの「ヤー」であるOついで推量のばあいがあげられる0

○タ万ム ウモ-ランタンメ- 苛-0

だれもおいでにならなかったでしょうね。

などである。自分の思いを述べる時にも,ことが推測に属するなら,

○言一青~二ャ　雨ガ　フユ盲二二　ヤー。

今晩は雨が降るだろう。

のように言う.問いになれば「カヤ」が出る. 「フユッ　首ヤー」などと言っ

ている。

『喜界島方言集』には,

イカダナ　ヤー　　行きたいものであるわいO

との言いかたも見える。これは,願望表現での「ヤ」というものか。

南島方言での「ヤ」文末詞は,探求するだに興味津々たるものである。かね

て,古代中央語に関係の深いものを蔵するこの南島方言に,ほかならぬヤ行音

感声の,広母音の「ヤ」がしきりにおこなわれているのは,いかにもゆえ探そ

うなことに思われる。

三　九州地方の「ヤ」ほか

九州地方に「ヤ」のおこなわれることはさかんであって,各県下に, 「ヤ」

の用法の諸相が見られる。

鹿児島県

本県下に「ヤ」のおこなわれることは多面的である。しかも,諸用法が,だ
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いたい全県的におこなわれている。

まず,単純なよびかけの「ヤ」がある。井上親雄氏教示の北薩例は,

○オマヤ　イマ　ヤ。

君は,今(帰り)か。　(老男・-ナ老男)

である。氏は,つぎのように言われる。

相手に呼びかける時に用いる。呼びかけが,或る時には疑問となり,或

る時には勧誘の意を表わす。老幼男女が同等以下の著に対して言うていね

いな語である。

「ていねいな語」との指摘が注意される。

命令の「ヤ」がある。井上一男氏の「種子島方言研究」 (『方言』第三巻第七

号)には,

ダイモ,シヅカーセ-ヤ

どなたもお静になさい

の例が見える。

さそいの「ヤ」の用いられることがさかんである。大隅東岸の二例は,

○ゴ-ンテ　ィッTT亭　夕言うテ　ヤO

ごほんをいっしょにたべましょうよ。

○ソチ　デオ　亨二。

外-出ましょうよ。

である。白沢龍郎氏は,上の後者例について, "女性的優しい語感日のものとさ

れている。 =これがデ京ヤとなったら男の子の強い主張の気拝を持つ。日とも言

われるO薩摩半島南部の一例は,

○ヤキューシケ　イコ　青o

野球Lに行こうよ。　(少男-→同)

である。 (瀬戸口俊治氏教示)なお,瀬戸口氏は, =「ド」「ド-」を積極的勧

誘とすれば, 「ヤ」は消極的勧誘である/'とも, "歓誘の場合の「ヤ」 「ヤ-」

は, 「ド」「ド-」よりも上品であるO 「ヤ」「ヤー」が,丁寧の助動詞とともに
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現われる場合が多いのに対し, 「ド」 「ド-」にはその言い方がないことはそれ

を端的に示すものである。日とも説かれる。 =消極的勧誘日とあるのが注意され

るo　また, "「ド」「ド-」よりも上品"とされるのが注目をひく。さきの井上

氏の説と言い,これと言い,当地方の「ヤ」の語感には,注意すべきもののあ

ることが知られる。

問いの「ヤ」のおこなわれることが,また,県下にさかんである。硫黄島の

例は,

○アタイゲン　オヂサンニ　-ヤツタ　ヤー。

私のうちのおじいさんにお会いになりました? (目上に)

○オヂサンヌ　ミランナック　ヤ。

おじいさんを見なかったか。 (日下に)

○ヤドン　オヂサンニ　ユタ　ヤ。

うちのおじいさんに会った? (対等者に)

などである。
ノ

〇万㌻ヶ　イタ　ヤ.

学校-行ったかい?
ノ

○イ貢フ/ミッテン　ヨカ　ヤ.

"行かんでもいいですか。"

は,大隅東岸の例である。前者例は, "「カ」という調子よりは丁寧な問。日で

あるというo後者例は, =念をおす問い方日で,目上晶　目上叉は子が親に言

う。=ものであると言う。 (白沢龍郎氏教示)ところで,瀬戸口氏は,南薩の,
器!

Oナテ㌻ケ　イタ　ヤー.

何しに行ったんだい?　(育男-ll-青女)

について,

親密さにおいては「カ」より強いが,概して卑俗的である。男性に聞かれ

るもので,とくに親友問,家族間に行われる。

と言われる。
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問うがごとくであって,しぜんに相手のことを受けいれる,いわば受けひき

の「ヤ」もある。たとえば,

〇百タ　ヤ。　ゲッ妄17　テラチュ　コッ　カー。

またやったんか.ほんとにどうしたことだ,全く. (中男・一一一幼女)

というのなど。 (瀬戸口俊治氏教示)  「鹿児島ことば(方言絵はがきより)」

(『方言』第二巻第五号　昭和7年5月)にも,

ソゲン,タケトヤ,イッチ,ヤスィトヲ　ミセチミックモシ

そんなに高いのか

一番安いのを見せて下さい

などとある。 -受けひきの「ヤ」に,上品上等のはあいもあるらしい。

問いは,やがてさそいにもなる。問いやさそいの「ヤ」が,親愛の情をあら

わして,しぜんにやや品位の低い表現をささえたりすることもあるか。

はじ馴こ指摘した「よびかけ」の「ヤ」は,しばしば「ね」とも言いかえら

れるものであろう。単純感嘆の「ヤ」も「ね」と言いかえられる。井上親雄氏

の教示せられた,

○ユー　コ-チョイ　ヤー。

よく肥えておられる!　(老男I--育男)

ち,最後に「ね」をつけて受けとることのできるものであろう。 『全国方言資

料』第9巻の「鹿児島県揖宿郡山川町阿児ケ水」の条には,

mマッケン　　　ゴッ　アックデヤー

待ちきれない　よう　だったよ。

fジャッタト　　　モー　アイジャッデヤ

そうでしたね,　もう　そうでしたね。

の会話が見える。 「アイジャッデヤ」のところには, 「そうでしたね」との言

いかたが見える。

「ヤ」が「よ」と言いかえられるはあいも多い。上例の「アッタデヤー」の

はあいも, 「だったよ」とある。種子島の, 「よ」相当の「ヤ」をあげるなら,
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0キョ-ワ　シテIF~デー　ヤー。

きょうはしけてるよ。

○セン首イガ　ワシす　ヤ-0

先生がいらしたよ。

などがある。薩摩半島の一例は,
ノ

○ワガ　シクトォ　ケバ　ヤo

"自分の好きなのを買えよ。" ("買ったら良いさの気持=)

である。 (東正昭氏教示)

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県阿久根市大川尻無小麦」の条に見える,

mクワ　ウユッケテ　トヤ　　　　　ナランデヤ

田は　植えつけて　取ることが　できないんだもの。

では, 「ナランデヤ」のところが, 「できないんだもの」となっている。

北条忠雄氏の「甑島語法の考察」 (『方言』第八巻第二号)には,
°

コトシャ,イクツモリヤl今年はいくつもりである。

というような「ヤ」か見える。上村孝二氏の「薩南諸島方言語法資料」 (『鹿児

島大学　文科報告』第7号　昭和33年8月)にも,

ソノ--ナ　イクラカィ。 -イ　ニジッシェンヤo

などと見える。

説明の「ヤ」としうるはあいもすくなくない.

当県下で, 「ヤ」の変形「ヤイ」「ヤン」も兄いだされる。官良当壮氏は, 「日

本語に於けるクヮ(kwa)行者群に就いて」 (『言語研究』第十・十一号)の中で,

kwaJekurejad (食はして呉れよ) 〔枕崎〕

というのをあげていられる。 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種

子町島間中平山」の条には,

fジャラーヤン

そうですよ。

守.
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f一・・・一　タイチェ　オポ-チェイカラヤー./

多く　　　覚えていますからねえ。

などが見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞としては,まず, 「ナ-ヤ」が注B・

される。ただし,これは,種子島にいちじるしいものか.井上一男氏のさきの・

「種子島方言研究」にも,

ドンガ故郷-ナーヤ,種子島チエウトコロヂヤラヤ。

とあり,また小村秋豊氏の「種子島のことば」 (『言語生活』第十八号　昭和28‥

年3月)にも,

幼児や老婆の話を聞いていると「あのなあや-なあや-なあや-・」と接続

詞が入り,

とあるo 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種子町島間中平山」の

条には,

fオラ　　　キョ-ワナ-ヤン

わたしは　きょうはねえ,

というのが見える。

『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡上屋久町官之浦」の条には,

m-　--　テ-チャル　メ-シモ　ナゴオッ　　チュ-テ　ノ-ヤ

「---・,たいてある　飯も　　流れる」と　言って　ねえ,

とあるが, 「ノーヤ」は,注に, =個人的なくせか。日ともある.

複合形の「トヤ」があり,これが問いになる。複合形「ガヤ」もある。 「ド

カイヤ」もある。

「モンヤ」もあり, 「モヤ」もある。

○ゲンテ高~　盲フヤO

"はずかしいもんか!日

は・ 「モンヤ」の一例であるO (「ゲーンナカ　モン。」は, 「はずかしいものO」
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で, 「ゲ-ンナカ　モンナ。」は, 「はずかしいものなあ。」であるという。)
ノ

○ラ~=ジャ　モヤo

(=何でも,話したあとで,このように言う。=)

は, 「モヤ」の一例である. 『全国方言資料』第9巻の「鹿児島県熊毛郡南種

子町島間中平山」の条には,

fジャッタ　　モネ-ヤ

そうでした　ものね。

というのが見える。

なお, 「ワヤ」複合形もある。 『全国方言資料』第6巻の「鹿児島県鹿児島

市」の条に見える一例は,

mモ　　アツサワ　マイニッノ　モンジャッデワヤー

もう　暑さは　毎日の　　ものだからねえ,おまえ。

である。

当県下の「ヤ」の用法に,品位の低くないものも多いのは,注目にあたいす

るOさきには,南島方面に, 「テヤラフ　ヤ」 (ございますね), 「イチ喜一レ
ノノ

ヤー」 (お上がりなさいよ)などと, 「ヤ」の,上品な表現の文にもはたらくさ

まが見られたOそれとこれとが,思いあわされるO

宮崎県

県下一般に「ヤ」がよくおこなわれるが,その種別は鹿児島県下でのほどに

多くはない.問いやさそいなどに「ヤ」のおとなあれることがいちじるしい。

疑問には, 「そげんこつがあるもんや。」などの言いかたもある。 (比江島重

孝氏「六斗一升ボケッ増訂-宮崎地方-」 『朝日新聞』昭和35年5月3日) 『全

国方言資料』第9巻の「宮崎県西臼杵郡五箇瀬町桑野内」の条には,

mカタクリダケジ　　イ-ヤ

かたくり粉だけで　いいか。
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とある。

願望表現の「ヤ」もあるが,勧誘の「ヤ」が,なおよくおこなわれている。

「もどろや(戻らうよ)」は『豊宕思告豊方方言雑纂』に見えるものである.

宮崎県下の「ヤ」の用法には,上品に用いられて目だつというものがない。た

だし,県西部奥などでは,対称代名詞「オ言三」 「オTJ 「ヤ下」 「芽ヂ」が

あって,品位は「オ言≡」から「芽ヂ」に高1の順序になっており,中の「オ

T」に「ヤ」文末詞が対応している。

※　　※　　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞では, 「ガヤ」 「トヤ」 「ツヤ」 「テヤ」

などが注意される。

「ガヤ」に関して橋口巳俊民の教'T<せられるところは,以下のとおりである。

まず,

「ガヤ」 「ガヤー」は娩曲的なものいいになることが多いo特に大人の女の

人にみられる。

と言われる。その,

○テキ　ガF。 /ミサソO

暑いですねえ。ばあさん。　(老女一一・一一老女)

は,単純なよびかけの「ガヤ」である。

○ソコ　ノ青首-イ　9U　ガヤ。

そこをのいてください。暗いですよ。　(中女一一一老女)

は, "業をにやしてはげしい口調になる。目上の人に対して,.いらだつ気持を

かろうじておさえているのである。"という。

○盲丁テ イタ　ガヤーo

持って行ったじゃないですか。　　(中女一一中男)

は, "まだ持っていかないんだろう,と.tl、われて反擬する。"ものであるとい

う。

○オT~㌻サンナ オリャラントヂャロ　ガヤ。
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おとうさんはいらっしゃらないんでしょう?　(老女-・・・-老男)

は,問いの表現になるものである。

「トヤ」も一般に問いに用いられている。 「ツヤ」は「トヤ」の変形か。

「テヤ」も,問いの表現などに役だつものである。橋口氏教示の「首クタ

テヤ。」 (もう食ったって。)は, =あまり早く食ってしまったのに驚いてききか

えす。"ものであるとされている。

熊本県

県下に「ヤ」がよくおこなわれており,かつ,ていねいな「ヤ」はない。熊

本市南郊では, 「-ンブソ　ワケテクレ-　ヤー。」の「クレ-」のぞんざい

さとつりあうものは「ヤー」であるという。 「ナ-」はていねいな言いかたで,

「クレー」とはつりあわないという。 (渋谷多文氏教示)

瀬戸口俊治氏教示の,県南,人吉市域での「ヤ」例に,

○オッ諒　ッラバッ百才　ミチョイヤッデ　ヤ.

わたしの顔ぽっかりみていらっしゃるんだもの。

というのがある。この「ヤ」とても, -薩摩方面での「ヤ」の-用法に通う

ものではあるが,上品の言いかたとは認めがたい。

県下一般に,問いの「ヤ」,さそいの「ヤ」,よびかけの「ヤ」,命令の「ヤ」,

受けひき応答の「ヤ」などがおこなわれている。

○ミテ　ク丁ラ　ヤO

見てくれないか。

は,県南での問いの「ヤ」である。八代地方の問いの「ヤ」については,人が,

=下品なことば''などと言っている。

○タメアキクソナ　ドコ　ヤO

ためあき君のはどこだい? (教室で児童が成績品を各自の机にくぼり

つつ言う。)　(少男間)
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は,阿蘇山南麓での問いの「ヤ」の例である。

○オ言三　サコオッテ　ガッ言-サン　ア天ビギャ　イティ　ヤ。

おまえは一昨々日,学校-あそびに行ったか。

は,天草での問いの「ヤ」の例である。県下に, ・問いの「ヤ」がよくおこなわ

れている。

命令の「ヤ」の例は,県南の,
ノ

○マ-　ア-レ(リ)バ　ミテラ　ヤ。

まあ,あれを見なよ。

などである。

受けひき応答の一例としては,熊本市域などで聞かれる,

○ソ亭~㌃フ　ヤO

そうなのか。

があげられる0 -「ソ亭言フ　ヵo」と「カ」を言うよりは「ヤ」と言ったほ

うがやわらかみが出るという。なるほど,感声的な「ヤ」がただの受けひきに

つかあれれば,その音感・語感はやわらかいものになろう。

「ヤ」の変形の「ヤイ」があるか。 『熊本県方言音韻語法』には, "感動の

助詞"の「ヤ」 「ヤイ」が列挙されており,

「ヤ」は「よ」に似て稗軽い。 「ヤイ」には一層感動が加はる。
し　　　　　　し

とある0-「シ′ユーゴタン　ナラ　セヤイ(為たければ,為なさいよ)」の言い

かたがあげられている。斎藤俊三氏の『熊本県南部方言考』にも「ヤ(ヤイ)」

が見え, =友達問iこ''とあり, 「コレ/ミシテクレヤイ(これをして呉れないか)」

の言いかたが見える。 「ヤ」がつよく発言されるうちに,しぜんに「ヤイ」と

もなったのであろう。

他方, 「ヤン」も見られる。 『全国方言集』の中の, 「熊本県方言」の記事

には,天草郡のことば,

ナンスルヤソ　　何をするのか

がとりあげられている。
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※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞としては, 「イヤ」「カイヤ」 「ガ

ヤ」 「トヤ」 「ツヤ」「テヤ」「チヤ」などが注意される。

○'ア㌻トヤ。

出るのか?

は,熊本市で聞き得た「トヤ」例である。
ノ

○ウマレタ　ツヤ。

生まれたのか?

ほ,阿蘇山南麓で聞いた「ツヤ」例である。

「テヤ」に類する「チヤ」の実例は,八代市域の,

○ツワシレ　シ盲二ク　チャ。

忘れてしまったてね?

などである. (白石寿文氏教示) 『全国方言資料』第6巻の「熊本県上益拭郡浜

町」の条には,

mトイシバ　コン　アツカテヤ

砥石を　　この　暑いのに。

と見える。

長崎県

本県下にも「ヤ」文末詞がよくおこなわれている。林田明氏は「長崎市方言

文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻)で,

主として, 「ヨ」が女性問に用いられ, 「ヤ」は男性間に用いられる。

但し「ヤ」の低短音は必ずしもそうではない。これは一つの「やさしさ」

「親しさ」をかもし出す。 「ヨ」を男子が用いれば「物柔らかさ」を示し,

従ってはるかに「ヨ」が「ヤ」よりも上品であることになる。

と言われる。五島列島内では,女性が,やさしいもの言いをしまうとする時に
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「ヤ」を言いもするようであるo Lかし,一般には「ヤ」は目上用のものでは

なかろう・。

県下の「ヤ」の諸用法を見るのに,一つに,さそいの「ヤ」がよくおこなわ

れているO長崎市での一例は,

○オ7ントト　ワイントト　モモイニ　・yz二　ャ。

``ぉれのとおまえのといっしょにしょうや。"

である。五島での一例は,

○カす-　メt^　-言ク芽　ヤーO

おかあ,めLを早う食おうよ。

である。 『続壱岐島方言集』に見える例に,
0　0

ツマラン事アスルメ-ヱ

があるo県北,生月島での一例は,

○オ有力　二才　万六ク貢　ヤー。

おかあ,早うめLを食おうよ。

である。

問いの「ヤ」もよくおこなわれている。

〇才ア　ヤ07ア　ヤ.

だれ?　その人?

は,五島での一例である。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県福江市上大津」

の条には,

mナンパ　ウッガヤ-

何を　　売りにか。

の例が見える。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県上県郡上対馬町鰐浦」の条

に見える例には,

;　-　. -　_, -　　　蝣蝣.-　・　　　　　　　　ニ:. ・

もう　めLを　　食べようでは　ないか　といって,

などがある。
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命令の「ヤ」もよくおこなわれている。対馬例をひくならば, 「しっかり勉

強しろ。」の意の,

○ヨ-　ペンキョ-　セン　ヤO

などがある。 「あれを見ろ。」も,

○アレヲ　ミラン　ヤ。　(女)

と言っている。 (山本俊治氏教示)「セン　ヤ」「ミラン　ヤ」の言いかたで

「しろ」 「見ろ」の言いかたになるという0 -元来は問いの形式ではなかった

か。命令の「ヤ」の単純な用法は,もとより県下に広く見られる。 「ここへ来

いO」というのも「~言ヶ　言イ　ヤ。」と言われているO

念をおすような「ヤ」がある。五島での,
_　　　　　　　/ノ

○オッガ　ユ-タロ　ーヤー。

わしが言っただろう?

など。また,よびかけふうの「ヤ」もおとなわれている。

本県下に, 「ヤ」の変形「ヤイ」もあるか。対馬仁田村では,

○-≡-　ケイ　ヤイo

"早くこいやい。"

などと言っている。 (山本俊治氏教示)

*　　　*　　　&

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,諸種のものが兄いだされる。

まず, 「ネヤ」 (「ネ二ャ」も) 「ノーヤ」がある.対馬の言いぐさには,

ネヤネヤイヤー　ジョーカン　ヒトン　ワラワルルケ-　ネヤネヤイメ-

バイネヤ.

というのがあるという。 『続壱岐島方言集』には,

「ノーヤ」は昔は有ったと聞くが今は知らない。 「ネ-ヨ」 「ネ-ヤ」は農

家の古老に稀に聞いたようであるが,これも今は聞くことが出来なし′、。

との記事が見える。ところで, 『対馬南部方言集』には,

ノウヤ
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ねえ。下位の者に対していふ。

例「あんノウヤ」「さうしてノウヤ」

との記事が見える。山本俊治氏も,かつて対馬の厳原町で,

○コンパンワ　ドコニモ　イキャ　センケ　ノーヤO

``今晩はどこ-も行かない(私は)0"

などの例を聞きとめていられる。 『方言』第二巻第三号(昭和7年3月)に寄

せられた,大浦政臣氏の「対島北端方言集(二)」にも,

ナァモシ,ナァムシ　　同意を求める時の詞

ノウヤも同じ

との記事が見えている。

つぎに,複合形の「カヤ」があり, 「カイヤ」「キャーヤ」がある。また「ガ

ヤ」もある。

つぎに, 「トヤ」がよくおこなわれている。問いに用いられている。

「テヤ」がある。これも多くは問いに用いられるものである。 「ナン　テヤ。」

(何かね?)などとある。林田明氏の「長崎市方言文末助詞」に見える例,

○モ-イッすテヤー。

(もう行ったのか。残念だなあ)　　中男一中男

は,ただの問いではない。

つぎに, 「モンヤ」「バヤ」「ワヤ」がある.対馬では, 「バヤ」は「アケタラ

デケン　バヤO」 (開けるな。)などと用いられており,目下へのことばになる

ものであるという。 (山本俊治氏による。) 『全国方言資料』第9巻の「長崎県

南松浦郡新魚目町浦桑」の条には,
3)

mチットバカ　カ　タッツケバ　　　　　　　　カルッ　　キタワヤ

少しばかり　　　たきつけ〔焚き付け〕を　背負って　来たよ。

などとある。　　　3)言いさし.

佐賀県
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本県下の「ヤ」では,問いの「ヤ」などがよくおこなわれていようか。それ

は,上品なことばづかいにはならないのが通例のようである。県南部での,

○オンテラ　盲フデ　ヤo

おなじものでね?

も・上品な表現と言いうるものではないoこのカードを検閲せられた土地の識

者は,

ヤンクーで上品となる

と注していてくださる。 「ヤンタ」には「アンタ」がはいっていよう。

受けひきの「ヤ」もある。 『全国方言資料』第6巻の「佐賀県佐賀郡久保泉

村川久保」の条には,

fホンニーヤ

そうですか。

とある。佐賀市での例であるが,

○京ラ~三　ヤー。

は, =客の言っていることにおどろいたふうのあいづち。日であるという0

本県下に, 「ヤ」の変形「ヤイ」があるのかどうか。

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞に「ノ-ヤ」 「テヤ」などがある。

『全国方言資料』第6巻の「佐賀県佐賀郡久保泉村川久保」の条には,

mキュワ　　コリャ　ヨカ　テンキヂャロ　ゴタノーヤ

きょうは　これは　いい　お天気　　　のようだね。

などというのが見える。早く『佐賀県方言辞典』にも,

の-うや-あ〔感〕ネ--O

アレハ,の-うーや-あ汽車ト云フモノダヨo

としるされているo県下に「ノイヤ」もあるか。県南の旧須古村では, 「ノイ

ヤ」について, "ノマイにおなじりと聞かされた。
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「テヤ」の,県南での一例は,

○カギ予て　芽二　ヵテヤO

鍵山はおるかって,電話をかけるの?

である。

福岡県

本県下にも「ヤ」がよくおこなわれているoさそいの「ヤ」があり,命令の

「ヤ」があり,問いやたのみの「ヤ」があり,受けひきの「ヤ」があるo (「そ

うですか。」の意の「ホンナ　コテ ヤ。」など)

『放送講演集』の「福岡県の方言」の部には,
-,-*!蝣　　　,J

全で夢のごとあるや。

の言いかたが見える。この「ヤ」は, 「よ」とでも言いかえて,感嘆のはあい

と見てよかろうか。 「わたしゃ　恥カシカ　ヤーo」などというばあいも似たも

のであろう。

本県下に, 「よ」と言いかえてよい,つぎのような特定のものがあるo

oヒチジューラゴジャIJ-　ヤ-0

七十四・五歳だろうよO　　(老昇一-老女)
_-・・・ t

○オモシpカロー　ヤ-O

おもしろかろうよお。　(中男間)

○ワテ~ラす　ナ三モ　シリマッシェン　ヤー。

わたしは何も知りませんよ。　(老女-→藤原)

説明・表明の「ヤ」とも言うべきか。私は,筑前糸島半島で,この種の「ヤ」

の,男女によくおこなわれるのを聞いた。道のりを聞いた時の返事には,

○ニラ寺~チ。-ヨリワ　ノビトリマショー　ヤO

二十丁よりはのびて,もっと道のりがありましょうよo

(中男一一一藤原)
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というのがあった。この種の「ヤ」を, -老男は, =ちょっと言いすてたこと

ば'と説明してくれた。ともあれ,外来の私などにも,ふつうにこの種の「ヤ」

をつかう。その品位はわるくなかろう。 「ヤ」にこういう用法のあることを注

目したい。県下の,筑前西半域には,ことにこの種の「ヤ」がよく見えるか。

『全国方言資料』第6巻の「福岡県福岡市博多」の条には,

f・・=・.・-　オーカタ　ミニマッショーヤ

多分　　　お見えになりましょう。

とある。筑前東部の嘉穂郡穂波町のことばに,

○ソンコラー　モー　オランヨ-　ナロー　ヤ。

"その頃はもう(広島に)いないようになるだろうねえ。"

(育男1--小男)

というのがある。 (白石美代子氏教示)この「ヤ」も,おそらくは同種の「ヤ」

ではなかろうか。 『全国方言資料』第6巻の「福岡県築上郡岩屋村鳥井畑」の

条には,

mソゲナ　ウレシカッタコタ　　アリャ　　　　ネーヤ

そんな　うれしかったことは　あんなことは　ない。

というのが見える。この「ヤ」も説明の「よ」とされるか。

『博多ことば』 (方言絵はがき)には,

甲の女「下の方から男の登って来ござるけん,あたしや,牡かしかやあ,」

というのが見える。

県下一般に, 「ヤ」の多くのはあいの言いかたは,おしつけるようなところの

ある,いわばつよい言いかたになる。 「ヤ」と「-」との,言いかたのうえで

の対応が明らかである。おしつけるきみあいがつよければ,それは下品にもな

りかねないはずであるが,一方に,前述のような,あるくはない言いかたの説

明・表明の「ヤ」もあるのが注意される。

「ヤ」も,もともとは,上位表現にも下位表現にもおこなわれてよいものだ

ったであろう。 -世の一般では,下位表現のおこなわれかたがさかんになっ
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ているけれども。

「ヤ」の「ヤン」 「ヤ-ン」があるか。水上田鶴子氏が,筑後川ロちかくの

大野島を調査して得られたものに,
/ノ

○フクツlIメ-　ツク　ヤン。　フタツドメ-O

二つともとどくよ。ふたつとも. (ノミスのつり革に両手がつくと言っ

てよろこんでいる。)　(小男一一一小男)
S　　■i謬

○ナイトシャン　ヤーンO

ナイトさんよ-い。 (ナイトは少年の名まえ)　(小男　-小男)

との言いかたがある。 「ヤ」の言いかたがつよめられれば「ヤン」ともなるの

であろう。水上氏は,上の第一例について, =「ヤン」には「人が何と言ったっ

て」という気もちがある。 「自分は」という気もちがつよいのである。日と言わ

れる。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞を見る。

筑後には「ナイヤ」の言いかたがあるか。 『久留米地方方言』には, 「ナイ

ヤ」について,

のうやと同意にして目下の物に用ひる語

としてある。

「ネーヤ」がある。 『全国方言資料』第6巻の「福岡県三井郡善導寺町」の

条には,

mコマカエドンガツァ　コ-チキニヤ　　　イカソヂャッカネ-ヤー

こどもの物は　　　買ってこなくては　いけないのかねえ。

というのが見える。

筑後地方に「ノヤ」「ノーヤ」の言いかたがきかんである。 「暑い　ノヤ。」

「暑カ　ノーヤ。」などと言う。 「ノヤ」「ノーヤ」が,とくに筑後地方に自由に

おこなわれているのほ,分布上,注目にあたいする。 (前提として「ノ」のよ

くおこなわれていることが認められよう。)
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rトヤ」複合形がある. 「テヤ」があるO 「チヤ」があるo

「クサヤ」がある。 『全国方言資料』第6巻の「福岡県三井郡善導寺町」の

条には,

fオッキ　ニモンバ　カタメタ

大きな　荷物を　　かついだ (-ン~)

ママクサヤ

ままね。

藤原注　「カタメタ」は「カタゲタ」のことか。 (岡野信子氏の教示によ

る。)

などとある。

大分県

本県下にも「ヤ」がまたさかんにおこなわれている。大畑堪氏は, 「大分県

南部の方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第-巻)で,

品位は, 「-」が高く, 「ヨ」がこれにつぎ, 「ヤ」は低い。 「ヤ」と「-」

とは,用法は,共通するところが多く,品位の点では,差がある。

と言われる。

県下の「ヤ」には,さそいの「ヤ」があり,命令やたのみの「ヤ」があり,

受けひきの「ヤ」があり(「そうね。」の意の「ホフ丁　ヤo」など),問いの

「ヤ」がある。問いの「ヤ」には,つぎのような言いかたが見られる。

○ド-　シタ　ヤーO

どうした?

大分市をはじめとして,県下にこういう言いかたがふつうにおこなわれている。

○ミズ　アベ　イ717ヂャロ　モー。

およぎに行くんだろうねえ。　(小男-I-同)

というのは,上の大畑氏の論文中に見えるものである0 -問いではあるが,

これは単純ではなく,推量の問いになっている。おなじく大畑氏の論文の中に

あるものに,
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oフす-　パテ~テ~弄　ア盲-　ヤ。

ふるい/ミケツがあるだろうがねO　　(車女一一一子)

というのもある。

問いの「ヤ」に近いものに「ニヤ」もあるのか.糸井寛一氏の「大分県方言

ところどころ」 (『言語生活』第六十六号)には,

中学生のやりとり,

「アノー,本貸セ-ノーo」

「アア,何ノ本ニヤ?」。

本ニャは本ヤ(本か)である。

というのが見える。 「ヤ」の発音がしぜんに変じて「ニヤ」となったか。 -

本県下だけのことではないようである。

願望の「ヤ」 (「たい」という助動詞の「タ」形を受けるもの)もあるかo

「よ」と言いかえられる一種の「ヤ」が見える。さきの大畑氏の論文には,

○ホッ軍手-　ゴメンナサンシー　亨O

(それではごめんなさいよ。)では失礼いたします。くわかれのあいさ

つ>　　(老女一・一一一育男)

の例が出ている。 『全国方言資料』第6巻の「大分県南海部郡上野村」の条に

は,

mア-　　フ(ン)ナリ　イチェ　クルヤ

ああ,　それでは　　行って　来るよ。

とある。小野米一氏教示の,南海部郡下の例は,

○アイテガ　ウマイケリ.i・-　チョ・-シガ　下すカー　亨-O

(ダンスは)相手がうまければ調子がつくよo　　(育男I一一一小野氏)

である。いずれも自分の思いを言う「よ」相当の「ヤ」である。

感嘆の「ヤ」と言ってよいものがある。小野氏教示の南海部郡下のものに,

○テ二ント　ウドマ万ス　ヤO

なんと廟を出すこと!　(中女-→小野氏)



第四章　ヤ行書文末詞　479

というのがある。

「ヤ」の変形「ヤン」があるのか。 『全国方言資料』第9巻の「大分県臼杵

市諏訪津留」の条には,

mオッチャー　イテ　　コイヤソ　　パー

なるほど。　行って　釆なさい,　ばあさん。

というのが見える。

テ　　　　　　　*

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず「ネ-ヤ」があるo lあ

のね。」も「アン　享二ャ.」と言っているOつぎに「ノーヤ」がある.

0オイド-　ソゲン　コツ　シテ丁ラ　石フ三一　7--*。

ぼくら,そんなことしていやしないのにねえ。　(中学生男--中

学生男たち)

は,豊後内部内の一例である。

「ヨヤ」というのもあるか。

「カヤ」がよくおこなわれている。

○首ニガラ　=ここガラ　亨タ　カヤ-0

もうはや来たかい。

は,国東半島内の一例である。
ノ

○ウテ丁　デーサンニ　テヤ　セ亭㌻タ　カヤ。

うちのじいさんに会いはしなかったかね。

は,豊後内部内の一例である。 「トカヤ」の言い~かたもあり, 「ソカヤ」の言

いかたもある。

「ンヤ」の問いの言いかたがあり, 「トヤ」の問いなどの言いかたがある。

「ワイヤ」の言いかたも-おこなわれている。

以上,九州を見おわって思われるのは, 「ヤ」文末詞の隆盛である。

九州南部-鹿児島県-では,ことに「ヤ」がさかんにおこなわれていて,
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しかも,その用法に,諸態・諸種のものの認められるのが特筆される。南島方

言上の「ヤ」文末詞に通じるようなものもここに兄いだされるのが,とくに私

どもの関心をひく。 (南島方言の異色がつよいのに負けて,私どもは,しばし

ば,南島方言を別格視しがちであるが,かえりみて思われるのは,南島方言だ

けを切りはなして見ることにはおぼれないようにしなくてはならないというこ

とである。)

九州方言内で, 「ヤ」の言いかたが上位上品の表現にもなっているのは,と

くに注目される。

福岡県下でなど,説明・表明の「ヤ」の兄いだされるのが,また注意すべき

ものである。中国地方では,この種のものが,とくに山陰の因幡に兄いだされ

て,興味が深い。

四　中国地方の「ヤ」ほか

中国地方もまた, 「ヤ」のおこなわれることのさかんな領域である。

山口県

本県下では,さそいの「ヤ」や,命令の「ヤ」のおこなわれることが,まず

いちじるしい。

○インヨ-マンヨーニ, ナロー　ヤー。

大の仲よしになろうよ。

は,長門北部でのさそいの「ヤ」の一例である。 (阿波陽氏教示)

問いの「ヤ」もよくおこなわれている。

○カす-ヂ　イ7-トモ-テ　ヤ-O

それをかついで帰ろうと思ってかい?　(初老男間)

は,周防祝島での一例である。
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「よ」と言いかえてよいような言いかたになるはあいも多いO長門西岸の-

・rt;iJiま,

一ノ

○コイ百一　すミガ　シテジャケ-　不言~/くイ　ノ喜一　デヤ-.

今晩は海が荒れてるから,いっぱい飲もうよ。

である。 「よ」とは言いかえてみるが,上例のばあい,共通語流の単純な「よ」
容塾

とはいくらかちがう. 「ヤー」とあるので,じつは,自分がさっさとその行動

をとる気もちがよくあらわされている。相手をさそいながらも,おのれが先ん

じて積極的に行動をおこすという「よ」の言いかけである。

○キレーテ　ヤ。

きれいなよ。

これは,周防祝島での一例であるが,編物のきれいなのを見て,自分の思いを

述べたものである。長門北部,青海島の,

○オ言才　アシテ　ヤッテ言方　ヤー。

おまえ,あしたなぐってやるぞ。

紘, 「よ」の「ヤ」のごとくであって,もはや「ぞ」と言いかえうるものであ

る。

感嘆の「ヤ」がある。

〇百コト　亨-.

ほんとにねえ。

などの言いかたが広くおこなわれている。祝島での一例は,
ノ　_

○ウ-ラ,キレ-ナ　-テ　ヤO

まあ,きれいな花ねえ。

である。青年女性たちは,上文の「ヤ」について, "調子ことば。何の意味も

ないがつける。 「ヤ」は「ね」にあたる。"と説明してくれた。

「ヤ」の言いかけには,総体に,自分本位のところがあろうか。 - 「ヤ」

に特殊な迫力がある。

つけそえて思うことである。近畿弁では, 「そうだそうだ。」のところを
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「デーヤ　テ-ヤ.」と言うoこのように,指定断定の助動詞を「ヤ」と言

っているところには,文末詞「ヤ」の訴え効果にも似た,あるよびかけ効

果ができていようか。 「ヤ」という音形の音効果と「サ」という音形の音

効果とのちがいの大さきも,明らかであろう。

本県下に, 「ヤイ」という文末詞も認められる。山陽線がわ,小郡付近の言

いかたには,

○ナ寺コ　言二テクJt7亨ィ。

なまこを買っておくれよ。

のような言いかたがある。この「ヤイ」は, 「ヤ」の変形「ヤイ」なのか,尊

敬法助動詞「ヤル」の命令形「ヤイ」なのか。長門北部の青海島で聞いたもの

には,

○イコ　亨イナ-.

行こうよ。 (さそう。)

とのことばづかいがある。これの「ヤイ」は, 「ヤ」文末詞の変形の「ヤイ」

なのか。岡野信子氏の教示によれば,萩市に属する見島には,

○オテ言ガ　ワすサニ　コ才　亨イo

お茶がわくから遊びにおいで。　(老女　-老女)

というのがある。

県下に, 「ヤ」の変形「ヤソ十もおこなわれているかもしれない。ところで,

『山口県方言調査』に見える,

カキヤン

ミズ-モツテキーヤン
ヽ_・'

などの「ヤン」は, 「ヤル」尊敬法助動詞の命令形の変形と見うる-ものか。

※　　※　　※

本県下には「ヤ」に関する多種の複合形がある。

「ノーヤ」がよくおこなわれており, 「ノイヤ」も見られ, 「ノ.ヤ」がまた周

防におこなわれている。
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0ィッパイ　弄-チョル　7ヤ-O

(せなかに)たくさんせおってるねえo

o百一　イモテテ二　ノヤ。

‖まあかわいそうなことヤ。"

は,周防祝島での二例である。中国地方内での「ノヤ」の存在は,注目にあた

いする。

周防東部に「ネヤ」も見える。 「アブ亨ヤO」 (あのねえ。)などと言って

msn.

「イヤ」もとりたてられる。

○幸二-　コリ　イ言　イヤ。

木をこりに行こうよ。

○タ言ゲタ　イヤO

おどろいたよ。

などと言っている。

「ゾヤ」 「ゾイヤ」もある。

「カヤ」もよくおこなわれているo
ノ

○イテン　カヤ。

帰らないかね。

などと言っている。 「カイヤ」もおこなわれているo

「ガヤ」もある。

○ソ青了二手丁二ニ　キテ,アラ了ロー　ガヤo

そんなにたくさん着て,暑いだろうねえ?

は,長門西北辺での一例であるo 「ガヤ」は東西によくおこなわれている0

日ヤ」もあり, 「トイヤ」もあるo「テヤ」もあるo「デヤ」もあるo

○耳-,ソすす シラン デヤ。

さあ,それは知らないよO

は,長門北部での一例であるo
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本県下での独特の複合形に「ホイヤ」がある。おもに,西部におこなわれて

いようか。

○コy蝣*蝣　天ヵ,オ~『γ　京イヤー。

これはおまえ,おれのだよ。

は,長門西岸での一例である。山口県下も,ことに長門地方によくおこなわれ

ていることばに, 「山口なまりの,あのソ,このソ」というのがある。 「この

ソ」は「それ」からのものであろう。 「ソ」が「ホ」にもなっている。 「ソ(ホ)」

は,文中の指示詞にもなっているが,また,文末の訴えことばにもなっている。

上文の「ホイヤー」の「ホイ」は, 「ソ(ホ)」に類するものであろう。上の「ホ

イヤー」は,どの程度に文末詞的なものになっているのか.棋垣実氏の「山陽L

道の巻」 (柴田武氏編『方言の旅』)に見える"下関の会話",

オリャア　チイサイ　コロニ　ノオ,　チッコオデ　ヨオ　フグ　ッリヨ
Ill

ッタ　ホイヤ。 (わたしは小さいころにね,築港でよくふぐを釣っていた

んだよ。)

の「ホイヤ」では,これの,文末詞としてのおちつきが明らかである。

いま一つの特異な文末詞に「バヤ」がある。岡野信子氏の教示によるのに,

下関市に属する,旧下関市の北方の吉見では,
_y

Oカー百万　フ亨ヨル盲トアル　ノミヤo

凧がふいてるようだよ。

などの言いかたが聞かれるという.この「バヤ」は「バイヤ」のつづまったも

のか。

広島県

広島県でもまた, 「ヤ」がさかんにおこなわれている。さそいの「ヤ」,命令

やたのみの「ヤ」のおこなわれることは,ごくふつうであるo

Oコテ-　ヤー。



第四章　ヤ行書文末訊　　485

こらえよ。

など,さとすような気もちの「ヤ」もよくおこなわれている。

問いの「ヤ」としては,
ノ

○どうどうして　クレン　ヤ。

と言ったような問いかたになる「ヤ」がこと変わっていようか。 「オス-サソ,

ナンボジャック　カイノ-.」(おばあさん,いくつだったかねえ?)との問い

に答えて,

○トラガ　ヤ-0

というのは, 「年がね?」との意の反問である。

迅MWa.

0ナン京デ喜　アリ寺サー　ヤ。

いくらでもありますよ。

などの言いかたもよくおこなわれている。報知・報告の「ヤ」と言いうるはあ

いも多い。

「よ」と単純に言いおさめるのに近い「ヤ」が,またよくおこなわれていて,

これが-特色をなしている。 「どうしようもないよ(さ)。」といった意味あいの

表現,

○ヤ~レフ　亨-.

oヤv-r-　　ヤー。

との言いかたは,ことによくおこなわれている。 -主として安芸にである。

これらは,まったく「よ」の言いかたである。説明して,

〇三一ガイニ　アガランノジャー　ヤーO

いいぐあいに上がらないんだよ。

というはあいなどの「ヤー」も,まさに「よ」である。 『全国方言資料』第5

巻の「広島県佐伯郡水内村」の条に見える,

mナンデ　ガンサーヤ

なん　　ですよ,
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との言いかたは,安芸地方の広くでよく聞かれるものである。安芸地方も西に

寄れば寄るほど,との種の「ヤ」がよく聞かれる。 「こんどの電車は廿日市行

きだよ。」というのでも,中学生たちが,

○-ツ百才チジャー　ヤ-0

と言っている。やや異なった例に,旧広島市の北郊での,

○ソ百二　キタティソジャニ　青二。

そこはきたないんだのに!

などの言いかたがある。 (子どものことばだと教示してくれた人もある。)

「ヤ」のことばづかいは,おおむね良品ではないものになりがちであるoけ

れども,ぞんざい・下品とはしがたい言いかたにもなって, 「ヤ」の品位差は

複雑である。抑揚の調子しだいでは,やさしさ・情愛の出ることもすくなくな

い。上げ調子の「ヤ」が,おのずからその時の愛情にふさわしい品をそなえる

こともある。本来,感声的なものである「ヤ」のことである。はあいはあいに

ょって,人は,これを,諸種の表現場面　品位別に活用しうるのであろう。

用法別ということもまたしかりである。元来,単純感声とも見うるものな

ので,人々がこれを利用するうちに,しだいにさまざまの用法別が結果さ

れてきているというしだいであろう。用いられることがいちじるしければ,

用法上の拡張・分割もいちじるしいはずである。

応答の「ヤ」もまた,他地方から見て,特別視されるものであろう。 「そう

かい。」と受けひく時に,
ノ

○ホー　ヤ。
ノ

と言う。 「ソー　ヤ。」とも言う。これらは,だいたい男性におこなわれるもの
ノ

であるO (女性は「ホ-　ネ。」と言いがちである.)おどろいて受けこたえる

時,ないし,ことの意外におどろいて答える時などに,上の言いかたが出がち

である。こういう「ヤ」の表現は,概して低晶である。上げ調子の「ヤ」はや

さしいものになるとはきまっていない。

^^K4　　瞳
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本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞でほ,まず, 「ノーヤ」がよくおこ

なわれている。

○了,亭フニョ　フ二ャ。

うん,きのうねえ。 (同意を求めて話しかける。)　　(小男間)

などと言われるo全県下に「ノ-ヤ」がよくおこなわれているo (ただし, 「コ
ノ

ンテ一　幸丁-　イカン　ノヤo」というようなはあいは, 「ノヤ」の「ノ」が

助詞「の」出自のものである。 「おまえはきょうは行かないのか?」の意のも

のである。)

「イヤ」との言いかたも,安芸内でいくらか見られる。

「カイヤ」 「テヤ」「デヤ」「ガヤ」などがおこなわれており,また「ワイヤ」

がよくおこなわれている。 『全国方言資料』第5巻の「広島県佐伯郡水内村」

の条には,

mマ-　ヤカマシー　ヒト　ダックデヤー

まあ　やかましい　人　　だったよ,

という「デヤ」例が見える。

○何々が　テテ　青-0

何々があるよ。

との言いかたは,県下によく聞かれるものであるが,この「テラ　苛-」は,

「アル　ワイヤー」のつづまったものである。

岡山県

'さそいの「ヤ」,命令の「ヤ」,願望あるいはたのみの「ヤ」などが,ふつう

におこなわれている。

○モー　4-yデ　貢丁=　ヤー。

もう帰ってねようよ。

ほ,島興部でのさそいの「ヤ」の一例である。
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「よ」にあたる「ヤ」もよくおこなわれている。内海島唄部での,

○スカン　ヤーO

(「すかんよ。」)いやだこと!　(女性　独話)

は,その一例である。県北の作州で聞いたものには,

○カす丁~下盲一　首-O

変わってるだろうよ。

のような言いかたがある。この「ヤ」の用法は,北の鳥取県下にさかんな「ヤ」

の用法に同じるものである。おなじく作州での,西部の,

○ゴンラ貢-　ヤーo

いらしたよ。

のはあいも, 「ヤー」が「よ」に相当している。 -当方の思いを相手に告げ

る「ヤ」である。

『岡山県小田郡方言集』には,

ヤラーヤ〔句〕　為るなア
「あの男は面白いことをヤラーヤ」

してゐるなア

との記事が見える。この例文の「ヤ」も, 「よ」と言いかえられないことはな

かろう。

問いの「ヤ」に,つぎのような言いかたのものがある。

○ド訂テラ　ヤー.

どんなもんだろうなあ。

○イケマイ　青-。センセ～。

いけんでしょう?　先生。

この二例は,作州西部で聞いたものである。 『全国方言資料』第5巻の「岡山

県真庭郡勝山町神代」の条には,

mナニュー　ショータンナラヤー

なにを　　していたのかねえ,

というのがある。備中島峡での一例は,
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0ソレガ　亨-0

それがね?

であるOどのような言いかたにも自由に「ヤ」をつけて,それで一挙に問いの

表現をつくるありさまが見られる。

感嘆の「ヤ」,

○イTシ　ャ。

気のどくや!

○キすすテ　亨-0

きたないわ!

と言ったような言いかたも見られる。

「ヤ」の「ヤイ」となったものも北部地方に見られるか。 「くれ　ヤ。」に対

する「くれ　ヤィ。」などがおこなわれていよう。

※　※　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず「ナ-ヤ」がいくらかお

こなわれており, 「ノーヤ」がかなりよくおこなわれている。

「ゾイヤ」もある。

○喜一キニ　ラITタ　ずイヤ。

は,とったひらめが大きかったことを・青年男子が説明したことばである0

(作州西部での聞き書きであるo 「才一キニ　ラITタ」は,いくらか,共通語

にひかれた言いかたかoこのカード検閲の識者は,このカードに, 「オーケナ

ック　ゾイヤ」と注していられる。)

「カイヤ」があり・ 「ガヤ」があるo 「ガヤ」がよくおこなわれている。 「シ

テフガ亨-o」 (知らないよo)などと言われているo rガイヤ」もおこなわれ

ているo 「ガイヤ」「ガヤ」は,気らくな,またはぞんざいな言いかたになる。

「トヤ」というのもあり, 「トイヤ」もあるo 「テヤ」もおこなわれている。

○天ナ　テヤo

するなっては。
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などと,これはぞんざいな言いかたにつかわれている。

「ワイヤ」も聞かれる。 -おもに北部でかO

島根県

山陰となって,島根県下の「ヤ」に,また,言うべきことが多い。石見・出

雲・隠岐を通じて, 「ヤ」がよくおこなわれている。 「ヤ」の品位は,大略,

中等品位のものであろうか。

本県下では,さそいの「ヤ」のおこなわれることがいちじるしい。さそって

念をおす気もちのものもある。

rたのみの「ヤ」としてよいものもよくおこなわれている。

○言~;~テ-　青-o

まってよお。

は,石見での例である。

○ソ丁　オラニ〔i〕モ　百才テ-　ヤ-0

それをわしにもおくれよ。

は,出雲南部での一例である。

○シ〔-i〕ッすり〔i〕ベン亨丁　サッ手首イ　ヤー。

しっかり勉強しなさいよ。

は,出雲での命令の「ヤ」である。石見での,

○オッテラト　すべテ　オク丁　ヤ。

ゆっくりとたべておくれよ。

ともなれば, 「命令」とはいいながら,たのみである。

問いの「ヤ」もまたよくおこなわれているO 『全国方言資料』第5巻のJ一島

根県大原郡大東町春殖畑鶴」の条に見える,

fチック　ツカニマシタヤラ　　　　ドゲニヤ-ヤ

少しは　使えましたでしょうか。　どうですか。
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の「ヤ」も,問いの「ヤ」とされようか。神都宏泰氏教示の石見西部例,

○亨㌻チャン　ガッヲ--　イッテ丁-　ヤO

~やっちゃん学校へ行ったろうかね。　(小男・-・-同)

では, 「ヤ」が「かね」と言いかえられている。

○ナン万一　ヤo

何がね?

は,島根半島北岸での一例である。 -男のこと峠とのことであった。

つぎに,よびかけの「ヤ」がおこなわれている。

感嘆の「ヤ」がある。

「ね」と言いかえられている「ヤ」がある。 - 『全国方言資料』第5巻の

「島根県那賀郡雲城村」の条に,

fナガシュ-　オータルケーヤー

長時間　　　背負って歩くのでね

とある。

「よ」と言いかえられる「ヤ」があるO高橋龍雄氏の「文章としての方言の

妙味」 ′(『万言』第二巻第八号　昭和7年8月)には,

まくれきっしゃるなや

との言いかたが見える。

「ヤ」の「ヤイ」となったものがある。

○ゴマニチイ。

おくれよ。

などと言っている.島根半島での調査の時は, "「ヤイ」をよくつける。日との

話しが聞かれた。出雲弁では, 「ヤイ」がしぜんに「ヤ-」ともなっている。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず,石見に「ノーヤ」があ

る。出雲に「ネヤ」がある。

○コ言ノ_　貫首了一　言ヤ。
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ここの土地へねえ。

などと言っている。 「ネヤ」が「ニャ-」に近く聞こえることもある。

「ゾヤ」がある。隠岐にこれがよくおこなわれており,ならんで「ズヤ」も

また隠岐によくおこなわれている。神部宏泰氏教示の「ズヤ」例は,
ノ

oTリャ　京ン丁ノ　-テシデ　ゴ事ンス　ズヤ。

それはほんとうの話でござんすよ。

○オドル　ズヤ
ノ　　-
-。イショー　シテ　ノ-o

踊るよね。衣裳を着てねえ。　(毛男I--神部氏)

などであるO　神都氏は「隠岐島五箇方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第-

巻)で, 「ズヤ」が, "主として中年以上の男女にもちいられる。そのうち,

とくに,女性にもちいられることがおおいよ　うである。品位は中等程度であ

る。‥と述べていられる。 「ズヤ」は「ゾヤ」からのものであろうか。 「ジヤ」

というのもある。神部氏の前論文にかかげられているものには,

○ヤッすテヤ　テンダ　ジヤ。

やるなんてことはそんだよね。　　(小・女)

がある。 『全国方言資料』第8巻の「島根県周吉郡中村伊後」の条には,

′イヤ　　ウチニ　オリマスズォヤ

いや,　家に　　おりますよ。

というのが見える。

「カヤ」複合形も本県下によくおこなわれている。 「ガヤ」もある。

○コ下盲　ガヤ。

子どもがね?

は,問いのことばである。

「トヤ」もおこなわれている。

○××チャ-ン.亨テ　言矛トヤーo

xxちゃん。出て来いってよお。 (かくれんぼ)　　(幼男間)

は,出雲での一例である。.石見にも「トヤ」がよくおこなわれているらしいO
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「テヤ」も石見・隠岐に見える。

鳥取県

本県下には, 「ヤ」に対する「ヨ」もまたよくおこなわれているので, 「ヤ」

の状勢としては,島根県下のにやや異なるものがあるとも考えられるか。

岡山県北部には-南部にもであるが-,ナ行音文末詞がさかんである.

鳥取県下には,ナ行音文末詞とともにヤ行者文末詞がさかんである。ここに,

陰陽の相違が見られる。

本県下の「ヤ」には,さそいの「ヤ」,命令の「ヤ」,問いの「ヤ」がよくお

こなわれている。

○ホン三　ヤーO

ほんとか。 (そうか。)

は,受けひきの「ヤ」と言えようか。

「よ」と言いかえてよい「ヤ」がまた,因幡地方では,かくだんによくおこ

なわれている。

○アルデフT-　可-0

あるでしょうよ。

は,鳥取市内の旅館で聞かれたものである。 -"あるんですか?"とたずね

たのに対する返事であるoおなじ日のこと,因幡の南隅でも, 「アルデラ~;~-

亨-。」というのが聞かれた。 「でしょう」の言いかたを受けて, 「ヤー」のく

るのが注目される。室山敏昭氏の教示によるのに,本県下の東伯郡,すなわち

伯者東部でも,

○ミヤワ　ティ　ソコデショ-　青-0

神社はついそこでしょうよ。

のような言いかたがおこなわれているというo 「/-一でしょう　ヤ-o」の言い

かたは,だいたい,因幡本位に,いくらかは伯者にもわたって,おこなわれて
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いるものか.未来形を受けての「ヤー」の,とくにこの地域におこなわれてい

るのは,注視すべきものである。因幡には,

○弄=ゥ丁ダラー　亨-O

大梅だろうよ。 (私が, "この梅は大きいですね。"とたずねたのに対

する返事である。)

などの言いかたもおこなわれている。やはり, 「だろう」の未来形を受けての

「ヤ」であるo 「ノー、一ましょう　ヤ-.」の言いかたも,むろんお手なわれてい

る。こうした「ヤ」が,老年者に限られることはなく,若い人にもおこなわれ

ており, 「ヤ」は品位のわるくないものになっている。

県下の東西に, 「ヤ」からの「ヤイ」も聞かれる。

※　　　※　　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ノーヤ」 「ノイヤ」がある.

「イヤ」がある。 『鳥取県方言辞典　後編』にも,

面白かったいや

などや例が見えるO生田弥範氏の『西伯方言集』にも,

シヨイヤ　　・-・しようよの意。勉強シヨイヤ。

とある。 「イヤ」がいろいろな表現のはあいにあらわれている。

○イす　イヤ。

は, 「行こうよ。」のさそいである。

「ゾヤ」がある。 「ゾイヤ」がある。

「カヤ」がよくおこなわれている。 「カイヤ」もよくおこなわれている。

「ガヤ」もよくおこなわれている。

「トヤ」「トイヤ」がおこなわれており, 「テヤ」もおこなわれている。生田

弥範氏の『山陰方言概論』には,

ててや-

の記事が見える。

あそばんててや(あそばないですかでわし方がない)

いかんててや(行きませんか　いきましようよ)
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「ダイヤ」というのもある。稲田浩二氏福田晃氏編『大山北麓の昔話』には・

ゥチニャ　マンダ　ヨメ　モラウヤ-ナ　コトニ　ナットラン　ダイヤ

という例が見える。

「ヮイヤ」 「ワヤ」の言いかたも見えるo

五　四国地方の「ヤ」はか

この地方にもまた, 「ヤ」のおこなわれることがさかんであるo

愛媛県

愛媛県下に, 「ヤ」のおこなわれることは顕著なものがあるo

命令・すすめの「ヤ」が,よくおこなわれているo

oT-　ステ　ヤo

そんなにするなま。

は,南予での禁止命令の一例である0 -下品の言いかたになっているo南予

で,ていねいに命令する一例は,

○マ-　ア弄フテスレ　ヤO

まあおあがりなさいよ。

である。命令というよりも勧奨である。県下には, 「オアガす　ヤーo」「オテ

斉す　ヤ。」 (お上がりよo)など,動詞連用形の言いかたを受けての「ヤ」の

使用がよく見られる0 -方に, 「オテ斉す-　ナo」などの言いかたもよくおこ

なわれているp 「ナ」どめの言いかたに対して「ヤ」どめの言いかたは,やや

くだけたものである。両種の言いかたとも,テンポのややゆるやかなのが特徴

である。宇和島市方面では, 「投ゲレ　ヤ。」などの言いかたもおこなわれてい

る。

勧誘の「ヤ」もよくおこなわれている。
ノ　ー-「一一一　-

0マリチャン,ノ、ン　デテ　キー　ヤo
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まりちゃん,晩に出ておいでよ。

ほ,松山市近郊での一例である。南予の南端部では,

○アソボー　亨-0

あそぼうよ。

などの言いかたがあって,これは「アソボー　3-。」よりもていねいな言い

かただというO 「ヤー」とはっきりよびかけて,その対他的な効果が, 「ヨー」

のはあいよりも品位にとんでいるとするのは,まさに推測をゆるさない,地方

の言語感情である。

依頼の「ヤ」が,またよくおこなわれている。

○コレ　オラ-テ　Fo

これを教えてよ。

○盲~フデ　ヤO

読んでよ。 (読んでちょうだい。)

は,南予での二例である。松山地方でも,この「′-一テ　ヤO」の依頼表現が

よくおこなわれている。若い年層の人たちに,わけてもこれが日だたしかろう

か.女性よりも男性のしきりにこれを用いるのが注意される。巨・＼一テ　ヤ。」

の言いかたは,方言心理のうえでは,かなり晶をととのえた言いかたともわき

まえられたりしていようか。一方には, 「′-一テ-　ナ.」の言いかたもある。

「ナ」どめのこれは,依頼・たのみというよりは,むしろ願望を表現するもの

と言ってよかろうかO 「ナ」ど迫の言いかたのはうが,より女性的かもしれな

い0-男性もこの言いかたをするけれども　cr>　テ　ナ。」の表現法のは

うが,より情緒的であろう。線の細さも感じられる。) 「ナ」どめのばあいには,

「テ」は「テ-」になるのがつねである。 「ヤ」どめのほうは, 「テ」の,のび

ないことが多い。そのはあい,ときにいくらかのぞんざいさも出る0 -男性

にこの「′一＼一テ　ヤ。」が用いられがちであるのも当然であろうo

問いの「ヤ」がよくおこなわれている。内海島興部の言いかたでは,

○ド-　シテ　ヤー。
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どうして?

などがとりたてられる。明白な問いである。

○ド-　シテ　ヤ。

どうしてか。

これも,内海島唄部での言いかたである.問いの「ヤ」は,上げ調子で, 「青
ノ　　ノ
ー」 「ヤ」と発言されることもあれば,下げ調子で, 「ヤ」と発言されること

もある。

○ホンT二言。

ほんとにね?

○コッ亨~ア　ヤ。

こっちのかい?

(このような言いかたは,おもに,年上のものから年下の~ものになさ

れる。ものやわらかさがここに出はするが,さりとてこれも,上品な

言いかたにはならない。)

などの問いの表現を見るにつけても, 「ヤ」の文末詞としてのほたらきが,明

確に看取される。自然発生的な,感動的な「ヤ」のおもかげが,なお,'こうい

うところに生きていよう。

受けひきの「ヤ」がある。内海島峡の大三島で,

○京二　青-O

ほんとねえ!

と言う。習慣化した受けひきの応答表現である。

○ホン丁　ヤー。

そうかい。

というのも,一種の受けひき表現である。

南予内に, 「よ」とでも言いかえてみたい「ヤ」がある。南予南端部では,

○イク　ト言ガ　テリャ　セテ　ヤO

行く所がありはしないよ(しないさ)。
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などと言っている。同地域でまた,

○オ盲~テレト　亨二。

おこられたよ。

のようにも言っている。 (土地の人は, "「ヤー」は人に言う時の語調だ。"と言

っている。)南予内の北部の二例は,

○下-　イタシマシテ　ヤ.

どういたしましてo (「いつもおせわになりますoJ予の返事)

○言レワ　芽了ラ　モー。

これはおいしいよ。

である。中予の島興部には,

○テノ　亨-0

あのよお。
一.ノ

のような言いかたがあるという.北部の島唄部では, 「インデクラ　ヤー。」

(帰ってくるよ。)のような言いかたがおこなわれている。 「ヤ」のよびかけは,

感声的なひびきのつよいものである。 「ヨ」にくらべると,訴えかたのおおは

はなものが,ここに感得される。上のような「ヤ」に,よびかけことばの単純

さ・純粋さが明らかである。

県下に,感嘆の「ヤ」と言うべきものもある。

○オッT盲シ　ャo

やれおそろしや。

というのは,県下に広く聞かれるものであるO 「オトロシ」または「オットロ

シ」の文語形がつかわれている。特定のものである。内海島峡では,

○マレ　サブ　ヤ。

やれさむや。

などの言いかたも,老年層に-1く聞かれる。老人が小さい子に向かって, 「苛

レ　オトロシ　ャ。」などとも言っている。これは,わざとおおげさに,おそ

ろしがって見せるものであるQいずれにしても, 「ヤ」のむすぴが,一種の古め
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いた言いかたをかもしている。こういうはあい,表現は下品ではない。内海大

三島などの言いかたには, 「亭~レ　ヤ。」 (やれやれまあ!)というのもある。

くたびれた時などのひとりがたりである。

南予地方では, 「オッ市シ　ャo」が, 「まあ!」の感嘆表現であるばあい

もすくなくない。

つぎに,願望の「ヤ」といってよいものがある。

○克タ　ヤ。貢タ　ヤ。

といったような言いかたがおこなわれている。反復表現のはあいが多かろう。

「富タ　ヤ7-0」などの,特定な言いかたもおこなわれている。

県下の,いろいろの「ヤ」の用法の中に,古相のものの,あれこれと兄いだ

されるのがおもしろい。古相のものは,だいたい下品ではない。古相ではなく

ても,用法の特定化しているばあいには,表現がさほど下品にはならないよう

である。

「ヤ」が「ヤイ」になってもいる。

※　　※　　※

当県下に, 「ヤ」に関する複合形の文末詞が,種々おこなわれている。

最初にとりあげたいのは「ネヤ」である。これは,県下の広域によくおこな

われている。 (ただし,伊予南端あるいは南方の,かなり広い部分には, 「ネヤ」

が聞かれず,内海島唄の大三島などにも「ネヤ」が聞かれない。)今治市・松山

市方面の「ネヤ」は,

○ラ~=ジャ　貫ヤ。

そうだねえ。

○テッイ　音ヤo

暑いねえ。

といったような調子である。大三島出身の私は,生徒時代の松山生活で,なか

なかこの調子になじむことができなかった。 「ノーヤ」は,お手のものなので

あったが, 「ネヤ」となると,さっぱりなじみなかった.
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県下,南寄りの喜多郡地方にも, 「ネヤ」がよくおこなわれており,

○デJテ　亨ヤo

あれはねえ。

○ス;ミテ ドープツワ　ネヤo

すべて動物はねえ。

などと言われている。

「ネヤ」は,したしいものどうしの問でなど,ごく気らくにつかあれるもの

である。男性どうLでの「ネヤ」は,ぞんざいにも聞こえる。こだわりのない

もの言いをささえるのが, 「ネヤ」であろう。 「ネ-ヤ」という形のとられる

ことはない。

「ネヤ」に関して一つ,注意すべきことがある。内海島興の岩城島などでは,

「ネ」のおこなわれることは,ほとんどなくて, 「ネヤ」がおこなわれている。

今治市方面,あるいは広く東予地方にしても,同様である。 「ナ」,あるいは

「ノ」が常用されていて,かつ「ネヤ」がおこなわれている。

今治市近郊のはあいを言えば, 「ノー」と「ネヤ」とがならびおこなわれてもおり,

「ノー」のほうが,すこしよいことばで, 「ネヤ」は,ややぞんざいないことばにな

っている。

松山市中心の中予弁にしても, 「ネ」の言いかたはすくなくて,まずは, 「ナ」

が頻用されており,かつ,一方で, 「ネヤ」がさかんである。以上のような「ネ

ヤ」存立は,一種,特異なものともいうことができよう。 「ネ」は,こういう

複合形のもとで,温存されているのか。あるいは,こういう複合形のもとで,

利用されているのか。--「ヤ」にしめくくられれば, 「よそことば」的な「ネ」

ち,ともかく,郷土弁のものとされるということなのか。 「ネ」のよくおこな

われる東京語などにほ, 「ネヤ」がない。

「ネヤ」についで, 「ノ-ヤ」の複合形が指摘される。 「ノヤ」と言われるこ

とは,ほとんどなさそうである.なぜ, 「ネヤ」には「ネ-ヤ」がなく, 「ノー

ヤ」には「ノヤ」がないのだろうか。ともあれ, 「ノーヤ」は,まったくおち
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ついた,土地弁のすがたである。県下に, 「ノーヤ」のおこなわれることは多

くなく,主としては,これが,東予内におこなわれている。北部島喚域は, 「ノ

ーヤ」の主域である.

0ソ=ジャ　フ~二ャ-0

そうだねえ。

は,伯方島の例である。

○オ盲~テロカッタ　7-ヤo

おもしろかったねえ。

は,大三島での一例である。

つぎに, 「ゾヤ」がおこなわれている。松山弁では,

○デフ　テラ　ゾヤ。

あれはなんだろう? (自問) (中女)

などと言われている。東予での例は,

・○~言コ　ドコ　ゾヤ。

ここはどこかな? (自問)

などである。 「ゾヤ」は,自問のはあいにも,よく用いられるのか。北部島塊

の,

○オトサン　ドコイ　イッタ　ンドヤ。

お父さんはどこ-行ったか。 (子どもに問う。)

は,問いのはあいの「ぞヤ」である。松山弁での問いのはあいの一例は,

○ドコイ　アキヨン　アヤ。

どこ-行ってるの?　(中女-1-小男)

である。柳田征司氏は,これを, "子供に対する愛情をこめた表現である。"

としていられる。

つぎに,当県下には, 「カヤ」のおこなわれることがさかんである。

〇百二　ヒカン　カヤ。

もう退職しないか。 (すすめ)
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は,中予での一例である。南予に,.

oイテ万　有ヤ.

oイケル　万ヤ。

やあ,いけないよ。 (どうにもしょうがないという気もち)

との慣用の言いかたがある。女性もこの言いかたをする。 『全国方言資料』第

5巻の「愛媛県北宇和郡津島町」の条には,

fヨ-　　メべ蝣!-'Jヤー
ffl

とても　食べらるもんですか。

とあるo 「貢ヤ」のアクセントの言いかた,ないしは「カ」も「ヤ」も低く発

音しおわる言いかたは,おもに中予南予におこなわれていよう。こういう「カ

ヤ」は,問いやすすめや,つよい打消あるいは反駁などに用いられているo問
ノ

いが,自問になることもある。北部島唄では,問いの「カヤ」が, 「カヤ」と
ノ

なりがちである。 「ホンマ　カヤ。」(ほんとうかい?)など。

「ヵヤ」の言いかたが,私どもの通俗のことばづかいの中で,しきりに用い

られているのは,興味ぶかいことである。考えかたによっては, 「カヤ」は,

文語調ふうのものとも見られよう。それが,このように,方言内の俗用のもの

となっている。

「カヤ」に叛する「ケヤ」がある。松山弁その他では,

○ホ-　ケヤ.

そうかい。 (肯定)

などと言っている。 「ケヤ」は「カイヤ」からのものであろうか。じっさいに

は, 「カヤ」に近くなっている。

○シラン　丁ヶヤ。

知らんのかい?

は,東予での問いの「ケヤ」である。中予で,つよい否定の「ケヤ」もおこな

われている。

「カイヤ」の言いかたもおこなわれているo
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「ガヤ」の言いかたもある。説明の気もちをあらわすのに用いられ,また,

指摘して問いかけるのにも用いられる。

'○こう　物が　高うチャ　ヤレン　ガヤ。

こう物が高くてはやっていけないよ。

は,東予での-事例であるO

つぎに, 「テヤ」の言いかたがとりあげられる。北部島峡で,

OKtテ　テル　テヤO

なんであるものか!

などと言う。 「テヤ」が,つよい反駁に用いられている。

「トイヤ」というのもある。

「ワイヤ」というのもある。東予方面では, 「ネヤ」と「ゾ」と「ワイヤ」

とが,おりあいよく共存し,あいともに,くだけた表現気分をかもすのに役だ

っている。中予では,

○マテ　ナン丁カ　ナティ　ヤ。

またなんとかなるよ(さ)0

○だれも　怒りゃ　セティ　ヤ。

だれも怒りはしないよ。

など,自分の考えを述べる言いかたとして, 「ナライ　ヤ」「セナイ　ヤ」など

の言いかたがよくおこなわれている。「ナライ　ヤ」は, 「なる　ワイヤ」から

のものである。「セナイ　ヤ」は, 「せぬ　ワイヤ」からのものである。

「ワヤ」も,ときに聞かれるか。私が得ている一例は,南予北域の喜多郡に

属する青島の,つぎのものである。

○ソガイナ

高知県

コト スルケンヤ　ワヤ。

そんなことをするからだよ。
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一般に, 「ヤ」がよくおこなわれている.

命令表鄭こ, 「ヤ」がよく見られる.-「ヨ」と「ヤ」とが・ならびあら

ゎれてもいる。命令表現に「ヤ」を用いたはあい,ことばづかいをやわらげる

ことがすくなくない。したがって,命令表現が, 「たのみ」や「すすめ」にも

なる。

〇百一　アガリ　ヤ.

まあ,お上がりよ。

○コッチャエ　マテ㌻テ　ヤスミ　ヤO

こちら-まわっておやすみよ。

などの言いかたが,県下によくおこなわれているoこのように,動詞連用形を

そのままつかった「命令」の言いかたのはあいは, 「ヤ」にむすばれたものが・

当然,やわらかな命令表現になる。 (「オ行き　ヤ。」などのように, 「オ」をつ

けることはないのがふつうのようであるoこれ式の表現法のはあいはI 「ヨ」

のつかわれることはすくない。)

○ソー　ステ　ヤ。

そんなにするなよ。

は,県下西南辺での,禁止命令の一例であるoこのようなのは・むろん・低い

品位の表現になる。 「見レ　ヤ。」といったようなはあいも,品位は低くなる。

おなじく西南辺での,

○ア有言テ　ヤ。

上がりなさいよ。

などというのがある。 「上がれ」が「アガッタ!」の表現法になっており,そ

の特異なものに, 「ヤ」のむすびがきているoこの種のものは,すすめ・あつ

らえの心情をあらわす特定の命令表現になっていると見られる0 - 「上がっ

た!」の命令の言いかたと「ヤ」の用いかたとが,よく吻合しているoくだけ

た気分でありながらも,おしつよくは言うまいとする・倣妙な気もちがよくあ

らわされている。



第四章　ヤ行者文末詞　505

要するに・広い範囲の命令表現では, 「ヤ」文末詞が,よくおこなわれてお

り,動詞命令形(禁止形も)を受ける「ヤ」,動詞連用形を受ける「ヤ」が,と

りどりによくおこなわれている。さきの「ア万言す　ヤo」のような言いかた

は・だいたい,県西南部の幡多郡方面に見られがちのものかo 『全国方言資料』

第5巻の「高知県幡多郡大方町」の条には,

mゼヒ　キテ　クレクヤー

ぜひ　来て　くださいよ。

mマ-　ソ-モ　ユーマイヤー

まあ　そうも　いってくれるなよ。

などの例が見える。

問いの「ヤ」がある。

「よ」とか, 「さ」とか言いかえてみてもよいような「ヤ」がある。土居重

俊氏の『土佐言葉』には, =高岡郡梼原村の二十台と三十台の男子の会話日の,

「ナニサマ肥料ガ高イケこ,ド-モナラナーヤ。」

何分にも　　　　から　どうにも手の出しようがないさ

という例が見えるo私が,県下中央部の南岸で聞いた一例は,
.- I

○フ亨~京
を

トメトカニャ-　ヤー

船をとめとかなくっちゃよo　(初老男一一育男)

である。つよく言いかける気もちの「ヤ」である。

反抗をあらわす「ヤ」がある。

「受けひき」の気もちを表現する「ヤ」がある。

t:>-. ∴

ほんとにね。

などと言っているo男女ともこの言いかたをしており,一般に古い人が言いが

ちである。

※　　※　　※

本県下での「ヤ」に関する複合形の文末詞としては, 「ネヤ」が第-にとり
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あげられる。 (「ネヤ」が「ニヤ」に近く聞こえることもあるか。)女性の説明

には, =男性はよく「ネヤ」を言うけれど,女は言わぬ。娘さんなんか全然言

わぬ"。などというのもあるが,総じて, 「ネヤ」は県下に隆盛である.うちと

けた間がらで,男性たちがこれを頻用していることは,明らかな事実である。

土佐ことばの特色を言いまとめたものにも,

○ゲ三 メッソ-　クダラン　ネヤ.

ゲニ(ほんとに)メッソ- (ひどく)クダラン(つまらない)ネヤ

(ねえ)0

などというのがある。 「ネヤ」は相手に言いかける気もちがつよく,かつ,相

手の同意を求める気もちもつよい。 「ネヤ」を目上につかうことはなく,した

がって,これを「上品」な気分でつかうことはない。

「ネヤ」が「ゾネヤ」「ゼネヤ」というようにも言われている。

○モー　ネテヮ　テンロ　ゼ耳ヤO

もう熟は出ないだろうよねえ。

は, 「ゼネヤ」の見える一一例である。 (土佐西南部のものである。)

つぎに, 「ヨヤ」という,めずらしい複合形が認められる。五年生男子(高

知市付近)の作文に,

ぼくが

「何年生」ときくと

「二年よや」

となまいきな言葉でいったので,はらが立った。

というのがある。土井八校氏の『土佐の方言』には,

今起きようとしてゐるところさ。

今起きよ-としちょるところぢゃがね。 (女)

ところよや。 (男)

との記事が見える。 「ヨヤ」は男性語か。

つぎに, 「ゼヤ」がある。 「ゼヤ」は「ゼヨ」とともに,土佐弁の特色を示す
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ものであろうO土居重俊氏の『土佐言葉』には, "旧山奈村(中村市)''の,

フトイバカゼヤイン(大変な馬鹿だよ,ねえ)

などというのが見える。

「カヤ」がまたさかんにおこなわれている。 (「カヨ」もあるけれども。)

「ガヤ」もある。

徳島県

命令の「ヤ」がよくおこなわれている。この地方では,

○首ニー　タケ　ヤー。

火をたけよ。

など,単純命令の言いかたに「ヤ」のつくのがふつうである。

問いの「ヤ」もよくおこなわれている。

〇万キノ　ホイ　青二o

垣のほう-ね? (すてるのをたのまれて問いかえす.)　(小男

中女母)

紘,南部山地での一例である。

さそいの「ヤ」があり,よびかけの「ヤ」があり,反発の「ヤ」がある。

感懐を言う「ヤ」がある。

○オッ丁㌃シャ。

やれおそろしや! (「ヤ」が上につながっている。)

は,南部での一例であり,
ノ

○キ耳~フジ-　ヤO

気もちがいいな! (にくい相手が失敗した時など。すっとしたという

こと。)

は,北部での一例である.

・県南部には, 「ヤ」の「ヤン」も兄いだされるか。沿岸地方には,
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〇万-チャン。　ゼ三　テレイ　モン。

かあちゃん,ぜにをおくれよ。

などの言いかたがあるO (ただし,土地の人には, 「イテン」をひとくぎりと見

る説明もある。 「いやなのですか。」があてられている。)

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヤ」 「ノーヤ」 「カヤ」 「カ

イヤ」 「ガヤ」などがある。

「行かないか。」とさそう時は,

○イ万フ　ヵ亨ヤO

などと言う。 「ノ-ヤ」が比較的よくおこなわれているかo

香川県

本県下にも,命令の「ヤ」,疑問の「ヤ」,よびかけの「ヤ」,感懐を言う

「ヤ」などがおこなわれている。
/　　_

○モチャゲイ　ヤ。キタラ。

(竿を)持ちあげろよ。 (鮒が)釆たら。

(命令形が「モチャゲイ」となっている。)

(小男間)

は,命令の「ヤ」の一例であるO
!

麗^^^^^^^^^^^^^^^^^^^s

まあうれしい!

は,感懐を言う「ヤ」の一例である。

以上の状況は,本土部と島興部とを通じて見られるものであるo

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヤ」 「カヤ」 「カイヤーJ

「ヶヤ」 「ガヤ」 「ガイヤ」 「ワイヤ」などがある。

「ヶヤ」は, 「そうかい。」の意で, 「そう　ケヤo」「ほう　ケヤo」などと言
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われている。この種の「ケヤ」が,つづいて伊予東部にも見られる。 『小豆島

方言』には,

アツチヤ　ソウケヤ　　ありやそうですか

との記事が見える。

「ガイヤ」の言いかたは,おしつけて言うきみのもの,あるいは,つよく自

分の気もちを表白しようとするものである。

六　近畿地方の「ヤ」ほか

兵庫県

県下に, 「ヤ」がよくおこなわれている。原朗氏の「神戸と比較した播州高

砂市方言の語法抄」 (『兵庫方言』 3)には, 「ヤ」に関する,

終助詞のヤは男子なら神戸でも普通である。所が高砂市周辺では女子でも

使うo但し男子はヤを低く言うが女子は高く言い。イントネーションに区

別がある。

の記事が見える。

県下に,問いの「ヤ」がよくおこなわれているO播磨西部での一例は,

○ド一万三　ヒタ　ヤー,.

どうしたんだ?

である。土地では,人が,この言いかたを, 「ド斉イ　ヒタンジャ　イヤー。」

よりは,よい言いかただとしている. 「--・・・・ -ジャ　イヤ-(ヤ。)」は播

磨に, 「‥- I .一、一ダ　イヤ。」は但馬に,よくおこなわれているo

Oドコイキ　亨-o

どこへ行くの?

などが,県東部でも,よくおこなわれているようである0 -山本俊治氏は,

「阪神問の方言」 (『兵庫方言』 2)で,この例をあげ, =ぞんざいな言いかたで
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ある。"としていられる。・氏は, =尼崎の浜ことばで,文末の「ヤ」が特長的に

とらえられる。 「浜のヤづくし」言われるほどである。"とも述べていられる。

問いの「ヤ」がつよまれは=なじりのいいかた日になる。清瀬良一氏は「神

戸方言の文末助詞」 (『方言研究年報』第-港)で,

○ナンデ　ァサ　京テズ　ヤ。　(青女-青女姉)

の言いかたをあげ, =これはなじりのいいかたである。品はよくない。日と述べ

ていられる。

命令の「ヤ」のおこなわれることが,またきかんである。 (命令が,すすめ

やたのみの気分をふくむこともある。)

○言イ　ヤ-。

"おいで。"

は,淡路島での一例であるO

○ムカシバナシュー　五二　ャ-.

昔話をしろよ。

は,但馬での一例である。

○(スク-クーに)アラテ　9V　ヤー.

は,神戸方言での一例である。 (清瀬良一氏上記論文による。)なお,清瀬氏ほ,

上記論文中で,

大阪地方では, 「はよ行き　ヨ。」ともいうが, 「はよ行き　ヤ。」ともい

う。神戸地方では,このようには「ヤ」をもちいないようである。ただし,

「はよ行音-　ヤ。」とはいうO

との記述を示していられる。阪・神ともに, 「オ行き」とは言っていない。和

田実氏は, 「兵庫県高砂市伊保町(旧　印南郡伊保村)」についての記述(『日

本方言の記述的研究』所収)で, 「ヤ」に関し,
:t　　　　　　　　　　.t

命令文に:-ヨ釆イヱ;-ヨ釆一旦。

との記述をしていられる。

あらわな命令表現のばあいを除いてのところで, 「よ」文末詞に相当する
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ノ
・'rヤ」もまたよくおこなわれているO淡路の「亭言㌻ト　ゴメン　ヤO」(ちょ

一つとごめんよ。)などである。おなじく淡路例に,

○タノ ンマショ　ヤ。

たのみますよo

Oスキスラずレ　ヤO

すき腹だろうよ。　(老女　大男)

などがある。おなじく淡路の,

○ソ~妄~三　テンダレ　ヤ-0

そこにあるだろう?

となると,これは, 「そろばんを貸してください。」と言った人に対してなされ

た応答であった。 -この「ヤー」は, 「・--・・あるだろうよO」というのでは

なくて,もっとつよいものであった。但馬でも「よ」相当の「ヤ」がよ.くつか

われている.北岸域での「　-デショー　キー。」(=・-・-デショー　ヨ。)は,

因幡地方の言いかたによくつながるものである。

「どうどうして　ヤ。」など,たのむ気もちで, 「よ」相当の「ヤ」が,よく

おこなわれていよう。あらわな命令表現のはあいの「ヤ」もまた, 「よ」と言

いかえてよいものであることは,言うまでもない。

さそいの「ヤ」と言うべきものもあるo　この種のばあいには, 「イ∵言　ィ,

ヤ。」 (行こうよ。)など, 「イヤ」の形がとられがちであろう。

「ヤ」の「ヤイ」となったものも兄いだされる。淡路では,

○チッh-7　カセー　ヤイO

すこしのあいだ貸せよ。

などと言っている。 「ヤ」の「ヤイ」が明らかであろう。神戸方面にも「ヤイ」

が見られる。

「ヤ」の「ヤン」があるのかどうか。 「-ヤン　カ。」の言いかたは,よく

おこ・なわれており,これは「ノー＼一ヤソo」ともなるよ.うである。この「ヤン」

杏, 「ヤ」.文末詞の「ヤン」と混同してはならない。
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※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形文末詞を見よう。

はじめに,但馬地方での「ナヤ」が指摘される。おもに老年層の人たちが,
I　ノ

○ア丁モ　ナ万テ首,セテン　フン下すマスデ　ナヤー。

あの男もなかなか,世間をふんでますからねえ。 (老男一一初老男)

などと言っている。淡路北部で,私は,老女の,

○ソソナ　モソ　テ二ャ。

そんなものをねえまあ。 (家の人が私に飲みものを出してくれたのに

対して,そんなものをと謙遜する。)　(老女一一藤原)

と~いうのを聞いてもいる。山内潤三氏は「赤穂方言の表現法」 (兵庫県方言学

会『播州赤穂方言の研究　語法編』　昭和31年11月)で,

「ナイ-」 「ナイヤ」- (ではないか)の意から軽く(だね)の意とし

て使っている。前例の場合だと

「エー天気ナイヤ」 (いゝ天気だね)

「ユー天気ナイ- I (右に同じ) (と土ヱの方が普通に使う)

との記事を示していられる。ここの「ナイヤ」は, =ではないか=-日だね日の

意のものとされているのにも明らかなとおり,上の「ナヤ」に類する「ナイヤ」

をとらえしめるものではない。

淡路などに「ニヤ」があるのかどうか。かつて私は,北淡出身の人から,

○コアヤ　三ヤ。

=これですね。 (問い)

の言いかたを教示されたことがある(p.406)

「ィヤ」という形態を見せるはあいも,県下に多い. 「ナ万ント　フこ盲　7

ヶ　ィヤ。」 (泣かないで早くいけよ。)などの「イヤ」である。おそらくは,

「行ケ」の言いかTたがつよめられて, 「イケイし」と発音されたであろう。しかし,

「ィ」音は,分立してきれいにひびく。それゆえ,今は, 「イ」文末詞も認める

ことができ,したがって, 「イヤ」複合形文末詞も認めることができ,る。 「イ
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ヤ」形は,命令表現に,また疑問表現に,また報告表現に,また勧誘表現にあ

らわれている。

○テ三芽　シ下方ず　イヤ。

何をしてるかね?

は,但馬北部での疑問表現のはあいであり,

○幸手-ワ　芽二了-ジオ　ショ-　イヤ。

きょうは大そうじをしようよ。

ほ,但馬南部での勧誘表現のばあいである。 「イヤ」のばあい, 「ヤ」がよく,

ものごとを相手に持ちかけようとする気分をあらわす。

「ゾイヤ」がある。これが「ドイヤ」ともなっている。問いの表現に用いら

れることが多く, 「ドイヤ」ともなれば下品である。

つぎに,問いなどの表現での「カヤ」がある。

○京チポチ　亨ラ~フ　ヵヤ-0

ぼつぼつおやりな。 (労働中の人-のあいさつ)

これは,淡路島南部で聞いた,労働に関するあいさつことばである。

「カイヤ」が,全県下によくおこなわれている。問いのはあいがあり,受け

ひきのはあいがあり,反駁のばあい,その他がある. 「カイヤー」が, 「ケヤ

ー」にもなっている。 (これが, 「キャー」に近くもなっている。)「カイヤイ」

というのもある。 「ガイヤ」が,県下の東西に見られる。

「ノ(ン)ヤ」がある。

「トヤ」がある。 「トイヤ」もある。 「テヤ」も淡路などで聞かれる。

○イテニ　ヤ.)ヤゲテ　フ亨　　AVダ　テ青.

磯にやりあげて船はこわしてしまったということだ。　(老男)

は,その一例である。

「ワイヤ」も兄いだされる。 『全国方言資料』第4巻の「兵庫県神崎郡神崎

町粟賀」の条には,
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mマ-　ムダニ　ワシヤッテ　　ジェン　ツカワヤ-ンワイ-ヤ

まあ　むだに　わたしだって　お金を　使いはしないよ。

とある。これには, 「ワイ-ヤ」が兄いだされる。

大阪府

府内全般に「ヤ」がよくおこなわれていよう。

ところで,佐藤虎男氏は「大阪府方言の研究(3)一　泉南部岬町多奈川方言の文末討

(I)-」 (『大阪教育大学　学大国文』第18号　昭和51年2月)で,

当方言では, 「ヤ」文末詞の行なわれることは,きわめて少ない。

と述べていられる。

問いの「ヤ」が,およそ全般に,よくおこなわれている。

○ダレノ　カパン　ヤ。

だれのかばんなの?　(女生徒間)

などの気がるな「ヤ」が,広く聞かれる。 「ソレ　テラ　ヤ。」(それ何だ?

それ何なの?)もまた,府下全般に通有のものであろう。大阪弁中心に,指定

断定助動詞の「ヤ」のさかんなことは言うまでもない。他地域の「ダ」または

「ジャ」が,当地方では,あざやかな「ヤ」である。 「ジャ」からの「ヤ」成

立には,ことによると,他方に,文末詞「ヤ」がしきりにおこなわれているこ

とからのさしひびきもあったりはしなかったろうか。また,こういうことも考

えられる。指定断定の助動詞「ヤ」が使用されるはあいにも, 「I7-ヤ。ラー

ヤ。」 (そうだ。そうだ。)など,助動詞「ヤ」の言いかけに,なお,感声的文

末詞「ヤ」のよびかけに共通する効果が,なにほどかは出ているかもしれない,

と。

命令表現のばあいの「ヤ」がまた,よくおこなわれているo (すすめ・たのJ

みにもなっている。)
ノ

○ソ芽二手ト　アテテ-レ　ヤ。

そおっとあけなさいよ。
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紘,敬態でのその一例である。府下の南部で経験したことであるが,

○とすノ ホーノ　　ミチ　イキナ-レ　ヤ。

下のほうの道を行きなさいよ。　(老男一一一藤原)

などと, 「ナ-レ　ヤ」がよくおこなわれており,これとともに,

○コIF耳`丁ナ-イ　ナ。

子どもを見なさいよ。

など, 「ナ-イ　ナ」の言いかたが,よくおこなわれている。 「ナ-レ」とあ

れば, 「ヤ」のむすびになり, 「ナ-イ」となれば「ナ」のむすびになる点が注

意された。 「むすびことば」の出現のおもしろさが,ここに見られよう。 (敬語

法研究も,まさに,文末詞までを,つづけて観察しなければならないことであ

る。敬意表現法体系上の注目すべき点が,ここにある。)
ノ

○シー　ヤ.

しなさいよ。

○シトキ　ヤー.

しておきなさいお
_　_　　/

○コッチ　ムキ　ヤ。

こっちへおむきよ。

など,動詞連用形の言いきりを受ける「ヤ」もまた,よく見られるものである。

府下の-知友は, 「掃き　ヤ。」と「掃き　ヨ。」とをならべ示して, =「ヤ」の

冷たさ""「ヨ」のあたたかさ"との解説をしてくれたO 「待首　ヤO」などと,

年長の女性が,年少のものに言った時など,やさしさがあっても,念おしのつ

よさもあろう。敬語法助動詞「ヤス」の用いられるはあいには, 「どうどうし

ヤッシャ.」など, 「ヤ」文末詞の,上にむすびついたものが見られる。禁LLの

はあいは, 「----ヤスナ　ヤ。」である。

命令表現の「ヤ」のばあいのはかで, 「よ」という文末詞に相当すると見う

るものが,つぎのようにおこなわれている。

クラヤ　　例　学校へいてくらや(来ますよ)
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これは,南要氏の『和泉郷荘村方言』に見られるものである。竹内徹氏責任編

集の『和泉方言の研究』 (大阪府立佐野高等学校国語研究室　昭和24年12月)

に見える例は,

シヌヒトモアルシ　ウマレルモノモアルンヤシヤ(死ぬ人もあるし生まれ

る者もあるのだ。)

である。

「ヤ」と言って,さそいになることもある。

「貸して　ヤ。」(貸してよ。) 「どうどうしといて　ヤ。」など, 「動詞連用形

+て」を受ける「ヤ」もまた, 「よ」と言いかえてみることができる。もっと

ち,この種のもののばあいは,全体を,命令表現の一種とも見ることができる。

-依頼表現とも言うべきか。ともあれ,この種の「ヤ」の用法も,府下にさ

かんである。 (近畿弁の-特色をなすものとしてよかろうか。)

前掲の『和泉方言の研究』には,

「オイヤァ,オイヤァ」 (そうだ。そうだ)

という,応答表現での「ヤー」も見える。

「ヤ」が, 「ヤイ」の形をとることもある。和泉地方に「どうどうしてくれ

ヤィ。」など,命令表現での「ヤイ」が,よくおこなわれているらしい。

摂津北部などに, 「ヤン」もあるのか。山本俊治氏は, 「大阪方言における文

末助詞(池田市のことばを中心として)」 (『方言研究年報』第-巻)で,

○シ′ラ~フ　ヤソO

Lらないわよ。　　(女学生同志)

などの例をあげられ, "「ヤソ」は,.わかい世代のおんなのことばである。"と

していられる。

※　　※　　※

大阪府下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヤ」 「-ヤ」 「カイヤ」

「ケヤ」 「ワイヤ」などがある。 『全国方言資料』第4巻の「大阪府大阪市」の

条に見える,
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:、三言(了)アノ芸孟孟三:シカ三

ホンマチバシカラmソ-デンナヤ　　　ウチワ

そうなんですよO　わたしは　いつも＼　!　　/

フネニ　ノッテネ

舟飢こ　　乗ってね。

での「ナヤ」は,ここにとりあげてよいものなのであろうか。

和歌山県

本県下についての,私の今日までの観察結果では,動詞命令形を受ける,早

純な命令表現の「ヤ」の例が,あまり得られていないo新宮市で聞いた。

○ノ青首妄言セ　ヤ。

飲ましなさい。

では,助動詞命令形の下に「ヤ」がきている。 『和歌山県方言』には,

キクアヤ　　釆なさい

イカマヤ　　行きなさい

という命令表現が見られる。 (ともに東牟婁郡のものである。)

問いの「ヤ」が見られる。 『和歌山県方言』には,

ナンスリヤ　　何するのですか

というのが見えるo (那賀郡のものである。) 『南紀土俗資鞘にも,

鯵はどうです旦空

というのが見える。 「リヤ」とあるのは, 「リャ」であろうか。 「リャ」の問

いことばの中には, 「ヤ」があるのだろうかどうだろうか。私が,南岸の串本

町で聞いたものには,

○ソ斉才~三　言-ケ　青タラ　テッイモロ　マ二。

そんなにたくさん着たら暑いだろう?

というのがある。 -問いとはいいながら,これは推想の問いであろう。似た

ような例には,
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ノ
○ソ弄才~三　言-ケ　耳クラ　ラッインド　ヤ。

そんなにたくさん着たら暑いだろ?
一一一4

0ダー丁モ　テカッタジャロ　ヤー。

だれもいなかっただろう?

などがある。 『和歌山県方言』には,伊都郡の,

シツテルヤア　　知ってるでせう

というのが見える。串本町で聞いた,
ノ

○オ前ンデ　ヤO

おもたいんだろう?　きっと。

は, 「ヤ」でたずねてはいるが,推悪のおもむきがつよい。いずれにもせよ,

「=---ド　ヤoJ「　　ザ　ヤ.」などとあると, 「ヤ」のよびかけ性能が,

くっきりとするようである。 (訴えの効果が明瞭だとも言えよう。)

反駁の「ヤ」がある。 『和歌山県方言』の例は,

ナックアリヤ　　何ともあるものか

であるO　南紀で私が聞き得た一例は,

○アティデ　ヤ。

あるとも!

である。

依頼・願望の「ヤ」がある。・ 「どうどうして　ヤ(ヤー)。」の「ヤ」である。

○ヨン亨　ヤo

Oヨンデ　マ-0

読んでよ。 (読んでちょうだい。)

は,私が串本で聞いたものである。

命令表現関係のものではなくて, 「よ」と言いかえられるものがある。 『全

国方言資料』第4巻の「和歌山県東牟婁郡古座町」の条には,

mナンヤ　　コノ　ツナ-　アマリ・-　タグッタアンノ　　オッキヤヤ　コ

なんだ,　この　綱は。　あまり　　たぐってあるのが　大きいぜ,　こ
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リャー

れは。

というのが見える。

よびかけや感嘆の「ヤ」がある。 『和歌山県方言』には,

=レヤア　　あれ-

オツテヤ　　おゝさうだ

などの言いかたが出ており, 『和歌山方言集」には,

アレヤー　間　何といふざまだ。 (驚き呆れたる時に用ふ)

との言いかたが出ている。

○コ石　ヤ.イ貢-マ　ヤ。　ワ青首　7-シ.

これさ。ねえさんよ。私はね。

は,新宮市域で聞き得た,よびかけの「ヤ」の見える例である。

県下の南北で, 「ヤ」が「ヤイ」にもなっている。

○-イ才~言Oァ手首　マヤ　セン　亨ィ.

いえ。わしはしやしないよ。 (多少反抗的な気もち)

は,南部での一例であるO

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞を見る。

「ナヤ」が,かなりよくおこなわれているか。 「ナイヤ」もある。

「ノヤ」も見られる。私が,西牟婁郡奥を調査した時は,土地の人の, =女が

「フ~ヤ」を言う."=女の人で,ちょっと上品に言うと「フ~ヤ」と言うO''との説

明もあった。 -男性は「ブラ」を言う,というわけかO　ところで,老男から

ち,私は,

○スフu rzトガ　スヤイ　アヤ。

することが早いねえ。

などを聞いた.県下に, 「ノヤ」「ノーヤ」も,かなりよくおこなわれているよ

うである・。 「ノーラヤ」というのもある.
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南紀の東牟婁郡には, 「ネヤ」がよくおこなわれている. (「ネ-ヤ」ともあ

る。)この状況は,東の三重県南牟婁郡にもつづく。 「アノ　ネヤ。」「何々は

ネヤ。」など,南紀に「ネヤ」がかなりよくおこなわれているのは,注目にあた

いする。阪神方面では,ふつう, 「ネヤ」が言われていないであろう。近畿地

方の,いわば中心域には, 「ネヤ」がなくて,そこから-だたった所に, 「ネ

ヤ」が存立している。 「ナ」文末詞の頻用される近畿の,いわば,中心部を距

った所に, 「ネヤ」が見られるのは,興味ぶかいことであるO考えてみると,

四国も,伊予土佐その他,広い範囲に, 「ネヤ」が存立しているO近畿的なも

のを共有する四国であって,しかも,近畿中心部からほなれた所に,やはり,

「ネヤ」がさかんなのは,おもしろいことである。 「ネヤ」の存立ひとつも,私

どもに,いろいろな問題をなげかけてくれるようである。

「ヨヤ」という複合形もある。

「カヤ」 (「カイヤ」も) 「ガヤ」がおこなわれている。

『和歌山県方言』には,

ユニワラヤ　　勝手にせよ

というのが見える。 (日高郡のものである。) 「ワラヤ」複合形がとりたてられ

ようか。「ワ」は「いい　ワ。」などという「ワ」で,つぎに「ラ」文末詞がき

て, 「ヤ」文末詞がきている。

三重県

三重県下に, 「ヤ」のおこなわれることがまたさかんである。他県地方でと

同様,ここでもまた,その表現品位は,高いものではない。

問いの「ヤ」が,よくおこなわれている。

○ホン了~青.

ほんとかね。

は,伊勢市で聞いたものである。 「ソレ　テラ　ヤ。」 (それはなんだ?)
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(それ何?)のおこなわれることは全域的であろう。

命令(ないしはたのみ)の「ヤ」が,よくおこなわれている。

○テカイ　-すすマセ　ヤO

中へおはいり下さいよ。　(初老男) 〔福江〕

は,佐藤虎男氏の「愛知県・三重県海岸線の文末助詞」 (『方言研究年報』第一

巻)に見えるものである。
ノ

〇号タ　オイデ　ヤ.

またおいでね。　　(小学生三男一一1-藤原)

(「おいで」形は, 「おいでなさい」命令形に近いものと見られる。)

などの言いかたは,県下に,よくおこなわれていよう。常態のただの命令,

「行ケ　ヤ。」などの言いかたも,むろんよくおこなわれている。
_　　ノ

○マッテ-　ヤ.

まってよお。

のような,動詞命令形のこない,依頼表現での「ヤ」もまた,おこなわれるこ

とのいちじるしいものである。伊賀で聞いた,
.-I

○-ヨ　カニッテッテ-　ヤ-o

早く帰ってきてちょうだいね。

は,人を送り出す時の,一つの慣用的な言いかたである。 -「ヤ」を「よ」

の意と見てもよい。

単純に「よ」と言いかえられてもよさそうなものが,いろいろに見られる。

佐藤虎男氏の上掲論文に見える,

○イ盲シ　ガクセ-ガ　亨-0

今さっき学生がねえ。　　(中女-同) 〔安乗〕

は, 「学生がよお」ととってもよいのではなかろうか。 -けっきょくは,

「-ねえ」にもなろうが。佐藤氏の同論文には,

○ア　+。 ~京す号　音-　ヤ。

ありゃ?　おれのがないや。　(小男・・-→同) 〔篠島〕
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というのも見える。山下喜善氏の「桃取方言集-言語生活指導の上から-」

(『三重県方言』第5号)には,

おおきんやあ　ありがとう

というのが見える。伊賀での一例,

○モー　-ナオ　キレク　ヤー。

もうはなおが切れたよ。　(来客中女--一店老女)

にも, 「ヤ」の自由な使用ぶりが見られる。

つぎに,動詞の志向形(未来形)をつかって言う,さそいの「ヤ」がある。

〇二こヨ　イIJ　ヤー。

早く行こうよ。

は,伊勢南部での一例である。

人の名をつかっての,単純よびかけの「ヤ」もあるo「ヒロミ　ヤ-。」(ひ

ろみや。)のようなものである。
ノ

「ええ?」と聞きかえす言いかた「ヤー。」というのもある。

「うれし　ヤ。」などの,感嘆の言いかたもおこなわれている。佐藤氏論文

に見える実例ほ,

○ウレッシ　ャ。

やあ,うれしい!　(小女一一1-同) 〔尾鷲〕

である。

県下に, 「ヤ」の変形「ヤイ」が,かなりよくおこなわれている。志摩半島

東岸で聞いた例には,

○耳ンべ　マイ。

というのがある。これは,三吉という人-のよびかけのことばである。よびか

けでの「ヤイ」,あるいはさそいの「ヤイ」などが,志摩地方には,よくおこ

なわれているようである。

○-ヨ　コラン　ヤ-イo

H早く来なさい。"
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は,紀州長島弁での一例である。 "目上の人に対して言う時だけ, 「ヤイ」をつ

かう。"という。 (「コラン」は「コランシ」か。)山口幸洋氏の「尾鷲方言の談

話資料分析」 (『三重県方言』第24号)には,

アンタ「モlユータレl-ヤ1ィ,

というのが見える。伊勢の北部にも伊賀にも, 「ヤイ」がある。

「ヤ」の「ヤン」となったものもあるか。県下紀州の西辺で聞いたものには,

〇六二テマン　フテ　キ青~テテ　すレ　モン。

ばあちゃん服を着せておくれよ。

があるO 「ヤー」とむすぶのがふつうであるという。人が「亨ン」に「青二」

を対置させているのは, 「亨ン」が「ヤ」相当のものであることを示すもので

あろう。

※　　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ネヤ」がある。

○テヤ　亨ヤ。

そうだね。

などと言っているO (伊賀例)県下の紀州には,和歌山県下からのつづきで,

「ネヤ」が,そうとうにさかんであるo

OTカテア　テネ手首　ユ-タ　首ヤo

めかけの姉だと言ったねえ。

は,県下紀州西辺での一例である. (ここで,人は, "よく「ネヤ」を言う。

女も「ネヤ」をよく言う。"などと言っている。)伊勢内にも,南北に「ネヤ」

が見られるようである。

近畿・四国とも, 「ナ」文末詞のいちじるしい領域に, 「ネ」はあまりおこな

われなくて, 「ネヤ」が見えるのは,興味ぶかいことである。

志摩の東岸やは,かつて, 「享-ヤイ」というのを,私は聞いている. 「サ

云イ　首ヤ　京-ヤィ。」(さむい日だねえ.)などo (=ひとりごとは「ネ」で

とめるe 「ヤイ」は,つれに向かって言;.、1t.ともあったo)
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県下に, 「ノーヤ」「ノイヤ」もあるらしい。志摩東岸では・つぎのように,

「ノーヤイ」が聞かれる。

○テンパ　サ云イ　盲ヤ　フーヤィ。

ひどくさむい日だねえ。

(「ヤナ～」の言いかたも,県下に見えるo)

「ゼヤ」という複合形があるo倉田正邦氏の「桑名武家ことば語尭」 (『三重

県方言』第2号)には,

イケンゼヤ　駄目だぞ,イケンゼともいうo

日常に使われる言葉には多い。

などの記事が見える。

県下に, 「ゾヤ」もあるらしいo

「ヵヤ」 (「カヤイ」も) 「カイヤ」があるo 「ガヤ」「ガイヤ」がある。

○ネ丁ソジャ　ガヤ。

ねてるんだよ。

は,紀州での「ガヤ」の一例である。

「テヤ」もおこなわれている。 『三重県方言資料集　志摩篇』には・

みよてや　　見なさい(和)

そ-やてや　そうですよ(国・船)

などが見える。

「ワヤ」などもあるらしい。

奈良県

「ヤ」のおこなわれることがさかんであるo

問いの「ヤ」がある。 「ソレ　デフ　ヤ。」(それなんだ?それなあに?)

などは,県下に広くおこなわれていよう。 - 「ヤ」が,指定断定の助動詞と

見られるかもしれないが,現状では,ものが, ,まさに文末詞然としていようo
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ノ

○ラート-　ヤ.

封筒をね?

は,吉野郡下で私が聞いた,問いかえしの「ヤ」である。 『全国方言資料』第

8巻の「奈良県吉野郡十津川村小原」の条には,

mオ-　　ベント-ワ　ドガイシテ　クレトリヤ-

ああ,　弁当は　　　どうして　　くれているんだ。

というのが見える。県北にも,問いの「ヤ」がある。

命令の「ヤ」が,よくおこなわれている. 「言タ　オイデ　マ二.」(またお

いでよ。)などは,一般的なものであろう。-女性に多い言いかたか。上例は,

命令とはいいながら,ていねいな言いかたである。 「早ウ　行キ　ャー。」など,

動詞連用形の言いかたを受けてむすぶ「ヤ」が,またよくおこなわれている。

「行キナ　ヤ。」は,禁止命令である。もとより,

○-ヨ　シマエ　ヤーo

早くおしまいにせよな。

など,単純命令のはあいにも, 「ヤ」がよく出ている。前記「奈良県吉野郡十

津川村小原」の条の,

mオカユ　　タ-トイテ　クL/リャ

おかゆを　にておいて　くれよ。

の「クレリャ」は,どういう言いかたなのであろうか。

依頼の言いかたがある。

○貢-チャン　エーO首㌻ト ワカシトイテ　ヤ。

すえちゃんよ。もっとお湯をわかしといてね。

のような言いかたが,一般的であろう。

「よ」と言いかえてもよい「ヤ」がある。吉野郡東部で私が聞いたものには,

○ムすジャ　ヤ-O

むりだよ。

との言いかたがある。
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「ヤ」の変形と見られる「ヤイ」があるo 『中和郷土資料』には・

クレヤイ　　下サイ

と見える。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する腐合形の文末詞では・まず,ど 「ネヤ」が,じつにさ

かんである。吉野郡東部域では,ことに, 「ネヤ」がよくおこなわれているよ

ぅである。かつて,十浮川の人は,私に・北山すじでは, 「ネヤo`アノ　ネヤo」

などの言いかたがよくおこなわれていると語ってくれたo上北山・下北山の地

方に, 「ネヤ」がよくおこなわれているO北山から北上した所の川上村で・私

が聞いた「ネヤ」例は,

○京㌻サン,ソ亨ヶド　マエアテ　ンカ言ヤ。

おじさん,だけどまにあうのかねえ。

などである。 「ネヤ」は,吉野郡の外にも兄いだされるようであるo県東北の

宇陀郡下にも「ネヤ」があるo西宮-民氏は, 「奈良県方言の待遇表現につい

て」 (『国語学』 36)の中で,

奈良県方言

としるしていられる。 -「ネヤ」とともに「ニヤ」もあるのかo

「ネ」のふつうにおこなわれることはなくて・ 「ネヤ」はふつうにおこなわ

れているのは,注目すべきことである。十ネ」が「ヤ」とむすびあわされたも

のは,独特の語感のものとして,近畿の人たちにも,よく受けいれられている

ということなのか。 (吉野郡下の「ネヤ」は, 「ニヤ」とあい近い性質のものな

のかもしれない.私が,川上村で聞いた「コ.)ヤ　ツマラン　貢ヤO」のカ-

ドには,土地の識者が, -「青ヤ」のところ-, =「ニヤ」なZ,べし。日と注

記していられる。)
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「ノ-ヤ」もある。

「カヤ」がよくおこなわれている。それの,問いになることは言うまでもな

いとして,はかに, 『全国方言資料』第8巻の「奈良県吉野郡下北山村上桑原」

の条には,

fケッコ-ナ　アリガター　モンジャカヤ

結構な　　　ありがたい　も.のですねえo

fアリャー　クローシトルワカヤ

それは　　苦労していますよ。

などの言いかたが見える。

「カイヤ」があり, 「ケヤ」もある。

〇十八年に　ナル　テヤーo

十八年になるかい。 (受けひきことば)

などと言っている。

「ガヤ」「ガイヤ」もある。

○テロタ　ガイヤー。

習ったよ。

ほ,書野郡下での「ガイヤ」例である。

京都府

全般に, 「ヤ」がさかんである。

問いの「ヤ」が,よくおこなわれている。

○京クモ　ヤー。

ぼくもね?　(男児1-→先生)

これは,丹後半島で聞いた一例であるO一年生の男子も,先生に, 「ニ亨寺二
ノ

ラテラ　ナン　スル　ヤo」(二回したら,つぎは何をするの?)と,たずねて

いた。 「ヤ」の問いかけは,かならずLも,品等の低いものになるのではない
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らしい。地ことばの「ヤ」の習慣というものが,そこにあるのだろうo京都市

方面での一例は,

○シンブラ　ソッチ三　ナ7　ヤ。

新聞はそちらにないか?

である。

っぎに,命令の「ヤ」が注意されるo 「言~ィ　尋。」 (来いよ.)などのはあい

はもとよりとして, 「どうどうしトクナ-レ　ヤ。」などの,ていねいな言いか
ノ

たが,よくおこなわれている。また, 「オ聞キ　ヤ。」(お聞きなさい。)のよう

な言いかたも,よくなされている。
-/I

○ゴメンヤッシャ。

ごめんなさいね。
ーノ

○オテ弄可亨シテ　オクL,ヤッシャ。

お上がりになってくださいね。

などの「一一一′.-I)ヤス　ヤ。」の言いかたは・いわゆる京都弁での特異なも

のであろう。

「どうどうしテ　ヤ。」の,依頼の言いかたも,府下にあるo　さそいの言い

かたもある。

丹後で聞いたことば, 「・・・=・-ザショー　青-O」 (・・・蝣-・・・でしょうよ。)の

言いかたは,山陰がわの,西の地方の言いかたに通うものであろうか。丹後半

島中部での例,

○モアス首イ　ニラカッタ　イヤ。

ものすごくえらかったよ。

というのもある。

単純なよびかけの「ヤ」や感嘆の「ヤ」もある。

「ヤ」の変形「ヤイ」もおこなわれている。 「それは何だ?それなあに?」

にあたる, 「---　ナン　ヤィ。」がある。

※　　※　　※

ノ
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府下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ナ-・ヤ」 「ノイヤ」 「イヤ」 「.ド

イヤ」が丹後にある。
一ノ

〇才二千ル　ドイヤー。

合っているのによお!

は, 「ドl Y」の一例である。

「カイヤ」が,やはり,丹後方面によくおこなわれているO

「ンヤ」は,府下に広くおこなわれていよう。

丹後に「トヤ」「ダーヤ」などもある。

○オテ~ティ　キトイデルトヤーO

お寺へ来ていられるそうだよ。

ほ, 「トヤ」の一例である。

「ワヤ」「ワイヤ」は,丹後その他におこなわれていよう。

滋賀県

「ヤ」がよくおこなわれている。

問いの「ヤ」が,よく見られる。

○ド言すすキャ。

○ド言手車　ヤo

「どこ行き」か?

は,湖西での例である。

命令の「ヤ」が,よくおこなわれているa

Oアッ亨　才ヶ　ヤ。

あっちへ行けよ。

○ア弄~レ-　ヤ。

上がれよ。

などと言っている。
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たのみ.・依頼の「ヤ」もある.彦根ことばでほ,

○コ-　シテ　クモ　ヤノー。

こうしてくださいよねえ。　(古老女)

などの言いかたがなされている。

さそいの「ヤ」もある。

単純に「よ」と言いかえてよいような「ヤ」もある。 『全国方言資料』第4

巻の「滋賀県高島郡朽木村」の条には,

mアケノヒニ　ミリヤ　オンナ　コッチャケンドヤ-

翌日　　　　見れば　同じ　　ことだけれどね。

というのが見える。

「ヤ」の「ヤイ」となったものも見られる。「ここへ　来い　ヤィ。」など。

「ヤソ」もあるのカ:、。前記の「滋賀県高島郡朽木村」の条には,

mソンデ　カナワンヤン

それで　かなわないよ。

とある。

※　　　※　　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ネヤ」があり, 「ニヤ」も湖
ft

東にあり, 「イヤ」があり, 「カヤ」「カイヤ」があり, 「ワヤ」「ワイヤ」があ

る。

「ダヤ」もある。前記の「滋賀県高島郡朽木村」の条には,I

′ゴツイ　ザイモク　ダシテー　カキ　シトッタッタダヤ

大きい　材木を　　出して　　垣を　していま、したよ。

というのも兄いだされる。

注　佐藤虎男氏は「滋賀県東辺東浅井郡吉槻部乳と・その周辺」 (『国文学

致』第十七号)で,

百二「三ヤ」 (文末部) -ワントコ三ヤ。オレ(君)0 (老男による)

〔書槻〕
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との例文をあげていられる。

近畿地方に関しては, 「それ　なん　や(やい)?」の言いかたを,あらため

て問題にする必要があろうかO 「や」は,一般的には,指定断定の助動詞とし

うるものである。 「それ　なん　や?」などのはあいにも, 「や」は,助動詞

ではないかとうたがわれもする。近畿地方の記述のさい,私は,この点につい

ての疑問を,兵庫県出身の清瀬良一氏にただした。清瀬氏は, 「それ・-なん

早?」の「や」は文末詞だと,直下に答えられた。 =文末詞と考えたのがすな

ぉである。日とも言われ, =「それ　なん　や?」の「や」に,今は,助動詞の

観念はない。"とも言われた。

いま言う「や」が,もともと,指定断定の助動詞であったとしても,現用の・

上来,とりたててきたような「ヤ(ヤイ) (ヤン・)」は,もはや文末詞化してい

ると見ることができるのではないか。

七　中部地方の「ヤ」はか

この地方もまた, 「ヤ」のよくおこなわれる所である。

福」巨IP.

若狭・越前の全体に, 「ヤ」がよくおこなわれている。

命令の「ヤ」が,さかんにおこなわれている。ぞんざいに言いほなす「ヤ」

から, 「オイデ　ヤ- (おいでよ。)」などの類にいたるまで, 「ヤ」の用いられ

かたに,はばびろいものがある.

問いの「ヤ」がおこなわれている。
2)

mオクエ　ゴンシタヤ 1) 「谷の奥」の意.

1)

奥-　　いらっしゃったのですか0　　2) 「ゴソス」は「来る」の敬乱

は, 『全国方言資料』第3巻の「福井県遠敷郡名田庄村納田終」の条に見える
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ものである。

「何々だよ。」と告げる「ヤ」がある。

○アカソクン　ヤーo

Hだめだと言うんだよ。"

は,越前中部での一例である。なお,私は,福井市で,初老の男子が女児に,

「いいかい?　こうするんだよお。」との気もちで,
ノ

〇一一一。ヤー。

いいかい?こうするんだよ。よお。

と,言いかけているのを聞いたことがある。ここには,独立のセンテンス「ヤ
ノ
ー。」が出ているが,今はこれに, 「ヤ」の「よ」的なものが明らかである。

○モヒトツ　すルイ　ヤ。

(泊という所は)もういちだんとことばがあるいよ。

紘,若狭中部での一例である。

さそいの「ヤ」がある。よびかけの「ヤ」がある。

「ヤ」が, 「ヤイ」ともなっている。

〇六ヨ　首-　亭ィ。

早くしろよ。

ほ,.若狭中部での一例である。 (この地方に, 「何ヤイヤ。」などの言いかたも

ある。さて, 「何ヤイ」の「ヤイ」は何であろうか。最後の「ヤ」が明らかな

文末詞であるのからすると,その上に重なる「ヤイ」は, 「何」を受けての助

動詞かのようにも思われる.土地の永江秀雄氏に,同様のお考えがあるO)

*

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ネヤ」がある。 -

若狭によくおこなわれていようか。 「ネ-ヤ」ともある。 (若狭に, 「ネヤ」の

『ニヤ」となったものもある。)

若狭に, 「ノヤ」もある。

越前に, 「ヨヤ」がある。
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若狭・越前に, 「イヤ」がある。

○モッ丁　ノンデ　すレ　イヤ。

もっと飲んでくれよ。

は,若狭の「イヤ」例である。

○ナニ　アルジャ　イヤー。

何があるんだ。

は,越前西岸の「イヤ」例である。

問いなどの「カヤ」が,県下に広くおこなわれている。 「カイヤ」も広くお

こなわれている。 「カイヤ」の変じた「ケヤ」もある。

○ドクショナ　盲ンジャ　ネ-　ケヤ。

毒性なものではないのかい?

は,越前東部での「ケヤ」例である。

「ガヤ」「ガイヤ」もある。

「テヤ」 「ワヤ」などもある。

○キす　ヮ亨-。

来たよお。 (敦賀行きの列車がはいってきたことを言う。)　(高校

生男間)

は,若狭小浜駅で聞いたものである。

石川県

本県下にも, 「ヤ」のおこなわれることがさかんである。

まず,命令の「ヤ」がある。ぞんざいな命令の言いかたに, 「ヤ」がよく用

いられている。とともに,一方では,能登の,
ノ

○亭寺㌻ト　イッテ　ゴザェ-シ　ャ。

さっさと行っておいでよ。

のように,中等品位のすすめの言いかたにも, 「ヤ」が用いられている。
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たのみの「ヤ」もある。

問いの「ヤ」もある。

「よ」と言いかえてよい「ヤ」もある。
I　/ノ

○芽二ゼ　オッタ　ヤ-0

おおぜいおったよ。

は,加賀での一例である.

○オヤ,イトシゲナェイ　ヤー。

=ぉや,いとしげないこった。"

は,能登での一例である。

よびかけの「ヤ」もあり,感嘆の「ヤ」もある。

「ヤ」に該当する「ヤイ」もある。能登半島輪島で聞いたことばには,

○クェイ　青ィ。

たべろよ。

というのがある。半島西北部の人に聞いた実例には,

○サ丁イ　マイ。

佐藤よ。 (佐藤という人によびかけることば)

というのがある。 「クエ」の言いかたが,しぜんに, 「クェイ」になっている。

-「イ」音ができており,それとともに「亨イ」の形が成りたっているO・・ま

た, 「サトー」の言いかたが,しぜんに「サTイ」になっており,それととも

に, 「亨イ」の言いかたが成りたっているO　これらの事例に散するのに'「ヤ

イ」は, 「ヤー」からしぜんに派生したものかと察せられる。能登に「ヤイ」

のおこなわれることが多く,

○アリガト　マイO　芽-キニ　マイ。

ありがとうよO　おおきによ。

などとも言われている。加賀にも, 「ヤイ」がおこなわれている。 『石川県方

言尭集』には,

BE函sas
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などとある。なお,同書では,助詞の「やノ部」に, 「や-」と「やい」とが

とりあげられている。

能登には, 「ヤ」に該当する「ヤン」もあるのか。 『全国方言資料』第8巻

の「石川県輪島市海士町」の条には,
2)

mソッデ　コンダ-　マダ　アトガ　ナンニャロガヤン

それで　今度は　　また　あとが　何だろうね。

2)　「コ」の「KJはやや有声化している.

などと見える。同巻の他地の例にも,問題視しうる「ヤン」が見える。

R・　!:　　*x

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナヤ」 「ネヤ」 「イヤ」

「ゾヤ」などがある。「ネヤ」が,このほう(ことに能登)にもまた,よくおこ

なわれている。愛宕八郎康隆氏は,能登島で, 「ネヤ」が「ネ」よりも品位が

低いことを見ていられる。

○ソy-e　チゴー　ゾヤ。

それはちがうよ。

は,能登の「ゾヤ」例であり,

○アレ三言　ピッアリシタ　ゾヤ。

あれにはびっくりしたよo (川ねずみにかまれた話し)　(中男問)

は,加賀での「ゾヤ」例である。

「カヤ」 (「カヤン」も) 「カイヤ」 (「カニヤ」も)もよくおこなわれている。

「ケヤ」もある。

「カトヤ」もある。

「ガ(ガ)ヤ」 (「ガ(ガ)イヤ」も)もよくおこなわれている。これらのばあい

紘,紘体に,品位度の低い表現ができていよう。 (「ガ(ガ)」の音感の作用があ

ろうか。)

「テヤ」があり, 「ワイヤ」「ワヤ」があり, 「モンヤ」もある。
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富山県

本県下にも「ヤ」がよくおこなわれている。

命令の「ヤ」は,

〇万~ラニン　首　ヤー。

ごめんな。
_　　/

○ヤスマレ　ヤ。

おやすみなさい。 (晩のあいさつ)

などである。命令とはいいながら,後者例のように,敬語法がとられると,命

令も,ていねいな勧奨となる。

さそいの「ヤ」は,

○オッ貢チャン, -ヨ　ゴスンオ　タベ言　ヤ。

お母ちゃん,早くごほんをたべようよ。

などである。

問いの「ヤ」は,
一ノ

○ヤー。

(問いかえしの返事)

などである。

単純に, 「よ」と言いかえることのできるものは,

fアレ-　ヨカツタヤ

あれ,　よかったよ。

などである。 (『全国方言資料』第3巻「富山県下新川郡入善町中摺戸」)もの

売りの人に対する老女の返事,
～　　　　　　　H　　ノ

○アレ　キョ-　ヨカッタ　ヤ。

あれ,きょうはよかったよ。

というのも, 「ヤ」が「よ」にあたっていようか。

よびかけの「ヤ」は,
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0オス-チャン。オヌーチャン　苛-0

おばあちゃんoおばあちゃんよお。 (隣室からよびかける。)

などである。

感嘆の「ヤ」もある。

本県下に, 「ヤ」の「ヤイ」もある。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ノイヤ」があり, 「ネヤ」

がある。

○ウデブテ　行って　貢ヤ。フニス　ワタッテ　亨ヤ.
ヽ-・　　　　　　　　　　　　)

宇奈月-行ってねえ。橋を渡ってねえ。

は,県東部での「ネヤ」例である。

「ゾヤ」もある。県南隅では,

○タブム　ゾヤQ

たのむよ。

などと言っている。 (-これは,友人間でのものであった。)

「カヤ」があり, 「カイヤ」があり, 「ケヤ」がある。
ノ　-

○--　ソ-デス　テヤo

はあ,そうですかいo (受けひき)　(老女-→中女)

は,富山市近郊の「ケヤ」例である。

「ガ(ガ)ヤ」がよくおこなわれる。

○カテ　ムイテ　ずシャ　エー　斉ヤ。

皮をむいて出せばいいんだよ。

は,県北での一例であり,

○言ク　コ言イ カエッチ　ゴザック　ガヤ。

またここ-帰っていらしたんだよ。

は,県南での一例であるo 「エー　TW)ヤ.」の言いかたは,県下によくおこ

なわれていよう。
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「テヤ」などもおこなわれているo

新潟県

本県下にも, 「ヤ」がよくおこなわれているo命令の「ヤ」カ亨あり,さそい

の「ヤ」があり,問いの「ヤ」がある。

○イ万フシ　ャ-0

行きなさいよ。

は,佐渡での,ていねいな命令(すなわち勧奨)の「ヤ」の例である。

○コ17クTUレ　ヤ。

これをくれろよ。

は,長岡市方面での,通常命令の「ヤ」の一例である。 (-命令とは言って

ち,動詞「クレル」が用いられているので,現実には,これはたのみになって

いる。)

OTニチャ ドコイ　イッタ　ヤー。

父ちゃんはどこへ行ったか。　(大男-→・小男)

は,県西南辺での,問いの「ヤ」の一例であるo　これは,おとなが子どもに,

すこしもつくろわないで,いわばぞんざいに,しかもある程度のやわらかさを

もってたずねているものである。

本県下に,単純に「よ」と言いかえてよさそうな「ヤ」の用法がさかんであ

る。

まず,佐渡にこれがいちじるしく,
ノ

○マテシテ　ノムンジャ　ヤ。

かきまわして飲むんだよ。 (コップの砂糖水)　(母おや-→幼児)

○下ニヵ　タブラマス　ヤO

どうかたのみますよ。

などと言われている。
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0-有事フ　ノポッテトリャ才二ンダヤ. <架稲木に登って取ればいいん

だよ>

これは子供同志のことばである。

は,押見虎三二氏が, 「佐渡方言の文末助詞について-両津市大字片野尾に

おける-」 (『方言研究年報』第-巻)の中にあげられたものであるo越後で

の例は,長岡市方面の,
-　　一ノ　　　　　　　　　ノ

〇百ト　コ言イ　ス耳すダイ　ツクッテ　ヤー。アテ　ホッチ　ャI.

もと,ここへすべり台をつくってよ。穴を掘ってよ。 (と,雪にあそ

ぷ少年の説明がつづく。)

などである。 『全国方言資料』第2巻の「新潟県糸魚川市砂場」の条には,

mタイショー　オー　ジューイチネンカ　ニネンゴロ　ツイタダナイケヤー

大正　　　　　　11年か　　　　　　2年ごろ　　ついたのじゃないか

オL/　　ソ-　オモーダヤ-

な。　おれは　そう　思うんだよ。

などと言うのが見える。

本県下に, 「ヤ」に相当する「ヤイ」もある。 『佐渡昔話集』には,

「あゝ寒いこった,居るかやい」

などとあり, 『全国方言資料』第2巻の「新潟県岩船郡朝日村高根」の条には,

fキータラ　ソンマ　モドッテ　コ-ヤイ　　　ジーヤ

闘いたら　すぐ　　帰って　　来なさいよ,　じいさん.

とある。

※　　　※　　　※

本県下の「ヤ」に関する硬合形の文末詞には,まず, 「ナヤ」 「ノヤ」 「ネヤ」

がある。当地域にも「ネヤ」形の兄いだされるのが注目される。

fホント　　　エー　コラッタガノーヤ

ほんとうに　いい　子でしたがねえ,

は, 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡相川町大倉」の条に見える「ノ
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-ヤ」例である。 「ノヤ」などは,さほどよい言いかたではないらしいo

「ヨヤ」 「イヤ」がある。 『全国方言資料』第2巻の「新潟県中魚沼郡津南

町結束」の桑には,

fホットニ　　タノシミダッケガナ-　イヤ

ほんとうに　楽しみでしたがねえ。

と見える。

○ミゾクンジョケ　盲~亭二七

水をくんでおけよお。
_　一ノ

は,佐渡西北で聞いたものである。ここでは,念おしのよびかけに「ヨ-ヤ-。」

とも言っている。

「ゼヤ」が,佐渡にも越後にもある。押見虎三二氏教示の,県南陣,秋山郷

方言での「ゼヤ」例は,

○ムカシカラノ　貢ジーサソナンカ　了ンネソ　前。

昔からのことを知っている大年寄りのおじいさんなどはいないようで

すよ。

である。

「カヤ」が,問いやさそいや受けひきや抗弁などに,よくおこなわれている。

○亨-,アラ~;丁フ　ヵ耳-。

よお,あそはないかね。

は,越後西南辺でのさそいの「カヤ」の一例である0 -このはあい,文頭で

の「青-」のよびかけがあって,またしても文末で「ヤー」と言っているのが

注目される。 「カヤー」の「ヤー」も, 「よ」ととってもよいものである。気や

すくさそう時,こういうよびかけになるのであろう。

「ケヤ」もある。

「ガヤ」もある。

「トヤ」も見られる。 『佐渡昔話集』での一例は,

兎どんは火をつけて置いて逃げて了うたとやア。
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である。 「トヤ」が,越後北部では,しぜんに, 「ドヤ」ともなっている。

その他のものに, 「テヤ」「ワイヤ」「ワヤ」などがある。

岐阜県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法が,おもにとりたてられる.

まず,命令の「ヤ」がとりたてられる。

○コイツ　チョット　ミトクL'耳イ　ヤ。

これをちょっと見てくださいよ。

などともあるo (飛騨高山での一例) 『岐阜県方言集成』には,不破郡の,

とってきいや　〔句〕　取って釆なさい。

が見える。同書には,岐阜市の,

くるや　〔句〕　お出でなさい。 (小児語)

との言いかたも見える。

つぎに,問いの「ヤ」がとりたてられる。

○テンチ　ュー　ナマエ　青一。

なんという名前なの?

は.美濃北部での一例である。 『岐阜県方言集成』には,可児郡の,

行くのを止めてや-行くのを止めましたか。

が見える。

感嘆の「ヤ」もとりたてられる。 『岐阜県方言集成』には,

おっとろLや　〔句〕　　驚いたな。

などが見え, 『郡上方言』にも,

インニャ　マ-　ウイコトヤ(あれまあ,お気の毒ねえ)

などが見える。

つぎに,単純に「よ」と言いかえてよいような「ヤ」の用法がとりたてられ

る。美濃北部で聞いた言いかたには,
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ノ　　　　　　　ノ　　　　　　ノ
○チ耳イ　ウキブクロヤックモンデ　ヤ。ホイクラ　ヤ。一一一　ヤ。=-・

0

小さい浮袋だったもんでよ(ね)。そしたらよ(ね)0 --・-=よ(ね)0

.　　(少女1-ナ藤原)

などがある。上の例では, 「ヤ」のよびかけが連発されており, 「よ」とよびか

けているのではあるが,その意は,共通語の「ね」のはあいのようなものにも

なっている。 『全国方言資料』第3巻の「岐阜県揖斐郡久瀬村西浮汲」の条に

は,

mソ-ユー　フシモ　アックシ

そういう　歌も　　あったし, (∫ (笑))

マンダ　　　　　チガッタ

まだ(はかに)　違った

フシモ　アッタ～2)　ヮスレテマッタヤー

歌も　　あったが　　忘れてしまったねえ。

2)　上昇的イントネ-ション。 r　　が」の意をあらわす.

とあって, 「ワスL,テマックヤー」が, 「忘れてしまったねえ」と言いかえられ

ている。

「ヤナ-」の言いかたも,慣用されているらしい。
//

○ヨ-　キトクレン耳㌻タ　ヤナ-0

よく来ておくれなさったよね。

紘,飛騨高山で聞いたものである。 「よな」と言ったような調子で, 「ヤナ」

を言っているか。

「ヤ」に相当する丁ヤイ」がおこなわれている。 『岐阜県方言集成』 『東濃方

言集』などに, 「おくれやい」が見える。 『岐阜県方言集成』には,なお,

かんねしていやい　〔句〕　　堪忍して下さい。

などともある。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヤ」 「ノヤ」 「ネヤ」, 「-

ヤ」, 「ゾヤ」, 「カヤ」「カイヤ」, 「ガヤ」「テヤ」, 「モヤ」などがある。



第四置　ヤ行者文末詞　543

0ムカシノ　テヤ。

昔のねえ。

は,美濃北部での「ナヤ」例である。

○イ三ブ　ヒ高下モトッチョルシ　亨ヤO

雑誌『家の光』もと.ってるしねえ。　(中男間)

は,美濃南部での「ネヤ」例である. -やはり本県下にも, 「ネヤ」がおこ

なわれているo 『岐皐県方言集成』の揖斐郡の条には, 「ねや」についての,

〔感〕ねえ。 (同輩に)

との記事が見える。

OTヨコサンo Tッノ　コト　言ヤーo

みよ子さんO　いつのことなの?

は,美濃北部での「-ヤ」例である。 「-」の問いに, 「ヤ」がついているとい

ったようなものか。 (こ?「ヤ」は, 「よ」と言いかえてよいものであろう。)
ーノ

〇二ヤ　オ盲万 カヤ-o　モー　ジキ 万-0

もうおひるかね?もうすぐかい?

は・よくおこなわれている「カヤ」の一例であるOさそいの「カヤ」もある。

抗弁の「カヤ」もある。

○ラ二デス　カーyラ~ラテヤ。

そうですかしらねえ。 ("ここには長命の人が多いですね。日と私がた

ずねたのに対する老男の返事)

は, 「テヤ」の見える例である。
ノ

○ラ二ジャ　モヤ。

そうだもんね。

は,飛騨高山で,北方,古川町のことばe=して教示されたものである.教示者

は, =ミンデ　ュー　モ。=(みんな言うもの。)とよく言った。この「モ」と

おなじ「モ」に「ヤ」のついたのが,上の「モヤ」か。
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愛知県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法がとりたてられる。

命令の「ヤ」がある。 「コッ亨　p=イ　ヤーO」 (こっちへ来いよo)などの

言いかたは,つねのことである。動詞連用形の言いかたに「ヤ」をつけること

が,よくおこなわれている。江端義夫氏教示の「愛知県常滑市方言」の言いか

たは,

○夕べすヤ。 (おあがりなさいよ。)

○スワすヤ。 (座りなさいよ。)

などである。私が知多半島で聞いたものには,

○ヒ言-キガ　キすニ　ミ　亨-。

飛行機が来たからお見よ。

などがある。 「ミ　亨-」は, =ちょっと上品なことばO''‖よその子に言うの

には,ふつうこれをつかう。"とのことであった.知多半島に「見す　ヤO」も

おこなわれている。佐藤虎男氏教示の,知多半島頭部での他のものは,

○メラ首　ヤすン　ヤ。アノ　コこ。

メジロおやりよ。あの子に。

である。尾張北域でも,「マー　ユックリ　シ　ャ-O」(まあゆっくりおしよ.)

などの言いかたがおこなわれている。

問いの「ヤ」がある。尾張では,
-　　　　　　　　ノ

○ドケ-　イキャ-ス　ヤo

``どこへ行きなさるかね。"

などと言われている。三河渥美半島では,

○イッ下す訪ソ　モー。

``行ってくれませんか。"

などと言われている。三河奥の一例は.
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0オッT-,ド言ア　イッす　ヤー。

おやC,どこ-行ったかい?

である。高瀬徳雄氏の, 「豊橋方言の文末助詞についての実情報告」という,

私に寄せられたご手稿には,

○京イド=ダン亨-.ナ貢ルカンヤー。

どうだね。なおるかねえ。 (自転車修理)　(中勇一一同)

'.などの例が見えるo

感嘆の「ヤ」がある。

〇号-　キフ~下クナ　耳-o

まあきのどくなこと!

○キ耳フテー　マ-0

すばらしいなあ。 (すてきだなあ。)

fi:どと言われている。

共通語の「よ」とか「な」とかにあたる「ヤ」がある。三河例は,

○ナニモ　シラン　オジサンダ 育-0

何も知らないおじさんだよ(なあ)0

などであるO高瀬徳雄氏の「豊橋方言の文末助詞についての実情報告」 (『方言

研究年報』第一巻)には,

○ダイジョーブカネo TヤIEヤサセル　ヤ-0

大丈夫かしら。ひやひやさせるわ。　　(青女-女学生1---同)

の記事が見えるO　この一種の言いかたは,三河方面によくおこなわれているらし

いo 『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作手村菅沼」の条には,
5)

′ソンナ　ナンダナェーア　イカンデイカンデヤー

そんな　なんですねえ,　行かないわけにはいきません狛え0

5) [na≡:]

その他の「ヤ」例が見えている。

三河では, 「ヤイ」が聞かれる。
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0ワシブ~すチIEイ　ヤィ。

わしのうち-来いよ。

は;渥美半島での一例である。高瀬徳雄氏の前掲の論文には,下のものがある&

〇才マ ナンジダ　ヤィ。

(おい)いま何時だ。 (育男一一一同)

※　　　※　　　※

本県下のrヤ」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナヤ」 (「ナ-ヤ」も)

がある。

○ヤー,テンドル　テヤ。

やあ,こみあっているねえo (バスの混難のこと)

は,三河南部での一例である0 - 「テ-ヤ」もよく言われているかo 「デー

ヤイ」もあって,よくおこなわれている.佐藤虎男氏は,尾張,知多半島頚部

での「デーヤイ」を教示せられた。

○キ7-　セン　デーヤィ。

切れはしないねえ。 (刃物のこと)

というのである。

「ネヤ」もある。清瀬良一氏は,三河西部の刈谷付近の文末詞について,

○言ク　カテ~;~す　すヤ.

よくかあったねえ。

○ツレテ　ィッテ クレテ　ネ-ヤ。

(旅行に)つれていってくれてねえ。

などの例を教示せられた。

「ゾヤ」 「ゾヤイ」もある。芥子川律治氏は, 『方言の旅』に寄せられた「愛

知」に関する記事の中で, 「旧藩士のことば」,

『外で食べるということなどほ何事だぞや!』

を示していられる。私が渥美半島で聞き得たものには,

○カolyテ　ニー　ゾヤO
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(それをやったら)帰ってええぞよ!　(中男間)

(「ゾヤ」は当地域にふつうにおこなわれているとのことである。)

などがある。 『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作手村菅沼」の条に

は,

fソイカラ　シモノ　　　シューガ

それから　しも〔下〕ゐ　人たちが, 0
カミノヤー　　　　オヒッツ

「かみ〔上〕のね　おひちさ
1)

ァン　キクゾヤイ　コ-リャ　マタ　オドルゾ　ナンテ

んが　来たぞ。　　これは　　また　踊るぞ。」などと,

1)　「r」は舌先のふるえ音。

との「ゾヤイ」例が見える。

県下に広く, 「カヤ」がおこなわれている。

○オす丁ニス　カヤO

いなさいますか。

は,尾張での女性のことばである。

○オ苛~　言ンヤ　ウテニ　オル　首ヤ-0

あんた今夜うちにおるかね。

は,三河奥での一例である。

「ガヤ」もある。これまた,尾張・三河によくおこなわれているらしい.

『名古屋方言の語法』には,

ソレ　ダ　モン　ダ　デ　エーカ　釆タ　ノ　ダ　ガヤ

それだからさ,来たんだよ

とある。知多半島での一例は,

〇百二　メ了ニ　セラ丁　ヵヤ.

もうめLに=せられまいか"?　(漁師男)

である。

「ヮヤ」 「ワイヤ」も聞かれる。佐藤虎男氏教示の尾張西部での「ワイヤ」

例は,
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oミッテ　ィIJ万丁タイナ　盲ソヂャ　ワイヤo　(中男一同)

である。

静岡県

本県下には,主として,次下のような「ヤ」がおこなわれているo

命令の「ヤ」が,ふつうにおこなわれているoていねいな命令,すなわち勧

奨の「ヤ」もあるOていねいな命令の-態とすべきものに・

キメテクリョ-ヤ

のような言いかたがある。山口幸洋氏の『静岡県本川根方言の文』に見えるも

のである。氏に, =命令形に添えて,命令をじかにぶつけるのをやわらげる。''

との説明もある。私が,浜名湖畔で聞き得た一例は・

○青イOちょっとこの手紙を　ヨソデクリョ-　ヤィ。

おい。ちょっとこの手紙を読んでおくれよO

である. -発文の「亨ィ。」は, =若い衆の同僚のことば'であるとのことだ

った。 (ここに,発文と次文末とに「ヤイ」があって,対応しているので, 「ヤ

ィ」文末詞のよびかけ性は明瞭であるo 「ヤ」に関連する「ヤイ」の出ている

のが注目される。)さて,私が伊豆半島内で聞いた,

○アす‡一二~　Tロ　ヤo

あれを見ろよoノ(讐男)
○ヤーィ。マッチp　ヤー(ヤ-イ)O

よお。まってろよお。

では, r-ロ」という命令形の言いかたのつぎに・あらためて, 「ヤ」 (「ヤ

ー」「ヤ-イ」)がきている. 「ヤ」からひるがえって考えてみるのに・ 「ミ可

(見ろ)などという形の,一つの完結した動詞活用形であることが明白であるo

なお,ここにも「ヤーイ」形が注目されるo

問いの「ヤ」がまた,よくおこなわれている。伊豆半島例は・
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○貢二チャン, アカイ　コモリワ　ヤー。

ねえちゃん,赤いこうもり傘はね? (所在を問う。)

である。
_　　//I

○オT-サン　下コイ　イッタ-　ヤー。

お父さんはどこへ行ったな?

ほ,熱海市に属する初島での一例であるo 「イッタ-　ヤー」のように, 「ヤ」

が,前のことばの長音のつぎにくるようであれば, 「ヤ(ヤー)」の,文末詞と

しての独立性は,いよいよ明瞭であろう。

○ド-　シタ ヤー。

どうしたんだ? (ぞんざい)

は,大井川奥での一例である。遠江内にも,問いの「ヤ」がよくおこなわれて

いるらしいo反問とされているものもある。 「ヤ」の問いは,下のものや後輩

に,ゆとりをもって,したがって,ときにはやさしくなされていがちか。

共通語の「よ」にあたる「ヤ」が,県下によくおこなわれているようである。

『静岡県方言辞典』には, 「や-」が「ヨウ」とされていて,

嫌だや-

とある。私が伊豆半島南部で聞いたものには,

○ニッ万ンデ　三一　ヤ。

○エー貢ンデ　三一　ヤo

Oニッ貢ラゲンデ　=-　ヤ.

"ある程度でいいということ。日

などがある。 『全国方言資料』第3巻の「静岡県吉原市吉永」の条には,

mンジャ　　マー　ジュユンデモ　イ-ヤ

それでは　まあ10円でも　　　いいよ。

などとある。

単純よびかけの「ヤ」は,

C蒔-.オ三才ラ　ヤー。
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よお。お前らよ。

のように用いられている。 -これは御前崎ちかくでの一例である。

感嘆の「ヤ」もある。

○ア丁　ヤ-0

あれ!

紘,伊豆での一例である。

本県下に, 「ヤ」に相当する「ヤイ」が,かなりよくおこなわれているよう

である。 (すでに,一・二の実例をかかげた。)

○貢イO　ヨ丁　ヤィ.

おい。はいれ(上がれ)

は,大井川上流での一例である。 『静岡県方言辞典』には, 「な-やい」 (ネー)

が,.り同輩以下の人と談話する時に用ふ"とされており'

「あのな-やい」

の例が見える。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には,まず, 「ナ-ヤ」がある。

○てンダ　デーヤー。

変だなあ。

は,御前崎ちかくでの一例である。

「ヨヤイ」というのもある。

「カヤ」がよくおこなわれている。

○ウデブ　オ亨-ニ　アす~FF　首ヤ。

うちのおじいに会わなかったか? (ぞんざい)

は,大井川奥での一例である。

「ダカヤ」の言いかたも認められる。山口幸洋氏の前掲書には,

イマデモナゲルダカヤ

などが見える。
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「カイヤ」もある。

「ガヤ」もある。

「ダヤ」もある。 (「ダンヤ」もあるらしい。)

「ワヤ」もある。

長野県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法がとりたてられる。

命令の「ヤ」がよくおこなわれている。県北,木崎湖畔で聞き得たものには,

○ヤス寺テンデ,スヤク　=ベ　ヤO

やすまないで早く行けよ。

がある。 『全国方言資料』第2巻の「長野県西筑摩郡新開村黒川西洞」の条に

は,

fマメデ　　イッテ　カワレPヤ-

「元気で　行って　飼ってもらいなさい」

と見える。 「カワレロ」を受けた「ヤ」が注目される。諏訪湖付近でのことで

あるが,
_^f

O言イ　ヤー。

来いよ。

の言いかたとともに, 「言イ　ヤレ.」の言いかたもおこなわれている.人は,

前者を=よぶだけのことば'とし,後者を=はっきりこっちへ来いというとこ

ろoHだとしている。 =「ヤL,」は,先方-圧力をかけてるoHとも, =「言イ

ヤレO」は,オ言ル　イミダ　貢-o(怒る意味ではない)'などとも,人々は

説明している。 「ヤレ」に関しては,考えるべきことが多いように思う。 「ヤ

ー」に,どのようにか関連していることも認められよう。が,私は, 「ヤレ」

を, 「ヤ」からは区別して,のちにこれを感動詞系の文末詞の条でとりあげるo

命令の「ヤ」のばあい,「クレ　ヤ」(くれよ)が, 「クリャ」ともなっていも
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ていねいな命令表現にも,むろん, 「ヤ」がついている。県西北辺で聞いた,

○オ妄テクす　ヤo

教えてくれよ。

の「クす」は,「クレ」の「クリ」か,それとも,「クリョ-」のrクリ」か。

『信州上田附近方言集』には,

イレロヤ　(句)　「仲間に入れて下さい」の意。

との記事が見える. 「-ロ」の言いかたの下に, Tヤ」のあるのが注目され

る。

問いの「ヤ」がある。

○ド言ダイ　ヤ-0

どこなんだ?

ほ,県北での一例である.

共通語の「よ」に言いかえてもよい「ヤ」がある。斉藤武雄氏の『下高井の

言葉』には, 「エペ」についての,

行こうの意, 「山へエペや」。活用はしなく,この活用だけである。

との記事が見える。 『信州方言読本』にも,この種の「ヤ」の指摘がある。 『信

州上田附近方言集』には,

氷ミタデヤ　　氷の様でありますよ。

とある。

単純よびかけの「ヤ」,感嘆の「ヤ」もおこなわれている.

「ヤイ」があるO 『全国方言資料』第2巻のr長野県上伊那郡高遠町山室(旧

≡義村)」の条には,

fドノクリ-　カクレクモンダカ　　　　　　シL,ソヤイ

どのくらい(わたしは)隠れたものだか　わからないですよ。

とある。

※　　※　　※

本県下の「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ナ-ヤ」, 「イヤ」, 「サヤ_し
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「ゾヤ」「ゾヤイ」, 「カヤ」, 「ダヤ」「ダイヤ」, 「ワヤ」などがある。

07-　サ青-o

Hぉ友だちどうLで, 「そうですO,」の意。" (中年の一主婦の教示)

は,県北での「サヤ」の一例である。

○マ丁‡~テ-　カヤ。

"おまめですか/'

は,県北での「カヤ」の一例である。

○ラ二ジャン　カ亨-0

そうではないかね。

ほ,松本市での「カヤ」例である。

olF~テテ　-ッ手首　シ亨-　ダヤー。

どうして発車しないの?　(幼児一一-母)

は,県北での「ダヤJの一例である。

山梨県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法がとりたてられる。

命令の「ヤ」がある。県西南部例は,

○コ丁　盲㌻テテ　ヤレ　ヤO言才~デ。

これを持って行ってやれよ。こいつを。 (息子さんらの所-,菓子を

持って行かせる。)

○ス言シ　アラ~テロ　ヤー。

すこし火をかきおこせよ。 (「アラテル」は「イテル」の反対というb)

○オt/ノ　ウチ-　コ-　ヤ-0

おれのうちへ来いよo ("「ヤ-」をつけてやわらかく言う.")

などである。

受けひきの「ヤ」がある。望月克己氏は「山梨県峡南地方の敬卑の表現」
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(『言語生活』第五十四号　昭和31年3月)で,

次に下山村独特の言葉で人に話し掛けられた時, 「そうですか」と相槌
0

を打つのにこっの表現がなされている。目上に向って「ほうェ」,同等や
0

目下には「ほうヤ」二者がはっきりした待遇価を示すのは面白い0

と述べていられる。春日正三氏は「山梨県南巨摩郡身延町の言語生活」 (『立正

大学人文科学研究報告』 2　昭和39年)で,

〔Fo:ja〕 (目下に) (ソ-カの意味を持つが,その待遇表現は,はっきり,

意識的なものではないと話者は言っているが,

と記述していられる。

単純に「よ」と言いかえてよいもの(非命令のばあいとして)が,よくおこ

なわれている。 『全国方言資料』第2巻の「山梨県北都留郡上野原町西原」の

条には,

mア-　　メッケテ　ィマニ　　ヤローヤー

ああ,　見つけて　いますぐ(貸して)やろうよ。

とある。また,

∽アカリモ　ワリアイ　ツオシャ

あかりも　割合　　　強いしさ。

ともある。

単純よびかけのrヤ」がある。

「ヤイ」の形が,かなりよくおこなわれているか。 『奈良田の方言』には,

こが一にピーやい　　物を贈られた時の済ません. 「こんな沢山いただい

て恐縮です」

とある。単純な問いの「ヤイ」もおこなわれている。

※　　　※　　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「カヤ」 「ダヤイ」 「ワヤ」な

どがある。

『全国方言資料』第2巻の「山梨県南巨摩郡早川町奈良田」の条の,
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fセ-サイ　ノンデッテ　クレデヤ

たくさん　飲んで行って　くださいよ。

では, 「デヤ」の複合形が認められるのかどうか。 -「くださいよ」と言い

かえられているのからすると, 「クレデ」がひとまとまりのものかとも思われ

る。

八　関東地方の「ヤ」ほか

神奈川県

単純よびかけの「ヤ」があり,命令の「ヤ」があり,さそいの「ヤ」があるo

Oイグ天一　首-o

("人をさそう。""行きましょう。")

は,県西部での,さそいの「ヤ」の一例である。

問いの「ヤ」のおこなわれることがさかんのようである。

○テラダ　ヤー。貢シャ-0

"なに用か。おまえは。"
-　M　　ノ

○オチャ　ド-　ヤ。ヤッテ　ィキナ。

お茶はどうですか。飲んで行きなさい。

などとも言っている。

単純に「よ」と言いかえてよいもの(非命令のはあい)もよく聞かれる。

(　-^　一蝣・一・--

知らないよ。

○ソンテ一言夕　亨-　ヤ。

そんなことはないよ。

といった調子である。県西部での例,

○-ッテ㌃ラチノ　オ/ミサンワ　-亨イデ　ヤー。
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はっちゃんのうちのおばさんは早口でよ。　(老男一・一一中女)

の「ヤ-」も, 「よ」的なものであろうo

感嘆の「ヤ」もおこなわれている。

本県下でも, 「ヤイ」形が兄いだされる。

※　　汐壬　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞としてほ, 「ナヤ」などが兄いださ

れるか。

〇才-　テヤo XXボ-0

いいことね。 ××ほうや。

は,県西部での一例である。

東京都

(中女-一助男)

関東地方の「ヤ」は,およそ,東京を本位に見て,大観することができるも

のであろう。

いわゆる東京語の「ヤ」は,さほど多彩には用法分化を見せていないのでは

ないか. -と言うことができよう.

命令の「ヤ」は,伊豆諸島でよくおこなわれている。 『全国方言資料』第7

巻の「東京都三宅村坪田」の条には,

fジャ　ヤスミヤー　　　ネロヤー

おやすみなさい.

とあり,同巻の「東京都利島村」の条には,

′-・--　-ヤク　タべリヤ

早く　　お食べなさい。

とある。旧東京域では,「早く　シロ　ヤ。」ではない「早く　シロ　ヨ。」が,

よくおこなわれていよう。

問いの「ヤ」が,伊豆諸島の,さきの「東京都利島村」では,



第四章　ヤ行音文末詞　557

′・--・-　-ソジガ　　ミッケライタダッケヤ

-ソジが　　見つけ出したのでしたかね。

のようにおこなわれている。八丈島では, 「来てくださいますか。」が,

○オジャッテ　クモ-1)クL,ロ　ヤ。

と言われている。

単純に「よ」と言いかえてよいもの(非命令のばあい)が,いわゆる東京語

で,よくおこなわれている。「この-んで　いい　ヤ。」「ムズカシイ　ヤ。」な

どo品物を買う時,その値段におどろいて言う「高い　ヤO」というのも,ま草

に「よ」の「ヤ」であろう。

○コイツワ　イ丙-　ヤO

などの言いかたもよくなされていよう。山田修氏は「共通語教育のあり方　関

東甲信越地方」 (『方言と文化』)で,

事実を確める意に「や」がある,　負けたあや-。食ったあや-.勝ら

たあや-,とったあや-,なかったあや-O

と述べていられる。伊豆諸島については, 『全国方言資料』第7巻の「東京都

三宅村坪田」の条の,

′ア-　ソレガ　イ-ヤイヤ

ああ　それが　いいですよ。

などを見ることができる。同条に,
31

′ヒダカラヤー

ですからね。　　　　3) 「へダカヲヤー」のなまり。

ともある. 『方言託』第-棉(八丈島方言) (国学院大学方言研究会　昭和6

年12月)には,

芸鍔票　誓O'したとさo　ジ~ドガ,聖二~(霊
というのが見える.飯豊毅-氏は「八丈島方言の語法」 (国立国語研究所論集

1 『ことばの研究』)で,
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ォヨメニイカッテ-ヤ。　お嫁に行ったそうだO

の例を見せていられる。柴田武氏編の『お国ことばのユーモア』に寄せられた

官期敏雄氏の「神津島」の条には,

あれやあ　ウチワの　話だあやあO (老女-→筆者)

というのが見える。

金田一春彦氏は「関東地方　伊豆列島の言葉」 (『方言と文化』)で,利島の

ことば,

(-利島で二人のおばあさんが道で立話をしています。=)

ド-セコドモダモノ,ド-サレべ-ヤ.

どうすることができようか

をしるしていられ, 「ヤ」を反語の意味のものとしていられるo 「よ」ともとれ

る「ヤ」であろう。

東京都下に「ヤイ」形もあるoいわゆる東京語では, 「よせ　ヨo」とも「よ

せ　ヤィ。」とも言われていようoよびかけの「ヤーイ」もおこなわれていよ

う。さきの金田一氏の「伊豆列島の言葉」には,やはり利島の,

ソレデマ-,カンニソシテクレロヤイO

というのが見える。 -「クレロヤイ」は, =クレルカという問掛けの意味"

であるというo 「ヤイ」は疑問の「ヤイ」だとあるo大島一郎氏は, 「伊豆利島

方言の語法」 cm (『国語学』 49)で,

デキロニッテ　オレニヤラセリヤイ

(できるからおれにやらせてくれよ)

というのを示していられる。 『全国方言辞典』には,

いけや-い　囲(行けよの意)客を送り出す時の詞oさよならo伊豆

大島。

が見える。伊豆大島のあいさつことばでは,送辞の「行け　ヤーイo」がよく

ぉこなわれているらしい。 (「イゲー　ヤーィ。」ともなっているかO) 『八丈島

三ツ根村方言集』には,
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ノーオヂヤレヤイ
lー

「また来い」 「またいらっしゃい」の意味で,出船の時など見送のメ

々が船に乗込んだ人に声を掛るのだそうである。

などが見えるO (伊豆大島に, 「ヤイ」がよくおこなわれているらしい。しかも

その用法には,変相が認められるようである。)

※　　※　　※

東京都下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞としては,今,さしてのものを

指摘することができない。

「ヤ」がはじ捌こくる複合形のものでは, 「ヤネ」などが指摘されるo

千葉県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法がおもにとりたてられる。

単純よびかけの「ヤ」がある。

○バ二チャン,バ二チャン　青-o

ばあちゃん,ばあちゃんよお。

などと言われているo 『全国方言資料』第2巻の「千葉県香取郡小見)‖町神里」

の条には,

mナイ　　オッカ-ヤ

ねえ,　おかみさんよ。

.とある。

命令の「ヤ」がよくおこなわれている。

ミろや　　見よ

ともあり(『千葉方言　山武郡篇』),

来いよ　コ-ヤ-

ともあるO (斎藤達夫氏「東総地方方言集」 『方言誌』第三輯)

さそいの「ヤ」が多くおこなわれている。 「行くベ　ヤ。」 (行こうよ。)など,
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「(Jベ　ヤ」の言いかたがよくおこなわれているO巨＼一べ　ヤ」は,関東地

方に特色をなすものであろう.千葉県南部での一例には,

○イッラ~;~7　77べ　ヤ。

いっしょに行こうよ。

が.'5る.

問いの「ヤ」がある。上の「千葉県香取郡小見川町神里」の条には,

mナソダヤー

何を言ってるんだ。

などとある。

大岩正伸氏は,国立国語研究所編の『日本方言の記述的研究』に寄せられた

「千葉県館山市竹原(旧九重村)」の条で,

ヤは推量のペ一に添えて,念を押す場合に使われることが多い。
サプ-

寒うっべえヤ。

としるしていられる。

「よ」 (非命令)と言いかえてよい「ヤ」のおこなわれることがいちじるし

いO県南での一例ほ,

○コ言ず　イ亨-0

ここだよお。 (車内で座席の位置を知らせる。)

である。 『全国方言資料』第2巻の「千葉県香取郡小見川町神里」の条には,

mナンダワ-ヤ

あれだよ,

とあり,同巻の「千葉県安房郡富崎村布良」の条には,

fホイテ　　　　ソイッテ　オイネ-ヤ

そんなふうに　言っては　だめですよ。

とある。

感嘆の「ヤ」もある。 「テラ　ヤー。」(あらら!)などと言われている.

「ヤイ」形が兄いだされる。本山桂川氏の『千葉県郡別方言集　上篇』には,
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東蔦飾郡のことば,

ナンテッヤイ　　何と言ひしか

というのが見える。 『千葉方言　山武郡篇』には,

コ-やぇ　　来い

が見える。

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「カヤ」などがある。 「カ

ヤ」は,問いに用いられ,また, 「そうですか。」という受けひきにも用いられ

ている0-「ソ-　ガヤ。」などともある.

埼玉県

県下に,さそいの「ヤ」がよくおこなわれている.やはり, r-べ　ヤ」

の言いかたがさかんである。県東部例は,
_　　一ノ

○-ヤグ　イグべ　ヤー。

早く行こうよ。

などである。県西の一例は,

○イグ天-　ヤO

行こうよ。

である。 『全国方言資料』第2巻の「埼玉県秩父郡両神村」の条には,

mへ-　　タカク　コ-ベヤ

ああ,　高く　　買おうや。

とある。

「よ」 (非命令)と言いかえてよい「ヤ」のおこなわれることが,またさか

んである。

○ワ貢~フネー　ヤn

わからないよ。
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0ブタガワガ　7-　ヤo

隊皮がいいよ。

など,形容詞の終止形や, 「ない」打消助動詞の終止形の言いかたのもとでF

「ヤ」と言われることが,とくに目だっている。
_・・-　ヽ

○テマンネ-　ヤ-0

つまらないな。

○イ芽ネ　亨-0

行かないよ。

というようなアクセントにもなっている。県西部での実例は,

○京~テ看-　ヤ.

=はずかしい"よ。

などである。
~r. -

「----ない　ヤ。」は,関東地方に通有の特色形式であろう。これといい,

「まあ,いい　ヤ。」などのはあいの「ヤ」といい,かるく発言されれば(ある

いは気がるに発言された時は), 「ヤ」が,そんなに晶あるくはひびかないoの

みか,ときには,それが,軽快な気分のものにひびいて,こだわりのなさが,

そこによく表現される。 -他-のあたりがやわらかである。 「よ」と言いか

えてもよいありさまである。反乱「-　-ネ-　ヤ。」などの「ヤ」がつよく

発言されれば,訴えかたが露骨になって,これは,晶よくはひびかないことに

なる。

県下に「ヤイ」形もあるかO柴田武氏編の『お国ことばのユーモア』に寄せ

られた,斉藤広一氏の, "秩父地方"についての一文には,

呂¥i3S2

「ヤーィ,ピッコじゃあねえやいO.ピッキだいO」

とある。

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞に, 「ナ-ヤ」などがある。
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群馬県

単純よびかけの「ヤ」がおこなわれており,かつ, 「ヤイ」もあるらしい。

命令の「ヤ」があるO 「ク77　モーO」(くれよO)「貢すテ　コイ　ヤ-。」

(おりて来いよ。)などと言われており,

コ-ヤ　　釆なさい

などともある。 (『全国方言集』)上野勇氏の『ことばのスケッチ-利根のこ

とば』には,

おとうがどろがきすけろやといったからすけた。

という文が見える。 「すけろや」の言いかたが注目される。

さそいの「ヤ」がよくおこなわれている。やはり, 「-べ　ヤ」の言いか

たがさかんである。前橋市東北郊の言いかたは,
-I__ノ

○マ=バシー　イクベ　ヤ。

前橋へ行こうよ。

などである。大橋勝男氏の教示によれば,県西の我妻郡六合村の内では,

○亨マ-　エアミニ　ャンO

山へ行きましょうよ。

などの言いかたがおこなわれているという.同等の人には「亨マユ　ニず二チ=

ヤ。」と言い,年上の人には「=-　′.、ノベ-　ヤン。」と言うよしであるo

問いの「ヤ」も多くおこなわれている。

「よ」 (非命令)と言いかえてもよい「ヤ」が,またよくおこなわれているO

「盲~㌻テ　テ了　ヤ。」 (持ってないよ。)などである。 「それが　いい　ヤ。」な

どの,形容詞を受けるものもよく見られる。

中沢政雄氏は「鵠荒片品村言語調査報告」 (『季刊国語』昭和2時度1)
で,

ヤ,ヤイ--イクコーヤ- (早く来いよ)クイヤー(くれよう)ヤレヤイ
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(やりなさい)オレニモクイヤイ(私にもくれよう) -動詞の命令形に添

えて,命令の意を確かめたり,促したりする意を現わす。ヨッタチッケヤ

ー(寄ったそうだね)ソダツペヤ(そうだろう)のようにも用いるO

と記述していられる。

「ヤ」に関する「ヤイ」形とともに「ヤン」形の認められるのは,めずらし

いことである。大橋氏の教示には,なお,

○盲~ネ-　ヤンo

"来ないのだよ。"

などの実例もある。 「テ二　ャン。」「T=　ィグミニ　ャン.」など, =とく

に女性が「ン」をつかうと,気もちがよい。"という。ここでは, 「そうです。」

も「ラ二ダン.」と言っているよしである.

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「カヤ」 「ケヤ」などがあるc

Oオラ~㌻芽　ンケヤ。ホンT　テヤ。

おわったのかい。ほんとかい。　　(育男間)

は, 「ケヤ」例である。

栃木県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法が,おもにとりたてられる。

命令の「ヤ」がある。

○ツンずシテ　〆J　ヤ。

出してくれよ。

○タフミ言ク盲　ヤO

たばこをおくれよ。

などと言われている。もとより,

○テ三ヵ オチャガシ　モッテ　オイデ　ヤ。
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何かお茶菓子を持っておいでよ。

などの,ていねいな言いかたもおこなわれているo (勧奨)噴浮覧方言靴語の
調査』には,

クンロヤ　下さい　みかんクンロヤ　那須郡馬頭町

というのも,

コ-ヤ　釆なさい　こっちへコ-ヤ　上都賀郡上粕尾村

というのも見えるo 『栃木県塩谷郡泉村方言集』にも「ヨセヤー」 (止めよ)

「クンロヤ」 (下さい)などが見える。

さそいの「ヤ」がある。 『栃木県方言』には,

アスンビヤ　遊びませう　増悪方言調査)

というのが見える。県北の一例は, 「上がろうよ.」の意の,

○亨,ア万言こて=　ヤO

であるo噴浮覧方言靴語の調査』には,

イグべヤ一　行かう　ー緒にイグベヤー　上都賀郡永野村

が見えるo中沢政雄氏は・ 『方言の旅』に寄せられた「栃木」の条に,

「ゴイワイスッべヤー」は「お祝いをしよう」 「ヨカッペ」は「よかろ

う」・ 「ヤッペデネ-カ」は「やろうではないか」 「アソンべ-ヤ」は「遊

ぼうよ」という意味で話す人の意志や推し量ることや誘いを表わしていま

す。

としるしていられるo P--^ベ　ヤ」の言いかたが,当地方でもまた注目され

る。

「よ」と言いかえてよい「ヤ」 (非命令のはあい)があるo 「ヨ貢フべ　ヤO」

は, 「いいでしょうよ。」である。県北例の,

○サッキ　--タッべ　ヤ-0

さっき"言ったことだね"0

にしても, 「ヤ」が・ 「よ」的ではないか0 -「ね」とされているのもわかる。

※　　※　　※
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本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヤ」 「ヨヤ」 「ゾヤ」 「カ

ヤ」(「ガヤ」とも)「ケヤ」「ワヤ」などが見える。 (おそらく,他県下でも,

この程度には複合形が見られがちなのではなかろうか。)

○カ有万　サムイ　ナヤo

風がさむいねえ。

ほ, 「ナヤ」の一例であるO 『全国方言資料』第2巻の「栃木県那須郡黒羽町」

の条には,

mハヤグ　シテ　モレ-デナ-ヤ-

早く　　して　もらいたいねえ。

とある。

○モー　アッチノ　ホ-サ イッタ　ゾヤO　ネ-チャンワ。

もうあっちのほうに行ったよ。ねえちゃんは。
ノ

は, 「ゾヤ」の一例である. 「デッ貢シタ　ゾヤo」 (でくわしたよO)という

のもある。

○ト～テテ　貫-　ケヤo

とうふはないかい?

は, 「ケヤ」の一例である。

○オカシカッタ ~テヤo

おかしかったよ。

は, 「ワヤ」の一例であるO

茨城県

(大男)

本県下では, 「ヤ」が,つぎのようにおこなわれている。

まず,命令の「ヤ」がおこなわれている。 「ク丁盲~　亨-o」 (くれろよ。)

などB 『全国方言資料』第2巻の「茨城県新治郡葦穂村」の条には,L
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い

fイ-ノ　　モッテキテクレヤー

いいのを　持って来てくださいよ。

1)　「テ」の母音は触声.

とある。 「クレ　ヤ」の言いかたは,よくおこなわれていよう。

問いの「ヤ」がおこなわれている。 「何時ダ　ヤー。」(今,いく時だ?)な

どと言われている。 「よ」 「ね」などと言いかえてよい「ヤ」がおこなわれて

いる。 『方言の旅』に寄せられた野元菊雄氏の「茨城」の条には,新治郡葦種

村の,女性の言,

裏二牛ガイルガラ見デヤッテクレヤ。イガク(大きく)ナックベヤ。

が見える。県下の多賀郡で聞きとめた,
ノ　　ノ

○ア-　ソ-　膏-。オレンダト　オモッタ　ラ,-.

ああ,そうか。おれのだと思ったよ。

では,明らかな非命令のばあいの, 「よ」相当の「ヤ」が見られる。 『全国方言

資料』第2巻の「茨城県新治郡葦種村」の条には,

fン-　　ナンデモ　イ-ヤ

うん,　何でも　　いいですよ。

などの言いかたが見られる。

′イガグ　ナックべヤ

大きく　なったでしょうよ。

などともある。

「よ」と言いかえてよいような「ヤ」が,感嘆表現をささえることにもなっ

ている。
/ノ

○オレギァ-ノダ　モノヤー。

自分のうちのだもの!

などと言われている。 『茨斌方言集覧Jlには,

てけぇ-や一　　大ナルコトヨノ意　　西茨城郡

などとある。



568

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には, 「ナヤ」 (「ナ-ヤ」も) 「ネ

ヤ」「ガヤ」 (かヤ) 「ドヤ」 「デヤ」などがある。

○ジ下二シャデ　盲ITテ　キテ　テヤO

自動車で持ってきてねえ。　(老男・-1-中男)

は,県西両辺での, 「ナヤ」の一例であるO　ところで,ここの「ナヤ」が,と

きに, 「ナ」の不明確なものにも聞こえた。そうして,別に「ネヤ」も聞かれ

た。

〇二百~斉レガ　貢ヤO

せがれがねえ。　　(老女一一1-中男)

などとあった。 「ネヤ」が当地方にもあるのほ,注目される。 (老男には, 「セ

斉レガ　テヤ。」の発言があった。)主として関西地方によく聞かれる「ネヤ」

であるが,発音しだいでは,当地方の人たちも,しぜんに「ネヤ」を造出し得

たことなのか。

mクマゴ　ウッテ　クンニェガヤ-

卵を　　売って　くれないかね。

は, 「かヤ」の一例である。 (『全国方言資料』第2巻「茨城県新治郡葦穂村」)

おなじく「葦種村」の,

′ダメダデヤ

だめですよ,

からは, 「デヤ」がとりたてられようか。

九　東北地方の「ヤ」ほか

東北地方に, 「ヤ」のおこなわれることはさかんである。

福島県
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本県下では, 「ヤ」のつぎのような用法がとりたてられる。

命令の「ヤ」があるo「ヨセ　ヤo」(よせよo)「シ・ロ　ヤ。」(しろよ。)など

と言われており,また,ていねいに,

○カマフズ〔ii〕, オイ〔i〕テ ク〔凸〕ダサイ　ヤo

かまわずに,そのままにしておいてくださいよ。

などとも言われている。

問いの「ヤ」がある。

単純に「よ」 (非命令)と言いかえてよい「ヤ」がおこなわれている。 『全国

方言資料』第1巻の「福島県相馬郡石神村」の条での例は,

mイヤー　ゴッツォ-　ナルッテネ-ヤ

いや　　ごちそうに　なってはいられないお

などである。 『福島県方言辞典』にも,

イイヤ　〔句〕　善いよ　○その位にしておいてい-や　南潰会

などとある。 『福島県中村町方言集』に見える,

「はんなごど,おら,しらねェあ。」

での,末尾の「あ」は, 「ヤ」に相当するものであろうか。旧相馬藩(県東北隅)

に関しての・いわゆる旧藩ことばは,ずいぶんていねいなものであって,これ

には「ヤ」が出てこないありさまであったO (かつての聴銀経験である。 -

対話の文末には,ていねいに「ナ」がつかあれるふうであった。)飯豊毅-氏は

「福島県における文末助詞-岩瀬郡天栄村を中心として-」 (『方言研究年

報』第-巻)で,南Ii.淳郡大宮村のことばにつき,

「ソーダベ-ヨ」 「ソーダベ-ヤ」では前者はやさしみがあり嫁が親に対

して用いるにふさわしく後者は息子が親に対して用いるに適っているとい

う。

と述べていられるo会津地方には「ヤ」がよくおこなわれているようである。

『会津若松市方言集稿』には,



ソ二(三エヽ
J

というのが見える。

それだよ,さうだよ

※　　※　　※

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞では, 「ナヤ」が注目される。 (「ナ

ヤー」ともなっており, 「ナ-ヤ」ともなっている.) 『福島県棚倉町方言集』

には,

「そおだなあや。」

などが見える。

「ゾヤ」もある.野元菊雄氏が「みちのくの巻(2)-太平洋筋の巻-

<福島市・会津若松市>」 (『方言の旅』)に示された,福島市のことばには,

女「・・-　　早ク起ギナグチャナラネ-ゾヤ, --,一・・一・」

というのが見える。

白iffi

「ヤ」の諸態が見られる。

単純よびかけの「ヤ」があり,また,感嘆の「ヤ」がある。 『畑倉の言葉』

には,

「ザアマヤ,スカネエコト」 (あら嫌だ,いけすかない)

などというのが見えている。 『仙台の方言』には,

「なんだや,塑旦」 (あら＼-Oなんとまあ)

などとある。

命令の「ヤ」がある。 『仙台の方言』には,

「最後までやらせてみさえやO」 (最後までやらせてごらんよ。)

などとある。 -このように勧奨表現になるものが多い。
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さそいの「ヤ」がある.「--　べ　ヤO」との言いかたが,一つ,熟してい

る。 『仙台の方言』には,

「ざっとむかしすんべや。皆こねか」 (お伽噺しようよ,皆来ないか〕

などというのがあるO

問いの「ヤ」のおこなわれることがさかんである。松島湾岸には,

○ミ〔i〕青首~Tテ　下二　ヵクld〕ンダ　ヤ。

ミヤケってどう書くんだい?

などの言いかたがあるo 『全国方言資料』第1巻の「宮城県宮城郡根白石村」

の条には,

mアイ　　ドコサ　イッテキタヤ

やあ,　どこへ　行ってきたんだい。

とある。 『仙台の方言』には,

「みづのみてどぎ,なぢょすんべや」 (水の飲みたい時にはどうしようか)

などとある。

仙台弁をはじめとして,本県下によく聞かれるものに, 「ノッシャ」という

文末詞がある。ちょっと聞きには,これに「ノシャ」が聞きわけられもする。

その点で, 「ノッシャ」に「ヤ」文末詞が認められるかに思われてくるのであ

るが,これは誤認とされることを,今も明らかにしておきたい。すでに,文末

訴え「ア」音の記述で明らかにしたように, 「ノッシャ」は, 「ノシ」という文

末詞に文末訴え「ア」音のつけ加えられたものである。 「シ」の訴えの,母音の

狭さを拡大しようとして, 〔a〕母音化がおこなわれ, 「ノシ」は「ノッシャ」

になったものと見られる。 「ノッシャ」は,やや厳密に麦記すれば, 「ノッシ

ァ-」と記録されるべきものであるO　さて,仙台弁で,

○ドゴサ　イッタ　ノッ シャヤ。

どこに行ったんですか。

などと言われているのは,明らかに, 「ノッシャ」に「ヤ」文末詞のつけそえ

られたものである。 『仙台の方言』には,
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「あんまりわかんわからまづ, ほっけおいてもらうかと思うのっしゃや」

(あまり解らないから,占ひして貰はうと恩ふのだよ)

などというのが見える。

「よ」 (非命令)相当の「ヤ」のおこなわれることがさかんである。 『仙台の

方言』の二例は,

「昨日大掃除でうんと働いたっけ,今日更埴垂いて-辛-」 (昨日は大掃除

でうんと働いたので今日は身体が痛いよ)

「なんだかかんだかさむくてや」 (妙に寒くてね)

である。 『細倉の言葉』には,

「始メテ出来タヤア」 (あゝ始めて出来たよ)

というのが見える。 『全国方言資料』第1巻の「宮城県宮城郡根白石村」の条

には,
3)

mソノト-ズニガラズモノ　タイスクモンデガスヤー

その当時というものは　　大変なものでしたよ。

3)　ここの窓味は解かでない.

というのがある。県南に,

○言ライン　苛-o

おいでよ。

などの言いかたがあり,県北に,

○有言ゲタ　カチ〔i〕言ア　ヤ盲丁言ず　ヤー。

おどろいたかしこい野郎っ子だよ。 (自宅の孫,小学二年生男をはめ

る。)

などの_言いかたがある。松島湾岸方面では,老若の人たちが,よく, 「・--・-知

ラネーケド　青-o」, 「ガッ~三~三　イテトキ　百一。」などと, 「ヤ」をつか

っているのを聞いたことがある。
_　　一一・一.t

Oキノー　ヤー。

きのうね。
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などと, "一々おありに「ヤ」がはいる。""「ヤ」をつかわないとものが言えな

くなるくらい。"と,人も言っている。 「ヤ」は, 「ね」とも言いかえられるあ

りさまにもなっている。 -上の『仙台の方言』の例もそうであった。なお,

同書には,

「餅かぶれしたこら。
うち

こいなかぶれもちになんね中,水さ漬ければいかっ

たや-」 (餅がかびましたよ.こんなかび餅にならない中に水に漬ければ

よかったねえ)

などとある。

よびかけの「ヤ」は, 「ヤ-イ」の音形にもなっている。

i　　　*

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞には,諸態が見えて興味ぶかい。

まず, 「ナヤ」がさかんであるo (「ナ-ヤー」「ナヤー」ともあるO)県北で

は,

I.-j: 1 " - .--。

さむいねえ。
Eヨヨヨ,~コ`ごP

Oゼン壱ン　テガン言二二ンダ　モノナヤ-o

全然わからないんだものねえ。

などとある。 「ナヤ」の「ヤ」の音調が,特別にきわだちがちである。

○オテ シャ蝣　-]* ナヤー。

おれは知らないねえ。

のような音調になることも(上例も),別にありはする。 『仙台市史』 6<別篇

4>には, 「ナヤ」に関して,

感動のナアに呼掛けのヤのついたもの。 「この花たまげて美しいナヤ。」

との説明が見える。 『仙台の方言』には, 「お前も聞いたらうが困ったものだ。」

の言いかたの,

おめ一問いだべどきに(困ったもんだなや(男)ねす(女)

が見える。 rなや(男)」が注意される.石巻での調査経験であるが,人々は,
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「ナヤ」を,あまりよいことばとはしていないようであった。ともあれ,県下

に「ナヤ」はよく流行している。秋田県下だと,本県下の「ナヰ」は「ナ-」

と言われている。 「ナヤ」に類似の「ナンヤ」もあるか。県南で聞いた, 「ホ

ダテ丁㌻ヤ。」 (そうですね。)は, 「ナィソヤ」文末詞をとらえさせるものなの

かどうか。

・本県下に「ネヤ」もおこなわれている.注目すべきことである。 (「ネヤ」は,

けっして関西地方流のものにはとどまらない。) 『仙台の方言』には,

(女)あのね,もし, (同等の親しい者,叉は日下の者-の呼びかけ)

「わや」より多く使はれる。　　「あれな」に対する語。

との記事が見える。私は,松島湾岸の-地で, 「ネヤ」もかなりよくおこなわ

れるノのを聞いた。 -したしく言うことばであるという。

○京シ〔i〕テ　京ヤ.

そしてねえ。

などがその例である。なお,

○ミ〔i〕有事テラデモ　チ〔i〕ガウベッチャ　耳ヤO

宮城県でも,所によって,方言がちがうでしょうねえO　　(中男

一一-藤原)

などの例がある。 「ワネヤ」などともある。 (「ナヤ」のばあいにも, 「サナヤ」

などの言いかたがなされてもいる。) 「ナヤ」が存在する所に「ネヤ」が存在す

るのは,存在して当然のことではないか。両者は同気分でつかわれてもよいは

ずである。 「ネンヤ」形もあるのか。

「サヤ」の言いかたがある。

○オ丁　ダス〔ti〕ンデ　首二　百ヤーo

おれが(銭を)出すのでほないのだよ。

は,その一例であるO

「ゾヤ」の言いかたもある。

つぎに, 「カヤ」の言いかたがさかんである。 「カヤ」が「ガヤ」と発音さ
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れることも多い0 -「カヤ」ほ問いにもなっており,また,受けひきの=_と

はにもなっている。

「ノヤ」の言いかたもよく聞かれるoこれはだいたい問いの用にたっている。

おなじく問いの「ノッシャヤ」の言いかたも,よく聞かれるものである。 『仙

台の方言』には,

「なにひとりくちたってんのっ しゃや」 (何をひとりこと言ってるのさ。)

などとある。ところで,同書には,また,

「あんまりわかんねからまづ,ほっけおいてもら うかと思うのっしゃや」

(あまり解らないから,占賛して貰ほうと思ふのだよ)

などと,自己の思いを言う「のっしゃや」も見える(p.572)

「トヤ」 (「ドヤ」とも)の言いかたが,またよくおこなわれている。なにか

を伝えて言うことばになっている。ところで,

「よく気つけてとかねと,と墜主になったらとけえんとや」 (よく気をつ

けて解かないと,むすぼれたら解けないわよ)

「寒くなると思うだけでもきにひまなく てねす, 雑誌きたって小説よむベ

ともおもいんとやo」 (寒くなると思ふだけでも暢気になれないでねえ, 、雑

記がきても小説を読まうとは思はないよ)

など,自己の思いを言う「トヤ」もある。 (『仙台の方言』)

「チャヤ」の言いかたがあるO石巻弁での一例は,

○オレニ〔i〕モ　ケロ　チャヤ。

しわしにもl　くれろってばよおO

である。

「テバヤ」「デバヤ」もある。

○ワラック　デ/ミヤ-O

笑ったってばよ。

は,県北でのその一例である。

「オンヤ」がある。
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t　　∴蝣i　　　‥ ・・　　　∴

たいしたものだなあ! (私が"こうしてくわしく書いておかないと,

あとでわからなくなりますから。"と言って,カードにいろいろ書く

のに対して, -老男がこう述べた。)

などとある。 (「オン」は「もの」に相当するものらしい。)

「ワヤ」もある。 『全国方言資料』第1巻の「宮城県宮城郡根白石村」の条

から例をひくならば,

f・-　　　ヤー　　ズゼ-ムソ　-コべワヤーノ　リクツデ
3)

『やあ　次左衛門　　運べよ』と　　　いうわけで

3)　人名。当時の小便さんの名前。

などがとりあげられる。

山形県

本県下の「ヤ」では,つぎのような用法がとりたてられる。

よびかけの「ヤ」がある。

命令の「ヤ」がある。県東北の新庄弁では,

○コッ手首　デ-ラッサイ　ヤーO

こっちにいらっしゃいよ。

○言㌻チャ　ゴザラッサイ　--　モー.

こっちへおいでよねえ。

などと言われている.後者例では, 「--」のあとに「一七・--」があって, 「ヤー」

のよびかけが明瞭である。 -気のおけない言いかたであるというo以上,命

令とは言いながら,ていねいな勧奨である。おなじく新庄弁の,

○ホンタ　ゴト　ス〔ii〕ンテ　チャ青-0

そんなことをするなよ。

は,通常命令のものである。 (「チャ亨-」とある。) 『山形県方言集』には,
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あんまりあらげんなやあ。 (余りあばれるなよ。)

などの例が見える。斎藤義七郎氏は「勧奨的語法『○○ンダ』 (山形県村山地

方の例)」 (『言語生活』第七十八号　昭和33年3月)で,

親が子どもに対して「学校におくれると悪いから早くェゲ(行け)」と命

令的に言うべき所を「早く-グンダ」 (普通更に終助詞をつけて「ェグソ

ダナ」「-グンダヤ」「ユダンダチャ」という)と語尾下り調に言うと,辛

わらかい腕曲な勧奨的表現となって, (早く行ったらどうか,早く行けば

よいのに,ねえ早く行きなさいよ)という情愛こもった感じがする。

と述べていられる。

さそいの「ヤ」がある。 「テべ　亨-。」(行こうよ。)「テべ　チャ亨-.」

(いっしょに行こうよ。)などと言われている。新庄弁の,

○-ジ〔i〕丁~亭ラス〔ii〕ベ　--　青-0

はじめましょうもうねえ。

ち,さそいの表現であろう。

問いの「ヤ」があるO 「ナン京ず　ヤー。」(いくらなの?)などと言われて

いる。三矢重松氏は『荘内語及語釈』で,

や　(以下は第四種で語の終につくのだ)。疑問に用ゐるのは横柄な軽蔑
ぞんぎい

した様な場合又極存在な語に。

何や(ナニカ)

誰書いたなや(ダレ書イタノカ)

感嘆なのは

今日は日曜だや(日曜ダックナ)自省の語

是は立派だや(立派ダナ)

忘れんなや(忘レルナネ)

なんでがんすや(何デゴザンスネ)

おらもうけェらや(オイラモウ帰ラウワイ)

遊ぼうでや(アソビマセウヨ)
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前提法に付くのほ色々の意味になる。

ひょっとして間違ったらや(---タラ何様ショウ)
fitl　　　　　,・・L,

誰かもをぼや(誰構フモノカ)

せェつだ(セニッゲダ)事したて出来ろばや(ソレ式ノ事ヲシクリト

テ出来バコソアラメ　出来ヌモノナリ,止ミネ、--)

やだでぼや(厭ダツテ-バサ)

と記述していられる.種々の「ヤ」が見られ,当地方独自の「ノミヤ」が見られ

るo (最後例の「やだでぼや」は, 「いやだッテノミヤ。」というのかo)

「よ」 (非命令のばあい)と言いかえられる「ヤ」が,よくおこなわれてい

る。

○ヨ-ヤラサット 宇キ〔kci〕タ　ヤ-0

ようやくできたよ。

は,県北での一例である. 『全国方言資料』第1巻の「山形県東田川郡黒川村」

の条には,

m=マ　ココサ　ゼン　　オユタケドヤ

いま　ここに　お金を　置いたけれどもよ。

とある。 『山形県方言集』には,

今日はみんな遊ばねで勉強すっことだやo (今日はみんな遊ばないで勉強

することだよ。)

というのが見えるO (意味は命令表現にならていようo) 「よ」と言いかえても

よければ, 「ね」と言いかえてもよいというようなものもある。

感嘆の「ヤ」もおこなわれている。

「ヤ」が「ヤイ」形にもなっているか。外村繁氏の作品「東北」 (『中央公論』

昭和25年5月)には,

「いやあ,はがやい。」 (あ上,そうかい)

(湯ノ目のあんつあん-甚四郎あんつあん)

「・・--～。おぼこ十二人も産まねかやい。」
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(停車場のおんつあん-てい子)

などとある。

※　　　*　　　*

本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞を見れば, (「ヤナ」というのもあ

るけれども) 「ナヤ」がよくおこなわれている。

○サ云て甘丁イ　テ亨-.

さむいねえ。

というようなよびかけの「ナヤ」もあれば,また問いの「ナヤ」・もある。斎藤

義七郎氏の『村山方言会話集』には,
△○　　　　　　　　　　　　　　　　　△　　　　　　　　　　　　○

母「スゲオ　三笠　ネナテ(文は・ナンシテ)　ガツコサ、 -ガネナヤ」

(茂夫　　お前　どうして　　　　　　　学校に　一行かないのか)

というのが見える。ただし,問いの「ナヤ」には, 「ノヤ」からの転というこ

とも考えられるかOつぎには,新庄弁の単純な「ナヤ」をかかげる占

○フッすリ　ブ丁;~ダリ　コ言㌻タ　モンダ　テヤ。

降ったり晴れたり,こまったもんだねえ。

「ネヤ」もおこなわれている。
ノ

○-サンデ　アガッテ　ケヤッシャイ　ネヤ。

挟んで召しあがってくださいね。　(中男.1・-藤原)

i :　　is　蝣.蝣蝣.

そうだってことだねえ。　(老男間)

をも　山形市を出ての西南方で聞いたものである。
ノ　　ノ　　ノ　-　H

Oンダ　ンダ　ンダ.アノ　バ`スlii〕 マガリ〔i〕カドノ 自ia>

そうなのそうなの。あの/ミスの曲り角のねえo　　(中女間)

は,酒田駅で聞きとめたものである。 『日本方言の記述的研究』に寄せられた,

斎藤義七郎氏の「山形県北村山郡東根町」には,

neja (強意)  〔hodadzih neja〕 (そうだわね), 〔honnaeke neja〕

(そうでなかったよね)
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との記述が見える。宮城県下に対して,本県下にも「ネヤ」のおこなわれてい

るのが注目される。もっとも,東北弁でのことであるo「ネヤ」の「ネ」は

〔ne〕と発音されがちであり,したがって,ちょっと聞きには・これが「ニヤ」

に近くも聞こえる。いずれにしても,「ネヤ」ことばが,べつにわるいことば

ではないのが注意される。

「ノヤ」もある。『山形県方言集』には,

のやnoya感動詞ね庄内「これ俺のだの。」「ほだのや。」

(「さうですね。」)

との記述が見える。「ノー」のさかんな庄内に「ノヤ」もあるのほ,もっとも

のことに思われる。

さきの,外村氏の「東北」には,「ゼヤ」が見えているo「放っておけば,一

日でも立ってる人だぜや。」などとある。

伝聞の「トヤ」がある。「ドヤ」と言われがちであるoその「ドヤ」に近い

形の「デヤ」もあるか。

問いの「カヤ」があり,ほとんど「ガヤ」と言われているo

問いの「ノヤ」がある。

「ノミヤ」は庄内地方にいちじるしいものであろうかOさきの三矢重松氏のも

のについでは,『山形県方言集』の,

いろはやirobaya連続語いりませんよ庄内そんなものいろば

や。(そんなものいりませんよ。)

などをあげることができ,また,斎藤秀一氏の「庄内方言の副詞」(『方言と土

俗』第四巻第一号昭和8年5月)の中の用例,

「シえーホデ費沢志て置えで,今更暮ラ志困ルタて誰知ロノミヤ」

9!ヨiなどをあげることができるo私が酒田駅で聞いた一例は,「ア盲二/ミヤ-o」

である。「ノミヤ」は,いわゆる反語表現にたつのがその本性であろうか0-

斎藤義七郎氏は,肪言学講座』第2巻に寄せられた「宮城・山形」で・

.ミヤO庄内でffc'IF三Lfzt
>/9蝣霊んだ)疑問O
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としるしていられるO 「出来ろばや」など, 「/ミヤ」の直前の形が「′.一一、Jろ」で

あるのは,注目すべきことである。ところで,斎藤義七郎氏は,上の「宮城・

山形」で,

バ・ /ミヤO山形の若い女性に. (烹芸・聖雲よ・霊芝票b:盟)暁軟o

ともしるしていられる。ここには, 「はんなえ」を受けた「ノミヤ」が見られる。

いったん「バヤ」が成立すると,これの使用は,また,自在になっていったの

であろうかO　さて, 「バヤ」の起源は何であろう.三矢氏は,上掲のような,

実例の解説を示していられる。

「オンヤ」という複合形も見られる。 (「オソ」は「もの」に相当するもので

あろう。) 『全国方言資料』第1巻の「山形県東田川郡黒川村」の条には,

mソ　　　ソノウチ　アメデモ　フッテケバ　　ヤジャカネンダオンヤ

うん,　そのうち　雨でも　　降ってくると　だめだからね。

というのが見える。

ftal県

本県下では, 「ヤ」の,つぎのような用法が,おもにとりたてられる。

命令の「ヤ」があるO 「コッテ青　首才　ヤO」 (こっちに来いよ.)などと

言われている。 『全国方言資料』第1巻の「秋田県南秋田郡富津内村」の条に

見られる,

′-イ

はい。

mt.

:0)

ド　」蝣蝣"t,-'ヤ

どうです。 m btfcc

というのでほ,勧奨表現での「ヤ」が見られる。

さそいの「ヤ」がある。

○イグlti〕二ミ　シ〔i〕ヤo

行こうよ。

は,北部,東能代での一例である。

ヤスンデクナシェヤ

やすんでくださいO
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問いの「ヤ」がある。

○テシ〔i〕テ　ヤ-0

a&SFAK
ノ

は,県中部奥での一例である。 「　　　′・`、-ベ　ヤー。」の推量の問いもよく

聞かれる。

「よ」 (非命令)と言いかえてよい「ヤ」がある。 『秋田方言』には,

誉めや(達) 〔市*〕御免よ。　・市-秋田市

んでねぁんすや(連) 〔平*〕さうではありませんよ。　I|Z=平,IE郡

などが見られる。私が東能代で聞いたものは, 「テモ　ヤ。」 (「何もよ。」りちが

います。つなどである。県中部奥で聞いたものには,

○テ㌻ッァ　テラゾォ　テラデ　ヤO

ねえさん,ラジオを消してよ。　　(老女一一一一孫嫁)

がある。

「ね」と言いかえてよいものもある。 『全国方言資料』第1巻の「秋田県南

秋田郡富津内村」の条には,

mウ-ン　ナ-ニ　ワジカ　シルシコバリヤー

うん,　なあに　わずか　しるしばかりでねえ。

というのが見える。 「よお」と言いかえてもよいものであろう。男鹿半島の船

川港で聞いたものには,

○オフフ　ォ首　キョ- イネク〔ii〕テ　ヤー。

'おれの女房はきょうはいなくてねえ(よお)。

がある。

感嘆の「ヤ」もある。
-___　　一′1

0キャツァ　ヤーo

こいつめ!

は,横手弁での一例である。

※　　※　　野
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本県下の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞では,まず, 「ナヤ」が指摘され

る. 「ソソダ　アヤo」(そうだねえ。)などとあり, 「ナヤ」が「ナ-ヤ」とも

言われている。 『鹿角方言考』には,

あの-な・や　呼ヒカケの声,あのねこ同シト錐モな・やト重ネタルトコ
'mni

ロニ言ヒ知レヌ暖カミヲ感セシム。目下ノ者二対シテ用ヰル。之ヲ約メテ

あのなァェトモイフ。此ノ場合-ねト全ク同様ナリ。

との記述が見える。

問いの「カヤ」がある。 「ガヤ」ともなりがちである。 『秋田むがしこ』に

は,
WMk

「これ　貴方どごさ　かぶせるのだがや。」

などが見える。

「ケヤ」もあるか。

伝聞の「トヤ」がある。さそいの「シャ」もある。

岩手県

本県下での「ヤ」には,つぎのようなものが見られる。

単純よびかけの「ヤ」がある。昔話では, 「せがれ　ヤ。」などとある。
か

命令の「ヤ」がある。 「食せろ　ヤ。」 「来い　ヤ。」などと言われている。

ていねいな言いかたになると,県南一関弁では,

○コッテ丁　キ〔kgi]テ　ヶライ　ヤ。

こっちに来てくださいよ。

などがある。県北例は,

○ヤス〔ii〕マ耳デ　イガッシャイ　ヤー。

やすまないでお行きなさいよ。

などである.県東南隅での一例は,

○マテ　オンナ-リャセ　ヤー。
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またおいでなさいませよ。

である。昔話の記録に, 「--・--　呉ろや。」などというのも見えている。

さそいの「ヤ」がある。

『岩手方言の語桑』には, 「旧伊達領」の, 「アノミエンヤ」 (行きませんか)

が見える。

問いの「ヤ」がある。 『岩手県南昔話集』 (『伝承文芸』第六号)には, 「そん

じゃそれを借してみらんや」というのが見える。水沢ことばでの一例紘,

○アテす コ-デ　ガシLi〕タラ 亭二七

あなた, "こうでしたでしょう?"

である。県中部の東域で聞いた一例は,

〇三て~ロジュ〔ii〕-ナン京ダ　亨-0

二十いくつだ? (年令を問う。)

である。

「よ」と言いかえてよいばあい(非命令)の「ヨ」がある。 『全国方言資料』

第1巻の「岩手県胞沢郡佐倉河村」の条には,

mホンケヌ　ステ　ノンダホダヤー

本気に　　して　飲んだそうだよ。

というのが見える,私は県南で,かつて人から, "だから,場所のかた(「都会

の人」の意)は, -んなことに思うでしょう　ヤー(よ)0"と,言われたこと

がある.県北での例をあげるなら,

○-ヤグ　オマンマ　クテ一　再二。

早くごほんがたべたいよお(わあ)0

○タべテ-　青。

"たべてください。"

などがある。

反語表現の「ヤ」と見てよいものがあるか。 『平泉方言の研究』には, 「お

めあつかったのであすべと,だれぁそんなごどすってますべや(少しぞんざ
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い)」(霊孟夏が使ったのでしょうよ-,誰がそんなことを知っていましょう

か)というのが見える。

※※※

本県下の,「ヤ」に関する複合形の文末詞では,まず,「ナヤ」のおこなわれ

ることがさかんである.「ナヤー」「ナ-ヤ」ともあり,また,「サ詞了-

ティヤ。」(さむいねえ。)などともある。「何々だモノナヤ。」の「モナヤ」

もある。

「ノヤ」もあるのか。『岩手方言の語劇には,「旧南部範」の「ネァケノ

ォヤー」(無かったよ)が見えるo

『全国方言資料』第7巻の「岩手県九戸郡種市町中野」の条には,

fトンデマナクサ-ァヨ-タノオクテァタンダモノ-ヤ

飛んで目にはいるはどのものを食べていたんですものね。

とあるo末尾に「-ヤ」が見られる.県北の「言ンヤテメテ〔ii〕ルlti〕ソ

ンアイモー。」(今夜は雨が降るらしいよ。)には,「イヤ」が見られるともし

うるか。(「ヤー」の訴えがつよいものであろう.)

「カヤ」があり,問いのこれは「ガヤ」と言われがちである。

『岩手方言の語尭』に見られる「旧南部額」の「ヤンタガヤ」(あらいやだ!)

は,別の「ガヤ」である。

問いの「ノヤ」がある。

問いの「トヤ」もあり,伝聞の「トヤ」(「ドヤ」とも)もある。

「デヤ」がある。『全国方言資料』第1巻の「岩手県胆沢郡佐倉河村」の条に

は,

mトヌカクシバデーズニシンダデヤ

とにかく火は大事にするんだよ。

とある。

「チャヤ」がある。「行けチャヤ。」などと言われている。「チャ」は,「と

言やあ」的なものであろう.
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「モノヤ」式の「モヤ」がある。 「そだ　モヤ。」は「そうですよ。」であり,

「そでな　モヤ。」は「そうではありませんよ。」である。県北,軽米弁での~

例は,

○イ-亨-,ナニニ〔i〕,セすモナ三千ロモ　デーキ〔kgi]テ言ンダ
_一ノ

モヤェ-.

いいや,なあに,せわもなにもできないんだものね。 (できないんだ

ォt。1

である。人は,この例の「ヤェ」に関して=「ナ-」とながめるのより.ち,ち

っと下のほうの人に対して, 「ヤェ-」と言う。"と語った。

「モヤ」に相当する「オヤ」もある。 (「モノヤ」は「モンヤ」となり, 「モ

ンヤ」は「オンヤ」となる。 「モンヤ」が「モヤ」になり,イオンヤ」が「オ

ヤ」になる。)

青森県

単純よびかけの「ヤ」がよ-くおこなわれているo県東部での一例は・ 「ゴす
ノ

ゲ　ヤ。」 (ご大儀さまO)_である。県西部での一例は, 「テモ　ヤ-o」 (なに

ち,そんなことはしないよ。)である。辞軽例,
容ら

○ノブデ　キすバッテ　ヤー。

(酒を)飲んできたけどよ。

などにも,よびかけのさまが明らかである。

さそいの「ヤ」がある。

○オドンべ　青二o

みんなでおどりましょう。

は,県東南部での一例である。
//

問いの「ヤ」がある。 「テニ〔i〕ヤ。」(何や?)などと言っているo

「よ」と言いかえてよいばあい(非命令)の「ヤ」が,よくおこなわれてい
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_　　ノ　　　　　　　　　　ね

るO弘前弁の一例は, 「ヤス〔ii〕ミ〔i〕-　ヤーO」 (おやすみなさいよ。)<寄

ノりあいの席で別れる時とか,他家を辞去する時とかのあいさつ>である。 ,『津

軽方言えはがき』第二稗には, 「ワ,ナ,モテ　ネェヤー」 (僕か,持っていな

いよ)というのが見える。 『青森県方言靴語』には, 「がァばれ　男でねェや」

(お前ばかり男でないよ)などが見える。 『野辺地方言集』には, 「ヤ」に関し

ての,

「そうだヤ」,ヤは女が多くつかふ。ヤに-を湊へてもつかふ。

との説明が見とる.

「ね」と言いかえてもよいほどの「ヤ」も見える。県東部での例は,

○モーシ〔i〕ワ ゲ ネ-ドモ・ヤ。

申しわけないけどね(よ)0 (電話でのことば)

などである。

県下に, 「ヤ」相当の「ヤイ」も見える.十和田湖畔の一例は,

○オフド言サモ　イガネ　青70

わしはどこ-も行かない.よ。

である。上北郡野辺地町での一例は,

○オ亨　言~フニャ　ド盲サモ　イガネ　モア。

わしは今夜,どこ-も行かないよ。

である。 「ヤイ」は,県東部のいわゆる「南部」によく見られるか。 =自分か
-　　　ノ

ら見て日下に言う" 「ゴタイギャ-ィ。」 (ご大儀ね.)ち, 「ヤイ」をやどして

いるものか。

※　　※　　　※

未県下の, 「ヤ」・に関する複合形の文末詞では, 「ナヤ」が指摘される. -

県東部に兄いだされがちのものか。

「イヤ」がある。 「カヤ」がある。

「ノヤ」がある。 『野辺地方言集』には, 「ノヤ」についての説明, =ノと共

に女がつかふ。ノヤと云-はたゞノといふより一層親みがある。ノは「東京の
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ありませんの」のノに当る,たゞノ丈け使ふ場合もある."というのが見える。

「トヤ」がある。 『野辺地方言集』には, 「ヤなんだとヤ」の言いかたが見

える。昔話の語りなどには,伝聞の「トヤ」がよく出ている。 (おおかた「ド

ヤ」とある。)

ついでに考えることであるが.当地方で頻用されている「ネ-」は,他地方

での「ネヤ」に,多少とも似たところがあるかもしれないO

十　北海道地方の「ヤ」ほか

命令の「ヤ」がよくおこなわれているO 「ア77　TL,ヤ。」 (あれを見ろ

よ。)などと言われている。 「・・-　-　行ケ　ヤ。」などのぞんざいな命令のば

あいとともに, 「--　　行幸ナサイ　ヤ。」式のていねいな命令の言いかたも,

もとよりおこなわれている。

さそいの「ヤ」がおこなわれている。 『北海道風土記　童戯と方言』には, 「え

くべや」 (行きませう)などとある。

問いの「ヤ」もよくおこなわれているo小樽での一例は, 「ソンナニタクサ

ン　キタラ　アツイべ　ヤー。」(そんなにたくさん着たら薯かろう?)であるO

「よ」と言いかえてよいはあい(非命令)の「ヤ」が,またよくおこなわれ

ている。上の『北海道風土記　童戯と方言』には, 「ずれいや(づるいやの転靴)」

が見える。土居重俊氏は「北海道方言素描」 (『方言研究』第五輯　昭和17年6

月)で, 「ジンバル(見詰める)」の用例, 「アノ男オジンノミッテ見てヤッタラ

逃げタヤ」_をあげていられる。 「よ」と言いかえてよいはあい,推量の表現や

たのみの表現になることもある。

「ね」と言いかえてよい「ヤ」もできている。 『全国方言資料』第1巻の「北

蔽道美唄市西美唄山形」の条には,

′コドスワ　コリャ　ホ一一サクダべヤー

ことしは　こりゃ　豊作だろうね。

とある。-「ヤー」を, 「よ」とよびかけるところと見てもよかろうか.
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※　　※　　※

北海道地方の, 「ヤ」に関する複合形の文末詞では, 「ナヤ」 「カヤ」 (「ガ

ヤ」とも) 「デヤ」などが指摘される。

上記の「美唄市西美唄山形」の条には,

fホテ　　ミズオケダラ　オマ-　ミズ　--ドゴ　　　ナエーグラェ

そして　水おけだって　おまえ　水が　はいるところが　ないくらいに

スバ、ソタンダ　　　スバレッケナェヤー

凍っているんだ,　凍ったね。

というのが見える。

石垣福雄氏は, 『日豪方言の記述的研究』に寄せられた「北海道桧山郡江差

町」の記述で, 「ガヤ」に関して,

共通語の「カイ」に当たる。疑問の意を添える。

ママ　クタガヤ「飯を食ったかい」

オメ　-がネソダガヤ「お前行かないのか」

と述べていられる。

「デヤ」に関しては,石垣福雄氏の「北海道は方言試練の場　死滅したこと

ばと生き残ることば」 (『放送文化』第22巻第2号　昭和42年2月)から,

道南のある漁村で女の子が,共通語なら「私知らないわ」というべきとこ

ろを「オラ,シラネデヤ」といった。

などの記事をひくことができる。 『全国方言資料』第1巻の「北海道松前郡福

島町白符」の条にも,

mソレア　イ-チ-　　マ-　ソレダバ　-ー　ナニヨリノ　ゴッツォ-ダ

それは　いいねえ,　まあ　それは　　もう　何よりの　　ごちそうだね

デヤ

え。

とある。
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十一　むすび

以上,全国にわたって, 「ヤ」文末詞の生活を見てきた。

いろいろな用法が兄いだされたけれども,原本は,単純なよびかけであると

解される。人についてのよびかけは,まったく全国的なものであろう。ところ

で,いまやこれが,古めかしいことばになりつつあるのが注目される。 「ヤ」

のよびかけは,時代とともに生きていくことができなくなっている. -「貢

-　ヤ。」(ないよ。)の言いかたが,感じのよくないものとされるにいたって

いることも注目される。

しかしながら,地方の諸用法では, 「ヤ」の親愛感のそうとうに出ているこ

とも認められる。よびかけであれば,もともと,親愛感はやどりうるものであ

ろう。これは,よびかけの,もっとも人間的な事情かもしれない。

「ヨ」と「ヤ」とをくらべると, 「ヤ」では,親愛感がうすれやすくもあっ

たかのようである。なぜ, 「ヤ」が「ヨ」よりもそうであったのだろう。 「ヤ」

の中にどういう因子がひそんでいるのであろう。ナ行者であれば, 〔a〕母音

の「ナ」のはうが, 〔o〕母音の「ノ」よりも,一般的には,むしろ上品とも

されやすい。 (ただし, 「ネ」 (〔e〕)紘, 「ノ」よりも上品らしく感じられるに

いたっている。)単純感声的な文末詞での感情価値の分化は,まことにふしぎ

でもある。

上丸　私は, 「ヤ」の諸用法を見て,たとえば,命令の「ヤ」などと言って

きた。今,あらためて,諸用法の分化発現を整序して見るならば,つぎのよう

なことが言えようか。もっとも感動的な,よびかけの「ヤ」が,訴えの気もち

をつよくするうちに,念おしや命令の「ヤ」になったであろう。命令気分の

「ヤ」は,また,勧誘気分の「ヤ」に転化する。 (願望気分-の「ヤ」に転化す

ることがあってもしぜんである。)さて,対他的な「ヤ」表現が,一方,対内的

なものになれば,これは,しきりに自己を表明する「ヤ」表現になるOそれ軒と,

また諸相が起こりうる.要するに, 「単純よびかけ」の度あいが複雑化するに
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つれて,そのよびかけの重さが,種々,訴えの類型となっていったであろう。

こうなって,用法の範馬が生起したと見られる。

上釆の記述中,私は,多くはかんたんに「命令の『ヤ』」などと言ってきた。

これは,かなり便宜的な言いかたでもあることを,あらためて断っておきたい。

『命令の『ヤ』」は,命会の表現を完結させる強力効果の「ヤ」である。

「ヤ」や「ヨ」には,とくに,命令表現を収束する効果が大であると言えよ

うか。これは,ナ行音文末詞の「ナ」 「ネ」 「ノ」などが非命令的用法にたちが

ちであるのと対照的である。

「ヤ」のかもす文表現品位は,総じて中等品位以下と言える。見さげてのも

の言いに, 「ヤ」の用いられることが多い。 「ヤ」は,おとなが子どもに言う

のにふさわしいものでもある。ところで,そういうものであるため,また,

「ヤ」がやさしみを持った言いかたにもなり,さきにも述べた,親愛感の言い

かたにもなる。表現の音調が,そういうはあい,ものを言うo (近故・四国な

どでの「行け　ヤ。」ではない「行き　ヤ。」には, 「ヤ」にも,しぜん,やさ

しみがやどりがちである。)

-一般に, 「ヤー」と長呼されてしかも高品位ということは,まずあるまい.

「ヤ」の「ヤイ」形にしても同様であるo　さらに一考をつけ加えるならば, 「ヤ」

には, 「ワ」 (「知らない　ワ。」など)ほどの,感情の高揚がなかろう。 「ワ」表

現よりも「ヤ」表現のはうがおちついている。それだけにまた, 「ヤ」の言い

かたには,投げやりなところもあるか。そこが, 「ヤ」の卑俗みというところ

でもあろう。

「ヤ」に関する複合形の多汎多角的であることは,くりかえして言うまでも

ない。複合分子として, 「ヤ」が上接着になるはあいも合わせ考えれば, 「ヤ」

の用法の,はなはだしくはばびろいものであることが理解される。

複合形おのおのに,習慣上,アクセントの山のできかたがあって,これにも

また,注意すべきものがある。 -そのことは,すべて,複合形文末詞の対他

効果にかかわっている。ナ行者の「ネ」に「ヤ」が下接してできた複倉形の
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「ネヤ」は,通常, 「貫ヤ」となっており,男性に用いられることが多く,また,

これが,なんの遠慮もなく相手に言いかけられることも多い。

日本語の主体のもとでの「ヤ」のありようには,巨紬こIbたって,吟味探究

すべきものがある。いずれにしても,その「ヤ」の活動の,現実の一々は,日

本語の歴史的推移に即応するものであり,日本語生活の社会的な動力を反映す

るものである。

以下,中巻につづく。
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索　　引

〇二種の索引を設定する。

0語句排列は,アイウニオ順によらないところもある。

I　方言事象索引

〔i〕母音

〔7〕

「ア」音-・・一日-一　一87,」0,93,109

ア行音文末詞-一　　　　　　　一446

〔イ〕

イ-・　　　　　　---・190,446,447

「イ」音尾-一一-一・　　　一一日448

イナ-・・--‥167, 169,178, ISO, 194, 201,

202, 205, 207, 212, 219, 224, 226, 240

イネ-・ --330,334,350,352,355,357,

361, 362

イ(-)ネ-・　　　　　　　-=-366

イノ--　261,264,266,285,288,292,310

イヤ=-　-　469,483,487,494,511,512

529, 530, 533, 535, 540, 552, 585, 587

〔ウ〕

ウェ-チ-・・一一　　一・一一　　日　213

ウェ-ネ

ウェノー

〔エ〕

エー--・・一一・・・一・・・　日　446,447,477

ユナ一一　　　　190, 205, 212, 219, 234

エ不--・・　　- 350,352,355,357,361

- 〔り　ネ--一一　　　　　　-I- 339

〔e〕母音
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オー-. ,*

オンナ

オンネ

オンノ

オソヤ

オンヤ

235, 238

〔力〕 ・ 〔ガ〕

カ-一一・・--　　　　・蝣・17, 18,28,29,45

35,36, 38

カイ=-・　　　　　　　　- 41,43,456

カイナ----143, 146, 156, 161, 164, 167,

169, 173, 175, 178, 185, 187, 191,

194, 196, 197, 199, 201, 202, 205,

212, 215, 217, 219, 231

カイ(-)ナ・-　　　　　　　　　177

ガイナ一一一147, 179, 186, 192, 195,202,

207

カイナ一一・　　　　　　　　一46,53

カイナイ

カイニー　　　　　　　　= 389,403,424

カイネ--- 328, 329, 333,339,341,344,

346, 347, 349, 352, 361, 362

カイ(-)ネ一一　　　　　　　日355

329, 350

ガ(ガ)イネ一一・-一日目一・一　352,355

カイノ.・・--255, 264, 266, 269, 270, 273,

276, 280, 283, 285, 286, 288,_ 292,

295, 298

ガイノ・--・-・一・一-一一一254,276,295

カイヤー--448, 456, 469, 472, 483, 487,

489, 494, 502, 508, 513, 516, 520,

524, 527, 529, 530, 533, 535, 537,

542, 551

ガイヤー一一-- 489,508,524,527,533

ガ(ガ)イヤ=-　　　　　　　　-535

カイヤイ

カニナ　----　　　　　　　146,191

U7

288

254

304

535

20Lさ

カデァナ一・一一一・一・・一　　　　一235

カナ・一・一32, 47, 143, 146, 156, 161, 164,

167, 169, 172, 173, 175, 177, 178,

182, 184, 185, 187, 191, 194, 197,

199, 201, 202, 205, 207, 2.03, 212,

215, 217, 219, 221, 222, 223, 224,

226, 227, 230, 231, 240, 242

カ(ガ)ナ一.　　　・- 232,23生,237

カナ(ガナ)一・　　　　　　　一242

ガナ--一一・144, 147, 156, 161, 164, 167,

169, 172, 175, 177, 179, 182, 184,

186, 187, 192, 194, 196, 197, 199,

201, 202, 205, 212, 215, 217, 219,

221, 226, 240

209, 212

カナイ=-　　　　　　　- 156, 161,164・

カナィ

ガナイ
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カナヨナ

カナソ=・-一一　　　　　　　　156, 161

カニ-=一・一日　　　目・・-　405,408,424

カ(ガ)ニ　　　　　　　　ー-一一389

カニ一・一--　　　一・・・一-　　400,407

カネ----- 328,329,330, 331, 332, 333,

339, 347, 350, 352, 355, 357, 358,

360, 361, 362, 363, 364, 366, 371,

372, 373, 375

カネ(ガネ) ・　　　　　　---366

ガネ一・一一328,329,330, 331,339, 349,

350, 357, 360, 361, 364, 367, 373

ガ(ガ)ネ・一日　　　　　　-　352,355

カノ-=　- 255,257,258,260,261,264,

266, 269, 273, 274, 276, 279, 280,

281, 283, 286, 288, 292, 295, 296,

298, 301, 303, 307, 310

ガノ・-=---264, 266, 269, 270, 273, 274,

275, 288, 292, 295, 297, 307

カノン--　　　　　　　　-- 274,301

「カ+文末訴えア音」一　　　　　一102

カヤ‥‥　--448,449,450,454,455,456,

459, 472, 479, 483, 492, 494, 501,

507, 508, 513, 520, 524, 527, 530,

533, 535, 537, 540, 542, 547, 550,

553, 554, 561, 564, 566, 574, 580,

583, 585, 587, 589

ガヤ一・ ・一450,464,466,469,472,483,

487, 489, 492, 494, 503, 507, 508,

520, 524, 527, 533, 540, 542, 547,

551, 580, 583, 585, 589

「ガヤ」 (かヤ) ・　・--一一一　568

ガ(が)ヤ・‥　　　　　　　-　535,537

カヤー

カレーナ

524

535

507

146

lEJo

329

329

255

254

191

313

感声系のナ行者文末詞「ノ」 -　　247

「の」助詞系文末詞の「ノ」--　247

感声系の「ノ」文末詞--I --- 310

カソタナー-一日　　　　目-一一一- 170

〔キ〕

キャーナ一一.・-・.・- 156,179,191,212

〔ク〕

クサナ-・　　　　　　　　-- 165,167

クサネ・-I-・一一一一・----・- 332,333

クソニャ-・.=　　　　　　-一一一　420

クソニヤニー一・一・一一一・日---　420
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〔ケ〕 ・ 〔ゲ〕

350, 355

ゲ(ゲ)ネ一・・一--　　　　　　　352

280, 292

ゲノ(かいの)

「ケ(かい)+文末訴えア音」一　一102

ケヤ=一一--502, 508, 516, 527, 533, 535,

537, 540, 564, 566, 583

「ヶ」は, 「これ」起源・一一・一　-293

〔コ〕・〔ゴ〕

30, 52, 70

「コト+文末訴えア音」一・一　　　103

ゴワンス

〔サ〕 ・ 〔ザ〕

サー---一・・一一一一6,8,9,45,362,363

サーへ-・

サ行音ザ行音文末詞一日　　　　　131

サ・ザ行音文末詞一一一一　　　--45

サナ--・　-155,160,197,199,210,221,

226, 229, 240

サネ・-　　　　　-・・- 365,366,373,374

サノ--‥=---・・----- 283,296,300

〔シ〕・〔ジ〕

シ(もし)

シオナー

シテナー

「シ(セ) +文末訴えア音」-　・- 104

223, 240

シ〔り　ヤ--一一-　　　　　　　= 581

* I-,蝣-' 1------------一一・SS

ジャ,アア

「シャ」音 104

「ジャ」助動詞一　　　　　　　・・一64

「シャ」文末詞一　　　　　　　　一・89

助詞系の「ニ」 =　　　　　　　- 398

助詞系の「ニ」文末詞-・日日399,424,

426, 434

助動詞「-」 (一七一サイ

<なさい>)一　　　　　　　一93

〔ス〕 ・ 〔ズ〕



〔セ〕 ・ 〔ゼ〕

ゼ(ジェ)ナ・・--　　　　　　　-212

355, 357

ゼノ-一・　　　　日--- 273,288,296

「ゼ+文末訴えア音」-　　　　　- 102
ゼヤ-一・一　　　　一506, 524,540, 580

〔ソ〕・〔ゾ〕

ゾイナ-・・ -175, 178, 182, 191, 196, 197,

199

ゾイナ-

ゾイネ-一・一--　　　　- 341,352,355

ゾイノー・　　　--- 268,270,275,276

ゾ(ド)イノ・一一・・　　　　　一273

ゾイヤー=一・　　日-・-　483,489,494

ゾイヤ,ドイヤー・　　　　　　　-513

ゾカノイ

ゾナ一一　一160,167,169,171,173,174,

178, 182, 184, 185, 187, 191, 199,

202, 212, 215, 232, 240

sczサ

ゾネ-・ --- 341,347,352,360,367,373

ゾ(ド)ネ--　　　　　　　　　-329

ゾネ(「ドネ」も)--　　　　=一日342

ゾネヤ
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ゾノー一・一日268,273, 274, 275, 276,288

ゾ(ド)ノ--　　　　　　　- 261,264

ゾヤ・一・一・・日483, 492, 494, 501, 524, 535,

537, 542, 546, 553, 566, 570, 574

ゾヤイ=・一日-・-=----　546,547,553

〔夕〕・〔ダ〕

タイナ一・　・一一- 156,162,164,167

ダイナー=　　　　　　　　-- 162,179

タイナイ

タイナン

タイネ・-　　-一一- 330,331,332,333

タイノ一・　　　　　　一一一260,261

代名詞系転成文末詞一一　　　　　一・46

ダイヤ-一　　　　　　　　一- 495,553

ダガナ

ダガヤ

「ダ」助動詞-′・　　　　　　・--71

201, 221

331, 333

361, 366

タナチコ

ダヤ-・・-　　　　　　　　- 530, 551,553

単純感声系の「ニ」 -　　-一一- 429

162



598

タソナーィ.・一一一　　一一--・=- 162

ダンネ-一・一-----一・一-- 361,362

〔チ〕

146, 162

469, 477

チャネ一日一一一一　　　　-- 355,371

チャノー

チヤヤ--　　　　　　　　　‥　575,585

チャヤー

長音, 「イ」音--=　　　　　--- 149

〔ツ〕・ 〔ヅ〕

ヅ(ズ)ァネ・-　　　　　　--- 374

ツナ--一一-=‥-- -・・- 146,156,161

466, 469

146, 161

〔チ〕 ・ 〔デ〕

デナ----　　　　- 164,172,175,177

デノ・-　-・・一一日一一一一264,256,288

「デ」の文末詞一一　　　　　　　蝣189

テヤ-一・・・一466, 469, 472, 473, 474, 477,

483, 487, 489, 493, 494, 503, 513,

524, 533, 535, 538, 541, 542

デヤ--　483,487, 555,568,580, 585,589

でよんナ,ジまソナ・-　　・--　236

〔ト〕・〔ド〕

トイナ-=　　　　　　　　　　- 162,213

ドイナ---　　　　　　　　- 191,199

トイナ-

トイネ一・　　　　　　日日日- 333,352

トイ(-)ネ--　　　　　　・一一355

トイノ一・　　　　　　　　一264,289

トイヤ-・・　一一　483,489,494,503,513

529

289

454

389

464

トカナ・　　　　　　　　　-　156,161

トカナイ

トカ(ガ)ニ　　　　　　　　　=-389

トコトイネ-一一-　　　　　----　355

トコトネァ一一・-　　　　　　　-352

トナー・・一一143, 146, 156, 161, 167, 172,

177, 186, 192, 235

ドナ・--- -143, 146, 155, 169, 172, 182,

191, 199, 202

156
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「ナ-」長呼形-・　　　　-一一133

トナソ--　　　　　　　　　=- 156,161

ド(ゾ)ニ　　　　　　　　-一一　389

屈L!-

ドニー

トネ一・一一・330,331,352,355,357,373

ト(ツ)ネ一・・一一一　　　　　--329

255, 258

ド(ゾ)ノ----一一　　　　　一255

トバナイ

トバネ

ト　ミー

トモイナ-イ----　　　　　　　　-・70

トヤ-‥・ --464,466,469,472,477,479,

483, 489, 492, 494, 513, 529, 540,

580, 583, 588

トヤ(「ドヤ」とも)一一一--・575,585

トヤー→ドヤー--　　　　　　　　　　541

568, 580

トヨノ日日-------=　・-- 255,258

ドンケ-ノ・-‥一一日・・・-・・-=--　294

〔ナ〕

チ-　- 24,32,41,42,43,45,46,48,56,

71, 75, 83, 132, 245, 443, 496, 500

ナ- (ナ-イ) ・一・　　　　　一・515

ナー---- ・一一--一一6,51,53,57,74

ナ-・エ

ナ-ナ-

ナ-ヤー一一464,489, 512,529, 546,550,

552, 562, 568, 570, 583, 585

ナ-ヤイ

ナーヤソ

546

461

202

20:)

なあんおす一一・-　　　　　　　　- 233

ナイ・-一一24,41, 133, 134, 136, 141, 145,

148, 150, 158, 163, 165, 171, 176,

181, 184, 193, 196, 197, 198, 202,

206, 208, 210, 211, 215, 216, 218,

223, 224, 226, 227, 229, 230, 234,

237, 242

ナィ,ナ-=・・　　　　　　　　　- 228

ナイヤー一日　　　　　-=　476,519,585

「ナウ」形文末詞一一----一一　- 153

218, 232

ナ行音--　　　　　　　　・- 441,590

ナ行音の「ヌ」 ・一　　　　　　　一440

ナ行音文末詞・-一一45, 75, 130, 319, 441,

442, 443, 445

ナ行音文末詞

「ナ」「ノ」「ネ」「ニ」一日-・一・一- 131

ナ行音文末詞の「ノ」一一一・一一- 317

「ナ」短呼形-　　　　　　　-一一133

-r- ... >

ナッス

「ナ」と「ノ」-　　　　　　　　‥- 247

159, 204



ニァ-,早--　　　　　　　　　　・・230

「ナ」の属

「ナ」ほか-南島地方=-　　- 134

「ナ」ほか-九州地方-一一一140

「ナ」ほか-中国地方一・一-- 170

「ナ」はか-四国地方一一一・日180

「ナ」ほか-近珪地方---　　187

「ナ」ほか-中部地方=---- 203

「ナ」ほか-関東地方--一一- 221

「ナ」ほか-東北地方=-一・一　227

「ナ」ほか-北海道地方一一一241

「ナ+文末訴えア音」一　　　　　　一・98

「ナ」文末詞一　　　　　　一243,245

ナモ,ナム--　　　　　　　-一一215

ナモシ一・・　　　　　　一25,30,41,43

「ナモシ」煩-.・.　　　　　--71,385

ナヤ・・一　一46,448,512,516,519,535,

539, 542, 546, 556, 566, 568, 570,

573, 579, 583, 585, 587, 589

ナヤナ-

ナン=-日日　・蝣24,133,134,148,152,158,

171, 174, 181, 183, 184,207,211,

214, 219, 225, 227, 239, 242

ナソシ

ー+- '-, .

十二.-]-. 1

ナン′モ

ナンヤ

378, 380

185, 351

「ニー」「ニン」-一　　　　　　　一404

ニェ一一一日　　　一　　一　・・350,354

「ニ」 T>

ニシー一　　　一　393,411,429,430,437

「ニシ」 「にし」 「ニス」 〔nisi〕　　431

「に」助詞系と見られる文末詞--・415
410, 411

337, 384

219, 221

-　378

「ニ」文末詞

「ニ」ほか-南島および九州

地方=-　　　-- 385

「ニ」ほか-中国地方一一　一・396

「ニ」ほか-四国地方-一一一・400

「ニ」ほか-近畿地方-- ・- 405

「-」はか-中部地方・・--・-- 419

「ニ」ほか-東国地方---　- 426

ニヤ--　　-198, 352, 392, 393, 394, 398,

401, 402, 405, 〈05, 410, 411, 413,

415, 416, 417, 423, 448, 512, 526,

530

ニャ一一　　　　　　　　158,171,183

ニャ,不ヤ

ニャ一一一・・141,151,163,166,187,198,

204, 206, 208, 210, 215, 218, 223,

225, 394, 402, 405, 422

ニ十一一「ニヤ」系--　　　　　　185

ニャ一一不一-　　　　　　　　　　176

ニャ-ナ

ニャイ--　　　　　　　　　　211,394

「ニャ」文末詞-　　　　　-=---89

ニャン

ここL・-



390, 417, 424

こヨ　　　　　-蝣281,290,391,396,417,

418, 421

ニソ-一　　一・一一日- 185,392, 403,432

〔ヌ1

ヌ・-・　　-----・311,437,438,439

「ヌ」の属-‥----‥・-・一・一-- 435

「ヌ」文末詞一一-一・・一一-一・一- 440

〔ネ〕

ネ日日・-5,12,13,15,16,17,18,19,23,

28,29,34,37,48, 52,56, 57, 71,

75, 319, 375, 380, 427, 443, 455,

456, 457

ネァ一一--　99, 100,338,349,351,354,

355, 370, 371, 372

ネァ,ニァ-・-・一一一-一一一一一　337

ね或ねい(感詞)一　　　　　　一一398

ネイ一・一一327,330,342,354,356,367,

368, 371, 377

ネ-ナ日日一一一一・・日・・-・・・-　199,202

ネ-ヤ・・・一・日日日476,479,520,532,546

ネ-ヤイ

ネサ

累　　引　　601

ネシ・一一日　　　----・-蝣373,429,430

「ネシ+文末訴えア音」・=　・一一・104

204, 240

「ネ」に関する複合形文末詞・一・一蝣325

「ネ」の属一・・一-　　　　　　　- 319

「ネ」ほか-南島地方--　-- 325

「ネ」ほか-九州地方--　- 326

「ネ」はか=-中国地方--・　- 334

「ネ」ほか-四国地方日日---　341

「ネ」ほか-近畿地方-一一一　343

「ネ」ほか-中部地方=-一一- 349

「ネ」ほか-関東地方---- - 363

「ネ」ほか-東北地方・-　　　368

「ネ」ほか=-北海道地方・---　375

「ネ」の分布=・・　　　　　・-- 320

「ネ」の用法・=・一一一一-一・・一　日324

「ネ+文末訴えア音」一日--一一一--99

「ネ」文末詞--一・一-=一一・-- - 399

ネヤ・- ・- 75,76,83,102,334,342,346,

347, 349, 352, 401, 402, 405, 413,

433, 483, 491, 499, 500, 503, 505,

508, 520, 523, 526, 530, 535, 537,

539, 542, 546, 568, 574, 579

ネヤ,ニヤー・　　　　　　- 532,580

ネヤ,ニャ---　　　　--一・一　492

「ネヤ」 (「ネ-ヤ」も)=一一・一・一471

ネン--一日-351,354,356,359,365,367,

370, 373, 377

日&fiEi

ネソナ・---=-一一-　　--- 192,194

ネンヤ-・-一一・一一-一一一一　448,574
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〔ノ〕

ノ-　-・- 24,48,56,71,75,76,443,500

272, 306

蝣38, 42, 50, 371

ノ-ウェ一日一一　　　　　・・・-- 301

ノーシ--=一　一-=---- 183,273,342

ノ-ヤ　-蝣464,471,473,476,479,482,

487, 489, 491, 494, 500, 508, 519,

524, 539-・540

ノーヤイ

ノーラヤ

ノイ----= 24,250,257,258,260,273,

276, 280, 283, 291, 294, 300

ノイ(のよ?) ---=-…‥‖- 263,265

ノイネー

ノイノ-

ノイヤ・=-・-448, 473, 482, 494, 524, 529,

537

ノシ--・・---　　　　--- 43,60,277

「ノシ+文末訴えア音」 (「ノ」

は助詞系文末詞) ・　　・- 105

「の」助詞系の「ノ」文末詞一一307,310

「の」助詞系の「ノン」・=　　---- 269

匂SH2!

184, 187

「のに」系の「ニ」-　　　　　　- 425

「ノ」の属--=　　　　　　　　-　246

「ノ」 -南島地方--・ ・一一一251

「ノ」ほか=-九州地方--・　- 251

「ノ」ほか-中国地方----- 262

「ノ」ほか-四国地方--一一- 271

「ノ」ほか-近畿地方-　　　276

「ノ」ほか-中部地方=・・・--- 286

「ノ」ほか-関東地方--‥-- 304

「ノ」ほか-東北地方・---- 311

「ノ」はか-北海道地方---　316

「ノ+文末訴えア音」-一一一一　-・-99

ノマイ---=-・ =-一一一-36,259,473

ノヤー一一一476, 482, 500, 519, 532, 539,

542, 575, 580, 585, 587

「ノヤ」の「ネ」-　　　　　　　-346

「ノヤ」の「ネ」「ネソ」 -　　　‥345

「のや」の「ネ-」 「ネ」 「ネソ」　347

「のや」の「ネソ」一一　　　- 348,350

「ノヨノ」が「ネーノ」とも

なっているか-一　　　　　一266

ノワユノー・・・--　　　　　　　　- 293

ノン=一・一・24,250,260,263,265,268,

272, 273, 283, 285, 288, 290, 299,

302, 306

ノ(ソ)カノー・　　　　　　--264

ノ　ン′ケノ

ノソシ--・　　-一一・一・277,279,300

ノ　ン′タ

ノ　ン′ナ

ノ(ン)ヤー　　　　　　　　　　513

ノ(ソ)ヨノ一・　　　一---　266

〔ハ〕 ・ 〔バ〕

/=-ナ

蝣- 1'-+-

]蝣-*- i

157

163

163

331

バナ　　　　　　　　　ー162,167,169

バナーソ



索　　引　　603

SEKE

バヤ・-=--=　　　---- 472, 578,580

バヤ,バイヤ　　　　　　　　　ー484

〔プ〕

文末「ア」音一一一　　　　　　　--88

文末訴えア昔日‥・・　　　　- 87,89,91

文末訴え「ェ」 「イ」 「オ」 「ン」音- 109

「-」音・・-=　　　　　　　　　- 109

「イ」音-一　　　　　　　　　一110

「オ」音-一一　　　　　　--- 110

「ソ」音・一　　　　　　　　日目- 111

文末訴え音-一　　　　　　　一45,85

文末詞「ノ」 -　　　　　　　　-246

文末詞「ヲ- (オー)」一　・・・一日116

九州地方の「ヲ- (オー)」--　117

九州外に閑適事象を見る日日--　・123

〔ベ〕

「ベ」助動詞--一一一一一・-　= 92,93

〔ホ〕 ・ 〔ボ〕

〔マ〕

ましょう(ミッソ) ---一一----421

マン′ナ-I

ムソナ=一日-一一一------ 147,162

ムソノ=・・一・一--・---一日日日255,259

ムンヤー・

モシ,モ,

モナ,ムナ--・・--　　　　　　-- 232

モナ--‥　　　　　　　　一一213,219

モネーヤ

モネナイ

モノ,オノー一　　　　　一-一一235

モノナ　　　　　　　　　- 235,237,242

モノネ--　　　　　　　　　- 366,375

--」-ノ(ン)ネ-　　　　　　　　　328

307
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モノヤー

モヤ=一一日-　　　・464, 465,542, 586

モヤ-オヤー　　　　　　　　　　586

モソナ・・---144, 147, 156, 165, 167, 169,

213, 221, 230, 240

モソナ,オンナ・・--　　=・一一一162

モンナ,ムンナ,オンナ-一　　一232

モンナ-イ一一　　　　　　　　　日156

-t-ンナイ

モ(A)ソニュ　　　　　　　　　389

モンネ　　- 330,331,355,357,366,367,

371, 373

モソノ一・一255,259,260,261,275,297

そこ/ノヽン′

モソヤ-一・一一-一一448,464,472,535

〔ヤ〕

ヤ・一　日18,32,41,45,46,445,447,477,

504, 590, 591

ヤー→ナハレ=・--　　　　　　　一一515

57, 58, 59

ヤーィ.-・.--・　=一　日蝣蝣蝣548,573

ヤーナ

ヤーン

ヤイ-・一・一-448, 463, 468, 471, 473, 482,

, 491, 499, 511, 516, 519, 522,

526, 528,'530, 532, 534, 537, 539,

542, 545, 548, 550, 552, 554, 556,

558, 560, 562, 563, 564, 578, 587

ヤイ(-)ネ一・　　　　　　一366

ヤ行音文末詞一一一日一・・一一-日日45, 445

ヤ行音文末詞, 「ヤ」 「ヨ」一一一一131

ヤ行音文末詞の系列-・　　　- 446

ヤナ・---- 160, 166, 177, 190,207,211,

217, 220, 222, 223, 224, 232, 234,

240, 242, 448, 579

ヤネ一一333,339,364,366,374,375,559

ヤノ-=　一一254,261,266,258,269, 273,

274, 279, 448

「ヤ」の属-一一・・　　　　　一447

「ヤ」ほか-南島地方・一日--　449

「ヤJほか-九州地方-‥-一日459'

「ヤ」ほか-中国地方一・・一-= 480'

「ヤ」ほか-四国地方一日・・-- 495

「ヤ」ほか-近攻地方・・一一・・・蝣509

「ヤ」はか=-中部地方=‥一一- 531

「ヤ」ほか-関東地方一日一一555>

「ヤ」はか-東北地方---- - 568

「ヤ」ほか-北海道地方・-・・・- 588

「ヤ」の発音がしぜんに変じて

「ニヤ」となったか-一一・日　478

「ヤ」の「ヤイ」形=・・一一一-　-591

「ヤ」文末詞の生活・・・　　‥-- 590

ヤソ一日　-蝣-448,453,463,468,476,479,

482, 507, 516, 523, 530, 535, 563,

564

〔∃〕

ヨ一・　　一18,25,28,40,42,45,46,53,

445, 447, 449, 458, 477, 493, 504,

590, 591

ヨー---　　　　　　　　　-　26,39,310

ヨナ=-　　-143, 146, 160, 164, 167, 173,

178, 182, 184, 190, 197, 199, 202,

211, 217, 219, 221, 223, 224, 226,

227, 229, 240, 242



冒(ヨ-)ニー-・・.-・・一・・・一一一- 400

ヨネ・・一一一・328, 331, 336, 360, 364, 365,

366, 367, 375

ヨノ=　--254,258,261,264,266,269,

273, 274, 275, 288, 296, 298

ヨヤー---　479,506,520,532,540,566

34, 43, 52

ワイ・・--一　　一　一・32,42,43,274

ワイェヤ

ワイナ=一一・147,167, 179, 182, 192, 195,

202, 205, 230, 240

ワイ(-)ナ・一一・ -‥--一一一- 182

ワイナ一一--　　　　　　　　42,43,207

ワイネ・=一一一一--・346,350,361,366

ワイ(-)ネ・一　　　　　　　　一352

ワイネ(「ワイネソ」も)一一・一一355

ワイノ・-一一255, 261, 270, 276, 280, 283,

286, 292, 298, 303

ワイ(ユ)ノ-・---　　--一・一日269

ワイノー

ワイヤ・--　・479,487,490,495,503,508,

索　　引　　605

513, 516, 529, 530, 535, 541, 547

ワイヤー.・・--　　　　　　　　- 53,58

ワェ-チ

ワエナ　　　　　　　　　= 147, 192,2∝1

ワカイノシ

ワケノ

ワサナ

ワテナ

ワナ--日日-147, 162, 165, 167, 169, 177,

179, 187, 192, 195, 196, 197, 200,

202, 205, 207, 213, 215, 219, 221,

222, 224, 226, 227, 242

ワナイ

ワナノ

ワニ一　　　　　　　　日- 389,408,424

ワネ-…‥‖-339, 346, 347, 348, 350, 352,

355, 357, 358, 361, 362, 364, 366,

367, 371

ワノ--=一一255, 269, 274, 279, 280, 283,

286, 288, 289, 292, 295, 297, 298,

304

ワヤ一・・一・-蝣465, 472, 495, 503, 524, 529,

530, 533, 535, 541, 547, 551, 553,

554, 566, 576

ワヤー

ワヤナ

ワヤナー

ワヨナ

ワヨノ

蝣158

229

202

147

255

「ヮラージ」「ワライジ」「ワ

ランジ」一一一一------一一149



(il)6

ヲ,ウォ

「ヲ-」「オー」一一　‥・一一-・・・-116

〔ン〕

「ン・」音

-148

261

479

167

ンナ-・--・- 187,212,214,216,217,219

ソナ,ニナ=-　　　　　　　　　-200



編　Il^KSE

Ⅱ　事項索引

訴えととは-一一-一一日一・・一---5,16

〔ア〕

愛想こと

上がり調子一・・・・一・-=一一　・10,20,24

上げ調子-=・-日日一日-- 10,12, 18,92

安芸方言

アクセント波=-一　　　　　　　一-67

〔イ〕

生きた会話のキー・ポイント一一・・・-27

文末詞

異形分化

拭雲弁

己然形

因幡方言

意味作用---　xviii,xix,40,44,51,133

意味内容

意味論的な価値‥・・---一一一一・一-・23

伊予方言

隠在の文末詞・一　一一　-一・・一一・42

インドシナ語一一-----・一一---18

〔ウ〕

訴え・--　-3,4,5,6,7,8,10,15,`24,40,
43, 56, 85

訴えかけ

訴え成分「文末詞J　　　　　　　-　・25

訴えの意味作用---　　　　　---蝣43

訴えの機能

「訴え」の基本性------　一一日-3

訴えの効果--　　　　　　-- 87,445

訴え効果

訴えの作用

訴えの心理

訴:i心.ll

65

3

24

25

訴えの心理の表現・一一-一日・----・24

訴えの度あい-----=----一日--・44

「訴え」の内容に関する省察・-・--- 5

訴えの中味

訴えのはたらき一・一一・日--…‥‖-- 5

「訴え」の表現・一一-・一一一一日一・日3

訴えの方向

訴えの役あり--一　　　　　　　・一83

訴え要素・一・　　　　・一一一10,20

訴え要素とその出現の位置---=--- 6

〔エ〕

子li tVii,

エジャキュレーション=-・　‥-一・・一48

EV3
H



608

音感-----　　　=一一蝣246,432,535

音形一一一一一　　　　日・23,25,85,86

音声言語・一・　　　　　　　一54,86

音声現象=日　　　日---- xvm,134

音声表現法--　・-一一---一一109

音声表現論

音調の上げ下げ---一一　　　---21

〔力〕 ・ 〔ガ〕

会話のセソテンス-=　　一一一一・-=27

書きことば

下接者重点

語,')3、汁

活用形・‥-・-　-一日一一一一一12,31,32

l.1ォ情価値

感声的文末詞=-・ --45,46,48,87,130,

131, 250

感声的な文末詞-----・・・-一一- 445

感動音

嫉動,i"l

感動詞系(-文系)の文末詞--一日-71

感動助詞=一　　　　　　一xvi,30, 32

間投詞--　　　　　　- 29,35,36,48

間投助詞=---　　　　　-=-28,29,34

間投助詞と終助詞-・-　　-・一・一・ ⅩⅤ

間投成分--一・　　　　・一34, 35, 36

問投成分-間投部(間投話部) ----35

〔キ〕

記述,叙述説明・-　　　　　　---83

記述体系の二方向・一一一--- ・一一75

既成文末詞二つ以上の複合形一一・・日42

枚能日日　- 9,48,50,56,57,58,60,61,

63,66, 67,83

待遇機能一.　　　-　57,58,59,60

機能的連関=一・一日　　　　　　-- 132

機能総論

共時論的処理一一　　　　　　　一　323

共時論的たちは,通時論的たちは--・44

強調夫.112

共通語‥日日一一一一・一一一- 7,245,443

共通語の流布一・　　　　　　　日- 340

共通語文末詞日日----i -一・一61,62

共通語文末詞界,方言文末詞昇一--・61

近畿方言

近畿ことばの特色=一一・　　一- 187

47, 187



近畿弁のアクセソト,四国弁の

アクセント　　　　　　　　　　　　188

〔ク〕

ロことば---・一　　・一一一- 49,54

国の西半地方--=　　　　----- 434

〔ケ〕 ・ 〔ゲ〕

形態--～.　　　　一一　23,24,30,32

形態の省略

系統・脈絡,系脈一・・　　　一-・-78

3,7,16,18

n nui舟的

言語記号

言語研究での次元観----一　　　一・74

言語研究の方法一・　　　・一日xvlll

MSfrLS冒

言語生活-　　　　　-3, 23, 77, 78, 109

言語表現--・　　　　　　--3,4,26

言語表現作用--　　　　　　　　　- 3

言語表現の生活--　　　・・.- 26,38

原始的感動音-・　　　　　　　-- 442

言主の

原生的文末詞-　　　　　　44, 45, 245

原生的な文末詞・一・一一・日一一日日日71

宗　　引　　609

感声的文末詞一一一-・-・--一・一45

非感声的文末詞--・　-一・・一-45

原生の感声的文末詞一日一・　一-蝣130

現代英語-・　　　　　　‥ 17,22,63

現代英語の文構造---　　　　　・-12

現代共通語

現代語研究

現代日

〔コ〕・〔ゴ〕

-　xvin,25,28.35

高次共時論・一　　　　　一xix,77,73

高次共時方言学,記述態度-一　一Ⅹ1Ⅹ

情造矧m・.u;1n連m

!iで　空圭

口頭語

高平調

広母音-・　　　　--87, 246, 443, 445

国土辺周分布・---　　　　　　- 434

語序--　　　　　　　蝣13,16,17,18

個人癖,方言習慣--　　　　　- 115

古態敬語法----　-一一一一-・- 140

「語」単位の次元,文表現次元-・--・25

語としての文末詞--一一一-・-・xviii

ことばづかい・-　　　　　　--・---24

ことばづかい,意味作用-日日--　-・50



65, 68, 70

コミュニケーション-・・-‖‥…-・・・=・4

孤立助詞

〔サ〕 ・ 〔ザ〕

下げ調子日日-…‥‖ --…‥‖-18,19,21

讃岐方言

・t:V二蝣/蝣Hi

〔シ〕・ 〔ジ〕

31,32,38

辞・一　　　　　　・一日31,32,38,53

指示代名詞

実際社会の文法生活一・・　一日-・--40

しめくくりのはたらき・一・一・　　日-53

終助詞一　一　xvi,28,29,30,59,60,62

収約的頂点

主述^蝣;恵

三1-述帖造

述部化傾向

準体助詞

33

51

17

50

ll,12.50

12,50,51

昭和日本語の全方言状態--　　- ⅩlX

昭和日本語方言---　　　　　--・XIX

昭和日本語方言状態・・-　　　-・・= Ⅹ1Ⅹ

昭和日本語方言文末詞<文末助

詞>の統合的記述--　　一・一-81

助詞一　　一29, 30, 33, 35, 37, 52, 59, 60,

助詞系のもの(文末詞) -　--一・一68

叙述--　-一一-・・一一3,ll,53,54,55

叙述構造=-　　　　　・-52, 54, 55

叙述構造収約の機能・・・---・・.　--50

叙述構造統一収約の機能一・　一一・51

助動詞--　11,12,33,57,59,64,71,91

助動詞系の文末詞--　　　　　-一日68

助動詞による尊敬表現法---　　-・57

Fl肘l'・'%」

新複合形

新文末詞一・・一一日・・一一--・・-42,67,72

新文末詞生成・一一-一一一・・・一・・ --42

心理的休止

心理的なポーズ一一　　一　　　　　・51

〔ス〕

スピーチのパート,話部・・=　　　-・38

スペイン語

接続詞--一　　　　　　一31,32,36

接続詞,文的性格-..　　　　-- -31

接続助詞　　　　　　　　51, 52, 108

瀬戸内海大三島北部一・・　　　　日-42

センテンス・- -・3,10,15,16,32,36,39,

49,50,51, 61,73

センテンス,訴えの表現・-I-・ =・・XVIL

センテンス本位の記述,表現記述--・61
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地方的な一文アクセソト傾向一一一369

〔夕〕・ 〔ダ〕

待遇意識

待遇意識の展開-・　　　　　- 55,56

待遇機能一日-∴--一・一- 57, 58, 59,60

待遇敬卑の表現一一一・一・一・　・一56

待遇表現一一　　　　　　・一56, 57, 61

待遇表現,待遇敬卑の表現-一一---55

待遇表現文一--　　　= 55, 56, 57,83

待遇表現法一一一　　　　　　　一140

待遇表現法展開-I.　　　　　　-・55

待遇表現法研究一・・一一---　-・=--60

待遇品位-一　　　　　　　　一61,432

体系的存在

代名詞系の文末詞一一--一一--　--70

対話センテンス-一　　　　　　　一・55

対話の文法

対話「文表現」　　　　　　　---・65

対話「文」表現の収的点一一-一一130

単語論-　　　　　　　　　--32, 67, 73

単語論,文論--　　　　　　　　=・=61

単純感声的な文末詞・一一-・　-- 590

単純感声文末詞=-　　　　　　-　447

単純形の文末詞---　　　　　　　130

単純よびかけ=・-　　　　　　　　- 590

〔チ〕

-.fこH-U ^

朝鮮語,現代朝鮮語・・・-一一一　一日17

53, 54, 55・

〔ツ〕

適時態,共時態-　　　　　　-- -77

通時論,共時論-　---一一一-一一-77

搾軽弁--　　　　　　　一日目8,89,91

強さJノアクセント- -‥-一一・一一一37

〔テ〕

定形文末詞-----・・.一一日一一130

転成<転生>一・・　　　日目・・一・一蝣41

転成文末詞--　　・-・・・--・・39,42,52

転成(転生)文末詞--　　　　・-44-

転成の文末詞-一　　　　　　　一・45-

転成した文末詞---・一一一・一一-43・

〔卜〕・〔ド〕

東京語　　　　　　　　　　24, 39, 47, 70

統合的記述

動詞系の文末詞--一・　　　　　一-69・

「東北～裏日本」系の分布一一一一107
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「東北～裏日本」系の方言地帯-　107

特定訴え成分----・--一　　　日・ 7

特定訴え要素一日　　　　　　　- 6

特定文末部一　日目28,48,49,50,51,53,

55, 56, 57

特定文末部(-文末詞) ・ ‥--- 48,58

特定文末話部(-文末詞) -・-　-・74

特定文末要素(文末詞) ---　・13,17

特定文末成分=---　　　　　---17

特定文末部化- H HH67

特定文末部の楼能----.・　　-・・48

独立詞-・・　　　　　　‥-29,32,86

土地っ子

内的言語学

〔ナ〕

内的言語学の記述-一　　　　・一75

ナ行者「ニ」文末詞存立-- ---- 435

「ナ〔na〕」のよびかけの音効果---243

〔二〕

日常談話文

日本語-=　日日xvii,xix,7,9,10,ll,12,

13,14,15,16,17,18,19, 22, 26,

38,41,43,63,65,72,75, 79, 83,

592

日本語史

日本語生活--・　　　　　-蝣10, 592

日本語対話文表現での訴え法=-　--20

日本語対話文表現での文末要点-=-- 8

日本語対話文表現の文末の訴え

日本語特有の文構造---　　　　-・17

日本語の構造論的特質--‥-一・ ・一・14・

日本語の文表現構造・・-・ ------18

日本語の文表現の構造,文末決

定性の表現構造--　　　　一・一12

日本語の文表現の構造論的特質一・一-ll

日本語の文法学--　　　　　=--=79

日本語の文法構造-一　　　日一一・一14

日本語の文法構造上の特性--　---46

日本語の文法論的特質---　　--・XVII

日本語の文末特定要素---　　一一15

日本語の歴史-・-　　　　　-一一一39

日本語の歴史的推移一一-・--・ -=- 592

日本語表現生活-一　　　一----- 9

日本語表現法の文末決定性一・一- ll,12

日本語文表現一一　　　　一9,10,17

日本譜文表現の構造-一　　　　　一10

日本語文表現の構造・機能と文

末特定要素-日本語「文

表現」の文末決定性一一一一　一10

日本語「文表現」の文末決定性-一日・10

日本語文表現の文末決定性--　　-18

日本語「文表現法」の特質--　- 130

日本語文法

日本語方言共時態--・一一--　---75

日本語方言状態-=　　　　　　　-・67

日本語方言状態の全域--　　-- 384

「ニ」討究一　　　　　　・一一385

「ニ」の探査

「ニ」の発生

人間tv,L-

人間存在の歴史=-・　　一日-一日-77

人間対話での訴え--　　　---・27

〔ネ〕

「ネ」に対する違和感--　　　- 340
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表現法--一　　　　　日-- 12, 18,384

〔ハ〕 ・ 〔パ〕

発展的動向

話しことば-　　　　　　　　　11,38

バロール化(表現活動の現場化) ・ --54

パロール追求の方言学---一一・一　432

〔ヒ〕

筆者生活語の「ニ」に関する昭

和二十一年の記述--‥- ・一一379

表現,表現内容=一　　　　日一一日-44

表現意味論

=]ミ?!活動

表現機能一・　　　　　　　一・日52, 133

表現気分

表現形式---・・-　　　・一一- 39,40

まHITf:態

表現効果

表現効果,待遇効果一日一一一一xvlll

表現構造

-]蝣蝣代作,FH

表現次元

表現者一・・一・一　　　一3,6,7,10,ll,38

表現重点--・--・　　　　　--8,9, 10

表現生活=一　　　　　　　一--10, 443

衰現前の次元一一　　　　　　　　‥=28

表現待遇価

*T馴51】隻

表現内容----　　　　‥=-6, ll, 17,30

表現の音調-----・　　　・一一591

表現の決定

表現「文末決定」の構造--一一--xvii

表現要素

表現欲求

標準語体系・一・一　　　　　　--・245

品詞-- ‥-‥ xviii, 17,28,35,37,38,42,

43, 86

品詞「文末詞」一一--一一-----xvlll

品詞処理

品詞論一日目---　　　　- 28,29,35,86

〔フ〕・〔ブ〕

複合形態,下方要素=一　　　　　一・46

複合形文末詞=--- 42,43,46,47, 58, 59

複合文末詞-----　　　　・--62

複合方式

複合形文末詞の新作--　　　　　--42

複合形文末詞の処理- -　　　　‥--46

副詞系の文末詞--‥　　　　　・一一70

文

文アクセントのパターン<特質

文アクセソト,高平調--一一-　一一38

文構造--一一-　- 15,17,18,39,63,65

文章作品

文章表現

文章表現(達文表現) ・--一・・一-一日79

文章表現論 79



支待遇表現(敬卑表現) -、一一-　日日60

文待遇表現法・--　　　　-一一---57

文中助詞,文末助詞--　　　-・---29

文中の助詞,文中助詞-一一　-・--・52

文的性格日日-・--　　一一17,32, 37,65

文的性格,文的表現----=　　　-・36

文的性格,文表現相当・--　　　--65

文の待遇表現の流れの収約--　-・55

文の衷時効呆-=一一　　　　　一xvlll

文の分析

文表現・--　-　xvi,xvii,xix,6,7,8,9,

10,ll,12,13,15,20,21, 22, 23,

25,27,31,32,35,36,38, 39, 40,

46,48,52,.53, 54,55,60, 63, 65,

67,71,72,73,74,79,83, 85,

91, 109

「文」表現

文の表現-=一一一一一一・　- 40,53

支表現,対話文一=　　　　　- xvlll

文表現,文の叙述構造一一-　　　-・50

文表現形態

文表現の構造-一一　　　　　　--54

文表現収約の機能-一　　　　一63,64

文表現上の末尾の特異特定なも

文表現特定化の機能一一　　　　-=49

文表現の訴え---　　　　　　--3,42

文表現の完結　　　　　　　　　--・40

文表現の完結と完休日---　　----39

文表現の研究・-・　　　　　　-一一23

文表現の次元--・-一一日目　　　‥=-29

丈表現の生活--一　　　　一一--　蝣10

文表現の待遇臨一・日　　　--一・一一60

文表現の対他作用-一一-　一日-一一・27

文表現の流れ(叙述構造) - -一一--53

文表現の認定-一　　　　　　一-・-・40

文表現の文末特定成分-一一・-一日目xVll

文表現法

文表現本位(センテンス本位)　　-61

文表現末尾特定成分,文末詞-一一Ⅹ1Ⅹ

文表現論-　　　　　　- 67,73,74,79

文表現論,文章表現論=　　　　・-79

分布,系脈分布---=　　　　---=78

18,39,50

文法研究=-　　　　　　　　　・10,87

文法現象=-　　　　　　　　　-蝣xvm

->蝣蝣> :三ii論

文末訴え「ア」音--・--一・一一一日・・87

「文末訴えア音」出現の諸相--・--・91

「文末訴えア音」の分布と活動--蝣107

文末訴え音一一　一23,24,25,43,86,87

文末の訴え音-一　　　　　　　一・蝣22

文末訴え音,文末詞形--一一一日・ --85

文末訴え音,特類文末詞--一・一一一42

文末訴え音,準文末詞--一一一・--・86

文末訴え成分--　　　　　　-・--・23

文末の訴え成分--一一一・--　--20

文末訴え法--　　　　・一一18, 19,25

TV I三ft-1幸:こ

文末の訴え要素一一・日--一一---10

文末こと

文末詞というもの一　　　　　　一ⅩⅤ

「文末詞」という呼称-・一一一・一・-28

文末詞=-・ - xvi,xvii,xix,12,17,25,

27,28,29,34,36,37,38, 33, 41,

42,43,47,48,49, 50,51, 52, 53,

54,55,56, 57,61,66,70, 71, 73,



75, 76, 77, 83, 85, 86, 98, 441, 445

文末詞,終助詞,感動助詞--=-- ⅩⅤ

文末詞,文末助詞--　--一一一---・28

文末詞<文末助詞>---・一一-- --・83

文末詞,特定文末部-一一・ -一一59,60

文末詞(-特定文末部) -=--一一49

文末詞即特定文末部日日　　　-一一-53

文末詞,独立詞--　　　　　　　--33

文末詞の独立性---一　　　　一・33

文末詞,単純新生,転成-----　-・72

文末詞,文的性格-一一-=　　　‥-65

「文末詞」化一一一63,64,65,66,67,68,
69, 70, 71, 72

文未収的特定要素化, 「文末詞」

化

文中の「『文』の部分」収約要
素の「文末詞」化一一一--=　日日65

「文末詞」化の一般的可能性一日一一・63

「文末詞」化の可能性一一・一一--・65

「文末詞」化の経路一一一一一一　--67

文末詞活動一・日　　　　　　　　　- 130

「文末詞」観---一一一・一一----・28

文末詞記述一一--一日・-- 73,75,76,83

文末詞の記述・-----一日--一一・73

文末詞記述,高次の共時論・一一・一一・77

文末詞記述の次元一一・一　----一日-73

文末詞記述の内的言語学・--・-一一-・74

文末詞形

文末詞研究---H xviii,xix, 10,41,60,

62, 79, 85, 117

文末詞の研究一　　一一-・・一一・一・59

文末詞研究,言語研究・・-・・------74
文末詞効果

文末詞生成の可能性-一一一日--一一39

文末詞相当性-‥‥・一一日----- 63,65

文末詞即特定文末部の叙述構造

収約の械能・-・　　　　・一一日52

文末詞即文末特定話部の,叙述
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構造収約の機能=一一- -----53

文末詞体系

文末詞体系の流動・発展,日本

語そのものの体系的発展--=--=72

「文末詞」着限の重要性・一一日一一xvii

文末詞「ナ」の地位・はたらき--- 244

文末詞なるものの分類・-=　-=一・・一84

文末詞(-特定文末部)の機能----48

文末詞の機能論的研究・・----・・ -・61

文末詞の叙述--　　　　　　　　　-・83

文末詞の生態--　　　　　---・-・44

文末詞(文末特定の訴え成分)

の成立自在・----　　--一日-38

文末詞の世界一-　‥=一一一----・80

文末詞の総合的記述--一一一--　=-83

文末詞の体系的記述----一一一一--61

文末詞の転成新生=一　　　一---・72

文末詞の特異特定性-文表現

と文末詞L・--・・　　　・-26

文末詞の分類--　　　　　-=　41,43

文末詞の分類処理一一-・・-　=・-・一日目46

文末詞法,文末法---・　　　　-・60

文末重点の訴え法--一　　　　　一12

文末助詞-一・　　　　　一xvi,29,37

文末助詞,文末詞・----一日---　=-32

文末待遇表現法--　　　　　- 55, 57

文末詞による文末待遇表現法一一一57

文末での訴え法一・　　　　　　日・-14

文末での特定訴え要素--　　　---12

文末特定成分一日　　-　xvii, 12,24,27

文末特定の成分一一一一一一一一-・63

文末特定成分(文末詞)日日- ‥- xvlll

文末特定成分,文末詞-一一一・-・xviii

文末特定成分,特定文末部・一一- xviii

文末特定の訴え成分・一一・・一-- 27,28

文末の特定訴え成分-一・一- 12,25

文末の特定の訴え成分・-一・一- 20,22

文末の特定の「訴え成分」の
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文末特定要素一・一- 6, 10,ll, 13, 15,17,

18, 19,33,64

文末特定要素(文末詞) ・・　　　--58

文末の特定要素-<文末詞

>---　　　　　　　　--73

文末に来る特定の訴え要素-・ - ⅩⅤ

文末特定の訴えことば・--　　　-・86

文末の訴え作用の自在性・一一-　-=39

文末表現法

文末法

文宋部

文末要素,文末特定要素-・-　　　-14

文末の声調-一　　　一20,21,22,24,54

文末声調--　　　　　　-10, ll, 12

文末の上げ調子---　　　　　　-10

文末の上昇調---　　　-一・一-- 134

分顕されるべき文末詞・一・ ・一一　・41

「文」論

辺域分布

〔ホ〕 ・ 〔ボ〕

母音日日---=-　　　　　　-　23,24,441

方吉日-　　　　　　　　　- 8,21,27,47

方言,生活語-・-　　　　　　　-・XVII

方言-という体系的存在一一　--75

方言特性

方言界,共通語界-----　　一一一・62

方言会話-一　　　一一一-一一xvii, 3

方言会話者

方言会話の世界・一　　　　　　　　一3

方言研究　　- xviii, xix, 22, 23, 27, 384

方言研究,音声言語研究=・一一　--・86

方言の研究,音声言語の研究一一一86

方言研究,文末詞研究一日　　　一一-79

方言研究者--　　　　　　・-　xvii,21

方言研究の表現論的深化=一一　-- 384

-tjd事象

方言生活・・-　　　　　　　26, 27, 61, 72

方言生活者

方三m 'ff-

方言待遇表現の世界-一　　　　　一・60

蝣ij六一地質

方言調査一日・一　　　　　　一-　xvii,10

方言人--・　　　-- 3,9,27,60,67,71

方言による変差-一　　　　一一・一133

方言の音韻的基盤--　　　　　- 150

方言の純粋記述‥一一一一一・　一一61

方言の生命-・・-　　　　　　　　--xVll

方言の世界--一一--一一一xvii,21, 58

方言の文表現・一一一日　　　一一　21,22

方言表現の生活--　　　　　・- xvlll

方言風土

方言「文表現」一　　　　　　　　一・58

方言文末詞研究,方言学--　　　-=79
;tsa

lj ililA

本来的な文末詞--一　　　　・一一41

〔マ〕

〔メ〕



名詞系の文末詞=---・一一・・一一一-・70

命令表現

〔ヤ〕

「ヤ」に関する複合形-一・一一・ - 591

「ヤ」の活動

「ヤ」の諸用法

「ヤ」の親愛感・一一一一一・一--　590

「ヤ」文末詞の用法--・-一一一一447

〔ヨ〕

用語気分‥一一・一一一--・-- 310,432

用法の分化拡張一一一・一・・一日--　448

用法分化-一一一一------ 132, 443

よびかけ=----…‥‖--3, 6, ll.6, 32, 56

よびかけ・訴えかけ一一一一-‥---32

よびかけことば--・一・一・一蝣4,5,71,443

よびかけことば・訴えことば・----40
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よびかけの性格-一・・一-・-・一一一一-87

よびかけ文

歴史的記述

〔レ〕
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